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1.沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一一環 として,昭 和31年 に 封庸観測隊が南極に出発 して以来,南 極地域観測
隊は,一 時期の中断期間をのぞいて,毎 年派遣 され,極 地研究は着実 に発展 して きた、その結果,南 極地域観測隊並
びに極地研究の中核 となる機関を設置する必要が南極地域観測統合推進本部,日 本学術 会議及び関係者か ら強 く要望
された 、昭和37年 国立科学博物館に極地関係の資料兼事務室が設置 されたのを皮切 りに,順 次 これが極地学課,極
地部,極 地研究部,極 地研究センター と発展的に改組 されてきた しか し,我 が国の南極観測事業のより一一層の進展
のため,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究セ ンターが発展的に改組 され,大 学共同利用機関 として,国
立極地研究所が創設 された
昭和48年9月29日 国立極地研究所創設_研 究系4部 門,資 料系2部 門,管 理部2課6係 及び事業部1課2係 が設置 さ
れた、また,南 極の昭和基地が観測施設 となった.
昭和49年4月
昭和50年4月
昭和50年10月
昭和53年4月
昭和54年4月
昭和56年4月
昭和58年4月
昭和59年4月
平成2年6月
平成5年4月
平 成6年6月
平成7年4月
平成8年5月
平成9年4月
'ド成10年4月
研究系に寒地工学研究部門,資 料系にデー タ解析資料部門,事 業部に観測協力室,並 びに図書室
が設置 された
研究系に地学研究部門,寒 冷生物学研究部門,資 料系に低温資料部門が設置 された
事業部観測協力室に設営係 と定常観測係が設置された
研究系に極地気象学研究 部門(時 限5年),極 地鉱物 ・鉱床学研究部門が設置 され,寒 冷生物学
研究部門が寒冷生物学第 一研究部門と寒冷生物学第二研究部門に改組 された。
研究系の超高層物理学研究部門が超高層物理学第…研究部門と超高層物理学第 二研究部門に改組
され,寒 地一[学研究部門は極地設営工学研究部門と改称 された 、
資料系に陽石資料部門が設置 され,み ずほ基地が観測施設 となった、.
研究系の極地気象学研究部門が廃止され,気 水圏遠隔観測研究部門が設置 された(時 限10年 ・
研究系に限石研究部門,資 料系にオーロラ資料部門が設置された.
北極圏環境研究セ ンターと情報科学センターの2研 究施設が設置され,資 料系のデー タ解析資料
部門が廃1ヒされた
研究系の気水圏遠隔観測研究部門が廃止 され,極 域大気物質循環部門が設置された 総合研究大
学院大学数物科学研究科極域科学専攻が設置 され,同 大学の基盤機関 となった,、
研究系に地殻活動進化研究部門が設置 された
研究施設に南極圏環境モニ タリング研究センターが設置 された、
南極圏環境モニ タリング研究センターの整備が行われ,資 料系非生物資料部門が廃11二された
北極圏環境研究セ ンター及び南極圏環境モニ タリング研究センターの整備が行われた
研究施設に南極限石研究センター,事 業部に環境影響企画室が設置 された。研究系の明石研究部
門 喀 員部門,資 料系の阻石資料部F弓が廃止された
2.概 要
1)設 置 目的
大学共同利用機関として設置され 、国立学校設置法の 一一部を改IEす る法律,昭 和48年 法律第103号),極 地 に関す
る科学の総合研究及び極地観測 を行うことを日的 とする
2)主 要事業
ア)共 同利用
大学及び研究機関の研究者その他の者で,こ の研究所の目的 とする研究 と同一一の研究に従事する者の利用に供 し,
及び共同研究 を行 う
イ)大 学院教育に対する協力
大学の要請に応 じ,当 該大学の大学院における教育に協力する
ウ)南 極観測事業
南極地域観測の中核機関 として,観 測事業の実施及び観測隊の編成の準備その他の協力業務を行い,並 びに観測
成果について集中的に資料を収集,整 理,保 管,解 析,提 供し,研 究発表を行 う
1
3)組 織
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北極圏環境研究センター
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地 球 物 理 学 研 究 部 門
超高層物理学第…研究部門
※超高層物理学第二研究部門
※極域大気物質循環研究部門
雪 氷 学 研 究 部 門
地 学 研 究 部 門
地殻 活 動 進 化 研 究 部 門
※極地鉱物 ・鉱床学研究部門
生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒冷生物学第一研究部門
※寒冷生物学第二研究部門
※極地 設 営 工 学研 究 部 門
生 物 系 資 料 部 門
オ ー ロ ラ 資 料 部 門
低 温 資 料 部 門
情報科学センター
南 極 圏 環 境 モニタリング研 究 センター
南極損石研究センター
観 測 施 設
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6)経 費
国立学校別会計(項)研 究所(項)施 設整備費(項)国 立学校
(単 位:千 円)
1年 度
1
人 件 費 物 件 費 計
ト48 86,934 53,153 140,087
巨9 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
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62 598,502 1,494,868 2,093,370
63 608,875 1,328,040 1,936,915
[元 648,699 831,812 1,480,511
2 704,938 954,564 1,659,502
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17 941,169 1,764,971 2,706,140
|8 1,116,867 1,105,972 2,222,659
9 991,205 2,544,962 3,536,167
10 1,188,743 3,054,733 4,243,476
;11 1,132,509 2,523,432 3,655,941
12 1,231,604 2,608,277 3,839,881
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一般会計(項)南 極地域観測事業費
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年度 人 件 費 物 件 費 計
48 5,086 213,972 219,058
49 7,672 297,247 304,919
50 10,885 538,489 549,374
51 11,024 586,504 597,528
52 14,781 738,423 753,204
53 15,480 851β14 867,294
54 15,333 873,736 889,069
55 19,105 940,567 959,672
56 18,793 848,082 866,875
157 18,435 919,185 937,620
58 19,770 1,203,026 1,222,796
59 18,900 1,155,116 1,174,016
60 22,141 1,089,282 1,111,423
61 25,042 808,595 833,637
62 28,472 1,409,849 1,438,321
63 27,198 761,209 788,407
元 28,863 725,673 754,536
2 24,793 789,422 814,215
3 27,519 886,916 914,435
4 24,738 883,434 908,172
5 29,506 1,212,536 1,242,042
6 27,275 1,102,514 1,129,789
17 46,640 1,290,989 1,337,629
18 49,194 1,950,804 1,999,998
9 30,515 1,544,563 1,575,078
10 32,294 50,439 82,733
11| 28,272 48,474 76,746
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日又
面 積
建 物 延 面 積
研 究 棟
管理 ・資料棟
ゲス トハウス
物 品 庫
明 石 研 究 室
河 口湖 ・大石研 修施 設
河 口1胡 ・ボ イラー季東
5,945m!(板 橋地 区)
1,407㎡(河 口湖 地 区)
6,430㎡(RC,地 下1階,地 ヒ4階)
4,002m'(SRC,地下1階,地 上6階)
678㎡(RC,地 上4階)
67㎡(B,平 屋 建)
181㎡(S,地 ヒ2階)
372㎡(W地 ヒ2階)
15㎡(B地 上1階)
11,358m－
]387㎡
研 究 所 配 置 図
加 賀 児 童 館
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II.　研 究 活 動
国立極 地研究 所の教 官 は,専 攻 分野 に応 じ,そ れぞれ超 高層物 理学研究 グルー プ,気 水圏研 究 グルー プ,地 学研究
グル ープ,生 物 学研究 グルー プ,及 び極地 設営 －f二学 研究 グルー プに所属 し,研 究 に従事 してい る 各研究 グループは,
将 来計画 の推進 ・共同研 究 の進展,前 年 度の研究 実績等 を踏 まえ,年 度 ご との研 究計 画 を立案 し実行 してい る、 平成
14年 度 に行 わ れた研究 活動 を 「研 究.,一 科学 研究 費補助 金採択状 況一,「奨学 寄付 金受 け入れ状 況」 「他 機関 との 共同
研 究の状 況」,「 国際 共同研 究 等」及 び 「シンポ ジウム等」に区分 して まとめ た 「研究 」におい ては,各 研 究 グルー プ
ご とに,学 会誌等 に発 表 され た論文 や,学 会 ・シンポ ジウムでの 口頭発 表 を含む 各教 官 ご との研究概 要 を 「 ・般 研究」
に,所 外 の研 究者 との共 同研 究 の研究 課題 を 「共同研究」に,科 学研 究費 補助 金 による研究 課題 を 「科 学研 究費 補助
金 に よる研 究」 にま とめ,研 究 の成 果 として,各 々 まとめ たFシ ンポ ジ ウム等」 で は,国 立極 地研究 所}催 の5つ
の シ ンポ ジウム(極 域 におけ る電 離圏磁 気圏総 合観測 シンポ ジウム,極 域 気水圏 シンポ ジ ウム,南 極地学 シンポ ジウ
ム,南 極阻 石 シ ンポ ジウム,板 蔵生物 シ ンポ ジウム 及びBio-logging　 .Sciell(:e国際 シンポジ ウムの概要 につ いて,ま
た,共 同研究 の一環 と して行 われた研究 小集 会 ・観測研 究小 集会 ・研 究談話 会等 につい て,そ の題 目等 を まとめ た
研 究 組 織 一 覧
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1.研 究
1)超 高層物理学研究 グループ
(1)一 般 研 究
研 究 目 的
太陽風 と地球磁気圏の相互作用に起因するプラズマ運動や電磁場は,地 球の磁力線 に沿 って極域電離圏に投影され
る、 このため,極 域の電離圏 は太陽風一磁気圏相 互作用や磁気圏全体を監視 ・観察す る好個 な窓となっている この
宇宙の窓か ら,ど れだけの量のエネルギーが,ど の ような物理過程や経路 を経て地球圏に流入しているか,ま たこの
エネルギーが地球大気や環境にどの ような影響を与えているかを,い ろいろなタイムスケールにおける定量的なシナ
リオとして理解 し,将 来における太陽一地球系環境変動の予測 に供することを目的としている、
研 究 計 画 の 概 要
太 陽風か ら地球 磁気圏 に流 入 したエ ネルギー はオー ロラ現 象に代表 され る様 々な電磁 気学 的相互作 用 によって その
姿 かた ちを変 えつつ,極 域 の 地球電離 圏 におい て,蓄 積 ・消費 され,こ の領域 はいわ ば ダ イナ ミックな実験観 測の場
とな って い る さらには,こ こで熱 化 されたエ ネルギー は極域 中層大気 のエ ネルギ ーバ ランスや運動 会地球 規模 の
大気 大循環 に大 きな影響 を及ぼ してい る と考 え られてお り.こ のエ ネルギーの 輸送,そ れ に伴 う諸現 象 を様 々な手段
で観 測す る こ とに よ り,逆 問題 としてその背 後 に潜 む複雑 な物 理 課程 を解 明 しよ うと してい る、,
この ため,カ ス プ域 の中 山基地 と南 極点 基地,北 極 スバ ルバ ール等 に設置 した オー ロラ光学 観測機 器や オー ロラ帯
の 昭和 基地Superl)ARNレ ー ダー,ス バ ルバー ルEISCAT　 `欧 州 非li渉 散乱1レ ー ダー等 を用 いて太 陽風 か ら供給 さ
れ る電磁 エ ネ ルギ ー流 入の様 相 を調べ る この電 磁エ ネルギ ーは夜側 の磁 気圏 尾部 に輸 送 ・蓄積 された後,爆 発的 に
解放 され オー ロ ラ現 象 と して観測 され る この過 程 をオー ロラ帯 に位置 す る昭和基地,ア イスラ ン ドや スウ 二二ー デ ン
に設 置 した オー ロ ラ光学 観 測 器等 に よ り観 測 し,そ の動 形態 か ら現 象 に関 与す る物 理 プロセ スを研 究 す る また
EISCATレ ー ダー を軸 と した レー ダー観測 の汎地球 スケー ルか ら局所的 な詳細比 較 に亘 る連携 観測 によ り,極 致電 離
圏,下 部熱 圏大 気の プ ラズマ ・中性 大気 の結 合を解明す る さらに,地1二 観測 と相補 的 な人工 衛星 のデ ー タ受 信が 昭
和 基地で行 わ れ,地 上 観測 と併せ た総 合解析 に供す る一オー ロラ現 象時,極 域 超高層大 気 に注 入 され る膨 大なエ ネル
ギー は電 離大 気 ・中層 大気 の相 互作 用 を通 じ ド部熱圏 か ら中間圏 界 面領域 に大規模 な 大気 の運動,波 動 を励起す る
これ らを南極 昭和 基地 や北 極域 に展 開 してい る単色全 天 イメー ジ ャー,オ ー ロ ラスペ ク トログ ラフ,流 星 レー ダー,
MFレ ー ダー,ナ トリウム温度 ラ イダー,フ ァブ リーヘ ロー ドッフ'ラー イメー ジャーな どに よ り2次 元 も しくは3次 元
的 に観測 し,得 られ たデー タを もとに総 合的 な解析 を可能 にす る
研 究 成 果 の 概 要
・　ALIS　 (Aurora　 Large　IIIIa8Sillg　SystemlとEISCATヒ ーテ ィング,　EISCATレ ー ダーの 同時観測 による励起 大気 光の
多点観 測 とプ ラズマ測定 を行 う観測 実験 が2002年11月 と2003年3月 に行 われ た これ まで の数次 にわた る実験 デ
ー タを も とに,励 起過程 の解析 が行 われ,　HFポ ンフ周 波数 とジャ イロ高調 波の一一致が励 起す るプ ラズマの 乱れや,
557.711mと630nmの 励起 強度比 と非熱 釣篭riの 寄 与な どにつ き知 見を得て いる
・昭和 基地 とア イ スラン ドとの オー ロラ 共役点観 測期 間中 にノく規模脈動 オーロ ラが発 生 した 幸運 に も,こ の 共役点
脈 動 オ ーロ ラ観測 時 に昭和 基地 一ヒ空 をFAST衛 星が通過 し,世 界 初の,脈 動 オーロ ラに関す る衛星 一地 上共役点 同
時観測 に成功 した.そ の結 果,脈 動 オー ロラの発生 領域 ・機構 ・形状 に関 して,新 た な観測 事実 を発 見す る ことが
で きた,
・昭和 基 地の2基 のHFレ ー ダー を中心 と した国際SUperDARNレ ー ダー網 観測 に関 し,本 年度 に実施 した研究 課題
とその成果 と して,山 太陽風 動圧が 非常 に高い場 合 と低 い場 合の電 離圏対 流 ダ イナ ミクスの相違,2}惑 星間磁
場Bzの 階段 的南 転 に対す る電 離圏 応答,　 3　 SllperDARNとGEOTAIL衛星,及 び,　EISCATヒ ー タ実験 を合わせ た
特 別同時 観測 を企画 ・実施 に よる,Pc3-4とP(・5地 磁 気脈動 の発 生 ・伝播 機構 の特性の 観測,4)レ ー ダーエ コー
スヘ ク トル特性 の 南北半球 比 較の統 計的,及 び,ケ ー スス タデ ー と しての解析研 究,5)可 視 オー ロラ とIIFレ ー
ダー との同時比 較観測 の企画 ・運 用,61移 動性 電 流渦現 象 の発生機 構 に関す るHFレ ー ダー と地上磁場 変動 記 録
を用い たモデ ル計算,7)極 域 夏季 中 間圏エ コー　(PMSE)の 南極域HFレ ー ダー で初め ての観測,8)HFレ ー ダ
ーの 生時系列 デ ー タを用 いての流 星エ コー観測へ の応用 と開発 ,な どが あ り,多 方面 の研究 分野で 多 くの観 測 ・研
究成果 を上 げる こ とがで きた.
・南極点 全天 オー ロ ライ メー ジャを運用 し,得 られた観測結 果 か ら,午 前 側 に特 徴的 な不規 則波状 オー ロラ構造,及
び,極 方向 に移動す るオー ロラ構造　(PMAF)　 につ いて解析 し,衛 星 デー タとの比較検 討 を行 った。
・高エ ネルギ ー粒 子 のエ ネルギ ー束分 布の 時 間発 展 を求め る新 たな理論 シ ミュ レー シ ョンの計 算手 法の 開発 を行 い,
磁気 圏内 での環電流 形 成に伴 う地球磁場 変動 につい て衛星観 測 デー タの統計 解析結 果 と比 較検討 し,太 陽風 に対す
る磁 気圏 の応答 及び磁気 圏内高 エ ネルギー荷電 粒子の 生成 ・消 滅過程 に関 し新 たな知見が 得 られた。
・昭 和基 地で受 信 したDMSP衛 星可視 画像 デ ー タ(42次 受 信 分:4973パ ス)の 処 理 ・編集 と極域 科学 総 合デ ー タベ
ー スへ の登録 を行 った 、受信 デー タを用 いた研究 で は,オ メガバ ン ドな らびに オー ロラ(NS)ス トリーマ ー に注
目 し,こ れ らの オーロ ラを励 起す る降下電 子のエ ネル ギー スペ ク トルを同定 した。 オ メガバ ン ドを生 成す る粒j「一は
4～10keV電 子 で,ソ ース領域 と しては プ ラズマ シー ト　(CPS)地 球 側境 界 に対応 す る。 また,オ ー ロ ラス トリー
マ ーは ピー クエ ネルギ ー数keVの 加速電 子が対 応 してお り,昭 和 基地全天TVデ ー タの解析 に よ り,高 緯 度か ら低
緯度へ(磁 気 圏尾部 か じ)地球 方向へ)移 動 して いる こ とを確認 した。
・名 古屋 大学 太 陽地 球環 境 研究 所 グ ルー プ と共 同 し,3月1日 一5日 に トロ ム ソ,キ ルナ,サ ダ ンキ ラの3局 の
EISCAT/UHFレ ー ダー を用いた高 時間分 解能(0.44秒)の 電 離圏観 測 と狭視野 オーロ ラカ メラに よるオー ロラ 光学
観 測 を行 い,3夜 で 同時観測 に成功 した、特 に,デ ィフユー ズオー ロラ中に発生 す るブラ ッ クオー ロラの顕著 な イ
ベ ン トを捉 えてい る、今 回初 めて本 格的 に実行 した(合 計30時 間)arch1モ ー ドに よ り,オ ー ロラ微 細 構造 近傍
の電場 と運動 を直接比 較す る ことが 初めて可 能 となった、
・ 「あ けぼの」衛 星搭載 の紫外 オー ロ ラ ・可視 オーロ ラ撮像 装置 のデ ー タ,南 極 昭和基 地 ・あす か基地 にお け るオー
ロ ラ観測 デ ー タの解析 を通 して,オ ー ロラサ ブス トー ムの発達過 程の研 究 を行 った、,サ ブス トー ムの オ ンセ ッ ト直
前 にオー ロラ帯 の極側 境 界付 近 に特 徴的 な オーロ ラが 出現 す る こ と,拡 大相 の発達 は段 階的 に進行 す るこ と,な ど
新た な指摘 を行 い,こ れ らの成果 を学術 誌に発表 した 一
・昭和 基地 でのMFレ ー ダー(風 速)と ナ トリウム ラ イダー(温 度)の 同時観 測 よ り,ナ トリウム ラ イダーか ら得 ら
れ た南 極 冬季 の中 間圏 界面温度 は北極 域 の冬 季 よ りも15-20度 ほ ど低 い こ とが示 され た。南北 の極 球で の 大気波
動 の果 たす役割 の違 い な どを示唆 す る と考 え られ る。 また冬 季 には高度90km以 高 において,周 期6時 間の波動 が
半 日周期波 な ど他 の 大気 潮汐波 以上 に 卓越 しうる ことが明 らか にな った。 この波動 の成 因 には非 線形 な効果 な どが
考 え られ る 、さらに オー ス トラ リア と米 国が南極 で運 用す るMFレ ー ダーの デー タ と比 較解析 を行 って大気波 動 の
経度構 造 を探 り,半 日周期大 気潮汐波 について は太陽 同期 しない波動 の活動度 が夏季 に高 まる こ とが は っ き りと示
された、
・スバ ルバー ルにおけ る流 星 レー ダー観測 で得 られ た長期 間連続 観測 デー タについて,同 じ緯 度帯の環 北極域 や南北
共役点 であ る南極 域で の レー ダー観測 デー タを総 合 して,東 西波 数,直 接励起,ノ ンマ イグ レーテ ィン グ,南 北 対
称 ・非対 称,非 線型結 合,季 節 変動等 の視 点 で解析 を行 ったk、 また,　SOUSYレ ー ダー(MST)と の 同時観 測結 果
との比較 も併 せ て行 った ほか2002年4月 の 大きな地磁 気擾乱 の 中性風へ の力学的結 合 につ いて も検 討 した、
・オー ロ ラ大気 光 スヘ ク トロ グラ フに よる酸 素 イオ ン発 光 とEISCATレ ー ダーの 同時観測 デ ー タに よる粒t"降 ドに よ
る電離 圏変動 の対応 につ き,オ ーロ ラ輝線 の スヘ ク トル観測 とモ デル計算 に よる オー ロラ発 光 との比 較か ら,オ ー
ロラ中の酸 素 イオン発 光 は低 エ ネルギ ー電'9・による酸素原 子の直接 電離 ・励起 に よって発光 してい る こ とを確 か め
た
・オー ロラ現 象 を編 隊飛行 す る気球 で総合観 測す る ことを 目的 とす る南 極周 回気球 が平 成15年1月13日,昭 和 基地
よ り放 球 された、2機 の気 球 は南極 大陸 を半周 す る観測 を行 った後,1月30日 と2月7日 に,そ れぞ れ南 米沖 海
Eに 落下 した 飛行 の後 半 に大 きな地磁 気擾 乱 に遭 遇 し,波 動,オ ー ロラX線,電 場観 測器等 は顕著 な現 象 を受信
し,解 析が進 め られて いる、.波動 観測 で は,2機 の気球 と南 極基地 の同時観測 結 果か ら,ポ ー ラー コー ラ ス現 象の
空 間的 ひろが りを推 定す る こ とがで きた
・イ メー ジング リオ メー タの全地球 的 ネッ トワー ク観 測が英 国 ラ ンカ ス ター大学 よ り提案 され てい る、 この第 一歩 と
して,ラ ンカス ター 大学 と共 同で,ア イスラ ン ドとフ ィンラ ン ドの イメージ ング リオ メー タ同時比 較解析 を行 った
ほぼ 同一一磁 気緯 度 に位 置す る両 地点 の比 較 に よ り,オ ーロ ラサ ブ ス トーム発達 の地 方時 に よる差 異,磁 気圏 プ ラズ
一10一
マ対流 に伴 うCNAド リフ ト速度 の経度 に よる差 異 な どが明 かに された
・ファブ リーヘ ロー イ メー ジャーに よって得 られた 干渉 フ リ ンジデ ー タか ら風速 ・温度分布 を導 出す る ソフ トウェア
を開発 した、.2001年 に昭和 基地 フ ァブ リーヘ ロー イ メー ジャーで得 られた フ リンジデ ー タを解析 した、
・宇宙 科学研 究 所の小 型 極軌道 衛星INDEXに 搭 載 す るオー ロ ラカ メラや,月 軌 道 か ら地球 オー ロ ラ ・大気 光 を観測
す るSELENE衛 星搭載 プ ラズマ イ メージ ャのFM設 計 及 び製造 を行 った 金星探 査機 搭載赤 外 カ メラ及 び雷 ・大
気光 カ メラの概 念設計 ・予 備実験 を行 った
・ 「あけ ぼの」 衛星 放射 線 モニ ターRDM .)の1太 陽活 動 周期 を越 える長期 連続 デ ー タをデー タベー スの更新 を引
き続 き行 い,磁 気嵐 に伴 う放 射線帯 の大 規模 な構 造変化 につ いての解析 を進め た
(1)江 尻 全 機 研 究 主 幹(併 任),研 究 系 超 高 層 物 理 学 第 一 研 究 部 門 教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域
科 学 専 攻 教 授.併 任,工 学 博 士 京 都 大 学:1973年1
1.専 門 領 域:磁 気 圏 物 理 学
2.研 究 課 題:放 射 線 帯 高 エ ネ ル ギ ー 粒 子 の 計 算 機 シ ミュ レ ー シ ョ ン,及 び オ ー ロ ラ と 磁 気 圏 ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
磁 気 圏 物 理 学 で 放 射 線 帯 高 エ ネ ル ギ ー 粒 子 の 振 る 舞 い に 関 す る 研 究 は,磁 気 嵐 に 伴 う プ ラ ズ マ シ ー トか ら 環 電 流
領 域 へ の エ ネ ル ギ ー 注 入 の 過 程(リ ン グ カ レ ン ト形 成)や 高 緯 度 オ ー ロ ラ 粒 子 の 起 源,低 緯 度 オ ー ロ ラ の 原 因 等 と
密 接 に 関 連 し,ま た,宇 宙 空 間(と く に 放 射 線 帯 〕iで の 宇 宙 利 用(通 信 ・放 送 衛 星,気 象 衛 星,地 球 探 査 衛 星,ス
ペ ー ス ・ス テ ー シ ョ ン 等)に 対 す る 宇 宙 天 気 と い う 観 点 か ら 重 要 な 研 究 課 題 で あ る 。
こ れ ま で,理 論 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 新 た な 計 算 手 法 の 開 発 を 行 い,高 エ ネ ル ギ ー 粒 子 の エ ネ ル ギ ー 束 分 布 の 時 間
発 展 を 求 め る 事 が 出 来,磁 気 圏 内 で の 環 電 流 形 成 に 伴 う 地 球 磁 場 変 動 に つ い て 検 討 し,太 陽 風 に 対 す る 磁 気 圏 の 応
答 を 研 究 し,衛 星 観 測 デ ー タ の 統 計 解 析 結 果 と比 較 し た.さ ら に,極 域 電 離 圏 と 磁 気 圏 結 合 系 と し て の オ ー ロ ラ 現
象 と い う 観 点 か ら,南 極 点 で の 全 天 オ ー ロ ラ イ メ ー ジ ャ の 通 年 観 測 　(ASLSP)　 ,　及 び 北 極 に お け る オ ー ロ ラ 立 体 観
測(ALIS)を 通 し て,オ ー ロ ラ と 磁 気 圏 の ダ イ ナ ミ ッ ク ス に つ い て も 新 し い 知 見 を 得 た 。　ASI-SPで は 極 点 で の 大
気 光 と い う 観 点 で の 解 析 も試 み た 。
4.研 究 活 動 歴
ア メ リ カ 航 空 宇 宙 局(NASA;研 究 員i'1974-1976)
国 際 共 同 観 測 ロ ケ ッ ト実 験 「グ リ ー ン ラ ン ド)参 加(1976)
国 際 共 同 大 気 球 実 験(ス ウ ェ ー デ ン ・ 参 加(1980>
ス ペ ー ス シ ャ トル 試 験(ケ ネ デ ィ 宇 宙 セ ン タ 一ー')参 加(1982)
国 際 共 同 大 気 球 実 験(ス ウ ェ ー デ ン}参 加i,19821j
第25次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1983-1985)
第30次 南 極 地 域 観 測 隊 「越 冬 隊)参 加(1988-1990、
北 欧 ロ ケ ッ ト実 験(ノ ル ウ ェ ー)参 加d9911
北 欧 ロ ケ ッ ト実 験(ノ ル ウ ェ ー 参 加(1994>
米 国 ・ア ム ン ゼ ン ・ス コ ッ ト南 極 点 基 地 ・交 換 科 学 者)参 加q995)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文 ・
　 　 Ebihara,　 Y.,　mUE　 M,　 Sandahl,　 L、　Nilsson.　 H.、　Grallde,　 M.、　Felmell,　 J.　F.,　Roeder,　 J.　L,　 Ganushkina,　 N.　Yu.　 alld
　 　 　 Milillo,　A.　(2003)　 :　Structure　 and　 clynamics　 on　the　proton　 energy　 density　 in　the　inner　 magnetosphere.　 Adv.　 Sl)ace
　　 　 Res.,　(accepted).
Ebihara,　 Y.　and　 E迦 エ_M　 (2003):　 Ntlmeri℃al　 sim/llation　 of　the　 ril/g　current:　 Review.　 Space　 Science　 Reviews,　 105,
Issue1-2,377-452.
Tagllchi,　 M.,　Okano,　 S.,　Sakanoi,　 T.,　Koizllmi,　 N、　Aso,　 T.　alld旦 匝辿L(2002)二A　 new　 meridian　 imaging　 spectrograph
　 　 　 for　the　auroral　 spectroscopy.　 Adv.　 Polar　 Upper　 Atmos.　 Res.,　 16、　99-110.
Kadokura,　 A.,　Yamagishi,　 H.,　Sato,　 N.,　E血 岨,　 Hirosawa,　 H.,　Yamagami,　 T.,　Torii,　S.,　Tohyama,　 F.,　Nakagawa,　 M.,
　 　 　 Okada,　 T.　and　 Bering,　 E.　A.　(2002):　 Polar　 Patrol　 Balloon　 Experiment　 ill　Antarctica　 during　 2002-2003.　 Adv.　 Polar
UpperAtmos.Res.,16、157-172.
Yamamoto,　 M.,　Kubota,　 M..　Takeshita,　 S.、　Ishii,　M.、　Murayama.　 Y.　and　 E並 山L　 (2002):　 Calibration　 of　CRL　 all-sky
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 imagers using an integrating sphere. Adv. Polar Upper Atmos.  Res., 16,  173-180. 
Ebihara, Y., Ejiri, M., Nilsson, H.,  Sandahl, I., Milillo, A.,  Grande, M., Fennell, J. F. and Roeder, J. L. (2002): 
 Statistical distribution of the storm-time  proton ring current: POLAR measurements. Geophys. Res.  Lett., 29, 20, 
 1969,  doi: 10.1029/2002GL015430. 
Kadokura, A., Yukimatu, A. S.,  Ejiri, M., Oguti, T., Pinnock, M. and Hairston, M.  R. (2002): Detailed analysis of a 
 substorm event on June 6-7, 1989:1. Growth phase evolution of nightside  auroral activities and  ionospheric 
 convection toward expansion phase onset.  J. Geophys. Res., 107, Al2, doi: 10.1029/2001JA009127. 
 Tsutsumi, M., Aso, T.  and  Ejiri, M. (2001): Initial results of Syowa MF  radar observations in Antarctica.  Adv. Polar 
 Upper Atmos. Res., 15, 103-116. 
Ebihara, Y.,  Ejiri, M. and Nilsson, H. (2001): Single particle simulation on the  storm-time ring current formation 
 and Dst variation. Adv. Space Res., (in press). 
Ebihara, Y.,  Yamauchi, M., Nilsson,  H.,  Lundin, R. and  Ejiri, M. (2001): Wedge-like dispersion of  sub-keV ions: 
  Particle  simulation  and Viking observation. J. Geophys.  Res., 106, 29571-29584. 
 Gustaysson. B., Sergienko, T., Rietveld, M. T.,  Honary, F., Steen, A.,  Brandstrom, B. U. E., Leyser, T. B.,  Aruhalt, A. 
 L., Aso, T.,  Ejiri, M.  and  Mamie, S. (2001): First Tomographic estimate of Volume distribution of HF-pump 
  enhanced airglow emission. J. Geophys. Res., 106, 29105-29123. 
Milan, S.  E., Sato, N., Ejiri, M.and Moen, J. (2001) :  Auroral forms and the field-aligned current structure  associated 
 with field line  resonances. J. Geophys. Res.,106, 25825-25833. 
Ebihara, Y. and Ejiri, M. (2001): Reply. J.  Geophys. Res., 106, 6323. 
Ebihara, Y. and Ejiri, M. (2000): Simulation study on fundamental properties of the storm-time ring current.  <1. 
 Geophys. Res., 105, 15843-15859. 
Aso, T., Steen, A.,  Brandstrom, U., Gustaysson, B., Urashima, A. and Ejiri, M. (2000): Alis, a  state-of-the-art optical 
  observation network for the exploration of polar atmospheric processe. COSPAR, Adv. Space Res., 26, 917-924. 
 Tsuda, T.,  Nakamura, T., Nomura, A., Kawahara, T. D., Nagasawa, C., Abo, M.,  Okano, S., Taguchi, M. and Ejiri, M. 
  (2000): Coordinated observations of the mesopause region with radar and optical techniques. COSPAR, Adv. 
  Space Res., 26, 907-916. 
 Onda, K.,  Ejiri, M. and Itikawa, Y. (1999): Analysis of electron auroras based on the Monte Carlo method : 
  Application to active electron arc auroras observed by the sounding rocket at  Syowa. Station. J. Geophys. Res., 
  104, 27991-28001. 
 Brjmistrom, B. U. E., Leyser, T. B., Steen, A., Rietveld, M. T.,  Gustaysson, B., Aso, T. and Ejiri, M. (1999):   
I  Inambiguous evidence of HF pump-enhanced airglowat auroral latitudes. Geophys. Res.  Left., 26, 3561-3564. 
 Ebihara, Y., Barabash, S. and Ejiri, M.(1999): On the global production rates of energetic  neutral atoms (ENAs) and 
  their association with the  Dst index.  Geophys. Res. Lett., 26, 2929-2932. 
 Urashima, A., Aso, T., Ejiri, M., Steen, A.,  Brandstrom, U. and Gustaysson, B. (1999): Camera calibration by an 
  integration sphere for the auroral tomography observation. Adv. Polar Upper Atmos. Res., 13, 79-88. 
Ebihara, Y. and Ejiri, M. (1999): Quantitative ring current model : Overview and comparison with observations. 
  Adv. Polar Upper  Atmos. Res., 13, 1-36. 
Ejiri, M., Aso, T., Okada, M.,  Tsutsumi, M., Taguchi, M., Sato, N. and Okano,  S. (1999): Japanese research project 
  on Arctic and Antarctic observations of the middle atmosphere. COSPAR, Adv. Space Res., 24, 1689-1692. 
Taguchi, M., Ejiri M., Okano, S., Kawahara, T., Okada, M. and Nakamura, M. (1998): Imaging observation of 
 conjugate auroras from a lunar orbiter (extended abstract). Proc. NIPR Symp. Upper Atmos. Phys., 12, 175-176. 
Ebihara, Y.,  Ejiri, M.  and Miyaoka, H. (1998): Simulation on ring current formation: A case study of a storm on 
  February 13, 1972. Proc. NIPR Symp. Upper Atmos. Phys., 12, 1-11. 
Ebihara, Y., Ejiri, M. and Miyaoka, H. (1998): Coulomb lifetime of the ring  current ions with time varying 
  plasmashere. Earth Planets and Space, 50, 371-382. 
 Aso, T.,  Ejiri, M.,  Urashima, A., Miyaoka, H., Steen, A.,  Brandstrom, U. and Gustaysson, B. (1998):  First results of 
  auroral tomography from ALIS-Japan multi-station observations in March, 1995. Earth Planets and Space, 50,
12
81-86.
Eユ1ll　 M,　 Okano,　 S.,　(.)kada,　 M.,　 Tagtichi.　 M.　 and　 Takeshita,　 S.　 (1998):　 All　 sky　 imagel'　 observation　 of　aur()ra　 and
　 　 　 airglow　 at　South　 Pole:　 System　 design　 and　 the　 initial　 test　 results　 (extended　 abstract).　 Proc.　 NIPR　 Syml).　 Uppel'
Atmos.Phys.,11,159-162.
Ebihara,　 Y.,　Eユ1旦 』 　and　 Miyaoka、 　H.　 (1998):　 Enhanc;ements　of　differential　 flux　 of　energetic　 particles　 ill　the　 ilmer
magnetosphere　associated輌th　a　meglleti(1　 stom/　 (extended　 abstract).　Proc.　 NIPR　 Symp.　 Upper　 Atmos.　 Phys.,
11,150-153.
　 　 Kadokura,　 A.,　1E!i11ILIY1,M　and　 O6iUti,　 T.　 (1998):　 Iollosp}1eric　 closui・e　 of　the　 substorm　 current　 wedge　 system　 deduced
　 　 　 from　 the　 visible　 auroral　 imager　 aboard　 AKEBONO　(extellde(iabstract).　Proc.　 NIPR　 Symp.　 Upper　 Atmos.　 Phys.,
ll,139-142.
Onda,　 K・,旦i111,　JML,　 Itikawa,　 Y.　and　 Miyaoka.　 H.　 (1998):　 Altitude　 profile　 of　electron　 density　 and　 oxygen　 greell　 line　 ill
　 　 　 active　 auroral　 arcs　 based　 oll　electron　 (lifferential　 Imll/ber　 flux　 observed　 by　 sounding　 rocket.　 Proc,　 NIPR
　 　 　 Symp.Upper　 Atmos.　 Phys.,11,　 36-54.
　
Aso,　 T・,旦ji1LMIYL.,　 Ilrashima,　 A.,　 Miyaoka,　 H.,　 Steen,　 A.,　Br2indstrOm.　 U.　 and　 Gustavsson,　 B.　 (1998):　 Auroral
tomography　 analysis　 of　a　folded　 arc　 observ(ld　 at　the　 ALIS-　 Japa旧nulti-station　campaigll　 oll　March　 26
,　1995.　 Pro(:.
　 　 　 NIPR　 Symp.Upper　 Atmos.　 Phys.」1,　 1-10.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表,
旦 画 工』L:　 Explorer　 45-Part　 III:　Energetic　 Parti(:les　 Sciellce　 Results、 　Hoffman　 Synlposillm,　 (NASA/GSFC)　Visiter
　　 　　 Center,　 Jallualy　 17,　2003.
旦 魍L:　 Activities　 of　JapaIlese　 Antarcti℃ 　Resear〔:h　 Expedition,　 Malaysian　 IIltematiollal　 Seminar　 on　 Antarctica,
　 　 　 Kuala　 Lumpur,　 Malaysia,　 August　 5-6,　 2002.
旦 匝ユJyL　 and　 Ebihara,　 Y・(Solicited):　 A　simult)tioll　 scheme　 for　high　 energy　 particles　 in　the　 inner　 magnetosPhere　:　1)st
　 　 　 and　 the　 I'illg　curreIlt　 formation.　 The　 First　 S-RAMP　 Conference、 　SCOSTEP,　 Sapporo,　 S8-03,　 0ctober　 2-6,　 2000.
星 座工」 ∠L,　Okada,　 M.,　 Taguchi.　 M.　 and　 Okano,　 S.:　All　 sky　 inlager　 system　 at　 Amundsen.Scott　Sou h　 Pole　 Statiol1.
　 　 STAR　 Working　 Group,　 STAR　 Working　 (}roup、 　XXVI　 ,SCAR　 Meeting,　 Tokyo,　 July,　 2000.
E迫 処and　 Ebihara,　 Y・:　PredictioIl　 of　 riIlg　 current　 formatioll　 by　 energetic　 particle　 simulation　 ill　the　 ilmer
　 　 magnetosphere.　NATO　 Advanced　 ,Study　 Illstitute　 oll　Spa(:e　 Storms　 and　 Space　 Weather　 Hazards,　 edited　 by　 A.
　 　 　 Allastasiadis,　 Crete,　 Greece,　 June,　 19-29、 　2000.
E雌L　 and　 Ebihara,　 Y.:　Energeti(:　 (:harged　 particle　 simulation　 ill　the　 iimer　 magnetosphere:　Ring　 current　 forrnati ii
and　 Dst　 variation.　 European　 Geophysical　 Society　 XXV　 Gelleral　 Assembly,　Millelmium　 Conference　 on　 E三u'Hl、
　　　Planetary　 &　Solar　System　 Scien(les,　Nic:e,　Frailce,　(STI4)April、 　25-29、　2000.
7.科 学研 究 費補助 金取得状 況
特定 領域研 究(B)「 北 極域 にお ける中層大 気 ・熱 圏の力学 的結合」(研 究分担者)(平 成11～16年)
基盤研 究(A)「 国際SuperDARNレ ー ダー網 に よる極 域電磁 圏擾乱 の南北 半球比 較研究」(研 究分担 者)(平 成11
～14年)
基盤研 究(B)「 南 極点 オー ロ ラと熱 圏 ダ イナ ミックスの観測研 究」(研 究代 表者)(平 成11～12年)
基盤 研究(B)　 「EISCATレ ー ダー に よる北 極域 の大 気圏 ・電磁 気圏 環境 変動 の研 究」(研 究 分担者)(平 成10～
12年)
基盤 研 究　(A)　 「SuperDARNレ ー ダー と地 ヒ共役 点観 測 に よる極域 電磁 圏 の南北 対称性 の研 究」(研 究分担 者)
(平 成9～ll年)
国際学術 研究 「南極 点 に於 け るオー ロラ と大気 光 ダ イナ ミックスの研究」(代 表者)(平 成9～10年)
8.講 演 な ど
高齢 者大学 校 ・板 橋 グ リー ンカ レッジ公 開講座 講演(12002.5)',ス カ ンジナ ビア政 府観 光局講演(2002.6),第40
回北海道 ・東北 ブ ロ ック地域 婦 人団体連合 会講演'2002.9),After5years～近未来 テ ク ノロ ジーエ キ ジビシ ョン～
講 演,(2002.10),第36回 白旗 中尉 を しのぶ 集いの記 念講演(2003.1)　 ,　World　 Trade　 Centel・　Club　Tokyoの 国立極 地
研 究所 見学講演(2003.2),NHK公 開セ ミナ ー鳥 取講演(20032)
9.学 会 及び社 会的活動
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AmericallGeophysicalUIlion,地 球電磁 気 ・地球 惑星圏学 会(評 議 員),日 本学術 会議 ・地球 電磁 気学研究 連絡 委
員会委 員 ・天文学研 究連絡 委員 会委員 ・電波科学研 究連 絡委 員会 委員
10.受 賞 な ど
日本地球電 気磁 気学 会 ・田 中館賞(1979),ア メ リカ地球 物理学 連 合(AGU　 :　American　 Geol〕hysical　IJnion)優
秀論文 審査 賞　(Excellence　 il/　Refereeing)　 11993),　 ア メリカ航 空宇宙 局(NASA　 :　The　 National　 Aer(malltics　 and
SpaceAdministration)　 ・地球 ・宇宙 科学 に対す る功績 賞 〔Grollp　Achievement　 Award,　 Global　(}eospace　 Science
(G(}S)s(1998))
11.他 大学等 での講義 な ど
日本 女子大学理 学部数物 科学 科講師(非 常勤)(2002.4-2003.3)
12.所 内外 の主要 な会議委 員 な ど
国立極 地研究 所運営協議 員会(委 員),国 立極 地研 究所 運営 会議(委 員),宇 宙 科学 研究所 ・宇宙 理学 委員 会(委
員)・ 大気球専 門委 員会(委 員),京 都 大学宙 空電 波科学研 究 セ ン ター運営委 員会(委 員),名 古 屋大学 太陽地球 環
境 研究 所共 同利 用委 員会 ・電 磁気 圏専 門 委員会 ・北 極 レー ダー 専門委員 会(委 員),東 京工業 大学理 学部 地球惑 星
科学 科外部評 価委 員会(委 員),南 極地 域観測統 合推進 本部総 会(幹 事)
13.研 究活動 の課題 と展望
太陽風 と磁 気圏相 互作 用の結果 と しての磁気 嵐やサ ブ ・ス トー ムに伴 う,高 エ ネルギ ー荷電 粒子 の運動 と放射線
帯 の形成 は,磁 気圏物理 学の基 本で あ り,衛 星観測 デー タの解析 と理論 ・シ ミュ レー シ ョンによ りその物 理過程 の
解 明 に取 り組 む、 さ らに,南 極 点 及び北極域 に於 ける オーロ ラ光学 観測 を通 して,電 離圏 ・磁気 圏結合 過程の ダイ
ナ ミックスを解 明す る、
② 麻 生武彦 北極圏 環境研 究 セ ン ター教授,総 合研究 大学 院大学 数物科学 研究 科極域 科学 専攻教授(併 任),一 工学
博 」二(京 都 大学:1976年)
1.専 門領域 二超高 層物理 学
2.研 究課 題:
1`欧 州非 干渉散 乱(EISCAT)レ ー ダーや流 星 レー ダー な どの電 波工 学的手 法 に よる極 域超 高層 大気 ダイナ ミッ
クスの研究
必 多点 イ メー ジ ャーや スペ ク トロ グラ フな どの 光学 的手 法 を用 いた極域 超 高層 オー ロ ラ,大 気 光 の超 高層物 理
(エ ア ロ ノ ミー)研 究
c3}計 算機 による大気波動 の数値 モ デ リングの研 究
3.研 究活 動の概 要 と成果
〔L北 極 域のEISCATレ ー ダー を軸 とす る極球 超高層 大気 ダイナ ミックス研 究で は,オ ー ロラ大気光 スヘ ク トロ グ
ラフ に よる酸 素 イオ ン発 光 とEISCATレ ー ダー の同時観 測 デー タ解 析,　ALISとEISCATヒ ーテ ィング とEISCAT
レー ダーの 同時観測 に よる励 起大 気光 の 多点 観測 とプ ラズマ測定 を もとに した励 起過程 の解析 等 が行 わ れ,　HF
ポ ンプ周波 数 とジャ イロ高調波 の一一致 が励起 す るプラ ズマ の乱れや,557.7nmと630nmの励起 強度比 と非熱 的電
子の寄与 な どにつ き知 見 を得 た。
2:流 星 レー ダー観測 で得 られた長期 間連続観 測 デー タにつ いて,同 じ緯度帯 の環北 極域 や南 北 共役点で あ る南極
域で の レー ダー観測 デー タを総合 して,東 西波数,直 接励 起,ノ ンマ イグレーテ ィング,南 北対 称 ・非 対称,非
線型結 合,季 節変動 等 の視点で解析 を行 った。 また,　SSRレ ー ダー(MST)と の 同時観測結 果 との比較 も併せ て
行 っ たほか2002年4月 の 大 きな地磁 気擾 乱の 中性 風へ の 力学 的結 合につ いて も検討 した。 さらに,大 気 潮 汐 に
つ いて,わ れわ れのATM2モ デルや米 国NCARで 開発 中のWACCMモ デル との比較検 討が進 め られた。
4.研 究活動 歴
オー ス トラ リア アデ レー ド大学,　VisitingResearchFellow　 (1980)
ア メリカ ・ハーバ ー ド大学　 ResearchAssociate　 C!980-1981)
スウ ェー デ ン国 立スヘー ス物 理研究 所,文 部省短期在外 研究 員(1995-1996)
5.学 術 論文(過 去5年 間の重 要論 文)
H、11,C.M.,Hus・y,B.0.,麺ユalld　 T・utsumi,　 M.　(2002)・　The　 NipP・ ・1　/N・・w・y　S・・lb・・d　M・t…　 Radar・　First
resultsofslnall_scalestruct.ure　 o止)servations,　 ChineseJ.PolarSci.,13(1),47-54・
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 Hall,  C. M.,  Aso, T.  and  Tsutsumi.  M.  (2002):  All  examination of high  latitude upper  mesosphere  dynamic stability 
 using the Nippon  / Norway  Svalbard  Meteor Radar, Geophys.Res.  Lett.,  29(8), 121.1-121.3. 
 Gustaysson, B.,  Braendstroem, B. U.  E.,  Steen,  A.,  Sergienko.  T., Leyser, T.  B.,  Rietveld,  M. T., Aso, T. and  Ejiri, M. 
 (2002): Nearly simultaneous  images of HF-pump enhanced  airglow at 6300 A and 5577 A, Geophys. Res. Lett., 
 29(24), 73.1-73.4,  10.1029/2002GL015350. 
 Taguchi, M., Okano, S.,  Sakanoi,  T.,  Koizumi, N.,  Aso, T. and  Ejiri  M. (2002): A New Meridian Imaging  Spectrogarph 
  for the Auroral  Spectroscopy,  Adv. Polar Upper  Alums.  Res.,  16, 99-110. 
Aso, T.  (2001): A study on  the Arctic  upper-atmospheric  tide by  EISCAT radar -Recent results  and  prospects-, 
 Mem. National Institute of Polar  Research,  Spec.  Issue,  54, 43-48. 
 Aso T.  (2001): An Overview on the Study of Large- scale Atmospheric  Waves  in the Arctic  Mesosphere  and Lower 
 Mesosphere  and Lower  Thermosphere  by  the  EISCAT and Associated Observations  (Extended  Abstract), 
 Tohoku  Geophys. J.  (Sci. Repts.  Tohoku Univ. Ser.  5),  36(2), 248-249. 
 Tsutsumi,  M.,  Aso, T.,  Ejiri,  M.  (2001): Initial  results of  Showa  NIF radar observations in Antarctica, Adv. Polar 
 Upper  Atmos. Res., 15, 103-116. 
 Aso, T., Steen, A.,  Bradstrom,  U.,  Gustaysson, B..  I  Trashinia, A.  and  Ejiri. M. (2001): Optical  observation network 
  for the exploration of polar  atmospheic  processes,  COSPAR,  Adv. Space Res., 26  (6), 917-924. 
Gustaysson, B., Sergienko,  T.,  Rietveld.  M. T.,  Honary,  F.,  Steen,  A.,  Bradstrom, B.  U.  E.,  Leyser, T.  B.,  Aru A., 
  Aso, T., Ejiri, M. and  Mamie, S.  (2001): First  tomographic  estimate of  volume  distribution of  HF-pump  enhanced 
 airglow  emission,  Accepted for  publication  in  J.  Geophys. Res.,  106(Al2), 29105-29123. 
 Aso, T., Steen,  A.,  Bradstrom.  U..  Gustaysson,  B,  t  Trashima,  A. and  Ejiri. M.  (2000): ALIS, a state-of-the art optical 
  observation network for the  exploration  of polar  atmospheric  processes,  Adv. Space  Res.,  24(6), 917-924. 
 Aso, T.  (2000).  Penetration of the  non-migrating  atmospheric  diurnal  tide  into polar latitudes,  Adv. Polar  Upper 
  Atmos.  Res., 14, 138-145. 
 He.din,  M.,  Haggstrom,  I.,  Pellinen-Wannberg,  A., Andersson,  L.,  Bradstrom,  U., Gustaysson,  B„ Steen, A.  Westman, 
  A., Wannberg,  G., van Eyken.  T., Aso.  T., Cattell, C.  C..  Carlosn,  W. and  Klumpar,  D. (2000): 3-D  extent of  the 
  main ionospheric trough-a case  st  tidy. Adv. Polar  l'pper  Atmos. Res., 14, 157-162. 
Haggstrom,  I.,  Hedin, M.,  Aso, T.,  Pellinen-Wannberg, A. and  Westman, A. (2000): Auroral field-aligned  currents by 
 incoherent scatter plasma line observations  in the  E region, Adv. Polar  I  fpper Atmos. Res., 14, 103-121. 
 Hall, C.  M., and  Aso, T. (2000):  Identification of possible ion-drag induces neutral instability  in the lower 
  thermosphere over  Svalbard, Earth Planets  Space,  52, 639-643. 
Leyser, T. B., Gustaysson,  B.,  Brandstrom,  B. U.  E.,  Steen, A.. Honary, F.. Rietveld, M. T., Aso,  T., and Ejiri. M. 
  (2000): Simultaneous  measurements of  high-frequency pump-enhanced  airglow and ionospheric temperatures at 
  auroral latitudes, Adv. Polar Upper  Atmos. Res.,  14, 1-11. 
Aso, T., van Eyken, A. and  Williams,  P.  .1.  S. (1999):  EISCAT Svalbard radar-derived tidal features  in the lower 
  thermosphere as compared  wit 0 the  numerical  modeling  ATM2,  Adv. Polar Upper  Atmos. Res., 13, 48-56. 
 Brandstrom, B. U.  E.,  Leyser, B.. Steen.  A.,  Rietveld, M.  T.,  Gustaysson,  B.. Aso, T. and Ejiri, NI. (1999): 
  Unambiguous evidence of HF pump-enhanced airglow at auroral latitudes,  Geophys. Res.  Lett.,  26(23),  3561-
  3564. 
Ejiri, M.,  Aso, T.,  Okada, M.,  Tsut  sum'. M.  Taguchi.  Sato. N.  Okano, S. (1999):  Japanese research project on arctic 
  and antarctic  observations of the  middle  at  mosphere„\dv. Space Res.,  24(12), 1689-1692. 
Hall, C., and Aso, T. (1999):  Mesospheric velocities  and buoyancy  suhrange spectral slopes  determined over 
  Svalbard by ESR, Geophys. Res.  Lett,  26(12), 1685-1688. 
 Urashima, A., Aso, T.,  Ejiri, NI.,  Steen,  A.,  Bradstrom  17. and  Gustaysson. B., (1999):  Camera calibration by an 
 integration sphere for the  auroral  tomography  observation.  Adv. Polar  Upper  :Amos. Res., 13, 79-88. 
 Aso, T.,  Urashima, A.,  Ejiri,  M.,  Niiyaoka,  IL.  Steen,  A.,  Bradstrom  U. and  Gustaysson, B. (1998): First  results of 
  auroral tomography  from  ALIS-Japan  multi-station  observations  in  March.  1995, Earth Planets Space. 50(1),  63-
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　 　 Aso　 T.　Ejiri,　M.,　Urashima,　 A.,　Miyaoka,　 H.,　Steen,　 A.,　Bradstrom　 U.　and　 Gustavsson,　 B.　 (1998):　 Auroral
　 　 　 tomography　 analysis　 of　a　folded　 arc　observed　 at　the　ALIS-Japan　 multi-stat,ion　 campaign　 on　March　 26,　1995,　 Proc.
　 　 　 NIPR　 Symp.　 Upper　 Atmos.　 Phys.,　 ll,　1-10.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
麻 生 一滴,堤 雅 基,ホ ー ル ク リ ス,ガ ル シ ア ロ ラ ン ド:極 域 超 高 層 に お け る 大 気 潮 汐 波 の 振 る 舞 い(8)一 ス バ ル
バ ー ル の 流 星 レ ー ダ ー 観 測 とSOUSy,　 EISCATレ ー ダ ー 観 測,　 GCMモ デ ル の 比 較 一,第112回 地 球 電 磁 気 ・地
球 惑 星 圏 学 会 講 演 会,A42-Ol,2002年11月ll-14日.
　 　Aso　 T.,　Tsutsumi,　 M.　and　 Hall,　C.:　First　 results　 of　NSMR　 -NIPR　 /　Norway　 Svalbard　 Meteor　 Radar　 observation　 ill
　 　 　Lollgyearbyen　 in　early　 2001,　 Proc.　 The　 lOth　 International　 EISCAT　 Workshop,　 Tokyo,　 Japall,　 p.　33,　23-27　 Jllly,
2001.
　 Aso　 T.:　Polar-Region　 Large-scale　 Atmospheric　 Waves　 in　the　Mesosphere　 and　 Lower　 Thermosphere,　 AGU　 Western
　 　 　 Pacific　 Geophy.　 sics　Meeting,　 Tokyo,　 Program　 p.　60,　29　June,　 2000.
　 　 Aso　 T.:　Study　 of　tidal　dynamics　 in　the　 arctic　 mesosphere　 and　 lower　 therlnosphere　 by　 the　 EISCAT　 radar　 and
　 　 　 coordinated　 ground-based　 facilities,　The　 First　,S-RAMP　 Conference,　 ,S17-18,　Sapporo,　 Oct.　1-6,　2000.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 研 究B(2)「 北 極 域 に お け る 中 層 大 気 ・熱 圏 の 力 学 的 結 合 」 研 究 代 表 者(平 成11～14年)
基 盤 研 究B　 (2)　 「EISCATレ ー ダ ー に 呼 応 し た 観 測 と 数 値 モ デ リ ン グ に よ る 極 域 大 気 潮 汐 波 の 解 明 」 研 究 代 表 者
(平 成13～15年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 会 員,運 営 委 員
Alnerican　 Geophysical　 Union　 会 員
国 際EISCAT科 学 連 合 評 議 員
10.受 賞 な ど
日 本 地 球 電 気 磁 気 学 会 ・田 中 館 賞(1981)
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
国 立 極 地 研 究 所 運 営 協 議 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 運 営 会 議(委 員),国 立 極 地 研 究 所 編 集 委 員 会(委 員),
国 立 極 地 研 究 所 北 極 科 学 研 究 推 進 特 別 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 非 干 渉 散 乱 レ ー ダ ー 委 員 会(幹 事),総 合 研
究 大 学 院 大 学 評 議 員 総 合 研 究 大 学 院 大 学 企 画 調 査 会(委 員),総 合 研 究 大 学 院 極 域 科 学 専 攻 委 員 会(幹 事),日 本 学
術 会 議 宇 宙 空 間 研 究 連 絡 委 員 会(委 員),日 本 学 術 会 議 極 地 研 究 連 絡 委 員 会(委 員),名 古 屋 大 学 太 陽 地 球 環 境 研 究
所 共 同 利 用 委 員 会(委 員),名 古 屋 大 学 太 陽 地 球 環 境 研 究 所 北 極 レ ー ダ ー 専 門 委 員 会(委 員)
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
EISCATレ ー ダ ー や 流 星 レ ー ダ ー,MFレ ー ダ ー な ど と,こ れ に 呼 応 す る オ ー ロ ラ ・大 気 光 の 地 上 光 学 観 測 に よ
り,中 層 大 気 か ら 熱 圏 に 広 が る 超 高 層 大 気 に お け る 種 々 の ス ケ ー ル の 波 動 擾 乱 の 消 長 と波 動 を 介 し た 大 気 各 層 の 結
合,さ ら に 長 期 的 に は 下 層 大 気 の 温 暖 化 に 繋 が る 中 層 大 気 の 寒 冷 化 な ど,広 汎 な 領 域 で 相 互 に 複 雑 に 絡 み 合 っ た 極
域 中 層 ・超 高 層 大 気 環 境 と そ の 変 動 過 程 に つ い て 研 究 を 行 う 。 極 域 超 高 層 は ま た,太 陽 風 磁 気 圏 相 互 作 用 に よ り,
オ ー ロ ラ を は じ め と す る さ ま ざ ま な 電 磁 気 現 象 が 生 起 す る 開 放 さ れ た 複 雑 系 で あ り,レ ー ダ ー と 地 上光 学 観 測 の 連
携 に よ り,オ ー ロ ラ 現 象 や 太 陽 擾 乱 の 電 離 圏 ・熱 圏,中 層 大 気 へ の 影 響 に つ い て 考 究 す る,,
〔3:佐 藤 夏雄 ・情 報科 学セ ンター長(併 任),教 授,総 合研究 大学 院大学 数物 科学研 究科極域 科学 専攻 教授1併 任 、,
理学博 士(東 京大学 二1979年)
1.専 門領域:磁 気圏物 理学
2.研 究 課題:　 SuperDARNレ ー ダー と可視 オー ロラ による極域電磁 圏擾 乱 の研 究,及 び,オ ー ロラ現象 の南北 半球
比 較研 究
3.研 究 活動 の概 要 と成果(当 該年)
SuperDARNレ ー ダー と可視 オーロ ラに よる極域電磁 圏擾 乱の研究 で は,カ スプ域 に位置す る中国中 山基地のTV
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カ メ ラ で 観 測 さ れ た オ ー ロ ラ と,中 山 基 地 ヒ 空 を 観 測 視 野 と す る 昭 和 基 地 のSENSU　 Syowa　 East　 HFレ ー ダ ー を 用
い て,昼 側 で 発 生 し た 渦 構 造 オ ー ロ ラ の ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 解 析 研 究 を 行 な っ た そ の 結 果,こ の 渦 構 造 は 太 陽 風 と
地 球 磁 気 圏 と の 相 互 作 用 に よ る 過 渡 的 な 現 象 で あ り,　 opell　 magtletic　 field　 line領 域 で 発 生 し て い る こ と を 突 き 止 め
た.ま た,後 述 の 昭 和 基 地 と ア イ ス ラ ン ド と の 可 視 オ ー ロ ラ 共 役 点 観 測 期 間 中 に は,ア イ ス ラ ン ド の 全 天TVオ ー
ロ ラ カ メ ラ と そ の 上 空 を 観 測 視 野 と す るcuTLAss　 Icelalld　 East　 HFレ ー ダ ー と の 比 較 観 測 研 究 を お こ な っ た 特 に,
NSバ ン ド 構 造 を 持 つ 脈 動 オ ー ロ ラ の 動 き とIIFレ ー ダ ー と の 比 較 に 注 目 し た 研 究 を 行 っ た 、
オ ー ロ ラ 現 象 の 南 北 半 球 比 較 研 究 に 関 し て は,2000年9月30日 に 昭 和 基 地 一 ア イ ス ラ ン ド共 役 点 で 観 測 さ れ た
大 規 模 脈 動 オ ー ロ ラ 現 象 に 注 目 し た 研 究 に 集 中 し た.こ の イ ベ ン ト は 共 役 点 で 同 時 に 観 測 さ れ た が,幸 運 に も,
FAST衛 星 が 昭 和 基 地 の 真 上 付 近 を 通 過 し,絶 好 の 衛 星 一 地 ヒ 同 時 観 測 デ ー タ が 得 ら れ た 、 こ の イ ベ ン ト を 英 国 レ
ス タ ー 大 学 と 協 力 し な が ら 解 析 を 進 め,脈 動 オ ー ロ ラ の 形 状 と 発 生 機 構 に 関 す る 新 た な 観 測 事 実 を 得 る こ と が で き
論 文 に ま と め た 。
4.研 究 活 動 歴
第15次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1973-1975)
仏 国 ケ ル ゲ ー レ ン 基 地(交 換 科 学 者1参 加i、1977)
ソ 連 マ ラ ジ ョ ー ジ ナ や 基 地(交 換 科 学 者1参 加(1979-19801i
第22次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加Il980-1982i
第29次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加1987-19881/
第34次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加.1992-1994.]
オ ー ロ ラ 共 役 点 観 測(ア イ ス ラ ン ド1参 加1:1977、83、84.85.86、88.89、90.91,94,95,96,97,98,99,2000、01.02.03.
国 際 共 同 大 気 球 実 験(ノ ル ウ ェ ー1参 加111985.
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 Sato　 N.,　 Wright,　 D.　 M.,　 Ebihara,　 Y.、　Sato、 　M.、　Mllrata,　 Y.,　1)oi,　 H.,　 Saell/ulldssoll,　 T.,　Milan,　 S.　 E.,　 Lester、 　M.　 and
　 　 Carlson,　 C.　W.　 (2002):　 Direct　 coml)arisoll　 of　pulsating　 allrora　 (⊃t)served　 g.　imultaneously　 by　 the　 FAST　 satellite　 all(l
　 　 　 froin　 the　 ground　 at　Syowa,　 GeoPhys.　 Res.,　 Lett、 　29(21).　 2041.doi:10.1029/2002GIＬOl5615.
　 Sakanoi,　 T.,　Fukunishi,　 H.,　 Okano.　 S.,　Sato　 N、 　Yamagishi、 　H.　 and　 Yukimatu、 　A.　 S.,　(2002):　 Dy　 iamical　 (:ouplillg　 of
neutrals　 and　 ioIls　 ill　the　 hight-latitude　 F-ressioii:　 .Simul重aneous　 FPI　 and　 HF　 radar　 observation　 at　Syowa　 statio}1,
AIltarctica,J.Geophys.Res.,107(All),1388,doi:10.1029/2001JAOO7530.
　 Ogawa,　 T.,　 Nishitani,　 N.,　 Sato　 N.,　 Yamagishi、 　II.　alld　 Yukimatu、 　A.　S.　 (2002):　 Upper　 Inesosphere　 echoes　 with　 the
　 　 　 Antarctic　 Syowil　 HF　 radar、 　Geophys.　 Res.、 　Lett..,　 29(7)、 　1157、 　doi:10.1029/2001GLO14094.
　 Matsuoka,　 H.,　 Yukimatu,　 A.　 S.、　Yalllagishi,　 IL　 Sato　 N_　 Sofko、 　G.　 J.、　Fraser,　 B.　 J.,　Panomarenko,　P、 Liu,　 R.　 alld
　 　 　 Goka,　 T.　 (2002):　 Coordinate(l　 observatiolls　 ()f　Pc　 3　pulsatioils　 Ilear　 cusp　 latitudes,　 J.　Geophys.　 Res.、 　107(Al)、
1400,doi:10.1029/2002JAOOOO65.
　 　 Milan,　 S.　E.,　 Sato　 N.,　 Murata,　 Y.,　Doi,　 IL、　Lester、 　M.,　 Yoemall　 T.　 K.　 and　 Saellullldss()ll,　 T.　 (2002):　 The　 sl)ectral
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7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)(2)(海 外 学 術 調 査)「 太 陽 活 動 極 大 期 に お け る オ ー ロ ラ 微 細 構 造 の 南 北 半 球 対 称 性 ・非 対 称 性 の
研 究 」(研 究 代 表 者)(平 成13～16年 度1
基 盤 研 究(A)(2)「 国 際SuperDARNレー ダ ー 網 に よ る 極 域 電 磁 圏 擾 乱 の 南 北 半 球 比 較 研 究 」(研 究 代 表 者)(平
成11～14年 度)
二 国 間 交 流(日 英 科 学 協 力 事 業 共 同 研 究)「 日 英 大 型 短 波 レ ー ダ ー に よ る 極 域 電 磁 圏 ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 南 北 半 球
比 較 研 究 」(研 究 代 表 者)(平 成13～14年 度}
基 盤 研 究 　 (A)　 (1)　 「EISCATレ ー ダ ー を 用 い た 国 際 共 同 実 験 に よ る 超 高 層 大 気 の 研 究(研 究 分 担 者)1平 成12～
15年 度)
特 定 領 域 研 究(B)「 北 極 域 に お け る 中 層 大 気 ・熱 圏 の 力 学 的 結 合 」(研 究 分 担 者)(平 成11～16年 度)
8.講 演 な ど
沼 津 工 業 高 等 専 門 学 校 特 別 講 演(2002.10)1,山 形 大 学 理 学 部 物 理 学 科 特 別 講 演(2002.12)
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
Alnerican　 GeophysicaKＴllion　 I(会 員1,地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会1会 員),日 本 学 術 会 議 地 球 電 磁 気 学 研 究 連
絡 委 員 会(委 員:1989.2-1991.8),日本 学 術 会 議 地 球 電 磁 気 学 研 究 連 絡 委 員 会STE専 門 委 員(委 員:1989.2-1994.3),
地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 運 営 委 員 会1委 員:1989.4-1993.3,1995.4-19973),名古 屋 大 学 太 陽 地 球 環 境 研 究 所
共 同 利 用 委 員 会(委 員:1990.2-1992.3,1994.4-1998.3),名古 屋 大 学 太 陽 地 球 環 境 研 究 所 共 同 利 用 委 員 会 専 門 委 員
会(委 員:1990.6-1992.2,1994.4-1996.3),日本 学 術 会 議 宇 宙 空 間 研 究 連 絡 会(委 員:199L9-2000.9),千葉 大 学 工
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学 部修 士論 文審 査 委員 会(委 員:1992.2),名 古屋 大学 太陽 地球環境 研 究所 運営協 議 員会(委 員:1994.1-),郵 政
省通信総 合研 究所客 員研究 員(1994.4-1999.3),日 本学術 会議極 地研究連 絡 会(委 員:19959-2000.8),九 州 大学理
学 部博 士論文 審査 委員会(委 員:1998.2-1998.3),総 務 省地球環 境保 全国際委 員会(委 員:2001.4-)
10.受 賞 な ど
LI本 地球電 気磁 気学 会 ・田 中館賞(1982),米 国宇宙 セ ンター(NASA)・ グルー プ研 究費(1998)
11.他 大学等 での講義 な ど(当 該年)
総 合研究 大学院 大学数物 科学 科極域科学 専攻教授(併 任)(200L4-2002.3)
12.所 内外 の主要 な会議委 員 な ど
国 立極地研 究 所運営 協議 員 会(委 員),国 立 極地 研究 所運 営 会議(委 員),国 立 極 地研 究所宙 空 専 門委 員会(委
員:幹 事),国 、71極地研 究所 設営専 門委 員会通信 分科会(委 員),名 古 屋大学 太陽地球 環境研 究所運営 協議 員 会(委
員II,　総 務省 地球 環境 保全 国際委員 会(委 員)
13.研 究活 動の課 題 と展 望
脈 動 オ ー ロラの共役 点 ・　FAST衛 星同時観 測 デー タが2000年9月30日 に観測 され た,,脈 動 オー ロ ラの 衛 星一 地
ヒ同時 観測の 例 は今迄 にな いこ とか ら,こ の イベ ン トを詳 し く解析研 究 した。 その結 果,　FAST衛 星で観 測 された
高エ ネルギ ー降 ド電 子 と昭和 基地 のTVカ メラで観測 され た脈 動 オー ロ ラ とが1対1の 関係が あ る ことが明 らか に
な った,さ らに,降Fイ オ ンと電 子 との比較 か らそ の フラ ックス変動 の位相 が逆で あ るこ とが事実 が明 らか にな り,
脈 動 オー ロラは電 場 加速 によ り生起 して いる事 を提案 す るこ とが で き,　GRLに 発 表で きた,,今 後 は,よ り高 時間分
解 能 のFAST衛 星 デー タ と共役点 画像 デー タの比較解 析 に よ り,脈 動 オー ロラの発生 領域 を明 らか に し,そ の成果
を論 文に ま とめた い、
SuperDARNレ ー ダー を用 い た観 測研究 で は,昭 和 基地SENSU　 HFレ ー ダーの共役点 視野 で あ る レー ダー を担 当
す る英国 レス ター 大学 との研 究協 力 関係が よ り深 くな り,相 互 に多 くの共 同研 究 を推 進す るこ とが で きた、 また,
南極側 レー ダー に関 しては,英 国南 極調査 所や フ ランス宇宙機構 など との共 同観 測 も進展 してい る。 さらに,中 国
中 山基地 での 日中共 同観測 も順調 に進 んで いるの で,日 本が得 意 とす る可視 オー ロラ とSuperDARNレ ー ダー との
同時 観測 に関す る研 究成果 が一層 進展す る もの と期待 してい る
/4、 山岸久雄 研究系超高層物理学第一…研究部門教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),
1二学博士(京 都大学:1988年)
1.専 門領域:超 高層物理学
2.研 究課題:電 波を用いた電離圏 ・磁気圏現象の観測的研究
3.研 究活動の概要 と成果
南極大陸無 人多点観測計画の一環 として流星飛跡 を用いたパケッ ト通信実験を静岡大学と共同で計画 し,南 極昭
和基地 と中山基地の問で通信実験を行った、通信路が開 く特性 はよく知 られた低緯度地方の特性 と異な り,夕 方か
ら深夜にかけて顕著な増大が見られ,オ ーロラ活動によるスポラデ ィックE層 による伝搬 と考えられる、,昭和基地
を中心 とした無人磁場観測 ネットワーク構築のため,英 国南極調査所 より低消費電力型磁 力計4台 を購入 し,44
次隊によ り昭和基地か ら100km圏 に3台,ド ームふ じ拠点に1台 が設置 された。電離層電流の小規模渦構造の観
測を行 う予定である,ま た,日 本独 自の低消費電力型磁力計の開発 を目指 し,イ リジウム衛星データ通信機能付 き,
脈動研究に対応で きる感度(0.3nT)を 持つものを検討中である.
南極周回気球実験 は平成14年12月 から15年1月 にかけて行われ,オ ーロラ現象の総合観測用観測機 を搭載 した
2機 が150km～1000km間 隔で南極大陸を半周する編隊飛行 を行った。富山県立大学 と共同で設計 したELF!～「LF帯
波動観測器はこの間,良 好なデータを取得 し,オ ーロラコーラス,ヒ スの空間的広が りに関する貴重な情報が得 ら
れた、
4.研 究活動歴
第19次 南極地域観測隊(越 冬隊)参 加(1977-1979)
第26次 南極地域観測隊(越 冬隊)参 加(1984-1986)
ドイツ ・マ ックスプランク大気物理研究所(客 員研究員)研 究(1990)
第36次 南極地域観測隊(夏 隊)参 加(1994-1995)
第38次 南極地域観測隊(夏 隊)参 加(1996-1997)
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第45次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊:)越 冬 隊 長 と し て 準 備 中(2003-2005)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文l
　 　 Nishitani,　 N.,　Ogawa,　 T.,　Sato,　 N.,　Yamagishi、 　II.,　Pinmock,　 M.,　Villain,　J.-P.、　Sofko,　 G.　and　 Troshichev,　 O.　(2002):　 A
　 　 　 stlldy　 of　the　 dusk　 convection　 cell's　 resl)onse　 to　al/　IMF　 southward　 turllillg,　J.　Geophys.　 Res.,　 107,　 No.A3,
10.1029/2001JA900095,SMP31-15.
山 三皇 久 雄,菊 池 雅 行,佐 藤 夏 雄,長 野 勇,　 Th.　 Saemllndssoll　 (2002):昭 和 基 地 一 ア イ ス ラ ン ド地 磁 気 共 役 点 長 期
観 測 か ら 得 ら れ たELF/VLF放 射 の 太 陽 活 動 依 存 性,季 節 変 化,日 変 化 及 び 週 末 効 果,南 極 資 料,46(1),1-14
頁.
　 　 Nishino,　 M.,　Yamagishi.　 H..　Sato,　 N.,　Liu,　R.,　Hu,　 H.,　Stauning,　 P.　and　 Holtet、 　J.　A.　 Colljugate　 features　 of　daytime
　 　 　 absorption　 associate(l　 with　 specific　 changes　 ill　the　 solar　 wind　 observed　 by　illter-hemispheric　 high-latitude
　 　 　 imagiIlg　 riometers,　 Adv.　 Polar　 Upper　 Atm()s.　 Res.,　14,　76-92,　 2000.
　 　 Yamagishi,　 H.,　Fujita.　 Y.、　Sato,　 N.,　Nishino,　 M.,　 Staullillg,　 P.,　Lui,　 R.　and　 Saemundsson,　 T.:　Interhemispheric
　 　 　 conjugacy　 of　aul'ol'a　P()lexvard　 expansion　 Observed　 by　colljl19ate　 imagillg　 riometers　 at　～67　and　 75-77　 illvariallt
　 　 　 latitude,　 Adv.　 Polar　 UppelD　 Atmos.　 Res.,　 14,　12-33,　 2000.
　 　 Nishino,　 M.,　Gorokov,　 N.、　Tanaka、 　Y.,　Yamagishi、 　H.　and　 Hansen,　 T.　Probe　 experiment　 characterizing　 30-MHz　 radio
　 　 　 wave　 scatter　 in　the　high-latitude　 ionosphere,　 Radio　 Sci.,　34,　NO.4,　 883-898,　 1999.
　 　 Hirashima,　 Y.,　Shimobayashi,　 H..　Yamagishi、 　H.,　Suzuki,　 H..　Murakami,　 H.Yamada,　 A.,　Yamagami,　 T.,　Namiki.　 M.　and
　 　 　 Kodama,　 M.MHr)　 wave　 characteristics　 inferred　 from　 correlations　 betweell　 X-rays,　 VLF　 and　 ULFs　 at　Syowa
　 　 Station,　 Antar(:tica　 and　 Tjomes,　 Ic:eland(L～6),　 Earth　 Planets　 Space,　 51,　33-41,　 1999.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表:)
1出 友,　 PPB実 験 グ ル ー プ,南 極 周 回 気 球 観 測 シ ス テ ム ー 編 隊 飛 行 に よ る 磁 気 圏 現 象 の 時 空 間 変 動 観 測 一,
第112回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 講 演 会(調 布1,2002年11月
止[崖 久 雄,菊 池 雅 行,佐 藤 夏 雄,長 野 勇,　 Th.　 Saemulldssoll,　 昭 和 基 地 一 ア イ ス ラ ン ド地 磁 気 共 役 点 に お け る
ELF/VLF放 射 の 電 離 層 日 照 効 果,週 末 効 果,第!!O回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 講 演 会(福 岡),2001年11
月
Yama只ishi,　 H.,　Sato,　 N.,　Nagano.　 1.　and　 ,Saemundsson,　 Th.　Weekelld　 decrease　 and　 sunlit　ionosphere　 effeCt　 foun〔l　ill
ELF/VLF　 emissions　 ol)served　 at　geomagnetically　 conjugate　 stations,　 IAGA総 会,2001年8月20-31日,ハノ イ
　 　 YamaAishi,　 H.,　Sato,　 N,　 Nishino,　 M.,　Staullillg,　 P.　and　 Liu、　R.、　Interhemispheric　 conjugacy　 of　auroral　 poleward
　 　 expansion　 observed　 by　 conjugate　 imagmg　 riometers　 at　67　 and　 75-77　 illvariallt　 latitude,　 Westem　 Pacific
　 　 　 Geophysical　 Meeting,　 Tokyo,　 June　 27-30,　 2000
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
一一般 研 究(基 盤 研 究A2)「 国 際SuperDARNレー ダ ー 網 に よ る 極 域 電 磁 圏 擾 乱 の 南 北 半 球 比 較 研 究 」(分 担 者)
(平 成11～14年,研 究 代 表 者 佐 藤 夏 雄)
日 英 科 学 協 力 事 業 共 同 研 究 「日 英 大 型 短 波 レ ー ダ ー に よ る 極 域 電 磁 圏 ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 南 北 半 球 比 較 研 究 」(分
担 者)(平 成13～14年,研 究 代 表 者 佐 藤 夏 雄
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
American　 Geophysical　 (Jnion,　 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 会 員
10.受 賞 な ど
米 国 宇 宙 セ ン タ ー(NASA)・ グ ル ー プ 研 究 費(1998)
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
国 立 極 地 研 究 所 共 同 研 究 委 員 会 委 員1,国 立 極 地 研 究 所 宙 空 事 門 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 南 極 圏 環 境 モ
ニ タ リ ン グ 研 究 セ ン タ ー 運 営 委 員 会1委 員 ・,国 立 極 地 研 究 所 情 報 科 学 セ ン タ ー 運 営 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究
所 非 干 渉 散 乱 レ ー ダ 委 員 会(委 員),名 古 屋 大 学 太 陽 地 球 環 境 研 究 所 共 同 観 測 情 報 セ ン タ ー 運 営 委 員 会(委 員),第
18期 目 本 学 術 会 議 電 波 科 学 研 究 連絡 委 員 会H分 科 会(委 員)
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
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南極大陸における無人多点観測技術の発展の レビューより,今 後必要な基盤技術 として遠隔データ通信,投 ド方
式による設置,極 省電力設計が必要であるとの認識に達 した。 これに沿った技術 開発 を今後進め,広 範囲にわたり
大きな自由度で観測機を設置でき,そ の後の保守が不要な無人観測装置の開発 を目指 したい。流星バース ト通信は
上記遠隔データ通信の一つ として位置付けられ,オ ーロラ帯でのスポラデ ィックE層 による多重反射,D層 による
電波吸収が通信路 に及ぼす影響が観測データの解析により明 らかにされつつある、.南極周回気球実験は平成14年
12月 ～15年1月 に昭和基地から放球 され,気 球2基 の編隊飛行 による磁気圏境界領域現象の時間空間変動特性の
観測が行われた,、実験データはイリジウム衛星データ通信により良好 に取得 され,解 析が進行 中である。
⑤ 宮 岡 宏 情 報 科学セ ン ター助 教授,総 合研究 大学 院大学 数物 科学研 究科極 域科学 専攻助 教授(併 任),理 学博
士(東 北 大学:1982年)
1.専 門領域:磁 気 圏電離 圏物理学
2.研 究課題:
U)　 DMSP衛 星画 像 デー タに よるメンス ケールの オー ロラ動態 に関す る研究
閻 オーロ ラの微細 構 造 とダ イナ ミックスに関す る研究
3.研 究活 動の概 要 と成 果
i')昭 和基 地で 受信 したDMSP衛 星可視 画像 デ ー タ(42次 受 信 分:4973パ ス)を 処 理 ・編集 し,極 球科 学総 合 デ
ー タベ ース に登録 した,受 信 デー タを用い た研究 で はオ メガバ ン ドとオー ロ ラス トリーマ ー に注 目し,こ れ らの
オー ロラ を励 起す る降下電 子の エ ネルギ ースペ ク トルを同定 した。 オ メガバ ン ドを生成 す る粒 子 は4～10keV電
子 で,ソ ー ス領域 として はプ ラズマ シー ト　(CPS)地 球側境 界に対応す る。 また,オ ー ロラス トリーマ ー には ピ
ー クエ ネルギー数keVの 加 速電子 が対応 し,昭 和 基地 全天TVデ ー タの解析 か ら,高 緯度 か ら低緯 度へ(磁 気 圏
尾部か ら地球 方向へ)約1　 km/secで 移動 して いる ことを確 認 し,磁 気圏 内の高速 プラズマ流(BurstyBulkFlow)
に対応 したオー ロラ現 象で あ る可 能性 が高 い こ とを示 した
il,2)名 古 屋大学 太 陽地球 環境 研究 所 グルー プ と共 同 し,3月1～5日 に トロム ソ,キ ル ナ,サ ダンキ ラの3局 の
EllCAT/UHFレ ー ダー を用 い た高 時間分解 能(0.44秒)の 電 離圏観 測 と狭 視野 オー ロラ カ メラ による オー ロラ光
学観 測 を行い,3夜 で 同時観測 に成功 したT特 に,デ ィフユー ズオー ロラ中 に発生 す るブラ ックオー ロラの顕 著
な イベ ン トを捉 え た。今 回初 めて本 格 的 に実行 した(合 計30時 間)　arcl-uモ ー ドに よ り,オ ー ロラ微 細構 造 周
辺 の電場 と運動 を直接比 較す る こ とが 初め て可能 とな った。
4.研 究活 動歴
米国 ・ジ ョンズホ プキ ンス大 ・応用物 理学研 究所(短 期在研)(1985-1986,3ヶ 月)
第28次 南 極地域観 測隊(越 冬隊)参 加(1986-1988)
第40次 南 極地域観 測隊(越 冬 隊)参 加(1998-2000)
5.学 術 論文(過 去5年 間の重 要論文)
　 　 Yokoyama,　 N.,　Kamide,　 Y.　and　Mivaoka、 　H.　(1998):　The　 size　of　the　auroral　belt　during　 maglletic　 storms,　 Ann.
Geophysicae,16,566-573.
　 　 Ollda　 K、 　Ejiri,　 M.,　 Itikawa,　 Y.　and　 Mivaoka、 　H.　 (1998):　 Altitude　 profile　 of　electron　 deIlsity　 and　 oxygen　 green　 line　 ill
　 　 　 　 active　 aurora}　 arcs　 based　 on　 electron　 differential　 mlrnber　 flux　 observed　 by　 sounding　 rocket,　 Proc.　 NIPR　 ,SYIIIP.
　 　 　 Upper　 Atmos.　 Phys.,　 11,　36-54.
　 　 Aso,　 T.,　Urashima,　 A.,　Ejiri,　 M.,　 Mivaoka.　 H.,　Steen,　 A.,　Br2indstr6ni,　 U.　 and　 Gustavsson,　 B.　(1998):　 First　 results　 of
　 　 　 allroral　 tomography　 from　 ALIS-Japan　 mlllti-station　 observatiolls　 in　March,　 1995,　 Earth　 Planets　 and　 Spa(}e　 50,　63-
80.
　 　 Ebihara　 Y.,　Ejiri,　M.　 and　 Mivaoka、 　H.　 (1998):　 Coulomb　 lifetime　 of　the　 ring　 current　 iolls　with　 time　 varyillg
　 　　 　 plasmasphere,　 Earth　 Planets　 and　 Space,　 50,　371-382.
　 　 Ebihara　 Y.,　Ejiri,　M.　and　 Mivaoka、 　H.　(1998):　 Enhancements　 of　differential　 flux　of　energetic　 particles　 ill　the　ilmer
　 　 　 magl/etosphere　 associated　 with　 a　IllaglletiC　storm,　 Proc.　 NIPR　 Symp.　 Upper　 Atmos.　 Phys.,　 11,　150-153.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
宮 垣L宏,岡 田 雅 樹,竹 下 秀,佐 藤 夏 雄:オ メ ガ バ ン ド/ト ー チ 構 造 な ら び に オ ー ロ ラ ス ト リ ー マ ー の 衛 星 地 上
同 時 観 測.地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会2002年 合 同 学 会,オ リ ン ピ ッ ク セ ン タ ー,2002年5月.
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宜 匝L宏,岡 田雅樹:オ メガバ ン ド/ト ーチ な らび にオー ロラス トリーマーの衛 星地 上同時観測.第112回 地球電
磁 気 ・地球 惑星 圏学 会,電 気通 信 大学,2002年11月.
宜 量L宏:オ ー ロラお よびオー ロラ粒 子加速域の ミクロ/メ ンスケー ル構造 の解 明.　ElscAT研 究の将 来 に関す る研
究小 集 会,極 地研,2002年12月.
7.科 学 研究 費補助 金取得状 況
基盤研 究(())(2ノ 「オー ロラの微細 構造の 解析 とその生 成機構一1研 究代 表者 平成14～16年.
基盤研 究(A)(2)「 国際SUperDARNレ ー ダー網 に よる極域電 磁 圏擾 乱 の南北 半球比 較研究」 研 究 分担 者)(平
成11～14年 度)
8.講 演 な ど
「日本の南 極観測 一自然 ・人 ・技 術 一」,呉 高等 専門学校`2002.6.211
9.学 会及 び社 会的活 動
American　 Gec)physical　IJnion,地 球 電磁 気 ・地球 惑星圏学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学等 での講義 な ど
12.所 内外 の 主要 な会議 委員な ど
総 合研 究 大学院 大学 国際 シ ンポ ジウム実施 委員会 委員1
日本 学術 会議 地球電 磁 気研連将 来計 画WG　 委員
情報 科学 セ ン ター運営 委員 会委 員1幹 事1
しらせ後継 船検討 作 業委員 会委 員[情 報通信 タス クフ ォー ス責任者
13.研 究 活動 の課題 と展望
オー ロラは地球 規模の現 象で あ るが,原 因 とな るオー ロラ粒 子の 加速 ・散 乱過程 に対応 して ミクロ ・メ'ノスケー
ルの 三次 元構 造 や 多様 な時 間変動 成分 を含んで い る したが っ て,こ れ らの観測 情報 を も とに オー ロ ラ粒 子の加
速 ・散乱 モデ ル を推定 ・構 築 し,実 証 す る研究 が 今後必 要で ある　 EISCATレ ー ダーは,オ ーロ ラ発 光高 度の プラ
ズマ や電場 を高精 度 に観測 で きるため,オ ーロ ラの微細 構造 とダ イナ ミックス を研究 す る一ヒで理想 的 な観 測 手法 の
一つ とい えるt、トロム ソのEISCATサ イ トにおけ るISレ ー ダー 沿磁 力線 高分解 能モ ー ド)と 狭視野 イ メー ジャー
を用 いた 国際共 同観 測 を推 進 し,ヒ 記 の研 究課 題 を追究 す る
(6)田 口 真 南 極 圏 環 境 研 究 モ ニ タ リ ン グ 研 究 セ ン タ ー 助 教 授,博ir　 `理 学1東 北 大 学:1995年
1.専 門 領 域:超 高 層 大 気 物 理 学
2.研 究 課 題:地 上及 び 飛 翔 体 か ら の 分 光 撮 像 観 測 に よ る 超 高 層 ノく気 物 理 学 の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
2001年 に 南 極 昭 和 基 地 に て 観 測 を 行 っ た フ ァ ブ リ ー ヘ ロ ー イ メ ー ジ ャ ー の デ ー タ か ら,熱 圏 風 速 及 び 温 度 を 導
出 す る ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 を 行 っ た 従 来 の 全 天 単 色 イ メ ー ジ ャ ー よ り も コ ス トパ フ ォ ー マ ン ス に 優 れ た 新 全 天 単
色 光 学 系 を 試 作 し た 、、 月 探 査 周 回 衛 星 搭 載 ブ ラ ズ マ イ メ ー ジ ャ のFM設 計 を 完 了 し,製 造 に 着 手 し た 。 金 星 探 査 機
搭 載 赤 外 カ メ ラ の 概 念 設 計 及 び ボ ロ メ ー タ ア レ イ 赤 外 検 出 器 の 放 射 線 試 験 を 実 施 し た 、 金 星 の 地 上 赤 外 観 測 の1;備
実 験 を 行 っ た 。 中 国 極 地 研 を 訪 問 し,今 後 の 中 国 北 極 基 地 で の オ ー ロ ラ 光 学 観 測 に つ い て 打 ち 合 わ せ た
4.研 究 活 動 歴
第42次 南 極 地 域 観 測 隊 越 冬 隊 参 加2000-20021
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文
　 　 NakagaWa,　 H.,　FUkUniShi,　 H.,　Takahashi、 　Y..　Watallal)e、 　S.、　TaguChi、 　M.,　 BertauX,　 J.-L.,　 Lallemellt、 　R.,　and
Qu6merais,　 E.　(2003):　 Solar　 cycle　 (iependen(・e　 c)f　interplanetal'y　 Lymanα 　emissi(m　 amd　 solar　 xxind　allisotl'opi(・s
　 　 　 derived　 from　 NOZ()MI/UVS　 alld　SOIIO/S、VAN　 observatioils.　 J.　Gec)phys.　 Res.s　(Accel)ted).
　 　 TaA　 l(:hi,　M.,　 Okano,　 S.、　Sakanoi、 　T..　Koizumi.　 N..　Aso、 　TL.　alld　 Ejiri.　M.　 (2002):　 A　IIew　 meridiall　 imagillg
　 　 　 spectrograph　 for　the　allroral　spe(・troscopy.　 Advances　 ill　Polar　 Upper　 At　mospl/ere　 Research.　 16、　99-110.
　 　 Shiokawa,　 K.,　Katoh,　 Y.,　Satoh,　 M.,　Ogawa.　 T.,　Tagllchi、 　M.、　and　 Yamagishi　 H.　(2002):　 New　 allroral　 spectl'ometer
　 　 　 usillg　an　acoust()-ol)ti(:　 tunable　 filter、　Advall(・es　 in　P()lar　Upl)er　 At　mosphere　 Resear℃h、 　16,　146-156.
　 　 TaAsU()hi,　 M.,　Funabashi,　 G.s　Watallabe,　 S.、　TakahaShi、 　Y..　and　 Fukullishi、 　H.　 (2000).　 1.lmai`　albedO　 at　hydrogen
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Lymanαby　 the　 NOZOMI/UVS,　Earth　 Planets　 Space,　 52,　645-647.
エagUetLL1YLM　 ,　Fukunishi,　 H.,　Watanabe,　 S.,　Okano,　 S.,　Takahashi,　 Y.,　arld　 Kawahara,　 T.　D.　 (2000).　 Ultraviolet　 imagillg
　 　 　 spectrometer　 (UVS)　 on　 board　 the　 NOZOMI　 spacecraft:　 Inst'rumentation　 and　 initial　 results,　 Earth　 Plallets　 Space,
52,49-60.
6.口 頭 発表(過 去の代 表的 な発表)
旦[L真,江 尻全機,岡 野 章 一,昭 和 基地 ファブ リーヘ ロー イ メー ジャー に よる熱圏 風速 ・温度観 測,第26回 極
球 にお ける電離 圏磁気 圏総 合観 測 シ ンポ ジウム,2002年7月.
且 ⊆L真,準 天頂 衛星 か らの オー ロラ ・大気 光観測 の可能性,第46回 宇宙 科学技術 連 合講演 会,2002年10月.
旦-三L真,岡 野 章 一,江 尻 全機,昭 和 基地 フ ァブ リーペ ロー イ メー ジ ャー に よる熱 圏風 速 ・温 度観 測(1),第
112回 地球電 磁気 ・地球 惑星圏学 会,2002年12月.
且 ロー皇,　MTI衛 星観測研 究 会,小 型衛 星を利用 したオ ー ロラ ・大気 光観 測 の提 案,第3回 宇 宙 科学 シンポ ジウ
ム,2003年1月.
7.科 学研究 費補助 金取得 状況
8.講 演 な ど
はたが や地球倶 楽部,幡 ヶ谷社教 館(2002.7.11)
9.学 会及 び社 会的活動
地球 電磁気 ・地球惑 星 圏学会,日 本気 象学 会,　AlnericallGeophysicalUnioll
lO.　受 賞 な ど
ll.　他 大学 等での 講義 な ど
東 北大 学 大学 院理学研 究科助教授(併 任)(2002.72-2003.3.31)
12.所 内外 の主 要な会議 委員 な ど
国立極 地研究所 広報 委員 会映画制 作WG委 員
13.研 究活 動の 課題 と展望
昭和 基地 にて得 られ たフ ァブ リーヘ ロー イメー ジャーデー タか ら風 速及 び温 度 分布 が導 出 されて きた 、今後,他
の観 測機 器 に よるデー タやGCMシ ミュ レー シ ョン結 果 と合わせ て,オ ー ロ ラ活 動が極 域熱 圏大 気 ダイナ ミクス に
及 ぼす影響 を研 究す る,月 探 査衛 星搭 載 プラズマ イメージ ャはFM試 験 フェー ズに入 る、極域 か らの気球 搭載 望遠
鏡 に よる惑 星観測 の実現へ 向 け,技 術 開発 を行 う。 中国極地研 との共 同研究 を推 進す る。
⑦ 門倉 昭 資 料系 オー ロラ資 料部 門助教授,博 士(理 学)(東 京大学:2002年)
1.専 門領域:磁 気圏物理 学
2.研 究 課題:
(ll　銀 河宇宙線 モ ジュ レーシ ョンの研 究
(2)南 極 周回気球 に よる超 高層物理現 象 の観測 的研 究
(3)オ ー ロラサ ブ ス トームの研究
3.研 究活動 の概 要 と成果
「あ けぼの」衛 星搭 載の紫外 オーロ ラ ・可視 オー ロ ラ撮 像装 置の デー タ,南 極昭和 基地 ・あす か基地 にお ける オ
ー ロ ラ観測 デ ー タの解析 を通 して,オ ー ロラサブ ス トーム の発 達過程 の研究 を行 った。 サブ ス トーム の オンセ ッ ト
直前 に オー ロラ帯 の極側境 界付近 に特徴 的な オー ロラが 出現 す るこ と,拡 大相の発達 は段 階的 に進行す るこ と,な
ど新 たな指摘 を行 い,そ の成果 を学術誌 に発表 した。 また,南 極周 回気球 に搭載す る電場 観測器,電 離 層全電 「数
観測 器 の開発 を行 い,第44次 日本南 極地域観 測隊 に参加 し,2002年12月 か ら2003年1月 にか けて,4機 の放 球実
験 を行 った、,2003年2月 か らは越冬隊 員 と して昭和基地 にお いてオー ロラ光学観 測 を行 った。
4.研 究活 動歴
第30次 日本 南極地域 観測 隊(越 冬隊)参 加(1988-1990)
ア イスラ ン ド共役点 観測参 加(1993.8-10)
英 国南極局(BAS)(文 部省 短期 在外研究 員)研 究(1996)
スバ ルバ ー ド,ロ ング イヤ ービェ ン観測 参加(1999.3)
第44次 日本 南極 地域観測 隊(越 冬 隊)参 加(2002-2004)
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5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文 ㌔
Kadokura、 　A.,　 Yukimatu,　 A.　 S.,　Ejiri,　 M.、　Oguti.　 T.s　 Pilmock、 　M.　 alld　 Ilairston、 　M.　 R.　 (2002):　 Detaile(丑analysis　 of　a
　 　 　 substol'M　 event　 oll　6　and　 7　Julle　 !989,　 1.　Gr()wth　 phas(・ 　evolutiol/　 of　 Ilightside　 auroral　 activities　 all(l
　 　 　 ionosphei'icconvection　toward　 exl)allsiOl)　 phase　 ollset,　 J.　 Geophys.　 Res.,　 107(Al)、 　 1479,　 doi:
10.1029/2001JAOO9127.
　 　 Kadokura.　 A.,　Yukiinatu、 　A.　 S.,　Ejiri,　 M.、　Ogllti、 　T.,　 Pinnock.　 M.　 and　 Sutcliffe、 　P.　 R.　 (2002):　 Detaile(l　 aiialysis　 of　a
substornl　 event　 ol1　6　and　 7　June　 1989:　 2.　Stepxvise　 allrorを11　 1)ulge　 ev(⊃lution　 (lurillg　 expallsioll　 phase、 　J.　Geol)hys.
Res.,107(Al),1480,doi:10.1029/2001JAOO9129.
　 　 Yang,　 H.,　 Sato,　 N.,　 Makita,　 K,　 Kikuchi,　 M.,　 Kadokura,　 A.,　 Ayllkawa、 　M.,　 Hu,　 H.　 Q.,　 Liu,　 R.　 Y.　and　 Ilaggstr()m、 　1.
　 　 　 (2000):　 Syllopti(:　 observation　 of　allroras　 al(mg　 the　 l.)ostllOOII　 oval:　 a　sllrvey　 with　 ali-sky　 TV　 observatiolls　 at
　 　 　 Zhongshan,Antar(:tica、　J.　Atmosph.　 Solar-Terr.　 Phys.、 　62.　787-797,
　 　 Kadokura.　 A.,　 Ejiri,　 M.　 and　 Oguti　 T.　 (1998):　 Ionospheri(:　 (llosure　 of　the　 sllbstorm　 currellt　 wedge　 system　 dedllce(|
　 　 　 from　 the　 visible　 auroral　 imager　 aboai'd　 AKEBONO　(Ex†eIlded　 absti'act)、 　Proc.　 NIPR　 Symp.　 Upper　 Atmos.　 Phys.,
ll,139-142.
6.「.1頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Kadokura、 　A.,　Yukimatu,　 A.　 S.　and　 Ejiri、　M.:　 Stepwise　 evohltioll　 of　auroral　 substoi'in　 observed　 by　 mei-idian　 s(・alming
　 　 　 photoIneters　 at　 Syowa　 and　 Asuka　 statiolls、 　Sixth　 Illtel'nali()nal　 Collferellce　 oll　Slll)storms　 (ICS-6)、 　Univ.　 of
　 　 　 　"」ashington,　 Seattle,　 U.S.A.　 IMarch　 25-29.　 2002.
　 　 Kadokura、 　A.,　 Aso,　 T.,　SatO,　 N.、　Haeggstroem.　 1.、　vall　 Eykell.　 A..　 Brekke.　 A.,　 Lorentzen,　 D.　 A.,　Moel1,　 J.,　Rees、 　1).、
Syljasuo,　 M.,　 Salldholt,　 P.　E.,　 Hayashi,　 K.,　Smith,　 R.　W.,　 Mllkai,　 T.とmd　 Carlson,　 CW.:　 Coordillated　 study　 on　 lhe
　 　 　 electrodynan}ics　around　 the　 nlost　 pokewal・d　 al'c　 systeln　 of　 the　 doul)le　 c)val　 configul'ation　 nl　a　substorm　 with
EISCAT,　 satellites　 an(l　 ground-based　 observatioiis、 　The　 !Otll　 Illterl1と}tic)11al　 EISCAT　 Workshop,　 NIPR　 ,Tokyo-hlly
23-27,2001.
　 　 Kadokura、 　A.,　 Aso,　 T.,　Sato.　 N.、　Haeggstroem,　 1.,　van　 Eyken、 　A.、　Brekke,　 A.,　 Loi'entzen,　 D.　 A.,　 Moen、 　J.、　Rees、 　D.、
　 　 　 Sy,　Iljasuo,　 M.,　 Sandholt,　 P.　E.,　Hayashi,　 K.,　 Smith,　 R.　 W.,　 Mukai.　 T.　alid　 Carlson,　 C.　W.:　 Coordinated　 stl1(iy　 oll　the
　 　 　 electrodynaini(:s　 ai'ound　 the　 Ill()st　I)oleward　 al'c　 systeln　 of　the　 double　 oval　 configurat/ion　 il/　a　substor}n　 with
EISCAT,　 satellitesそmd　 gr()umd--based　 observati(ms,　 The　 first　S-RAMP　 conference,　 Sal)poro,　 October　 2-6、　2000.
　 　 Kadokura,　 A.,　 Ejiri,　 M.、　Kalleda,　 E..　Yamamoto,　 T.,　Oguti,　 T.　 alld　 Pilmock,　 M.:　 Substorin　 growth　 phase　 sigllamre
　 　 　 observed　 with　 the　 Halley　 HF-radar、 　International　 SuperDARN　 Workshop、 　Tokyo,　 July　 7-10,　 1998.
　 　 Kadokura.　 A..　Ejiri,　 M.、　Kaneda,　 E..　Yamamotos　 T..　Oguti,　 T.　 and　 Pilmo(:k、 　M.:　 A　 case　 study　 of　a　sllbstorm　 c)(i('urred
　 　 　 on　 June　 6-7,　 1989,　 Illterllatiol/al　 (〕ollferellce　 oll　Sllbstorms-4　 (ICS-4).　 Lake　 Hamalla、 　March　 9-13,　 1998.
7,科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
研 究 基 盤 研 究(A)「 国 際SUperDARNレ ー ダ ー 網 に よ る 極 域 電 磁 圏 擾 乱 の 南 北 半 球 比 較 研 究 」(研 究 分 担 者'平
成ll～14年)
科 研 費 特 定 領 域(B)「 北 極 域 に お け る 中 層 大 気 ・熱 圏 の 力 学 的 結 合 」 「研 究 分 担 者)(平 成11～16年
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
Americall　 Geophysical　 UIlioll,　 地 球 電 磁 気 ・ 地 球 惑 星 圏 学 会
10.受 賞 な と
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
地 上 に お け る オ ー ロ ラ 観 測 を 中 心 と し て,オ ー ロ ラ サ ブ ス ト ー ム の 研 究 を 引 き 続 き 行 う さ ら に,南 極 周 回 気 球
(ポ ー ラ ー パ ト ロ ー ル バ ル ー ン　 c、PPB'・ 　・i　実 験 計 画 を 中'L・ 的 に 進 め,搭 載 さ れ る 電 場 観 測 装 置,電 離 層 全 電 」'一致 観
測 装 置 の 設 計 ・製 作 を 進 め,南 極 昭 和 基 地 に て 放 球 実 験 を 行 い,実 験 で 得 ら れ た デ ー タ の 解 析 を 行 う 、
一25一
〔8行 松 彰 研究 系超 高層物理学 第 ・研 究部 門助 手,総 合研 究大学 院大学 数物科学研 究 科極域科 学専攻助 手(併 任),
博士(理 学)(京 都 大学:2002年)
1.専 門領域:磁 気圏物理 学,超 高層大 気物理学
2.研 究課 題:大 型短波 レー ダー による極域超 高層大 気の研究,及 び,放 射線 帯 高エ ネルギー粒子 の振 る舞い に関す
る研究
3.研 究活動 の概 要 と成果
SuperDARN短 波 レー ダーで は,開 始当 初か ら不 等 間隔マ ルチ パル ス を用 いた ドップラー スペ ク トル(自 己相 関
関数(ACFの 法 を用 い た電 離圏観 測 が行 われて きた,近 年近 距離 エ コー 中に流星 エ コーが 含 まれ てい る こ とが わ
か り,中 間圏 界面領域 の 中性風 観測 も可 能 であ る と され る様 にな って きた。 しか し近 距離ACFデ ー タが すべ て流
星エ コー か どうかの確 認が で きない こ とや,中 性風 の高度 分布 まで は求 め られない とい う問題が あ った。 そ こで,
全て の1,Qデ ー タを取得 して解析 す るこ とによ り,マ ルチパ ルス観測 デー タか らシ ングルパ ル ス観測 の様 な時系
列解析 が可能 なサ ンプルの み抽 出す る新 しい手法 を開発 し,且 つ,こ の新 しい手 法 を用いて 中性 風導 出 に必 要 な真
のunder'dense流 星エ コーのみ抽 出 し,精 密 な中性風 速度 と高 度情報 を得 るこ とに2001年 にSuperDARNで 初め て
成功 した。本年 度 は,干 渉計 を用 い る手法,及 びオーバ ーサ ンプ リ ング を行 う方法 を追 加 し,こ の 中性 風観測 の特
に高度 精 度 を さら向 ヒす る試 み を行 った,、更 に,上 記 生IQ時 系列解析 手法 の電 離 圏研究 応用 の可 能性 につ いて も
考究 し,電 離層 カス プ域 やEISCATヒ ー ター によ り人工 的 に誘起 された電離層 沿磁 力線不 規則構造 の新 手法 による
デー タ取得 を行 い,解 析研 究 を開始 した また,宇 宙 科学 研究 所の 科学衛星EXOS-D　 (「あ けぼの」)搭 載 の放射線
モ ニ ター装置　(RDM)　 の観測 に関 して,東 京工業 大学 地球 惑 星学 科 との 共同 で,こ れ まで取 得 され続 けて きた膨
大な観測 デ ー タの組 織 的 デー タベ ー ス構 築,及 びその解析 研究 を引 き続 き推 し進 め た、,1996年 度 か ら地磁 気 異常
地域(SAA)直 下の ブラ ジルにお ける,放 射線 帯粒 子降 下及 びその影響 を調査 す る為 の地 ヒ観 測 も拓 殖 大学 及び ブ
ラ ジル宇宙 科学研究 所(INPE)　 との 共同で 開始 し,大 きな磁 気 嵐時 の放射線 帯粒 子 の振 る舞 い に関す る共同研 究
も引 き続 き進め てい る.
4.研 究 活動歴
第30次 日本南極地域 観測 隊(あ す か越 冬隊)参 加(1988-1990)
米 国ユ タ州 立 大学,　NOAA/NGDC,　 コロラ ド大学,ジ ョンズホプキ ンス大学 応用物理 学研 究所(日 米 科学協 力事
業共同研究)(1995.1-1995.3ノ
英国南極調 査所(BAS)(日 英 科学協 力 事業共同研究)(1996.2-1996.3及 び199.6.5-1996.6)
ブ ラジル(国 際学術 研究)(1996.12及 び1997.8)
英国 レス ター 大学(日 英科学協 力 事業 共同研究)(2003.2-2003.3)
5.学 術論文G過 去5年 間の 重要論文1
Wild,　J.　A.,　Milal1,　S.　E.,　Cowley,　 S.　W.　H.、　D皿lop,　 M.　W.,　Oxvel/,　C.　J.,　Taylor,　M.　G.　H.,　Davies,　D.　A.,　Lester、　M.,
　　 　Yukimatu　 A.　S.,　Sato,　N.,　Fazakeriey、 　A.　N.、　and　Balogh,　 A.　(2003):　Coordinated　 interhemispheric　 Superl)ARN
radar　observatiolls　of　the　ionospheric　 resl)oIlse　to　flux　trallsfer　events　observed　 by　the　Chlster　space(二raft　al　the
　　　　high-latitllde　Inagnetopause.　 Ann.　Geophysicae,　 in　press.
　　 Hosokawa,　 K.,　Woodfield,　 E.　E.、　Lester、　M.,　Milan,　S.　E.,　Sato、　N.,　Yukimatu　 A.　S.,　and　 Iyemori,　 L　(2003):
Interhemispheric　 comparisoll　 of　sl)ect　ral輌dth　 boundary.　 as　observe(1　by　the　SuperDARN　 radars.　Ann.　Geophys.,
　 111　PreSS.
Nishitam,　 N.,　 Papitashvili,　 V.,　 Ogawa、 　T.,　 Sato,　 N,　 Yalnagishi,　 H.,　 Yukimatll　 A.　 S.,　 and　 Rich,　 F.　 J.　 (2003):
　 Interhemispheric　asymmetry　 of　the　 high　 latitllde　 iollospheric　 convection　 on　 May　 l1-12,　 1999.　 J.　Geophys.　 Res.,
　 il/　preSS.
Kataoka,　 R.,　Fukunishi,　 H.,　Hosokawa,　 K.,　FUIiwara、 　H.,　Yukimahl　 A.　 S.,　Sato,　 N.,　and　 Tuiig,　 Y.-K.　 (2003):　 TraIlsi(mt
　 prodllctioll　 of　F　regioll　 irregularities　 associated　 mth　 TCV　 passage.　 Alm.　 Geophys.,　 ill　press.
Yukimahl　 A.　 S.　 (2003り:　 Correctiol!　 to　 "A　 llew　 SuperDARN　meteor輌11d　 measurenlellt:　 Raw　 time　 series　 analysis
method　 alld　 its　apl)lication　 to　 mesOI)allse　 I'egioll　 d.ynainics"　 by　 Akira　 Sessai　 Yllkimatuとmd　 Masaki　 Tslltsullli.
Geophys.Res.Lett.,30(1),1026,dc)i:10.1029/2002GLO16560.
Kadokura,　 A.,　Yukimahl　 A.　 S.,　Ejilう,　M.,　 Ogllti,　 T.,　Pilmock,　 M.,　 and　 Hairston,　 M.　 R.　 (2002):　 Detailed　 allalysis　 of　a
sllbstorlll　 evellt　 oll　6　alld　 7　Juil()　 1989,　 1.　Growth　 Phase　 evollltioll　 of　nightsi(1eをnlroral　 activities　 alld　 ioll()spheric
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 convection toward expansion  phase onset.  J. Geophys. Res.,  107(Al2), 1479,  doi:10.1029/2001JA009127. 
Kadokura, A., Yukimatu, A. S., Ejiri,  M.,  Oguti,  T.,  Pinnock, M., and Sutcliffe, P. R. (2002): Detailed analysis of a 
 substorm event on 6 and 7 June 1989: 2. Stepwise  :auroral bulge evolution during expansion phase. J. Geophys. 
 Res., 107(Al2), 1480,  doi:10.1029/2001JA009129. 
 Hosokawa, K., Sugino, M., Lester, M., Sato, N.,  Yukimatu, A. S. and Iyemori, T. (2002): Simultaneous measurement 
 of duskside subauroral irregularities from the CUTLASS Finland radar and EISCAT UHF system. J. Geophys. 
 Res., 107(Al2), 1457,  doi:10.1029/2002JA009416. 
Matsuoka, H., Yukimatu, A. S., Yamagishi, H., Sato, N., Sofko, G. J., Fraser, B.  J., Ponomarenko, P., Liu, R., and 
 Goka, T. (2002): Coordinated observations of Pc3 pulsations near  cusp latitudes. J. Geophys. Res., 107(A11), 
 1400,  doi:10.1029/2001JA000065. 
Sakanoi, T., Fukunishi, H., Okano, S., Sato, N., Yamagishi, H., Yukimatu, A. S. (2002): Dynamical coupling of 
 neutrals and ions in the high latitude F-region: Simultaneous FPI and HF radar observations at Syowa station, 
 Antarctica. J. Geophys.  Res.,  107(A11), 1388,  doi:10.1029/2001JA007530. 
 Yukimatu, A. S., and  Tsutsumi, M. (2002): A new SuperDARN meteor wind measurement: Raw time series analysis 
 method and its application to mesopause region dynamics. Geophys. Res. Lett., 29(20), 1981, 
 doi:10.1029/2002GL015210. 
Yukimatu, A. S.,  Tsutsumi, M., Yamagishi, H. and Sato, N. (2002): A new method for monitoring and removing 
 SuperDARN radar DC offsets. Adv. Polar Upper Atmos. Res., 16, 181-192. 
 Ogawa, T., Nishitani, N., Sato, N., Yamagishi, H., and Yukimatu, A. S. (2002): E region echoes observed with the 
 Syowa HF radar under disturbed geomagnetic conditions. Adv. Polar Upper Atmos. Res., 16, 84-98. 
Makarevitch, R. A., Koustov, A. V., Igarashi, K., Ohtaka, K., Ogawa, T., Nishitani, N., Sato, N., Yamagishi, H., and 
 Yukimatu, A. S. (2002): Comparison of flow angle variations of E-region echo characteristics at VHF and HF. 
 Adv. Polar Upper Atmos. Res., 16, 59-83. 
Shinkai, Y., Sato, N., Yukimatu, A. S. S., Lester, M., Milan, S. E., Sakurai, T., Tonegawa, Y., SuperDARN  Pis and 
 SuperDARN/GEOTAIL Research Group (2002): GEOTAIL/SuperDARN cooperative Study for Pc 3 ULF Waves. 
 Proc. COSPAR Colloquium "Frontiers of Magnetospheric Plasma Physica" Celebrating 10 Years of GEOTAIL 
 Operation  (-Th  14  •  a.  Aft0  >  >  1'7  )  , 9jt Pn 
Ogawa, T., Nishitani, N., Sato, N., Yamagishi, H., and Yukimatu, A.  S. (2002): Upper mesosphere summer echoes 
 detected with the Antarctic Syowa HF radar. Geophys. Res. Lett., 29(7), 1157, doi:10.1029/2001GL014094. 
Hosokawa, K., Woodfield,  E. E., Lester, M., Milan, S. E., Sato, N.,  Yukimatu, A. S. and Iyemori, T. (2002): Statistical 
  characteristics of Doppler spectral width as observed by the conjugate SuperDARN radars. Ann. Geophys., 20, 
 1213-1223. 
Yukimatu, A. S., and Tsutsumi, M. (2002): Development of raw time series analysis method using unequally spaced 
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7.科 学研究 費補助 金取得 状況
基盤 研究(B)「 太陽 活動 極大期 におけ る オー ロラ微 細構 造 の南北 半球 対称性 ・非 対称性 の研 究」(研 究 分担 者)
(平 成13(2001)～16(2004)年 度)(研 究代 表者:佐 藤夏雄)
日英科学 協力事 業共 同研究 「日英大 型短波 レー ダー に よる極 球電磁 圏 ダイナ ミックスの南 北半 球比 較研究 」(研
究分担 者)(平 成13(2001)～14(2002)年 度)(研 究代表 者:佐 藤 夏雄)
特 定領域 研究(B)「 北 極域 にお け る中層大気 ・熱圏 の力 学的結 合」(研 究分担 者)(平 成11(1999)～16(2004)年
度)(研 究課題 番号11208205)(研 究代 表者:麻 生武彦)
(「総 括班XOO:北 極域 にお け る環境 変動 機構 に関す る研 究　(Study　 on　climate　 and　environment　 changes　 ill
Arctic)　 (平成11(1999)～16(2004)年 度)」 のAO5)
基盤研 究(A)「 国際SuperDARNレ ー ダー網 による極域電磁 気 圏擾 乱 の南 北半球 比較研 究」(研 究分担 者)(平 成
11(1999)-14(2002)年)(研究 代表者:佐 藤 夏雄)
基盤 研 究(B)「 南 極点 オー ロラ と熱圏 ダイナ、ミックスの観 測研 究」(研 究 分担 者)(平 成11(1999)～12(2000)年
度)(研 究課題 番号:11691137)(研 究代 表者:江 尻 全機)
基盤研 究(B)(国 際学術 研究)　 「EISCATレ ー ダー による北極域 の大気 圏 ・電磁 気圏 環境 変動の研 究」(研 究分担
者)q998-2000(平 成10～12)年 度)(研 究代 表者:麻 生武 彦(平 澤 威男))
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社 会的活動
地球 電磁気 ・地球惑 星圏学 会(会 員),米 国地球 物理学 連合(AGU)(会 員)
10.受 賞 な ど
11.他 大学 等での講 義 な ど
12.所 内外 の 主要な会議委 員 な ど
13.研 究活 動の課 題 と展 望
マ ルチ パルス法 を用い た短 波 レー ダーの 生時系列解 析手法 の 開発 は,こ れ まで の(数 秒 間平均 の)ACF観 測 と
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は異なる,特 に時間分解能を大幅に向 ヒした新 しい解析手法の確立を意味 し,こ れまで にない南北両極域 における
経度方向に充実 した ネッ トワークを活か した中性風な どの観測による中間圏 ・下部熱圏の研究への新 しい貢献,或
いは,従 来の短波 レーダー観測では推測の域 を出なかった,電 離層沿磁力線不規則構造や過渡的な現象や波動現象
との関連等に関 しての詳細な研究や,更 には広大な視野をも活か しての磁気圏 ・電離圏の投影や結合に関 しての発
展的な研究への応用等が期待 され,そ の発展の可能性 を追究 していきたい また,放 射線帯における高エ ネルギー
粒子の振 る舞いに関 しても,磁 気嵐に伴 う放射線帯の大規模な構造変化について活発な議論がな されているが,高
エ ネルギー粒子 と背景場 及び波動,低 エ ネルギー粒 子との相互作用についての物理素過程の解明が極めて重要であ
り,観 測 ・理論の両面からその ダイナ ミクスを追究 していきたい.ま た,今 後 より低緯度の短波 レーダー観測網が
展開 してい く可能性が高 く,地 球磁気圏全体の対流,電 場のダイナ ミクスと高景場 及び波動,低 エ ネルギー粒子 と
の相 互作用についての物理素過程の解明が極めて重要であ り,観 測 ・理論の両面か らそのダイナ ミクスを追究 して
いきたい。また,今 後 より低緯度の短波 レーダー観測網が展開 してゆ く可能性が高 く,地 球磁気圏全体の対流,電
場のダイナ ミクスと高エネルギー粒子の振舞いの両者を結びつけて研究を進めていきたいと考えている
⑨ 菊 池 雅 行 研 究 系 超 高 層 物 理 学 第 一 研 究 部 門 助 手,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 手 〔併 任),
(博 士 理 学/東 北 大 学:1993年l
l.専 門 領 域:プ ラ ズ マ 物 理 学
2.研 究 課 題:飛 翔 体 技 術 を 応 用 し た 地 ヒ観 測 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築
3.研 究 活 動 の 概 要 と成 果
超 高 層 の 地 上観 測 に お い て,遠 隔 地 デ ー タ の 即 時 取 得 及 び 監 視 に 対 す る 要 求 は 以 前 に 増 し て 増 大 し て い る 気 象
の 分 野 で は,防 災 か ら の 必 要 性 に よ りす で に 大 規 模 な 計 観 測 網 が 整 備 さ れ て い る、 一ー一方 で 超 高 層 地 上 観 測 は,必 要
と さ れ る 地 点 が 気 象 観 測 に 比 べ て 少 な く,か つ セ ン サ ー の 種 類 も 気 象 定 常 観 測 に 比 較 し て 多 様 で あ る 。 こ の た め 信
頼 性 が 高 く 単 価 の 低 い 観 測 網 を 作 成 ・維 持 す る こ と が 困 難 で あ っ た ま た 電 磁 現 象 の 観 測 に 必 要 な サ ン プ リ ン グ レ
ー ト は
,一 般 に 気 象 デ ー タ に 比 較 し て 高 い た め 記 録 系 の 流 用 は 困 難 で あ る こ の 問 題 を 打 開 す る た め,す で に 飛 翔
体 に 用 い ら れ て い る 数10011zの サ ン プ リ ン グ レ ー トの デ ー タ を 扱 う技 術 を 地 ヒ観 測 に 応 用 す る 。
今 年 度 は 月 周 回 衛 星　(SELENE　 )i　の 開 発 に 関 わ り,プ ラ ズ マ イ メ ー ジ ャ　 ∫UPI)　 の 組 込 制 御 系,熱 ・構 造 に つ い
て の 設 計 及 び 評 価 試 験 を 行 い,孤 立 系 の 設 計 に 不 可 欠 な 手 法 の 理 論 ・実 験 の 比 較 を 行 っ た 、 ま た イ メ ー ジ ン グ リ オ
メ ー タ ー 制 御 部 の 開 発 を 行 い,ビ ー ム 掃 引 及 び デ ー タ 伝 送 を 同 時 に マ ル チ タ ス クOS　 ltで リ ア ル タ イ ム 制 御 を 行 う
た め の 基 盤 技 術 の 検 証 を 行 っ た
4.研 究 活 動 歴
中 国 南 極 地 域 観 測 隊 榎 隊 ノ 参 加1994-19951
第37次 南 極 地 域 観 測 隊1越 冬 隊'参 加1995-1997,
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文
塞 也雅 五 ・山 岸 久 雄(2002):マ ル チ タ ス クOSを 用 い た イ メ ー ジ ン グ リ オ メ ー タ 制 御 部 の 開 発 　(Developmemt　 of
the　imaging　 riometer　 c()ntrol　 system　 on　a　n旧lti-task　 operatiollg　 system)南 極 資 料,46(3),554-564.
　 　 Yan9,　 H.,　Sato,　 N.,　Makita,　 K..　Kikuchi　 M..　Kadokura、 　A..　Ayllkawa、 　M..　Hu,　 II.,Q.,　Liu,　R.,　Y.、　Haeggstroem.　 1.
(2000):　 Sylloptic　 o正)servatiolls　 c)f　allroras　 along　 the　 tIlooll　 oval:　 a　sllrvey　 witll　 all-sky　 TV　 observatiolls　 at
Zhongshan,JATP,62,787-797.
　 　 Murata,　 Y.,　Sato　 N.,　Yamagishi.　 IL.　Yukiinatu　 A.　S.、　Kik/1℃hi　 M.、　Makita　 K.、　Ogawa　 T.、　Yang　 H.,　1.iu.　R.、　Walker、 　D.
　 　 　 (2000):　 Simultalleous　 (IIlasi-periodic　 optical　 and　 IIF　ra(lar　sigllatures　 ot)served　 ill　the　pOStllOOII　 sectol',　Adv.　 Polar
III)perAtom.Res.,14,34-44.
　 　 Ayukawa,　 M.,　Makita,　 K.、　Sato.　 N..　Kikuchi　 M.、　Yamg、 　H.,　Liu.　R.、　Hu,　H.　(1999):　 Aurora　 mor()phology　 ill　the　dayside,
　 　　　ChiIlese　 Jour.　 Polar　 Sci,　10(2).　 95-100.
　 　 Makita,　 K.,　Kikllchi　 M.,　Sato,　 N.、　Ayllkawax　 M.、　WIlag,　 X.、　Yang、 　H.、　and　 Liu,　R.　(1998):　 Postnoon　 atlrora　 observed　 at
　 　 　 Zhongshan　 Station,　 Antarcti℃a　 -　A　case　 study　 -、　Pro℃.　NIPR　 S》m/p.　UI)per　 Atmos.　 Phys.　 ll,　19-27.
　 　 Yallg　 Hui-Gen,　 Liu　 Rui--Yuan、 　Huallg　 I)e-Hong、 　Kikllchi　 M_　 Millatoya　 II.,　Sato　 N.　and　 Tian　 Wei、　(1997):　 All　all-sky
　 　　　auroral　 video　 ilnage　 allalyzillg　 systeIll.　A(:ta　Geol)hysica　 Sillica.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表
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醐,中 村正 人,田 口 真,岡 野 章 一ー一・,江 尻 全機,　SELENE　 UPI制 御 シ ステムの 開発,第24回 板 域 におけ る
電離圏磁 気圏総 合観 測 シ ンポ ジウム,2000.08
萱 並進五,中 村正 人,田 口 真,岡 野章 一,江 尻全機,　SELENE　 UPI　Gimbal　 system,地 球 惑星科学 関連学 会 合同
大会,2000.06
7.科 学研究 費補助 金取 得状 況
奨励 研究(A)「 ネ ッ トワー ク透過 型地上観 測制御 プラ ッ トフォームの 開発」(研 究代 表者)(平 成13年)
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社会的活 動
10.受 賞 な ど
特 許 申請
・高 速分光装 置(50101048877,H!3)
・計 測装 置及 び方法並 びに コ ンピュー タシステム に よって実行 され る計 測 プ ログラム(50200154573,H14)
ll.　他大学 等で の講義 な ど
12.所 内外 の 主要 な会議 委員 な ど
scs運 営 委員
13.研 究活動 の課題 と展望
孤 立系 として動作 す る観 測器 の設計 に は,電 力 ・構 造 ・熱 の解析 が不可 欠 な要素 となる。有限 要素法 に よる筐体
の構 造解析 とその実測 との比較 に よ り,輸 送 手段 の制 限の あ る地上 ・航空機 観測 に応用 可能 な,軽 量 な筐体 の設計
手法の理論 と実験 の比較 を行 う。 また飛翔体 に用 い られ てい る組込 制御機器 の設計 手法 の応用 に よ り,省 電 力で信
頼性 の高 い観測 制御装置 の 開発 を行 う、
⑩ 岡田雅 樹 情 報科学 セ ンター助手,総 合研究 大学 院 大学 数物 科学研究 科極域 科学専攻助 手(併 任),博 士(工 学)
(京 都 大学 二1994年)
1.専 門領域:磁 気 圏 プラズマ物理学
2.研 究課題:
「計 算機 実験 に よる磁 気圏 プ ラズマ 素過程 の研 究」
「南 極 点全天 光学観測 お よびINDEX衛 星観測 に よるオー ロラ発光機 構の研究」
「飛翔 体 プラ ズマ電磁 環境 の研 究」
3.研 究 活動の概 要 と成果:
磁気 圏 プラ ズマ物 理の 素過程 とオー ロラ発 光現 象等の 大規模現 象 は,複 雑 な非線 形 プ ラズマ 過程 に よって関連づ
け られ る これ までの,観 測デ ー タや計算 機実験 だけで は不十分 であ った部分 をよ り詳細か つ精密 に観測,実 験す
るこ とに より自己無撞着 な磁 気圏 の描 像 に迫 るこ とが 目標 であ る
光学観 測 は,高 い波 長,空 間分解 能 を持 った観測 を行 う ことに よ りオー ロ ラ発光 過程 の研究 に結 びつ く。 また,
衛 星観測 によって オー ロラ帯上 空 にお け るオー ロラ発 光の原 因 となる振 り込 み粒子計 測 と組 み 合わせ る ことに よ り
オー ロ ラ発 光の因果 関係 をよ り深 く解明 す るこ とが可 能 となる.
これ らの観測 デー タを支 える背 景 として,プ ラズマ物 理現 象の素過 程 を明 らか にす る計算 機実験 による研 究 お よ
び衛 星 のプ ラズマ電磁 環境の研 究 を行 って きた これ らの研究 開発 に よ り将 来の大 規模計算 機実験 技術 や宇宙探 査
技 術 の進 歩 に寄与 す るもの と期待 される、
4.研 究 活動歴
南極 点基地派遣(1996.ll.1-ll.15)
南極 点基地派遣(1999.11.1-1Ll9)
南極 点基地派遣(2000.10.29-11.19)
5.学 術 論文(過 去5年 間の重要論 文)
雌(2003),複 雑 系 と しての物理 と生物の 集団的行 動,月 刊 「科学」,1月 号,60-63
C)kada、　M　and　Matsumoto,　 H.　(2002):　Sin旧lation　techniques　 of　ele(ltromaglletic　 environment　 in　the　vicillity　of　a
　　　 spacecraft,　Proc.　of　23rd　int,ernational　symposium　 on　space　technology　 and　science,　MATSUE　 Vol.　1,　385-388
村 田健 史,ヌ ルデ ィヤナ ガー二,臼 井英 之,上 田裕子,國 且 雅型,大 村 善治,松 本 紘(2002):宇 宙 プラ ズマ計 算
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機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 問 題 解 決 環 境 の 提 案,情 報 処 理 学 会 論 文 誌:数 理 モ デ ル 化 と 応 用,Vol.43,No.
SIG7(TOM6),105-ll7
村 田 健 史,」 頸 旦進 置,阿 部 文 雄,荒 木 徹,松 本 紘(2002):太 陽 地 球 系 物 理 観 測 の 分 散 メ タ デ ー タ ベ ー ス の 設 計
と 評 価,情 報 処 理 学 会 論 文 誌:デ ー タ ベ ー ス,Vol.43No.SIG12(TODI6),ll5-130
村 田 健 史,上 田 裕 子,上 岡 功 治,臼 井 英 之,岡 田 雅 樹,大 村 善 治,松 本 紘(2002):オ ブ ジ ェ ク ト指 向 開 発 技 法 に
よ る プ ラ ズ マ 粒 子 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン コ ー ドの 開 発,電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌B-J85-B,No.8,1411-1425
週.国 雄 樹,松 本 紘(2001):非 構 造 格 子 プ ラ ズ マ 電 磁 粒 子 コ ー ド に よ る 飛 翔 体 環 境 シ ミュ レ ー シ ョ ン,ED-02-11,
DEI-02-19,HV-02-ll,電気 学 会,放 電,誘 電 ・絶 縁 材 料,高 電 圧 合 同 研 究 会 資 料
Okada　 M　and　 Matsumoto,　 H.　(2001):　 Electroinagnetic　 Particle　 Siimulation輌th　 lJnstructured-Grid　 Modeいllation,
　 　　 Proc.　 of　7th　Spacecraft　 Chargilig　 Technology　 Conferen(:e,　 ESA-ESTEC,　 The　 Netherlands,　 ESA　 SP-476,　 521-524
　 Ueda,　 H.　 0.,　Nakata,　 M.,　 Murata、 　T.,　Uslli,　 H.,　 Okada　 M,　 Ito,　K.　 (2001):　 An　 Object-Oriented　 Desigll　 of
　 　 　 Electromaglletic　 Wave　 Sinmlator　 for　Ml11ti　Scllemes,　 IEICE　 transactions　 on　electronics,　 E84-C,　 7,　967-972
　 　 0kada,　 M.　 And　 Ueda,　 H.　0.　(2000):　 Srucly　 of　electromaglletic　 waves　 ill　space　 plasmas　 wit.h　massively　 parallel
　 　 　 particle　 simulatiolls,　 Japaliese　 Society　 of　,Simulatic)n　 Technology,　 JSST　 Internat.ional　 Conference　 oll　mo〔ieling,
　 　 　 control　 and　 comput,ation　 ill　siniulation,　 346-349
Ejiri,　M.,　Aso,　 T.,　Okada　 M.,　Tsuts皿li,　 M.,　Tagllchi、 　M.、　Sato,　 N.　and　 Okano,　 S.　(1999):　 Japallese　 research　 pl'oject
　 　　 on　arctic　and　 Antarctic　 observations　 of　the　middle　 atmosl)here,　 Adv.　 Space　 Res.　Vol.　24,　No.　 12,　1689-1692
上 田 裕 子,　 th田 喜(ユ998):分 散 メ モ リ 型 並 列 計 算 機 に よ る2次 元 粒 子 モ デ ル プ ラ ズ マ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン,電 子
情 報 通 信 学 会 技 術 報 告,AP98-100,RCS98-145,55-60
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Okada　 M.　 and　 Ejiri,　M.(2003):　 Study　 of　allrora　 plasma　 physics　 via　ill-situ　observatioll　 and　 plaslna　 particle
　 　 　 simulation,　 P-25,　 The　 8th　illternati()nal　 syml)OSil.lm　 oll　simulatioli　 scien℃e、　P-25,　March　 5-7,　2003
Ω幽 二M,　Ejiri,　M.,　 Sakanoi,　 T.　and　 Hiraham.　 M.:　 In-situ　 observatioll　 of　allrora　 fine　structure　 and　 simulatioil　 of
　 　 　 satellite-plaslna　 interaction,　 SMslB-0527、 　AGU　 Fall　Meetillg,　 2002
th田 遊,江 尻 全 機,坂 野 共 催:INDEX衛 生 に お け る 飛 翔 体 環 境 の3次 元 非 構 造 格 子 電 磁 粒 子 シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン,第112回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会2002年11月11日～14日
置 里 雅 璽,江 尻 全 機,坂 野 共 催,岡 野 章 一,平 原 聖:　 INDEX衛 星 に お け る 衛 星 近 傍 の プ ラ ズ マ 環 境 シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン,第110回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会2001年ll月22口～25日
村 田 健 史,　 Nurdiyana　 A　Ghalli,　 臼 井 英 之,f二 田 裕 子,且E旦 雅 蟄,松 本 紘:宇 宙 プ ラ ズ マ 計 算 機 シ ミュ レ ー シ ョ
ン の 問 題 解 決 環 境 の 提 案:第llO回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会2001年11月22日～25日
上 岡 功 治,村 田 健 史,上 田 裕 子,風 凪 雅 樹,臼 井 英 之,大 村 善 治,松 本 紘:第l!O回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学
会2001年11月22日 ～25日
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
若 手 研 究B「3次 元 非 構 造 電 磁 粒 子 コ ー ド に よ る 宇 宙 飛 翔 体 環 境 シ ミ ュ レ ー タ の 開 発 」(研 究 代 表 者'I　 l平 成14～
15年)
基 盤 研 究C「 オ ー ロ ラ の 微 細 構 造 の 解 析 と そ の 生 成 機 構 」`'研 究 分 担 者)〔 平 成14～16年)
国 際SuperDARNレ ー ダ ー 網 に よ る 極 域 電 磁 圏 擾 乱 の 南 北 半 球 比 較 研 究(研 究 分 担 者)(平 成11～14年1
科 学 技 術 振 興 事 業 団 計 算 科 学 技 術 活 用 型 特 定 研 究 開 発 推 進 事 業 「宇 宙 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ネ ッ ト ラ ボ ラ ト リ ー シ
ス テ ム の 開 発 」(研 究 協 力 若 い 平 成12～14年 ノ
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 会 員/宇 宙 飛 翔 体 研 究 会 会 員 一 プ ラ ズ マ 粒 子 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン研 究 会 会 員),ア メ
リ カ 地 球 物 理 連 合(AGU)会 員,電 子 情 報 通 信 学 会 会 員,情 報 処 理 学 会 会 員
10.受 賞 な ど
ll.　 他 大 学 等 で の 講 義 等
名 古 屋 大 学 情 報 メ デ ィ ア 教 育 セ ン タ ー,情 報 連 携 基 盤 セ ン タ ー 「天 体 と ス ヘ ー ス プ ラ ズ マ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン サ
マ ー ス ク ー ル 」(講 師)(2002.9.9-13)
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12.所 内外の主要な会議委員など
国立極地研究所広報委員会(委 員),広 報編集委員会(委 員)
13.研 究活動の課題 と展望
MHD方 程式系で記述 される大規模磁気圏構造のなかで,プ ラズマの運動論的な振 る舞 いが重要な役割を担 って
いることが予想されるようになり,シ ミュレーションを行 ううえにおいてMHDシ ミュ レーションと粒子 シミュレ
ーションの連携が ます ます重要になりつつある。情報 ネットワーク技術の進歩により,両 者の連携 にも可能性が見
えは じめ具体的な活動が開始 されつつある、.極域における超高層観測データの蓄積 とともに,シ ミュレーション解
析 と有機的に連携することにより,地 球磁気圏の大規模構造 と非線形 プラズマ物理の素過程の双方においてシミュ
レーション技術の進歩が期待 される。
⑪ 堤 雅 基 北 極 圏 環 境 研 究 セ ン タ ー 助 手,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 手(併 任),博 士
(工 学)(京 都 大 学:1995年)
1.専 門 領 域 二大 気 物 理 学
2.研 究 課 題:電 波 お よ び 光 学 観 測 に 基 づ く中 層 大 気 力 学 の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
極 域 の 中 間 圏 か ら 上 の 大 気 領 域 は,最 近 に な り レ ー ダ ー 観 測 が 徐 々 に 行 わ れ る よ う に な っ て き た が,ま だ ま だ 観
測 の 不 足 か ら 定 量 的 な 議 論 が 困 難 で あ る 。 特 に 経 度 方 向 に 情 報 に 乏 し く大 規 模 な 大 気 の 振 る 舞 い に 不 明 点 が 多 い,,
経 度 方 向 に 広 が る 極 域 流 星 風 速 観 測 ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 に 向 け て,行 松 助 手 と と も にSuperDARN　 HFレ ー ダ ー を 用
い た 時 系 列 デ ー タ 解 析 手 法 の 開 発 を 行 な い,流 星 観 測 専 用 レ ー ダ ー に 比 肩 す る 風 速 観 測 を 可 能 に し た 。 ま た 昭 和 基
地 に お い て 運 用 し て い るMFレ ー ダ ー と ナ ト リ ウ ム ラ イ ダ ー か ら 風 速 お よ び 温 度 の 同 時 観 測 デ ー タ を 取 得 し,短 周
期 潮 汐 波 が 冬 期 間 を 中 心 に 顕 著 な 活 動 を 示 す な ど 極 域 特 有 と 考 え ら れ る 現 象 の 解 析 を 進 め た 。 さ ら に 麻 生 教 授 を 中
心 に 運 用 し て い る ス バ ー ル バ ル 諸 島 に お け る 流 星 レ ー ダ ー 観 測 か ら,非 常 に 高 緯 度(78N)に お け る 風 速 場 の 研 究
を 行 っ た 、.ま た,南 極 点 中 層 大 気 中 の 大 気 波 動(特 に 大 気 重 力 波)に つ い て は こ れ ま で 研 究 が ほ と ん ど 進 ん で い な
か っ た が,全 天 イ メ ー ジ ャ ー を 用 い た ナ ト リ ウ ム 大 気 光 に よ る 大 気 波 動 イ メ ー ジ ン グ 観 測 を 初 め て 行 い,冬 期 間 に
わ た る 良 好 な 大 気 波 動 観 測 の デ ー タ を 取 得 し た 、
4.研 究 活 動 歴
日 本 学 術 振 興 会 の 「海 外 の 中 核 的 研 究 拠 点 へ の 派 遣 研 究 者 」 と し て オ ー ス ト ラ リ ア ・ア デ レ イ ド 大 学 に 滞 在
(1996.1-10)
第40次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1998-2000)
米 国 ・ア ム ン ゼ ン ・ス コ ッ ト南 極 点 基 地(交 換 科 学 者)参 加(2002)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 　 Murphy,　 D.　J.,　Tsutsumi、 　M.,　 Riggin,　 D.　M.,　Jones,　 C.　0.　L.,　Vincent,　 R.　A.,　Hagan,　 M.　 E.,　Avery,　 S.　K　 (2002):
　 　 　 ObseIvatiolls　 of　a　I/ol1-migratiI/g　 compollellt　 of　the　semidnlmal　 tide　over　 AIltarctica,　 J.　Geophys.　 Res.,　in　press.
　 　 Hall,　C.　M.,　Aso,　 T.,　and　 Tsutsumi、 　M.　(2002):　 An　 examination　 of　high　 latitude　 upper　 mesosphere　 dyIlamics　 stability
　 　 　 using　 t,he　Nippon!Norway　 Svalbard　 meteor　 radar,　 Geophys.　 Res.　 Lett.,　29,　2001GLOI4229.
　 　 Yukimatu,　 A.　S.　and　 Tsutsumi、 　M.　(2002):　 A　new　 SuperDARN　 meteor　 wind　 measurement:　 Raw　 time　 series　 allalysis
　 　 　 method　 and　 its　application　 to　mesopause　 region　 dynamics,　 Geophys.　 Res.　Lett.,　29,　2002GLO15210.
　 　 Yukimat11,　 A.　S.,　Tsutsllmi　 M.,　Yamagishi,　 H.,　and　 Sato,　 N　 (2002):　 A　new　 method　 for　monitoring　 alld　removing
　 　 　 SuperDARN　 radar　 DC　 offsets,　 Advances　 in　Polar　 Upl)er　 Atmosphere　 Research,　 16,　181-192.
　 　 Kawahara,　 T.D.,　 Kitahara,　 T.,　Kobayashi,　 F.,　Saito,　 Y.　,Nomura,　 A.,　She,　 C.-Y.,　Krueger,　 D.　A.,　and　 Tslltsllmi　 M.
　 　 　 (2002):　 Wintertime　 mesopause　 temperatures　 observed　 by　lidar　measuremellts　 over　 Syowa　 statiol1　 (69S,　 39E),
　　 　 　 Antarctica,　 Geophys.　 Res.　 Lett.,　29,　2002GLO15244.
　 　 Tsut,sullti　 M.,　Aso,　 T.　and　 Ejiri,　M.　(2001):　 Initial　results　 of　Syowa　 MF　 radar　 observations　 in　Antarctica,　 Advances　 in
　 　 　 Polar　 Upper　 At,mosphere　 Research,　 15,　103-ll6.
　 　 Kawahara,　 T.　D.,　Kitahara,　 T.,　Kobayashi,　 F.,　Tsutsumi　 M.,　Saito,　 Y.,　and　 Nomura,　 A.　(2001):　 First　 mesol)ause
　 　 　 t,emperature　 measurements　 using　 sodium　 lidar　observations　 in　the　 Antarctic　 region,　 AdvaIlces　 in　Polar　 UI)per
　　 　 　 Atlnosphere　 Research,　 15,　23-31.
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　 　 Nakamllra,　 T.,　Tsuda,　 T.,　Maekawa,　 R.,　Tslltsllmi　 M.,　Shiokawa、 　K.　and　 Ogawa,　 T.　(2001):　 Seasonal　 variation　 of
　 　 　 gravity　 waves　 with　 various　 tenU)oral　 and　 horizontal　 scales　 ill　the　MLT　 l・egioll　observed　 wvith　radar　 and　 airglow
imaging,Adv.SpaceRes.,27(10),1737-1742.
　 　 Buriti,　R.　A.,　Nakamura,　 T.　Tsuda,　 T.,　Fukao、 　S.,　Tslltsumi　 M.、　Takahashi,　 H.,　aiid　Batista,　 P.　P.　(2000):　 Mesopause
　 　 temperature　 observed　 by　airglow　 OH　 spectra　 and　 meteol・ 　echoes　 at　Shigaraki　 (34.9N,　 136.1E),　 Japan,　 Adv.　 Space
Res.,26(6),1005-IOO8.
　 Tsutsumi　 M.,　Holdsworh,　 D.,　Nakanmra.　 T.,　and　 Reid、 　1.　(1999):　 Meteor　 observations　 with　 a　MF　 radar,　 Earth
PlanetsSpace、51,691-699.
Ejiri,　M.,　Aso,　 T.,　Okada,　 M.,　Tsutsi皿i　 M.,　Taguchi,　 M.、　Sato,　 N.,　and　 Okano,　 S.　(1999):　 Japanese　 reseal℃h　 pl'oject
　 　 　 on　AIDctic　and　 AI/tarctic　 observations　 of　the　middle　 atlnosphere.　 Adv.　 Space　 Research,　 24,　1689-1692.
　 　 Kobayashi,　 K.,　Kitahra,　 T.,　Kawahara,　 T.　D..　Saito,　Y.,　Nolmlra,　 A.、　Nakamura,　 T.,　Tsuda,　 T.,　Abo,　 M.,　Nagasawa,　 C.,
　 　 and　 Tsutsumi、 　M.　 (1999):　 Simultaileous　 measul'emcllts　 of　dynamical　 structure　 ill　the　 mesopause　 l'egioll　wit}1
　 　 　 1idars　and　 M(J　radar,　 Earth　 Planets　 Space,　 51,　731-739.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Tsutsumi.　 M.,　Kawahara,　 T.　1).,　Aso,　 T..　Nomura,　 A.,　Kitahara,　 T.,　and　 Kobayashi,　 F.　(lnvited):　 Simult'aneous　 Wind
　 　 　 and　 Temperature　 Obsei'vatioiis　 ill　.Nlltal'ctic　MLT　 region　 using　 MF　 radar　 aiid　Na　 lidar　 at　Syowa　 (39E,　 69S),
　 　 Western　 Pacific　 Geophysi(〕s　 Meetiilg,　 XVellington,　 New　 Zealand,　 July.　9-12,　2002.
　 　 TsutsuIlni、 　M.,　Aso,　 T.,　Ejiri、　M.,　Taguchi,　 M.,　Sato,　 N,　 Yamagishi,　 H.,　Yukimatu,　 A.　S.,　Okada,　 M,　 Takeshita,　 S.,
　 　 Nomura,　 A.,　Kawahara,　 T.　D.,　Kitahara,　 T.,　and　 Hall,　C.　(lnvited):　 Recent　 Multi-lnstrument　 Mesopause　 Region
　 　 Measurements　 made　 in　Antarctic:a,　 CEDAR/SCSTEP　 Workshop,　 Longmont,　 Colorado,　 USA,　 June,　 2001.
　 　 Tsutsumi、 　M.,　Aso,　 T.,　Okano,　 S.,　and　 Ejiri,　M.:　A　new　 MF　 radar　 at　Syowa　 station,　 Antarctica,　 Second　 SPARC
　 　 gelleral　 assembly,　 Mar　 del　Plata,　 Argentina,　 November　 6-10,　2000.
　 　 Tsutsumi.　 M.,　Aso,　 T.,　Okano,　 S.,　and　 Ejiri,　M.:　A　new　 MF　 radar　 at　Syowa　 station,　 Antarctica,　 The　 first　S-RAMP
　　　　conference,　 SapPoro,　 Japan,　 October　 2-6,　2000.
　 　 Tsutsumi.　 M.,　Holdsworth,　 D.,　Reid,　 1.　M.,　and　 Nakamura,　 T.:　Meteor　 observations　 with　 an　MF　 radar,　 International
　 　 　Symposium　 on　Dynamics　 and　 Structure　 of　the　Mesopause　 Region,　 Kyoto,　 Japan,　 March　 16-20,　 1998.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
若 手 研 究(B)「 レ ー ダ ー お よ び 各 種 工 学 観 測 装 置 を 用 い た 総 合 的 な 南 極 域 中 間 圏 ・下 部 熱 圏 大 気 力 学 の 研 究 」
(研 究 代 表 者)(平 成14～16年)
基 盤 研 究 　(B)　 「EISCATレ ー ダ ー に 呼 応 し た 観 測 と 数 値 モ デ リ ン グ に よ る 極 域 大 気 潮 汐 波 の 解 明 」(研 究 分 担 者)
(平 成14～16年)
基 盤 研 究(())(1)「 南 極 昭 和 基 地 大 型 大 気 レ ー ダ ー を 用 い た 極 域 大 気 科 学 の 総 合 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成14
年 度)
特 定 領 域 研 究(B)「 北 極 域 に お け る 中 層 大 気 ・熱 圏 の 力 学 的 結 合 」(研 究 分 担 者)(平 成11～16年)
基 盤 研 究(A)(2)「 国 際SuperDARNレー ダ ー 網 に よ る 極 域 電 磁 圏 擾 乱 の 南 北 半 球 比 較 研 究 」(研 究 分 担 者)(平
成11～14年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会,日 本 気 象 学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
国 立 極 地 研 究 所 広 報 委 員 会(委 員)
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
MFレ ー ダ ー,ナ ト リ ウ ム ラ イ ダ ー,流 星 レ ー ダ ー か ら,大 気 波 動 の 風 速 ・温 度 変 動 を 抽 出 し,理 解 の 進 ん で い
な い 極 域 波 動 の 構 造 や 伝 播 特 性 に つ い て さ ら に 解 析 を 進 め る こ とが 重 要 で あ る/-　SuperDARN　 HFレ ー ダ ー を 利 用 し
た 改 良 型 流 星 風 観 測 手 法 はSuperDARNコ ミ ュ ニ テ ィ に 認 め ら れ,全 レ ー ダ ー へ の 採 用 が 決 定 し た,広 域 風 速 観 測
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才、ッ トワー ク構築により,大 気の大規模な振 る舞いの解明が進むと期待 している。また地理的特.異点である南極点
での大気光による大気波動観測か ら,重 力波の伝播特性を探 り,南 極における大気波動の励起源の推定などを試み
る、
⑫ 海老 原祐輔 研究 系超高 層物理 学第一研 究部 門助手,博 士(理 学)(総 合研 究 大学 院大学:1999年)
ユ.専 門領域:磁 気 圏物理学
2.研 究課題 二磁 気圏高エ ネルギー荷電粒 子の ダイナ ミクスに関す る研究
3.研 究活動 の概 要 と成果
地球磁 気圏 は荷電粒 子 を効 率的 に捕捉 す る 自然 界にお いては極 めて稀有 な領域 であ る。 そ こに捕 捉 され た荷電 粒
子のエ ネルギーは磁場 の持 つエ ネルギ ーに匹敵す るため,荷 電粒子 の ダ イナ ミクス を知 る こ とは重要 であ る。極球
オー ロ ラ帯 の磁 力線 は ま さに これ ら荷電粒 子のエ ネルギ ーが集 中 して いる領域 に繋が ってお り,極 域電 離圏 の諸現
象 を理 解す る上で不 可避 の領域で あ る、 当該年度 は,計 算 機 シ ミュ レー シ ョンに よ り得 られ た磁 気圏 高エ ネルギ ー
粒子 のエ ネルギ ー分 布 と人工衛星 で得 られた それ とを比 較す る ことに よ り,地 上の磁場 観測 だけで は得 られない 詳
細 な磁 気嵐現 象の理 解が進 ん だ、,
4.研 究活動 歴
グリー ンラ ン ド観1則(1996)
スウェーデ ン国一立宇宙 物理研 究所研究(1999-2001)
ア メリカ合衆 国南極 点基地 派遣(2001)
ア メリカ合衆 国南極 点基地 派遣(2002)
5.学 術 論文(過 去5年 間の重 要論 文)
　　 Ebihara、　Y.　and　Ejiri,　M　(2003):　Numerical　 siinulation　of　the　ring　cul'rel/t:　Review,　 Space　 Science　 Reviews,　 105,
Issuel-2、377-452.
　 　 Ebihara,　 Y.,　 Ejiri,　 M.,　 Nilsson,　 H.,　 Sandahl,　 1.,　Milillo,　 A.,　 Grande,　 M.,　 Felmell,　 J.R,　 and　 Roeder,　 J.L.　 (2002):
　 　 　 Statistical　 distribution　 of　the　 st.orHl-tillle　 protoIl　 rillg　 cul'rent:　 POLAR　 measurements,　Geophysical　 Research
Letters,29,No.20,1969,doi:10.1029/2002GLOI5430.
　 　 Ebihara.　 Y.,　Ejiri,　 M.,　 Sandahl,　 1.,　Nilssoll,　 H.,　 Grande,　 M,　 Femell,　 J.　F,　 Roeder,　 J.　L.,　 Ganushkina,　 N　 Yu.,　 and
　 　 　 Milillo,　 A.　 (2002):　 Strllctllre　 and　 dy.　namics　 oll　the　 protoll　 elnergy　 density　 in　the　 iImer　 magnetosphere,　Advances　 ill
　 　 　 　 f　pa(:e　 Research,　 in　press.
　 　 C:son　 Bralldt,　 P.,　Ebihara.　 Y.,　Barabash,　 S.,　and　 Roelof,　 E.　 C.　 (2002):　 Energetic　 neutral　 atom　 images　 of　a　Ilal'rOW
　 　 　 llow　 channel　 from　 the　 plasma　 sheet:　 Astrid-1　 0bservations,　 Journal　 of　Geophysical　 Research,　 107,　 No.A10,　 1273,
doi:10.1029/2001,J.!xOOO230.
　 　 C:son　 Bralldt,　 P.,　Mitchell,　 D.　 G.,　Ebihara、 　Y.,　Sandel,　 B.　R.,　 Roelof,　 E.　 C.,　Burch,　 J.　L,　 and　 Demajistre,　 R.　 (2002):
　 　 　 Global　 IMAGE/HENA　observations　 of　 the　 ring　 currellt:　 Examples　 of　 rapid　 response　 to　 IMF　 and　 rillg　 curl'ellt-
　 　 　 　 plasmasphere　 interaction,　 Journal　 of　Geophysical　 Research,　 107,　 No.A!!,　 doi:10.1029/2001JAOOOO84.
　 　 Hashimoto,　 K.　 K.,　 Kikuchi,　 T.,　and　 Ebihara,　 Y.　 (2002):　 Response　 of　the　 magnetospheric　convection　 to　 sudden
　 　 　 interplalletary　 IIIassnetic　 field　 changes'as　 deduced　 from　 the　 evolution　 of　 partial　 ring　 currents,　 ・Journal　 of
　 　 　 　 Geophysical　 Research,　 107,　 No.All,　 doi:10.1029/2001JAOO9228.
　 　 Milillo,　 A,　 Orsini,　 S.,　Delcourt,　 D.C.,　 Mura,　 A.,　Massetti,　 S.,　DeAngelis,　 E.,　and　 Ebihara.　 Y.　 (2002):　 Empirical　 model
　 　 　 of　protoll　 fluxes　 ill　the　 equatorial　 iluler　 magnetosphere:　2.　Propertie 　 and　 applications,　 Journal　 of　Geophysical
　 　 　 　 Research,　 ill　press.
　 　 Sato,　 N,　 Wright,　 D.　 M.、 　Ebihara、 　Y.,　Sato,　 M.,　 Murata,　 Y.,　Doi,　 H.,　 Saemundsson,　T 　 ,　M lan,　 S.　E.,　Lester,　 M.,　 and
　 　 　 Carlson,　 C.　W.　 (2002):　 Direct　 comparisoll　 of　pulsatillg　 aurora　 observe(l　 simult,aneously　 by　 the　 FAST　 satellite　 and
fronl　 the　 gl'oul/(l　 at　Syowa,　 Geophysical　 Research　 Letters,　 29,　No.21,　 2041,　 doi:10ユ029/2002GLOI5615.
　 　 Ebihara、 　Y.,　Yalnauchi、 　M.　 Nilsson,　 H.,　 Lundin,　 R.　 and　 Ejiri,　 M.　 (2001):　 Wedge-like　 dispersion　 of　 sub-keV　 iollS:
　 　 　 Particle　 simulation　 and　 Viking　 observation.　 Journal　 of　Geophysical　 Research,　 106,　 No.　 A!2,　 29,571-29,584.
　 　 Ebihara、 　Y.,　Ejiri,　 M.　 and　 Nilsson,　 H.　 (2001):　 Single　 palti(!le　 simlllatioII　 on　 the　 storm-time　 I'illg　curl'ellt　 forinat,ion
　 　 　 amd　 Dst　 variation.　 Advances　 in　Space　 Research,　 in　l)ress.
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6I.
 8.
 9.
 Ebihara, Y.  and M.  Ejiri(2001):  A simulation  scheme for high energy  particles, Proceedings of Sixth  International 
 School/Symposium (ISSS  6), Copernicus  Gesellschaft, 154-157. 
 Hoeyrnork, S. H.,  Yamauchi,  M.,  Ebihara, Y., Narita, Y. Norberg,  O.,  Winningham,  D. (2001):  Dense ion  clouds of 
 0.1-2 keV ions inside the  CPS-region observed by  Astrid-2. Annales Geophysicae, 19, No. 6, 621-632. 
Ebihara, Y. and M. Ejiri (2000): Simulation study on the fundamental property of storm-time ring currents. Journal 
 of Geophysical Research, 105, No.  A7, 15843-15859. 
Ebihara, Y.,  Barabash, S.  and  Ejiri,  NI. (1999):  On the  global  production rates of energetic neutral  atoms (ENAs) 
 and their association with the Dst index. Geophysical Research Letters, 26, No.19, 2929-2932. 
 Ebihara, Y. and Ejiri, M. (1999): Quantitative ring current model: Overview and comparison with observations. 
 Advances  in Polar Upper Atmosphere Research, 13, 1-36. 
 Ebihara, Y.,  Ejiri, M.  and Miyaoka, II. (1999): Ring current  formation:  A  case study of the  storm on February 13, 
 1972. Proceedings of the NIPR Symposium on  Upper Atmosphere Physics, 12, 1-11. 
Ebihara, Y.  and Ejiri, M. (1998):  Modeling of  solar wind  control of the ring current buildup: A case study of  the 
 magnetic storms in April 1997. Geophysical Research Letters, 25, No.20 , 3751-3754. 
Ebihara,  Y., Ejiri, M. and  Miyaoka, H.  (1998): Coulomb lifetime of  the ring current ions with time varying 
 pla.smasphere. Earth, Planets and Space, 50, 371-382. 
Ebihara,  Y., Miyaoka, H. and Ejiri,  M.  (1998): The enhancements of differential flux of energetic  particles 
 associated with a magnetic storm. Proceedings of the NIPR Symposium on Upper Atmosphere Physics, 11,  150-
 153. 
Ebihara, Y., Miyaoka, H., Tohyama, F. and Ejiri, M. (1997): Loss effects for energetic protons associated with a 
 magnetic storm in the inner magnetosphere. Proceedings of the NIPR Symposium on Upper Atmosphere 
 Physics, 10, 16-28. 
Ebihara, Y., Kadokura, A., Tonegawa, Y., Tohyama, F., Sato N.,  Hirasima, Y., Namiki, M., Bering, III E. A., Benbrook, 
 J.  R. and Ejiri, M. (1996): A convection enhancement event observed with the polar patrol balloon #4. 
 Proceedings of  the NIPR Symposium on Upper Atmosphere Physics, 9, 12-24. 
Fl k 'it ITJ 
Ebihara, Y., Ejiri, M.,  Sandahl, I., Nilsson, H., Grande, M.,  Fennell,  J. F., Roeder, J. L., and Ganushkina, N. Yu. 
 (solicited): Structure and  dynamics on the plasma pressure,  in the inner magnetosphere A simulation scheme for 
 high energy particles, COSPAR, 34th Scientific Assembly, Houston, TX, USA, October 2002. 
Ebihara, Y., Ejiri, M., Ganushkina,  N.,  Sandahl, I.,  Nilsson,  II.,  Grande, M., Fennell, J. F., Roeder, J. L, and Fritz, T. 
 A.: POLAR/CAMMICE measurements of equatorial proton energy density in the inner  magnetosphere, COSPAR 
 Colloquium, Plasma processes in the near-earth space:  Interball and beyond, Sofia,  Bulgaria, February, 2002. 
Ebihara, Y., and Ejiri, M. (solicited): A simulation scheme for high energy particles. Sixth International 
 School/Symposium (ISSS 6), Garching, Germany, September 2001. 
Ebihara, Y., Yamauchi, M.,  Nilsson, H.,  Lundin, R., Ejiri, M.: A possible fate of the earthward ion flow into the  low-L 
 region: Particle simulations and viking observations. The first S-RAMP Conference, S7-16, October 2000 
Ebihara, Y., Ejiri, M. and Nilsson, H. (solicited): Single particle simulation on the storm-time ring current formation 
 and  Dst variation. COSPAR, 33rd Scientific Assembly, Warsaw,  Poland,  July 2000 
Ebihara, Y.,  Yamauchi, M., Nilsson, H.,  Lundin, R., Ejiri, M.: Particle simulation of the meso-scale structure of the 
 ring current. European Geophysical Society, XXV General Assembly, Nice, France, April 2000 
 Ebihara, Y., Nilsson, H., Yamauchi,  M. and Ejiri, M.:Ring  current proton precipitation and its consequence to the 
 ionosphere. European Geophysical Society, XXV General Assembly, Nice, France,  April  2000 
       (B) (2)  HOrtitC=131iL  -K-  ti  •  PAO)-1_7'?V1/E-i  (fiff'in'41±1t)  (Th13 
 (2002.7) 
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地球 電磁 気 ・地球 惑 星 圏学 会,ア メ リカ地球 物 理連 合　(Americall　 Geophysical　 Ullion),　 欧 州地 球 物 理協 会
　 (European　 GeoPhysical　 Society)
10.受 賞 な ど
11.他 大学等 での講義 な ど
12.所 内外 の主要 な会議委 員な ど
13.研 究活動 の課題 と展望
磁 気嵐 にお ける磁 気 圏荷電粒 子の ダイナ ミクスはこれ まで の計算機 シ ミュ レー シ ョンで 第ゼ ロ近 似 として概 ね説
明 がつ きつつあ る 、今後 は,人 工衛 星の観測 で明 らかに なった荷電粒 子分布 の微細構 造や,空 間分布 の非 一様性 な
ど,従 来 のモ デルで は説 明す る こ とが 困難 な現 象 をは じめ,放 射線帯 を担 うさらに高 エ ネルギ ーの荷 電粒 子の ダイ
ナ ミクス,そ して極域電 離圏 との結 びつ きを地 上観測 と人工 衛星 のデー タ及び計算 機 シ ミュ レー シ ョンに よって解
明 してい きたい。 また一方,南 極点 基地で観 測 した単色 オー ロラ全天画像 デー タを用 いて,昼 側 の高緯 度 オー ロラ
の ダ イナ ミクスにつ いて もあわせ て調 べ てい きた い。
(2)共 同研究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
麻 生 武 彦 国立極地研究所 ・教授 南北両極からみた電磁気圏 と中層大気の結合
イ.一 般共 同研 究
1
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
森 岡 昭 東北大学大学院理学研究科 ・教授 共役点観測及び衛星に基づ くブラックオーロラの研究
早 川 正 士 電気通信大学 ・教授 上層雷放電 とELF放 電
{ 小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・
教授
SllperDARNレ ー ダー に よる極域 電磁 気 圏 プ ラズマ の
研究
ミ南 繁 行
「
大阪市立大学工学部 ・助教授 超低周波大気波動の伝搬機構に関する研究
巻 田 和 男 拓殖大学工学部 ・教授 昼側 オーロ ラの ダ イナ ミックス
1松 尾 敏 郎
京都 大学大学 院情報学研 究科 ・助
手
極冠域に於けるオーロラとプラズマ波動 に関する研究
1中 川 道 夫
[
大阪市立大学大学院理学研 究科 ・
助教授
オーロラX線 の発生機構 と高エネルギー粒子加速の研
究
i
レ1・ 野 高 幸
1
1東 北 大学大学 院理学研 究科 ・教授
[
あけぼの衛星 トップサ イ ドサウンダー観測 による極域
電離層プラズマ擾乱 とオーロラ現象の対比 に関する研
究
恒 正 徳 麟 献 陽地購 研究所'
|
リオメー タ,　HFレ ーダ共役点デー タ等 による極域磁
気圏電離圏擾乱の解明の研究
1
五十嵐 喜 良
}
(独)通信総合研究所 ・室長
VHFレ ー ダとHFレ ー ダの比 較観 測 に よる極域電 離 圏
ダイナ ミックスに関す る研究
湯 本 清 文 九州大学大学院理学研究院 ・教授
i
地上多点 と人工衛星観測 に基づ くオーロラ とPi2地 磁
気脈動に関する研究
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1研 究代表者
所 属 ・ 職 研 究 課 題
福 西 浩 東北大学 大学院理学研究科 ・教授 、
i
AGOと 昭和基地広帯域磁力言権見測による極域脈動現象
の解明
利根川 豊 東海大学工学部.教 授　 　 　 i　Sllpe,DARNを 用いたULF波 動の石井究
小 川 英 夫 大阪市府立大学総合科学部 ・教授:極 域 における大気微量成分の ミリ波観測
家 森 俊 彦 京都大学大学辮 研究科・孝文授 蠕 綴 蓋 素麟 時のヲ瞬 地磁調Lを 作
塩 川 和 夫 名古屋 大学太陽地球環境研究所 ・
助教授
|
大気光 イメー ジ ング観 測 を通 じた電 離圏 ・熱 圏 ・中層
圏 ダイナ ミクスの研究
白 井 仁 人
`
・関工業高等専門学校 ・助教授 極軌道衛星データを用いた磁気中性線の位置の推定
久保田 実 信 天候型 イメージャを用いた微弓弓なオー・ラの絶対強1独)通 信総合研究所 ・研究員
度導出及びオーロラ降下電子エ ネルギーに関する研究
|
臼 井 英 之 京都大学宙空電波研究 セ ンター ・ 宇宙環境シュ ミレータの開発 と飛翔体環境の解析
助教授i
1
柴 崎 和 夫
1國學院大學文学部 ・教授 衛星による極域 大気組成の研究
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.特定領域研究(2)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究轄 〈賊〉 研究所教官の分担者
麻 生 武 彦 ・教 授 北極域 における中層大気 ・熱圏の力学的結合 13～14 江 尻 全 機
佐 藤 夏 雄
山 岸 久 雄
佐 藤 薫
田 口 真
堤 雅 基
行 松 彰
l II
門 倉 昭
岡 田 雅 樹
菊 池 雅 行
海老原 祐 輔
βlon1　 GUstavss(m
岡 野 章 一
福 西 浩
三 好 勉 信
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イ.基 盤研 究(A)
i研 究代表者 ・職 研 究 課 題 研究簸 〈俄 〉 研究所教官の分担者
佐 藤 夏 雄 ・教 授 国際SUper　 DARNレ ー ダー網 に よる極 域電 磁圏 擾11～14 江 尻 全 機
乱の南北半球比較研究 麻 生 武 彦
山 岸 久 雄
宮 岡 宏
田 口 真
門 倉 昭
行 松 彰
岡 田 雅 樹
菊 池 雅 行
海老原 祐 輔
堤 雅 基
竹 下 秀
福 西 浩
ウ.基 盤研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究 鍍 〈　I　FIL〉研究所教官の分担者
佐 藤 夏 雄 ・教 授
l
l
太陽活動極大期におけるオーロラ微細構造の南北
半球対称性 ・非対称性の研究
13～16 江 尻 全 機
山 岸 久 雄
宮 岡 宏
田 口 真
門 倉 昭
行 松 彰
岡 田 雅 樹
菊 池 雅 行
竹 下 秀
麻 生 武 彦 ・教 授
i
l
EISCATレ ーダーに呼応 した観測 と数値モデリン
グによる極域大気潮汐波の解明
14-16 山 岸 久 雄
佐 藤 薫
堤 雅 基
行 松 彰
村 山 泰 啓
エ.基 盤研 究(C)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鍍 く惧 〉 研究所教官の分担者
宮 岡 宏 ・助教授
i
オーロラの微細構造の解析 とその生成機構
i
14～16 岡 田 雅 樹
竹 ド 秀
オ.若 手研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鰻 〈叫〉 研究所教官の分担者
菊 池 雅 行 ・助 手 ネ ッ トワー ク透過 型地上 観測 制御 プ ラ ッ トフ ォー
ムの 開発
13～14
岡 田 雅 樹 ・助 手 3次 元非構造格 子電磁粒子 コー ドによる宇宙飛翔
体環境 シュ ミレー タの開発
14～15
堤 雅 基 ・助 手 レーダーお よび各種光学装置を用いた総合的な南
極域中間圏 ・下部熱圏大気力学の研究
14～16
40
2)気 水圏研究グループ
(1)一 般 研 究
研 究 目 的
極域は地球の冷源域 として,地 球規模の気候 ・環境 システムにおいて重要な役割 を果た している 南極氷床は地球
tの 淡水の90%以 」二を占めるなど,両 極の雪氷圏は地球規模の水循環や海面水位変動 に大 きな影響をもっている
南極大陸を取 り囲み,北 極海を埋める海氷域は,大 気と海洋 を遮る役割を果た し,底 層水の形成,ひ いては海洋深層
循環 に関っている、極域の大気は,著 しい低温 と強い極渦の発達で特徴付けられ,海 洋 とともに,中 ・低緯度 と極域
との間で熱や物質を運ぶ役割 を果たしている このような大気一雪氷一 海洋 ・海氷システムの素過程およびその関連
を明らかに し,さ らには極域が重要な鍵 となっている地球規模環境変化を解明することを研究の 目的 としている
研 究 計 画 の 概 要
・南極における大気中物質の変動,発 生 ・吸収および輸送過程を,ノく気循環場 との関連で捉えてい く、現地では,地
上,高 層観測,船 上観測の他,リ モー トセ ンシングによるノく気エアロゾル,雲 の観測,専 用観測船による観測を実
施 した。特に,小 規模大気擾乱 ・重力波の影響 に焦点を絞った高層ゾンデ集中観測やエアロゾルに重点をおいた
「しらせ」重点観測 も行った また,ノく気微 量成分のモニタリングを継続 し,長 期の変動 を究明している その他,
衛星デー タ,客 観解析データの解析 も進めると共に,将 来の南極における大型大気 レーダの可能性を検討 した
・北極域大気の対流圏,成 層圏における温室効 果気体やエアロゾル,オ ゾン,雲 の変動を明 らかにし,そ の原因とな
る輸送や生成 ・消滅過程の解明をはか り,南 極域 と対比 しつつ,放 射効果などを通 じた気候への影響を評価 してい
る,、対流圏エアロゾルと放射の航空機 ・地 ヒ総合観測結果の高次の解析を進めると共に,昨 年度末に実施 した北極
海横断の航空機大気観測データの解析 を実施した
・南極における過去の気候 ・環境変動の解明を目的 として.ド ームふ じの深層氷床 コアと南極の多点浅層雪氷 コアの
分析 を実施 し,研 究を進めた
・北極域雪氷圏の気候 ・環境変動 を明 らかにするため,北 極域 とその周辺において氷河観測 と雪氷コア掘削 を行い,
雪氷コア解析を実施 した
・南大洋における海洋循環 と海氷消長過程の解明を目的 として,衛 星画像や現地観測データの解析,イ ン ド洋区の海
洋調査 を実施 した、 また,「 しらせ」船上の海氷観測 を継続するための手法確立に向けた諸準備を行った
研 究 成 果
・北極航空機大気観測結果の解析 を進め,大 気循環場一輸送過程一 と北極ヘ イズを含むエアロゾルの動態,組 成,光
学的特性 との関連,温 室効果気体の分布特性,極 渦 と基本的な大気構造の関連等を明 らかにした
第V期 南極観測で得られたデータを基に南極沿岸域か ら内陸のエアロゾルの特性 を調べ個数濃度の季節変動,高 度
分布を明 らかにした 、また昭和基地でのエアロゾルを構成する化学成分の分析から季節変動を明らかに した
・南極 ドームふ じコアの酸素同位体比から推定 した過去32万 年間の気温変動のプロファイルがボス トークコアによ
る気温変動の プロファイルとよく一・致 していることが明 らかになった また,過 去32万 年にわたるダス トの直接
放射強制力の変動 を放射伝達モデルを用いて検討 した ダス トの放射強制力は,現 在に比べ10倍 もの高濃度であ
った氷期の末期でも,現 在の地球平均 と同程度に過 ぎず,氷 期の南'1三球高緯度における高濃度 ダストが気候へ及ぼ
す直接効果は小 さかったことが明 らかとなった
・南極浅層雪氷 コアに含まれる火山シグナルを同定す ることにより,斜 面 ド降風域にある地点での過去200年 間の表
面質量収支の変動が明らかになった
・カナダのマウン トローガ ンにおいて,深 さ220mま での雪氷コアを採取 した.同 コアの層位観測を行 ったところ,
深 さ130mと146mの 部分 に,厚 さ2mmの 火山灰層が見られた 掘削地点で採取 したピット試料の分析結果か ら,
酸素同位体比 とイオン濃度の季節変化 に関する知見を得るとともに,2001年 春にゴビ砂漠から飛来 したダス ト層
を同定することができた。 一一方,昨 年度,ロ シアのアルタイLi」脈 において掘削 した表層雪氷コアを解析 し,森 林火
災のシグナルを検出 した、
・中層フロー トを用いた,南 大洋ケルゲレン海台東斜面域およびウィルクスランド沖の海洋循環の観測結果か ら,南
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極底層水や周極深層水に起源を持つ中深層流の特徴を捉えた、
・ 「しらせ」航路上の海氷観測 によって,リ ュツォ ・ホルム湾定着氷域の氷厚分布 と積雪深 との相関,こ れ らと砕氷
航行の特徴 との関連を見出した、 また,湾 内定着氷の流出発生箇所 において,氷 厚が不連続に変化 していることも
確かめられた,
① 藤 井 理 行 北 極 圏 環 境 研 究 セ ン タ ー 長(併 任),教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 教 授
(併 任),理 学 博 士(名 古 屋 大 学:1981年)
ユ.専 門 領 域:雪 氷 気 候 学
2.研 究 課 題:極 域 雪 氷 コ ア に よ る 過 去 の 気 候 ・環 境 変 動 の 復 元 と 変 動 メ カ ニ ズ ム,及 び 雪 氷 圏 変 動 に 関 す る 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
南 極 氷 床 ドー ム ふ じ氷 床 深 層 コ ア の 基 本 解 析 を 共 同 研 究 と し て 進 め,特 に 過 去32万 年 間 に お け る ダ ス ト変 動 が
気 候 に 及 ぼ す 影 響 を 調 べ,気 温 変 動 と は 相 関 性 が な い こ と,氷 期 末 期 の 高 い ダ ス トフ ラ ッ ク ス の 期 間 で も,放 射 強
制 力 は 小 さ く気 候 へ の 直 接 的 な 影 響 も小 さ か っ た こ と を 明 ら か に し た 。 ま た,ロ シ ア の ア ル タ イ 山 脈 の 氷 河 コ ア に
森 林 火 災 の シ グ ナ ル を 見 出 し た 、,
4.研 究 活 動 歴
第18次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1976-1978)
第25次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1983-1985)
第32次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1990-1992)
第37次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1995-1997)
英 国 ・ハ レ ー 基 地(交 換 科 学 者)参 加(1981-1982)
ス イ ス 連 邦 工 科 大 学(短 期 在 外 研 究 員)留 学(1986)
ス バ ー ル バ ル 氷 河 調 査 参 加(1987,1993)
グ リ ー ン ラ ン ド雪 氷 調 査 参 加(1989)
グ リ ー ン ラ ン ド氷 床 深 層 コ ア 掘 削 参 加(1992,2000)
ネ パ ー ル ヒ マ ラ ヤ 氷 河 調 査 参 加(1973,1974,1975,1994)
シ ベ リ ア 積 雪 調 査 参 加(1999,2000,2001)
ロ シ ア ア ル タ イ 山 脈 氷 河 調 査 参 加(2000,2001)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 　 Kawamura,　 K.,　Nakazawa,　 T.,　Aoki,　 S.,　Sugawara,　 S.,　E　 Y　 and　 Wat.anabe,　 O.　(2003):　 Atmospheric　 CO2　 variat.iolls
over　 the　 last　three　 glacial-interglacial　 climatic　 cycles　 deduced　 from　 the　 Dol－ne　F両i　 deep　 ice　core,　 Alltarctica
　 　 　 usillg　a　wet　 extractioll　 techl/iqlle.　 Tellus,　 55B,　 126-137.
E虹 旦,　 Azllma,　 N.,　Tanaka,　 Y.,　Nkayama,　 M.,　 Kameda,　 T.,　Shinbori,　 K,　 Katagiri,　 K,　 Fujit,a,　S..　Takahashi、 　A.,
　 　 　 Kawada,　 K.,　Motoyama,　 H.,　Narita,　 H.,　Kamiyama,　 K,　 Fllrukawa,　 T.,　Takahashi,　 S.,　Shoji,　 II.,　Ellomoto,　 H.,　Sitoll,
　 　 　 T.,　Miyahara,　 T.,　Naruse,　 R.,　Hondoh,　 T.,　Shiraiwa,　 T.,　Yokoyama,　 K.,　Ageta,　 Y.,　Saitoh,　 T.,　Watanabe,　 O.　(2002):
　 　 　 Deep　 ice　core　 drilling　to　2503　 m　depth　 at　Dome　 Fuji,　Antarctica.　 Memoirs　 of　National　 Instit.ute　of　Polar　 R(・search,
　　　　 Special　 Issue,　 56,　103-ll6.
Kohno,　 M.　al/d　E旦 亘LL　 (2002):　 Past　 220　year　 bipolar　 volcanic　 signals:　 remarks　 on　commoll　 feahlres　 of　their　sollrce
　 　 　 volcallic　 eruptions.　 Almals　 of　Glaciology,　 35,　217-223.
Fujita,　 S.,　Azuma,　 N.,　Motoyama,　 H.,　Kameda,　 T.,　Narita,　 H.,皿alld　Watanabe,　 0.　 (2002):　 Ele℃trical
　 　 　 measurements　 on　the　2503　 m　Dome　 Fantarctic　 ice　(lore.　AnIlals　 of　Glaciology,　 35,　313-320.
Fujita,　 S,,　Azllnla,　 N.,　Motoyama,　 H.,　Kameda,　 T.,　Narita,　 H.,　Matoba,　 S.,　Igarashi,　 M.,　Kohno,　 M.,　E近 江_エand
　 　 　 WataIlabe,　 O.　(2002):　 Linear　 and　 non-linear　 relations　 between　 the　 high-frequency-limit　 condu(lt、ivity,　 AC-ECM
　 　 　 signals　 and　 ECM　 sigllals　of　Dome　 F　Antarctic　 ice　core　 from　 a　laboratory　 experiment.　 AImals　 of　Glaciology,　 35,
321-328.
Takahashi,　 A.,　」皿,　 Azuma,　 N.,　Motoyama,　 H.,　Shinbori,　 K.,　Tanaka,　 Y.,　Watanabe,　 0.,　Narita,　 H.,　Nakayama,　 Y.,
　 　 　 Kalneda,　 T.,　Fujita,　 S.,　Furukawa,　 T.,　Takata,　 M.,　Miyahara,　 M.　(2002):　 Improvemelits　 to　the　JARE　 deep　 ice　core
　 　 　 drill.　Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Special　 Issue,　56,　117-125.
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Fujita, S., Aauma,  N.,  Fujii, Y.,  Kameda,  T., Kamiyama,  K.,  Motoyama, H., Narita, H., Shoji,  H., Watanabe 0. (2002): 
 Ice Core Processing at Dome Fuji Station, Antarctica. Memoirs of National Institute of Polar Research, Special 
 Issue, 56, 275-286. 
fig -4  , i , [11IA , ;11111"  (2002):  M  L  iVO  7  -f 
 )1/  fij 64, 4, 341-349. 
 Yamada,  T., Takahashi, S., Shiraiwa, T.,  Fujii, Y., Kononov, Y., Ananicheva, M.D., Koreisha,  M.M., Muravyev, Y.D. 
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7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 領 域 研 究(B)「 北 極 域 に お け る 気 候 ・環 境 変 動 の 研 究 」(領 域 代 表 者)(平 成11～16年)
基 盤 研 究(B)「 雪 氷 コ ア 解 析 に 基 づ く 広 域 エ ア ロ ゾ ル の 光 学 的 厚 さ と 放 射 強 制 力 の 変 動 」(研 究 代 表 者)(平 成
12～14年)
特 定 領 域 研 究(B)「 北 極 域 に お け る 気 候 ・環 境 変 動 の 研 究 」 研 究 計 画 「環 北 極 雪 氷 雪 氷 コ ア に よ る 比 較 環 境 変
動 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成11～16年)
基 盤 研 究(A)「 時 代 比 較 に よ る 乾 燥 地 域 の 水 資 源 ・水 利 用 に 関 す る 問 題 点 の 抽 出 」(研 究 分 担 者)(平 成14～17年)
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8.講 演 な ど
狭LII市 立 中央中学 校講演(2002.10.181,富 士 見 市教 育講演 会(2003⊥7),NHK公開セ ミナー(20032.16.)
9.学 会及 び社 会的活動
日本 雪氷学 会(事 務局 長!,日 本学術 会議 極地研究 連絡委 員会[幹 事),日 本学 術会議 国際 学術協 力事業研 究連絡
委員 会WCRP専 門委 員会ACSYS/Cllc小 委員 会1委 員),日 本学術 会議 陸水研 連雪 氷小委 員会(委 員),極 地振 興 会
編 集 委員会(委 員),　InternationalGlaciologic;alSociety評 議 委員推薦 委員 会 委員 〕
10.受 賞 な ど
日本雪氷学 会平 田賞(1980),秩 父宮 記念学術 賞/団 体受賞,1981),日 本雪氷 学会特 別表彰(団 体受 賞,1997),
日本雪 氷学 会学術賞1999)
ll.　他大 学等 での講義 等
総 合研 究大 学院大 学数物 科学研究 科極域 科学 専攻 教授(併 任 、il2002.4-2003.3)
12.所 内外 の主要 な会議 委 員な ど
文部 科学 省(科 学 官1,文 部科学 省国際研究 集 会派遣 研究 員 ・国際 シンポ ジウム選考委 員(委 員),総 合科学技術
会議温 暖化 イニ シアテ ィブ 委員),総 合地球 環境学研 究所 運営協議 委員 会(委 員),地 球 観測 フロ ンテ ィア研究 シ
ステム運営 委員 会(委 員`,日 本学術振 興 会科学研究 費委 員会 専 門委員!,ベ ルギー南 極観測 プ ロ グラム雪 氷分野
評価 委員 会(委 員1,国 立極 地研究 所運営 協議 員 会'委 員,国 立極 地研 究所運営 会議(委 員),国 立極地 研究 所編
集委 員会(委 員 ノ
13.研 究 活動 の課題 と展望
南極 ドームふ じ深 層 コアの解析 を進 ダ),陸 海域 環境 変動 の実態 とそ の変動 メカニ ズム を研 究 す る。 また,第 二期
ドームふ じ南 極氷床 深層掘 削計画 を推進 す る.北 極域 で進行す る温暖化 の地域性 や季節依 存性,経 年変 化 を研 究す
る とともに,北 極域 の雪 氷 コアデー タを用い てその変動 の地域特性 や北極振 動 との関連 を研 究す る。
② 山内 恭 図書室長(併 任1,南 極圏環境モニ タリング研究センター教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科
極域科学専攻教授(併 任1,理 学博 士 凍 北大学:1978年)
1.専 門領域:大 気物理学,極 域気候学
2.研 究課題:極 域大気の放射収支,大 気 ・物質循環,雲 ・海氷気候の研究
3.研 究活動の概要 と成果
雪氷 面上の大気の放射特性,海 氷一 ノく気の相互作用,温 室効果気体やエアロゾル ・雲の変動 と大気循環 との関 り,
その放射効果,気 候影響をさぐる観測的研究を南極,北 極域での地上観測,気 球,航 空機,船 舶等を使った観測,
人工衛星によるリモー トセンシングデー タの解析により進めている.14年 度は,北 極対流圏エ アロゾルと放射総
合観測(ASTAR2000)と して ドイツと共同で実施 した航空機観測結果の高次の解析を進め,北 極ヘ イズという汚
染度の高いエアロゾルの振 る舞い を明 らかにす る とともに,前 年度末 に実施 した北極海横断航 空機 大気観測
!AAMP　 O2)　のデー タ解析を進めた また,南 極域での物質輸送 と大気循環場の関連について,気 象客観解析デー
タを使 って検討 した。その他,人 工衛星NOAAの 赤外画像データから南極域の雲の分布特性の導出を進めている
4. 研究 活動歴
第20次 南 極地域 観測 隊{越 冬 隊 参 加11978-19801
ア メリカ ・大気 科学研究 セ ンター　(NCARい 短期在 外研究 員)(1982)
ア メリカ ・アム ンゼ ンス コ ッ ト南 極点 基地,交 換 科学者 ・Il985ノ
第28次 南 極地域 観測 隊{越 冬 隊'・参加 〔1986--1988)'
ア メリカ ・　NASA/ラ ン グレー研 究 セ ンター　!NRC客 員研究 員lil1992-1993)
第38次 南 極地域 観測 隊長 ・越 冬隊 長(越 冬 隊ノ 「1996-1998)
北極 対流 圏エ ア ロゾル と放射総 合観測ilASTAR2000!`2000.3-4/1
北極 海横 断航空 機大気観 測(AAMPO2/2002.3,
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 Thomasoli、 　L　 W.,　 Herber,　 A.　 B.、　Sato　 K.　 and　 Yalllallou(:hi　 T.　 (2003):　 Arctic　 Study　 oll　Tropospheric　 Aerosol　 and
　 　 　 Radiation:　 ComparisoIl　 of　troposl)heric　 aerosol　 extill(:tioll　 proflles　 measured　 by　 airborlle　 photometer　 and　 SAGE
II.Geophys.Res.Lett.,30(6),1328、doi:10.1029/2002GLOI6453.
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 difference of AVHRR infrared split window channels in the Antarctic. Polar Meteorol. Glaciol., 16, 106-115. 
Hara, K.  Osada, C., Nishita, S., Yamanouchi, T., Herber, A., Matsunaga, K., Iwasaka,Y., Nagatani, M. and Nakada, H. 
 (2002): Vertical features of sea-salt modification in  the boundary layer of spring Arctic  during the ASTAR 2000 
 campaign, Tellus 54B, 361-376. 
 Okada, I.  and  Yamanouchi, T. (2002): Seasonal change of the atmospheric  heat. budget over the Southern Ocean 
 from ECMWF and ERBE data. J. Climate, 15, 2527-2536. 
Higashi, T., Kanao, M., Motoyama, H. and  Yamanouchi, T. (2001): Gravity observations along the traverse routes 
 from Syowa Station to Dome Fuji Station,  East. Antarctica. Polar  Geoscience, 14, 226-234. 
 Osada, K., Hara, K., Kido, M.,  Kai, H.,  Yamanouchi, T., Hashida, G., Matsunaga, K. and  Iwasaka., Y. (2001): Sulfate 
 depletion in snow over sea ice near Syowa Station, Antarctica, in relation to the origin of sulfate depleted sea salt 
  aerosol particles in winter. Polar Meteorol. Glaciol., 15,  21-31. 
Kuji, M., Kikuchi, N., Hirasawa, N. and  Yamanouchi, T. (2001): A method of cloud field detection over Antarctica 
 during the polar night using AVHRR data. Polar Meteorol.  Glaciol., 15, 114-123. 
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Morimoto, S., Aoki, S. and Yamanouchi, T. (2001): Temporal variations of atmospheric  CO2  concentration and 
  carbon isotope ratio in Ny-Alesund, Svalbard. "Environmental Research in the Arctic 2000", Mem. Natl.  Inst.. 
  Polar Res., Spec. Issue, 54,  71-80. 
Yamanouchi, T. and Herber, A. (2001): Plan of Arctic field campaign ASTAR2000 (Arctic Study of Tropospheric 
  Aerosol and Radiation). "Environmental Research in the Arctic 2000", Mem. Natl. Inst. Polar Res., Spec. Issue, 
  54, 101-106. 
Yamanouchi, T., Hirasawa, N., Kadosaki, G. and Hayashi, M. (2000): Evaluation of AVHRR cloud detection at Dome 
  Fuji Station, Antarctica. Polar  Meteorol. Glaciol., 14, 110-116. 
Fukamachi, Y., Wakatsuchi, M., Taira, K.,  Kitagawa., S., Ushio, S., Takahashi, A.,  Oikawa, K., Furukawa, T., Yoritaka, 
  H., Fukuchi, M. and  Yamanouchi, T. (2000): Seasonal variabiility of bottom water properties off Adelie Land, 
  Antarctica. J. Geophys. Res., 105, 6531-6540. 
 Hirasawa, N., Nakamura, H. and Yamanouchi, T. (2000): Abrupt. changes in meteorological conditions observed at 
  an inland Antarctic station in association with wintertime blocking formation. Geophys. Res. Lett., 27, 1911-1914. 
Ihsida, K., K. I. Ohshima, T. Yamanouchi and H. Kanzawa (1999): MOS-1/lb MESSR observations of the Antarctic 
  sea ice: Ice  bands and ice streamers. J. Oceanography, 55, 417-426. 
 Yamanouchi, T., Hirasawa, N. and Hayashi, M. (1999): Report of observation project on "Atmospheric Circulation 
  and Material Cycle in the Antarctic" by JARE-38. Polar Meteorol. Glaciol., 13, 159-164. 
 Yamanouchi, T., Wada, M., Fukatsu, T., Hayashi, M., Osada, K., Nagatani, M., Nakada, A. and  Iwa.saka, Y. (1999): 
  Airborne observation of water vapor and aerosols along Mizuho route, Antarctica. Polar Meteorol. Glaciol., 13,  22-
  37. 
Muramoto,  K., Kubo, M., Saito, H. and Yamanouchi, T. (1998): Classification of polar satellite data using minimum 
  distance method. Mem.  Natl Inst. Polar Res., Spec. Issue, 52, 149-157. 
Kubo, M., Saito, H.,  Muramoto, K. and Yamanouchi, T. (1998): Cloud extraction from polar satellite data using 
  modified Mahalanobis classifier. Polar Meteorol. Glaciol., 12, 97-103. 
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 Yamanouchi, T., Wada, M., Shiobara, M. and Herber, A.: Variations of atmospheric constituents  and their climatic 
  impact in the Arctic - Preliminary report of  "Arctic Airborne Measurement Program 2002 (AAMP 02)" -. Sixth 
  Ny-Alesund International Scientific  Seminor "The Changing Physical Environment", Tromso, Norway, 8 - 10 
  October, 2002. 
Yamanouchi, T. and Herber, A.: Climate impact of the Arctic aerosols based on ASTAR 2000 (Arctic Study of 
  Tropospheric Aerosol and Radiation) field campaign. The Second Wadati Conference on Global Change and the 
  Polar Climate.  Tsukuba,  Japan, March 7 - 9, 2001.
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JapaI1,10-21July,2000.
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　 　 　 Workshop　 on　Spacel)orne　 Cloud　 Profiling　 Radal・ 、　Tsukuba.　 Japan、 　24-26　 Januar)・ 　2000.
　 　 Yainanouchi　 T.　and　 Hirasawa,　 N.:　Cloud　 (:liniat()logy　at　the　illtel'iOr　of　AIltarctica.　 "Radiation　 and　 clouds　 ill　polar
　 　 　 regions",　 MIO8-IAMAS/IUGG,　 Birmingham,　 U.　K.,　21-22　 Jllly　!999.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定B(2)北 極 環 境1計 画 研 究.「 北 極 対 流 圏 ・成 層 圏 物 質 の 変 動 と 気 候 影 響 」(研 究 代 表 者)・ 平 成11～16年 度)
基 盤A(2)(旧 国 際 学 術)「 北 極 エ ア ロ ゾ ル と オ ゾ ン ・雲 との 相 互 作 用 お よ び そ の 気 候 影 響 に 関 す る 研 究 」(研 究
代 表 者)(平 成11～13年 度
基 盤B(2)「 雪 氷 コ ア 解 析 に 基 づ く広 域 拡 散 エ ア ロ ゾ ル の 光 学 的 厚 さ と 放 射 強 制 力 の 変 動 」　 Il研究 分 担9"1・,平 成
12～14年 度)(代 表 藤 井 理 行1
基 盤B(2)「 小 型 気 球 搭 載 用 超 小 型 成 層 圏 大 気 サ ン プ リ ン グ シ ス テ ム の 開 発 」(研 究 代 表 者)/'P成10--12年度)
8.講 演 等
ユ ネ ス コ ア ジ ア 文 化 セ ン タ ー 講 演12002.1.24;南 極 北 極 か ら 見 た 地 球 環 境1
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 気 象 学 会'会 員 ・理 事1998-2000、2000-2002,2002-,日本 雪 氷 学 会(会 員),ア メ リ カ 地 球 物 理 学 連 合
(AGU)(会 員),日 本 学 術 会 議 気 象 学 研 究 連 絡 委 員 会 委 員1994-、1997-、2000-),同極 地 研 究 連 絡 委 員 会(委 員
2000.10.21-)
10.受 賞 な ど
日 本 気 象 学 会 費(1999.4.
日 本 気 象 学 会LII本 賞(1985.10.)
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
Lll梨 大 学 工 学 部 非 常 勤 講 師.集 中 講 義
東 北 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 非 常 勤 講 師1集 中 講 義I
l2.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
環 境 省 ・南 極 地 域 活 動 計 画 確 認 検 討 委 員 会 委 員,.南 極 環 境 保 護 議 定 書 損 害 責 任 付 属 書 研 究 会 ㌦委 員,環 境
省 ・成 層 圏 オ ゾ ン 層 保 護 に 関 す る 検 討 委 員 会 ・委 員'.国 立 極 地 研 究 所 ・運 営 協 議 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 ・
気 水 圏 専 門 委 員 会(委 員 ・,国 立 極 地 研 究 所 ・北 極 科 学 研 究 推 進 特 別 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 ・編 集 委 員 会
(委 員),第25回 南 極 条 約 協 議 国 会 議.日 本 代 表 団 員,ポ ー ラ ン ド ・ワ ル シ ャ ワ ・
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
新 し い 観 測 手 法 と し て,無 人 航 空 機 や 小 型 大 気 採 集 シ ス テ ム の 開 発 を 進 め,ま た 広 域 の 雲 の 鉛 直 分 布 を 観 測 す る
た め の ラ イ ダ ー ・雲 レ ー ダ搭 載 衛 星 シ ス テ ム や 大 気 の 流 れ の 鉛 直 構 造 把 握 の た め の 大 型 大 気 レ ー ダ の 実 現 に つ と め
る 、,極 域 大 気 現 象 ・気 候 の 理 解 の た め に 客 観 解 析 デ ー タ の 解 析 や 領 域 気 候 モ デ ル の 南 極 ・北 極 域 へ の 適 用 を め ざ し
て い る 、
③ 神山孝吉 研究系地球物理学研究部門教授,総 合研究大学院 大学数物科学研究科極域科学専攻教授1併 任,理
学博 士(京 都大学:1980{1三 「
1.専 門領域:地 球化学
2.研 究課題:水 圏における物質循環
3.研 究活動の概要と成果
地球水圏では物質は物理的あるいは化学的に さまざまな形態 をとっている,物 質の形態 は周囲の環境を反映 し,
また周囲の環境が物質の形態 を決定 している また水圏では熱エ ネルギーの流れに伴 って物質が移動 し,移 動中の
環境の物理的 ・化学的条件に応 じて物質はその形態 を変えてい く したがって熱エ ネルギーの流れ と物質移動 ・物
質の形態の変化とは密接 な関係を持っている このような過程が地球水圏における物質循環像 を決定 している、こ
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こ で 周 囲 の 環 境 に 対 し て 化 学 的 に 安 定 な 保 存 性 物 質,ま た 化 学 的 に 不 安 定 な 非 保 存 性 物 質 は,物 質 を 取 り 巻 く 物 理
的 ・化 学 的 環 境 を 反 映 す る,,物 質 の 化 学 的 解 析 か ら 物 質 の 存 在 す る 動 的 な 化 学 的 環 境 を 明 ら か に す る こ と を 検 討 し
た 、,
4.研 究 活 動 歴
第26次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)(1984-1986)
第33次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)(199Ll993)
第43次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)(2000-2003)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 　 Watallabe,　 K.,　Satow,　 K.,　Kamivama、 　K.,　Motoyama,　 H.　 and　 Watanabe,　 0.　 (2002):　 Post-depositional　modification　 ()f
　 　 　 Inagllesium　 in　the　 S25　 core,　 near　 the　 coast　 il/　East　 Alltarctica.　 Bulletin　 of　Glaciological　 Research,　 19,　33-36.
　 　 Matoba,　 ,S.,　Narita,　 H.,　Motoyama,　 H.,　 Kamivama、 　K.　 and　 Watanabe,　 0.　 (2002):　 Ice　 core　 chemistry　 of　Vestfonna　 I(:e
　 　 　 Cap　 ill　Svalbard,　 Norway.　 J.　Geophys.　 Res.,　 107,　 ACH　 l9-1　 -　19-7.
Iizuka,　 Y.,　Igarashi,　 M.,　 Kamivama.　 K.,　Motoyama,　 H.　and　 Watanabe,　 O.　 (2002):　 Ratios　 of　Mg2+/Na+　 ill　sllo町)ack　 and
　 　 　 all　ice　core　 at　Austfolma　 ice　cap,　 Svalbard,　 as　all　indicator　 of　seasonal　 meltiIlg.　 J.　GlacioL,　 48,　452-460.
藤 井 理 行,渡 辺 興 亜,理 由 主 査,本 山 秀 明,河 野 美 香(2002):南極 ド ー ム ふ じ 深 層 コ ア に 記 録 さ れ た 氷 期 サ イ ク
ル に お け る 気 候 お よ び 陸 海 域 環 境 変 動.雪 氷,64(4),341-349.
　 　 Maruo,　 M.,　 Nakayama,　 E.,　 Obata,　 H.,　 KamiVama,　 K.　 alld　 KimOtO,　 T.　 (2001):　 Applicat,ion　 Of　the　 Flow-Through
　 　 　 Analyses　 of　AmmoJlia　 and　 Calcium　 in　Ice　 Core　 and　 Fresh　 Water　 by　 Fluorometric　 Detectioll.　 Field　 Allalytical
　 　 　 Chemistry　 and　 TeChnology,　 5　(1-2),　 29-36.
　 　 FUiii,　 Y.,　Kamivama.　 K.　 ,　Shoji,　 H.　 ,　Narita,　 H.　 ,　Nishio,　 F.　,　Kameda,　 T.　 and　 Watallabe,　 0.　 (2001):　 210-year　 i(:e　core
　 　 　 records　 of　dust　 storm,　 volcanic　 eruptions　 and　 acidification　 at　Site-J,　 Greenland.　 Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar　 Res.,　 Spec.
Issue,54、209-220
　 　 1garashi,　 M.,　 Kamivama、 　K.　 and　 Watal/abe,　 0.　 (2001):　 Stable　 oxygen　 isotope　 ratio　 observed　 in　the　 precipitati(m　 at
Ny-Ales皿d　 in　Svalbard.　 Mem.　 Nat!　 Inst.　 Polar　 Res.,　 Spec.　 Issue,　 54,　 169-182.
Motoyama,　 H.,　Watallabe,　 0.,　Kamivama　 K.,　Iarashi,　 M,　 Goto-Azuma,　 K.,　F両ii,　 Y.,　Iizuka,　 Y.,　Matoba,　 S.,　Narita,　 II.
　 　 　 and　 Kameda,　 T.　 (2001):　 Regional　 chara(lteristics　 of　 chemical　 constituellts　 in　surface　 snow,　 Arctic　 cryosph(・re.
　 　 　 Polar　 Meteorol.　 GlacioL,　 15,　55-66
魍,飯 塚 芳 徳,　 Berl/hard　 Stallffer　 (2001):雪 氷 コ ア の 処 理 方 法 の 改 良.南 極 資 料,45(2),171-184.
　 　 Watallabe,　 K.,　 Satow,　 K.,　 Kamiyama,　 K.,　 Motoyama,　 H.,　 Furukawa,　 T.,　WataIlabe,　 O.　 and　 Narita,　 H.　 (2000):　 ECM
　 　 　 profile　 oll　the　 S25　 (:ore　 and　 its　relati(〕nships　 Wit,h　 cheIIlical　 compositions.　 Bulletill　 of　Glacier　 Research,　 17,　17-22.
　 　 Watanabe,　 0.,　 Kamivama、 　K.,　Kameda,　 T.,　Takahashi,　 S.　and　 Isaksson,　 E.　 (2000):　 Activities　 of　the　 Japallese　 A「(ltic
　 　　 　 Glaciological　 Expedition　 ill　1998　 (,JAGE　 1998).　 Bulletin　 of　Glacier　 Research,　 17,　31-35.
　 　 Motoyama,　 H.,　 Kamivama.　 K.,　 Igarashi,　 M.,　 Nishio,　 F.　 alld　 Watanabe,　 0.　 (2000):　 Distriblltioll　 of　 chemical
　 　 　 constituents　 in　superimposed　 ice　from　 Aust,re　 Broggerbreen,　 Spitsbergen.　 Geografiska　 AImaler,　 82A,　 33-38.
迦 ⊥主 査,五 十 嵐 誠(2000):極 球 各 種 水 試 料 中 の 低 濃 度HTO測 定 の た め の 電 解 濃 縮 を 含 め た 液 体 シ ン チ レ ー シ ョ
ン 法 の 検 討.南 極 資 料,44(2),83-96.
　 　 WataIlabe,　 0.,　 Kamivama、 　K.,　Motoyama,　 IL　 Fujii,　 Y.,　Shoji,　 H.　 and　 Satow,　 K.　 (1999):　 The　 paleoclilnate　 record　 in
　 　 　 the　 ice　core　 at　Dome　 Fuji　 statioll,　 East　 Antarctica.　 Annals　 of　Glaciology,　 29,　 176-178.
　 　 Watallabe,　 K.,　 Kamivama、 　K.,　Watanabe,　 0.,　and　 Satow,　 S.　 (1998):　 Evidence　 for　all　ll-year　 cycle　 of　atm()spheric
　 　 　 H202　 fluctuation　 I・ecord　 in　an　 ice　core　 at　the　 coastal　 regiorl,　 East　 Alltarctica.　 J.　Meteorol.　 Soc.　 Jpn.,　 76(3),　 447-
451.
6. 口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Fujii,　 Y.,　 Kamivama.　 K.,　 Motoyama,　 H.,　 Goto-Azuma,　K Igarashi,　 M.,　 ,Shoji,　 H.,　 Kameda,　 T.,　 Narita,　 H.　 and
　 Watanabe,　 0.:　 NAO　 and　 AO　 signals　 recorded　 in　Gi'eenland　 and　 Svalbard　 ice　 cores.　 /lnternational　 Workshop　 (m
　 The　 ILTS　 Resear(th　 Project　 "Atmosphere-Biosphere-Crynosphere　Interactions　 ill　the　 Cold　 Terrestrial　 Region
　 (Sapporo),　 4-5　 December,　 2001.
Motoyama,　 H.,　 Kamivama、 　K.　 and　 Watallabe,　 0.:　 Seasonal　 variati()n　 of　chemical　 compolleIlt　 in　 snowfall　 and　 its
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　 　 　 chaiis,e　 ill　quality　 after　 deposition　 at　Dome　 Fu.ii　statioll、　Alltarctica.　 AGU　 2000　 Sprnlg　 Meetillg,　 XVashinsst(m　 I)C,
2000.
Fujii,　 Y.,　Kamivama、 　K.,　Nishio、 　F.、　Shoji、 　H.、　Goto-Az田na、 　K..　Kohno,　 M.　 and　 Watallabe,　 O.:　Colltl'astive
allthropogellic　 acidification　 ill　Arctic　 alld　AIltar(:tic　 (・ores、　Secolld　 International　 Syl叫)osillm　 oll　Environmeiltal
　 　 　 Research　 iII　the　Arctic　 alld　Fifth　Ny-Alesllnd　 .9(・ientifi(・　Semillar、 　NIPR,　 Tokyo,　 23-25　 Feb.　 2000.
i里山 主 査,西 尾 文 彦,　 Han　 Jiankang　 :　中 国 東 毘 講 地 域 の 氷 河 中 の 物 質 の 特 異 的 な 消 長,日 本 雪 氷 学 会 全 国 大 会,
加 賀,10月1日 ～5日,2000.
主里山 主 査,西 尾 文 彦:中 国 東 毘 嵩 地 域 の 降 水,日 本 陸 水 学 会 第65回 大 会,福 岡,9月,2000.
本 山 秀 明,」 幽 」上鐘,渡 辺 興 亜:南 極 ド ー ム ふ じ 観 測 拠 点 に お け る 積 雪 層 の 季 節 変 化,第22回 極 球 気 水 圏 シ ン
ポ ジ ウ ム,極 地 研 究 所,12月,1999.
　 　 Fujii,　Y.,　Kamivama　 K.、　Igarashi,　 M.,　Takada、 　M.　and　 WalaIlabe、 　0.:　Past　 400　 year　 el/Vil'OIImellt　 change　 I・e℃ol'ded　ill
　 　 　 ice　cores　 from　 Site-J　and　 NGRIP　 camp,　 Greenland,　 International　 LSyMpOsiUm　 oll　Polar　 Aspects　 of　Global　 Change、
　 　 　 Tromso,　 Nollway、 　Nov.　 1998.
五山 ⊥至宝,東 久 美 子,五 十 嵐 誠,渡 辺 幸 ・,長 尾 一 平,田 中 浩,金 森 悟,金 森 暢 子:南 極 ドー ム ふ じ 基 地 深 層
掘 削 コ ア の 溶 存 化 学 成 分 の 鉛 直 分 布 と 気 候 変 動 に 伴 う特 徴,第21回 極 域 気 水 圏 シ ン ポ ジ ウ ム
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 領 域 研 究(Bl「 環 北 極 雪 氷 掘 削 コ ア に よ る 比 較 環 境 変 動 研 究 」(平 成11年 ～12年 研 究 代 表 者)'F成ll～
13年
基 盤 研 究 ℃ 〕 「極 域 の 雪 氷 試 料 か ら 解 析 す る 気 候 ・環 境 変 動 の 基 碇 的 手法 に 関 す る 研 究 」(研 究 代 表 者"㍗ 成
12--13有lI
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 雪 氷 学 会(理 事,1999・2000年 度 ・
10.受 賞 な ど
ll.　 他 大 学 で の 講 義
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
国 立 極 地 研 究 所 編 集 委 員 会 委 員1
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
極 域 は 地 球 水 圏 に お け る 熱 エ ネ ル ギ ー の 収 束 域 で あ り,同 時 に 熱 エ ネ ル ギ ー の 移 流 に 伴 う物 質 の 収 束 域 で も あ る
そ の た め 地 球 ヒの さ ま ざ ま な ロ ー カ ル な 環 境 が 極 域 に 集 中 す る 特 に 極 域 雪 氷 圏 で は 大 気 中 の 物 質 が 降 雪 に 伴 っ て
地 表 に 移 動 し 積 雪 と し て 固 定 ・保 存 さ れ る そ の た ダ)積 雪 試 料 中 に は 直 接 的 な 大 気 情 報 が 時 間 的 変 動 を 含 め て 記 録
さ れ て い る 、,さ ら に 積 雪 が 蓄 積 し 氷 河 ・氷 床 を 形 成 す る 中 で,氷 河 ・氷 床 中 に は 過 去 の 積 雪 試 料 が 雪 氷 試 料 と し て
保 存 さ れ る,し た が っ て 雪 氷 試 料 は,他 の 環 境 試 料1海 洋 堆 積 物 試 料 や 地 質 試 料)中 と比 較 し て 直 接 的 な 大 気 情 報
を 保 持 し て い る こ と に 特 徴 が あ る た 気 中 の 非 保 存 性 物 質 は,保 存 性 物 質 に 対 し て 地 球 上 の 環 境 要 因 に 大 き く 影 響
さ れ て い る 。 雪 氷 試 料 は 非 保 存 性 物 質 を 雪 氷 環 境 と し て 比 較 的 安 定 し て 保 存 し て い る た め,大 気 環 境 の 時 間 変 動 を
確 認 で き る 唯 一ー一の 手 段 で あ る 例 え ば 生 物 活 動 と 関 係 す る 過 去 の ノく気 中 の 酸 化 能 力 な ど も 推 定 す る こ と が 可 能 と な
ろ う
④ 和 田 誠 研 究系 地球物理 学研究 部 門助 教授,理 学博士 名古 屋 ノく学:1987年 、
1.専 門領域:大 気物理 学
2.研 究 課題:極 域大 気中 の水蒸気,雲 降 水 とエ アロ ゾルの研 究
3.研 究活 動 の概 要 と成 果
水蒸 気,雲,降 水 は水(II,・0)iの 相変 化で あるが,気 象,気 候現 象 にそれぞ れ 異なった影響 を与える またエ ア
ロゾルはそ れ独 自で も気候,環 境 変動 に影響 を与えるが,雲 の 形成発達 に関与す る 、現 在 これ らの量の観測 を行 い,
相互 の関連,分 布,移 動,変 化過 程の研 究 を行 ってい る'F成14年 度 は南極観測 で2000年 に得 られ たデー タの解
析,こ れ まで無 人で観測 して いる北極 圏 スバ ー ルバルの 降水粒 『とエ アロ ゾル粒 子の デ ー タ解析,2003年 春の北
極圏 飛行機 観測 の ドロ ップゾ ンデな どのデ ー タ解析 を行 った 南極 の航 空機観 測 デー タか らは,0.0111m以 ヒの 粒
49一
子(主 と し て エ イ トケ ン 粒 子)数,0.3}Hn以 上 の 粒 子(主 と し て 大 粒 子)数 の 約6.5kmま で の 高 度 分 布 を 求 め る こ
と が で き た,・ エ イ ト ケ ン 粒 子 で は,高 度 に 依 ら ず ほ ぼ 一一定 の 値 を 示 す 季 節 と,5km付 近 で 濃 度 が 高 い 季 節,地 上 付
近 で 高 い 濃 度 を 示 す 季 節 が 見 ら れ た 。 一 方 大 粒 子 で は 観 測 期 間 す べ て で 上 空 が 少 な く,地 上 付 近 が 多 い 濃 度 分 布 が
示 さ れ た 。 北 極 の 航 空 機 観 測 か ら は オ ゾ ン 濃 度 と 水 蒸 気 量,気 温 の 関 連 づ け か ら対 流 圏 の 空 気 が 成 層 圏 に も た ら さ
れ た ケ ー ス を 見 つ け る こ と が で き た 、,ま た ス バ ー ル バ ル の 観 測 か ら は,降 水 粒 子,エ ア ロ ゾ ル 粒 子 の 粒 径 分 布 の 観
測 か ら,異 な っ た 空 気 塊 の 中 で こ れ ら の 分 布 が 異 な っ て い る ケ ー ス が 見 つ か っ た 。 空 気 塊 の 形 成 過 程 に よ る 違 い の
影 響 と 考 え ら れ る..
4.研 究 活 動 歴
第20次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)(1978-1980)
第29次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)(1987-1989)
第41次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)(1999-2001)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
Morilnoto,　 S.,酬,Sugawara,　S.,　,Aoki,　S.,　Nakazawa,T.　 and　 Yamanouchi,　 T.　(2002):ln-situ　 Ineasurelnellt　 of
　 　 　 the　atinosphei'ic　 CO　 collcentration　 at　Sy.　owa　 Station,　 Antarctica.　 Polar　 Meteol.　 Glaciol.,　 16,　95-105.
　 Nishita,　 C.,　Osada,　 K.,　Hara,　 K.,　Kido,　 M.,　Wada　 M.,　Shibata,　 T.　and　 Iwasaka,　 Y.　(2001):　 Number-size　 distributions　 ()f
atmospheric　 aerosol　 particles　 (10くDI)〈365nm)　 at　Ny-Alesund,　 Norwegian　 Arctic.　 Polar　 Meteol.　 Glaciol.,　 15,　67-
77.
Yanianouchi,　 T.,剛L,　Fukatsu,　 T.,　Hayashi,　 M.,　Osada,　 K.,　Nagatalli,　 M.,　Nakada,　 A.　alld　Iwasaka,　 Y.　(1999):
　 　 　 Airborne　 observati()ll　 of　water　 vapor　 and　 aerosols　 al()llg　Mizuho　 route,　 Antarctica.　 Polar　 Meteo1.　 Glaciol,　 13,　22-
37.
　 Wada　 M.　and　 Konishi,　 H.　(1998):　 A　study　 of　precipitatillg　 clouds　 close　 to　fronts　 using　 microwave　 radiometry　 alld
　 　 　 radar　 in　Svalbard,　 Arctic.　 Atmos.　 Res.,　49,　253-265.
　 　 Wada　 M.　and　 Igarashi,　 M.　 (1998):　 Atmospheric　 observations　 of　liquid　 water　 ill　cloud　 and　 of　cheini(lal　 sl)ecies　 ill
　 　 　 aerosols　 and　 gases　 I/ear　the　ground　 and　 ill　fallen　snow　 at　Svalbard,　 Arctic.　 Atmos.　 Res.,　46,　383-389.
　 　 Konishi,　 H.,　Wada　 M.　and　 Endoh,　 T.　(1998):　 Seasonal　 variations　 of　cloud　 aild　precipitatioll　 at　Syowa　 Statioll,
　 　 　 Antarctica.　 Almal.　 GlacioL,　 27,　597-602.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
LI　 誠,森 本 真 司,平 沢 尚 彦,山 内 恭:北 極 横 断 飛 行 時 の ドロ ッ プ ゾ ン デ 観 測.2002年ll月
　 　 Wada　 M.,　Konishi,　 H.,　Morimoto,　 S.　and　 Yamanouchi,　 T.:　Size　distributions　 of　aerosol　 and　 snow　 part,icle　in　different
　 　 　 type　 airmasses.　 In　changing　 physical　 ellvirolllllellt.　Troms¢ 　10.8.　2002.
　 　 Wada　 M.:　Dropsonde　 observations　 in　Antarctica.　 AVAPS　 user　 group　 meeting　 2002.　 Boulder　 4.10.　2002.
翌 旦L越,猪 原 哲,芝 冶 也:南 極 昭 和 基 地 内 陸 間 の エ ア ロ ゾ ル 航 空 機 観 測.日 本 気 象 学 会 秋 季 大 会,2001年10
月
1阯 田_越,猪 原 哲,芝 冶 也 二南 極 で の 航 空 機 に よ る エ ア ロ ゾ ル 計 数 観 測.エ ア ロ ゾ ル 科 学 技 術 検 討 会,2001年7
月
　 　 Wada　 M.,　Asuma,　 Y.　aIld　Ogitani,　 N:　 ()bservation　 of　clouds　 and　 precipitation　 at　Ny-Alesund,　 Svalbard　 alld　recent
　 　 　 airbonle　 observation　 over　 the　 Norwegian　 Sea.　 Polar　 Low　 Workshop,　 European　 Polar　 Low　 Workillg　 Grollp,　 6.
1998.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 研 究B2:「 北 極 対 流 圏 ・成 層 圏 物 質 の 変 動 と 気 候 影 響 」(研 究 分 担 者)(平 成ll,12,13,14年)
基 盤 研 究A2二 「北 極 エ ア ロ ゾ ル と オ ゾ ン ・雲 と の 相 互 作 用 及 び そ の 気 候 影 響 に 関 す る 研 究 」(研 究 分 担 者)(平
成11,12,13年)
基 盤 研 究A:「 北 半 球 の 気 候 に 影 響 を 与 え る ノ ル ウ ェ ー 海 周 辺 で の 水 蒸 気 ・降 水 ・気 象 擾 乱 の 研 究 」(研 究 分 担
者)(平 成13,14年)
基 盤 研 究B2:「 小 型 気 球 搭 載 用 超 小 型 成 層 圏 大 気 サ ン プ リ ン グ シ ス テ ム の 開 発 」(研 究 分 担 者)(平 成11,12,13年)
国 際 学 術 研 究:「 北 極 低 気 圧 の 発 達 過 程 と ノ ル ウ ェ ー 海 上 の 水 循 環 に 関 す る 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成11,12年)
国 際 学 術 研 究:「 北 極 域 に お け る 温 室 効 果 気 体 の 変 動 と循 環 の 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成11,12年)
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8.講 演 な ど
千葉 県教 育委 員会主催 小 中学 校教 員での講演J2002.7'
9.学 会 及び社 会的活動
学 会:日 本気 象学 会,日 本雪 氷学 会,日 本エ アロゾル学会,　Americal1MeteorologicalSociety
10.受 賞 な ど
ll.　他 大学 等の講義 な ど
大東文 化大学経 済学 部社 会経 済学 科非常勤 講師,2002.4-2003.3・
総 合研 究大学 院大学数 物科学 科極域 科学 専攻助 教授(2002.4-2003.3)
12.所 内外 の主 要な会議 委員 な ど
13.研 究活 動の課題 と展 望
研 究活動 の概 要で述べ た成 果 をま とめて論 文を作 成す る 更 に今後 の展 開 と して雲 粒の形 成 に関与 す るエ ア ロゾ
ルの数濃度 を測 り,雲 粒 数,エ ア ロゾル数 との関係 を観 測す る方法 を開発す る。
⑤ 伊藤 一 北極 圏環境 研究 セ ンター助 教授 理学†書士1ス イス連邦立 理工 科大学:1979年)
1.専 門領域 二海洋 雪氷学
2.専 門課題:地 球 水循環 にお け る要 素 と しての海氷 の挙動
3.研 究活動 の概 要 と成果
北 極海 の海氷状 況規定 に際 して,ユ ー ラ シア大陸 を北行ず る大河 川か ら供給 され る大量 の淡水の 果たす 役割 を研
究 して いる。大規模 な現 地調査 に向 けて,準 備 を行 ってい る 、
4.研 究活動 歴
ロシア北 極観測 所 共同再稼働へ 向 けての現状 予備 調査il12002)
5.学 術論 文(過 去5年 間の重要論 文
E±EX二(2002):ポ リニ アの成 因.月 刊海 洋,34巻,12号,819-825
瞳 二,吉 岡美紀(2002):1930年 以 前の ラプテ フ海 界標状 況.雪 氷.64巻,6号,641.647
6.口 頭 発表(過 去 の代表 的 な発 表
睦 二(2002):　 Japanese　 Research　 il/　the　Arctic.　30　0ctober、　AARI,　St　Petersburg
7.科 学研究 費補助 金取得状 況
特定 領域研 究(B)「 北 極域 にお ける環境 変動機構 に関す る研 究」(研 究代 表者:藤 井理行)(研 究 分担 者)
特定 領域研 究(B)「 北 極域 海洋動態 と生態 系変動 の研 究、(研 究代 表者:福 地 光男)(研 究分担 者)
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社会 的活動
日本 雪氷 学会(会 員),国 際雪氷学 会/会 員 、
10.受 賞 な ど
11.他 大学等 での講義 な ど
12.所 内外 の主要 な会議 委 員 な ど
ニー オル スン観測 調整 会議1委 員1
13.研 究 活動 の課題 と展望
調査 地域 に想定 している ロ シア北極 では,デ ー タが 空間 ・時 間的 に希 薄で ある.特 に,観 測 開始の年 が遅 いこ と
か ら,資 料 を取得 した絶 対期 間が短 い 観測 を実 施 してい ない期 間の 欠損 資料 を間接 的 に補填 しよ うと し,そ の手
法 を検 討 してい る。
⑥ 塩原匡貴 南極圏環境モニ タリング研究セ ンター助教授,理 学博士 〔東北大学:1987年)
1.専 門領域 二大気物理学
2.研 究課題:極 域エアロゾルの放射特性 と気候影響に関する観測研究
3.研 究活動の概要と成果
リモー トセ ンシング手法 と現場観測 手法により,エ アロゾルの物理特性,化 学特性 を調べ,エ アロゾルが放射過
程 を通 して極域の気候形成に及ぼす影響を調べ る 本年度は,エ アロゾルの直接効果の極域 と中低緯度との比較 と
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い う観 点か ら,東 京 ～フ リーマ ン トル間の エ ア ロゾル観測(第42次 南極 観測 夏隊 実施)の デー タ解析 を行 い,日
本沿岸域,太 平 洋南方 海上,東 南 アジア島喚沿 岸域 でそれ ぞれ特徴 的な光学 特性 を得 るこ とがで きた,)同 様 の観点
か ら,第44次 南極観 測隊行 動 の …環 と して実施 された 「しらせ」 訓練航 海(2002年9月)に おい てエ アロ ゾル観
測 を行 い,海 塩 粒子が 卓越 した太平 洋沿岸域 と大陸起源の 土壌粒 子や 人為 汚染粒子 を含 む九州西 岸域 とで光学 的 ・
化学 的 に大 き く異 なった特徴 を示す結 果が得 られ た。一 方,エ アロゾルの 間接 効果 に関す る雲 の統計 的研究 と して,
昭和 基地 にお け る簡易型 ラ イダーの通年 観測 デ ー タ(第42次 南極観測 越冬 隊実 施)の 解析 を行 い,昭 和 基地 上空
の雲 の 出現 頻度や 出現 高度 の季節 変動特性 を調べ た。
4.研 究活動 歴
第25次 南極地 域観測 隊:越 冬 隊員(1983.ll-19853)
米 ・航 空宇宙局 ゴ ダー ド宇宙 飛行 セ ンター:NRC招 牌研究 員(1991.8-1992.7)
国際衛 星雲気候 計画 第2期 地 域実験巻 雲観測(米 カ ンザ ス州)参 加(1991.11-12)
ドイツ ・アル フ レッ ド=ウ ェゲナ ー極 地海洋研 究所:短 期在外研 究 員(1998.12-1999.2)
第42次 南極地域観 測隊:夏 隊員(2000.11-2001.3)
5.学 術 論 文(過 去5年 間の.重要論文)
　 　 Yabuki,　 M.,　 Shiobara,　 M.,　 Kobayashi,　 H.,　Hayashi,　 M.,　 Hara,　 K.,　and　 Osada,　 K.　 (2003):　 Optical　 properties　 of　aerosols
　 　 　 il)　the　 marille　 boundary.　 layer　 during　 a　cmise　 from　 Tokyo,　 Japan　 to　 Fremantle,　 Allstralia.　 J.　Meteor.　 Soc.　 Jal)all,
81,151-162.
　 　 Shibata,　 T.,　Sato,　 K.,　Kobayashi,　 H.,　Yabuki,　 M.,　 and　 Shiobara　 M　 (2003):　 The　 AI/tarctic　 polar　 stratospheric　 clouds
　 　 　 under　 the　 temperatllre　 perturbation　 by　 non-orographic　 illertia　 gravity　 waves　 observed　 by　 micro　 pulse　 lidar　 at
Syowa　 station.　 J.　Geophys.　 Res.,　 108　 (1)3),　 4105,　 doi:　 10ユ029/2002JDOO2713.
　 　 Shiobara.　 M.,　 Yabuki,　 M.,　 and　 Kobayashi,　 H.　 (2002):　 A　polar　 cloud　 analysis　 using　 ground-based　 Micro-plllse　 Lidar
　 　 　 d、t、.　 The　 Challging　 Phy・ical　 Envi・ ・nment　 -　P…　 .　6th　 Ny-Al・ ・und　 l・t・ ・nati・nal　 S・ie・tifi・ 　Semi・a・,　 8　-　10
　 　 　 0ctober　 2002,　 Tromso,　 Norway,　 49-52.
　 Weltol1,　 E.J.,　 Campbell,　 JR,　 Berkoff,　 TA,　 Spinhirne,　 」.D.,　Tsay,　 S.-C.,　 Holben,　 B.,　and　 Shiobara.　 M.　 (2002):　 The
　 　 　 Micro-plllse　 I.idar　 Network　 (MPL-Net).　 Lidar　 Remot.e　 Sensing　 in　Atmospheric　 and　 Earth　 Sciences:　 21st　 Illt.　Laser
　 　 　 Radal・ 　Colifereli(:e　 (ILRC21),　 8　-　12　Jllly　2002,　 Quebec,　 Canada,　 285-288.
　 　 Shiobara　 M.,　 Yabuki,　 M.,　 Kobayashi,　 H.,　 Shibata,　 T.,　Yamanouchi,　 T.　 (2001):　 Micro--pulse　 lidar　 measllremellts　 for
　 　 　 cloud　 and　 aerosol　 in　the　 Arc:tic　 and　 Ant.arctica.　 Proc.　 Nagasaki　 Workshop　 on　 Aerosol-Cloud　 Radiation　 Int、eracti(m
　 　 　 and　 Asian　 I.idar　 Network,　 27　 -　29　November　 2001,　 Nagasaki,　 Japan,　 32-35.
　 Shi。ba,、 　 M.　 (2000)、 　A,・tic　 cl・ud　 ・nd　 ae・ …　 1　・b・e・vati・ns　 usil/9　 ・　Micr・-P・1・e　 Li・1・・　in　Svalbard・ 　P・・c・　1・t　l・t'l
　 　 　 Workshop　 ol)　Spacel)ol'lle　 Cloud　 Profiling　 Radar,　 Tsukuba,　 Japan,　 24-26　 Jalmary　 2000,　 179-182.
　 　 U(:hiyama、 　A.,　Asano,　 S.,　Shiobara.　 M.,　 and　 Fukabori、 　M,　 (1999):　 Ground-based　 cirrus　 observation:　 1.　Observat,ion
　 　 　 system　 and　 results　 of　frolltal　 cirrostratus　 clouds　 oll　・lune　 22　 and　 30,　 1989・ 　J・　Meteor・ 　Soc・ 　Japall,　 77,　513-532・
　 　 Shiobara　 M　 Fujii,　 Y.,　Morimoto,　 S.,　Asuma、 　Y.,　Yamagata,　 S.,　Sugawara,　 S.,　 IIlomata,　 Y.,　Watallabe,　 M.,　 and
　 　 　 Machida,　 T.　 (1999):　 An　 overview　 and　 preliniinary.　 results　 froll/　 the　 Arctic　 Airborne　 Measurement　Program　 l998
　 　 　 camPaign.　 Polar　 Met、eor()L　 GIaciol.,　 13,　99-110.
Philipona,　 R.,　 Frohlich,　 C.,　De止me,　 K.,　 DeL　 lisi、　J.,　Augustilie,　 J.,　Dutton,　 E.,　Nelson,　 D.,　 Forgan,　 B.,　Novotlly,　 P.,
　 　 　 Hickey,　 J.,　Love,　 S.P.,　 Bender,　 S.,　McArthur,　 B.,　 Ohmura,　 A.,　 Seymour,　 J.H.,　 Foot,　 J.S.,　 Shiobara.　 M.,　 Valer(⊃,
　 　 　 FP.J.,　 alld　 Strawa,　 A.W.　 (1998):　 The　 Baseline　 Surface　 Radiation　 Network　 pyrgeometer　 round-robin　 calibration
　 　 　 experiment.　 」.　Atmos.　 ()cean.　 Tech.,　 15,　687-696.
　 　 Kilme,　 S.,　 Bergstrom,　 R.,　 Toon,　 0.B.,　 Dutton,　 E.,　 and　 Shiobara、 　M.　 (1998):　 Clear-sky　 atmospheri(l　 solar
　 　 　 trallsmissiol/:　 An　 analysis　 based　 ol/　FIRE　 l991　 field　 experimellt　 data.　 J.　Geophys.　 Res.,　 103,　 19709-19720.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Shiobara、 　M.:　 Aerosol　 optical　 depth　 from　 sky-radiometer　 measurerneIlts　 aIld　 SKYNET　 in　Asia.　 7th　 BSRN　 Science
　 　 　 and　 Review　 Workshop,　 Regina,　 Canada,　 28-31　 May　 2002.
む
Shiobara,　 M.,　 Yamanouchi,　 T.,　 Kriews,　 M.、　Neuber,　 R.,　Herber,　 A.,　and　 the　 ASTAR　 2000　 Ny-Alesund　 team:　 Ar(二tic
　 　 　 Study　 of　Troposp}leric　 Aerosol　 and　 Radiation　 (ASTAR　 2000)　 -　Part　 2:　Grouil(1-based　 measllremellts.　 8th
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　 　 　 Scielltific　Assembly　 of　IAMAS,　 Imnsbruc:k,　 Austria,　 10-18　 July　2001.
　 Shiobara　 M.,　Yamagata,　 S.,　Watal/abe、 　M.、　Shibata,　 T.、　Neuber,　 R.,　Beyerle、 　G.,　SChumacher、 　R.,　Herber,　 A.,　Rairoux,
　 　 　 P.,　and　 Nagel,　 D.:　Haze　 layers　 and　 their　 (:haracteristics　 ot)served　 over　 Spitsbergen　 during　 the　 AAMP　 !998
　 　 　 ℃ampaign.　 2nd　 Intl　Symposium　 oll　Envii'onmental　 Resear℃h　 ill　the　Arctic,　 Tokyo,　 Japan,　 23-25　 February　 2000.
　 Shiobara　 M.,　Morimoto,　 S.,　Sugawara,　 S.、　Yamagata,　 S.,　Asuma,Y.,　 Inomata,　 Y.,　Watanabe,　 M.,　Machida,　 T.,　Wada,
　 　 　 M.,　Yamanouchi,　 T.,　and　 Fujii,　Y.:　Prelimillary　 reslllts　from　 the　Arctic　 Airborne　 Measurement　 Program　 (AAMP)
　 　 　 1998　 campaign.　 IIltL　Sympos.　 Polar　 Aspects　 of　Global　 Change,　 Tromso,　 Norway,　 24-28　 August　 1998.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 領 域 研 究(A)計 画 研 究AO4P12「 エ ア ロ ゾ ル の 直 接 的 地 球 冷 却 化 効 果 」(研 究 代 表 者)(平 成14～17年 度 ・
基 盤 研 究(C)「 中 部 山 岳 地 帯 に お け る 夏 季 の 山 岳 ポ ン プ 効 果 に 関 す る 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成13～14年 度)
特 定 領 域 研 究(A)研 究 項 目AO3「 ア ジ ア ・太 平 洋 域 で の エ ア ロ ゾ ル の 変 動 と放 射 へ の 影 響 」(研 究 分 担 者)(平
成10～12年 度)
8.講 演 な ど
船 橋 市 立 三 山 小 学 校(2003.1)
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 気 象 学 会(会 員:1979-,理 事:1996.7-1998.6,気象 集 誌 編 集 委 員:1996.7-2000.6),アメ リ カ 気 象 学 会
(1993-),日 本 エ ア ロ ゾ ル 学 会(2000-
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
東 京 大 学 大 学 院 理 学 系 研 究 科 博 士 学 位 論 文 審 査 倭 員 ノ,千 葉 大 学 大 学 院 自 然 科 学 研 究 科 学 位 論 文 審 査(委 員)
(2003.1)
13.研 究 活 動 の 課 題 と展 望
エ ア ロ ゾ ル の 気 候 影 響 に は 直 接 効 果 と 間 接 効 果 が あ り,そ の 効 果 の 度 合 い は 北 極 と 南 極 と で 大 き く異 な る こ と が
予 想 さ れ る 。 そ の た め,両 極 域 で の 観 測 デ ー タ を 蓄 積 し,特 に,間 接 効 果 に よ る 雲 の 放 射 特 性 の 変 化 な ど,極 域 の
エ ア ロ ゾ ル と 雲 の 相 互 作 用 に 関 す る 観 測 的 研 究 を 行 う.エ ア ロ ゾ ル の 直 接 効 果 に つ い て は,そ の グ ロ ー バ ル な 実 態
把 握 の 観 点 か ら,極 域 だ け で な く 太 平 洋 一ヒや ア ジ ア 域 の エ ア ロ ゾ ル と の 相 違 に 着 目 し た 光 学 測 定 や 化 学 サ ン プ リ ン
グ 等 の エ ア ロ ゾ ル 観 測 を 広 域 に お い て 実 施 す る 。 ま た,グ ロ ー バ ル な 実 態 把 握 に お い て は,衛 星 観 測 が 極 め て 重 要
な 役 割 を 担 う た め,特 に 近 年 進 展 しつ つ あ る 能 動 型 セ ン サ ー 搭 載 衛 星 に よ る 雲 ・エ ア ロ ゾ ル 観 測 の 地 上 検 証 に 対 応
し た 観 測 と デ ー タ 解 析 に 着 手 す る.
⑦ 本山秀明 研究系雪氷学研究部門助教授 理学博士(北 海道大学:昭 和62年)
1.専 門領域:雪 氷水文学
2.研 究課題:地 球規模雪氷圏の水循環解明
3.研 究活動の概要と成果
第42次 南極地域観測隊に気水圏系隊員 として参加 して得た観測試料 について解析を進めた。特に浅層 コア掘削
を中継拠点,YM85,ド ームふ じ観測拠点の3地 点で実施 したが,そ の基本解析 を中継拠点 とYM85に ついて国内の
浅層 コア解析 グループを中心 に行 った、この結果,近 年の質量収支変動や環境変動について重要な結果が得 られつ
つある、,また3回 の内陸旅行を実施 し,旅 行ルー ト沿いの広域な表面積雪を採取 し,そ れらの雪試料を国内に持ち
帰 り,各 種分析 を行った、大気か ら雪氷表面への物質輸送の,空 間分布並びに季節変動 を中心 に解析 を進めている。
また酸素及び水素の安定同位体組成を分析することで,水 蒸気の輸送起源についての考察 も進めている。
4.研 究活動歴
ネパールヒマラヤ氷河調査U982、1986、19871i
アラスカツンドラ融雪出水調査:1988,
31次 南極地域観測隊夏隊参加(1989-19901
グリー ンラン ドGRIP,　GISP2及 びフェアバ ンクス(短 期在外研究員)「19911
第34次 南極地域観測隊(越 冬隊1参 加(1992-1994)
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ス バ ー ル バ ル ・ニ ー オ ル ス ン 観 測(1994)
ス バ ー ル バ ル ・北 東 島Vestfonlla氷 河 掘 削 く1995)
グ リ ー ン ラ ン ドNorth　 GRIP深 層 掘 削(1996)
第38次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1996-1998)
ス バ ー ル バ ル ・北 東 島Austfolma氷 河 掘 削(1999)
グ リ ー ン ラ ン ドNorth　 GRIP深 層 掘 削(1999)
第42次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(2000-2002)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 FUIii,　Y.,　Kohmo,　 M,　 Matoba,　 S.,　Moto　 anla　 H.　and　 Watanabe,　 0.　(2003):　 A　320　 k-year　 record　 of　microparticles　 in
　 　 　 the　Dome　 Fuji,　AIltarctica　 ice　core　 measured　 by　laser　scattering　 method.　 Mem.　 Natl　Inst.　Polar　 Res.,　 Spec.　 Issue,
　　　　　57,　ill　press.
　 　 Hondoh,　 T.,　Narita,　 H.,　Hori,　A.,　Ikeda-Fukazawa,　 T.,　Flljii,　M.,　Ohno,　 H.,　Shiraiwa,　 T.,　Mae,　 S.,　Fujita,　S.,　Fukazawa,
　 　 H.,　Fukumura,　 T.,　Shoji,　H.,　Kameda,　 T.,　Miyamoto,　 A.,　Azuma,　 N.,　Wang,　 Y.,　Kawada,　 K.,　Nishio,　 F.,　Watanabe,　 0.
　 　 　 and　 Motovama,　 H.　(2003):　 Physical　 properties　 of　the　Dome　 Fuji　ice　core.　 Mem.　 Natl　Inst.　Polar　 Res.,　Spec.　 Issue,
　　　　　57,　ill　Press.
　 　 Shoji,　 H.,　 Miyamoto,　 A.,　 Shimohara,　 K,　 Watanabe,　 0.,　Fujii,　 Y.,　Kamiyama,　 K.,　Motovama』.,　Azuma,　 K.,　 Igarashi,
　 　 　 M.,　 Takata,　 M.　 Kohno,　 M.,　 Nakazawa,　 T.,　Aoki,　 S.,　Kawamura,　 K.,　Narita,　 H.,　 Kawada,　 K.,　Azuma,　 N,　 Fujita,　 S.,
　 　 　 Clausen,　 H.　 B.　 and　 Johnson,　 S.　J.　(2003):　 A　bipolar　 comparison　 of　deep　 ice　 cores　 from　 Antarctica　 (Dolne　 Fuji)
　 　 　 and　 Greenland　 (GRIP).　 Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar　 Res.,　 Spec.　 Issue,　 57,　in　press.
　 Watan・be,　 O.,　 Kalniyama,　 K,　 M・t・v・m・_H　 ,　Fujii,　 Y.,　lg・ ・a・hi,　 M・,　 K・nam・ ・i,　S・,　K・nam・ ・i,　N・,　Y・ ・hid・ ・　N・,
　 　 　 Uenmra,　 R.　 and　 others　 (2003):　 Results　 of　 the　 basic　 analyses　 of　 stable　 isotope　 compositioll　 and　 chemical
　 　 　 compositioll　 on　 Dome　 Fuji　 deep　 core.　 Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar　 Res.,　 Spec.　 Issue,　 57,　in　press.
　 　 Watallabe,　 O.,　Satow,　 K.,　Shoji,　 H.,　Motovama,　 H.,　Fujii,　 Y.、　Narita,　 H.　 and　 Aoki,　 S.　(2003):　 Dating　 of　the　 I)ome　 Fuji
　 　 　 deep　 ice　core.　 Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar　 Res.,　 Spec.　 Issue,　 57,　ill　press.
　 　 Nishio,　 F.,　Furukawa,　 T.,　 Hashida,　 G.,　 Igarashi,　 M.,　 Kameda,　 T.,　 Kolmo,　 M.,　 Motovama.　 H.,　 Naoki,　 K.,　 Satow,　 K.,
　 　 　 Suzuki,　 K.,　Takata,　 M.,　 Toyama,　 Y.,　Yamada,　 T.　 and　 Wat,anabe,　 O.　 (2002):　 Annual　 layer　 det,erminations　 and　 !67-
　 　 　 year　 records　 of　past　 climate　 of　H72　 ice　 core　 ill　East　 Dronning　 Maud　 Land,　 Antarctica.　 Annals　 of　Glaciology,　 35,
471-479
　 　 Motovama.　 H.,　Watanabe,　 0.,　Kamiyama,　 K.,　Igarashi,　 M.,　 Goto-Azuma,　 K,　 Fujii,　 Y.,　Iizuka,　 Y.,　Matoba,　 S.,　Narita,　 H.
　 　 　 and　 Kame(la,　 T.　 (2001):　 Regional　 characteristics　 of　chelnical　 constituellts　 ill　surface　 snow,　 Arctic　 cryosl)here,
　 　 　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology,　 15,　55-66.
　 　 Motovama、 　H.,　 Kamiyama,　 K.,　 Igarashi,　 M.,　 Nishio,　 F.　 and　 Watanabe,　 O.　 (2000):　 Distribution　 of　 chemical
　 　 　 constituents　 in　superimposed　 ice　 from　 Austre　 Broggerbreen,　 Spitsbergen.　 Geografiska　 Annaler,　 82A,　 33-38.
　 　 Satow,　 K.,　 Watanabe,　 0.,　 Shoji,　 H.　 and　 Motovama、 　H.　 (1999)　 The　 relationship　 among　 accumulation　 rate,　 stable
　 　 　 isot.ope　 ratio　 and　 surface　 temperature　 on　 the　 plateau　 of　east　 Dronning　 Maud　 Land,　 Antarctica.　 Polar　 Meteorology
　 　　　 and　 Glaciology,　 13,　43-52.
　 　 Takahashi,　 S.,　Kameda,　 T.,　Enomoto,　 H.,　Shiraiwa,　 T.,　Kodama,　 Y.,　Fujita,　 S.,　Motovama,　 H.,　Watanabe,　 0.,　Weidner,
　 　 　 G.　 A.　 and　 Stearns,　 C.　 R.　 (1998)　 Automatic　 weather　 station　 program　 during　 Dome　 Fuji　 Project　 by　 JARE　 ill　east
　 　 　 Dronming　 Maud　 Land,　 Alltarctica.　 Almals　 of　Glaciology,　 27,　 528-534.
　 　 Enomoto,　 H.,　 Motovama.　 H.,　 Shiraiwa,　 T.,　 Saito,　 T.,　Kameda,　 T.,　Furukawa,　 T.,　 Takahashi,　 S.,　Kodama,　 Y.　all(1
　 　 　 Watanabe,　 0.　 (1998)　 Winter　 warmiIlg　 over　 Dome　 Fuji,　 East　 AIltarctica　 and　 semiannual　 oscillatioll　 ill　the
　 　 　 atmospheric　 circulation.　 J.　Geophys.　 Res.,　 Vol.103,　 No.D18,　 P23,103-23,111.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
本 山 秀 明,久 保 栄,青 木 猛,西 村 浩 一,藤 井 理 行:第42次 南 極 地 域 観 測 隊 雪 氷 観 測 概 要 報 告20012002.日 本
雪 氷 学 会 全 国 大 会(講 演 予 稿 集,U」 形 テ ル サ),10.8-10.11,2002
本 山 秀 明,五 十 嵐 誠,渡 辺 興 亜,永 崎 智 晴,　 Karlof,　 L.:　 ス バ ー ル バ ル 北 東 島 氷 帽 の 融 解 ・再 凍 結 過 程 に 伴 う イ オ
ン 分 別,2000年 度 日 本 雪 氷 学 会 全 国 大 会,加 賀10.1-10.5,2000.
一54一
　 　Motovalna、 　H.,　Azuma,　 N.,　Fujii,　Y.、　Furukawa,　 T.,　Fu.jita、　S.、　Ellomoto、 　}1.　and　Watanabe,　 O.:　A　Ilew　deep　ice　corillg
　 　 program　 at　Dome　 Fllji,　Alltarctica,　Intematiollal　 Workshop　 oll　Ice　Drilling　Te(:lmology　 2000、　Nagaoka,　 10.30-11.1,
2000.
　 　Motovama　 H.,　Kamiyama、 　K.　and　Watallabe、 　O.:　Seasonal　 variation　of　chemical　 (lolllpollellt　ill　sll()wfall　amd　its
　　　 change　 ill　quality　after　del)ositioil　at　I)()IIIe　Fuji　statioll.　Antarctica.　 AGU　 2000　Spring　Meeting、 　Washingstoll　DC,
2000.
7.科 学研 究費 補助金取 得状 況
特定 領域研 究(B)「 環北 極雪 氷掘削 コアに よる比較環 境変動研 究」(研 究 分担者)(平 成ll～16年1
基盤研 究(B)(2)「 雪氷 コア解析 に基づ く広域拡 散エ アロ ゾルの 光学的厚 さ と放射 強制 力の変動」(研 究分担 者)
(平 成13～16年)
8.講 演 な ど
多治 見 市南 極観測 隊展子 ども会議i.2002.8
9.学 会 及 び社 会的活動
日本雪 氷学 会,国 際雪氷学 会,　Ameri(:anGeophysicalIlnion,　 水文 ・水資 源学 会
10.受 賞 な ど
日本雪 氷学 会平 田賞(1998.10)i
日本雪 氷学 会技 術賞:無 人気象観 測装置 開発 グルー プ1997.10.
ll.　他大学 等 での講義 等
12.所 内外 の主 要な 会議 委員 な ど
13.研 究活 動の 課題 と展 望
地球規模 雪氷 圏の水循 環解 明 を中心 に研究 を進 めて きた 南極 を対象 としては表面質 量収支 とその形 成過程 に関
す る研究 をお こない,北 極域 を対 象 と しては,氷 河 形成過程 の研究 を進め てい る、 また氷 床 ・氷 河での雪 氷 コア採
取 のため の コア掘 削技術 の 開発 にか かわ ってお り,両 極で 浅層掘削 コアを採 取 し,コ ア解析 か ら古環境 の シ グナ ル
を抽 出 し,ま た氷床形 成機構 の研究 も行 ってい る 最近 は降雪 中に含 まれ る不純物 が積雪 中へ変 質 しなが ら取 り込
まれ る過程 に注 目 してい る一
今後 は,南 極 におい てはGLOCHANTお よびITASEに 対応 し,近 年の 質量収 支 に関す る研 究 を,特 に氷床 表
面 の形成機構 に注 目 して行 う 北 極域 にお いては,広 域 τ纈{1収 支お よび氷河 形成の メカニズム に注 目 した研 究 を行
う これ ら両極地域 の研究 にあわせ,ヒ マ ラヤ,チ ベ ッ ト,パ タゴニア な どを含 む地 球全体 の雪 氷圏 に注 目 した近
年の水 循環 及び物 質循環 の解明 を 目指 し,地 球 規模環境 変動 を解 明す る
⑧ 東久 美子 研究 系地球物 理学研 究部 門助 教授,1二 学徳i:.「 北 海道大学:1986年)
1.専 門領域:雪 氷学
2.研 究 課題:雪 氷 コア解析 による過去 の気候 ・環 境変動 の研究
3.研 究 活動 の概 要 と成果{当 該年1
極域 や高 山域 の氷 床 ・氷河 には過去 か ら現在 に至 る までの大 気 と積雪 が冷凍 保存 されて いるか ら,極 域 や 高山域
の氷床 や氷河 にお いて雪氷 コアを掘 削 ・解析す る こ とに よ り,過 去の気候 ・環境 変動 を解明す る こ とがで きる こ
れ まで北極域 の 多点 で掘 削 され た雪 氷 コアの解析 を実施 し,北 極域 にお け る地域 差 に着 目 した研 究 を進 め て きた
本 年度 は北極域 の 中で もデー タが 殆 ど無 か った北 極域 太'悟 羊区 の カナ ダ,ロ ー ガ ン山 において雪 氷 コア掘 削 を実施
した、 また,昨 年度 ロー ガ ン山の標 高2400mか ら5300mに 分布す る6地 点 で採 取 した ピ ッ ト資 料の 分析 を実 施 し,
酸 素 同位 体比 や化学物 質濃度 の季節 変動,及 び 高度依存性 を研究 した
4.研 究 活動歴
米 国ニュ ー ヨー ク州 立 大学 バ ッファロー校留学1.1986.6-1987及 び1989.4-199.0.2)
グ リー ンラ ン ド氷床 コアの 化学解析 による気候 ・環 境変動 の研究
北 極域 ス ピッツベ ルゲ ン,東 ブ レッガー 氷河 におけ る氷河 観測ii(1991.7-1991.8)
中国 天山 山脈 一一号 氷河 にお いて氷 河調査 を実施i1991.9、
北 極域 カナ ダ,エ ルズ ミア島の アガ シー 氷帽 にける氷河観測i1992.4-1992.5'
北 極域 スピ ッツベ ルゲ ン,ス ノーフ ィエ ラ氷原 におけ る雪 氷 コア掘削(19927-1992.8、
【 ???
北 極 域 カ ナ ダ の エ ル ズ ミ ア 島 ア ガ シ ー 氷 帽,及 び パ フ ィ ン 島 ヘ ニ ー 氷 帽 に お け る.氷 河 観 測(1994.4-1994.5)
北 極 域 カ ナ ダ の ペ ニ ー 氷 帽 に お け る 雪 氷 コ ア 掘 削(1995.4-1995.5)
北 極 域 カ ナ ダ の ペ ニ ー 氷 帽,及 び そ の 周 辺 氷 河 に お け る 氷 河 調 査(1996.4-1996.5)
中 国 西 部 タ ク ラ マ カ ン 砂 漠 周 辺 域 に お け る 河 川 の 水 質 調 査,及 び パ ミ ー ル 高 原 に お け る 氷 河 調 査(1996.10-
1996.11)
北 極 域 カ ナ ダ,デ ボ ン 氷 帽 に お け る 雪 氷 コ ア 掘 削 及 び ペ ニ ー 氷 帽 と そ の 周 辺 氷 河 に お け る 河 調 査(1997.4-
1997.5)
北 極 域 カ ナ ダ の デ ボ ン 氷 帽,及 び そ の 周 辺 氷 河 に お け る 氷 河 調 査(1998.5)
第1次 中 国 北 極 観 測 隊 に 参 加(1999.7-1999.8)
グ リ ー ン ラ ン ドNGRIPに お け る 深 層 氷 床 コ ア の 現 場 化 学 解 析 に 参 加(2000.5-6)
カ ナ ダ,マ ウ ン ト ロ ー ガ ン に お け る 氷 河 観 測(2000.7-8)
カ ナ ダ,マ ウ ン ト ロ ー ガ ン に お け る 氷 河 観 測(2001.5-7)
カ ナ ダ,マ ウ ン ト ロ ー ガ ン に お け る 雪 氷 コ ア 掘 削(2002.4-6)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 ROthlisberger,　 R.,　Hutterli,　 M.　 A.,　Wolff,　 E.　 W.、 　Mulvaney,　 R.,　Fischer,　 H.,　Bigler,　 M.,　 Goto-Azuma.　 K.,　 Hanss()ll,　 M
　 　 　 E.,　Ruth,　 U.,　 Siggaard-Anderson,　M-L.,　 Steffensen,　 J.　P.　 (2002):　 Nitrate　 in　Greenland　 and　 Antarctic　 ice　 eores:　 a
　 　 　 detailed　 description　 of　post.-depositional　 pro(:esses,　 Almals　 of　Glaciology,　 35,　209-216.
　 Goto-Azuma、 　K.,　Koerner,　 R.　 M　 and　 Fisher,　 D.　 A.　 (2002):　 An　 ice　 core　 re(lord　 ovelD　 the　 last　 celltllries　 from　 Pelmy・
　 　 　 Ice　 Cap,　 Baffin　 Island,　 Canada.　 Almals　 of　Glaciology,　 35,　29-35.
　 　 Shiraiwa,　 T.,　Goto-Azumat　 K.,　Matoba,　 S.,　Yamasaki,　 T.,　Segawa,　 T.,　Kanamori,　 S.,　Matsuoka,　 K.　 and　 Fujii,　 Y.(2002):
　 　 　 1(;e　core　 drilling　 at　King　 Col,　 Mount　 Logan　 2002,　 Bulletin　 of　Glaciological　 Research,　 20,　57-63.
　 　 Goto-Azuma.　 K.,　Shiraiwa,　 T.,　Matoba,　 S.,　Segawa,　 T.,　Kanamori,　 S.,　Fujii,　 Y.　aIld　 Yamasaki,　 T.　 (2002):　 An　 overview
　 　 　 of　the　 Japanese　 glaciological　 stu(lies　 on　 Mt.　 Logan,　 Yukon　 Territory,　 Canada　 ill　2002,　 Bulletin　 of　 Glaciological
Research,20,65-72.
東 信 彦,諄,樋 口 敬 二(2002):火 星 氷 床 と 地 球 極 地 雪 氷 学.雪 氷,64,389-395.
　 　 Takata,　 M.,　 Goto-Azuma.　 K.,　 Ito,　 Y.,　Azllma,　 N.　 and　 Kanda,　 H.　 (2002):　 Application　 of　laser　 induced　 breakdown
　 　 　 spectroscopy　 for　determination　 of　sodium　 in　ice,　Bulletin　 of　Glaciological　 Research,　 19,　107-112.
Kang,　 J.,　SUII,　 B.,　S/lll,　J.,　Meng,　 G.,　 Goto-Azuma,　 K　 (2001):　 Slln㎜er　 sea　 ice　 (:haracteristics　 of　t}he　 Chukc}hi　 Sea.
　 　　　 Chillese　 Journal　 of　Polar　 Science、 　12,　109-118.
　 　 Goto-Azurna.　 K.　 and　 Koemer,　 R.　 M.　 (2001):　 Ice　 core　 studies　 of　anthropogenic　 sulfate　 and　 nitrate　 trellds　 ill　the
Arctic.J.Geophys.Res.,106,4959-4969.
'≡一'(2001)
:極 地 の 氷 に 記 録 さ れ た 地 球 環 境 変 動 史 の 解 読.結 晶 成 長 学 会 誌,77-84.
　 　 WataIlabe,　 0.,　 Motoyama,　 H.,　 Igarashi,　 M.,　 Kamiyama,　 K.,　 Matoba,　 S.,　Goto-Azuina、 　K.,　Narita,　 H.,　and　 Kameda,　 T.
　 　 　 (2001):　 Studies　 on　 clirnatic　 and　 environnient,al　 (lhanges　 duriiig　 the　 last　 few　 hulldred　 years　 using　 ice　cores　 f「om
　 　 　 various　 sites　 ill　Nordaustlandet,　 Svalbard.　 Mem.　 Natl.　 Inst.　 of　Polar　 Res.,　 Spec.　 Issue,　 54,　227-242.
　 　 Takeuchi,　 N,　 Kohshima,　 S.,　Goto-Azuma,　 K.　 and　 Koemer、 　R.　 M.　 (2001):　 Biological　 characteristics　 of　dal・k　colored
　 　 　 Inaterial　 ((tryoconite)　 on　 Camadian　 Arctic　 gla(tiers　 (Devon　 and　 Penny　 ice　eaps).　 Natl.　 Inst.　 Polar　 Res.,　 Spec.　 Issue,
54,495-506.
　 　 Motoyalna,　 H.,　Watal/abe,　 O.、　Kamiyama,　 K.,　Igarashi,　 M.,　 Goto-Azuma,　 K.,　Fujii,　 Y.,　Iizuka,　 Y.,　Matoba,　 S.,　Narita,　 II.
　 　 　 and　 Kameda,　 T.　 (2001):　 Regional　 characteristics　 of　chemical　 constituellts　 ill　surface　 snow,　 Arctic　 cl'yosphere.
　 　 　 Polar　 Meteorology　 an〔l　Glaciology,　 15,　55-66.
　 　 Clifford,　 S.　M.,　 Crisp,　 D.,　Fisher,　 D.　 A.,　 Herkenhoff,　 K.　 E.,　 Smrekar,　 S.　E.,　 Thomas,　 P.　 C.,　Wynn-Williams,　1) 　1).,
　 　 　 Zurek,　 R.W.,　 BarIles,　 J.　R.,　Bills,　 B.　G.,　Blake,　 E.　W.,　 Calvin,　 W.　 M.,　 Cameron,　 J.　M.,　 Carr,　 M.　 H.,　Christellsell,　 P.　R.,
　 　 　 Clark,　 B.　 C.,　Clow,　 G.　 D.,　 Cutts,　 J.　A.,　 Dahl-,Jensen,　 D.,　 Durham,　 W.　 B.,　Fanale,　 F.　 P.,　Farmer,　 J.　D.,　 Forget,　 F,
　 　 　 Goto-Azuma.　 K.,　Grard,　 R.,　Haberle,　 R.　M.,　 Harrison,　 W.,　 Harvey,　 R.,　Howard,　 A.　D.,　Ingersoll,　 A.　 P.,　James,　 P.　B.,
　 　 　 Kargel,　 J.　S.,　Kieffer,　 H.　 H.,　Larsen,　 J.,　Lepper,　 K,　 Malin,　 M.　 C.,　McCleese,　 D.　J.,　Murray,　 B.,　Nye,　 J.　R,　 Paige,　 D.
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一56一
67
基盤研究(C)「 雪氷コア解析による大気汚染物質の長距離輸送 と堆積過程の解明」(研究代表者)(平 成11～13年)
特定領域研究(B)「 環北極雪氷掘削 コアによる比較環境変動研究」(平成13年 度から研究代表者)(平 成11～16年)
基盤研究(B)「 雪氷層へ混入する諸物質の堆積安定化機構の解明」(研 究分担者)(平 成!l～13年)
基盤研究(B)「 雪氷 コア解析 に基づ く広域拡散エ アロゾルの光学的厚 さと放射強制力の変動」(研 究分担者)
(平成12～14年)
基盤研究(B)「 雪氷コアの結晶組織モデリングによる過去の氷床流動 と気候変動の解明」(研 究分担者)(平 成
13年 ～15年)
8.講 演など
　 E.,　 Thorsteinsson,　 T.,　Wood,　 S.　E.,　Zellt,　 A.,　 Zuber,　 M.,　 alld　 Zwally,　 H.　 J.　(2000):　 Tlle　 state　 al}d　 futur()　 of　Mars
　 Pola「 　science　 an(l　 exploration,　 Icarus,　 144,　 210-242.
Nakamura,　 K.,　Nakawo,　 M.,　 Ageta,　 Y.、　Goto-Azuma、 　K.　and　 Kamiyama,　 K.　(2000):　 Post-depositiollal　 loss　 of　llitrate　 ill
　 surface　 snow　 layers　 of　the　 Antarctic:　 1(:e　Sheet.　 Bull.　 Glaciol.　 Res.,　 17,　l!-16.
Takata,　 M.,　 Ito,　Y.,　Goto-Azuma.　 K.　and　 Azuma,　 N.　 (2000):　 An　 attempt　 at　determination　 of　calchlm　 ill　ice　 by　 laser
　 induced　 breakdown　 spectroscopy.　 Bull.　 Glaciol.　 Res.,　 17,　37--42.
Sugiyama,　 K.,　Fujita,　 S.,Narita,　 H.,　 Mae,　 S.,　HoIldoh,　 T.,　Goto-Azuma、 　K.,　Fisher,　 D.　A.,　 alld　 Koemer,　 R.　M.　 (2000):
　 MeasuremeIlt　 of　ele℃trical　 (tondu(ttance　 ill　ice　cores　 by　 AC-ECM　 method.　 Ill　Physics　 of　Ice　 Core　 Records,　 (ed.　 T.
　 Hondoh),　 Hokkaido　 University　 Press.　 Sal)poro,　 173-184.
Koerner,　 R.　M.,　 Fisher,　 D.　A.　 alld　 Goto-Azuma.　 K.　 (1999):　 A　 lOO　 year　 record　 of　ion　 chenlistry　 from　 Agassiz　 Ice　 Cap,
　 Northem　 Ellesmere　 Island　 NWT,　 Callada.　 Atmos.　 Envii'on.、 　33.　347-359.
Kan9,　 J.,　Yal1,　 Q.,　 LSun,　 B.、　wel1,　 J.,　wang,　 D.,　Sl111,　J.、　Mel1,　 G.、　Goto-Azuma、 　K.　 (1999).　 The　 Arctic　 sea　 ice,　 climate
　 alld　 its　relation　 with　 global　 climate　 system.　 Chinese　 J.　Polar　 Res.,　 Vol.　 11、　No.　 4,　301-310,　 1999.
Ozawa,　 H.,　 Goto-Azuma,　 K.,　Iwallalni,　 K.　 and　 Koemer,　 R.　M.　 (1998):　 Cirriform　 rotor　 cloud　 observed　 oll　a　Calladiall
　 Arctic　 ice　cap.　 MoIlthly　 Weather　 Rev.,　 126,　 1741-1745.
Fisher,　 D.　A.,　 Koenner,　 R.　 M.、　Bourgeios,　 J.　C.、　Zielinski.　 G.、　Wake、 　C.、　Hammer,　 C.　U,　 Clausen,　 H.　 B.,　Gllndestrllp,
　 N.,　Johnsen,　 S.,　Goto-Azuma.　 K.、　11011doh、 　T.、　Blake,　 E.　 alld　 Gerasimoff、 　M.　 (1998):　 Pelllly　 Ice　 Cap　 cores,　 Baffin
　 Island,　 Canada,　 alid　 the　 Wiscollsillall　 Foxe　 I)ome　 c()lmectioll:　 two　 states　 of　Hudson　 Bay　 i(〕e　cover.　 Sciell℃e.　 279,
692-695.
Goto-Azurna,　 K.　 (1998):　 Chaiiges　 il)　slloW　 pack　 alld　 melt　 watel℃hemistry　dui'iiig sllowmelt.　 Ill　SIlowとmdI(・(}
　 Science　 ill　Hydrogoly　 (eds.　 M.　 Nakawo　 alld　 N.　Hayakawa),　 ll9-133.
Goto-Azuma.　 K.,　 Koemer,　 R.　 M.,　 Nakawo,　 M.　 alld　 Kudo、 　A.　 (1997):　 Snow　 chennistry　 of　Agassiz　 Ice　 CaI),　 Elleslllere
　 Island,　 Northwest　 Territories　 Caiiada.　 J.　Glaciol.、 　43,　No.144.　 199-206.
口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Goto-Azuma、 　K.,　Koemer,　 R.　 M.,　 Fisher,　 1).　A.　 and　 Watallabe,　 O.:　 Climatic　 alld　 ellvirollInelltal　 histories　 for　 the　 last
　 two　 celltllries　 froin　 Arcti℃ 　ice　 cor(・s、　Secolld　 Wadati　 Collferen(:e　 oil　Global　 Challge　 and　 Polar　 Climate,　 Tsukul)a
　 Sciellce　 City,　 7-9　 March,　 2001.
Goto-Azuma.　 K.,　Koerller,　 R.　 M.　 and　 Fisher,　 1).　A.　 :　AII　ice　 core　 re(lord　 over　 the　 last　 two　 centuries　 from　 Pemly　 Ice
　 Cap,　 Baffin　 Islalld,　 Canada.　 International　 Sy・mposium　 oll　I(le　Cores　 and　 Climate,　 Kangerlussuaq,　19-23　 Allg lst、
2001.
Goto-Azuma、 　K.,　 Koerller、 　R.　 M.　 alld　 Fisher,　 1).　A.　 and　 "'atanabe,　 O.　 Temporal　 and　 spatial　 variatiolls　 ()f　sea-salt
(:OllCelltratiOllS　 dUrillg　 the　 laSt　 t、、て)　CelltUl'ieS　 fi'om　 ArCtiC　 i℃C・　(:Ores.　 Chilia-Jal)an　 Intei-national　 Slyml)osium　 Oll
　 Polar　 Glaciology,　 ShaIlghai,　 12-16　 September,　 2001.
Goto-Azuma.　 K.,　 Koerller,　 R.M.　 alld　 Fisher,　 D.A.:　 Ice-core　 chelnistry　 variatioll　 on　 Pelmy　 Ice　 Cap,　 Baffill　 Islalld,
Canadian　 Arctic　 ()ver　 the　 last　 two　 (:el巾1ries,　 Secolld　 International　 Symposillm　 oll　Environmental　Research　 ill日le
「,
　 Arctic　 and　 Fif`th　 Ny--Alesund　 Scientifi(:　 Senlinar、 　Tokyo,　 23-25　 Febrllary,　 2000.
Goto-Azuma、 　K.　 and　 Koerner,　 R.　M.:　 Processes　 affec:ting　 ice-core　 chemical　 stratigl・aphy.　 International　 Sylnposi山n
　 on　 Physics　 of　Ice-Core　 Records、 　Shikotsukohan,　 14-17　 Septiiieber,　 1998.
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9.学 会及 び社 会的活動
日本雪 氷学 会(雪 氷化 学 分 科 会幹 事長,編 集 委 員),日 本気 象 学 会,日 本水 文 ・水 資 源学 会,日 本 物理 学 会,
　Coordinating　 Committee　 for　the　Polar　Atmospheric　 and　SIlow　Chemistry　 (PASC)　 ,　International　 Global　Atmospheric
Chemistry　 (委 員),　 International　 Glaciological　 Society　 (理 事,編 集 委 員),　 American　 Geophysical　 Union,
InternationalHydrologicalAssociation,地球 環境 科学関連学 会協議 会(委 員)
10.受 賞 な ど
日本 雪氷学 会平 田賞受賞(1998.10)
11.他 大学等 での講義 等
12.所 内外 の主要 な会議委 員な ど
北 海道大学 低温 科学研究所 共 同利 用委 員会(委 員)
13.研 究活動 の課題 と展望
これ まで雪氷 コアデ ー タが ほ とん どなか った北極域 の 大西 洋区 におい て掘 削 した雪氷 コアの解析 を行 い,太 平 洋
区 にお ける過去 の気候 ・環 境変動 を解 明す る,ま た,南 北両 極の深層 氷床 コアの比 較解析 を行 い,氷 期 一間氷期 サ
イクルの メカニズム とそれ に伴 う万年 ス ケールの気候 ・環境 変動 を研 究す る。
⑨ 佐藤 薫 北 極圏環境 研究 セ ンター助教授,理 学博 士(京 都大学:1991年)
1.専 門領域 二大 気科学
2.研 究課題
a)極 域 の大気 波動,渦 擾乱 と地球 気候へ の影響 に関す る研 究
b)極 域 大型 大気 レー ダーの開発 と大気科学 へ応 用
3.研 究 活動 の概 要 と成果
a)本 課 題の 目的 は,殆 ど研 究 され てい ない極域 の 中小 規模 大気 擾乱 に焦 点 を当て,様 々 な手 法 及び視 点か らそ の
力学 的特徴,地 球 気候へ の影響 を明 らか にす る こ とで あ る
今 年度 は,前 年度 に引 き続 き客 観解析(再 解析)デ ー タ,人 工衛 星観測 デー タを整備,更 新 した。 これ らのデ
ー タを用 いて,極 渦周辺 の渦位勾 配の極 大域 に捕捉 され る準 総観規模 波動 の解析 を行 った(冨 川喜弘氏 との 共同
研究).t昭 和 基地 にて2002年3月 に引 き続 き,同 年6,10,12月 に もラジ オゾ ンデ集 中観測 を行 い,極 域 重 力波
の 季節特性 と大規模 場へ の影響 を調べ る に十 分なデ ー タを得 た(吉 識宗 佳,木 津暢彦氏 との共 同研究)。
さ らに,前 年 度東大 海洋研 白鳳 丸での海 洋上成層 圏の 世界初 の南北 スキ ャ ン観 測で は,北 半球 熱帯 の対流 活動
に よって発生 し,南 半 球極域 に向 か って伝播 す る大振幅 重力波 を検 出 し,そ の 詳 しい特 徴 を論 文 に まとめ た(山
森美穂,荻 野慎 也,高 橋 憲義,冨 川喜 弘 との共 同研 究)、 昭和 基地 マ イク ロパ ル スラ イダー によ り観測 された極
成層 圏雲が対 流圏総 観規模擾 乱の 自発 的調節過程 によ り発生 した重 力波 で ある こ とを突 き止め た(柴 田隆,塩 原
匡 貴他 との共 同研 究)本 人が参加f'定 の第44次 南 極地域 観測 隊 にて,2003年6～10月 に行 なわれ る こ とに なっ
た,オ ゾ ンホー ル発 生 メカニ ズム を再考 す るための9つ の 南極基地 をむすぶ 国際共 同 オゾ ンゾ ンデ 不 ッ トワー ク
観測,同 年ll～12月 の オゾ ンホ ール回復の メカニ ズム を調べ るオゾ ンゾ ンデ集 中観測 の準 備 を始 めた、
b)大 型 大気 レー ダーは 高度1klnか ら数 百kmに 亘 る対流 圏 ・成層圏 ・中間圏 ・電離 圏が 高精度 高分解 能 で観測 可
能 な強 力 な測器 で ある、,これ を南極 に設置 すれ ば,必 ずや 極球 大気 科学 に大 きな進 歩が もた らされ る と考 え られ
る,、今年度 は,所 要電力 を決 めるポ イン トであ るパ ワーア ンプの方式 につ いて検 討 した結果,E級 ア ンプを採 用
す る ことで 当初の半 分 まで削 減で きるこ とを明 らか に した 、また,昭 和 基地へ のア ンテナの設 置方法 につ いて も
検 討 し,44次 隊 で環境 試験 の ため ア ンテナ2基 を昭和 基地 に設置 した。 また,前 年度 開発 した クラ ッター装 置
を用い て,昭 和基地 の レー ダー設 置候補 地での クラ ッター環境 を計測 した,,そ の結 果,迷 子沢 は レー ダー 設置 に
適 した環境 で ある ことが わか った。 また,前 年度 に引 き続 き研究 小集 会 を開 き,レ ー ダー を用 い た,科 学 及び技
術研究 につい て掘 り下 げた議 論 を行 なった い くつかの 国際会議 か らのresolutionを 得 た(江 尻 全機,麻 生武彦,
山内 恭,佐 藤 亨,堤 雅基氏 との共同研究)
4.研 究活 動歴
米国,　Northwest　 ResearchAssociates　 (外 国人招聴研 究 員)研 究(1995-1996,1998,2000)
米国,　NorthwestResearchAssociates　 (文 部省短期 在外研 究員)研 究(1999)
第44次 南極 地域観測 隊(越 冬 隊)参 加(2002.ll-)
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5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 一重 要 論 文)
Shibata,　 T.,　≦魎,　 Kobayashi,　 H.,　Yabuki,　 M.,　and　 Shiobat・a,　M.　 (2003):　 The　 AI/tarctic　 polar　 stratosphel・ic　 clouds
　　 　 u11del'　the　 telnperature　 perturbation　 by　Iloll-orographic　 illertia-gravity　 waves　 observed　 by　nnicro　 pulse　 lidar.　J.
Geophys.Res.,108,0.1029/2002JDOO2713
S峡and　 Dunkerton,　 T.　J.　(2002):　 Layered　 stl'ucture　 associate(1輌th　 low　potential　 vorticity　 Ilear　the　tropopause
　 　 　 seen　 in　high　 resolution　 radiosondes　 over　 .Japal1.　J.　Atmos.　 Sci.,　59,　2782-2800.
Yoshiki,M.　 and阯(2000):　A statistical　 study　 of　gravity　 waves　 ill　the　 polar　 regiolls　 based　 ol/　operational
　　　　radiosonde　 data.　J.　Geophys.　 Res.,　 105,　17995-18011.
　 　 _,Sato　K　,　Yamada,　 K.　alld　Hirota,　 1.　(2000):　 Global　 characteristics　 of　medium-scale　 tropopausal　 waves　 observed　 ill
　 　 　 ECMWF　 operational　 data.　Mol/.　Wea.　 Rev.,　 128,　No.11,　 3808-3823.
　 　 Sato　 K　,　Kumakura,　 T.　and　 Takahashi、 　M.　(1999):　 Gravity　 waves　 appearing　 ill　a　high-resolutioIl　 GCM　 simulatiol1.　 J.
Atmos.Sci.,56,No.8,1005-1018.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表 ノ
拠 」 ⊆　Yamamori,　 M.　 Ogino,　 S.,　Takahashi,　 N.　Tomikawa,　 Y.、　and　 Yamanouchi,　 T.:　The　 Meridional　 Scall　 of　the
　 　 　 Stratosphere　 Over　 the　Ocean　 in　2001　 (MeSso2001).　 12th　 Conference　 on　Middle　 Atmosphere,　 San　 Antonio,　 2002.
魍,　 Yamamori,　 M.,　Ogino,　 S.,　Takahashi,　 N.　and　 Tomikawa,　 Y.:　The　 Meridional　 Scan　 of　the　 stratosphere　 ()ver
　 　 　 the　 Ocean　 in　2001　 (MeSSO2001).　 International　 S}m/posium　 oll　Equatorial　 Processes　 Including　 Coupling　 (EPIC),
　 　 　 Kyoto,　 March,　 2002.
　 　 _Sato　 K　,　Tsutsumi,　 M.,　Aso,　 T.,　Sato,　 T.,　Yamanouchi,　 T.　and　 Ejiri,　M.:　The　 project　 of　Antarctic　 Syowa　 MST　 radar
　　　　(PANSY).　 Tokyo,　 Japan,　 July,　2001.
　 　Sgato　 K　:　Tropical　 tropopallse　 modificat　 ion　by　eqllatorial　 waves.　 SPARC　 Tropopause　 Workshop,　 Bad　 Tolz,　 Germally,
April,2001.
趾:　 Sources　 of　gravity　 waves　 ill　the　 polar　 middle　 atmosphere.　 European　 Geophysical　 Society　 XXW　 General
　 　 　 Assembly,　 Nice,　 France,　 March,　 2001.
　　 Sat.o　 K　:　Layered　 disturbances　 ass(〕ciated　 with　 low　 potential　 vorticity　 revealed　 by　 high-resolution　 radiosonde
　 　 　 observation　 in　Japan.　 2nd　 SPARC　 (Stratospheric　 Processes　 And　 their　Role　 in　Climate)　 General　 Assembly,　 Mardel
　 　 　 Plata,　Argent,ina,　 November,　 2000.
　 　 __Sato　K　 and　 Takahashi,　 M.:　Sources　 of　gravity　 v～・aves　sim/llated　 by　a　high-resolution　 GCM.　 Ninth　 Conference　 oll　the
　 　 　 Middle　 Atrnosphere,　 Long　 Beach,　 Califomia,　 U.S.A.　 January,　 2000.
_.SatoK:Medium-scalewavestrappedaro皿d　the mid-latimde　 tropopause.　 22th　 IUGG　 General　 Assembly,
　　　　Birmingham,　 U.K.　 July,　1999.
　 　 Sato.　 K.:　 A　 review　 of　 recent　 obsei'vational　 studies　 of　equatorial　 gravity　 waves.　 The　 SPARC　 QBO
　 　　 workshop,　 La　Jolla,　U.S.A.,　 March,　 1998.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)(2)「 衛 星 観 測 デ ー タ ・客 観 解 析 デ ー タ に 基 づ く 極 渦 周 辺 擾 乱 の 気 候 」(研 究 代 表 者)(平 成12～
14年 度)
特 定 領 域 研 究(B)「 北 極 域 に お け る 気 候 ・環 境 変 動 の 研 究 」(AO5研 究 分 担 者)(平 成12～14年 度)
特 定 領 域 研 究(B)「 成 層 圏 力 学 過 程 と オ ゾ ン の 変 動 お よ び そ の 気 候 へ の 影 響 」(BO1研 究 分 担 者)(平 成11～14
年 度)
奨 励 研 究(A)「 観 測 デ ー タ に 基 づ く極 域 重 力 波 の 力 学 特 性 と年 々 変 動 の 解 明 」(研 究 代 表 者)(平 成11年 度)
基 盤 研 究(A)(2)「 新 総 観 気 象 学:傾 圧 波 ・中 間 規 模 波 ・重 力 波 の 力 学 的 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成11年 度)
8.講 演 な ど
佐 藤 薫,堤 雅 基,麻 生 武 彦,佐 藤 亨,山 内 恭,江 尻 全 機,こ れ か ら の 南 極 観 測 一 南 極 昭 和 基 地 大 型 大 気 レ ー ダ
ー 計 画 －
Program　 of　the　Antar(!tic　 Syowa　 MST/IS　 Radar　 (PANSY);日.本 気 象 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム 「21世 紀 の 極 域 科 学 一 合 な ぜ
南 極 観 測 な の か 一 」
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
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日本気象学 会(気 象集誌編 集委 員,電 子情 報委 員,評 議 員)
　　Americall　 Meteol・ologi(・al　Society
　　 Americall　 Geophysical　 Union
10.受 賞 な ど
1991年 目本気 象学 会山本 ・正野論文 賞受賞
1998年 日本気 象学 会学 会賞受 賞
11.他 大学 等で の講義等
12.所 内外 の 主要な会議 委員 な ど
IUGG/IAMAS/ICMA　 (委 員)
日本学術 会議 ・地球電 磁気研 連将 来計 画 策定 ワーキ ング グル ープ(委 員)
13.研 究 活動 の課題 と展望
今後 も,極 域大気擾 乱の 力学 と地球気候へ の影響 とい う視点 で研 究 を進め る。引 き続 き,気 候 デ ー タ,観 測 デ ー
タの 整備,北 極,南 極で の新 たな観測 を行 い,こ れ らの デ ー タを用 いて,大 気 力学理論 を駆使 し,必 要 な らば大 気
モ デル に よる数値実 験 を行 い,極 域の大 気擾乱 の力学特性,オ ゾン等微 量成 分の輸送 ・混合過 程,大 規模循 環 との
相 互作用 を調べ る,,ま た,大 型 大気 レー ダー の技術 的検 討 を進 めて,南 極 に適 した システム設計 を進 める と同時 に,
電 離圏 か ら対流圏 に 至る広 い大気 領域 の新 たな科学の可 能性 を考察す る。
⑩ 藤田秀二 研究系雪氷学研究部門助教授,工 学博士(北 海道大学:1992年)
1.専 門領域:
・マイクロ波帯を中心 とした誘電物性研究
・電磁波を用いたりモー トセ ンシング
・氷と水の物理的性質
・極地雪氷学
・氷床 コア研究(氷 期 ・間氷期環境復元)
・巨大氷体の構造探査
2.研 究課題
・高周波 ・マイクロ波領域 を中心 とした氷結晶の誘電特性の研究
・不純物を含有する氷の電気特性 と力学特性
・雪氷圏電波 リモー トセ ンシング(特 にRFレ ーダサウンデ ィング技術)
・南極25041nド ームふ じコアの解析
・コア解析手法の開発
・極地氷床の3次 元物理構造の復元
3.研 究活動の概要と成果
・氷結晶の物性計測の研究概要
高周波領域での氷結晶の高周波電気物性 を計測 し,極 域氷床の電波 リモー トセンシングと氷床 コアの電気的物
性解析 に関わる氷の本質的な基礎情報の研究を進行 している。
・氷床コアに関する研究概要
交流ECM　 (AC-ECM)　 と呼ぶ,氷 コアの固体電気伝導度 を計測するための手法 を開発 ・改良を し,こ れを
2503mド ームふ じ深層 コア氷の計測に応用する研究を進行 している。 これにより,従 来法 より遥かに高い精度
で,氷 内部の不純物 イオ ン濃度を高速で数mmの 空間分解能で解明 しつつある。
・氷床のレーダサウンデ ィングに関する研究概要
上に記述 したの氷結晶の物性研究から求めた知見と,実 際の南極観測データを基礎 として,氷 床内部の物理状
態を解明研究 を進行 している。特 に,氷 床内部の氷結晶の結晶方位分布の変化が,氷 床内部に電波を散乱する
構二造 をつ くることを明 らかにし,遠 隔探査が氷床内部の力学的構造の解明に使用で きることを明 らかにしつつ
ある
4.研 究活動歴
第29次 日本南極地域観測隊(1987-1989)あ すか観測拠点越冬隊
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第37次 日 本 南 極 地 域 観 測 隊(1995-1997)ド ー ム ふ じ 観 測 拠 点 越 冬 隊
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
Flljita、 　S.,　Azllma,　 N.,　 Motoyama、 　H.,　 Kameda,　 T.,　 Narita,　 H.,　 Matoba、 　S..　Igarashi,　 M,　 Ko止mo,　 M.,　 Fujii,　 Y.　and
　 　 　 Watanabe,　 0.　 (2002):　 Linear　 and　 non-linear　 relations　 between　 HF　 conductivity,　 AC-ECM　 sigllals　 and　 ECM　 sigllals
　 　 　 of　Dome　 F　Antarctic　 ice　core　 fl'om　 a　labolatory　 experimellt.　 Alm.　 Glaciol.,　 35,　321-328.
　 　 Fulita、 　S.,　Azuma,　 N.,　 Motoyama,　 II.,　Kameda,　 T.,　 Narita,　 H.,　 Fujii、 　Y.　 and　 Watallabe,　 0.　 (2002):　 Electrical
　 　 　 measul'ements　 oll　the　 2503-m　 Dome　 F　Aiitai'ctic　 ice　(lore.　 Ann.　 Gla(:ioL,　 35,　313-320.
　 　 Fuiita.　 S.,　Matsuoka,　 K,　 Maeno,　 H.,　 Fllrukawa　 T.　 and　 Matsuoka,　 K.　 (2002):　 Scatterillg　 of　VHF　 radio　 waves　 from
　 　 　 Within　 the　 top　 700　 m　 of　 the　 Antarctic　 i(:e　sheet　 and　 its　relation　 to　 the　 depositional　 ellvirollmellt:　 a　case　 study
　 　 　 along　 the　 Syowa--Mizllho--Dome-F　trav(}rse.　 Alm.　 GlacioL,　 34,　 157-164.
　 　 Matslloka,　 K.、　Maeno、 　H.、　Uratsuka,　 S.,　 Fuiita、 　S.,　Furukawa,　 T.　and　 Watanabe,　 O.　 (2002):　 A　ground-based,　 Imllti-
　 　 　 frequency　 ice-pelletl'atillg　 radar　 syst(⊃m.　 Ann.　 Glaciol.,　 34,　171-176.
F旦iita.　 S.,　Azuma,　 N,　 Fujii,　 Y.,　Kameda,　 T.,　 Kamiyama,　 K.,　Motoyama,　 H.,　Narita,　 H.,　 Shoji,　 H.,　 and　 WataIlabe,　0.
　 　 　 (2002):　 Ice　 core　 pro(lessing　 at　Dome　 Fuji　 Station,　 Antarctica.,　 Mem.　 Natl.　 Inst.　 Polar　 Res.,　 Spec.　 Issue　 56,　 275-
286.
　 　 Siegert,　 M.J.,　 and　 Flllita、 　S.(2001):　 Internal　 ice-sheet　 radar　 layer　 profiles　 and　 their　 relation　 to　 refle(:tioll
　 　 　 mechallisms　 between　 Dome　 C　and　 the　 Transantal℃tic　 Mol111taills.　 J.　Glaciol.,　 45(157),　 205-212
　 　 Lythe.　 M.B.,　 Vaughan,　 D.G.,　 BEDMAP,　 Col/sortillm:,　 Fujita、 　S.,　Maeno,　 H.、　Nishio,　 F.,　et　al.(2001):　 BEDMAP:　 a　Ilew
iee　thickness　 and　 subglacial　 topographi(:　 model　 of　Antarctica,　J.　Geophys.　 Res.,　 106(B6),　 !!,335-llβ51.
藤 田 秀 二(2001):ア イ ス レ ー ダ で 読 む 氷 床 内 部 の 構 造.学 術 月 報2月 号,ll-15
　 　 Fuiita、 　S　,　Matusoka,　 T.,　 Ishida,　 T.,　 Matslloka,　 K.,　 and　 Mae,　 S.　 (2000):　 A　 summary　 of　the　 complex　 dielectric
　 　 　 permittivity　 of　ice　ill　magahertz　 range　 and　 its　applications　 for　radar　 sounding　 of　polar　 ice　 sheets.　 Physi(:s　 of　ice
　　　　 core　 records,　 T.　Hondoh　 ed.　 Hokkaido　 University　 Press,　 185-212.
　 　 Sugiyama,　 K,　 Fujita、 　S.,　Narita,　 H.、　Goto-Azllma,　 K.,　Hondoh,　 T.,　Mae,　 S.,　Fisher,　 D.　 A.,　and　 Koerner,　 R.　M.　 (2000):
　 　 　 Measurment　 of　electrical　 conductance　 ill　ice　 cores　 by　 AC-ECM　 method,　 Physics　 of　ice　 core　 records,　 T.　Hondoh
　 　 　 ed.　 Hokkaido　 UIliversity　 Press,　 173-184.
藤 田 秀 二(2000):大 陸 氷 と 惑 星 氷 の レ ー ダ ー サ ウ ン デ ィ ン グ ー 氷 の 高 周 波 誘 電 物 性 か ら み た 現 状 と 将 来 展 望 一
　 　 　 (Radar　 sounding　 of　ic〔}　sheets　 and　 ice　 iIl　outer　 planets:　 possil)ilities　 and　 limitations　 considering　 the　 dielectric
properties　 of　ice　crystals)　 ,　　 日 本 雪 氷 学 会 誌 「雪 氷 」,62(1)49-60.
　 　 Hondoh　 T.,　 Narita,　 H.,　 Hori,　 A.、　Fujii,　 M.,　 Shoji,　 H.,　 Kameda,　 T.,　Mae,　 S.,　Fuiita.　 S.,　Ikeda,　 T.,　 Fukazaxva,　 11.,
Fukul皿ra,　 T.,　Azllma,　 N.,　 Wong,　 Y.,　Kunio,　 K.,　Watal/abe、　(一).,　and　 Motoyama,　 H.(1999):　 Basic　 analyses　 of　Dome
　 　 　 Fuji　 deep　 ice　core,　 part2:　 physical　 pr()perties,　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology,　 13,　90-98.
　 Hori,　 A.,　Tayuki,　 K,　 Narita,　 H.,　Hondoh,　 T.,　Fuiita、 　S.,　Kameda,　 T.,　 Shoji,　 H.,　 Azuma,　 N.,　 Kamiyama,　 K,　 Fujii,　 Y.,
　 　 Motoyama,　 H.　 and　 Wat'anabe,　 0.　 (1999):　 A　detailed　 density　 profile　 of　the　 Dome　 Fuji　 (Antarctica)　 shallow　 ice　(}ore
　 　 　 by　 X-ray　 transmission　 method,　 Alm.　 Glaciol.,　 29,　211-214.
　 Fujii,　 Y.,　Kohno,　 M.,　 Motoyama,　 H.,　Matoba,　 S.,　Watallabe、 　0.,　 Fuiita、 　S.,　Azuma,　 N.,　 Kikuchi,　 T.,　Fukuoka,　 T.,　and
　 　 　 Suzuki,　 T.　(1999):　 Tephra　 layers　 il/　the　 Dome　 Fuji　 (Antar(ltica)　 deep　 ice　core.,　 Alm.　 GlacioL,　 29,　 126-130.
　 Fuiita、 　S.,　Maeno,　 H.,　 Uratsuka,　 S.　Furukawa,　 T.,　Mae,　 S.,　Fujii,　 Y.,　and　 O.　 Watanebe　 (1999):　 Nature　 of　radio-echo
　 　 　 layering　 in　the　 Antar(:tic　 ice　 sheet　 detected　 by　 a　two-frequency　 experimel/t.　 J.　Geophys.　 Res.,　 104　 (B6),　 13013-
13024
藤 井 理 行 他,全26名(藤 田 秀 二 を 含 む)(1999):南 極 ド ー ム ふ じ 観 測 拠 点 に お け る 氷 床 深 層 コ ア 掘 削 　 (Deep　 Ice
Coring　 at　Dome　 Fuji　 Statiol1,　 Antarctica)　 ,　南 極 資 料1(AIltar(:ticRecord),43(1),162-210.
　 　 Matsuoka,　 T.,　 Mae,　 S.,　Fukazawa,　 H.、　Fulita.　 S.,　XVatanabe,　 0.　 (1998):　 Microwave　 dielectric　 properties　 of　the　 i(te
　 　 　 core　 from　 Dome　 Fuji,　 Antarctica.　 Geophys.　 Res.　 Lett,　 25　 (10),　 1573-1576.
　 Takahashi,　 S.,　Kameda,　 T.,　Ellomoto,　 H.,　Shiraiwa,　 T.,　Kodama,　 Y.,　Fuiita、 　S.,　Motoyama,　 H.,　Watanabe,　 0.,　Weidller,
　 　 　 G.A.,　 Stearns,　 C.R.　 (1998):　 Alltomiltic　 weatller　 station　 program　 during　 Dome　 Fuji　 project　 by　 JARE　 ill　East
　 　 　 Dronming　 Maud　 Land,　 Antarctica.　 Alm.　 Glaciol.,　 27,　528-534
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6.
【 ?
Fuiita、 　S.,　Kawada,　 K.,　 Fujii,　 Y.　 (1998):　 Glaciologi(:al　 data　 collected　 by　 the　 37th　 Jal)al}ese　 Antarctie　 Research
　 　Expedition　 during　 1996-1997,　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition.　 JARE　 data　 reports,　 No.234,　 46p.
口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Fuiita.　 S.,　Matsuoka,　 K.,　 Maem,　 H.　 and　 Fllmkawa,　 T.:　 Sc;atterillg　 of　VHF　 radio　 waves　 from　 withill　 all　i(:e　sheet
　 cOIItaillillg　 vertical-girdle-type　fabrics　 and　 anisotropic　 reflection　 boundaries・ 　Intei'national　 SymPosillm　 olI
　 Physical　 alld　 Mechanical　 Processes　 ill　Ice　il)　Relation　 to　Glacier　 and　 Ice-Sheet　 Modelling　 held　 in　Chamollix　 Mont-
　　 Blanc,　 France,　 26-30　 August　 2002.
Fuiita.　 S.,　Mat,suoka,　 K.,　 Maeno,　 H.　 and　 Furukawa,　 T:　 Scatterillg　 of　VHF　 radio　 waves　 from　 within　 deepest　 several
　 hundred　 met.ers　 of　the　 Antarctic　 ice　sheet.　 IIltemational　 Sylnl)osium　 on　 Physical　 and　 Mechanical　 Processes　 in　Ice
　 in　Relation　 to　Glacier　 and　 Ice-Sheet　 Modelling　 held　 in　Chamonix　 Mont-Blanc,　 France,　 26-30　 August　 2002.
Fuiita.　 S.,　Matslloka,　 K.,　Maeno,　 H.,　Furukawa　 T.　 and　 Matsuoka,　 K.:　Scattering　 of　VHF　 radio　 waves　 from　 withill　 the
　 top　 700　 m　 of　t,he　 Antarctic　 ice　 sheet　 alld　 its　relation　 to　the　 depositional　 environment:　 a　case　 study　 along　 the
　 Syowa--Mizuho--Dome-F　traverse.　 International　 Symposium　 oll　Remote　 Sensing　 ill　Glaciology　 held　 in　Maryland,
U.SA,4-8June2001
Fulita,　 S.,　Azllma,　 N.,　 Motoyama,　 H.,　 Kameda,　 T.,　Narita,　 H.,　 Matoba,　 S.,　Igarashi,　 M.,　 Kohno,　 M.,　 Fujii,　 Y.　 alld
　 Watanabe,　 O.:　 Linear　 and　 non-linear　 relations　 betweell　 HF　 conduct,ivity,　 AC-ECM　 signals　 and　 ECM　 signals　 of
　 　Dome　 F　AIItarctic　 ice　core　 from　 a　labolatory　 experimellt.　 The　 International　 Symposium　 on　 Ice　 Cores　 and　 Climate
　　 held　 in　Kangerlussuaq,　 Greenland,　 19-23　 August　 2001
Fuiita、 　S.,　Azuma,　 N.,　Motoyama,　 H.,　Kameda,　 T.,　Narita,　 H.,　 Fujii,　 Y.　and　 Watanabe,　 O:　 Measurements　on　 the　 2503-
　 　 In　Dome　 F　 AIltarctic　 ice　 core.　 International　 Symposium　ol Ice　 Cores　 and　 Climate　 held　 in　 Kangerhussuaq,
　　 Greenland,　 19-23　 August　 2001.
Fuiita.　 S.,　Maeno,　 H.,　Uratsuka,　 S.,　F皿lkawa,　 T.,　Mae,　 S.,　Fujii,　 Y.　and　 Wat.anabe,　 0.:　 (}roWth　 of　high-shear　 zones　 in
　 the　 Antarctic　 ice　 sheet:　 observation　 by　 radar　 sounding.　 IIltemational　 Symposium　on　 the　 Verification　 of
　 　 Cryospheric　 Models　 held　 in　Zurich,　 Switzerland,　 16-20　 August　 l999
藤 田 秀 二:多 周 波RFレ ー ダ 探 査 で み え は じ め た 氷 床 氷 体 の 内 部 物 理 構 造 一 ド ー ム ふ じ 掘 削 点 近 傍 を 例 に し
て 一,日 本 雪 氷 学 会 北 海 道 支 部1999年 度 春 の 講 演 会1999年4月28日13:30-15:15招 待 講 演,北 海 道 大 学 学 術
交 流 会 館
Fuiita,　 S.:　Radar　 sounding　 of　the　 Antal℃tic　 ice　sheet　 with　 a　two-frequency　 method.　 Europa　 Radar　 Somlder　 IIlitiative
　 　Workshop,　 NASA　 JPL,　 Wyndham　 Garden　 Hotel,　 Monrovia,　 CA,　 USA,　 Apri1　27-29,　 1998
F・jit・、　S.・　R・dar　 s・u・di・g　・f　th・　A・t・・cti・　ice　・heet　with　 ・　tw・ 一－f・equ・n・y　m・th・d・ 　NASA　 A・t・・cti・　W・ ・k・h・p,
　 　UIliversity　 of　Wiscollsin,　 Madison,　 WI,　USA,　 14-16　 July,　1998
Fuiita、　S.,　Maeno　 H.,　Uratsuka　 S.,　Furukawa　 T.,　Mae　 S.,　Fujii　Y.,　Watanabe　 O.:　Nature　 of　radio-echo　 layering　 in　the
　 　 AIltarctic　 ice　sheet　 detected　 by　 a　two-frequency　 experiment.　 Sixth　 InterllatioIlal　 Symposium　 oll　AIltarctic
　 　 Glaciology　 held　 in　Lanzhou,　 China,　 5-9　September　 l998
Fuiita、 　S.,　Maeno,　 H.,　Uratsuka,　 S.,　Furukawa,　 T.,　Mae,　 S.,　Fujii,　Y.　and　 Watanabe　 O.:　Distribution　 of　the　shear　 zones
　 　 in　the　 AIltarctic　 ice　sheet　 detected　 by　radar　 sounding.　 Sixth　 International　 Symposium　 oll　AIltarctic　 Glaciology
　 　 held　 in　Lanzhou,　 China,　 5-9　September　 l998
　 Fuiita、　S.:　Interior　 nature　 of　ice　sheet　 detected　 by　a　multiple-frequency　 radar　 method.　 International　 syt)/l)OsiUm　 OII
Physics　 of　lce　Core　 record　 (PICR),　 支 笏 湖 畔,日 本,14-17September,1998
F。iit。.S.、lcec。,eanaly、i・WithAC-ECMmeth・d.1・t,・・nati・nal・ymp・ ・ium・nPhy・i… 　 fIceC・ …　 e…　 d　 (PICR)・
支 笏 湖 畔,日 本,14-17September,1998
.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
学 術 創 成 研 究(2)「 極 地 氷 床 に お け る 物 理 過 程 の 解 明 と そ れ に 基 づ く気 候 ・環 境 変 動 史 の 高 分 解 能 解 析 」(研 究
分 担 者)(平 成14年 ～18年)
特 定 領 域 研 究(2)「 環 北 極 雪 氷 掘 削 コ ア に よ る 急 激 な 気 候 ・環 境 変 動 の 解 明 」(研 究 分 担 者)(平 成11年 ～16年)
奨 励 研 究(A)「 南 極 氷 床 内 部 か ら の 電 波 散 乱 の 多 周 波 ・多 偏 波 情 報 の 解 析 に よ る,応 力 ・歪 み 構 造 の 解 読 」(研
究 代 表 者)(平 成12年 ～13年)
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基盤 研究(B)「 山岳氷 河の氷 厚測定 用 インパ ルス式 ア イス レー ダの開発1(研 究 分担 者)(平 成12年 ～14年)
基盤研 究(B)「 氷床 氷体 中の レー ダ波伝搬過 程 と内部物理構 造の解 明」(研 究 分担 者)(平 成ll年 ～12年)
特定 領域研 究(B)「 氷 の物性 と氷床 変動研究」1研 究分担 者・ 〔平成10年 ～12年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及び社 会的活 動
日本物理 学 会,R本 雪 氷学 会(極 地雪 氷分科 会幹事!,日 本 リモ ー トセ ンシ ング学 会,国 際雪 氷学 会,電 子情報
通信学 会,　IEEE　 (GeoscienceandRemoteSensingSociety),　A eri anGeophysicalUnion
10.受 賞 な ど
平 成11年 度 山下太 郎学術 奨励賞 受賞(「 マ イクロ波領 域 におけ る氷結晶 の誘電特 性の測 定 と,南 極 大陸 氷床 にお
け る電 波 リモー トセ ンシ ングへ の応用 に関す る研 究」 に よるI
l999年 日本雪 氷学会平 田賞受 賞/t「 多周波 レー ダによる南 極氷床 の動 力学的研究」 による)
11.他 大学等 での講義 な ど
12.所 内外 の主要 な会議 委 員 な ど
国立極地研 究所広 報編 集委員 会(委 員)
13.研 究 活動 の課題 と展望
項 目3に 記 載 した3つ の主要 課題 「1'氷結 晶の物性計 測,2氷 床 コアに関す る研究 概要,:3'氷 床 の レー ダサ ウ ン
デ ィング」 に関 し,研 究 を継続 す る,特 に,1'に つ いては計測技 術 の洗練 と応用,② につ いて も,コ ア計 測技術 や
測定機 器の 開発 と実 際 の計 測へ の応用,3に ついて は,既 存 のデー タの更 なる解析 と同時 に,レ ー ダ観測技 術の新
規開発 と南極 観測へ の応 用技 術 の洗練 をはか る そ れに よ り,氷,氷 コア,レ ー ダ探 査 を組 み合 わせ,極 地 に存在
す る巨大氷体 の存在 や振 る舞 いにつ いての,ミ クロか らマ クロへ の トー タルの理 解 を 目標 とす る.
⑪ 平 沢 尚 彦 情 報 科 学 セ ン タ ー 助 手,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 科 極 域 科 学 専 攻 助 手(併 任),学 術 修 士(筑 波
大 学:1986年
1.専 門 領 域:気 象 学
2.研 究 課 題:極 域 大 気 雪 氷 圏 に お け る 水 の 循 環 と そ れ に 関 わ る 大 気 現 象
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
冬 季 の 南 極 域 の 対 流 圏 大 気 に は,成 層 圏 か ら続 く極 渦 が 安 定 して 現 れ る,,総 観 規 模 擾 乱 の 発 達 が 頻 繁 に 起 こ る 傾
圧 帯 は,南 極 大 陸 氷 床 の 外 側,南 緯55度 付 近 を 中 心 に 大 陸 を 取 り巻 い て い る 、 低 緯 度 側 と 高 緯 度 側 と の 間 で 熱 や
水 を 効 率 的 に 混 合 す る 総 観 規 模 擾 乱 が,南 極 内 陸 域 に 影 響 を 及 ぼ し に く い 環 境 で あ る 、 そ の 中 で,時 々 起 こ る ブ ロ
ッ キ ン グ 現 象 が 極 渦 を壊 し,そ れ に 関 連 し て 大 陸 の 外 側 の 低 緯 度 ノく気 を 内 陸 ま で 持 ち 込 む こ と を 見 出 し た
南 極 内 陸 域 で は 大 気 下 端 に 気 温 逆 転 層 が 発 達 し て い る が,気 温 逆 転 層 の 特 徴 を 調 べ る 為 に1997年 に 通 年 で 観 測
さ れ た 気 象 ゾ ン デ デ ー タ の 補 正 方 法 を 構 築 し た
NOAA,　 MOSの 衛 星 デ ー タ の ア ー カ イ ブ と ・次 処 理 を 行 い,南 極 大 陸Lの 雲 検 出 ア ル ゴ リ ズ ム の 検 討 を 行 っ た
4.研 究 活 動 歴
ノ ル ウ ェ ー ・ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン域 大 気 観 測 参 加(1996.3):
第38次 南 極 地 域 観 測 隊1越 冬 隊)参 加i.1996-1998i
ノ ル ウ ェ ー ・ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン域 大 気 観 測 参 加11999.31
ノ ル ウ ェ ー ・ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン域 大 気 観 測 参 加(2000.4'i
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文l
　 　 Kadosaki,　 G.,　Yamanouchi,　 T.　alld　 Hirasawa　 N　 (2002):　 Temperature　 dependence　 of　bi'ightiiess　 tempel'atul'e
difference　 of　AVHRR　 infrared　 split輌11(low　 (:haimels　 il}　the　Alltarctic.　 Polar　 Meteorol.　 Glaciol.,　 16,　106-115.
1'沢 晋 ク(2000):ド ー ム ふ じ観 測 拠 点 に お け る 風 向 測 定 値 の エ ラー と 補 正 .南 極 資 料,Vol.44,No.3,249-264.
　 　 Hirasawa　 N.,　Nakailnura,　 H.　and　 YamaIloll(:hi,　 T.　(2000):　 Abrupt　 changes　 ill　meteorologi℃al　 conditions　 ol)served　 at
　 　 　 all　inland　 Antarctic　 statiol/　in　associatioll　 with　 willtertime　 blo℃king　 formatiol1.　 Geophys.Res.Lett.,　 27,　1911-1914.
"rf;尚¥z・ 木 津 暢 彦(1999):気 温 急 変 時 に お け る 高 層 ゾ ン デ の ア ネ ロ イ ド気 圧 計 の エ ラ ー に つ い て.天 気,46,
141-146.
6.口 頭 発 表1過 去 の 代 表 的 な 発 表)
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－II/1沢'S男,林 政 彦,山 内 恭:低 温 環境 下 にお けるバ イサ ラゾ ンデデ ー タの補 正.極 球 気水圏 シンポ ジウム,25,
東京,2002年11月.
"沢 晋 ク,林 政彦,山 内 恭:南 極内 陸 ドー ムふ じ基地 にお ける気温逆 転層 の季節変 化.日 本 気象学 会秋季 大会,
札幌,2002年10月.
　　Hirasawa　 N.,　Nakamura,　 H.　and　Yainanouchi,　 T.:　Abrul)t　changes　 in　meteorological　 conditions　 observed　 at　all
　 　 inland　Alltarctic　station　ill　association　 with　wintertime　 blocking.　 Extended　 abstract　 of　the　second　 Wadati
　　　conference　 on　global　change　 and　the　polar　climate.　Tsukuba,　 Japan,　March　 7-9,　2001.
　　Hirasawa　 N.　alld　Yamanouchi,　 T.:　Preliminary　 results　of　observation　 of　longwave　 radiation　at　Dome　 Fuji　statioll,
　　　Antarctica.　IUGG　 XXII　General　 Assembly,　 MIO8:Radiation　 and　clouds　in　polar　regions,　22　July　1999.
7.科 学研 究費 補助 金取 得状 況
特定研 究(B)「 北極域 対流圏 ・成層 圏物質の 変動 と気 候影響」(研 究分担 者)(平 成ll～16年 度)
基盤 研 究A2「 北極 エ ア ロゾル とオゾ ン ・雲 との 相互作 用 及びそ の気候 影響 に関す る研 究」(研 究 分担者)(平 成
!!～13年)
基盤 研究B2「 小型気球 搭載 用超小 型成層 圏大気 サ ンプ リング システ ムの開発」(研 究 分担者)(平 成11～13年)
国際学術研 究 「北 極域 にお ける温室効 果気体 の変動 と循環 の研 究」(研 究 分担者)(平 成11,12年)
基盤研 究A2「 ス ピ ッツベルゲ ン上空 の北極成層 圏雲 の形態 と不均 一 反応の調 査研究」(研 究分担 者)(平 成11年)
8.講 演 な ど
はたがや地球倶 楽 部(2002.6.13)
9.学 会及 び社 会的活動
日本気象学 会 会員(同 学 会講演 企画委 員,極 域寒 冷域研 究連絡 会委員)
10.受 賞 な ど
11.他 大学等 での講義 な ど
12.所 内外 の 主要な会議委 員 な ど
13.研 究活 動の課 題 と展 望
極域 の水循環 を理解 す るため に,特 に,大 気惑 星境 界層 の観測 を展開 したい。 季節変 化及び 日変化す る境 界層 の
構 造 を把握 し,自 由大 気 との水 ・物 質の や り取 りを明 らか にす る ため に,大 気 惑 星境 界層 上面 の上 の高 度2000m
程 度 までの係留 気球 ゾ ンデに よ り,多 層 の連続的 な観測 を行 う、,また,無 線 コ ン トロールの小型 無 人飛 行機 を利用
した観 測で は,よ り高高度 の3次 元 的 な観測 或 いは係 留で は行 えない重量 の測定機 等の利 用 を可 能 にす るで あろ う、
氷点 ドSO℃ の環境 で正常 に作動 す る観測 設備 を 目標 とす る
南 極観測 におけ る航 空機 の効率 的 な利用 によって,夏 期 間,冬 期 間の観 測 を分 けて集約 的 に行 う こ とを企 画 し,
季節 別の南 極氷床 の1函養 ・消耗過 程 を明 らか にす るこ とを目指 すtt　　また,電 源 の改 良な どを とお して,無 人観測 基
地 を実現 したい、
極 域全体 の理解 をす るため には,全 球 客観解析 デー タの利 用が不 可欠で あ り,ロ ス ビー波 に代表 され る惑 星波 の
関 わ り方や,水 循 環 を駆動 す る大気循環 を引 き起 こす 機構 を研 究 したい。大 気循環 を引 き起 こす機 構の 中で根 本的
な項 は放射 効果 で あ るが,衛 星 に よる極域 にお ける雲域検 出 と雲 の 有無 に よる放射 収支 へ の影響 の研 究 を進 め た
い ⊂.
⑫ 古川晶雄 研究系雪氷学研究部門助 手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任)博 士(理
学)(名 古屋大学:1998年)
1.専 門領域:雪 氷学
2.研 究課題:南 極氷床表面の堆積過程
3.研 究活動の概要 と成果
地球規模の気候変動に応答 して,南 極氷床が どのように変動するかを明 らかにするためには,南 極氷床の質量収
支に関わる諸過程が気候変化に対 してどのように応答するかを明 らかにする必要がある。特に南極氷床表面では雪
の堆積が数年間にわたって中断する現象が頻繁 に発生 し,氷 床 コアの年代を決定する際に重要 となる氷床表面での
年層の欠唇を引き起 こす。 また,氷 床表面の堆積中断は氷床下の基盤地形 と密接な関係を持つことか ら,堆 積中断
域の存在形態は,氷 床の動力学的状態 も反映 している可能性がある。氷床の現在の動力学的状態 を明 らかにす るた
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め に,東 南 極 目 瀬 流 域 の 氷 床 変 動 解 析 を 行 っ た ド ー ム ふ じ を 頂 部 と す る 白 旗 流 域 に お い て,ド ー ム ふ じ 頂 上 か ら,
流 域 か ら の 主 な 流 出 口 に な っ て い る 白 旗 氷 河 へ 至 る 流 線 沿 い と 標 高2,200mの 等 高 線 沿 い の 表 面 流 動 速 度 分 布 を 明
ら か に し た,,
4.研 究 活 動 歴
第29次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1987-1989.i/
第33次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1991-1993、
第36次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1994-1995,
オ ー ス ト ラ リ ア ・南 極 共 同 観 測 セ ン タ ー(長 期 在 外 研 究 員)研 究(1996)
第40次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊:1参 加1::1998-・20001,i
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 Suzuki,　 T.,　Iizuka,　 Y.,　Matslloka,　 K,　 Furukaxva.　 T.、　Kamiyama、 　K.　 al/d　 Watallabe,　 0.　 (2002):　 Distribution　 of　sea　 salt
　 　 　 components　 in　sllow　 cover　 alollg　 the　 traverse　 rollte　 from　 the　 (loast　 to　 I)ome　 Fuji　 Station　 lOOO　 km　 inland　 at　east
　 　 　 Droiming　 Maud　 Land、 　Antarctica.　 Tellus,　 54B,　 407-411.
　 　 Fujita,　 S,　Maeno,　 H.,　Fllrukawa.　 T.　and　 Matsuoka,　 K.　 (2002):　 f　cattering　 of　VHF　 radio　 waves　 from　 vsirfthin　the　 tol)　700
　 　 　 m　 of　 the　 Antarctic　 ic;e　sheet　 alld　 its　relation　 to　 the　 dep〔)sitional　 elwirollmellt:　 a　case　 study　 along　 the　 Syowa-
　 　 　 Mizuho-Dome　Fuji　 traverse.　 Alm.　 Glaciol,　 34,　 157-164.
　 Matslloka,　 K,　 Heno,　 H.,　 Uratsuka,　 S.,　Fujita、 　S.、　Fllrukawa.　 T.　 and　 WataIlabe,　 0.　 (2002):　 A　 ground--based,　 multi-
　 　 　 frequency.　 ice-penetrating　 radar　 system、 　Alm.　 Glaciol.　 34、　171-176.
　 　 Suzuki,　 T.,　Iizuka,　 Y.,　Furukawa,　 T.、　Matsuoka,　 K.,　Kantiyama,　 K　 aIld　 "'ataiiabe,　 0.　 (2001):　 Regional　 distl・iblltion　 of
cheInical　 tracel's　 ill　sllLow　 cover　 along　 tlle　 rolユte　 from　 Sl6　 to　 Dome　 Fuji　 ,Station,　 east　 Drolming　 Malld　 Land,
　 　 　 AIltarctica.　 Polar　 Meteorol.　 GlacioL,　 15,　 133-140.
　 Fukamachi,　 Y.,　Wakatsuchi、 　M.、　Taira.　 K.,　 Kitagawa、 　S..　Ushio,　 S.、　Takahashi,　 A.,　Oikawa,　 K.,　Furuka"'a、 　T.,　Yoritaka,
　 　 　 H.,　 Fukuchi,　 M.　 and　 Yamanouchi,　 T.　 (2000):　 Seas〔mal　 variability　 of　l)ottom-water　 properties　 off　 Adelie　 Land,
　 　 　 Anrarctica.　 J.　Geophys.　 Res.,　 105,　 6531-6540.
　 Watallabe,　 K.,　 Stow,　 K,　 Kamiyama,　 K.,　 Motoyama,　 H.,　 Fllmkawa、 　T.,　WataI/abe,　 0.　 and　 Narita,　 H.　 (2000):　 ECM
　 　 　 profile　 oll　the　 S25　 (tol・e　and　 its　relatioiishil)s　 xVith　 (:hemical　 cOIIIP()sitions.　 Bull.　 Glacier　 Res.,　 17,　17-22.
　 Fujita,　 S.,　Maello,　 H.,　 Uratsuka,　 S.,　Fm・ukawa、 　T.、　Mae,　 S.、　Fujii、　Y.　and　 Watallabe,　 0.　 (1999):　 Nature　 of　radio　 e(・ho
　 　 　 layerillg　 ill　t.he　Antarctic　 i(:e　sheet　 (letected　 by　 a　two-fi'equency　 experimellt.　 J.　Geophys.　 Res.,　 104,　 13013-13024.
　 　 Enomoto,　 II.,　Motoyama、 　H.,　 Shiraiwa,　 T.、　Saito、 　T.、　Kameda、 　T.,　 Furukawa,　 T.,　 Takahashi,　 S.,　Kodama、 　Y.　 and
　 　 Watallabe,　 0.　 (1998):　 Winter　 "Ttlrmillg　 over　 Doine　 Fuji、 　East　 Antarctica　 and　 semialm/lal　 oscillatioll　 in　the
　 　 　 atmospheric　 circlllation.　 J.　Geol)hys.　 Res.、 　23,103-23,111.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発.表t/
古 川 晶 雄,本 山 秀 明,松 岡 健 一,渡 邉 興 亜:東 南 極 白 旗 流 域 に お け る 氷 床 変 動.第25回 極 域 気 水 圏 シ ン ポ ジ ウ
ム,国 立 極 地 研 究 所,東 一京,2002年ll月20日 ～21日.
古 川 晶 雄,本 山 秀 明,福 田 順 洋,岩 野 祥 子,渡 邉 興 亜:東 南 極 白 癩 流 域 に お け る 氷 床 変 動 観 測.2002年度 日 本
雪 氷 学 会 全 国 大 会,山 形 市,2002年10月8日 一11日.
nlrukawa　 T.:　 Snow　 surface　 (:ondition　 from　 the　 (・oast　 to　 Dome　 Fuji　 and　 its　 relation　 with止liatus
phenomenon　 in　 sllow　 surface　 layers,　 Antarctiてla.　 China-Japan　 IIlterllational　 Symposhlm　 oll　Polar　 Glaciol()gy,
　　 　　 Shanghai,　 Chilla,　 12-16　 Septeinber,　 2001.
古 川 晶 雄,鈴 木 利 孝,松 岡 健 …,福 崎 順 洋,本LLi秀 明,渡 邉 興 亜:南 極 白 旗 流 域 に お け る 氷 床 変 動 観 測.第23
回 極 球 気 水 圏 シ ン ポ ジ ウ ム,国 立 極 地 研 究 所,東 京,2000年ll月29日 ～30日.
古 川 晶 雄,鈴 木 利 孝,松 岡 健 一.改 井 洋 樹,渡 邉 興 亜:第40次.南 極 観 測 隊 雪 氷 観 測 概 要.2000年 度 日 本 雪 氷 学
会 全 国 大 会,加 賀 市,2000年10月1日 ～5日.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
8.講 演 な ど
川 崎Fii青 少 年 科 学 館 講 演il2002.12'i
9.学 会 活 動 お よ び 社 会 活 動
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日本雪氷学会,国 際雪氷学会
10.受 賞 など
日本雪氷学会平田賞(2001.10)
11.他 大学等での講義等
12.所 内外の主要な会議委員など
13.研 究活動の課題 と展望
南極氷床表面においては,数 年間にわたって堆積が中断するような堆積中断域は,斜 面下降風が加速 されるよう
な氷床表面の急傾斜の場所に発達 している,、氷床変動 との関係を定量的に明らかにするためには,氷 床の現在の動
力学状態を明 らかにする必要がある.東 南極白旗流域 における現地でのGPSに よる氷床変動観測 と人工衛星によ
るデータを活用し,流 域全体の氷床変動 に大 きな影響 を及ぼしている白旗氷河周辺の動力学特性を明 らかにする。
⑬ 牛 尾 収 輝 北 極 圏 環 境 研 究 セ ン タ ー 助 手,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 手(併 任),博 士
(理 学)(北 海 道 大 学:1994年)
1.専 門 領 域:極 域 海 洋 学
2.研 究 課 題:沿 岸 ボ リ ニ ア の 物 理 過 程,南 大 洋 中 層 循 環 の 実 態 と そ の 変 動 機 構,南 極 東 ドロ ン ニ ン グ ・モ ー ドラ ン
ド沖 の 海 氷 消 長
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
南 大 洋 で 漂 流 させ た 中 層 フ ロ ー トの 軌 跡 と水 温 デ ー タ を 解 析 し た 結 果,ウ ィ ル ク ス ラ ン ド沖 で 低 気 圧 性 海 洋 渦 の
形 成 証 拠 を 捉 え,活 発 な 湧 昇 が 生 じ て い る こ と を 示 し た 。 同 海 域 の 海 氷 分 布 特 性 を 衛 星 画 像 か ら抽 出 し た 、 ま た,
過 去20年 間 に わ た る 南 極 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 の 海 氷 状 態 を 調 べ,定 着 氷 野 の 崩 壊 と 氷 盤 の 湾 外 流 出 が 頻 発 し て い
る こ と を 見 出 し た 。 少 雪 状 態 が 持 続 し た 期 間 に 流 出 が 連 続 発 生 し て い る こ と か ら,積 雪 の 多 寡 が 流 出 の 一一因 で あ る
と推 測 し た さ ら に 第44次 南 極 地 域 観 測(専 用 観 測 船)で 取 得 し た,東 経140度 付 近 の 中 深 層 流 向 流 速 デ ー タ を も
と に,南 極 底 層 水 起 源 の 海 洋 循 環 の 特 性 を 調 べ た 、
4.研 究 活 動 歴
第31次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1989-1991)
ス バ ー ル バ ル 諸 島 フ ィ ヨ ル ド域 海 洋 観 測 参 加(1991,1993,1998)
グ リ ー ン ラ ン ド海 航 海 観 測 参 加(1992)
米 国 ワ シ ン ト ン 大 学 海 洋 学 部 及 び ア ラ ス カ 大 学 海 洋 研 究 所(文 部 省 長 期 在 外 研 究 員)(1994-1995)
第64次 海 鷹 丸 南 極 海 調 査 参 加(1996)
ノ ー ス ウ ォ ー タ ー ポ リ ニ ア 域 海 洋 観 測 参 加(1997)
バ レ ン ツ 海 航 海 観 測 参 加(1999)
第41次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1999-2001)
第44次 南 極 地 域 観 測 隊(専 用 観 測 船)参 加(2003)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 　 Enomoto,　 H.,　Nishio,　 F.,　WarashiIla,　 H.　and　 Ushio　 S.　(2002):　 Satellite　 observation　 of　melting　 and　 break-11p　 of　fast
　 　 　 ice　iIl　LUtzow-Holm　 Bay,　 East　 Antaretica.　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology,　 No.　 16,　1-14.
　 　 Massom,　 R.　A.,　Eicken,　 H.,　Haas,　 C.,　Jeffries,　 M.　0.,　Drinkwater,　 M.　R.,　Sturm,　 M.,　Worby,　 A.　P.,　Wl1,　X.,　Lytle,　V.　1.,
　 　 　 Ushio　 S.,　Morris,　 K.,　Reid,　 P.　A.,　XVarren,　 S.　G.,　and　 Allison,　 L　(2001):　 Sllow　 oll　Alltarctic　 sea　 ice.　 Reviews　 of
Geophysics,39,3,413-445.
　 　 Ohshima,　 K.　L,　Kawamura,　 T.,　Takizawa,　 T.,　Ushio　 S.　and　 Miyakawa,　 T.　(2000):　 Cllrrent　 variability　 under　 lalldfast
　 　 　 sea　ice　in　LUtzow-Holm　 Bay,　Antaretica.　 Joumal　 of　Geophysical　 Research,　 105,　17121-17132.
　 　 Chiba,　 ,S.,　Hirawake,　 T.,　Ushio　 S.,　Horimoto,　 N.,　Satoh,　 R.,　Nakajima,　 Y.,　Ishimaru,　 T.　and　 Yamaguchi,　 Y.　(2000):　 All
　 　 　 OVerView　 Of　the　 biOlOgiCal/OCeanographic　 SUrVey　 by　 the　 RTV　 (Jmitaka--MarU　 III　Off　Ad61ie　 Land,　 Antarctica　 ill
　　 　 　January-February　 !996.　Deep-Sea　 Research　 II　47,　2589-2613.
　 　 Fukamachi,　 Y.,　Wakatsuchi,　 M.,　Taira,　 K.,　Kitagawa,　 S.,　Ushio　 S.,　Takahashi,　 A.,　Oikawa,　 K.,　Furukawa,　 T.,　Yoritaka,
　 　 　 H.,　Fukuchi,　 M.　 and　 Yamanouchi,　 T.　(2000):　 Seasonal　 variability　 of　bottorn　 water　 properties　 off　Ad61ie　 Land,
　　 　　 Antal℃tica.　 Jollrnal　 of　Geophysical　 Research,　 105,　6531-6540.
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　　Ushio　 S.,　Takizawa,　 T.,　Ohshima,　 K.　L　and　Kawalmlra,　 T.　(1999):　Ice　pro(iuctiOII　and　deep-watel'　 elltraillmellt　ill
　　　　shelf-break　 polyllya　off　Enderby　 Land,　Antarctica.　,Journal　of　Geophysical　 Research,　 104,　29771-29780.
6.口 頭 発 表(過 去 の代表 的 な発 表)
生星雌:過 去20年 間 にわ たる南極 リュ ツォ ・ホ ルム湾 海氷流 出 とその 要因.2002年 度 日本雪氷 学 会全国 大会
(山 形),2002.10.10.
　　Ushio　 S.:　Thermal　 structure　 of　the　coastal　 l)olynya　 formed　 off　Riiser-Larsen　 Peninsula,　 Ant,aretica.　 2nd
International　 Conference　 oIl　the　Oceallography　 of　the　Ross　Sea　Antarcti(la　(Naples),　2001.10ユ0.
生星 収埋:頻 発 す る南 極 リュツ ォ・ホ ルム湾の海氷 流出.2001年 度 日本 雪氷学 会全 国大 会(帯 広),2001.10.3.
生星 雌 ・深 町 康:南 大洋 の海 氷変動 と底層 水形成1999年 度 日本 海洋学 会春季 大 会 シンポ ジウム 「南 極海 と地
球 環境」(東 京),1999.3.27.
・尾 　輝 ・山内 恭 ・高橋 晃:1997年 南 極 リュ ツ ォ ・ホ ルム湾海氷 の大規模 流出.1998年 度 日本雪 氷学 会(塩 沢),
1998.10.
塑 重 ・及川幸 四郎 ・深 町 康 ・大島慶 一郎 ・若t正 曉:中 層 フロー トに よる南大 洋の 海洋循 環の観 測.1998
年度 日本海洋 学会秋 季大 会(京 都),1998.928.
7.科 学研究 費補助 金取得状 況
基盤研 究(B)「 南 極 海 イン ド洋セ クター にお け る深 層循 環 の実態把 握 一特 に南極 底層 水の 低緯 度へ の輸送 量 の
直接 評価 一」1研 究 分担 者11平 成14～16年1
基盤 研究(C)「 南極 海 と地球 環境 に関す る総合研 究」!研 究分担 者)(平 成14年)
特定 領域研 究(B)「 北極域 海洋動態 と生態 系変動 の研究」(研 究 分担 者)(平 成11～16年)
特 別研究促 進費(2)「 南 極海 にお ける海洋環境 の 中長期的 変動 に関 す る研究」(研 究分担 者)(平 成11～13年)
8.講 演 な ど
幡 ヶ谷社 会教育 館講演,2002.6.6)
9.学 会 及び社会 的活動
日本 雪 氷学会(会 員),日 本海洋学 会(会 員),　AinericanGeophysicalUnion　 (会 員)
10.受 賞 な ど
11.他 大学 等での講義 な ど
12.所 内外 の主要 な会議委 員 な ど
13.研 究活動 の課題 と展望
第44次 専 用観測 船航 海で取得 した海 洋物理 デー タの解析 を進 め,南 大洋 イン ド洋 区,特 に東経140度 周辺 の海洋
環境 を明 らか にす る 、同 海域 は海洋深層 循環 を駆 動す る南極底層 水の形 成海域 と して重 要で あ り,既 存デ ー タ とも
比較 し,底 層 水お よび海洋 循環 の特性 を抽 出す る 一 また,リ ュツ ォ ・ホル ム湾 の海氷変 動 を把握 す るため に,衛 星
画像 や気候 デー タを参考の 上,「 しらせ」 砕 氷航 行記 録か ら過去 の海 氷状 態 を推 測す る,,
⑭ 橋田 元 南極圏環境モニタリング研究セ ンター助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手
(併任),博 士(理 学)(東 北大学:1995年)
1.専 門領域:極 域大気科学
2.研 究課題:極 域の大気一海洋一雪氷系における大気微量成分の動態
3.研 究活動の概要 と成果
平成14年11月 か ら,第44次 南極地域観測隊越冬隊員 として主に南極 ・昭和基地で観測を実施す るにあた り,国
内にあって諸準備を進めた。オース トラリア ・バースか ら昭和基地沖 までの間における南極観測船 「しらせ」船上
観測,そ して昭和基地到着後には,昭 和基地内,昭 和基地周辺の大陸上および露岩域での諸観測 を実施 した、これ
らの観測 は,南 極地域観測における中期計画として位置づけられている,成 層圏一対流圏間の物質輸送の研究,雪
氷 ・海氷表面状態およびエアロゾル ・雲 ・降水の時空間分布の研究,大 気一海洋間の物質交換過程の研究,な どを
課題 とする 「南極域における地球規模大気変化観測」,そ して 「大気微量成分モニタリング観測」の一環を為す も
のである、
4.研 究活動歴
第39次 南極地域観測隊1越 冬隊)参 加(1997.11-1999.3)
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第43次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊,専 用 観 測 船)参 加(20022-3)
第44次 南 極 地 域 観 測 隊1越 冬 隊)参 加(2002.11-)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 Aoki,　 S.　alid　Hashida　 G.　(2000):　 Observatiolls　 of　wateltemperatllre　 and　 salinity　 in　Ougul　 Strait,　Alltarctica,　 ill　l998
　 　 and　 inve・tig・ti・ns　・f　th・i・　int・a・ea・・n・1,　・eas・n・1,　and　 illter-annu・l　 va・i・ti…　s,　P・1・・　Mt・ …　 L　AIId　 (llaci・1・,　14,
68-77.
　 Honda,　 H.,　 Hashida　 G.,　 Morimoto,　 S.,　Yajima,　 N.　 and　 Nakazawa,　 T.　 (2001):　 Staratospheric　 Whole　 Air　 Samplillg　 at
　 　 　 Antarctica　 Using　 Compact　 Grab　 Sallnpler,　 Proceedings　 of　the　 15th　 ESA　 Symposium　 on　 European　 Rocket　 and
　 　 　 Balloon　 Programnles　 and　 Related　 Research,　 Biarritz,　 France,　 28-31　 May.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 Hashida　 G.:　 Monitoring　 of　greenhouse　 gases　 at　Syowa　 Station　 and　 on　 board　 R/V　 Shirase,　 Workshop　 oll　cheinical
　 　 pr。cesse・i・th・A・t…　 ti・t・ ・P・ ・Phe・ea・d・t・at・ ・ph・ ・e,PACAmeeti・9・n26thSCAR,T・ky・,J・lyll,　2000・
Hashida　 G.,　 Aoki,　 S.,　Morimoto,　 S.、　Nakaoka,　 S.,　Watai,　 T.,　Yoshimura,　 SっNakazawa,　T.　 and　 Yamallouchi,　 T.:
　 　 T・mp・ral　・・d　Sp・ti・I　V・・i・ti・n・　 f　Su・face　O・1・ani・　CO・　i・　th・　G・eenl・nd　Sea　a・d　B・・ent・　S・・,　6th　lllterllati・nal
　　　 Carbon　 Dioxide　 Conference,　 Sendai,　October　 105,　2001.
7.科 学研 究費補助 金取得 状況
基盤研 究(O「 南極 大気 の微量 気体 成分 ・エ アロゾ ル循環 に果 たす南 大洋 季節海 氷域 の役割 に関す る研究 」(研
究代 表者)(平 成13～15年 度)
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社 会 的活 動
日本気 象学 会会員
10.受 賞 な ど
11.他 大学 等で の講義 な ど
12.所 内外 の 主要な会議 委員 な ど
13.研 究 活動 の課題 と展望
南極 地域観 測隊越 冬隊 員 と しての観測 に従事す ると ともに,こ れ まで 進め て きた北極域 や南 極域の 大気 ・海洋 間
の 二酸化 炭素交換過 程の研 究 におい ては,表 層海 洋 中の二酸化 炭素濃度 の季節 変化 を明 らかにす るため,大 気一 海
洋 間二酸 化炭素交換 量の定 量的評 価や季 節変動 メカニズムの解 明 を目指 す。
⑮ 森本真司 北極圏環境研究セ ンター助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),博 士
(理学)(東 北一大学:1994年)
1.専 門領域:大 気物理学
2.研 究課題 二地球表層における温室効果気体の循環 に関する研究
3.研 究活動の概要と成果
地球表層における温室効果気体(CO、,CH,)の 収支を明 らかにす るために,南 極昭和基地および北極ニーオル
スン基地において,温 室効果気体濃度及び同位体比の長期観測 を国内共同研究者の協力の下に維持 し,高 精度デー
タを蓄積 したt/特 に,co、 ・CH,の 炭素 ・酸素同位体比の高精度観測か ら,そ れ らの放出源 ・吸収源の変動 を推定
し考察 を行った、.
新 しい観測 ・分析手法 として,長 期モニタリング観測システム用遠隔監視システムを構成する小型サーバーの開
発 ・試験を行 った,,さ らに,小 型気球に搭載が可能な小型成層圏大気サ ンプラーの開発及び少量試料によるCH,の
炭素同位体比分析法の開発 を継続 した.
4.研 究活動歴
グリーンランド海航海観測(1994)
第36次 南極地域観測隊(越 冬隊)(1994-1996)
北極圏航空機観測1998(1998)
グリーンランド海 ・バ レンツ海航海観測(1999)
北極圏航空機観測2002(2002)
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5.学 術 論 文(過 去5年 間 の一重要 論 文)
　 　 Morimoto　 S.,　Wada,　 M.,　Sugawara,　 S.,　Aoki,　 S.,　Nakazawa,　 T.　and　 Yamanouchi,　 T.　(2002):　 In-situ　measurements　 of
　 　 　 the　atmospheric　 CO　 concentration　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica.　 Polar　 Meteorol.　 Glaciol.　 16,　95-105.
　 　 Morimoto.　 S.,　Aoki,　 S.　and　 Yamanou(:hi、 　T.　(2001):　 Temporal　 variations　 of　atmospheric　 CO2　 concentration　 and
　 　 　 carbon　 isotope　 ratio　ill　Ny-Alesund,　 Svalbard.　 Menl.　 Natl.　Polar　 Res.,　Spec.　 Issue,　54,　71-79.
　 　 Morimoto　 S.,　Nakazawa,　 T.,　Higuchi,　 K.　and　 Aoki,　 S.　(2000):　 Latitudinal　 distribution　 of　atmospheric　 CO2　 sources
　 　 　 and　 sinks　 inferred　 by　 ・　i:i(J　nleasurelnellts　 from　 l985　 to　1991.　 J.　Geophys.　 Res.,　 105,　24315-24326.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Morimoto　 S.,　Nakazawa、 　T.,　Aoki,　 S.,　Hashida,　 G.　aIld　 Yamanouchi,　 T.:　Temporal　 variations　 of　the　 CO2
　 　 　 concentration　 and　 isotope　 ratios　 observed　 at　Syowa　 Statioll,　 Antarctica.,　 6th　 International　 CO2　 conference,
Sendai　 Japan,　 1-5　C)ctober,　 200ユ
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
若 手 研 究(B)「 炭 素 同 位 体 比 を 用 い た 北 極 域 に お け る 大 気 中 の メ タ ン 濃 度 の 変 動 に 関 す る 研 究 」(研 究 代 表 者)
(平 成13～14年)
特 定 領 域 研 究(B)「 北 極 対 流 圏 ・成 層 圏 物 質 の 変 動 と 気 候 影 響 」(研 究 分 担 者)(平 成11～16年)
8.講 演 な ど
9.学 会 お よ び 社 会 的 活 動
日 本 気 象 学 会 会 員
10.受 賞 な ど
日 本 気 象 学 会 ・山 本 正 野 論 文 賞1:11995)
!l.他 大 学 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と展 望
陸 上 生 物 圏 に よ るcc),吸 収 ・放 出 に 関 す る 情 報 を 持 つ と 考 え ら れ て い るCO,,の 酸 素 同 位 体 比 に つ い て,昭 和 基
地 ・北 極 ニ ー オ ル ス ン 基 地 に お け る 酸 素 同 位 体 比 の 観 測 デ ー タ を 蓄 積 し,そ の 変 動 原 因 に つ い て 考 察 す る.ま た,
CH,の 放 出 源 に つ い て の 情 報 を 持 つCH1の 炭 素 同 位 体 比 を 少 量 の 試 料 か ら 分 析 す る 手 法 の 開 発 を 継 続 し,北 極 域,
南 極 域 で 採 取 さ れ た 大 気 試 料 の 分 析 を 開 始 す る 。 さ ら に,小 型 成 層 圏 大 気 サ ン プ ラ ー の 開 発 も継 続 す る 。
(2)共 同研究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
山 内 恭 国立極地研究所 ・教授 南極大気 一海洋 一雪氷圏における物質循環の総合解析
(北極研究共通)
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
藤 井 理 行 国立極地研究所 ・教授 北極圏における大気,雪 氷,海 洋,生 態系変動 に関す
る研究
イ.一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
若 土 正 暁 北海道大学低温科学研究所 ・教授 南大洋における海洋環境 ・海氷変動機構の研究
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!研 究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
1
畑 中 雅 彦
L
室蘭工業大学工学部 ・教授
南極域を対象 としたマイクロ波輝度温度画像の処理に
関す る研究
1
中 澤 高 清 東北大学大学院理学研究科 ・教授
フ ィルンにおける微量気体成分および同位体組成の挙
動 に関する研究
巻 出 表 紙
1
東 京 大学 ア イソ トー プ総 合 セ ン タ
ー ・教授
地球温暖化 と成層圏 オゾ ン層破壊 に係 る大気中長寿
命 ・極低濃度ハロゲン化物の分布 と濃度変動 ならびに
挙動
1
福 岡 孝 昭 立正大学地球環境科学部 ・助教授 南極雪氷中の火山 ・宇宙起源物質の研究
中 鉢 繁 気象庁気象研究所 ・主任研究官 南極オゾンホールの気候学
内 山 明 博 気象庁気象研究所 ・室長 極球のエアロゾルの光学特性の放射効果
竹 内 延 夫
千 葉 大学 環 境 リモ ー トセ ン シ ング
研 究 セ ンター ・教授
ライダーなどによる極域の雲 とエアロゾルの大気構造
の研究
高 橋 正 明
|
東京大学気候 システム研 究セ ンタ
ー ・教授 気候モデルを用いた極球中層大気力学 ・化学の研究
{
1久 慈 誠 奈良女子大学理学部 ・助手
リモ ー トセ ン シ ング デ ー タ を用 いた南 極 域 にお け る
雲 ・水蒸気変 動の研究
藤 田 秀 二 国立極地研究所 ・助教授
広帯域 レーダを利用 した雪氷観測技術 とデータ処理技
術の研究
山 田 知 充
北海道大学低温科学研究所 ・助教
授
極地雪氷域 における堆積過程の研究
鈴 木 啓 助 信州大学理学部 ・教授 極域における降雪およびエアロゾルの化学特性の研究
西 尾 文 彦
千 葉 大 学 環境 リモ ー トセ ン シ ン グ
研究 セ ン ター ・教授
合成 開 口 レー ダ(SAR)デ ー タを用 いた海氷 ・氷 河 ・雪
氷 の研 究
本 堂 武 夫 北海道大学低温科学研究所 ・教授
X線 透過お よび回折法 による氷河コアの物理構造の解
析
榎 本 浩 之 北見工業大学 ・教授
南極浅層 コアを用いた過去数百年間の気候環境復元研
究
1鈴 木 利 孝 山形大学理学部 ・助教授 南極氷床から探るエアロゾルの拡散過程
馬 渕 和 雄 気象庁気象研究所 ・主任研究官
気候モデルを用いた雪氷圏一大気圏相互作用に関する
研究(口)
村 本 健一郎 金沢大学工学部 ・教授
南極域衛星画像 を用いた雲および氷の解析 に関する研
究
立 花 義 裕 東海大学総合教育セ ンター ・助教授
亜寒帯域縁辺海における大気一海洋一海氷相互作用の
解析
l
l佐 藤 薫
i
国立極地研究所 ・助教授 極域中層大気擾乱と物質輸送の研究
]
i鈴 木 勝 裕
|
北海道工業大学 ・教授
衛星マ イクロ波観測デー タの解析による極域における
雪氷物理量の長期変動の推定
高 橋 忠 司 埼玉大学教育学部 ・教授 極地に降る雪結晶の形態 と氷晶核 ・凝結核の役割
1神 沢 博
1
(独)国立環境研究所大気環境領域 ・
室長
極域オゾン層観測セ ンサーILAS』 に呼応 した昭和基
地での観測計画の検討お よび観測データの解析
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研究代表者
1
所 属 ・ 職 研 究 課 題
東 信 彦 長岡技術科学大学工学部 ・教授 炭酸 ガスレーザーによる雪氷 コアの非破壊測定法の開
発
小 西 啓 之 大阪教育大学 ・助教授 北極域の降雪 とエアロゾルの研究
宇 部 正太郎
(独)海上技術安全研究所海洋開発研
究領域氷海技術研究 グループ ・ヒ
席研究員
船上観測デー タによる海氷厚の年々変動の解明に関す
る研究
庄 司 仁 北見工業大学未利 用エ ネルギー研究センター ・教授 昭和基地沿岸周辺の メタンハ イドレー ト調査
竹 内 智 山梨大学工学部 ・教授 シ ステ ム ダイナ ミックスに よる地球 温暖 化の シ ミュ レー ション
平 嶋 健 ・ 山梨 大学1:学 部 ・教授 氷結物体の現有応力 ・歪みの計測法の確立に関する研
究
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.特定領域研究(2)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 1競鰻 く1い 研究所教官の分担者
藤 井 理 行 ・教 授 北極域 における環境変動機構に関する研究 13～14 Ll」　 内 恭
東 久美f
福 地 光 男
神 田 啓 史
麻 生 武 彦
伊 藤 ・
本 堂 武 夫
山 内 恭 ・教 授 北極域対流圏 ・成層圏物質の変動 と気候影響 13～14 和 田 誠
塩 原 匡ll
平 沢 尚 彦
橋 田 元
森 本 真 司
青 木 周 二
束 久美子 ・助教授 環北極雪氷掘削 コアによる比較環境変動研究 13～14 渡 邉 興 亜
藤 井 理 行
藤 田 秀.
本 山 秀 明
古 川 晶 雄
塩 原 匡 貴 ・助教授 エアロゾルの直接的地球冷却化効果 14～17
イ.基 盤研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 [〒究諄 く 、〉 研究所教官の分担者
佐 藤 薫 ・助教授 衛 星観測 デー タ ・客観 解析 デー タに基づ く極渦 周 12～15 橋 田 元
辺擾乱の気候学
藤 井 理 行 ・教 授 雪氷コア解析 に基づ く広域拡散エ アロゾルの光学 12～14 山 内 恭
的厚 さと放射強制力の変動 神 山 孝 吉
塩 原 匡 貴
本 山 秀 明
束 久美子
河 野 美 香
| 的 場 澄 人
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ウ.基 盤研究(C)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鞭 〈PF友〉 研究所教官の分担者
橋 田 元 ・助 手 南極大気の微量気体成分 ・エアロゾル循環に果た 13～15 森 本 真 司
す南大洋季節海氷域の役割に関する研究 原 圭 一一郎
佐 藤 薫 ・助教授 南極昭和基地大型大気 レー ダーを用いた極域大気 14 江 尻 全 機
科学の総合研究 麻 生 武 彦
山 内 恭
塩 原 匡 貴
堤 雅 基
平 沢 尚 彦
福 西 浩
[
村 山 泰 啓
エ.若 手研究(B)
! 研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究醜 く1い 研究所教官の分担者
森 本 真 司 ・助 手
1
炭素同位体比を用いた北極域における大気中の メ
タン濃度の変動 に関する研究
13～14
オ.特 別研究員奨励費
研究代表者 ・職 研 究 課 題 i1究年度〈賊 〉 研究所教官の分担者
河 野 美 香 ・糊1」研究員 氷床コア解析 に基づ く地球規模の気候変化 に果た
す大規模火山噴火の役割
12～14
山 内 恭 ・教 授
(TREFFEISEN,　 Rel/ate　Ellsabeth
・外 国 人 特 別 研 究 員)
北極域 における対流圏エアロゾルの挙動 とその放
射効果に関する総合研究
14
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3)地 学研 究グループ
(1)一 般研 究
研 究 目 的
46億 年前の太陽系惑星の形成 と進化過程,40億 年前以降の大陸地殻の形成発達過程,大 陸形成後の大陸分裂移動
過程,南 極に現在につながる氷床が発達 した新生代の南極地史,を 解明する また,現 在の地球環境 と密接な関係が
ある第四紀の南極氷床変動 と,氷 床後退後の露岩域 における地殻隆起様式 と量を解明する.
研 究 計 画 の 概 要
・主に南極で採集 された陽石の地球化学的 ・鉱物学的研究 とSIIRIMPを 用いた年代学的研究により,原 始太陽系星雲
での物質進化の研究,玄 武岩質阻石の母天体初期地殻の地質史を明 らかにする、
・東南極 に分布する太古代か ら古生代にわたる岩体の地質学的 ・岩石学的 ・地球化学的研究 と他の大陸での成果を比
較することを通 じて,大 陸地殻の形成発達過程の解明する
・広域的な人工地震探査や重力異常,地 磁気異常観測 と解析か ら,地 殻構造やプレー ト運動 を解明する
・古地磁気学的 ・岩石磁気学的研究 により,諸 大陸の形成 と分裂過程を解明する、
・露岩域 と大陸棚の地形や堆積物の研究により,南 極氷床の変動 と地形発達,環 境変動などの新生代地史を解明する
・グローバルネットによる精密測地観測 とデータ解析によって,現 在の南極域のジオダイナ ミクスを明らかに し,さ
らに後氷期の地殻隆起の様式 と量 を解明す る
研 究 成 果
・太古代 の超 高温変成作 用 の証拠 とその メカニ ズム,原 生代 末期 のテ ク トニ クスが超大 陸の形成 に果 た した 役割 な ど
明 らか に した、
・10億 年 前 には 南極は オー ス トラ リア 大陸 と 一体 化 してお り,1億3千 万 年 に イン ド亜大 陸が南 極 か ら分 離 した こ
とを明 らか に した 、
・南 極 とイン ドお よびオー ス トラ リアの分裂 初期の過 程が,南 イン ド洋の海底探 査 か ら明 らか にな りつつあ る.
・約2万 年 前の 最終氷期 極相期 には,北 半球 の氷床 とは 異な り東南 極氷床 の拡 大 は顕 著で なか った こ と,3～4万 年
前 と約6千 年前 に海水準 が相 対的 に高か った こ とを,明 らかに した
・地 震活動 や プ レー ト運動 ,地 球 環境 変動 に起因す る位置変動 と重 力変動の 相関性 な どが検 出 され,特 徴的 な季節 変
化 や経 年 変動が 明 らか にな りつつあ る
・新 種の玄武 岩 質除石や 南極で 初めて 発見 されたナ クライ ト1火 星 限石の一一種}を 記載 し,そ の成 因につい て考察 した 、
・玄武岩質 阻石 中の ジル コンの 二次 イオ ン質量分析計　'SHRIMP・　に よる ウラ ン 鉛ー 年 代 測定 を系統 的にお こない,玄
武岩 の結 晶化年代 やそ の後 の熱 変成作 用 との 関係 な どを明 らかに した.、
・　SHRIMPに よ り南極,ヒ マ ラヤ,ア フ リカ,グ リー ンラ ン ドな ど世 界各地の造 山帯の ジル コ ンの ウラ ンー 鉛 年代測
定 をお こない,地 質発達 史の タイム スケー ルを与え る ことに貢献 した
④ 森脇喜一 研究系地学研究部門教授,総 合研究 大学院大学数物科学研究科極域科学専攻(併 任),博1:文2詞
(広島大学:1993年l
l.専 門領域:地 形学
2・ 研究課題:後 期新生代の南極氷床変動 と地形発達史
3.研 究活動の概 要と成果1当 該年)
昭和基地周辺地域で採取 された海楼化石等の産地 とその炭素同位体年代 などのデータベースを整備 した ソフ ト
X線 写真撮影装置を導入 し,テ ス ト試料 ∫海底堆積物)のX線 写真撮影 を実施 して正常動作を確認 した 、また,共
同研究で南極の貝化石のESR年 代測定 をおこなった結果,す べてAMS"C年 代よ りも古い値 となった。今後さらに
検討を要する
4.研 究活動歴
マクマー ドドライバ レー調査(1970-197ユ 夏季'
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第13次 南極地域 観測 隊(夏 隊)参 加(1971-1972)
第15次 南極 地域観測 隊(越 冬 隊)参 加(1973-1975)
第18次 南 極地域観測 隊(越 冬 隊)参 加(1976-1978)
第22次 南 極地域観測 隊(越 冬 隊)参 加(1980-1982)
第26次 南 極地域観測 隊(夏 隊)参 加(1984-1985)
第27次 南 極地域観測 隊(夏 隊)参 加(1985-1986)
第30次 南 極地域観測 隊(夏 隊)参 加(1988-1989)
ス イス連邦工 科大学(短 期在 外研究 員)寒 冷地の長期 環境 変動の研 究(1994)
第39次 南 極地域観 測隊(夏 隊)参 加(1997-1998)
5.学 術 論文(過 去5年 間の重 要論 文)
　 　 Miura,　 H.,　 Maemoku,　 H.　 and　 Moriwaki　 K.　 (2002):　 Holocene　 raised　 beach　 stratigl・aphy　 and　 sea-level　 history　 at
　 　 　 Kizahasi　 Beach,　 Skarvsnes,　 LUtzow-Holm　 Bay,　 AIltarctica.　 Antarctica　 at　the　 close　 of　a　millelmhlm,　 Royal　 Society
　 　 　 of　New　 Zealalld　 Bulletin,　 35,　391-396.
　 　 Nakada,　 M.,　 Kimura,　 R.,　Okuno,　 J.,　Moriwaki　 K.,　Miura、 　H.　 and　 Maemoku,　 H.　 (2000):　 Late　 Pleistocene　 and　 Holocene
　 　 In。lti。ghi・t・ly・fth・A・t.arcti・i・e・heetd・・ivedf・ ・msea-1・velva・i・ti・n・ ・M・ ・ineG・ ・1・gy,167・85-103・
盤 二 ・平 川 ・一臣 ・ 中 田 正 夫(1998):第 四 紀 後 期 に お け る 東 南 極 氷 床 の 変 動 と 海 水 準 変 動.第 四 紀 研 究,37,
165-175.
　 　 Miura,　 H.,　Moriwaki　 K.,　Maemoku,　 H.　alld　 Hirakawa,　 K.　(1998):　 Fluctuations　 of　the　 East　 AIltarctic　 Ice-Sheet　 margill
　 　 　 since　 the　 last　 glaciation　 from　 the　 stratigral)hy　 of　 raised　 beach　 deposits　 along　 the　 S6ya　 Coast.　 Almals　 of
Glaciology,27,297-301.
　 　 Miura,　 H.,　Maemoku,　 H.,　Igarashi、 　A.　and　 Moriwaki　 K.　 (1998):　 Late　 QuaterIlary　 raised　 beach　 deposits　 and
　 　 　 radio(:arbon　 dates　 of　marine　 fossils　around　 LUtzow-Holm　 Bay　 (with　 explanatory　 text,　46p.).　 Special　 Map　 Series　 of
　　 　 National　 II/stitute　of　Polar　 Research,　 No　 6.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Moriwaki　 K.,　Miura,　 H.、　Maemoku,　 H.　and　 Igarashi,　 A.:　Map　 of　raised　 beaches　 and　 radiocarbon　 ages　 of　marnle
　 　 　 fossils　ill　the　 S6ya　 Coast　 region,　 East　 Antarctica.　 8th　 International　 SyMI)osium　 on　 Antarctic　 Earth　 Sciellces,
　 　 　 Wellillgton,　 1999.7
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)(2)第 四 紀 後 期 の 南 極 の 氷 床 変 動 と 環 境 変 化(研 究 代 表 者)(平 成14年 ～15年)
基 盤 研 究(B)(1)最 終 氷 期 以 降 の 南 極 氷 床 融 解 期 の 高 精 度 決 定 と そ の 地 球 環 境 変 動 へ の 評 価 に 関 す る 研 究(研
究 分 担 者)(平 成14年 ～16年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 第 四 紀 学 会,日 本 地 形 学 連 合,東 京 地 学 協 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
南 極 地 名 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 地 学 専 門 委 員 会(委 員)
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
後 期 新 生 代 の 南 極 氷 床 変 動 と 地 形 発 達 史 を 解 明 す る た め に,昭 和 基 地 周 辺 の 大 陸 棚 の 探 査 ・研 究 を 指 向 す る 。
② 渋谷和雄 南極圏環境 モニタリング研究セ ンター教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授
(併任),理 学博士(東 京大学:1978年)
1.専 門領域:測 地学 ・固体地球物理学
2・ 研究課題:南 極域 を中心 としたグローバル ・ジオダイナ ミクスの解明
3.研 究活動の概要と成果
昭和基地におけるVLBI,　 GPS,超 伝導重力計,広 帯域地震計,海 洋潮汐などの観測 とSAR衛 星受信 を国際的な
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汎地球 観測網 の なか に位置 づ け,プ レー ト運動 や氷床(形 態 ・質 量)の 経 年変 化が 上記観測量 にどの ような変 動 と
して現 れるか の解明 を中心 に研究 を行 ってい る、平成14年 度 は,グ ロー バル測地観 測網 にお け る昭和基 地の10年
間の発 展 につ いて レヴュ ーを行 った 、 また,合 成開 口 レー ダ観 測促 進の観 点か らLake　 Vostokの 変動研 究 を行 う と
ともに,　GRACE衛 星 重力 デー タを利 用 した極域 ・大 気一 海 洋一 氷床循 環 につ いての研 究 方向 につい てNASAへ の
提 案書 を まとめ た,,
4.研 究 活動 歴
第21次 南 極地域 観測 隊(越 冬隊)参 加:1979-1981)
マ クマ ー ド地域 エ レバ ス火LU研 究(外 国共 同観 測)参 加(1981-1982>
カナ ダ地 質調査所 及 びマサチ ューセ ッツ工 科大学(短 期 在外研 究員)研 究U983)
マ クマ ー ド地域 エ レバ ス火 山研 究(外 国共 同観 測)参 加(1984-1985)
第28次 南 極地域 観測 隊(越 冬隊)参 加il986-1988)
第39次 南 極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(1997-1999)
5.'
6
学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文 」
Ozawa,　 T.,　 Shibuva,　 K.,　Doi,　 K.　 alld　 Aoki,　 S.　(2002):　 Detection　 of　grounding　 line　 and　 vertical　 displacemellt　 of　ice
　 shelf　 by　 SAR　 illterferometry　 -　A　case　 study　 for　 the　 Stanjukovicha　 Ice　 Shelf,　 East　 Antarctica,　 using　 ERS　 talldem
　 SAR　 data　 -,　Polar　 Geoscience,　 15,　ll2-122.
Aoki,　 S.,　Shibuva、 　K.,　 Masuyama,　 A.,　 (.)zawa,　 T.　 and　 Doi,　 K.　 (2002):　 Evaluation　 of　seasonal　 sea　 level　 variation　 at
　 Syowa　 Station,　 Ant.arctica,　 using　 GPS　 observations,　 Journal　 of　C)ceanography,　 58,　 519-523.
Doi,　 K.,　 Seo,　 N.,　 Aoki,　 S.　 and　 Shibuva.　 K.　 (2002):　 Sea　 surface　 height　 determinat.ion　 by　 GPS　 ill　sea　 ice　 region　 of
　 LUtzow-Holm　 Bay,　 AIltarctica,　 Polar　 Geoscience,　 15,　104-111.
Shibuva、 　K.,　Aoki,　 S.　and　 K.　Doi　 (2001):　 JARE　 Syowa　 Station　 l!-1τI　antenna,　 Antarctica,　 il/　the　 International　 VLBI
　 Service　 for　Geodesy　 and　 Astrometry　 2000　 Anmual　 Report,　 127-130,　 」M48A/TP-2001-209979,　ed.　 N.　 R.　Vandenberg
　 and　 K.　D.　 Baver,　 IVS　 Coordinatillg　 Cel/ter,　 NASA/GSFC,　 Greenbelt,　 USA.
Sato,　 T.,　 Fllkuda,　 Y.,　Aoyama,　 Y.,　M(:Queen,　 H.,　 Shibuva、 　K.,　 Tamura,　 Y.,　Asari,　 K　 and　 Ooe,　 M.　 (2001):　 OII　 the
　 observed　 annual　 gl'avity　 variation　 and　 the　 effect　 of　sea　 surface　 height　 variations,　 Phys.　 Earth　 Planet.　 Inter.、 　123,
45-63.
Dietrich,　 R.,　 ShibUva、 　K.,　 Poetzsch,　 A.　 and　 Ozawa,　 T.　 (2001):　 EvidenCe　 for　 tideS　 in　the　 SUbglaCial　 Lake　 VOStok,
　 Antarctica,　 Geoph,ys.　 Res.　 Lett,　 ,　28,　2971-2974.
小 澤 拓,土 井 浩 一 郎,渋 谷 和 雄(2000):JERS-1の 干 渉 合 成 開 口 レ ー ダ 法 を 用 い た 南 極 氷 床 流 動 ・変 形 の 検 出,
測 地 学 会 誌,46,43-52.
Shibuva.　 K.,　 M.　 Kanao,　 T.　 Higashi　 and　 S.　Aoki　 (2000):　 Installation　 and　 operation　 of　 PRARE　 trackillg　 alltelmll　 at
　 Syowa　 Station,　 Antarctic:a,　 Nankyoku　 Shiryo　 (Antarctic　 Record),　 44,　 14-24.
Aoki,　 S.,　Ozawa,　 T.,　Doi,　 K.　and　 Shibuva、 　K.　 (2000):　 GPS　 observation　 of　the　 sea　 level　 variation　 ill　LUtzow-Holm　 Bay,
　 AIlta,rctica,　 Geophys.　 Res.　 Lett.,　 27,　2285-2288.
Shibuva,　 K,　 K.　 Doi　 alld　 S.　Aoki　 (1999):　 Precise　 deterininatioli　 of　geoid　 height　 and　 free-air　 gravity　 anomaly　 at　Sy()wa
　 St.atiol1,　 AIltarctica,　 Earth　 Planets　 Space,　 51、　159-168.
Ozawa,　 T.,　Doi,　 K　 and　 Shibuva,　 K.　 (1999):　 A　 case　 study　 of　generating　 a　digital　 elevation　 model　 for　 the　 S6ya　 Coast
　 area,　 Antarctica,　 using　 JERS-1　 SAR　 interferometry,　 Polar　 Geoscience,　 12,　227-239.
口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Shibuva、 　K.:　 Current　 and　 future　 plans　 of　 the　 JARE　 earth　 science　 programs　 and　 the　 seismic　 illstmmentation
　 development　 for　Antarctic　 resear(:h,　 Structure　 and　 Evolution　 of　the　 Antarctic　 Plate　 2003　 (SEAP2003)　 Workshop,
　 Boulder,　 Colorado,　 20033　 (lnvited).
Shibuva.　 K.　 alld　 Aoki,　 S.:　Sullm/al'izillg　 illformatiolUo　 ul)date　 the　 SCAR-GGI　 pernlal/ellt　 tide　 gauge　 observat()ry
　 sites,　 AIltarctica,　 Antarctic　 Geodesy　 Symposillm,　 St.　Petersburg,　 2001.7
Shibuva,　 K.,　Iwata,　 M.,　 Fukuzaki,　 Y.、　Yamada,　 A..　 Aoki、 　S.,　Jike,　 A.,　 Kanao,　 M.、 　Higashi,　 T.　 and　 Doi,　 K:　 GPS　 alld
　 other　 space　 geoges}r　 reference　 Poillts　 at　Syowa　 ・Statiol/、　Alltarctica,　 International　 Sy・mposium　 oll　GPS:　 aPplication
　 to　Earth　 sCiences　 and　 illteractioll　 "ith　 othel・ 　spa(:e　 geodetic　 te(:hniques　 (GPS99　 Tsukuba),　 Tsukuba,　 1999.10.
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7.科 学研究 費補助 金取得状 況
平和 中島財団 国際学術研 究 「南 極 ・氷床 下湖(LakeVostok)の ダイナ ミクスに関す る国際共 同研 究」(研究代表 者)
科研 費基盤 研究(C)(2)「 南極 ・氷 床下湖(Lake　 VOstok)の ダイナ ミクス に関す る国際 共同研 究」(研究代 表 者)
(平 成14～15年)
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社 会的活動
測地 学 会(評 議員,会 計委 員,　EPS運 営 委 員),地 震学 会,火 山学 会,地 学協 会,　American　 Geophy.　sical　Union
10.受 賞 な ど
南極 功労 賞 全 米科学財 団(1985)
!!.他 大学 等での講義 な ど
12.所 内外 の主要 な会議委 員 など
国立極 地研究所 運営協議 員 会(委 員)
南極地 名委 員会(委 員)
国立 極地研究所 地学専 門委 員会(委 員)
国 立極地研究 所編集 委 員会(幹 事)
13.研 究 活動 の課題 と展望
この10年,VLBI,　 GPS,超 伝 導重 力計,重 力絶対測 定,広 帯域 地震計,海 洋 潮汐 な ど個 々の観測 とSAR衛 星受信
の 整備充実,国 際 共同へ の位置づ け を心 がけ て きた。 昨年度 に引 き続 き,合 成 開口 レー ダデー タの氷床 ダ イナ ミク
ス研 究へ の適 用,　GRACE,　 GOCEな ど,衛 星重 力 ミッシ ョンの南極域 にお け る地 上検証 方法 の確 立 に力 を入れ た
い、また,完 成 に向 けての問題 点 として残 ったペ ネ トレー ター低温特性 の改 良,省 電 力化 につ いて 目途 をつ けたい。
③ 白石 和行 南 極損 石研 究 セ ンター長(併 任),研 究 系地殻 活動 進化研 究部 門教授,総 合研 大学 院 大学数物 科学研
究 科極域 科学専攻教授(併 任),理 学博 士(北 海道 大学:1986年)
1.専 門領域:地 質学
2.研 究課題:大 陸地殻の 形成発展 に関す る研 究
3.研 究活動 の概 要 と成果
東 南極 大陸地殻 を構成 す る変成岩,深 成岩類 の分布,相 互 関係,鉱 物の種 類や化学 組成,同 位体 年代 な どに基 づ
いて,岩 石の成 因や変 成 ・変形 作用 の履歴 を明 らかに し,東 南極大 陸地殻 の形成 と変遷の過 程 を研 究 してい る。 特
に,バ ンアフ リカ ン変動 とゴ ン ドワナの形 成 を ターゲ ッ トとし,南 極 大陸 と東南 ア フ リカ との地 質学 的対 比研 究 を
進め,北 部モ ザ ン ビー クの地 質野外 調査 を通 じて試 料採 集 を行 った。 また,二 次 イオ ン質 量分析 計(SHRIMP　 II)
を用 いたIJ-Pb年 代測定 の ための標準 試料の作 成 を進 めて いる。
4.研 究活動 歴
第14次 南極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(1972-1974)
米国 ・日米共 同限石探 査(外 国共 同観 測)参 加(1978-1979)
NASAジ ョンソ ン宇宙 セ ン ター(短 期 在外研究 員)研 究(1979)
第21次 南極 地域観 測隊(越 冬隊)参 加(1979-1981)
第25次 南 極地域観 測隊(夏 隊)参 加(1983-1984)
第26次 南 極地域 観測隊(夏 隊)参 加(1984-1985)
第31次 南 極地域 観測隊(越 冬 隊)参 加(1989-1991)
オー ス トラリア国立大学(JSPS派 遣研究 員)研 究(1993)
ドイツ ・第14次 ボー ラーシュテ ル ン観測参加(交 換 科学者)(1997)
第40次 南極 地域観測 隊(夏 隊)参 加(1998-1999)
5.学 術論 文(過 去5年 間の重要論 文)
　　 NutInan,　 A.　P.,　McGregord,　 V　R.,　Shiraishi　 K.,　Friende,　C.　R.　L.,　BeImett,V.C.　 and　Kinny,　P.　D.　(2002):　>3850　 Ma
　 　　 BIF　and　mafic　inclusions　ill　the　early　Archaean　 Itsaq　Gneiss　Complex　 around　 Akilia,　southern　 West　Greenland?
　　　 The　difficulties　of　I)recise　dating　of　zircon-free　protoliths　in　migmat,ites.　Precambrian　 Research,　 117,　185-224.
　　 Shiraishi　 K.　ed.　(2001):　Geologic　 Evohltion　 of　Namaqua,　 Natal　and　Maud　 metamorphic　 belts.　Memoirs　 of　National
－76一
　 　 　 Illstit,ute　of　Polar　 Researach,　 Spec.　 Isslle,　No.55,　 178pp.
　 　 Hokada,　 T.,　Motoyoshi,　 Y.,　Hiroi,　Y,　ShiImlra,　 T.,　Yuhara,　 M.,　Shiraishi.　 K,　 G.　H.　Gralltham　 and　 M.W.　 Knoper　 (2001):
　 　 　 Petrography　 and　 mineral　 chemistry　 of　high-grade　 pelitic　gneisses　 alld　related　 rocks　 from　 Namaqualand,　 South
　 　 　 Africa.　 Ill:　Geologic　 Evolut,ion　 of　Namaqua,　 Natal　 and　 Maud　 metamorphic　 belts.　Memoirs　 of　National　 Institute　 of
　 　 　 Polar　 Researach,　 Spec.　 Issue,　 No.55,　 105-126.
　 　 Grew,　 E.S.,　Yates,　 M.G.,　 Barbier,　 J.,　Shearer,　 C.K.,　Sheratoll、 　J.W.,　 Shiraishi　 K.　alld　Motoyoshi,　 Y.(2000):　 Granulite-
　 　 　 facies　 beryllillm　 pegmatites　 ill　the　Napier　 Complex　 in　Khmara　 and　 Amundsen　 Bays,　 western　 Enderby　 Land,　 East.
　 　 　 Antarctica.　 Polar　 Geoscience,　 13,　1-40.
　 　 Ikeda,　 Y.　and　 Shiraishi　 K　 (1998):　 Petrogenesis　 of　the　 tonalitic　 rocks　 from　 the　 Sor　 Rondane　 Mountains,　 East
　　 　 Antarctica.　 Polar　 Geoscience,　 11,　143-153.
　 　 Motoyoshi,　 Y.　and　 Shiraishi　 K.　eds.　 (1998):　 ()rigin　and　 Evolut,io　 of　Continent.　 Mem.　 Natl　Inst　Polar　 Res.,　Spec.　 Issue
53,230Pp.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 K.　Shiraishi,　 C.M.　 Fanning,　 T.　Hokada,　 K.　Misawa　 and　 H.　Kagami:　 Late　 Proterozoic　 cr　lstal　evolution　 in　the　eastem
　 　 　 Dronming　 Maud　 Land,　 East　 Antarctica,　 PPO-ASIA,　 SAPPORO　 2002　 Amalgamation　 of　Precambrian　 BlocksAnd　 the
　 　　 Role　 of　the　Paleozoic　 Orogens　 ill　Asia　2002.9
　 　 K.　Shiraishi,　 C.M.　 Fanning,　 T.　Hokada,　 K.　Misawa　 and　 H.　Kagami　 Pan-African　 evellts　 in　the　eastern　 Drolmillg　 Malld
　　 　 Land,　 East　 Antarctica　 :　16th　Australian　 Geological　 Convention　 Adelaide,　 2002.7
　 　 Shiraishi　 K,　 Hokada,　 T.,　Misawa,　 K.　and　 Kaiden,　 H　:　Metamorphic　 ages　 of　the　 Yamato-Belgica　 Complex:revisited,
南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム,国 立 極 地 研 究 所,2001.10
　 　 Shiraishi　 K.,　Fanning,　 C.M.　 and　 Hokada,　 T.:　Timiiig　 of　Pan-African　 Events　 ill　the　 eastern　 DroIming　 Maud　 Land,
East　 Antarctica,　 地 球 惑 星 科 学 合 同 大 会,東 京,2001.6.
　 　 Shiraishi　 K　 Faiining,　 C.M.,　 Armstrong,　 R.　and　 Motoy.　oshi,　Y.:　New　 Evidence　 of　Polymetamorphic　 Events　 of　the　Sor
Rondane　 Moimtains,　 East　 Antarctica　 国 際 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム,ウ エ リ ン トン,1999.7
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)(2)南 極 か ら 見 た ゴ ン ド ワ ナ 形 成 史 二SHRIMP年 代 学 か ら の ア プ ロ ー チ(研 究 代 表 者)(平 成13
～16年)
基 盤 研 究(A)ゴ ン ド ワ ナ の 集 合 ・分 裂 と マ ン トル ダ イ ナ ミ ク ス(研 究 分 担 者)(平 成13～15年)
基 盤 研 究(C)「 新 た な ゴ ン ドワ ナ 大 陸 の 復 元 」(研 究 分 担 者)(平 成13～15年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 地 質 学 会 南 極 研 究 委 員 会(委 員}
ノ ボ ラ ザ レ フ ス カ や 基 地 滑 走 路 視 察(2002.1-2)
10.受 賞 な ど
南 極 功 労 章 全 米 科 学 財 団(1979.7)
日本 航 海 学 会 功 績 賞(平 成11年)
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
千 葉 大 学 理 学 部 非 常 勤 講 師(2002.4-2003.3)
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
国 立 極 地 研 究 所 運 営 協 議 員 会(委 員),南 極 地 名 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 地 学 専 門 委 員 会(委 員),国 立
極 地 研 究 所 編 集 委 員 会(委 員),第18期 目 本 学 術 会 議 極 地 研 究 連 絡 委 員 会(幹 事),文 部 科 学 省 ・南 極 輸 送 問 題 調
査 会(委 員),南 極 の 設 営 と 行 動 に 関 す る 常 置 委 員 会(SCALOP,日 本 代 表 委 員),南 極 科 学 研 究 委 員 会(SCAR,
日 本 副 代 表),石 油 公 団 南 極 地 域 石 油 基 礎 地 質 調 査 委 員 会(委 員)
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
大 陸 地 殻 一 般 の 形 成 発 展 の 過 程 を 研 究 す る た め,　 SHRIMP　 IIを 用 い て 世 界 の 造 山 帯 の 岩 石 の 年 代 測 定 を 実 施 す る
こ と を 目 指 す 。 当 面 は ゴ ン ド ワ ナ 大 陸 の 形 成 と 分 裂 を 視 野 に お い て ,か っ て,南 極 大 陸 と 連 続 し て い た ス リ ラ ン カ
や 東 南 ア フ リ カ な ど で の 野 外 調 査 を 通 じ て,同 時 代 の 各 地 域 で の 地 学 現 象 を 比 較 検 証 し つ つ,始 生 代 一 頭 生 代 と い
う巾広い時間軸にまたがる地殻の発展史を地球年代学的手法により,具 体的に解明することを主眼としたい。
4小 島 秀 康 南 極 阻 石 研 究 セ ン タ ー 教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 教 授(併 任),京 都 大
学 大 学 院 理 学 研 究 科 地 球 惑 星 科 学 専 攻 教 授!併 任),理 学 博 士(東 北 大 学:1990年)
1.専 門 領 域:阻 石 学
2.研 究 課 題:南 極 明 石 の 分 類 学 的 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と成 果
当 研 究 所 が 保 有 す る16700個 の 南 極 限 石 に つ い て 記 載 岩 石 学 的 研 究 を 進 め,順 次 分 類 を 行 っ て い る 、 こ の 中 で
Yamato　 98阻 石 中 か ら 新 た に 火 星 除 石 を 見 い だ し た 、 第44次 南 極 地 域 観 測 隊 の 準 備 を 行 い,行 動 に 参 加 中 で あ る 、
4.研 究 活 動 歴
第20次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(.1978-1980)
第27次 南 極 地 域 観 測 隊1夏 隊 、 参 加 ・:1985-1986'
マ ッ ク ス プ ラ ン ク 研 究 所 、文 部 省 在 外 研 究}研 究ll993)
第39次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1997-1999)
第44次 南 極 地 域 観 測 隊t越 冬 隊)参 加Il2002-2004)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文1
　 　 Tomiyama　 T.、　Yamagt1℃hi　 A.,　Misawa　 K.　and　 K(⊃iima　H.　(2002):　 Millor　 elemellt　 chemistry　 of　low-　 Ca　 pyroxelle　 ill
　 　 　 Allan　 Hills-77252,　 all　L3-6　 regolith　 breccia.　 Antarcti℃ 　Meteorite　 Research,　 15,　78-96.
　 　 Ninagawa　 K.,　Ota　 M.,　Imae　 N.　alld　Koiima　 H.　(2002):　 Thermolllmillescence　 studies　 of　ordinary　 chondrites　 ill　the
　 　 　 Japanese　 AIltarctic　 meteorite　 collection,　 III:　Asuka　 aIld　Yamato　 type　 3　0rdinary　 chondrites.　 Antarctic　 Meteorite
Research,15,114-121.
∠上 島 五 塵(2001):惑 星 科 学 に お け る 南 極 明 石 の 意 義 学 術 月 報.675.127-131.
　 　 Terada,　 K.,　 Yada,　 T.,　 Koiima　 H.,　 Noguchi,　 T.,　 Nakamura,　 T.,　Mllrakami,　 T.,　Yano,　 H.,　 Nozaki,　 W.,　 Nakamuta,　 Y.,
　 　 　 Matsllmoto,　 N.,　 Kamata,　 J.,　Mori,　 T.,　 Nakai,　 1.,　Sasaki,　 M.,　 Itabashi,　 M.,　 Setoyanagi,　 T.,　Nagao,　 K,　 Osawa,　 T.,
　 　 　 Hiyagon,　 H.,　Mizutani、 　S.,　Fukuc)ka,　 T.,　Nogami,　 K.,　Ohmori,　 R.　and　 Ohashi,　 H.　 (2001):　 General　 chara(ltel'izatiOII　 of
　 　 　 Antarctic　 micrometeorites　coll cte(i　 by　 the　 39th　 JapaIlese　 Antarctic　 Research　 Expedition:　 Consortium　 studies　 of
　 　 　 JARE　 AMMs　 (III).　Alltarctic　 Meteorite　 Research,　 14,　89-107.
　 　 Koiima　 H.,　 Kaiden　 H.　 and　 Yada　 T.　 (2000):　 Meteorite　 search　 by　 JARE-39　 in　 l998-99　 season.　 Antarctic　 Meteorite
Research,13,1-8.
　 　 Yada　 T.　alld　 Kojima　 H.　 (2000):　 The　 coHecti()ll　 of　micrometeorites　in　the Yamat,o　 Meteorite　 Ice　 Field　 of　Antarctica　 ill
　 　 　 1998.　 Antarctic　 Meteorite　 Research,　 13,　9-18.
　 　 Imae　 N.　and　 Kojima　 H.　 (2000):　 Sulfide　 textllre　 of　a　ulliqlle　 CO3-(lhondrite　 (Y82094)　 and　 its　petrogenesis.　 Antar℃tic
　 　 　 Meteorite　 Research,　 13,　55-64
　 　 Fujita　 T.,　Koiima　 H.　 and　 Yanai　 K　 (1999):　 Origill　 of　metal-troilite　 aggregates　 ill　six　 ordillary　 cholldrites.　 Antar(ltiC
　 　 　 Meteorite　 Research,　 12,　19-35
　 　 Yugami　 K.,　 Takeda　 II.,　Kojima　 H.　 and　 Miyamoto　 M.　 (1999):　 Comparisoll　 of　textural　 and　 chemical　 variatiolls　 of
　 　 　 millerals　 ill　solne　 I)rimitive　 acholldrites　 and　 an　 H7　 (:h(mdrite　 with　 referellce　 to　 their　 formation　 and　 coolillg
　 　 　 histories.　 Antarctic　 Meteorite　 Research,　 12,　117-138.
　 　 Yugami　 K.,　Takeda　 H.,　 Koiima　 H.、　Miyamoto　 M.　 (1998):　 Modal　 mineral　 abundances　 and　 the　 differentiation　 trends　 il/
　 　 　 primitive　 achoIldrites.　 AI/tarctic　 Meteorite　 Research,　 ll,　49-70.
/・ 禾ft,　今 栄 直 也(1998):地 球 外 物 質 の キ ュ レ ー シ ョ ン 体 制 の 現 状 と 今 後.遊 星 人,7,1,!l-17.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表}
Koiima　 H,　 Kaiden　 H.　 and　 Yada　 T.　 (2001):　 Distribution　 featui'e　 of　tlle　 Yamato　 98　 meteorite.第64回国 際 陽 石 学 会,
ロ ー マ
Koiima　 H.　 (2000):　 Some　 unique　 a(:hondrites　 in　the　 Yamato　 98　 meteorites.第25回南 極 阻 石 シ ン ポ ジ ウ ム
Koiima　 H.,　Kaiden　 H.　 and　 Yada　 T.　 (2000):　 4100　 0f　Yamato98　 meteol'ite　 collected　 by　 JARE　 39th　 iI1　1998-99　 seasoll.第
31同 月 惑 星 会 議,ヒ ュ ー ス ト ン
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Yada　 T.　and　 Koiima　 I-1　(2000):　 The　 collection　 of　mi(:ronneteorites　 frc)m　 bare　 ice　of　the　 Yそ玉mato　 Mts.　 ill　AustraI
summer　 of　l998.第31同 月 惑 星 会 議,ヒ ュ ー ス}・ ン
K血 旦,　Kaiden　 H.　alld　Yada　 T.　(1999):　 Meteol・ite　 searcll　 of　JARE　 ill　l998-99　 season.第24回 南 極 隅 石 シ ン ポ ジ ウ
ム
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)(1)「 大 量 の 南 極 宇 宙 塵 を 用 い た そ の 分 類 学 確 、71にむ け た 研 究 一1研 究 代 表 者)i,1s.'ltl成11～14年)
8.講 演 な ど
京 都 大 学 ・講 演(2002.2.22)
岩 船 広 域 教 育 情 報 セ ン タ ー ・講 演[2002.3.li
北 海 道 大 学 ・講 演(2002.3.151
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
Meteoritical　 Society,　 日 本 地 質 学 会,日 本 惑 星 科 学 会,日 本 岩 石 鉱 物 鉱 床 学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
南 極 明 石 研 究 セ ン タ ー が 保 有 す る16700個 の 限 石 の 同 定 分 類 を 継 続 し て 行 う
C'5⊃ 本 吉 洋 一 研 究 系 地 学 研 究 部 門 教 授,理 学 博f:北 海 道 大 学:1986年)
1.専 門 領 域:地 質 学
2.研 究 課 題:大 陸 地 殻 物 質 の 岩 石 学 的 ・鉱 物 学 的 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
南 極 大 陸 で の フ ィ ー ル ド ワ ー ク と 室 内 実 験 を も と に,東 南 極 大 陸 を 構 成 す る 基 盤 岩 類 の 地 質 学 的 お よ び 岩 石 学
的 ・鉱 物 学 的 研 究 を 進 め て き た 一 鉱 物 の 化 学 分 析 に 基 づ く 形 成 温 度 圧 力 の 推 定,鉱 物 反 応 組 織 に 基 づ く 変 成 履 歴 の
復 元 か ら,大 陸 地 殻 の 形 成 発 達 過 程 の 解 明,ま た,東 南 極 ナ ピ ア 岩 体 を 例 に,超 高 温 変 成 条 件 下 に お け る 造 岩 鉱 物
の 鉱 物 学 的 特 性 の 研 究 に も取 り組 ん で き た 最 近 で は,電 子 線 マ イ ク ロ プ ロ ー ブ ア ナ ラ イ ザ を 用 い て,岩 石 中 の モ
ナ ザ イ ト,ジ ル コ ン と い っ た 鉱 物 の 年 代 測 定 も 開 始 し た
4.研 究 活 動 歴
第23次 南 極 地 域 観 測 隊 ・夏 隣 参JJrll981-1982
第24次 南 極 地 域 観 測 隊1夏 隣 参 加1982-1983.
ホ ス ト ド ク タ ー フ ェ ロ ー1987-88,オ ー ス ト ラ リ ア ・ニ ュ ー サ ウ ス ウ ェ ー ル ズ 大 学)
オ ー ス トラ リ ア 南 極 隊 参 加1987-88
文 部 省 在 外 研 究(1990,カ ナ ダ,オ ー ス トラ リ ア
第33次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加i,1991-19931
[]本 学 術 振 興 会 研 究 者 派 遣 プ ロ グ ラ ム11996-97,オ ー ス トラ リ ア ・ニ ュ ー サ ウ ス ウ エ ル ズ 大 学)
第40次 南 極 地 域 観 測 隊 ・夏 隊,参 加1998-1999
第42次 南 極 地 域 観 測 隊 ・観 測 隊 長 兼 越 冬 隊 長 参 加2000-2002
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文
　 　 Kawasaki,　 T.,　Sato,　 K.　and　 Motovoshi　 Y.　(2002):　 Experimental　 ℃ollstraillts　on　the　therinal　 peak　 of　a　graImlite　 frol|l
　 　 　 Mellltyre　 Islalld,　Enderby　 Land,　 East　 Alllar℃Uca.　 Gondxvana　 Research,　 5,　749-756.
　 　 Iliroi,　Y.,　Grew,　 E.S.,　Motovoshi、 　Y.,　Reacor、 　1).R.,　Rouse、 　R.C.、　Matsubara,　 S.、　Yokoyama、 　K,　 Miyawaki,　 R.,　McGee,
　 　 　 J.」.,　S11,　S.-S.,　Hokada、 　T..　Furuka"'a、 　N.　and　 .Shibasaki、 　II.　(2002):　 Ominelite,　 (Fe,Mg)AhBSiO,　 (Fe2+　 analogue　 of
　 　 　 grandidierite),　 a　Ilew　mineral　 fr()m　porphyrit　 i(・　grallite　ill　・Japan,　Alneri(lall　 Mineralogist　 、　87,　160-170.
　 　 Yoshimllra,　 Y.,　Miyamoto、 　T..　Grew、 　E.S..　 Carscm、 　C.J..　1)allkley、 　D.J.　 alld　Motovoshi、 　Y.　(2001)　 :　Higll-gra(|e
　 　 　 metamorphi(:　 r()cks　from　 Christmas　 Poillt　ill　the　Napier　 Complex、 　East　 Alltarctica.　 1)olar　Geosciences,　 14,　53--74.
　 　 Hiroi,　 Y.,　Hokada,　 T.、　Mot⊂)voshi.　 Y..　ShiIllura、 　T.、　Yllhara,　 Y.,　,Shiraishi.　 K.、　GraIltham、 　G.IL　 and　 Knol)er,　 M.W.
　 　 　 (2001):　 New　 evidell(:e　 for　prograde　 mcitaHior/)hism　 amd　 I)artial　melting　 of　Mg-Al-rich　 granulites　 from　 westem
79
　 　 Namaqua}ancl,　 South　 Africa.　 Evolution　 of　the　 Namaqua,　 Natal　 and　 Maud　 Metamorphic　Be ts　 : Jap n　 -　S()11ti
　 　 Africa　 JoiIlt　 Research,　 ed.　 by　 K.　Shiraishi.　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Special　 Issue,　 No.55,
87-104
Hokada,　 T.,　 Motovoshi、 　Y.,　Hiroi,　 Y.,　Shimura,　 T.,　Yuhara,　 Y.,　 Shiraishi,　 K.,　 Grantham,　 G且and　 Knoper,　 M.W.
　 　 　 (2001):　 Petrography　 alld　 mineral　 chemistry　 of　high-grade　 pelitic　 gneisses　 and　 related　 rocks　 from　 Namaqualand,
　 　 South　 Africa.　 Evolution　 of　the　 Namaqua,　 Natal　 and　 Maud　 Metamorphic　Belts　 :　Japan　 -　South　 Africa　 Joillt
　 　 　 Research,　 ed.　 by　 K.　Shiraishi.　 Memoirs　 of　National　 Instit.ure　 of　Polar　 Research,　 Special　 Isslle,　 No.55,　 105-126.
　 Motovoshi、 　Y.　and　 Hensen,　 B.J.　 (2001):　 F-rich　 phlogopite　 stability　 in　ultra-high　 tempel'ature　 metapelites　 from　 the
　 　 　 Napier　 Colnplex,　 East　 AIltarcti℃a.　 Americall　 Mineralogist,　 86,　 1404-1413.
　 Grew,　 E.S.,　 Yates,　 M.G.,　 Barbier,　 J.,　Shearer,　 C.K,　 Sheraton,　 J.　W.,　 Shiraishi,　 K.　 and　 Motovoshi、 　Y.　 (2000):
Granulite-facies　 beryllium　 pegmatites　 ill　the　Napier　 Col叩lex　 iIl　Khmara　 and　 Amundsen　 Bays,　 westem　 Enderby
　　　 Land,　 East　 Antaracti(:a.　 Polar　 Geoscience,　 13,　1-40.
　 Miyamoto,　 T.,　Grew,　 E.S.,　Sheratoll,　 J.W.,　 Yates,　 M.G.,　 Dumkley,　 D.J.,　Carson,　 C.J.,　Yoshilnura,　 Y.　and　 Motovoshi.　 Y.
　 　 　 (2000):　 Lalnproite　 dykes　 in　the　 Napier　 Complex　 at　Tonagh　 Island,　 Enderby　 Land,　 East　 AIltarctica.　 Polar
　　　 Geosciellce,　 13,　41-59.
　 Yoshimura,　 Y.,　Motovoshi、 　Y.,　Grew,　 E.S.,　 Miyamoto,　 T.,　Carson,　 C.J.　 and　 I)unkley,　 D.J.　 (2000):　 Ultrahigh-
　 　 　temperature　 Inetam(⊃rphic　 rocks　 from　 Howard　 Hills　in　the　 Napier　 CoInplex,　 East　 AIltarctica.　 Polar　 Geoscielice,
13,60-85.
　 　Kawasaki,　 T.　and　 Motovoshi.　 Y.　(2000):　 High-pressure　 and　 high-temperature　 phase　 relations　 of　all　orthopy.　roxene
　 　 　gralmlite　 from　 Mcll/tyre　 Island,　 Enderby　 Land,　 East　 Alltarctica.　 Polar　 Geoscience,　 13,　114-134.
　 　Harley,　 S.L.　and　 Motovoshi、 　Y.　(2000):　 Al-zonillg　 in　orthopyroxene　 in　a　sapphirine　 quatzite:　 evidence　 for　>1120()C
　 　 　 UHT　 metamorphism　 ill　the　 Napier　 Complex,　 Antar(:tica,　 and　 implications　 for　the　 entropy.　 of　sapphiriRe.
　 　 　 Contriblltiolls　 to　Milleralogy　 alld　Petrology,　 138,　293-307.
吉"'一(1998):東 南 極 ナ ピ ア 岩 体 の 超 高 温 変 成 作 用:総 説.地 質 学 雑 誌,104,794-807.
　 　Motoyoshi,　 Y.　and　 l　hiraishi,　 K.　(1998):　 Edited　 "Origin　 and　 Evolution　 of　COIIt.illelltS",National　 Institute　 of　Polar
　　　　Research,　 Tokyo,　 230pp.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Motovoshi.　 Y.:　SEAL　 Project　 -What　 did　we　 get,　and　 what　 for　the　future?一.　 PPO-Asia,　 Sapporo,　 Septelnber　 5-7,　2002.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)「 南 極 か ら 見 た ゴ ン ド ワ ナ の 形 成 史:　 SHRIMP年 代 学 か ら の ア プ ロ ー チ 」(研 究 分 担 者)(平 成13
～16年)
基 盤 研 究(O「 新 た な ゴ ン ド ワ ナ 大 陸 の 復 元 」(研 究 分 担 者)(平 成13～15年 度)
8.講 演 な ど
NHK週 間 こ ど も ニ ュ ー ス(2002.4),日 本 航 空 学 園(山 梨,2002.5),海 上 自 衛 隊 館 山 基 地(千 葉,2002.5),日 本
質 量 分 析 学 会(2002.7),親 子 ふ じ 大 学(名 古 屋,2002.7),講 演 と 映 画 の 会(函 館,2002.8),講 演 と 映 画 の 会(福
井,2002.11),国 立 千 葉 病 院(千 葉,2002.12)
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 地 質 学 会,日 本 岩 石 鉱 物 鉱 床 学 会
10.受 賞など
第23回LLI崎 賞(1997)
11.他 大学での講義 など
12.所 内外の主要な会議委員など
日本学術会議IGCP国 内委員会委員
13.研 究活動の課題 と展望
太古代ナピア岩体の一一部が原生代に再変動 したとされるレイナー岩体について,現 在保有 している岩石試料 を用
いた年代学的研究を進めている、,この研究は,岩 石記載お よび鉱物反応組織の解析が終了 した試料中のモナザイ ト
やジルコンといった鉱物 を電子線マ イクロプローブアナライザを用いて年代測定を行い,鉱 物反応組織 と地質温
一80一
度 ・圧力計から導かれた温度一圧力経路 に時間軸を設定することを目指 している
⑥ 船 木 實 研 究 系 地 学 研 究 部 門 助 教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 教 授(併 任),理 学
博 士(東 北 大 学:1983年1
1.専 門 領 域:岩 石 磁 気 学
2・ 研 究 課 題:南 極 大 陸 を 中 心 と す る ゴ ン ドワ ナ 大 陸 の 古 地 磁 気 学 的 ・岩 石 磁 気 学 的 研 究,お よ び 明 石 の 岩 石 磁 気 学
的 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と成 果
南 極,エ ン ダ ー ビ ー ラ ン ド,リ ー セ ル ・ラ ル セ ン 山 周 辺 の 岩 石(39億 年 の 地 殻)に つ い て,変 成 縞 状 鉄 鉱 床
(meta-BIF)　 と珪 長 質 岩 石 のICP-MSに よ る 化 学 分 析 と帯 磁 率 を 調 べ,そ の 結 果 を 西 オ ー ス ト ラ リ ア 産 の 縞 状 鉄 鉱
石 と 対 比 し た 、.そ の 結 果,　 meta-BIFは 姿 勢 分 の み な ら ず,微 量 元 素 に お い て も オ ー ス トラ リ ア の も の と 同 じ化 学
組 成 を 示 し た 。 こ の こ と か らmeta-BIFは 縞 状 鉄 鉱 床 が 変 成 に よ り形 成 さ れ た 可 能 性 が 明 ら か に な っ た 、 帯 磁 率 の
測 定 結 果,　 meta-BIFは1.00(SI)前後 で あ る の に 対 し,こ の 地 域 を 代 表 す る 珪 長 質 岩 石 は10-4(SI)と 極 め て 小 さ
い こ と が 判 明 し た.、 今 ま で の 研 究 結 果 を 総 合 的 に 考 え る と,　meta-BIFの 残 留 磁 気 と 誘 導 磁 化 は 珪 長 質 岩 石 の10000
倍 以 上 大 き く,こ れ が 大 き な 磁 気 異 常 の 原 因 に な っ て い る と 考 え ら れ る 、
リ ー セ ル ・ ラ ル セ ン 山 周 辺 の 磁 気 異 常 は 大 陸 氷 床 内 部 に 続 い て い る 。 し か し 大 陸 で は ク レ バ ス と う で こ れ 以 ヒの
調 査 は で き な い..こ の 問 題 を 解 決 す る た め,小 型 無 人 飛 行 機 に よ る 磁 場 探 査 の 可 能 性 に つ い て も 研 究 し た 、 測 定 器
の 小 型 化 とGPSに よ る 自 律 飛 行 が 可 能 な 現 在,こ の よ う な 調 査 を 実 現 す る こ と が で き る と考 え ら れ るt
阻 石 の 磁 気 学 的 研 究 で は,超 高 速 衝 突 に よ る 衝 撃 に よ り 明 石 の 磁 化 が ど の よ う に 変 化 す る か 銅 一 コ バ ル ト合 金 を
用 い て 調 べ た 。 そ の 結 果,5,10,20GPaの 衝 撃 で 消 磁 さ れ た 試 料 は,外 部 磁 場 の 大 き さ や 方 向 と 無 関 係 に,衝
撃 に 対 し 直 角 方 向 に 磁 化 す る こ と が 明 ら か に な っ た 、 し か し,衝 撃 試 料 を 切 断 す る と 磁 化 方 向 は バ ラ バ ラ に な り,
5GPaの 試 料 で は 交 流 消 磁 で 水 平 磁 場 が 卓 越 す る こ とが 判 明 し た.一 一ー連 の 衝 撃 磁 気 の 研 究 で,磁 気 の 基 に な る ス ピ
ン は 大 き な 衝 撃 を 受 け る と,衝 撃 に 対 し 直 角 方 向 に 傾 く 可 能 性 が 出 て き た 。 こ の こ と は 磁 化 し て 無 い 陽 石 で あ っ て
も,衝 撃 で 磁 化 す る 可 能 性 を 示 し て お り,慣 行 磁 気 学 の 研 究 に と っ て 重 要 な 知 見 と 考 え ら れ る 。
4.研 究 活 動 歴
第16次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1974-1976)
マ ク マ ー ド基 地(1977-78夏 季)
マ ク マ ー ド基 地(1978-79夏 季)
マ ク マ ー ド基 地(1980夏 季)
第25次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1983-1984)
モ ー ソ ン 基 地 ・デ イ ビ ス 基 地(1987夏 季)
第30次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1988-1989)
デ ュ モ ン デ ュ ル ビ ル 基 地(1991-92夏 季)
第35次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1993-1995)
第42次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(12000-2001)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 　 Dolinsky,　 P.,　Funaki　 M.,　Yamazaki,　 A.,　Ishikawa,　 N.　and　 Matsuda,　 T.　(2002):　 The　 results　 of　magnetie　 surveys　 at　Mt.
　 　 　 Riiser-Larsen,　 Amunclsen　 Bay,　 Enderby　 Land,　 East　 Antarctica,　 by　 the　 42nd　 Japallese　 Antarctic　 Research
　　　 　Expedition.　 Polar　 Geoscience,　 15,　80-88.
　 　 Funaki　 M.　and　 Ogishima,　 T.　(2002):　 A　note　 oll　maglletic　 properties　 of　volcanic　 rocks　 collected　 from　 King　 George
　　 　 Island,　 Antarctic　 Peninsula.　 Ocean　 and　 Polar　 Resear(lh、 　24,　No.3,　 313-318.
　 　 Orlicky,　 O.　and　 Funaki　 M.(2002):　 Study.　 of　laboratory　 indu(:ed　 self-reversed　 thermoremanent　 nlagnetization　 and
　 　 　 the　 Fe-Ti　 oxides　 of　the　 dacite　 ash　 from　 the　l991　 Pinatubo　 eruptioll　 (Philippines).　 Stud.　 Geopys.　 Geod.,　 46,　527-
544.
　 　 Ozima,　 M.　and　 Funaki　 M.　 (2001):　 Maglletic　 properties　 of　hemoilmenite　 single　 crystals　 in　Haruna　 dacite　 p/lmice
　 　 　 revea}ed　 by　the　Bitter　technique,　 "ith　 special　 reference　 to　self-reversal　 of　thermoremenent,　 magnetization.　 Earth
PlanetsSpace,53,111-119.
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6.
7.
8.
Funaki,　 M,　 Tunyi,　 1.,　Orlicky,　 O.　and　 Porubcan,　 V.　 (2000):　 Natural　 remanent　 magnetization　 of　Rumanova　 chondrite
　 (H5)　 acquired　 by　 the　 shock　 met.amorphsms　S3.　Antarct.　 Meteorite　 Res.,　 13,　78-92.
Ishikawa,　 N.　 and　 Funaki、 　M.　 (2000):　 Paleomagnetic　study　 of　the　 mount　 Riiser-Larsen　 area　 ill　Enderby　 Lalld,　 East
　 Antarctica.　 Polar　 Geosciences,　 13,　135-144.
魑 實(1998):宇 宙 塵 を 南 極 氷 床 か ら 磁 気 的 検 出 す る 試 み.地 球 化 学,32,225-232.
Funaki.　 M.　 and　 Danon,　 J.　 (1998):　 Characteristics　 of　 natural　 remanent　 magnetization　of　 Nova　 Petr　 polis　 iron
meteorite　 (II).　A7Ltαrct.　 Metθoγ 乞,tes　Reseck'rch,,　 lL　 189-201.
Sakai,　 H.,　 Funaki.　 M.,　 Sato,　 T.　 Rao,　 V.,　 Takigami,　 Y.　Sakai,　 H.　 and　 Hirooka,　 K.　 (1997):　 Paleomagnetic　study　 of
　 Rajmahall　 trap　 in　India-discussion　 of　geomagnetic　 dipole　 moment　 and　 reconstruction　 of　Gondwanaland-.　P o .
　 NIPR.Symp.　 Antarct.　 Geosci.,　 10,　68-78.
魅 實,酒 井 英 男(1997):南 極 のDirt-ice層 の 持 つ 自 然 残 留 磁 気.日 本 雪 氷 学 会 誌,59,95-100.
酒 井 英 男,魅 實,佐 藤 友 紀,瀧 上 豊,酒 井 治 孝,広 岡 公 夫(1997):イ ン ド 亜 大 陸 の ラ ジ マ ー ル ヒ ル と マ ハ ナ
デ ィ 地 溝 帯 に お け る 古 地 磁 気 研 究 とt"Ar/!syAr年 代 一 ゴ ン ド ワ ナ 大 陸 の 復 元 一.地 質 学 雑 誌,103,192-202.
口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
麟 實,　 Peter　 Dolinsky,　 石 川 尚 人,松 田 高 明,山 崎 明(October,2001):南極,ア ム ン ゼ ン 湾,リ ー セ ル ・ ラ ル
セ ン 山 地 域 のMeta-BIF.　 第21回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム.
FunakL　 M.　 and　 Syono,　 Y.　(May,　 2002):　 Shock　 Remanent　 Magnetization　 of　Cu980/oCo20/o　 loaded　 5,　10　and　 20GPa.地
球 惑 星 科 学 関 連 学 会2002年 合 同 大 会.
Funaki.　 M.,　 Dolinsky,　 P.,　Matsuda,　 T.,　Ishikawa,　 N.　 and　 Yamazaki,　 A.　 (May,　 2002):　 Meta-BIF　 colleCted　 from　 t,he　Mt.
　 Riiser-Larsen,　 Amundsen　 Bay,　 East　 Antarctica　 -　Magnetic　 and　 geological　 characteristics　 of　 metamorphosed
banded　 iron　 formation　 (meta-BIF).地球 惑 星 科 学 関 連 学 会2002年 合 同 大 会.
Funaki.　 M.,　 Zolensky　 M.　 and　 Imae,　 N.　 (June,2002):　 The　 nonmagnetic　 field　 in　the　 parent　 body　 when　 maglletite　 was
　 formed　 in　the　 Tagish　 Lake　 meteorite　 (CI2).　 27th　 Antarctic　 Meteorites.
Funaki,　 M.,　HoffmaIm,　 V.　and　 Fukuma,　 K.(June,　 2002):　 The　 meaniI/g　 of　unstable　 natural　 remanent　 magnetizatioII　 of
　 YOOO593.　 27th　 Symposium　 on　 Ant.arctic　 Meteorites.
Funaki,　 M.　 and　 Nakamura,　 N.　 (June,　 2002):　 The　 origin　 of　natural　 remanent　 magnetization　 of　 Kobe　 (CK4).　 27th
　 Symposium　 on　 Antarctic　 Meteorites.
Funaki,　 M.,　 Dolinsky,　 P.,　 Ishikawa,　 N　 and　 Yamazaki,　 A.　 (July,　 2002):　 Magnetic　 properties　 of　 IIletamoIphosed
　 banded　 iron　 formation　 in　the　 Mt.　 Riiser-Larsen　 area,　 Amundsen　 Bay,　 East　 Antarcti.　 Westem　 Pacific　 Geophysical
　 Meetin9.　 Wellington.
Funaki、 　M.　 and　 Syono,　 Y.　 (September,　 2002):　 Characteristics　 of　 shock　 remanent　 magnet/ization　 loaded　 5,　10　 and
　 20GPa　 for　 demagnetized　 Cu98Co2　 samples.　 The　 8th　 Castle　 Meeting,　 Paleo,　 rock　 and　 environmental　 magllet,ism,
　 　Czech　 Republic.
Funaki、 　M.,　 Hoffmann,　 V.　 and　 Fukuma,　 K.(September,　 2002):　 No　 magnetic　 field　 when　 Mart.iaIl　 meteorite　 YOOO593
　 was　 magnetized.　 The　 8th　 Castle　 Meeting,　 paleo,　 rock　 and　 environmental　 magnetism,　 Czech　 Republic.M.
Funaki、 　M.　 Ishikawa,　 T.　 Matsuda,　 A.　 Yamazaki　 and　 P.　 Dolinsky:　 Earth　 science　 stlldies　 at　 Mt.　 Riiser-Larsen,
　 Amundsen　 Bay,　 Enderby　 Land,　 Antarctica　 by　 the　 42nd　 Japanese　 Antarctic　 Expedition　 under　 the　 SEAL　 Project.
第21回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム.(October,2001)
Funaki.　 M.　 and　 Wasilewski,　 P.　 :　A　 relation　 of　 magnetization　 and　 sulfidation　 in　the　 parent　 body　 of　Allende　 (CV3)
　 carbonaceous　 chondrite.　 The　 62nd　 Almual　 Meeting　 of　Meteoritical　 Society.　 Johannesburg,　 South　 Africa.　 (Jllly,
1999)
Funaki、 　M.,　 Syollo,　 Y.　and　 Yamauchi,　 T.　 :　Shock-induced　magnetizat on　 (SIM)　 at　 10　 a,nd　 20GPa　 on　 Gibeon　 il'olI
　 meteorite.　 New　 trends　 in　geornaglletism　 I)aleo,　 rock　 and　 environmental　 magnetism,　 6th　 bienllial　 Castle　 Meetillg.
　 　Hruba　 Skala,　 Czech　 Republic.　 (Sep.,　 1998)
科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(C)「 新 た な ゴ ン ド ワ ナ 大 陸 の 復 元 」(研 究 分 担 者)(平 成13～15年)
講 演 な ど
一82一
平成13年10月,東 北 大学 金属材料研究 所技術 部講演 会
9.学 会及 び社 会的活動
日本 惑星科 学会,地 球電磁 気 ・地球惑 星圏学 会,　Meteoritical　Society,　Ainerican　 Geophysical　 Union
lO.　受賞 な ど
田中館賞(地 球電磁 気 ・地球惑 星圏学 会)(1993)
ll.　他 大学等 での講義 な ど
信州 大学理 学部(平 成15年2月5日l
!2.所 内外の 主要 な会議 委 員 な ど
13.研 究 活動 の課題 と展望
南極 大陸 を 中心 とす る ゴン ドワナ構 成大陸 か ら岩石試 料 を収 集 し,古 地磁気学 ・岩 石磁気学 的手法 に よ りゴン ド
ワナや ロデニ ア,そ れ に初期地球 の大 陸 と地球磁 場の進 化 を明 らか にす る,ま た,限 石の岩石磁 気学 的研究 にお い
て は衝 撃磁気 の本 質 を明 らか に し,衝 撃が 陽石 の 自然残留磁 気 に どの よ うな影響 を与 えてい るか を調べ る.そ して,
その結 果 を発 展 させ,阻 石 母天体 の磁場環境 と燕 支 を明 らか にする。
⑦ 三 澤 啓 司 南 極 陽 石 研 究 セ ン タ ー 助 教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 球 科 学 専 攻 助 教 授(併 任),学
術 博 士(神 戸 大 学:1988年)
1.専 門 領 域:宇 宙 化 学
2.研 究 課 題:惑 星 物 質 の 同 位 体 年 代 学 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果:
普 通 コ ン ド ラ イ ト限 石 に 適 用 で き る マ ン ガ ンー ク ロ ム 年 代 測 定 法 の 開 発 を お こ な っ た 。
ル ビ ジ ウ ム ー ス トロ ン チ ウ ム,サ マ リ ウ ム ー ネ オ ジ ム 同 位 体 系 を も ち い て,火 星 起 源 慣 石Yamato　 OOO593の 結 晶
化 年 代 が13億 年 で あ る こ と を あ き ら か に し た 、
日 高 変 成 岩 中 の ジ ル コ ン の ウ ラ ン 鉛ー 年 代 測 定 を お こ な い,変 成 の タ イ ム ス ケ ー ル に 制 約 を 与 え た 。
4.研 究 活 動 歴:
ア メ リ カ 合 衆 国 地 質 調 査 所(留 学)　 Yamatoお よ びAsuka月 限 石 の 同 位 体 年 代 学 研 究(1991.1-1992.3)
ア メ リ カ 合 衆 国 地 質 調 査 所(共 同 研 究1　 Yamato火 星 阻 石 の 同 位 体 年 代 学 研 究(1996.8-10)
ア メ リ カ 合 衆 国 地 質 調 査 所(短 期 在 外 研 究 員)同 位 体 年 代 学 研 究(1998.6-8)
オ ー ス ト ラ リ ア 国 立 大 学 「研 修)二 次 イ オ ン 質 量 分 析 計 の 保 守 研 修U999.5-6)
ア メ リ カ 合 衆 国 地 質 調 査 所/共 同 研 究1標 準 ジ ル コ ン の 年 代 評 価(2002.3)
ア メ リ カ 航 空 宇 宙 局(共 同 研 究)火 星F員 石 　(YaIIlatoナ ク ラ イ ト)の 同 位 体 年 代 学 研 究(20029)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 　 Misawa.　 K.,　Kojima,　 H.,　Imae,　 N.　&　Nakamura,　 N.　(2003):　 The　 Yamato　 nakhlite　 consortium.　 Antarct.　 Meteorite　 Res.,
16,1-12.
　 　 Misawa.　 K.,　Yalnazaki,　 R,　 Sawada,　 S.　&　Sekine,　 T.　(2002):　 Redistribution　 of　radiogenic　 lead　 in　plagioclase　 during
　 　 　 shock　 metamorphism.　 In　High-pressllre　 shock　 compressioll　 of　solids　 V　 "Shock　 chemistry　 with　 applic:ations　 to
リリ
　 　 　 meteorites　 impacts　 ,　(Eds.　 L　 Davison,　 Y.　Horie　 &　T.　Sekine),　 pp.　 163-179,　 Springer.
　 　 Tomiyalna,　 T.,　Yamaguchi,　 A.,　 Misawa　 K.　 &　 Kojima,　 H.　 (2002):　 Minor　 element　 chemistry　 of　low-Ca　 pyroxelle　 in
　 　 　 Allan　 Hills　 77252,　 an　 L3-6　 chondritic　 breccia.　 Antarct.　 Meteorite　 Res.,　 15、　78-96.
　 　 Yamaguchi,　 A.,　Clayton,　 R.N、 　Mayeda,　 T.K,　 Ebihara,　 M.,　 Oura,　 Y.,　Miura,　 N.Y.,　 Haramura,　 H.,　Misawa　 K.,　Kojima,　 H.
　 　 　 &　Nagao,　 K　 (2002):　 Northwest　 Africa　 O11,　 A　new　 asteroidal　 basalt　 Science,　 296,　 334-336.
　 　 Morikawa,　 N.,　 Misawa　 K.,　 Kondorosi,　 G.,　 Premo,　 W.　 R.,　Tatsumoto,　 M.　 &　 Nakamura,　 N.　 (2001):　 Rb-Sr　 isotopic
systematics　 of正herzolitic　 shergottite　 Yamato　 793605.　 AIltarct.　 Meteorite　 Res.,　 14,　47-60.
三 こ一 敗 百(2001):Denverで の 同 位 体 地 球 化 学 ・年 代 学 研 究:立 本 光 信 博 士 を 偲 ん で.地 球 化 学,35 ,121-138.
　 　 Misawa　 K　 &　 Fujita,　 T.　 (2000):　 Magllesium　 isotopic　 fractionations　 ill　barred　 olivine　 chondruleg.　 from　 the　 Allende
　 　 　 meteorite.　 Meteoritics　 &　Planet.　 Sci.,　35,　85-94.
　 　 Misawa　 K.,　Yamazaki,　 F.,　Ihira,　 N.　 &　 Nakamuil'a,　 N.　 (2000):　 Separatioll　 of　rare　 earth　 elements　 and　 strollthlm　 frolll
　 　 　 dhondritic　 meteorites　 by　 miniaturized　 extraction　 chrolnatography　for　elernental　 and　 isotopic　 analyses.　 Geocheni.
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J.,34,ll-21.
　 Prerno,　 W.　 R.,　 Tatsumoto,　 M.,　 Misawa　 K.,　 Nakamura,　 N.　 &　 Kita,　 N　 T.　 (1999):　 Pb-isotopic　 systematics　 of　 lunar
　 　 highland… 　 k・(・39G・)・C・Ilst・・int・ ・nea・1yluna・ev・1・ti… 　 1・t,・・nati・nalG・ ・1・gyRev・,41,95-128・
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 Misawa.　 K.,　 Shih,　 Chi-Yu,　 Wiesmalln　 H.　 &　 Nyqllist　 LE.　 (2003):　 (〕rystallization　 alld　 alteration　 ages　 of　the　 Antar(ttic
　 　 　 Ilakhlite　 Yamato　 OOO593.　 34th　 Lunar　 Planet.　 Sci.　 Conf.,　 Houston.
　 　 Misawa　 K.,　Yamaguchi,　 A.　 &　 Kaiden,　 H.　 (2002):　 U-Pb　 isotopic　 systematics　 of　zircons　 from　 highly　 shocked　 eucrite
　 　 　 Padvarninkai.　 33rd　 Lunar　 Planet.　 Sci.　 Conf.,　 Houston.
　 　 Misawa　 K.　&　Yamaguchi,　 A.　 (2001):　 U-Pb　 isotopic　 systematics　 of　zircolls　 from　 basaltic　 eucrites.　 (2001)　 64th　 Aimual
　 　 　 Meeting　 of　Meteoritical　 Society,　 Vatican.
　 　 Misawa　 K　 &　Yamaguchi,　 A.　 (2001):　 Zircon　 in　eucrites:　 Oecurrence,　 possible　 origin,　 and　 U-Pb　 isotopic　 systelnatics.
　　　　32nd　 Lunar　 Planet.　 Sci.　Conf.,　 Houston.
　 　 Misawa　 K.,　Yamazaki,　 F.,　Sekine,　 T.　&　Nakamura,　 N.　(2000)　 IIlcorporation　 of　radiogenic　 lead　 components　 illto
　 　 　 plagioclag.　e　during　 shock　 metamorphism.　 31st,　Lunar　 Planet.　 Sci.　Conf.,　 Houston.
三;改 頁,山 口 亮(2000):HED母天 体 の 形 成 史2000年 度 日本 地 球 化 学 会 年 会,山 形 大 学,山 形
三 澤 啓 司(1999):太 陽 系 初 期 の1000万 年1999年 度 日 本 地 球 化 学 会 年 会,工 業 技 術 院 地 質 調 査 所,つ く ば
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況:
基 盤B「 ユ ー ク ラ イ ト阻 石 母 天 体 の 形 成 史 」(研 究 代 表 者)(平 成13～15年)
基 盤B「 南 極 か ら 見 た ゴ ン ドワ ナ 形 成 史:　 SHRIMP年 代 学 か ら の ア プ ロ ー チ 」(研 究 分 担 者)(平 成13～16年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動:
AinericanGeophysicalUnion,TheMeteoriticalSociety,日本 地 球 化 学 会,日 本 惑 星 科 学 会
10.受 賞 な ど:
1989年 日 本 地 球 化 学 会 奨 励 賞
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど:
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど 二
総 研 大 ジ ャ ー ナ ル 編 集 委 員 会(委 員)
13.研 究 活 動 の 課 題 と展 望:
F員石 母 天 体 の 熱 変 成 過 程 に つ い て,詳 細 な タ イ ム ス ケ ー ル を 規 定 す る た め に,消 滅 核 種(2i;Al-26Mg,5:iMn-7':;Cr系)
を も ち い た 年 代 学 研 究 に 本 格 的 に 取 り組 む 、,
⑧ 野木 義史 研究 系地学研 究部 門助 教授,博 士(理 学)(神 戸大学:1992年)
1.専 門領域:固 体 地球物 理学
2.研 究課 題:ゴ ン ドワナ分裂過程 と現在 の南極 プ レー トの進 化に関す る研 究
3.研 究活 動の概 要 と成 果
昨年 度 に引 き続 き,南 イン ド洋海域 で使 用可能 なデー タを用い て,初 期 の ゴ ン ドワナ分裂過程 とそ れに伴 う海洋
底 拡 大過程 に関す る研 究 を行 った。衛 星高度計 デ ー タとこれ までの しらせ での観測 に よ り,西 エ ンダビー海 盆で は,
これ まで と異な る新 た な海底 拡大過 程が推定 された。
東 京大学 海洋研 究所 の 白鳳 丸 に よるKHO1-3次 航 海 に よって得 られた,1998年 に発 生 した南極 巨大地 震震央 近傍
お よび オー ス トラ リアー南 極 デ ィスコー ダンス ・ゾー ンにお け る,マ ルチナ ロー ビーム音響測 深 に よる海底 地形 お
よび重 力異常,地 磁気 異常 デ ー タの解析 を継続 して行 った、 これ によ り,1998年 に発 生 した南 極巨 大地震 震央 は,
これ まで検 出 されなか った海 山の北側 で発生 した こ とがわか った、,
4.研 究活動 歴
第30次 南極 地域観測(夏 隊)参 加(1988-1989)
国際深 海掘削計 画　(ODP)　 Leg143次 航 海 参加(1992)
BASジ ェーム ズ クラー クロス号JRO9航 海 参加(1995)
イギ リス ・　BAS　 (短 期在外研 究 員)研 究(1998)
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5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
第37次 南 極 地 域 観 測(越 冬 隊)参 加(1995-1997)
学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文;
UtN　 Y　 and　 Seama,　 N.　 (2002):　 Basement　 ol・ielltation　 ill　the　 East　 Enderby　 Basin,　 Southem　 Indian　 O(〕ean.　 In
　 AIltarctica　 at　the　 close　 of　a　millelmium,　 ed.　 Gamble,　 J.A.,　 Skinner,　 D.N.B.　 and　 Henrys,　 S.,　The　 Royal　 Society　 of
　 New　 Zealand　 Bulletin,　 35,　539-547.
Terada,　 K,　 Fukuda,　 Y.　 alld独L」二(2001):　 Detection　 of　 seafloor　 stl・uctures　 off　 the　 Gullllel'us　 ridge.　 Polar
Geoscience,14,235-243.
UtN　 Y　 and　 Kaminuma,　 K.　 (1999):　 Vector　 magnetic　 anomalies　 in　the　 West　 Enderby　 Basin.　 Korean　 Journal　 of　Polar
Research,10,117-124.
Koba、yashi,　 R.,　Kaminuma,　 K.,岨tN　 Y　 and　 Kanao,　 M.　 (1999):Agreat　earthquake　 in　 he　 AIltarctic　 Plate　 oll　March
　 25,　 1998.　 Korean　 Joumal　 of　Polar　 Research,　 10,　109-115.
Kaminuma,　 K.,　 Kobayashi,　 R.,虹and　K ao,　 M.　 (1999):　 Aftershock　 activity　 of　 the　 great　 earthquake　 ill　the
　 Antarctic　 plate.　 Polar　 Geoscience,　 12,　183-191.
堕 エand　 Kami皿ma,　 K　 (1999):　 Measurenieiits　 of　vector　 magnetic　 aIlomalies　 on　 board　 the　 icebreaker　 Shirase
　 and　 the　 magnetization　 of　the　 ship.　 Almali　 di　Geofisica,　 42,　 161-170.
Negishi,　 H.,逼 ΩgL_エand　 Kaminuma,　 K.　 (1998):　 An　 intraplate　 earthquake　 that　 occurred　 near　 Syowa　 Station,　 East
　 Antarctica.　 Polar　 Geoscience,　 ll,　32-41.
Aoyama,　 Y.,岨 エ,　Kamilluma,　 K.　alld　 Nagao,　 T.　(1998):　 Preliminary　 report　 of　electromagnetic　soundillgs　 n East
　 Ongul　 Island,　 Antarctica.　 Polar　 Geoscience,　 11,　49-60.
Kllbo,　 A.,虹and　 Kaminuma,　 K.　 (1998):　 Systematic　 deviations　 of　earthquake　 slip　vectors　 from　 NUVELI　 at　the
　 Australia-Ant.arctica　and　 Pacific-Alltarctica　 plate　 boundaries.　 Polar　 Geoscience,　 11,　61-75.
野 木 義 史 ・ 金 尾 政 紀 ・神 沼 克 伊(1998):第37・38次 南 極 地 域 観 測 隊 に お け る 南 イ ン ド 洋 海 山 調 査.南 極 資 料,
42,81-90.
口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
UtN　 Y　 and　 Koizumi,　 K.　 Seafloor　 Mapping　 Around　 the　 Epicenter　 of　 the　 Great　 Antarctic　 Earthquake.　 Americall
　 Geophysical　 UIlion　 2002　 Fall　 Meeting,　 Sall　 Frallcisco,　 December　 6-10,　 2002.
皿,　 Terada,　 K.,　Seama,　 N.　 and　 Fukuda,　 Y.　Seafloor　 spreading　 evolution　 in　the　 West　 Enderby　 Basin,　 Southern
　 Indian　 Ocean.　 American　 Geophysical　 UIlion　 2001　 Fall　 Meet.ing,　 San　 Francisco,　 December　 10-14,　 2001.
UtN　 Y　 and　 Seama,　 N.　 Seafloor　 spreading　 llistory　 ill　the　 Enderby　 Basin,　 Southern　 Indian　 Ocean.　 American
　 Geophysical　 Union　 2000　 Fall　 Meeting,　 San　 Francisco,　 DeceInber　 15-19,　 2000.
UtN　 Y　 and　 Livermore,　 R.A.　 Vector　 magnetic　 anomalies　 ill　the　 east　 Scotia　 Sea.　 American　 Geophysical　 Union　 l999
　 Fall　 Meetillg,　 San　 Francisco,　 December　 l3-17、 　1999.
虻and　 Kaminuma,　 K:　 Magnetic　 anomalies　 ill　the　 EI/derby　 Basin,　 Southern　 Illdian　 OceaIn.　 8th　 Intematiollal
　 Symposium　 ol)　Antarctic　 Earth　 Scien(tes,　 Wellington,　 1999.
UtN　 Y　 and　 Kaminuma,　 K-　 Magnetic　 anomalies　 ill　the　 Southern　 Indian　 Ocean.　 American　 Geophysical　 Union　 1999
　 Spring　 Meet,ing,　 San　 Francisco,　 May.　 31-　 June　 4,　1999.
科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(C)「 新 た な ゴ ン ド ワ ナ 大 陸 の 復 元 」(研 究 代 表 者)(平 成13～15年)
基 盤 研 究(A)「 国 際 共 同 観 測 に よ る 中 央 海 嶺 研 究 の 総 合 的 推 進 」(研 究 分 担 者)(平 成14～17年)
講 演 な ど
平 成14年 度 は た が や 地 球 倶 楽 部(2002.6),姫 路 工 業 大 学 講 演 会(2002.12)
学 会 及 び 社 会 的 活 動
地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会,日 本 地 震 学 会,日 本 海 洋 学 会,　 American　 C}eophysical　 Union
受 賞 な ど
他 大 学 等 で の 講 義 な ど
所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
10DP暫 定 サ イ ト サ ー ベ イ パ ネ ル 　 (iSSP)　 委 員
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13.研 究活 動の課題 と展望
これ までの観測 デ ー タの解析 を進 め,ゴ ン ドワナ分裂 過程 に関す る研 究 を継 続す る。これ らの研究 を基礎 と して,
大陸 分裂の メカニ ズムお よびホ ッ トスポ ッ トとの 関係 の解明 を 目指 し,さ らに今後 も観測 を継続 してい く。 また,
南 極 巨大地震 震央付近 の デー タ解析 も さらに進め,こ の地 震の原 因 を追 求す る とともに,現 在 の南極 プ レー トの進
化 を明 らか に して い く、
⑨ 土 井 浩 一 郎 南 極 圏 環 境 モ ニ タ リ ン グ 研 究 セ ン タ ー 助 手,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 手
(併 任),博 士(理 学)(京 都 大 学:1992年)
1.専 門 領 域:測 地 学
2.研 究 課 題:干 渉 合 成 開 口 レ ー ダ ー に よ る 氷 床 変 動 の 検 出 と氷 床 変 動 に 伴 う 地 殻 変 動 お よ び 重 力 変 化 の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
ロ シ ア ・　Vostok基 地 は 氷 床 下 潮 で あ るVostok湖 の 南 端 に 位 置 し て お り,そ のVostok基 地 に お い て,1969年 に 重
力 の 連 続 観 測 が 行 な わ れ た,,　Vostok湖 の ダ イ ナ ミ ク ス を 調 べ る 目 的 で そ の デ ー タ の 再 解 析 を 行 な っ た 。 主 要 な 分
潮 に お け る 理 論 潮 汐 と の 位 相 差 や 半 日周 潮 の 振 幅 に 陸 上 で の 観 測 か ら 得 ら れ る 値 と 異 な る 特 徴 が 見 ら れ た ほ か,気
圧 変 化 に 対 し て 特 異 な 応 答 が 見 ら れ た 。 ま た,昭 和 基 地 で 実 施 さ れ て い るVLBI実 験 デ ー タ の 相 関 処 理 お よ び 基 線
解 析 を 行 な い,昭 和 基 地 －Hobart　 (オ ー ス ト ラ リ ア),昭 和 基 地 －HartRAO　 (南 ア フ リ カ)の 基 線 長 が 求 め ら れ た 。
昭 和 基 地 －Hobart,　 昭 和 基 地 －HartRAO両 基 線 と も 基 線 長 の 伸 び が 観 測 さ れ て お り,　 GPSに よ る 国 際 観 測 網(IGS
網)で 得 ら れ て い る 結 果 と 調 和 的 で あ っ た 。
4.研 究 活 動 歴
第41次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1999-2001)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 　 Doi　 K.,　Seo,　 N.,　Aoki,　 S.,　and　 Shibuya,　 K.　(2002):　 Sea　 surface　 height　 determination　 by　GPS　 ill　sea　 ice　region　 of
　 　 　 LUtzow-Holm　 Bay,　 Antarctica,　 Polar　 Geosci.,　 15,　104-111.
　 　 Ozawa,　 T.,　Shibuya,　 K.,　Doi　 K.,　and　 Aoki,　 S.　(2002):　 Detection　 of　grounding　 line　and　 vertical　 displacement　 of　the
　 　 　 Baudouin　 Ice　Shelf,　Antarctica,　 by　SAR　 illterferometry,　 Polar　 Geosci.,　 15,　112-122.
　 　 Fukuda,　 Y.,　Aoki,　 S.　and　 Doi　 K.　(2002):　 Impact　 of　satellite　 gravity　 missioIls　 on　 Glaciology　 and　 Antarctic　 Earth
　 　 　 sciences,Polar　 MeteoroLGIaciol.,16,32-41.
Fukuzaki,　 Y.,　Shibuya,　 K.,　DΩLK.,　 Jike,　T.　Jauncey,　 D.,　and　 Nicolson,　 G.　(2002):　 Processig　 of　the　 Data　 of　Syowa
　 　 　 VLBI　 Experiment　 by　Copying　 BetweeIl　 the　Different　 Recordillg　 Systems　 and　 t.he　Result　 of　the　Analysis,　 IVS　2002
　 　 　 General　 Meeting　 Proceedings,　 184　-188.
Jike,　T.,　Manabe,　 S.,　Tamura,　 Y.,　Shibuya,　 K.,皿,　 Tanaka,　 T.,　McCulloch,　 P.,　Costa,　 M.,　Nicolson,　 G.,　Quick,　 J.,
　 　 　 Sato,　 K.,　Shibata,　 K.,　Fukuzaki,　 Y.,　Jauncey,　 D.,　and　 Reynolds,　 J.　(2002):　 The　 Antarctic　 VLBI　 Experiments　 Dllril/g
　 　 　 JARE39　 and　 Geodetic　 Analysis　 by　the　Mitaka　 FX　 Correlator,　 IVS　2002　 General　 Meeting　 Proceedings,　 324　 -　328.
小 澤 拓,士 井 浩 一 郎,澁 谷 和 雄(2000):JERS-1の干 渉 合 成 開 口 レ ー ダ ー を 用 い た 南 極 氷 床 流 動 ・変 形 の 検 出,
測 地 学 会 誌,46,43-52.
土 井 浩 一一郎,澁 谷 和 雄,野 木 義 史,小 澤 拓(1999):南 極 ・昭 和 基 地 で 受 信 さ れ たERS-1/2タ ン デ ム ・ ミ ッ シ ョ ン
か ら 得 ら れ た 干 渉SAR画 像,測 地 学 会 誌,45,351-354.
小 澤 拓,士 井 浩 一 郎,澁 谷 和 雄(1999):干 渉 合 成 開 口 レ ー ダ か ら得 ら れ た 東 南 極Zubchatyy棚 氷 の 海 洋 潮 汐 に よ
る 変 形,測 地 学 会 誌,45,165-179.
　 　 Ozawa,　 T.,　Doi　 K.,　and　 Shibuya,　 K.　(1999):　 A　case　 study　 of　generating　 a　digital　elevation　 model　 for　the　Soya　 Coast
　 　 　 area,　Antarctica,　 using　 JERS--1　 SAR　 interferometry,　 Polar　 GeoscL,　 12,　227-239.
　 　 Doi　 K.,　Ozawa,　 T.,　Shibuya,　 K.,　Nakagawa,　 H.,　Omura,　 M.,　and　 Koike,　 K.　(1998):　 Preliminary　 St.udy　 t,o　Generate　 a
　 　 　 DEM　 of　Amundsen　 Bay,　 Antarctica　 by　Interferometric　 SAR,　 Polar　 Geosci.,　 ll,　14-22.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Shibuya,　 K.,　DΩ 遮alld　 Aoki,　 S.:　Status　 of　SW　 geodetic　 VLBI　 experiments　 and　 collocated　 observations　 at　Syowa
　 　 　 Statioll,　Antai℃tica,　 2nd　 IVS　 General　 Meeting,　 Tsukuba,　 February　 4-7,　2002.
士 井 浩 ・・郎,青 木 茂,渋 谷 和 雄,今 栄 直 也,岩 田 尚 能:宇 宙 測 地 技 術 に よ る 氷 床 域 の 高 さ 変 化 の 検 出 に つ い て,
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地球 惑星 科学関連 学会2002年 合同 大会,東 京,5月27El-31日,2002年.
よVと進二 郎,澁 谷和 雄,　R.　Dietrich,　A.　Potzsch　 :南 極 ・　Vostok基 地 にお いて観測 され た重力 の潮 汐変化 デー タ
の 再解析,日 本測 地学 会,金 沢,10月28日 一30日,2002年.
士 生一 、1,瀬 尾 徳常 ニリュ ツォ・ホ ルム湾内 でのGPSを 用 いた海面 高測定,日 本測 地学 会,札 幌,10月15日 一
17日,2001年.
　　Ozawa,　 T.,　Doi　 K.　and　Shibuya,　 K.:　Ice　Flow　Around　 the　Soya　Coast　Area　Derived　 from　Three-Pass　 JERS-l　 SAR
　　　 II/terferometry,　2000　1EEE　 International　 Geoscience　 and　Renlote　 Sensillg　Syml)oSiUIII,　Hawaii,　July　24-28,　2000.
　　 Ozawa,　 T.,　Doi　 K.　and　Shibuya,　 K.:　Application　 of　SAR　 interferoinetry　 to　DEM　 generation　 of　Antarctica,　 IUGG99,
　　　 Birmingham,　 July　l8-30,　1999.
7.科 学研 究費補 助金取 得状況
基盤 研究　(B)　 「GGP-JAPAN超 伝 導重 力観 測点 での絶 対 重力測定 による グ ローバ ル重 力変 化の研 究」(研 究 分担
者)(平 成14～16年)
基盤研 究 「C)「 南極 ・氷床 「湖　lLake　 VOstok、　の ダ イナ ミクス に関す る国際 共同研 究」(研 究分担 者)(平 成14
～15年1
基盤研 究(O「 南 半球 のVLBI網 と日本列 島 を結 ぶ長大 基線 に よる測地実験 」(研 究 分担者)(平 成10～12年)
基盤研 究(O「 人⊥ 衛 星合成 開「-1レー ダ}渉 法 に よる遠 隔地 地形 モデ ルの作成 お よびその検 証」1、.研究 代表 者:
平成9～11年,研 究 分担 者:'lz成12年 い 平 成9～12年1
8.講 演 な ど
9.学 会 及び社 会的活動
日本測 地学 会(評 議 員ノ,国 際測 地学協 会
10.受 賞 な ど
11.他 大学 等での 講義等
12.所 内外 の主要 な会議 委員 な ど
測 地学研 究連絡 会 地殻 変動 ・海 水準 小 委員会 「委員)
13.研 究活動 の課題 と展 望
湖 の潮 汐変 位 や気圧 変化 とVostok湖 」二の 氷床 表面変位 の 関連 につ いて調べ るため に,衛 星合 成開 口 レー ダーデ
ー タに干渉処 理 を適用 して,　Vostok湖 の表 面変位 を求め る ア定 で あ る その 上で,潮 汐 や気 圧変 化 に対す る氷床
下湖 の応答 の解明 をめ ざす
南極VLBIに つ いて は,処 理 お よび解析 の ス ピー ドア ップを計 り,昭 和基地－Hobart,　 昭和基 地－Hart　RAO基 線
の決定 精 度 を向 ヒさせ る とと もに,南 極 プ レー ト内基線 であ る昭和 基地一 〇'Higgins(南 極 半 島)基 線 の基線 長変
化の決 定 をめ ざす 、
⑩ 金尾政紀 研究系地学研究部門助 手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助 手1併 任,博 士 理
学)(京 都大学:1996年l
l.専 門領域:固 体地球物理学
2.研 究課題:南 極大陸 リソフフェアの構造 とダイナ ミクスに関する研究
3.研 究活動の概要 と成果
地球進化過程における表層部岩石圏のダイナ ミクスを議論する 上で,大 陸リソスフェアの構造とその形成過程の
研究は重要である.こ れ までは特に昭和基地を中心 とする東南極エンダービーラン ド～ ドローニングモー ドラン ド
域の,太 古代～古生代の各岩体の沿岸 ～大陸氷床部における現在の構造 を,波 形 インバージョン等の地震学的手法
を中心 に各種地球物理学的解析を行 った一また表層地質やマ イクロテ クトニクス研究,及 び室内高圧実験 による岩
石鉱物学的物性の研究結果 と照 らし合わせ,大 陸深部を構成する岩石の物理的化学的特徴 を検討 した.さ らに地殻
深部の地震反射面の形状やその生成モデルを,岩 石の変形や流動 との関係で考察 し,ゴ ン ドワナ超大陸形成,及 び
分裂に伴う大陸成長過程を解明 している
4.研 究活動歴
第33次 南極地域観測隊(越 冬隊,参 加1991-1993
ノルウユー ・スバールバル諸島の地球物理観測参加(1994'i
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 Kanao, M., Kubo, A., Shibutani, T., Negishi, H. and Tono, Y. (2002): Crustal structure around the Antarctic margin 
    by teleseismic receiver function analyses. Antarctica at the close of a millennium, Royal Society of New Zealand 
    Bulletin, 35, 485-491. 
 Kanao, M., Kaminuma, K.,  Kobayashi, R., Shibuya, K. and Nogi, Y. (2002): System  replacement. of seismic 
    observations and data accessibility for public use at Syowa Station, East Antarctica. Antarctica at the close of a 
    millennium, Royal Society of New Zealand Bulletin, 35, 601-609. 
   Kobayashi, R., Kaminuma, K., Nogi, Y. and  Kanao, M. (2002): Aftershock activity of the 25 March 1998 great 
    earthquake in the Antarctic Plate. Antarctica at the close of a millennium, Royal Society of New Zealand Bulletin, 
    35, 589-593. 
   Yamashita, M., Kanao, M. and Tsutsui, T. (2002): Characteristics of the Moho as revealed from explosion seismic 
     reflections beneath the Mizuho Plateau, East Antarctica. Polar Geosci., 15, 89-103. 
   Tsutsui, T., Murakami,  H., Miyamachi,  H., Toda, S. and Kanao, M. (2001): P-wave velocity structure of the ice sheet 
     and the shallow crust benearth the Mizuho traverse route, East Antarctica, from seismic refraction analysis. 
     Polar Geosci., 14, 195-211. 
   Tsutsui, T., Yamashita, M., Murakami, H., Miyamachi, H., Toda, S. and  Kanao, M. (2001): Reflection profiling and 
     velocity structure  benearth Mizuho traverse route, East Antarctica. Polar Geosci., 14, 212-225. 
   Brown, L. D., Kroner, A., Powell, C., Windley, B. and  Kanao,. M. (2001): Deep Seismic Exploration of  East. 
     Gondwana: the LEGENDS Initiative. Gondwana Research, 4, 846-850. 
   Higashi, T., Kanao, M., Motoyama, H. and Yamanouchi, T. (2001): Gravity observations along the traverse routes 
     from Syowa Station to Dome Fuji Station, East Antarctica. Polar Geosci.,14, 226-234. 
   Tsuboi, S., Kikuchi, M., Yamanaka, Y. and  Kanao, M. (2000): The March 25, 1998 Antarctic Earthquake: Great 
     earthquake caused by postglacial rebound. Earth Planets Space, 52, 133-136. 
 Shibuya K., Kanao, M., Higashi, T. and Aoki, S. (2000): Installation and operation of PRARE tracking antenna at 
     Syowa Station, Antarctica. Antarct. Rec., 44, 14-24. 
   Kaminuma, K., Kobayashi, R., Nogi, Y. and  Kanao, M. (1999): Aftershock activity of the great 1998 earthquake in 
     the Antarctic plate. Polar Geosci., 12, 183-191. 
 Kaminuma, K.,  Kanao, M. and  Kubo, A. (1998): Local Earthquake Activity around Syowa Station, Antarctica. Polar 
     Geosci.,  11,  23-31. 
 6.  [19111A  (  OD'itP.ITJtd:-A) 
 Kanao, M., Negishi, H., Tono, Y. and Shibuya, K. (2003): "Broadband SeismicArray Deployment around the 
 Ltitzow-Holm Bay Area,  East. Antarctica. Structure and Evolution of the Antarctic Plate (SEAP 2003) Workshop, 
     Programme  and abstracts, Hotel Boulderado, Boulder, Colorado, USA. 
 Kanao, M. and Ishikawa, M. (2003): DEEP STRUCTURE AND COLLISION TECTONICS OF PAN-AFRICAN 
    OROGENIC BELT: LTUZOW-HOLM COMPLEX, ENDERBY LAND, EAST ANTARCTICA. The 10th International 
     Symposium of Deep Seismic Profiling of the Continents and Their Margins (SEISMIX2003),  Programme & 
 Abstracts  p80, Taupo, New Zealand. 
   Yamashita, M., Miyamachi, H.,  Matsushima, T., Toda, S., Takada, M., Watanabe, A. and Kanao, M. (2003): 
    REFLECTION PROFILING AND VELOCITY STRUCTURE FROM SEISMIC EXPLORATION, SEAL-2002. The 
     10th International Symposium of Deep Seismic Profiling of the Continents and Their Margins (SEISMIX2003), 
     Programme & Abstracts p136, Taupo, New Zealand. 
   Brown, L. D.,  Kanao, M., Kroner, A. and Windley, B. (2003): LEGENDS: DEEP SEISMIC EXPLORATION OF A 
     SUPERCONTIENNT. The 10th International Symposium of Deep Seismic Profiling of the Continents and Their 
     Margins (SEISMIX2003), Programme & Abstracts p48, Taupo, New Zealand. 
   Kanao, M. (2002): "Structure and Evolution of the East Antarctic Lithosphere" Geoscience Program - Ouline and 
     Scientific Significance -. Remote Views  and Exploration of Antarctic Lithosphere (REVEAL) Workshop,
88
　 　 　 Programme　 and　 abstracts,　 29,　"・Tarxvick　Hotel,　 Denver,　 Colorado,　 USA.
　 　 Ivins,　E.,　James,　 T.,　Tsuboi,　 S.　and　 Kanao　 M.　 (2002):　 Gravitational-Viscoelastic　 Adjustrnent　 to　Ice　Sheet　 Challge
　 　 　 and　 Brittle　 Crustal　 Failure:　 A　Link　 to　the　Mw　 8.l　March　 25,　1998　 Antarctic　 Plate　 Earthquake　 ?.　AGU　 Spring　 2002
　 　 Meeting,　 Washington,　 USA.
　 　Kaminuma,　 K.　and　 Kanao,　 M.　 (2002):　 St.ructure　 and　 Evolution　 of　the　 East　 Antarctic　 Lithosphere.　 IIItematiollal
　 　 Symposium　 on　 GONDWANA　 ll　Correlations　 and　 Colmectiolls,　 Programme　 aIld　abstracts,　 Session　 oll　Mon.　 26
　 　 　 Augllst,　 UIliversity　 of　Canterbury,　 Christchurch,　 New　 Zealand.
　 　 Brow　 li,　L.　D.,　Kroner,　 A.,　Powell,　 C.,　Windley,　 B.　F.　and　 Kanao,　 M.　(2001):　 Lithospheric　 Evolution　 of　GoIldwalla
　 　 　 East　 from　 iNterdisciplinary　 Deep　 Surveys　 (LEGENDS),　 Internat.ional　 Symposium　 on　the　Assembly　 and　 Breakup
　 　 　 of　Rodinia　 and　 Gondwana,　 and　 GroWth　 of　Asia,　Program　 and　 abstracts　 P-1-04,　 0saka　 City　University,　 Jal)all.
　 　 Toda,　 S.,　Miyamachi,　 H.,　Matsushima,　 T.,　Kanao　 M.　and　 Fukllda,　 Y.　(2001):　 Gravity　 survey　 on　the　Mizuho　 Plateau,
　 　 　 East　 Antarctica:　 results　 from　 JARE　 4ist(2000),　 SEAL　 project.　 International　 Symposium　 on　 t.he　Asselnbly　 all〔l
　 　 　 Breakup　 of　Rodinia　 and　 Gondwana,　 and　 Grovvth　 of　Asia,　 Program　 and　 abstracts　 P-3-12,　 0saka　 City　UIliversity,
　 　　 Japan.
　 　 Powell,　 C.,　Brown,　 L.　D.,　Kroner,　 A.,　Willdley,　 B.　F.　and　 Kanao.　 M.　 (2001):　 GONDWANA:　 THE　 NEXT　 FRONTIER
　 　 　 FOR　 DEEP　 SEISMIC　 EXPLORATION.　 GSA　 Anrmal　 meeting　 T3-1,　 Boston,　 USA.
　 　 Kanao.　 M.,　Shibutani,　 T.　and　 Kubo,　 A.　(2000):　 Shear　 velocity　 models　 of　the　 lithosphere　 by　portable　 and　 parinanent
　 　 　 broadband　 stations　 in　Antarctic　 margins.　 AGU　 Spring　 2000　 Meeting　 S51A-05,　 Washington,　 USA.
　 Kanao,　 M,　 Tsutsui,　 T.,　Murakami,　 H.,　Miyamachi,　 H.,　Toda,　 S.,　Yanagisawa,　 M.,　Minta,　 T.,　Kaminuma,　 K.,　Shibuya,
　 　 　 K.,　Shiraishi,　 K　 and　 SEAL　 Geotransect　 Gro/lp　 (2000):　 Deep　 Seismic　 Refraction　 Experiments　 in　l999　 011　the
　 　 　 Mizuho　 Plateau,　 East　 Antarctica:　 The　 SEAL　 Project.　 9th　 International　 Symposium　 on　deep　 seismic　 profiling　 oII
　 　 　 the　continent,s　 and　 their　margin　 (SEISMIX-2000)　 CAC-2,　 Ulvik,　Norway.
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日本 地 震 学 会,日 本 火 山 学 会,日 本 測 地 学 会,米 国 地 球 物 理 学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
地 球 物 理 学 研 究 連 絡 委 員 会 ・固 体 地 球 グ ロ ー バ ル 観 測 ネ ッ ト ワ ー ク 小 委 員 会(委 員)
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
地 球 史 に お け る 大 陸 成 長 過 程 と現 在 の グ ロ ー バ ル ・ダ イ ナ ミ ク ス を 研 究 す る た め,極 域 の 長 期 間 に 渡 る 地 震 学 的
諸 デ ー タ を 活 用 す る 。 特 に,昭 和 基 地 を 中 心 と し た モ ニ タ リ ン グ 観 測 デ ー タ を 中 心 に 解 析 し,地 球 表 層 の ダ イ ナ ミ
ク ス と そ の 下 の マ ン トル ・核 の 異 方 性 ・不 均 質 構 造 と の 関 係 を,汎 地 球 的 な プ ル ー ム テ ク トニ ク ス 研 究 に 関 連 し て
考 察 す る,,ま た,超 大 陸 の 離 散 集 合 過 程 と そ の 履 歴 を 詳 細 に 紐 解 く た め,受 動 的 ・能 動 的 震 源 に よ る 大 陸 リ ソ フ フ
ェ ア 部 分 の 構 造 解 析 を 合 わ せ て 行 う,
⑪ 今栄直也 南極限石研究セ ンター助手,博 士(理 学)(京 都大学:1994年)
1.専 門領域:限 石学,鉱 物学
2.研 究課題:原 始太陽系星雲お よび阻石母天体における物質の挙動,火 星阻石ナクライ トの成因論的研究,南 極阻
石の産状の研究
3.研 究活動の概要 と成果
南極明石 としては初めてとなるナクライ トの鉱物学的 ・岩石学的研究 を行った,、この阻石は火星由来の阻石とし
てこれまで少数知 られてきたが,数 ・量に大 きな制約があ りこれまで十分には調べ られてこなかった。今回,詳 し
い分析 により,マ グマか らの結晶化過程を分別結晶過程によって説明で きることに成功 した.
4.研 究活動歴
第41次 南極地域観測隊(越 冬隊)参 加(1999-2001)
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5.
6
学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
Misawa,　 K.,　 Kojima,　 H.,　_lmae　 N　 and　 Nakamura,　 N.　 (2003):　 The　 Yamato　 nakhlite　 consortium.　 Antarctic　 Meteorite
Research16,1-12.
Okazaki,　 R.,　Nagao,　 K.,　_lmae　 N　 and　 Kojima,　 H.　 (2003):　 Noble　 gas　 signatures　 of　Antarctic　 nakhlites,　 Yamato　 (Y)-
　 000593,　 Y-000749　 and　 Y-000802.　 Antarctic　 Meteorite　 Research　 l6,　58-79.
1mae　 N　 ,　Y.　Ikeda,　 K.　 Misawa,　 H.　 Kojima　 and　 N.　 Iwata　 (2003):　 Yamato　 nakhlites:　 Petrography　 and　 mineralogy,
　 Antarctic　 Meteorite　 Research　 16,　13-33.
_lmae　 N　,　N.　 Iwata　 and　 Y.　Shimoda　 (2002):　 Search　 for　Antarctic　 meteorites　 in　the　 bare　 ice　field　 around　 tlle　Yamato
　 Mountains　 by　 JARE-41,　 Antarctic　 Meteorite　 Research　 15,　1-24.
Iwata　 N.　 and　 N.　Imae　 (2002):　 Antarctic　 micrometeorite　 collection　 at　a　bare　 ice　region　 Ilear　 Syowa　 Statioll　 by　 JARE-
　 41　 in　2000,　 Ant,arctic　 Meteorite　 Research　 l5,　25-37.
Ninagawa,　 K.,　Ota,　 M.,　 _lmae　 N　 ,　and　 Kojima,　 H.　 (2002):　 Thermoluminescence　studies　 of　ordinary　 chondrites　 in　the
　 Japanese　 Antarctic　 Meteorite　 collection,　 III:　Asuka　 Type　 3　0rdinary　 chondrites.　 Antarctic　 Meteorite　 Research　 15,
114-121.
Noguchi,　 T.,　 Yano,　 H.,　 Terada,　 K.,　 Imae、 　N.,　 Yada,　 T.,　 Nakamura,　 T.　 and　 Kojima,　 H.　 (2002):　 AI/tarctic
　 micrometeorites　collected　 by　 the　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 teams　 during　 1996-1999.　 In:　COSPAR
　 Colloquia　 Series　 l5,　Dust　 in　the　 solar　 system　 and　 other　 planetary　 system,　 392-395.　 S.　F　 Green,　 1.　P.　Williams,　 J.
　 　 A.　M.　 McDonnell,　 and　 N.　McBride,　 editors.　 Pergamon　 Press.
Imae.　 N.　 and　 H.　 Kojima　 (2000):　 Sulfide　 text,ures　 of　 a　unique　 CO3-choIldrite　(Y-82094)　 and　 its　petrogenesis,
　 　 Antarctic　 Meteorite　 Research　 l3,　56-65.
エ_mae　 N　 and　 H.　 Kojima　 (2000):　 On　 the　 relationship　 between　 troilite　 and/or　 magnetite　 rimmed　 FeNi　 metals　 and
　 　 subtype　 in　CO3　 chondrites,　 Antarctic　 Meteorite　 Research　 13,　66-78,　 2000.
Ninagawa　 K.,　 Soyama,　 K.,　 Ota,　 M.,　 Toyoda,　 S.,血 巫,Kojima,　H.,　 Benoit,　 P.　 H.　 and　 Sears,　 D.　 W.　 G.　 (2000):
　 　 Thermoluminescence　studies　 of　 ordinary　 chondrites　 in　Japanese　 Antarctic　 meteorite　 collection,　 II:　New
　 　 measllrelnellts　 for　thirty　 type　 3　0rdinary　 chondrites.　 AIltarctic　 Meteorite　 Research　 l3,　112-120.
Noguchi　 T.,　N.　 Imae,　 T.　Nakamura,　 W.　 Nozaki,　 K　 Terada,　 T.　Mori,　 1.　Nakai,　 N　 Kondo,　 M.　 Sasaki,　 T.　Murakami,　 T.
　 　 Fukuoka,　 K.　 Nogami,　 R.　 Oomori　 and　 H.　 Ohashi　 (2000):　 A　 consortium　 study　 of　 Antarct,ic　 Inicrometeorites
　 　 recovered　 from　 the　 Dome　 Fuji　 Statiol/.　 Antarctic　 Meteorite　 Research　 l3,　270-284.
_lmae　 N　,　Y.　Nakamuta,　 and　 K.　 Shinoda　 (1999):　 An　 experimental　 study　 of　hydrous　 mineral　 formation　 by　 reactioll
　 　 betweeIl　 forsterite　 alld　 water　 vapor,　 Proceedings　 of　the　 Japall　 Academy,　 75,　Ser.　 B,　229-234.
Nakamura　 T.,　N.　 Imae,　 I　Nakai,　 T　Noguchi,　 H.　Yano,　 K.　Terada,　 T.　Murakami,　 T.　Fukuoka,　 K.　 Nogami,　 H.　 Ohashi,　 W.
Nozaki,　 M.　 Hashimoto,　 N.　 Kondo,　 H.　 Mastuzaki,　 O.　 Ichikawa　 and　 R.　 Ohinori　 (1999):　 Ant,arctic　 microllleteoriteモs
　 　 collected　 at　the　 Dome　 Fuji　 Station,　 Antarctic　 Meteorite　 Research,　 12,　183-198,　 1999.
中 村 智 樹,　 M.　 E.　 Zolensky,　 今 栄 直 也(1999):宇宙 空 間,成 層 圏,南 極 地 域 で 捕 獲 さ れ た 宇 宙 塵.鉱 物 学 雑 誌,
28,95-102.
小 島 秀 康,今 栄 直 也(1998):地 球 外 物 質 の キ ュ レ ー シ ョ ン 体 制 の 現 状 と 今 後.遊 星 人,7,1H7.
全 室 亘 里(1998):非 平 衡 コ ン ド ラ イ ト阻 石 に 見 ら れ るFeNi合 金 の 硫 化 反 応 組 織 と そ の 成 因.鉱 物 学 雑 誌,27,
105-112.
矢 野 創,中 村 智 樹,野 崎 航,船 木 実,今 栄 直 也,野 上 謙 一(1998):宇 宙 塵 の 採 集 と キ ュ レ ー シ ョ ン.地 球 化 学,
32,161-174.
野 口 高 明,今 栄 直 也(1998):阻 石 と宇 宙 塵 の 鉱 物 学 ・岩 石 学.地 球 化 学,32,165-184.
.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 _lmae　 N　,　Ikeda,　 Y.　and　 Kojima,　 H.:　Igneous　 peterogenesis　 of　Yamato　 Ilakhlites.　 Luner　 and　 Plalletary　 Science,
XXXIV,March17-21,2003.
エtpae　 N　,　Ikeda,　 Y.,　Shinoda,　 K.,　Kojirna,　 H.　and　 Iwata,　 N:Two　 nakhlites　 from　 AIltactica:　 YOOO593　 and　 YOOO749.　 The
　 　 Twentyseventh　 Symposium　 on　Alltarctic　 Meteorites,　 June　 11-13,　 2002.
拠,　 Okazaki,　 R.,　Kojima,　 H.,　and　 Nagao,　 K.:　The　 first　Nakhlite　 from　 AIItarctica.　 Lunar　 and　 Planetary　 Sciel主℃e
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　 　 　 Conference,　 XXXIII,　 Houston,　 NASA　 LPI,　USA,　 March　 !!-15,　 2002.
　 　 Iinae　 N.　and　 Iwata,　 N.:　SEARCH　 OF　 YAMATO　 METEORITES　 IN　2000.　 64th　 Annual　 Meetillg　 of　Meteoritical　 Society,
　　　　 Vatican　 City,　September　 10-14,　 2001.
　 　 Imae　 N.,　Noguchi,　 T.,　Nakamura　 T.,　and　 Nozaki　 W.:　X-ray　 mi℃r〔)probe　 analyse　 of　Antarctic　 micrometeorites　 from
　 　 　 the　Dome　 Fuji　Sation.　 The　 Twelltyfollrtll　 Symposium　 ol/　AIltarctic　 Meteorites,　 NIPR,　 June　 1-3,　1999.
　 　 Imae　 N.　and　 Shinoda,　 K:　 An　 experimeIltal　 study　 of　hydrous　 milleral　 formation　 reaction　 between　 enstat.ite　 and
　 　 　 water　 vapor.　 61st　Annual　 ptCeeting　 of　Meteoritical　 Society,　 Dublin,　 July　27-31,　 1998.
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)「 大 量 の 南 極 宇 宙 塵 を 用 い た そ の 分 類 学 確 立 に む け た 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成ll～14年)
基 盤 研 究(B)「 ユ ー ク ラ イ ト明 石 母 天 体 の 形 成 史 」(研 究 分 担 者)(平 成13～15年)
8.講 演 な ど
千 葉 県 総 合 教 育 セ ン タ ー 研 修 講 座(2002.722)
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日本 鉱 物 学 会,日 本 惑 星 科 学 会,限 石 学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
当 該 年 度 の 研 究 で 明 ら か に し た ナ ク ラ イ トの 成 因 を 立 証 す る た め,再 現 実 験 を 行 う 。 ま た,南 極 産 稀 少 限 石 の 研
究 か ら 未 知 の 太 陽 系 初 期 の 出 来 事 を 探 索 す る こ と も 行 う 。
⑫ 三 浦英樹 研 究 系地学研 究 部門助 手,総 合研 究大学 院大 学数物 科学研 究科 極域 科学専攻 助手(併 任),博 士(理
学)(東 京 都立大学:1995年)
1.専 門領域:地 形学 ・第四紀地 質学
2.研 究 課題:
南極 氷床縁 辺域 にお ける新生代 の高精 度環境復 元 に関す る研究
地球 表層 環境変動 史におけ る南 極氷床 変動 の役割 に関す る研究
3.研 究活動 の概 要 と成果(当 該年)
南 極大 陸の沿岸 山地 ・海岸 の地形地 質学 ・地 球化学 的証拠 と,隆 起 海浜堆 積物,貝 化石 か ら得 られた相 対的海 水
準変動 に基 づ く新 しい第四紀後期 の南 極氷床 変動像 を明 らか に した.さ らに,こ の結 果か ら南 極氷床 と北 半球氷床
の挙動 の比 較 を行 い,第 四紀 ～現 在の南 極氷床 変動 を制 約す る原因 につ いて考察 した。
4.研 究活動 歴:
第37次 南極地域 観測 隊(夏 隊)参 加(1995-1996)
第38次 南 極地域 観測 隊(夏 隊)参 加(1996-1997)
第40次 南極地域 観測 隊(夏 隊)参 加if1998-1999)
米 国 ・オハ イオ州立大 学 ・バー ド極地 研究 セ ンター研 究員(文 部科学 省長期在外 研究 員)(2001-2002)
ニ ュー ジー ラ ン ド・ビク トリア大学 ・南極研 究セ ンター研究 員(文 部 科学省長 期在外研 究 員)(2002)
5.学 術 論 文(過 去5年 間の重要論 文)
　　 Miura　 H.,　Maemoku,　 H.　and　Moriwaki,　 K.　(2002):　 Holocene　 raised　beach　 stratigraphy　 and　sea-level　history　at
　　　 Kizahasi　Beach,　Skarvsnes,　 LUtzow-Holm　 Bay,　Antarctica.　Antarc:tica　at　the　close　of　a　millelmium,　 Royal　Society
　　　 of　New　 Zealand　 Bulletin,　35,　391-396.
三"什 豊(2002):第 四紀 の南極氷床 変動 と古海洋 ・古気候 変動.月 刊 地球,17,1-7.
三'壮 蚕(2002):第 四紀 研究 史 におけ る南極氷床 変動研究 の位置づ け一 氷 床 コア ・陸 上 ・大陸棚 ・深海底 堆積物
の記 録 と時 空 間分 布か ら一.月 刊 地球,17,8-15.
三'ne・,,前 杢英 明,吉 永 秀一郎,高 田将志,Zwartz,D.P.(2002):南 極沿岸地域 の完 新世の イベ ン トー 隆起海浜
地 形 と放棄 されたヘ ンギ ンル ッカ リ一一.月 刊 地球,17,23-30.
三'什ea,　 前 杢 英明,瀬 戸浩 二,五 十 嵐厚 夫(2002):リ ュ ツ ォ ・ホ ルム湾周辺 の隆起 海浜堆積物 か ら見た 第四紀
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後 期 の 南 極 氷 床 変 動 と 古 環 境.月 刊 地 球,17,37-43.
三"'什 套,高 田 将 志,Zwartz,D.P.(2002):東南 極,エ ン ダ ビ ー ラ ン ド,リ ー セ ル ・ ラ ル セ ン 山 周 辺 の 第 四 紀 氷 床
変 動 の 証 拠 と 古 環 境.月 刊 地 球,17,51-57.
三"=+一 宣,奥 野 淳 一一,中 田 正 夫,瀬 戸 浩 二,五 十 嵐 厚 夫,高 田 将 志,前 杢 英 明(2002):海洋 酸 素 同 位 体 ス テ ー ジ
3に お け る 南 極 氷 床 縁 辺 部 の 融 解 の 可 能 性 一 第 四 紀 後 期 の 両 半 球 氷 床 の 挙 動 と 原 因 一.月 刊 地 球,17,65-69.
Ishikawa,　 M.,　 Hokada,　 T.,　Ishizuka,　 H.,　M血 』L,　 Suzuki,　 S.,　Takada,　 M.　 and　 Zwartz,　 D.P.　 (2000):　 Geological　 map　 of
Mo皿t　 Riiser-Larsen　 (with　 explallatory　 text,　 36p).　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 of　National　 Institut.e　 of　Polar
　 　　 Research,　 Sheet　 37.
Nakada,　 M.,　 Kimura,　 R.,　Okuno,　 J.,　Moriwaki,　 K.,　M山 岨al/d　 Maemoku,　 H.　 (2000):　 Late　 Pleistocene　 and　 Holocene
　 　 　 melting　 history　 of　the　 Alltarctic　 ice　 sheet　 derived　 from　 sea-level　 variations.　 Marine　 Geology,　 167,　 85-103.
　 Hirakawa,　 H.,　 Moriwaki,　 K.,　 Yoshida　 ,　Y.　and　 Miura、 　H.　 (1999):　 Geomorphological　map　 of　Wast　 Ongul　 nd　 West
　 　 　 Ongul　 Islands.　 ,Special　 Map　 Series　 of　National　 Institllte　 of　Polar　 Research,　 No.　 7.
　 Takahashi,　 H.A.,　 Wada,　 H.,　 Nakamura,　 T.　 and　 Miura、 　H.　 (1999):　 14C　 anomaly　 of　freshwater　 algae　 ill　Antarctic
　 　　　coastal　 ponds　 and　 lakes.　 Polar　 Geoscience,　 ll,　262-276.
M血 止L,　 Maemoku,　 H.,　Igarashi,　 A.　 and　 Moriwaki,　 K.　 (1998):　 Distribution　 of　the　 raised　 beach　 deposits　 and　 nnal'ine
　 　 　 fossils　 W　ith　radiocarbon　 dates　 aromd　 the　 LUtzow-Holm　 Bay　 region,　 east　 Antarctica　 (with　 explanatory　 text,　 46p).
　 　 　 Special　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 No.　 6.
　 Miura.　 H.,　 Moriwaki,　 K,　 Maemoku　 ,　H.　 and　 Hirakawa　 ,　K.　 (1998):　 Fluctuat,ions　 of　the　 East　 AIltarctic　 ice-slleet
　 　 　 margin　 since　 the　 last　 glaciation　 from　 the　 stratigraphy　 of　raised　 beach　 deposits　 along　 the　 S6ya　 coast.　 Almals　 ()f
Glaciology,27,297-301.
　 　 Miura、 　H.,　 Maemoku,　 H.,　 Seto,　 K.　 and　 Moriwaki,　 K.　 (1998):　 Late　 Quaterrlary　 East　 Alltarctic　 melting　 evellt　 ill　the
　 　 　 S6ya　 Coast　 region　 based　 on　 stratigraphy　 and　 oxygen　 isotopic　 ratio　 of　fossil　 molluscs.　 Polar　 Geoscience,　 11,　262-
276.
　 　Zwartz,　 DP.,　 Miura、 　H.,　Takada,　 M.　and　 Moriwaki,　 K　 (1998):　 Holocene　 lake　sediments　 and　 sea-level　 change　 at　Mt
　　　　Riiser-Larsen.　 Polar　 Geoscience,　 11,　249-259.
Takada,　 M.,血 止L　and　 Zwartz,　 D.P.　 (1998):　 Radiocarbon　 and　 thermoluminescence　 ages　 in　the　Mt.　Riiser-Larsen
　　　　area,　Enderby　 Land,　 East　 Antarctica.　 Polar　 Geoscience,　 11,　239-248.
Saigusa,　 S.,　M血 塾ユL,　Maemoku,　 H.　and　 Hirakawa,　 H.　(1998):　 Preliminary　 reports　 of　rock　 glaciers　 at　the　foot　of　Mt.
　　　　Riiser-Larsen　 ill　Enderby　 Land,　 East　 Antarctica.　 Antarctic　 Records,　 42,　168-178.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
M魍 ユL,　Maemoku,　 H.　and　 Takada,　 M.:　Precise　 Holocene　 relative　 sea-level　 change　 and　 mid-Holocene　 warm　 period
in　Antarct.ica.　 AGU　 fall　meeting,　 LSan　Francisco,　 USA,　 2002ユ2.6-10.
　 　 Seto,　 K.,　Imllra,　 S.,　Moriwaki,　 K.　and　 Miura、 　H..:　Paleoenvironmental　 change　 in　the　 Holocene　 sediments　 of　Lake
　 　 　 Maruwan　 Ooike　 on　the　Rundvagshetta,　 S6ya　 Coast,　 Antarctica-The　 history　 of　the　Regression　 of　the　ice　sheet　 aild
　　　　uplift　of　S6ya　 Coast-.　 AGU　 fall　Ineetillg,　 San　 Francisco,　 USA,　 2002.12.6-10.
虹 上L,　Okuno,J.,　 Nakada,M.,　 Maemoku,　 H.,　Takada,　 M.,　Igarashi,　 A.,　Seto　 ,　K.　and　 Moriwaki,　 K・:　Late　 Quaternary
　 　 　 Antarctic　 Ice　history　 on　the　 basis　 of　relative　 sea-level　 change.　 West　 Antarctic　 Ice-sheet　 Initiative,　 9th　 Annual
　 　 　 Workshop,　 Virginia,　 USA,　 2002.9.
　 　 Miura.　 H.,　Maemoku,　 H.,　Seto,　 K.,　Igarashi,　 A.,　Takada,　 M.,　Okuno,　 J.,　NakadA,　 M.　and　 Moriwaki,　 K.:　Antarctic　 Ice
　 　 　 Sheet　 History　 around　 the　 LUtzow-Holm　 Bay　 region　 dllrillg　the　 Last　 Glaciation.　 Western　 Pacific　 Geophysics
　 　 　 Meeting,　 Wellington,　 New　 Zealand,　 2002.　 7.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)(1)「 最 終 氷 期 以 降 の 南 極 氷 床 融 解 期 の 高 精 度 決 定 と そ の 地 球 環 境 変 動 へ の 評 価 に 関 す る 研 究 」
(研 究 代 表 者)(平 成14--16年)
基 盤 研 究(B)(2)「 第 四 紀 後 期 の 南 極 の 氷 床 変 動 と環 境 変 化 」(研 究 分 担 者)(.平 成14年 ～15年)
奨 励 研 究(A)「 放 棄 さ れ た ペ ン ギ ン ル ッ カ リ ー 遺 物 を 用 い た 第 四 紀 後 期 の 南 極 沿 岸 の 環 境 変 動 の 研 究 」(研 究 代
表 者)(平 成12～13年)
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総合研究大学院大学共同研究 「前近代 日本における景観の形成と変容に関す る総合的研究」(研 究分担者)(平 成
ll～13年 度)
8.講 演な ど
9.学 会及び社会的活動
日本地質学会,日 本地理学会,東 京地学協会,日 本第四紀学会(編 集委員),日 本土壌肥料学会,日 本ヘ ドロジ
ス ト学会,日 本植生史学会,日 本地形学連合,日 本堆積学会,日 本火山学会,ア メリカ地球物理学会
10.受 賞な ど
11.他 大学等での講義な ど
高知大学理学部,千 葉大学理学部
12.所 内外の主要な会議委員など
13.研 究活動の課題 と展望
地球表層環境変動史の重要な要素である南極氷床変動史をより詳細 ・高精度に明らかにし,海 洋循環,大 気循環
などの地球表層システムの変動に果た してきた南極氷床 ・南大洋の役割,お よび非活動的大陸縁辺域での地殻の隆
起 ・沈降運動 と地球表層物質の侵食 ・運搬 ・堆積との相互作用を解明する研究 を行なう。これ らの研究のために以
下の3点 を今後特に強 く推進する必要があると考えている
1.過 去か ら現在の氷床底環境 ・プロセス,流 域の特性を意識 した陸上,海 底の氷河地形地質の堆積学的 ・氷河構
造地質学的な野外調査 と広範囲 ・高密度での試料採取および遠隔探査
2.凍 土,海 氷環境下での堆積物の音響層序学的調査 と試料の掘削技術の開発 ・改良と広範囲・高密度での試料採取
3.他 の地質学的 イベン トとの対比が可能な高精度でクロスチェ ック可能な多様な年代測定手法の適用 ・開発
⑬ 山 口 亮 南 極 阻 石 研 究 セ ン タ ー 助 手,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 手(併 任),博 士
(理 学)(東 京 大 学:1994年!
1.専 門 領 域:限 石 学
2.研 究 課 題:玄 武 岩 質 限 石 母 天 体 お よ び 月 地 殻 の 形 成 史
3.研 究 活 動 の 概 要 と成 果
玄 武 岩 質 陽 石 　(Northwest　 Africa　 Oll,　 Dhofar　 OO7)　 の 岩 石 組 織,全 署 組 成,酸 素 同 位 体 組 成 か ら,熱 史 や 衝 撃 史,
そ し て,岩 石 学 的 成 因 に つ い て 考 察 し た.
4.研 究 活 動 歴
オ ー ス ト ラ リ ア 国 立 大 学(研 修)一 二次 イ オ ン 質 量 分 析 計 の 保 守 研 修(1999.5-6)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文II
　 　 YamaRuchi.　 A.,　Clay.　ton,　R.N.,　 Mayeda,　 T.K,　 Ebihara,　 M.,　Ollra,　Y.,　Miura,　 Y.N.,　Haramura,　 H.,　Misawa,　 K.,　Kqiima,
　 　 　 H.,　and　 Nagao,　 K　 (2002):　 A　Ilew　 source　 of　basatlic　 meteorites　 inferred　 from　 Northwest　 Africa　 OO1.　 Science　 296,
334-336.
　 　 Yamaquchi.　 A.,　 Sekine,　 T.,　 and　 Mori,　 H.　 (2002):　 Shock　 experimellts　 oll　a　preheated　 basaltic　 eucrite.　 il/　High-
　 　 　 pressure　 shock　 compression　 of　solids　 V.,　Shock　 chemistry　 xvith　 applications　 to　meteorite　 inipacts　 (ed.　 by　 Davison
　 　 　 L,　 Ilorie,　 Y.,　and　 Sekine、 　T.),　 29-45.
　 　 YamaAsuchi.　 A.,　Taylor,　 G.　J.,　Keil　 K.,　 Floss,　 C.,　CI-OZaZ、 　G.,　 Ny.　quist,　 L.　E.,　 Bogard,　 D.　 D.,　 Garrison,　 D.,　 Reese,　 Y.,
　 　 WiesmaIm,　 H.,　and　 Shih,　 C.-Y.　 (2001):　 Post-crystallizatioll　 reheating　 alld　 partial　 meltillg　 of　eucrite　 EET90020　 by
　 　 　 impact　 into　 the　 hot　 crust　 of　asteoid　 4Vesta　 ～4.50　 Ga　 ago.　 Geochim.　 Cosmochim.　 Acta,　 65,　3577-3599.
　 　 Yamaguchi、 　A.　 and　 Sekine,　 T.　 (2000):　 Monomineralic　mobilization　 of　plagioclase　 by　 shock:　 an　 experimental　 study.　 .
　 　 　 　Earth　 Planet.　 Sci.　 Lett.,　 17i　 289-296.
　 　 Yamaguchi、 　A.,　Scott,　 E.　R.　D.,　and　 Keil,　 K.　 (1999):　 Origill　 of　a　unique　 ilnpact-nielt　 rock　 -　the　 L-chondrite　 Ramsdorf.
　 　 　 Meteor.　 Planet.　 Sci.,　34,　49-59.
　 　 YamaRuchi、 　A.,　Taylor,　 G.　 J.,　and　 Keil　 K.　 (1998):　 Oliigill　 of　unusual　 impact　 melt　 rocks,　 Yamato-790964　and　 -790143
　 　 　 (LL-chondrites).　 Antarct.　 Meteor.　 Res.,　 1L　 !8-31.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Yamaguchi.　 A.,　 Setoyallagi,　 T.,　 and　 Ebihara,　 M.:An　 anoinalous　 eucrite,　 DhofarOO7,　 and　 a　possible　 gelletic
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　 　 　relationship　 with　 mesosiderites.　 34th　 Lunar　 Planet.　 Sci.　Conf.,　 Houston,　 March　 17-21,　 2003.
　 　 YainaAruchi、 　A.,　Misawa,　 K.,　Haramura,　 H.,　Kojiina,　 H.,　Clay　 on,　R.　N.,　Mayeda,　 T.　K.,　alld　Ebihara,　 M.:　Nortllwest
　 　 　Africa　 O11,　a　Ilew　basaltic　 meteorite.　 Meteor.　 Planet.　 Sci.　36,　A228,　 Rome,　 August　 28　-　September　 l,　2001.
　 Yamaguchi,　 A.,　Misawa,　 K.,　Haramura,　 H.,　Kojima,　 H.,　Clayton,　 R.　N.,　Mayeda,　 T.　K,　 and　 Ebihara,　 M.:　SI)inels　 in
　 　 　basaltic　 eucrites:　 Implication　 for　crystallizatioll　 alld　metamorphic　 history.　 Meteor.　 Planet.　 Sci.　35,　A174,　 Chicago,
　 　 　 August　 28-September　 1,　2000.
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
若 手 研 究(B)「 分 化 し た 限 石 母 天 体 お よ び 月 の 表 層 地 殻 の 形 成 史 」(平 成14～15年)
基 盤 研 究(B)「 ユ ー ク ラ イ ト頗 石 母 天 体 の 形 成 史 」(研 究 分 担 者)(平 成13～15年)
奨 励 研 究(A)「 玄 武 岩 質 限 石 母 天 体 の 熱 史 と 年 代 学 」(平 成12～13年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
The　 Meteoritical　 SoCiety,日 本 鉱 物 学 会,日 本 惑 星 科 学 会
10.受 賞 な ど
ll.　 他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
地 球 の 月 や 分 化 し た 限 石 母 天 体(小 惑 星)の 地 殻 の 岩 石(月 限 石,ユ ー ク ラ イ ト,メ ソ シ デ ラ イ ト)の 岩 石 ・鉱
物 学 的 研 究 を 行 い,そ れ ら の 年 代 学 的 ・地 球 化 学 的 デ ー タ ー と比 較 を 行 う 。 母 天 体 形 成 初 期 に お け る,月 お よ び 分
化 し た 小 惑 星 の 地 殻 発 達 史 を 明 ら か に す る こ と を 目 指 す 。
⑭ 青 木 茂 南 極 圏 環 境 モ ニ タ リ ン グ 研 究 セ ン タ ー 助 手,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 手
(併 任),† 専士(理 学)(九 州 大 学:1995年)
1.専 門 領 域:海 洋 物 理 学
2.研 究 課 題:海 洋 中 ・長 周 期 変 動 と地 殻 変 動 の 観 測 的 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と成 果
南 極 海 洋 は,地 球 規 模 気 候 シ ス テ ム の 中 の 重 要 な 要 素 を 構 成 す る と 同 時 に,そ の 変 動 は 固 体 地 球 の 変 動 に も 大 き
な 影 響 を 及 ぼ す.、 昨 年 度 ま で に 海 水 位 観 測 に お け るGPS干 渉 測 位 の 有 用 性 を 実 証 し た が,今 年 度 は 単 独 測 位 へ の
拡 張 可 能 性 を 示 し た 。 ま た,昭 和 基 地 を ふ く む 南 極 沿 岸5基 地 の 季 節 内 水 位 変 動 を 調 べ,全 て の 観 測 点 に お け る 沿
岸 水 位 が 同 時 に 変 動 し て い る こ と,ま た こ の 水 位 変 動 に 大 気 の 「南 極 振 動 」 が 密 接 に 関 係 し て い る こ と を 示 し た 。
加 え て,人 工 衛 星 散 乱 計 デ ー タ を 用 い て 氷 山 の 移 動 を 調 べ,海 洋 流 速 構 造 を 推 定 す る の に 有 効 で あ る こ と を 示 し た 。
南 大 洋 イ ン ド洋 区 ケ ル ゲ レ ン 海 台 沖 の 深 層 循 環 の 理 解 と 長 期 変 動 の 把 握,重 力 変 動 へ の 影 響 評 価 な ど を 目 的 と し て,
オ ー ス ト ラ リ ア の 南 大 洋 海 洋 観 測 に 参 加 し た 、
4.研 究 活 動 歴
第39次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1997-1999)
オ ー ス トラ リ ア ・ タ ス マ ニ ア 大 学(研 修)研 究(2000)
第43次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊 同 行 者)参 加(2002)
2001/02年 オ ー ス トラ リ ア 南 極 観 測Voyage　 4参 加(2003)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 　 King,　 M,　 and　 Aoki　 S.　(2003):　 Tidal　 observations　 on　floating　 ice　using　 a　single　GPS　 receiver.　 Geophys.　 Res.　 Lett.,　30
(3),10.1029/2002GLO16182.
　 　 Aoki　 S.,　Shibuya,　 K.,　Masuyama,　 A.,　⊂)zawa,　 T.　and　 Doi,　 K.　(2002):　 Evaluation　 of　seasonal　 sea　level　 variation　 at
　 　 　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 usillg　GPS　 observations.　 Journal　 of　Oceanography,　 58,　519-523.
　　 Aoki　 S.　(2002):　 Coherent　 sealevel　 resl)onse　 to　the　 Alltarctic　 Oscillation,　 Geophys.Res.　 Lett.,　 29　 (12),
10ユ029/2002GLO15733.
　 　 Aoki　 S.,　Ozawa,　 T.,　Shibuya,　 K.　and　 Masllyama,　 A.　(2001):　 Ocean　 tide　observed　 vvrith　differelltial　 GPS　 techllique　 in
　 　 　 LUtzow-Holm　 Bay,　 Alltarctica.　 J.　Geod.　 Soc.　Japan,　 47,　181-186.
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　 　 Aoki　 S.,　Ozawa,　 T.,　Doi,　K..　aiid　Shibllya,　 K.　(2000):　 GPS　 observation　 of　the　sea　level　variation　 ill　Ltitzow-Holm　 Bay,
　 　　 Antarctica.　 Geophys.　 Res.　 Lett.,　27,　2285-2288.
　 　 Aoki　 S.,　and　 Hashida,　 G.　(2000):　 Observations　 c)f　water　 temp(・rat/lre　 alld　salinity　ill　Ongul　 Strait、　Antarctica、 　ill　l998
　 　 　 and　 illvestigations　 of　their　intraseasonal,　 seasonal,　 and　 interaHnual　 val-iatiolls,　Polar　 Meteorol.　 GlacioL,　 14,　68-77.
辿(1997):　 Trends　 al1(l　iIitei'amiual　 variability　 of　surfa⊂:e　 layer　 temperature　 in　the　 In(lian　 se(:tor　 of　the
　 　　 Southern　 Oceall　 observed　 by　Japanese　 AIItarcti(・　Research　 Expeditions.　 J.　Oceallogr.,　 53,　623-631.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
亘 杢.茂:衛 星 重 力 と 海 洋 学,地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会2002年 合 同 大 会,東 京,2002年5月
　 Aoki　 S.,　Bindoff,　 NL.　 alld　Church、 　J.　:Multi-decadal　 changes　 of　watel'　 nnasses　 ill　the　 Indian　 all(l　Sollthem　 OcealL
　 　 The　 WOCE/CLIVAR　 representativeness　 and　 variabilit},T　xvorkshop,　 Fukuoka.　 Oct.18-22,　 2000.
　 　 Aoki　 S.,　Ozawa,　 T.,　Shibuya,　 K.　aiid　Masllyama,　 A.:Ocean　 tide　obselved　 with　 differential　 GPS　 technique　 ill　LUtzow-
　 　 　 Holm　 Bay,　 Alltarctica.　 The　 14th　 Internationa!　 Syml)osillm　 oll　Eartho　 Tides　 (ETS2000),　 Iwate.　 Aug.　 28-Sel).1,2000.
　 　 Aoki　 S.,　Ozawa,　 T.,　Doi,　 K　 and　 Shibuya、 　K.:　GI)S　 observatioil　 of　the　 sea　ievel　variation　 il/　the　 LUzow-IIolm　 Bay,
AIItarctica　 International　 Sylnposiulll　 oll　GPS　 /　AI)plicatioll　 to　Earth　 Sciellces　 and　 interaction輌tl/　 other　 space
　　　　 geodetic　 techniques,　 Tsukuba,　 IbarakL　 Oet.　 18-22　 1999
Aoki　 S.:　Multi-decadal　 warmillg　 trends　 of　subsui・face　 teMI)el・ahlre　 ill　tlle　Indian　 sector　 of　the　 Southerll　 Oceとm:
　 　 　 Large-scale　 variability　 ill　the　 Southern　 O(:eall　 -　patterlls,　 mechanisms　 and　 impacts,　 British　 AI/tarctic　 Sm'vey,
　 　 　 Cambridge　 (U.K.),　 Aug.7　 1999
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)「 南 極 海 イ ン ド洋 セ ク タ ー に お け る 深 層 循 環 の 実 態 把 握 一 特 に 南 極 底 層 水 の 低 緯 度 へ の 輸 送 量 の
直 接 評 価 一 」(研 究 分 担 者)(平 成14～16年 度)
基 盤 研 究(B)「 絶 対 重 力 計 及 び 超 伝 導 重 力 計 の 連 携 に よ る 経 年 的 重 力 変 化 の 精 密 観 測 」(研 究 分 担 者)平 成!l
～13年 度)
特 別 研 究 促 進 費 「南 極 海 に お け る 海 洋 環 境 の 中 長 期 的 変 動 に 関 す る 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成ll～13年 度}
基 盤 研 究(C)「 南 極 海 と 地 球 環 境 に 関 す る 総 合 的 研 究 一1研 究 分 担 者ll平 成12～13年 度)
基 盤 研 究(O「 人 工 衛 星 合 成 開 口 レ ー ダ 干 渉 法 に よ る 遠 隔 地 地 形 モ デ ル の 作 成 お よ び そ の 検 証 」(研 究 代 表 者1
(平 成12年 度)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 海 洋 学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
CI、IVAR/CliC　 Southerv　 O(lean　 Panelメ ン バ ー ・デ ー タ リ プ リ ゼ ン タ テ ィ ブ
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
衛 星 デ ー タ や 数 値 モ デ ル な ど を 利 用 し て,「 南 極 振 動 」 と 同 期 し た 海 洋 変 動 の 力 学 特 性 を 調 べ る 同 時 に,そ う
し た 大 気 一 海 洋 変 動 が 地 殻 や 重 力 に 与 え る 影 響 を 評 価 す る 昨 年 度 実 施 し た 東 経140度 線 上 の 海 洋 観 測 と 今 年 度 実
施 し た ケ ル ゲ レ ン沖 の 観 測 デ ー タ を 整 備 し,水 塊 の 長 期 変 動 や そ の 空 間 分 布 特 性 な ど に 着 目 し て 解 析 を 進 友)る
⑮ 海田博 司 南極 限石研究 セ ン ター助 手,博1:(理 学)(東 京 ノ〈学:2002年)
1.専 門領域:鉱 物学 ・慣 行学
2.研 究 課題:限 石 の岩 石 鉱物 学的 お よび宇 宙化学 的研究
3.研 究 活動 の概要 と成果
月明石Yamato983885の 詳細 な岩 石鉱物学 的研究 を行 い,そ の起 源 を明 らか に した また,:次 イオ ン質量分析
装置 を用 いた同位体 年代測 定 を行 い,北 海道 日高変成帯 中部地域 の グラニ ュラ イ トについて,そ れ に含 まれ るジル
コ ンの ウラ ンー鉛 年代か らピー ク変成年代 を推定 した
4.研 究 活動歴
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第39次 日 本 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1997-1999)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 Kaiden,　 H.,　Durbin、 　S.　D.,　Yoshikawa,　 A.,　Lee,　 J.　H.,　Sugiyama,　 K　 and　 Fukuda,　 T.　 (2002):　 Model　 for　the
　 　 　 microstructure　 of　oxide　 eutect.ics　 and　 comparison　 w　ith　experimental　 observat,ions.　 J.　Alloys　 Coinp.,　 336,　259-264.
　 Lee,　 J.　H.,　Yoshikawa,　 A.,　Kaiden、 　H.,　Fukuda,　 T.,　Yoon,　 D.　H.　and　 Waku,　 Y.　(2001):　 Growt.h　 alld　characterizati()11　 0f
　 　　 Al,0,,-based　 Y,,Al・,0,,J,　ZrO2　 binary　 alld　ternary　 eutectic　 fibers.　J.　Korean　 Assoc.　 Cryst.　 Growth,　 11,　170-175.
　 Lee,　 J.　H.,　Yoshikawa,　 A.,　Kaiden,　 H.,　Lebbou,　 K.,　Fukuda,　 T.,　Yoon,　 D.　H.　and　 Waku,　 Y.　(2001):　 Microstructu「e　 of
　 　 　Y20,,　doped　 Al,0,,/ZrO2　 eutectic　 fibers　gl'owll　by　the　micro-1)ulling-down　 method.　 J.　Cryst.　 Growt}h,　 231,　 179-185.
　 　Kojima,　 H.,　Kaiden、 　H.　and　 Yada,　 T.　(2000)l　 Meteorite　 search　 by　 JARE-39　 ill　l998-99　 season.　 Antai'(:t..　Meteorite
Res.,13,1-8.
　 　 Kaiden、 　H.,　Mikouchi,　 T.　and　 Miyalnoto,　 M.　(1998):　 Cooling　 rates　 of　olivine　 xenocry.　 sts　in　the　EET79001　 shergottite.
　 　 　 Antarct.　 Meteorite　 Res.,　11,　92-102.
　 　 Kaiden、 　H.,　Mikouchi,　 T.,　Nomura,　 K.　and　 Miyamoto,　 M.　(1997):　 Chemical　 zollillg　of　olivines　 ill　theYamato-791717
　 　 　 CO3　 chondrite.　 AIltarct.　 Meteorite　 Res.,　10,　181-190.
6.口 頭 発 表(過 ・去の 代 表 的 な 発 表)
ごた'田 重言
,小 島 秀 康:月 明 石Yamato983885の鉱 物 学 的 研 究,日 本 鉱 物 学 会 創 立 五 十 周 年 記 念 年 会,大 阪 大 学,
大 阪,2002.10.1-4.
　 　 Kaiden,　 II,　and　 Kojima,　 H.　(2002):　 Yalnato　 983885:　 A　second　 lunar　 meteorite　 fllom　the　Yamato　 98　collectioll,　 The
　 　 　 27th　 Symposium　 on　Antarctic　 Meteorites,　 Tokyo,　 Japan,　 June　 11-13,　 2002.
三 澤 啓 司,山 口 亮,冷 　 Illfiニ ユ ー ク ラ イ トジ ル コ ン の ウ ラ ン ー 鉛 同 位 体 系,2001年 度 日 本 地 球 化 学 会 第48回
年 会,学 習 院 大 学,東 京,2001.10.18-20.
　 　 Kaiden.　 H.,　Yoshikawa,　 A.,　Lee,　 J.　H.、　Durbii1,　 S.　D.,　Fukuda,　 T.　and　 Waku、 　Y.:　Growth　 by　 the　Inicro-1)ulling-do、 ～m
　 　 　 method　 and　 high-temperature　 prol)erties　 of　Al2C):1/RE:Y,,Al,,C),,　fiber　crystals,　 The　 !st　Asian　 Conference　 oll　Crystal
　 　 　 Growth　 and　 Crystal　 TechI/ology,　 Sendai,　 Japan,　 Ausiust　 29-Sept.ember　 1,　2000.
　 　 Kaiden、 　H.,　Yoshikawa,　 A.,　Hasegawa、 　K.,　1)urbin,　 S.　D.,　Fukuda,　 T.　and　 Waku,　 Y.:　Growt',h　 of　AIL,Oi;/REi;Al:,Oiz　eutect.ic
　 　 　 crystal　 by　pullillg-(10vm　 method　 and　 its　high-temperatlll'e　 properties,　 The　 24th　 Annual　 Cocoa　 Beach　 Conferen℃e
　 　 and　 Exposition:　 An　 Int,ernational　 Conference　 oll　Engineering　 Ceramics　 and　 Stmctures,　 Florida,　 USA,　 JamlalDy　 23-
28,2000.
返 田連 亘レ 三 河 内 岳 ・宮 本 正 道:カ ン ラ ン 石 の 冷 却 速 度:非 平 衡 コ ン ド ラ イ トの 場 合,第30回 宇 宙 研 月 惑 星 シ
ン ポ ジ ウ ム,宇 宙 科 学 研 究 所,神 奈 川,1997.8.7-9.
　 　 Kaiden.　 H.,　Mikouchi,　 T.　and　 Miyamoto,　 M.:　Cooling　 rates　 of　olivine　 xenocrysts　 ill　the　 EET79001　 shergottite,　 The
　 　 　 22nd　 Symposium　 on　Antarctic　 Meteorites,　 Tokyo,　 Japan,　 June　 10-12,　 1997.
　 　 Kaiden、 　H.,　Mikouchi,　 T.,　Nomura,　 K.　and　 Miyamoto,　 M:　 Chemical　 zollil/g　of　olivines　 in　CO3　 and　 LL3　 choIldrites,
　 　 　 The　 21st　,Symposium　 on　Antarct.ic　 Meteorites,　 Tokyo,　 Japan,　 Jlme　 5-7,　1996.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
若 手 研 究(B)「 消 滅 核 種 で 解 明 す るF員 石 母 天 体 の 形 成 ・分 化 過 程 」(研 究 代 表 者)(平 成14～15年)
基 盤 研 究(B)「 ユ ー ク ラ イ ト阻 石 母 天 体 の 形 成 史 」(研 究 分 担 者)(平 成13～15年)
基 盤 研 究(B)　 「MGC材 料 の バ ル ク お よ び フ ァ イ バ ー に よ る 耐 熱 強 度 材 応 用 新 規 複 合 材 料 の 開 発 」(研 究 分 担 者)
(平 成12～14年)
8.講 演 な ど
.千葉 県 総 合 教 育 セ ン タ ー 研 修 講 座 「最 新 の 地 球 観 測 衛 星 と 南 極 研 究 講 座 」(2002.7.30)
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
The　 Meteoritical　 So(liety,　 日本 鉱 物 学 会,日 本 地 球 化 学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 一委員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
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一1次イオン質量分析装置を用いた同位体年代測定 を引 き続 き進める
。特に,　2tiAlや53Mnな ど半減期の短い消滅核
種を用いて太陽系形成初期 における限.石母天体の分化過程を詳細に議論する.ま た,同 装置を用いて除石鉱物 中の
元素移動の解析 を微量元素 にまで拡張する
⑯ 外 田 智 千 研 究 系 地 殻 活 動 進 化 研 究 部 門 助 手,博 －ir　(理 学)(総 合 研 究 大 学 院 大 学:1999年)
ユ.一 専 門 領 域:地 質 学 ・岩 石 学
2.研 究 課 題:大 陸 地 殻 物 質 の 岩 石 学 的 ・年 代 学 的 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果1当 該 年)
東 南 極 ナ ピ ア 岩 体 に 産 す る 超 高 温 変 成 岩 類 の 電 子 線 マ イ ク ロ プ ロ ー ブ を 用 い た 年 代 学 的 研 究 を お こ な い,特 に 堆
積 岩 起 源 の 変 成 岩 類 の 原 岩 形 成 時 期(約30-27億 年 前)と 超 高 温 変 成 作 用 の 時 期(約25億 年 前)を 見 積 も っ た 、、 ま
た,イ オ ン マ イ ク ロ プ ロ ー ブ 分 析 に よ る ジ ル コ ン ー ザ ク ロ 石 間 の 希 土 類 元 素 分 配 を も と に,超 高 温 メ ル ト 中 で の ジ
ル コ ン の 結 晶 過 程 に つ い て 考 察 し た
4.研 究 活 動 歴
第38次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊 同 行Z-.1,参 加(1996-199711
第39次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊 同 行.者)参 加(1997-1998:1
英 国 ・エ ジ ン バ ラ 大 学USPS　 PD研 究fi.1,研 究`,2002)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文l
　 　 Hokada,　 T.　 (2001):　 Feldspar　 thermometry　ill　ultrahigh-teinperature　Ill tan/OI'phic　 rocks:　 evidence　 of　 ci'ustal
　 　 metamorphisin　a(taillil)g　 '-1100°C　 ill　the　 Archean　 Napier　 Complex、 　East　 Antarctica.　 Americall　 Mineralogist,　 86,
932-938.
　 　 Hokada、 　T.　and　 Arima,　 M.　 (2001):　 Experimenial　 cOllstl'aillts　 (m　 the　 partial　 meltillg　 under　 UIIT　 and　 dry　 (:onditions　 of
　 　 　 qllartzo-feldspathi(:　 r(⊃ck　in　the　 Napier　 Complex,　 East　 Alltarctic:a.　 Polar　 Geos(:ience,　 14,　39-52.
　 Hokada、 　T.,　 Motoyoshi,　 Y.,　 Hiroi,　 Y.,　Shimllra,　 T.,　 Yuhara,　 M.,　 Shiraishi,　 K.,　 Gralltham,　 G.H.　 and　 Kllopel',　 M.W.
(2001):　 Petrography　 and　 mineral　 ℃hemistry　 of　high-gi・ade　 peli寸ic　 SＬIleisses　 and　 related　 rocks　 from　 Nainaqualand、
　 　 Sollth　 Africa.　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 special　 issue　 No.　 55,　 105-126.
　 　 Osanai,　 Y.,　Toyoshima,　 T.,　Owada,　 M.、　Tsunogae、 　T..　Hokada,　 T.、　Yoshimul'a、 　Y.,　Miyamoto,　 T.,　Motoyoshi,　 Y.、　Crowe,
　 　 W.A.,　 Harley,　 S.L,　 Kanao、 　M.　 and　 IWata,　 M.　 (2001):　 GeOlOgiCal　 map　 Of　TOIIagh　 ISIand,　 Enderby　 Land,　 Alltal'℃ti(:a
　 　 　 (with　 explallatory　 text,　 42　 p.).　 Antarctic　 Geologi℃al　 IN・{ap　Series　 Sheet　 38.
Ishikawa,　 M.,　 1'lokada、 　T.,　Ishizuka,　 H.、　Mi山 ・a,　H.、　Suzuki, S.,　Takada,　 M.　 alld　 Zwartz,　 DP.　 (2000):　 Geological　 map　 ()f
Mount　 Riiser-Lars(m,　 Enderby　 Land,　 AIItal'ctica　 (輌th　 explanator:　 J　text,　 36p).　 AIltarctic　 Geological　 Map　 Seri(・s　 of
　 　 　 Natiollal　 Illstitute　 of　Polar　 Resear(:h,　 Sheet　 37.
　 　 OSaIlai,　 Y.,　TOyOShima,　 T.,　 Owada.　 M.,　 '1'Slinosrae,　 T..　HOkada.　 T.　 and　 CrOWe,　 、V.　A.　 (1999):　 GeOIOgy　 Of　Ultrahigh-
temperatU「e　 metainorphic　 rOCkS　 flて)rn　T()nagh　 ISland　 in　the　 Napier　 Complex,　EaSt　 AIltarCtiCa.　 POIar　 G(iosCietl℃e,
12,1-28.
　 Hokada.　 T.,　 Osanai,　 Y.,　 Toyoshilna、 　T.,　 Owada,　 M.,　 Tsunogae、 　T.　 and　 Crowe,　 W.　 A.　 (1999):　 Petrology　 and
　 　 metamorphism　 of　 sapphirille-bearing　alumiilous　 gneisses　 from　 Tonagh　 Island　 ill　the　 Napier　 Complex,　 East
　 　 　 Antarctica.　 Polar　 Geoscienc:e,　 12、　49-70.
　 　 Ishizuka,　 H.,　 Ishikawa,　 M.,　 IIokada.　 T.　 alld　 Suzllki,　 S.　 (1998):　 Geology　 of　the　 Mt.　 Riiser-Larsen　 al・ea　of　the　 Napier
　 　 Complex,　 EIlderby　 Land,　 East　 Antar(・tica.　 Polar　 Geos(:ien(:e,　 IL　 l54-171.
　 Hokada.　 T.　 (1998):　 1)hase　 relations　 and　 P-T　 c(mditiolls　 (⊃f　the　 Ryoke　 pelitic　 and　 psanmlitic　 metamorphi(:　 rocks　 ill
　 　 　 the　 Ina　 dist　rict,　Central　 Japall.　 The　 Island　 Ar(:,　7、　609-620.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Hokada.　 T.　 and　 Yokoyama,　 K.:　Electromlli(:roprobe　zircol1　 (・llemical　 dating　 ()11　sapphirine-(luartz/osumilite-bea血g
　 　 paragneisses　from　 the　 Napier　 Complex.　 East　 AIltar(:tica:　 impli(:atiolls　 for　 zil'cOII　 growth　 (luring　 UHT
　 　 nletamorphism.　18th　 General　 Meeting　 of　t'he　International　 Mil|eralogical　 Asso(;iation,　 Edinburssh,　 2002.　 9.　1-6.
　 Hokada.　 T.,　Yokoyaiiia,　 K.、　Shiraislli,　 K,　 Misawa、 　K.　 and　 Yainaguchi,　 A.:　 Late　 ArchaeaIl　 (3.3-2.5　 Ga)　 iSslleous　 and
　 　 metamorphic　 events　 of　the　 Napier　 Complex,　 Alltarctica.　 4th　 International　 Archaeall　 SymposillIl1,　 Perth,　 2001.　 9.
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24-28.
　 　 Hokada　 T.:　Unusually　 high　 temperature　 (>1000°C)　 deep　 ci'ustal　process:　 implications　 fronl　the　 `coInpletety　 dl'y'
　 　 　 quartzo-feldspathic　 r()cks　ill　the　 Archaean　 Napier　 Complex,　 East　 Alltarctica.　 American　 Geophysical　 Unioll　 2000
　 　 　 Fall　Meetillg,　 San　 Frallcisco,　 2000.　 12.　15-19.
　 Hokada　 T.,　Suzuki,　 S.,　Motoyoshi,　 Y.,　Shiraishi,　 K　 and　 Hensen,　 B.J.:　 OII　the　 Partial　 Meltillg　 Durillg　 UIIT
　 　 　 Metamorphism:　 Implications　 From　 Mineral　 Texture,　 Feldspar　 Thermometry　 and　 Zircon　 CheInistry　 of　the
　 　 Archaean　 Napier　 Complex,　 East　 Antarctica.　 American　 Geophysical　 Uniol/　 2000　 Westem　 Pacific　 Geophysics
　 　 　 Meetillg,　 Tokyo,　 2000.　 6.
　 　 Hokada　 T.,　Ishikawa,　 M.,　Ishizuka,　 H.,　Osanai,　 S.　and　 Suzuki,　 S.:　Alkali　 feldspar　 compositions　 of　the　 Archaean
　 　 　 Napier　 Complex,　 East　 Antarctica:　 Further　 evidence　 for　l100°C　 ultrahigh-temperature　 crustal　 metalnorphism.　 8th
　 　 　 International　 Symposium　 on　Antarcti(l　 Ealth　 Sciellce,　 "」ellington,　 1999.　 7.　5-9.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)「 南 極 か ら 見 た ゴ ン ド ワ ナ 形 成 史:　 SHRIMP年 代 学 か ら の ア プ ロ ー チ 」(研 究 分 担 者)(平 成13～
16年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 地 質 学 会,日 本 岩 石 鉱 物 鉱 床 学 会
10.受 賞 な ど
1996年 度 日 本 岩 石 鉱 物 鉱 床 学 会 研 究 奨 励 賞
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
(1)太 古 代 の 古 い 火 成 岩 ・堆 積 岩 の 起 源 と ナ ピ ア 岩 体 の 初 期 の 地 殻 の 形 成 過 程 の 解 明 と,(2)ゴ ン ド ワ ナ 形
成 に 関 わ る5億 年 前,10億 年 前,さ ら に 古 い 地 質 イ ベ ン トの 物 理 条 件 と そ の 正 確 な 年 代 を 明 ら か に す る た め に,
イ オ ン マ イ ク ロ プ ロ ー ブ(SHRIMP)　 お よ び 電 子 線 マ イ ク ロ プ ロ ー ブ(EMP)　 を 用 い た 年 代 測 定 を お こ な う,,ジ ル
コ ン ・モ ナ ザ イ トの 鉱 物 化 学 組 成,岩 石 中 の 鉱 物 組 合 せ ・反 応 組 織 の 解 析 と併 せ て,東 ゴ ン ド ワ ナ を 構 成 す る 東 南
極 ・南 部 ア フ リ カ ・ イ ン ド ・ス リ ラ ン カ そ の 他 周 辺 地 域 に お け る 地 殻 形 成 史 の 解 明 を 目 指 す 。
(2)共 同研究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
森 脇 喜 一 国立極地研究所 ・教授 南極プレー トインド洋区の地学研究
小 島 秀 康 国立極地研究所 ・教授 南極損石の精密分類およびその総合カタログの作成
イ.一 般共同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
平 川 一 臣
北海道大学大学院地球環境科学研
究科 ・教授
南極氷床の変動 と氷河地形,氷 底堆積物お よび関連す
る諸問題
松 岡 慧 知 筑波 大学地球科学系 ・助教授 永久凍土斜面の形態 とプロセスの解析
伊勢崎 修 弘 千葉大学理学部 ・教授
ケ ルゲ レ ン ・ホ ッ トスポ ッ トとゴ ン ドワナ分裂過 程 に
関す る研 究
酒 井 英 男
E
富山大学理学部 ・助教授
南極 ・南極海 ・イン ド亜大陸の資源に基づ くゴン ドワ
ナの古地理 ・古環境 と分裂過程の研究
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|研 究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
1
小山内 康 人 岡山大学教育学部 ・助教授
エ ン ダー ビー ラン ド ・ナ ピア岩体 にお け る深 部地殻 物
ト 質の形成 ・発展過程
i
「 三 浦 英 樹 国立極地研究所・助手 魑 劉 藷 砦瓢 瓢 瓢 発と古海關
伊 藤 潔 京都大学防災研究所 ・助教授 1人 工地震探査 によるリッツォ ・ホルム岩体の地殻構造の研究
高 田 将 志 奈良女子大学文学部 ・助教授 南極地域の第四系年代測定に関する研究
佐 藤 忠 弘 国立天文台 ・助教授 氷床地域における重力の時間変化
福 田 洋 ・
京都大学 大学院理学研 究科 ・助教
授
衛星重力データの南極地球科学への応用に関する基礎
的研究
瀬 川 爾 朗 東海大学海洋学部 ・教授 航空重力測定の極域への応用に関する調査研究
永 井 寛 之 信州大学理学部 ・教授 南極産限鉄の衝撃 と磁性の相関について
廣 井 美 邦 千葉大学理学部 ・教授 大陸地殻深部 における岩石と流体の相互作用に関する
研究
大 村 誠 高知女子大学生活科学部 ・助教授 衛星搭載合成開口レーダ(SAR)に よる南極域の表面形
状 とその変動の研究
有 馬 眞 横浜 国立大学教育 人間科学部 ・助
教授 東南極大陸地殻の地殻構造と岩石学的モデル
市 川 香 九州大学応用力学研究所 ・助教授 海洋の順圧過程 と重力変化
古 本 宗 充 金沢大学大学院自然化学研究科 ・教授1
南極域の広帯域地震計 データを利用 した地球内部の不
均質構造の研究
中 西 一 郎
!
京都大学理学部 ・助教授
南極域の広帯域地震計データを利用 した地球内部の異
方性構造の研究
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.基盤研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈i'ij工〉 研究所教官の分担者
小 島 秀 康 ・教 授 大量の南極宇宙塵を用いたその分類学確立にむけ
た研究
11～14 今 榮 直 也
野 口 高 明
白 石 和 行 ・教 授 南極 か ら見 た ゴ ン ドワナ形 成史:　SHRIMP年 代 学
か らの ア プローチ
13～16 本 吉 洋 ・
三 澤 啓 司
山 口 亮
外 田 智f・
三 澤 啓 司 ・助教授 ユー クライ ト隅石母天体の形成史 13～15 小 島 秀 康
今 榮 直 也
山 口 亮
海 田 博 司
三 浦 英 樹 ・助 手 最終氷期以降の南極氷床融解期の高精度決定 とそ
の地球環境変動への評価に関する研究
14～16 森 脇 喜 ・
森 脇 喜 一一・教 授
」
第四紀後期の南極の氷床変動と環境変化 14-15 三 浦 英 樹
伊 村 智
高 田 将 志
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イ.基 盤研究(C)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鞭 〈絨〉 研究所教官の分担者
野 木 義 史 ・助教授 新たなゴン ドワナ大陸の復元 13～15 白 石 和 行
本 吉 洋 一
船 木 實
渋 谷 和 雄 ・教 授 南極 ・氷床 下湖(Lake　 Vostok)の ダ イナ ミクスに
関す る国際 共同研究
14～15 土 井 浩 一郎
ウ.若 手研究(A)
研究代表者 ・職1 研 究 課 題 研究鞭 〈破〉 研究所教官の分担者
山 口 亮 ・助 手 分化 した阻石母天体および月の表層地殻の形成史 14～15
海 田 博 司 ・助 手 消滅核種で解明する明石母天体の形成 ・分化過程 14～15
エ.特 別研究員奨励費
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鍍 〈1'LSL〉研究所教官の分担者
船 木 實 ・助 教 授
(SALEH、　Ahmed　Mohanmed　 !㌧loustala
・外 国 人 特 別 研 究 員)
エジプ ト紅海沿岸地域のパンアフリカン変動末期
の古地磁気学的研究
14
三 澤 啓 司 ・助 教 授
(BUCANAN.　 Paul　Clarel/ce
・外 国 人 特 別 研 究 員)
分化した限石の岩石鉱物学同位体年代学研究 14～15
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4)生 物学研究 グループ
(1)一 般 研 究
研 究 目 的
極域の極めて厳 しい自然環境 に対 して,生 物がいかに適応 して生命を維持 し,生 態系を構築 しているかを明らかに
することを基本課題 とした 、極域の陸上生物,海 洋大型動物,海 洋低次生産者の3分 野 を対象として,地 球規模の環
境変動 に対 して どのような応答をしているかその機構について研究する.
研 究 計 画 の 概 要
・陸 上生物学 の研究 では,昭 和基地 周辺 の湖沼生態 系 に焦 点 を絞 って解析 を行 な う また,土 壌,湖 沼,氷 床 中の微
生物研 究の解析 法 につ いて研 究す る、
・海洋大 型動物 が,各 々の生活 の場 であ る海洋 にいか に適 応 し,ど う振 る舞 って いるのか を明 らか にす るため に,ア
ザ ラシ類やヘ ンギ ン類 の潜水 行動 につ いて,フ ラ ンス ・ケルゲ レン基地 におい て調査 を実施 す る,、また,環 境 変動
に対す る応答 性 と して,ミ ナ ミゾウアザ ラ シ,マ カ ロニヘ ンギ ン,ウ ミガラス類 な どの繁殖生 態,採 餌 戦略 につ い
て研 究す る、
・海 洋生物 で は,海 色 リモ ー トセ ンシン グデ ー タか ら南 大洋 の クロロ フ ィルa濃 度 の推 定 を行 う。 また,南 極海 イン
ド洋 区 におけ る海洋構造 と高生物 生産 海域 の研 究 を明 らか にす る とともに,昭 和基地近傍 の沿 岸域で 季節海氷 下 に
お ける ア イス アル ジーの 光合成 活性 な どの解析 を行 う,プ ラ ンク トンのグ ルー ミングが 起 こる原 因 として考 え られ
る海底 地形,海 氷縁 との関 与 を研 究す るため,AUV(自 律型潜航 艇)の 有効性 につ いて検 討す る。 さらに,カ ナ
ダ北極 海域 での 一次 生産 ・沈 降過程 につ いて観測す る
研 究 成 果
・昭和基地周辺の露岩域に点在する湖沼底に生育する水生蘇類の分類 と繁殖構造に関する遺伝的解析 を進
めた他,土
壌 ・湖沼 ・氷床中の微生物研究の解析方法について検討 した 北極ではカナダ北極のエルズ ミア島オーブローや湾
の氷河後退域生態系について,地 形学,植 生学,生 理生態学的研究を実施 し,良 好 なデータを得た,
・アザラシ類やペ ンギン類の潜水行動について解析 し
,そ れぞれの生理的 ・物理的制約の元,エ ネルギー効率を最適
化する様式で潜水を行っていることを検証 した また,環 境変動に応答 して,ア ザラシ類,ペ ンギン類,飛 翔性海
鳥類などが繁殖生態,採 餌戦略を変化 させていることを明 らかにした,
・海洋生物では南極昭和基地への往復航路中における基礎生産の時空間分布の研究
,南 極海イン ド洋区における海洋
構造 と生産海域の研究,日 豪共同による動物プランク トンのモニタリング観測,南 大洋JGOFS国 際研究計画にお
ける沈降フラックス観測の係留実験等 を行ない,良 好なデータを得た.海 色リモー トセ ンシングデータの解析 では
これまでは値の過小評価が問題に されていたが,熱 帯 ・温帯域では植物 プランク トンのサ イズよりも色素組成が大
きく異なることが原因であることが示唆 された,ノ ースウオーターポリニアにおける夏季の植物プランク トン光合
成,北 海道サロマ湖の季節海氷に発達す るアイスアルジーの研究については,低 温環境下での光合成生産にと・,て
キサ ン トフィルサ イクルを中心 とした光合成の強光制御機構の関与について新知見を得た。 さらに,AUVの 有効
性 については,光 ファイバージャイロとドップラーソナーを組み合わせた航法システムが観測プラットフ ォー ムと
して利用可能である見通 しが立った
① 内藤靖彦 企画調整官,教 授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),農 学博士(東 京
大学:1971年)
ユ.専 門領域:海 洋生態学
2.研 究課題:海 洋大型動物の行動 ・生理 ・生態学
3.研 究活動の概要と成果
水生哺乳類 ・海鳥類 ・爬虫類 ・魚類などの海洋大型動物が,各 々の生活の場である海洋にいかに適応 し,ど う振
る舞っているのかは,ほ とんど分かっていない これら大型動物の海洋における行動範囲は,水 平的には数千キロ
メー トル,鉛 直的には数千 メー トルにもおよぶ 非常 に広範囲に移動するこれ ら動物の行動や生理状態 を連続的に
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把握するために,小 型の記録計(デ ータロガー)の 開発 をこれまで進めて きた。その結果,多 様なセンサーを開発
し,当 初の深度 と温度から,心 電 ・脳波 ・電気伝導度 ・遊泳速度 ・加速度 ・地磁気 ・画像など動物の行動 ・生態 ・
生理に関する数多 くのパラメータを同時に得 られるようにな り,動 物の生 きる姿をダイナ ミックに捉えることに成
功 した,ま た,デ ータロガーの小型化によって,対 象動物は魚類や飛翔性海鳥類にまで広げ,魚 類か ら哺乳類 まで
脊椎動物全般 を扱 うことを可能にした、,
4.研 究活動歴
21次 南極観測越冬隊参加
25次 南極観測夏隊参加(夏 隊長)
27次 南極観測越冬隊参加(越 冬隊長)
31次 南極観測越冬隊参加(越 冬隊長)
5-Lx.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要fima文)
　 Kato　 A,　 Ropert-Colldert　 Y,　Naito　 Y　 (2002):　 Changes　 in　Ad61ie　 penguin　 breeding　 populations　 ill　LUzow-Holm　 Bay,
　　　 Antarctica,　 in　relation　 to　sea-ice　 conditions.　 Polar　 Biology,　 25:　 934-938.
Ropert℃ α1dert　 Y,　Kato　 A,　 Bost　 C-A,　 Rodary　 D,　 Sato　 K,　 Le　 Maho　 Y,　Naito　 Y　 (2002):　 Do　 Ad61ie　 penguins　 inodify
　 　 　 their　 foraging　 behaviour　 in　pursuit　 of　differeIlt　 prey?　 Marille　 Biology,　 140:　 647-652.
　 Wilson　 RP,　 Ropert-Coudert　Y,　Kato　 A　(2002):　 Rush　 and　 grab　 str・ategies　 in　foraging　 marine　 endotherms:　 t}1e　case　 for
　 　 　 haste　 ill　penguins?　 Animal　 Behaviour,　 63(1):　 85-95
　 　Ropert-Coudert　Y,　 Kato　 A,　 Baudat　 J,　Sato　 K,　 Bost　 C-A,　 Le　 Maho　 Y,　Naito　 Y　 (2002):　 Swim　 speed　 of　free-rangiIlg
Ad61ie　 penguills,　 Py.qoscel?1,s　 αd.el?1α(ノ,　and　 relatioIl　 to　 the　 maximum　 depth　 of　 dives.　 Journal　 of　 Avian　 Biology,
33(1):95-99.
Sato,K.and迦_エ(2002):　 Biological　 research　 on　 marine　 mammals　 usillg　 modern　 sensillg　 and　 recording
　 　 　 t.echniques.　 Fisheries　 Science,　 68　 (Supplement　 l):　290-293.
Sato,　 K.,　Mitani,　 Y.,　CameroI1,　 M.F.,　 Siniff,　 DB.,　 Watanabe,　 Y.　alld魍(2002)　D ep　 foraging　 dives　 in　relat,ion　 to
the　 eiiergy　 deplet,ion　 of　Weddell　 seal　 (Lepto'}乙ychotes　 u;edd,ell71i)　 mothers　 during　 lactat,ion.Polar　 Biolog,　 25:　 696-
702.
Sato,　 K.,魍 エ,　Kato,　 A.,　 Niizuma,　 Y.,　Watanuki,　 Y.,　Charrassin,　 J.B.,　 Bost,　 C.-A.,　 Handrich,　 Y.　and　 LeMaho,　 Y.
　 　 　 (2002):　 Buoyallcy　 and　 maximal　 diving　 deptll　 iIl　pellguins:　 do　 they　 control　 inhaling　 air　volume?　 Journa.1　 ()f
　 　 　 Experimental　 Biolog,　 205:　 U89-1197.
Watanuki,　 Y.,　Kato,　 A,　 Sato,　 K.,　Niizuma,　 Y.,　Bost,　 C.-A.,　 Le　 Maho,　 Y.　and皿(2002):　P rental　 mass　 change
　 　 　 and　 food　 provisioning　 in　Ad61ie　 penguins　 rearing　 chicks　 in　 colonies　 with　 contrasting　 sea-ice　 conditions.Polar
Biology,25:672-681.
Akamatsu,　 T.,　Wang,　 D.,　Wang,　 K,　 Wei,　 Z.,　Zhao,　 Q.　alld魍 エ(2002):　 Diving　 behaviour　 of　freshwat,er　 finless
　 　　 porpoises　 (Neoph()caena　 phocaenoides)　 in　an　oxbow　 of　the　 Yangtze　 River,　 China　 ICES　 Journal　 of　Marille
　　　　　Science,　 59.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Yasuhiko　 Naito　 :　Seals　 forage　 ill　deep　 sea.　UNU　 International　 Conference,　 Man　 and　 the　 Ocean,　 Collsel'villg　 C)ur
　 　 　 Coastal　 Environment..　 United　 Nat.ions　 University.
　 　 Yasuhiko　 Naito,　 Akiko　 Kato,　 Katsufumi　 Sato　 alld　Yan　 Courdert-Ropert　 :　Monitoring　 of　allimal　 life　ill　the　 sea　 by
　 　 　 micro　 data-logger　 attached　 to　the　animal　 body,　 The　 Tenth　 Pacific　 Congress　 on　Marine　 Science　 and　 Technology,
　　　　PAC(.)N　 2002　 The　 Ocean　 Century.
内 藤 靖 彦:生 物 マ イ ク ロ 計 測 と 海 洋 生 物 研 究 の 展 望 水 産 学 会 近 畿 支 部 シ ン ポ ジ ウ ム 「マ イ ク ロ 計 測 が 海 洋 生 物
研 究 と 水 産 資 源 管 理 に 果 た す 役 割 」
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)「 画 像 及 び3次 元 行 動 デ ー タ ロ ガ ー を 用 い た 海 洋 高 次 捕 食 者 に よ る 中 ・深 層 生 物 研 究 」(研 究 代 表
者)(平 成14～16年)
8.講 演 な ど
内 藤 靖 彦 母 な る 川 を め ざ す サ ケ の 行 動,海 洋 環 境 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム(岩.手 県 主 催)
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9.学 会及び社会的活動
日本水産学会,日 本海洋学会,　The　Society　of　Marine　MamIllalogy・,　日仏海洋学会(評 議委員)
10.受 賞な ど
11.他 大学等での講義 など
東京水産大学特別講談
横浜 市立大学非常勤講師(集 中講義ノ
京都大学大学院理学研究科博士論文審査委員
12.所 内外の主要な会議委員など
東京都葛西水族園運営委員
13.研 究活動の課題 と展望
大型動物が海洋環境で生きてい くということは,複 雑な環境の中で,結 果 として生存に効果を有すると判断 して
行動の選択がなされているということである ある判断はほとん ど自動的になされるであろうし,あ る判断は複雑
な情報の処理 と生理的律則によりなされると考 えられる これ らの現象は,室 内の実験系ではな く野外の 自然系
の中で とらえることにより,初 めて全体像の理解が進む と考えられる そこで,自 然環境下における動物の行動 ・
生理 ・生態情報を,同 時的に,複 数の対象動物から,微 細に計測で きるシステムの さらなる開発が必要 とされる
② 神 田 啓 史 資 料 主 幹{併 イ壬,資 料 系 生 物 系 資 料 部 門 教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 教
授(併 任1,理 学 博 士1広 島 大 学:1975年)
1.専 門 領 域:植 物 分 類 学
2.研 究 課 題:北 極 ツ ン ド ラ 域 の 生 態 系 変 動
3.研 究 活 動 の 概 要 と成 果
こ れ ま で に ア ラ ス カ,北 極 カ ナ ダ,シ ベ リ ア で の 調 査 は 断 片 的 に 行 わ れ て き た が,平 成14年 度 か ら は 日 本 が カ
ナ ダ 北 極 に 観 測 拠 点 を 設 け,本 格 的 観 測 を 実 施 す る こ と に 成 功 し た7月 の 約1ヶ 月 間,カ ナ ダ 北 極 オ ー ブ ロ ー や
湾 に お い て,氷 河 末 端 域 の 地 形 学 的,植 生 学 的,生 理 生 態 学 的 研 究 を 実 施 し た.と く に 植 生 学 の 分 野 で,地 形 学 的
な 背 景 の 元,氷 河 後 退 域 に お け る 種 子 植 物 と 蘇 苔 類 の 植 生 区 分,遷 移 過 程 つ い て 調 査 し た 。 さ ら に 氷 河 周 辺 の モ レ
ー ン で の 植 物 の 移 入 と定 着 の 諸 過 程 を 知 る た め に
,地 形 及 び 植 生 調 査 を 実 施 し た
4.研 究 活 動 歴
在 外 研 究 員 短 期(英 国,フ ラ ン ス(1976)
第19次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1977-1978)
交 換 科 学 者 チ リ 隊(夏 隊1参 加 〔1978-1979)
交 換 科 学 者 オ ー ス ト ラ リ ア 隊(夏 隊}参 加(1979-1980)
第24次 南 極 地 域 観 測 隊,越 冬 隊)参 加q982-1984)
第29次 南 極 地 域 観 測 隊 「越 冬 隊:・ 参 加11987-1989)
第37次 南 極 地 域 観 測 隊1夏 隊,夏 隊 長)参 加(1995-1996')
北 極 調 査 く1994-2002.)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文
　 　 Kanda　 H.,　Ohtani,　 S.,　and　 Imura,　 S.　(2002):　 Plant　 commtmities　 at　Dromlillg　 Maud　 Land.　 In　Beyer,　 L.　&　Boller,　 M.
　 　 　 (eds.)　 Geoecology　 of　AI/tarcti(・ 　Ice-Free　 C(⊃astal　Landscal)es,　 Ecologi(:al　 studies,　 154,　 pp.249-264.　 Sprillger-
　 　 　 Verla9,　 Heiderberg.
伊 村 智,土 虹 旦聲 史(2002):南 極 湖 沼 底 の 水 生 蘇 類 群 落,蘇 苔 類 研 究,8(3):69-73.
　 　 Ayukawa,　 E.,　Imllra,　 S.,　Kudoh,　 S.　and　 Kanda　 H.　(2002):　 Repl・odu(:tive　 phenology　 of　subalpine　 moss,　 /)ot.zytr'ich/o〃
oh,7:0e'lzcsθRen.　 et　Card.,　 Polar　 Bioscience,　 15,　88-96.
　 　 Hoshino,　 T.,　Tojo,　 M.,　 Kanda　 H.,　 Herrero、 　M.L,　 Tronsmo、 　A.M.,　 Kiriaki,　 M.,　 Yokota,　 Y.　and　 Yumoto,　 L
(2002):Chilling　 resistances　 of　isolates　 of　I'yt!ノitl.)〃　ttlti?t?tl}〃　vtll'.　il!tiMCi}〃 　froln　the　ar(7:tic　and　 telnperate　 zolles.
　　　　 CryoLetter　 l3,　151-156.
　 　 Uchida,　 M.,　Muraoka,　 H.,　Nakatsubo、 　T..　Bekku,　 Y.、　Ueno、 　T.、　Kanda　 H.　and　 Koizumi,　 H.(2002).　 Net　 photosynthesis、
respiratiol1,　 and　 productioll　 ()f　the　moss　 8α 〃1(,〃?'(1　21.〃(・it?(lt(1　011　a　glacier　 foreland　 ill　the　high　Arctic,　 Ny-Alesund.
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6　 　 Svalbard.　 Arctic,　 Antarctic,　 and　 Alpine　 Research,　 34,　 287-292.
Muraoka,　 H.,　 Uchida,　 M.,　 Mishio、 　M、 　Nakatsubo,　 T.,　 Kanda.　 H.　 and　 Koizumi,　 H.　 (2002).　 Leaf　 photosynthetic
　 characteristics　 and　 net　 I)rimary　 production　 of　the　 polar　 willow　 (Salix　 polaris)　 ill　a　high　 arctic　 polar　 semi-desert,
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Hoshino、 　T.,　 Tojo,　 M.,　 B.　 Chen.　 And　 Kanda、 　H.　 (2001).　 Ecological　 Ii'npact　 of　Phytopathgellic　fungi　 ill　Ant.ar(:tic
　 　 terrestrial　 flora,　 Folia　 Fac.　 Sci.　 Nat.　 Univ.　 Masarykianae　 Brunensis,　 Geographia,　 25,　95-102.
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自 然 環 境 研 究 セ ン タ ー 発 行)
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　 Seppelt,　 R.D.,　 Lewis　 Smith,　 R.1.　 and　 Kanda.　 H.　 (1998):　 AIltarctic　 bryology:　 Past　 achievements　alld　 Ilew
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.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
神 田 啓 史:植 物 標 本 に 刻 ま れ た 地 球 環 境 の 変 遷.集 め る ・貯 め る ・使 う:時 空 を 越 え る 生 物 多 様 性 の 情 報,日 本
植 物 学 会 第66回 大 会,植 物 分 類 学 関 連 学 会 連 絡 会.主 催 第6回 シ ン ポ ジ ウ ム.2002.9.
　 IJchida,　 M.,　W.　 Mo,Nakatsllbo,　 T.,　Muraoka,　 H.,　Kanda.　 H.　and　 Koizumi,　 H.　Factors　 illfluencillss　Ilet　ecosystell1
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　　　 productlon　 oll　a　glacier　foreland　il)　the　high　Arctic.　VIII　Intecol　Internati(mal　 Congress　 of　Ecology,　COEX,　 Seoul,
Korea,2002,8.
廻 旦聲 史,工 藤 栄,伊 村 智:南 極露 岩域 湖沼底 に群生す る コケ坊 主.第48回 目本生態学 会,熊 本,200L3.
　　 Kanda　 H.,　Imura,　S.,　Minami,　 Y.　and　Kojlma,　S.　Flora　and　vegetation　 of　deglaciated　 area　iIl　Ny-Alesmld,　 Svalvard.
　　　 Sec.　Int.　Symp.　 Environ.　Res.　Ar(:t.　Tokyo,　2000.2.
　　 Imllra,　,S.　and　Kanda　 H.　Moss　 tllssocks　 at　the　bottom　 of　lakes　ill　the　vicillity　of　,Sl]y'owa　Statioll.　VII　SCAR
　　　 International　 Biol.　Symp.　 Christclmrch,　 1998.8.
7.科 学研 究 費補助 金取得状 況
基盤研 究(B、r地 球環 境変動 が極地 湖沼生物 相 に与え る影響 評価」(研 究代 表 者)(平 成14～16年)
特定 領域研 究/B)「 北 極 ツ ン ドラ環境 変動 の研究一1研 究 代 表者)(平 成11年 ～16年
基盤研 究/A□ 北極 にお けるポ リニ ア域 の生態 系変動」 研究 分担者ll平 成9年 ～ll年 、
基盤研 究(O「 南極 陸 ヒ植物 相の 多様 性 と進 化」1研 究 分担者 日 平成12年 ～15年)
8.講 演 な ど
板橋 区高齢 者 大学 校,板 橋 グリー ンカ レッジ公 開講 座,「 わが国 の南極観測」 ・5月17日),は たがや地球 倶楽 部,
「南 極陸 上生物 の 多様性 」5月30日),明 冶 大学付 属 中野 中学校,「 環境.t6月20H)
9.学 会及 び社 会的活 動
日本蘇 苔類 学 会(会 長,編 集幹 事,庶 務幹 事,地 方幹 事1,日 本生態 学 会,日 本植 物学 会,日 本植物 分類 学 会,
国際蘇 苔類学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大学等 での講義 な ど
立IE大 学 集 中講義(9月ll～13日 ノ
12.所 内外の 主要 な会議 委 員な ど
国 、Z極地研 究所広報 委 員会 ・委 員長),国 、ltl極地 研究所運営 協議 員会(委 員),国 立極地研 究所編 集委員 会L委 員),
国立 極地研 究所 共 同研究 委 員会(委 員 ・,生 物 ・医学 専 門委員 会(委 員),　ITEX　 l国 際 ツ ン ドラ実験 計画,日 本代
表),環 境 省 希少野 生動植 物保 存推 進 員
13.研 究活 動 の課題 と展望
カナ ダ北極 にお いて氷河域 生態 系研究 の本格 調査 を実 施 した エ ルズ ミア島 オー ブローや湾地域 の 調査 に焦点 を
絞 って,氷 河 後退域 にお ける地形,植 生,繁 殖,生 理生態 学的研究 を実施 す る事 がで きた、地形 学分野 との 共同研
究 も含 め,現 場 での地 史的 な遷移 と現 生植 生 との 関連 を考 察す る 目処が た った 来年度 は生理生態 学的調 査 をこれ
までの スバ ールバ ルでの成 果 を踏 まえ比 較調 査 を実施 す るr・定で ある
③ 福地光男 南極圏環境モニタリング研究センター長/併 任,教 授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科
学専攻教授 「併任),水 産学博ir　 北海道大学:1976年)
1.専 門領域:極 域海洋生態学
2.研 究課題:極 域海洋基礎生産時空間変動の研究及び,沈 降フラックス変動の研究
3.研 究活動の概要と成果
南極,昭 和基地への往復航路 ヒにおける海洋 プランク トン標本や観測データを解析 し,海 洋基礎生産の時空間分
布の研究を行 っている とりわけ,南 極海 インド洋区における海洋構造 との関連において特徴的な生産海域の研究
を行 っている。 また,南 大洋JGOFS国 際研究計画に一環 として同区における沈降フラックス観測の係留実験 を実
施 してお り,季 節的及び経年的な変動傾向を研究 している これらの成果は国内の関連学会 ・シンポジウムのみな
らず,諸 外 国で開催 された国際学会や シンポジウムにおいても発表 している,特 に,第43次 隊による専用観測船
による研究成果は2002年 度 日本海洋学会 ・秋季 大会における特別シンポジウムの企画にて,極 地研主催の第25回
極域生物 シンポジウムでの特別セッションにて,更 に,米 国ゴー ドンリサーチコンファレンスの極域海洋サイエ ン
ス(第4回)に て発表 し,国 内外か ら高い評価を得た
一一方北極海においてはカナダとの国際共同ポ リニア観測計画の成果をとりまとめている 海氷に覆われた海域の
開水面海域での高い生産力を実測 し,そ の成果を国際誌,　Deep　Sea　Research,　の特別号 として印刷公表 した 引
き続き国際ポ リニア観測計画の立案 ・実施に参加 し,北 極ボフォー ト海域への観測を実施 している
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4.
5.
6.
研 究 活 動 歴
交 換 科 学 者 ア ル ゼ ン チ ン　　lt夏隊)参 加(1975-1976)
第18次 南 極 地 域 観 測 隊 員(夏 隊)参 加(1976-1977)
第20次 南 極 地 域 観 測 隊 員(夏 隊)参 加(.1978-1979)
米 国 ・ア ラ ス カ 大 学 海 洋 研 究 所 招 聴 研 究 員(1980)
第23次 南 極 地 域 観 測 隊 員(越 冬 隊)参 加(1981-1983)
オ ー ス トラ リ ア 南 極 局 及 び ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド南 極 局 短 期 在 外 研 究 員(1983)
第27次 南 極 地 域 観 測 隊 員(夏 隊)参 加(1985-1986)
米 国 ・ア ラ ス カ 大 学 海 洋 研 究 所 と の 共 同 研 究 ベ ー リ ン グ 海 ・チ ュ ク チ 海 航 海(1988-1989)
第33次 南 極 地 域 観 測 参 加(隊 長 兼 越 冬 隊 長)(1991-1993)
カ ナ ダ ・ラ バ ル 大 学 と の 共 同 研 究 リ ゾ リ ュ ー ト ・パ ッ フ ィ ン 湾 航 海(1992-1998)
東 京 大 学 海 洋 研 究 所 白 鳳 丸 南 極 研 究 航 海 参 加(KH-94-4)q995)
学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
Sato,　 M,　 Sasaki,　 H.　and　 Fukuchi.　 M.　(2002):　 Stable　 isotopic　 colnposition　 of　over輌llterillg　 copepods　 ill　the　 a「ctic
　 and　 subarctic　 waters　 and　 iinplications　 to　the　feedillg　 history.　 Journal　 of　Marine　 Systems,　 38,　165-174
0date,　 T.,　Ilirawake,　 H.,　Kudoh,　 S.,　Bert　 Klein,　 Bernard　 LeBlallc　 and　 M.　 Fukuchi(2002):　 Temporal　 and　 spatial
　 pattems　 in　the　 surface-water　 biolnass　 of　I)hytoplanktoll　 ill　the　 North　 Water.　 Deep-Sea　 Research　 II,　49,　4947-4958.
Tallimui'a,　 A.,　 Hoshiai,　 T.　 and　 Fukuchi,　 M.　 (2002):　 Change　 ill　habitat　 of　the　 sympagic　 copepod　 Paralabidocera
　 Antarctica　 from　 fast　 ice　to　seawater.　 Polar　 Biol.,　 25,　667-671.
Umeda,　 H.,　 Graham　 W.　 Hosie,　 Odate　 T.,　}Iamada,　 C.　and　 Fukuchi、 　M　 (2002):　 Sllrface　 zooplankton　 comlmlnities　 ill
　 the　 Indian　 sector　 of　the　 Antarctic　 Oceam　 ill　early　 sllmmer　 1999/2000　 0bserved　 with　 a　COIIt,illuOUs　 Planktoll
　 Recorder.AI/tarctic　Re ord,　 46,　No.2　 287-299
1garashi,　 A.,　 Numanami,　 H.,　 Tsuchiya,　 Y.　and　 Fukuchi.　 M.　 (2001):　 Bathyllletric　 distribution　 of　fossil　 fo「aminifera
withill　 marille　 s(}diment　 cores　 from　 the　 easterll　 part　 of　 Ltitzow-Holm　Bと)y,　 East　 Alltarctica,　 and　 its
　 paleoceallographic　iInplications.　 Marine　 Micropaleontology.　 ,　42(3/4),　 125-162.
Takellchi,　 L,　Watalnabe,　 K.,　Tanimura,　 A.　and　 Fukuchi、 　M.(2001):Asseinblages　of　necrophagou 　 aniinals　 off　Endei'by
　 Land,　 East　 Alltarctica.　 Polar　 BioL,　 24,　 650-656.
Chiba,　 S.,　Ishimaru,　 T.,　Hosie,　 G.W.　 and　 Fukuchi、 　M.(2001):　 Spatio-temporal　variability　 of　zooplankton　 coMmlmity
　 stmchlre　 off　east　 AIltarctica(90　 to　 160° 　E).　 Mar　 Ecol　 Prog　 Ser　 Vol.　 216,　 95-108.
Suzuki,　 H.,　Sasaki,　 H.　alld　 Fukuchi、 　M.(2001):　 Short-terlll　 variability　 ill　the　 flux　 of　rapidly　 sinking　 particles　 in　the
　 　AI!tarctic　 lnarginal　 ice　zOIIe.　 Polar　 Biol.、　24,　 697-705.
Fuku(:hi,　 M.(2001):　 Global　 climate　 change　 and　 polar　 maril/e　 plankton.　 BulL　 PIankton　 Soc.　 Japan　 48(1),　 41-50.
Odate,　 T.,　Imai,　 K.　 and　 Fukuchi、 　M.　 (1998):　 Characteristics　 of　standard　 methods　 of　Norpac　 Ilet　townlg　 ill　the　 lligh
　 　latitude　 sea　 area.　 BulL　 PIankton　 Soc.　 Japan,　 45(1),　 1-8.
口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Kasamats/1,　 N.,　 S.　Kawagllchi,　 S.　WataIlabe,　 T.　C)date,　 and　 M.　 Fukuchi:　 Possible　 impacts　 of　zooplankton　 grazil/g　 oll
　 I)MS　 concentrati()11　 in　the　 Antarctic　 C)℃ean.　 Third　 International　 Syrnposium　 oll　Biologi(:al　 and　 Envirommental
　 Cheinistry　 of　DMS(P)　 and　 Related　 Compoullds,　 Rimouski,　 Canada,　 26-28　 Sep.　 2002　 (Program　 and　 Abstracts,　 27,
2002)
融J",寺 崎 誠,　 Harvey　 Marchallt,　 小 達 恒 夫:2001・2002年の 南 極 海 に お け る 複 船 時 系 列 研 究 航 海 に つ い
て.2002年 度 日 本 海 洋 学 会 秋 季 大 会,2002年10月5H,北 海 道 大 学.
佐 々 木 洋,鈴 木 英 勝,岩 舘 由 美,　 C.Wexel-Riser,　P."iassmaii,　 Salidric　 Chee　 Yew　 Lollg,　 大 井 信 明,青 野 辰 男,
山 田 正 俊,工 藤 栄,'n'」 弘:中 深 層 へ の フ ラ ッ ク ス 過 程.2002年度 日 本 海 洋 学 会 秋 季 大 会,2002年10月5
日,北 海 道 大 学.
/」・達 恒 夫,青 木 茂,百 ・IJ"/],石 丸 隆,苦 土 正 暁,JohnChurch:2002・2003年 シ ー ズ ン の 航 海 計 画 に つ い て.
2002年 度 日 本 海 洋 学 会 秋 季 大 会,2002年10月5日,北 海 道 大 学.
百士{J出一 ,寺 崎 誠,　 Marchant,H.,　 Rintoul,LS.,　 小 達 恒 夫:2001・2002年の 南 極 海 に お け る 複 船 時 系 列 研 究 航 海.
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第25回 極域 生物 シンポ ジウム,2002年12月5・6日,国立極 地研究所,板 橋,東 京.
笠松伸 江,川 口 創,渡 邉 修一,小 達恒 夫 ・量 地土 里:南 極海 にお けるDMS生 成 に対 す る動物 プラ ンク トンの摂
餌効 果.第25回 極域 生物 シンポ ジウム,2002年12月5・6日,国立極 地研究所,板 橋,東 京.
鈴 木英勝,佐 々木 洋,岩 舘 由美,工 藤 栄,百 ゲ':南 極 海の季 節 的海氷域 の 中深層 にお け る沈 降粒子輸 送量
の 季節変 動(2001-2002年 、.第25回 極域 生物 シンポ ジウム,2002年12月5・6日,国立 極地研究所 ,板 橋,
東京.
荒井 頼 子,平 言睾享,小 達恒 夫,百iJ-NiSt　-:衛 星 か ジ)見た2001年2月 ～2002年1月,リ ュ ツ ォ ・ホル ム湾 沖 にお
ける クロ ロフ ィル分 布 と氷縁 との関係.第25回 極域 生物 シ ンポ ジウム,2002年12月5・6日,国 立 極地研 究
所,板 橋,東 京.
サ ン ドリ ック チ ーユー リヨン,5eiJ"ヨ,田 口 哲:海 洋生物 プラ ンク トンにおけ る紫外線 の生物 学的 お よび光
学 的応答.第25回 極域 生物 シ ンポ ジウム,2002年12月5・6日,国立 極地研究所,板 橋,東 京.
岡 信 和,川 口 創,小 達恒夫,百iJ-YrLL,谷 村 篤:2002年 夏期 南極海 イン ド洋 区 にお ける大 ・中型動物 プラ ンク
トンの分布 と生物 量 一 タ ンガロア航 海結 果 一.第25回 極域 生物 シ ンポ ジウム,2002年12月5・6日,国 立極
地研 究所,板 橋,東 京.
岩舘 由美,佐 々木洋,鈴 木英勝,工 藤 栄,百 」'乙:夏 季 の南極 海季節 的海 氷域 の有光 層 にお ける粒子 フラ ッ
クスの変動.第25回 極域 生物 シ ンポジ ウム,2002年12月5・6日,国立極 地研究所,板 橋,東 京.
青野辰 雄,山 田正俊,岩 舘 由美,佐 々木洋,ti{〕":2001-2002年の南 極海 の季節 的海氷域表 層 におけ るTh-
234か ら推 定す るPOCエ クスポー トフ ラ ックスについ て.第25回 極域生 物 シ ンポ ジ ウム,2002年12月5・6
日,国 立極地研 究所,板 橋,東 京.
渡邉研 太郎,牛 尾収 輝,深 町 康,中 根健志,門 元之郎,小 原敬 史,小 島 淳一,白 崎 勇一,浅 井 輝之,手 塚 賢,
浜 岡荘 司,盤:　 AUVを 用 い た海 氷域 海洋観測 システ ムの開発.第25回 極域 生物 シ ンポ ジウム,2002年
12月5・6日,国 立 極地研 究所,板 橋,東 京.
　　Odate,　T.,　Kudoh,　 S.,　Hashida.　 G.,　Kawagllchi,　 S.　&　M.　Fuku(:hi　 :　A　preliminary　 report　on　STAGE　 (Stlldies　ol/　the
　　　AIltarctic　Ocean　 and　 Global　Envirnmelit)　 Gordon　 Reseai'ch　 Conference　 oll　Polar　Marine　 Science,　 Ventul'a,
　　　Canada,　 16-21　March　 2003
　　Kasamatsu,　 N,　S.　Kawaguchi,　 S.　Watanabe,　 T.　Odate,　and　M.　Fukuchi:　 Possible　impacts　 of　zooplankton　 gl'azillg　oll
　　　DMS　 production　 in　the　Antarctic　Ocean.Gordon　 Research　 Conference　 on　Polar　Marine　 Science,　Ventllra,　Callada,
16-21March2003
7.科 学研究 費補助 金取得状 況
特 別研究促 進費(2)「 南 極海 にお ける海洋環境 の 中長期 的変動 に関す る研究」(研 究代 表者)(平 成ll～13年)
特定 領域研 究(B)(2)「 北極域 海 洋動態 と生態系 変動の研究」(研 究代 表者)(平 成l!～15年)
基盤 研究(C)「 南極 海 と地球 環境 に関す る総 合的研 究」(研 究代 表者)1平 成12年)
基盤研 究(B)(2)「 高度生物情 報収 集 システム を用い た極城 中深層 生態学 の研 究」(研究代表 者)(平 成11～13年)
研究 成果公 開促進 費 「南 極海植物 プラ ンク トンデー タベ ～ ス」(研 究代 表者)(平 成11年)
研究 成果公 開促進 費 「南 極海植物 プラ ンク トンデー タベ ー ス」(研 究代 表者)(平 成14年)
8.講 演 な ど
は た が や 地球 倶 楽 部(2002.5),全 国労 働 保 険 事 務 組 合連 合会 東 京 会講 演(2002.9),札 幌市 民 公 開講 演 会
(2002.10),NHK徳 島放 送 開局70周 年記念　 NHK公 開セ ミナー(2003.3)
9.学 会 及び社会 的活 動
日本海洋 学会,日 本 プラ ンク トン学 会,日 本水 産学 会,米 国 陸水海洋学 会
10.受 賞 な ど
米国 ゴー ドン ・リサ ーチ コ ンフ ァ レンス ・:極域 海洋科学)
11.他 大学 での講義 な ど
12.所 内外 の主要 な会議委 員 な ど
生物 ・医学専 門委員 会,企 画 調整 会議,編 集 委員会,運 営 会議,運 営評議 員会1委 員),　SCAR　 Workillg　Group　 of
　Biology、　Group　 of　Spec:ialists　oll　Environinental　 Affairs　and　Conservation,　 Joint　Committee　 of　Antarctic　 I)ata
　Management,　 Steering　Committee　 of　Ecology　 of　AIltarctic,　Sea　Ice　Zone,　Plalmillg　Group　 of　Sollthem　 O℃eall　JGOFS,
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CCAMR　 I:日本代表 メンバー委員),　AOSB　 (日本代表委員、
13.研 究活動の課題 と展望
南北両極海 における海洋生産の中長期的なモニタリング観測の実施及び,地 球規模環境変動 との関連の解析が大
きな研究課題である、.プランク トン現存量測定などのい くつかの具体的な観測項 目については国際的共同観測体制
を整えつつある、
(4》 渡 邊 研 太 郎 資 料 系 生 物 系 資 料 部 門 助 教 授,農 学 博 士(東 京 大 学:1988年)
1.専 門 領 域:海 洋 生 態 学
2.研 究 課 題:海 洋 低 次 生 産 過 程 の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
南 極 海 季 節 海 氷 域 に お け る 春 か ら 秋 に か け て の グ ル ー ミ ン グ を 衛 星 海 色 リ モ ー トセ ン シ ン グ に よ り観 測 し,そ の
時 間 空 間 的 な 広 が りが 海 底 地 形,海 氷 縁 の 推 移 と 関 連 し て い る 可 能 性 を 示 し た 。 こ の よ う な グ ル ー ミ ン グ に 対 し,
海 氷 の 存 在 に よ り海 氷 域 で の 実 観 測 が 困 難 な 状 況 を 打 開 す る た め,　 AUV　 (自 律 型 潜 航 艇)を 海 氷 下 の 観 測 に 利 用 す
べ く 開 発 実 験 を 行 っ た 。 そ の 結 果,光 フ ァ イ バ ー ジ ャ イ ロ と ド ッ プ ラ ー ソ ナ ー を 組 み 合 わ せ た 航 法 シ ス テ ム に よ り
観 測 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と し て 利 用 可 能 な 見 通 し を 得 た,ま た モ ニ タ リ ン グ観 測 で 得 た 南 極 海 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン 試
料 か ら 構 成 種 毎 の 分 布 密 度 を 環 境 要 因 と 共 に 可 視 化 し,デ ー タ ベ ー ス を 作 成 し た 。
4.研 究 活 動 歴
第22次 南 極 地 域 観 測 隊 夏 隊 参 加(1980-81)
第24次 南 極 地 域 観 測 隊 越 冬 隊 参 加(1982-84)
CHINARE-5長 城 基 地 で 外 国 共 同 観 測(1988-89)
ANARE　 Aurora　 Australis観1則 航 海(1992)
第35次 南 極 地 域 観 測 隊 越 冬 隊 参 加(1993-95)
ス ク リ プ ス 海 洋 研 究 所,ア ラ ス カ 大 学 海 洋 研 究 所 等 在 外 研 究 員(1998)
第40次 南 極 地 域 観 測 隊 夏 隊 参 加(1998-99)
第41次 南 極 地 域 観 測 隊 越 冬 隊 長(1998-2001)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 　 Kudoh,　 S.,　Watanabe、 　K.　and　 Imura,　 S　(2003)　 Ecological　 stu(iies　 of　aquatic　 moss　 pillars　 in　Alltarctic　 lakes.　 2.
　 　 　 Teinperature　 and　 light　environment　 at　the　moss　 habitat.　 Polar　 Bioscience,　 16:23-32.
Takeuchi,　 1.　and　 Wat,anabe　 K.　(2002)　 Mobile　 epiphytic　 invertebrates　 inhabiting　 t,he　brow　 li　macroalga,　 Desmαrest?1α
chor(1αris　 under　 the　coastal　 fast-ice　 of　LUtzow-Holm　 Bay,　 East　 Antarctica.　 Polar　 Biol.,　25:624-628.
工 藤 栄,伊 倉 千 絵,高 橋 晃 周,西 川 淳,石 川 輝,鷲 山 直 樹,平 課 享,小 達 恒 夫,渡 辺 研 太 郎,福 地 光 男
(2001):JARE-39,40しら せ 航 路 に 沿 っ た 夏 季 南 大 洋 イ ン ド洋 区 に お け る 表 層 水 中 の 動 物 プ ラ ン ク ト ン 現 存 量.
南 極 資 料,45(3):279-296.
　 　 Takeuchi,　 1.,　Watanabe　 K.,　Tallimura,　 A.　and　 Fukuchi,　 M.　 (2001)　 Assemblages　 of　necrophagous　 aniinals　 off
　 　 　 　EIlderby　 Land,　 East　 Alltarctica.　 Polar　 Biol.　24:650-656.
Ikeya,　 T.,　Kashino、 　Y.,　Kudoh,　 S.,　Imura,　 S.,　Watanabe　 K.　alld　Fukuchi,　 M.　 (2000)　 Acclimation　 of　photosyl曲etic
　 　 　 properties　 in　psychrophilic　 diatom　 isolated　 under　 different　 light　intensities.　 Polar　 Bioscience,　 13:43-54
　 　 Kashino,　 Y.,　Flljinloto,　 K.,　Akamatsu,　 A.,　Koike,　 H.,　Satoh,　 K.,　Ikeya,　 T.,　Imura,　 S.,　Watallabe.　 K.　and　 Kudoh,　 S.
　 　 　 (1999)　 Acclimation　 of　ice　algae　 to　higher　 irradiallce.　 III　Photosynthesis:　 Mechanisms　 aIld　Effects　 VoL　 III　ed.　By　 G.
　 　 　 Garab,　 Dordrecht,　 Kluwar,　 2237-2240.
齋 藤 良 子,工 藤 栄,佐 藤 壽 彦,渡 辺 研 太 郎,福 地 光 男(1998):1994年初 春 及 び 初 夏 の 南 極 昭 和 基 地 周 辺 の 定 着
氷 下 で 採 集 さ れ た 沈 降 粒 子 の 組 成.南 極 資 料,42(3):252-268
　 　 Takeuchi,　 1.　and　 Watanabe、 　K.　(1998)　 Respiration　 rate　 and　 swimmillg　 speed　 of　the　 necrophagous　 amphipods
EzLr:どノthe'}des　 gr:yll?Ls　 from　 Ant,arctic　 deep-water.　 Mar.　 EcoL　 Progr.　 Ser.,　 163:285-288.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Watanabe　 K.,　 Ushio,　 S.,　Fukamachi,　 Y.　Nakane,　 K.,　 Kadomoto,　 Y.,　Obara,　 T.,　 Kojima,　 J.,　Sirasaki,　 Y.,　 Asai,　 T.,
　 　 　 Tetsuka,　 K,　 Hamaoka,　 S.　and　 Fukuchi,　 M.:　 Field　 experiments　 of　 all　under-ice　 marine　 observation　 systeIn
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　 　 　einploying　 AUV　 ill　Mombetsu　 Po11.　 The　 l8th　 International　 Symposlum　 ol|　Okhotsk　 Sea　 alld　Sea　 Ice,　Mombetsu,
23-27February,2003
'廿'刀石 太
、・,牛 尾 収 輝,深 町 康,中 根 健 志,門 元 之 郎,小 原 敬 史,小 島 淳 一,白 崎 勇 一,浅 井 輝 之,手 塚 賢,
浜 岡 荘 司,福 地 光 男:AUVを 用 い た 海 氷 域 海 洋 観 測 シ ス テ ム の 開 発.第25回 極 球 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム.
2002.12.5
　 Watanabe　 K,　 Hirawake,　 T.　and　 Fukuchi,　 M.:　Satellite　 o(:ean　 color　 monitoring　 at　Syowa,　 East　 Antarctica.　 The　 Ninth
　 　 　International　 Sylnposiulll　 on　Antarcti(l　 Science,　 Korean　 Ocean　 Research　 and　 Developmellt　 Institute,　 Ansan,　 8-10
0ctober,2002
"[#'刀石 太、),平 謹 享,福 地 光 男:昭 和 基 地 北 方 海 氷 域 に お い て 海 色 衛 星 に よ り観 測 さ れ た ブ ル ー ム.2002年 度
日 本 海 洋 学 会 秋 季 大 会.2002.10.4
'廿'刀石、 、),平 課 享,福 地 光 男:昭 和 基 地 で の 海 色 衛 星 観 測.第24回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム.2001.12.6
渡 辺 班 太 郎,吉 田 三 教,加 藤 明 子:昭 和 基 地 周 辺 で の 航 空 機 に よ る ヘ ン ギ ン セ ン サ ス.第24回 極 域 生 物 シ ン ポ
ジ ウ ム.2001.12.6
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 領 域 研 究B「 北 極 域 海 洋 動 態 と 生 態 系 変 動 の 研 究 」 「研 究 分 担 者)
研 究 成 果 公 開 促 進 費 「南 極 海 プ ラ ン ク ト ン デ ー タベ ー ス 」 、148119)(作 成 分 担 者)
8.講 演 な ど
紫 水 会 講 演 会 「南 極 昭 和 基 地 か ら 見 た 最 近 の 地 球 環 境 」(2002.5.7),横 浜 市 港 北 区 生 涯 学 級 講 演 会 「南 極 観 測 」
(2002.6.15),ズ コ ー シ ャ 文 化 講 演 会 「南 極 の 生 き 物 と 水 」(2002.7.9),東京 産 業 貿 易 会 「南 極 観 測 隊 の 活 動 」
(2002.10.29),桜 ケ 丘 コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー 自 然 環 境 講 座 講 演 会 「南 極 の 生 き も の た ち 」(2002.ll.16),都 立 三
鷹 高 校 進 路 意 識 啓 発 講 演 会 「今 南 極 で … 」(2002.ll.21)
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 海 洋 学 会,日 本 水 産 学 会,日 本 プ ラ ン ク ト ン学 会(和 文 誌 編 集 委 員),日 本 藻 類 学 会,米 国 藻 類 学 会,国 際
珪 藻 学 会,日 本 珪 藻 学 会
10.受 賞など
11.他 大学での講義 など
12.内 外の主要な会議委員な ど
外)第25回 南極条約協議会議1(日 本代表団員),地 球科学技術 フォーラム(委 員)
内)共 同研究委員会(幹 事),　PolarBioscienceNo.16　 (編集幹事),国 際企画委員会(幹 事),研 究委員会(委 員),
南極圏環境モニ タリング研究センター運営委員会(委 員),南 極地域観測廃棄物再利用検討委員会(委 員)
13.研 究活動の課題 と展望
海氷域での低次生産に関する実効的な現場観測のため,　AUV等 を利用 した観測プラットフォームの開発など新
たな観測手法の確立を進めると伴に,遠 隔探査技術の利用を継続 して海氷生態系においてこれまで捉 えられていな
い新事実を明らか にする。それ と並行 して長年南極地域観測により蓄積 された観測デー タ,試 料の解析を更に進め,
南極海域の生物生産の長期変動を解明 し,海 氷圏生態系のより深い理解をめざしている。
(5)小 達恒夫 研究系生理生態学部門助教授,総 合研究 大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助教授(併 任),水
産学博士(北 海道大学:1989年)
1.専 門領域:極 域生物海洋学
2.研 究課題:極 球海洋における一次生産過程及び関連する海洋現象の解明
3.研 究活動の概要 と成果
極域海洋生態系は,生 物生産の高いことが知られている、このことは,南 極海ではナンキョクオキア ミの生物量
の高 さ,更 にはそれを捕食するクジラ類の生物量からも容易に想像 される。こうした生物 も元をただせば植物プラ
ンク トンによる一次生産に出発す る食物連鎖 上にあることか ら,極 域海洋生態系では一次生産量が高いもの と推測
される。 しか しなが ら,ど のような要因によって高い…次生産が達成 されているかについては不明な点が多い。一
方,一 般的には極域海洋では海氷が融解する初夏に,植 物 プランク トンが大増殖すると考えられているが,植 物プ
ランク トンの最 大現存量や持続時間等 には,そ の海域の地形や海流等により地域性がみ られることも事実である。
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植 物 プ ラ ン ク ト ン の 分 布 に 関 す る,一 一般 的 特 性 と ロ ー カ ル な 影 響 を 解 明 す る た め に,極 域 の 様 々 な 海 域 で フ ィー ル
ド ワ ー ク を 行 っ て い る 。 こ れ ま で に 研 究 を 実 施 し て き た 海 域 で は,植 物 プ ラ ン ク ト ン 量 が 高 く な る 時 期 ・場 所 に お
い て は,湧 昇 に よ る 栄 養 塩 供 給,表 層 水 温 の 上 昇 に 伴 う 成 層 化 が 見 ら れ る こ と を 指 摘 し て き た 。 特 に,北 極 海 域 で
は,生 物 生 産 が 高 い と さ れ る ポ リ ニ ア 域 の ケ ー ス ス タ デ ィ ー と し て パ フ ィ ン 湾 北 部 に 形 成 さ れ るNOrthWater
Polyllyaを 研 究 対 象 域 と し て 一 次 生 産 過 程 を 調 べ,従 来 考 え ら れ て き た 過 程 と は 異 な っ た 一 次 生 産 過 程 に お け る 同
海 域 の 特 異 性 を 指 摘 す る こ と が 出 来 た,,
4.研 究 活 動 歴
白 鳳 丸KH86-3航 海(北 部 北 太 平 洋,ベ ー リ ン グ 海,ア ラ ス カ 湾)参 加(1986)
第33次 一南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1991-1992)
第38次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1996-1997)
Intematiollal　 North　 "7ater　 Polynia　 Snldy　 1998参 加(1998)
Inrernational　 North　 Water　 Polynia　 ,Study　 1999参 加(1999)
AustraliaIl　 NatioIlal　 AIltarctic　 Research　 Expedition　 Voyage　 6参 加(2001)
第43次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊 副 隊 長)参 加(2002)
第44次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊 副 隊 長)参 加(2003)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の'重 要 論 文)
Ωd虹 エ,　K.　Fllruya　 and　 M.　Fukuchi　 (2002):　 Photosyllthetic　 oxygen　 production　 and　 commuIlity　 respiration　 ill　the
　 　 　 IIldiaIl　sector　 of　the　Alltarctic　 Ocean　 dllring　 austral　 summer.　 Polar　 Biology,　 25(11):　 859-864.
　 　 Kashino,　 Y.,　S.　Kudoh,　 Y.　Hayashi,　 Y.　Suzuki,　 T.　Odate,　 T.　Hirawake,　 K.　Satoh　 and　 M.　Fukuchi　 (2002):　 .Strat.egies　of
　 　 　 phytoplanktoII　 to　perform　 effective　 photosynthesis　 in　the　 North　 Water.　 Deep-Sea　 Research　 II,　49(22-23),　 5049-
5061.
虹,　 T.　Hirawake,　 S.　Kudoh,　 B.　Klein,　 B.　LeBlanc　 and　 M.　 Fukuchi　 (2002):　 Temporal　 and　 spatial　 patterns　 in　the
　 　 　 sllrface-wat,er　 biolrnass　 of　phytoplankton　 in　the　 North　 Water.　 Deep-Sea　 Research　 II,　49(22-23),　 4947-4958.
　 　 Umeda,　 H.,　 G.　 W.　 Hosie,　 T.　 Odate,　 C.　 Hamada　 and　 M.　 Fukuchi　 (2002):　 Surface　 zooplankton　 communities　 ill　the
　 　 　 Indian　 sector　 of　the　 Antarct,ic　 Ocean　 in　early　 sllmmer　 1999/2000　 0bserved　 with　 a　Colltinuolls　 Planktoll　 Recor(ler.
AntarcticRecord,46(2),287-299.
　 　 _Odate　 T　 and　 S.　Saitoh　 (2001):　 Chlorophyll　 specific　 growth　 rate　 and　 grazing　 mortality　 rate　 of　phytoplankton　 in　the
　 　 　 shelf　 water　 of　the　 Bering　 Sea　 in　sumrner.　 Polar　 Bioscience,　 14,　122-128.
工 藤 栄,伊 倉 千 絵,高 橋 晃 周,西 川 淳,石 川 輝,鷲 山 直 樹,平 課 亨,ハ'幸 恒,渡 辺 研 太 郎,福 地 光 男
(2001):JARE-39,-40「 し ら せ 」 航 路 に 沿 っ た 夏 季 南 大 洋 イ ン ド 洋 区 に お け る 表 層 水 中 の 動 物 プ ラ ン ク ト ン 現
存 量.南 極 資 料,45(3),279-296.
　 　 Fortier,　 L,　 M.　 Fortier,　 M.　 Fukuchi,　 D.　 Barber,　 Y.　 Grattoll,　 L　 Legendre,　 T.　 Odate,　 alld　 B.　 Hargrave　 (2001):　 The
　 　 　 International　 North　 Water　 Polynya　 Study　 (NOW):　 A　 progress　 report.　 Memoirs　 of　 National　 IIIstitllte　 of　 Polar
　 　 　 　 Research,　 Special　 Issue　 54,　343-348.
Ω血 旦,　 T.　Hirawake,　 A.　 Tanimura　 alld　 M.　 Fukuchi　 (2000):　 Spatial　 pattems　 in　nut.rient　 and　 ?1'n　'(」i?VO　fluores()ence
　　 　　 dist,ributions　 ill　the　 marginal　 ice　zolle　 alld　 the　 seasollally　 ol)ell　 oceanic　 zone　 in　the　 Indian　 Sector　 of　the　 Antarctic
　 　 　 Ocean,　 il/　austral　 summer.　 Journal　 of　OceanograPhy,　56,　 185-196・
・・'幸恒 一,石 井 雅 男(1999):南 大 洋 イ ン ド洋 セ ク タ ー に お け る 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 分 布 と 一 次 生 産 過 程.月 刊 海
洋,31(12),783-790.
　 　 Harrison,　 P.　J.,　P.　W.　 Boyd,　 D.　 E.　 Varela,　 S.　 Takeda,　 A.　 Shiolnoto　 and　 T.　 Odate　 (1999):　 Comparisoll　 of　fact.or
　 　 　 colltrollillg　 phytoplallkton　 productivity　 ill　the　 NE　 aIld　 NW　 Subarctic　 Pacific　 Gyres.　 Progress　 in　Oceanography,　43,
205-234.
Ωd皿,　 N　 Shiga,　 S.　Saitoh,　 T.　Miyoi　 and　 S.　Takagi　 (1999):　 Distribution　 of　phytoplankton　 abundance　 and　 physical
　 　 　 properties　 in　the　sout,heastern　 shelf　of　the　Bering　 Sea　 in　sulnmer.　 Polar　 Bioscience,　 12,　1-14.
ノ・'幸恒' ,坂 岡 桂 一 郎,梶 原 善 之,今 井 圭 理,小 林 直 人,目 黒 敏 美,福 地 光 男(1999):高 緯 度 海 域 に お け る ノ ル
パ ッ ク ネ ッ ト標 準 採 集 の 特 性 一 そ の2.荒 天 下 に 起 こ る 過 剰 曳 網 と プ ラ ン ク ト ン現 存 量 評 価.日 本 プ ラ ン ク ト
ン 学 会 報,46(2),134-142.
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・・'幸恒(1998):南 大 洋 イ ン ド 洋 区 に お け る 海 洋 構 造 と 極 微 小 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 分 布.海 洋 と 生 物ll6
(vol.20no.3),163-168.
　 Odate　 T.　and　 K.　Furuya　 (1998):　 Well-cleveloped　 subsul・fa(te　 chlorophyll　 maximum　 ill　Ilear　Komahashi　 No.　 2
Seamount　 in　the　summel'　 of　1991.　D(・θメつ－S(2αResecu℃ ノ2/r,45,1595-1607.
/・'幸恒Ut　 ,　今 井 圭 理,福 地 光 男(1998):高 緯 度 海 域 に お け る ノ ル ハ ッ ク ネ ッ ト標 準 採 集 の 特 性.日 本 プ ラ ン ク ト
ン 学 会 報,45(1),1-8.
　 　 Saitoh,　 S.,　D.　L.　Eslinger,　 H.　Sasaki、 　N.　Shiga,　 T.　()date　 alld　T.　Miyoi　 (1998):　 Satellite　 aiid　shil)　observation　 of　coastal
　 　 upwelling　 ill　the　 St.　La、mellce　 Islan(l　Polynya　 (SLIP)　 area　 ill　sllmmer、 　1994　 and　 1995.　 Memoirs　 of　the　Faculty　 of
　 　 　 Fisheries,　 Hokkaido　 University,　 45(1),　 18-23.
　 Iinuma,　 T.,　K.　Imai,　 T.　Odate　 and　 Y.　Maita　 (1998):　 Fluctuations　 of　nutriellts　 and　 primary　 production　 stlucture
　 　 　duriIig　 winter　 and　 spring　 ill　Funka　 Bay.　 Memoirs　 of　the　Faculty　 of　Fisheries,　 Hokkaido　 University,　 45(1),　 30-35.
今 井 圭 理,ノ ・'幸恒,簗 田 満,米 田 義 昭(1998):季 噴 火 湾 海 域 に お け る 物 理 ・化 学 環 境 の 変 化 に 対 す る 植 物 プ ラ
ン ク ト ン 群 集 の 応 答.水 産 海 洋 研 究,62(2)、89-96.
古 谷 研,濱 健 夫,神 田 穣 太,/・'幸 恒1(1998):東 シ ナ 海 に お け る 基 礎 生 産.沿 岸 海 洋 研 究,36(1),19-28.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表 ＼
　 Kasamats11,　 N.,　S.　Kawaguchi、 　S.　Watallabe,　 T.　Odate,　 and　 M.　Fukuchi:　 Possible　 impacts　 of　zooplankton　 grazing　 olI
　 　 　DMS　 concentration　 in　the　 Alltarctic　 Oceall.　 Third　 International　 Slyql/posiuln　 on　Biological　 and　 Envirollmental
　 　 　Chemistry　 of　DMS(P)　 and　 Related　 Conipounds,　 Rimouski,　 Canada、 　26-28　 Sep.　 2002　 (Program　 and　 Abstracts,　 27,
2002)
福 地 光 男,寺 崎 誠,　 Harvey　 Marchant,　 ・・'幸恒 一:2001・2002年 の 南 極 海 に お け る 複 船 時 系 列 研 究 航 海 に つ い
て.2002年 度 日 本 海 洋 学 会 秋 季 大 会,2002年10月5日,北 海 道 大 学.
佐 々 木 洋,鈴 木 英 勝,岩 舘 由 美,　 C.Wexel-Riser,　 P.XVassinai1,　 Sandric　 Chee　 Yew　 Long,　 大 井 信 明,青 野 辰 男,
山 田IE俊,工 藤 栄,福 地 光 男:中 深 層 へ の フ ラ ッ ク ス 過 程.2002年 度 日 本 海 洋 学 会 秋 季 大 会,2002年10月5
日,北 海 道 大 学.
/・'幸恒 一,青 木 茂,福 地 光 男,石 丸 隆,苦 土 正 暁,JohnChurch:2002・2003年シ ー ズ ン の 航 海 計 画 に つ い て.
2002年 度 日 本 海 洋 学 会 秋 季 大 会,2002年10月5日,北 海 道 大 学.
福 地 光 男,寺 崎 誠,　 Marchallt,H.,　 RintolllS.,　 ・・'幸恒 一一:2001・2002年 の 南 極 海 に お け る 複 船 時 系 列 研 究 航 海.
第25回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2002年12月5・6日,国 立 極 地 研 究 所,板 橋,東 京.
笠 松 伸 江,川 口 創,渡 邉 修 一,⊥ 幽 ・福 地 光 男:南 極 海 に お け るDMS生 成 に 対 す る 動 物 プ ラ ン ク ト ン の 摂
餌 効 果.第25回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2002年12月5・6日,国 立 極 地 研 究 所,板 橋,東 京.
鈴 木 英 勝,佐 々 木 津,岩 舘 由 美,工 藤 栄,福 地 光 男:南 極 海 の 季 節 的 海 氷 域 の 中 深 層 に お け る 沈 降 粒 子 輸 送 量
の 季 節 変 動(2001-2002年).第25回 板 蔵 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2002年12月5・6日,国 立 極 地 研 究 所,板 橋,
東 京.
荒 井 頼 子,早 言睾 享,ノ ・'幸恒 工,福 地 光 男:衛 星 か ら 見 た2001年2月 ～2002年1月,リュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 沖 に お
け る ク ロ ロ フ ィ ル 分 布 と氷 縁 と の 関 係.第25回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2002年12月5・6日,国 立 極 地 研 究
所,板 橋,東 京.
サ ン ド リ ッ ク チ ー ユ ー リ ヨ ン,福 地 光 男,田LI哲:海 洋 生 物 プ ラ ン ク ト ン に お け る 紫 外 線 の 生 物 学 的 お よ び 光
学 的 応 答.第25回 板 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム2002年12月5・6日,国 立 極 地 研 究 所,板 橋,東 京.
岡 信 和,川 口 創,・ ・'幸恒 一,福 地 光 男,谷 村 篤:2002年 夏 期 南 極 海 イ ン ド洋 区 に お け る 大 ・中 型 動 物 プ ラ ン ク
ト ン の 分 布 と 生 物 量 一 タ ン ガ ロ ア 航 海 結 果 一.第25回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2002年12月5・6U,国 立 極
地 研 究 所,板 橋,東 京.
岩 舘 由 美,佐 々 木 洋,鈴 木 英 勝,工 藤 栄,福 地 光 男:夏 季 の 南 極 海 季 節 的 海 氷 域 の 有 光 層 に お け る 粒 子 フ ラ ッ
ク ス の 変 動.第25回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2002年12月5・6日,国 立 極 地 研 究 所,板 橋,東 京.
青 野 辰 雄,山 田 正 俊,岩 舘 由 美,佐 々 木 津,福 地 光 男:2001-2002年 の 南 極 海 の 季 節 的 海 氷 域 表 層 に お け るTh　 -
234か ら 推 定 す るPOCエ ク ス ポ ー ト フ ラ ッ ク ス に つ い て.第25回 根 城 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2002年12月5・6
日,国 立 極 地 研 究 所,板 橋,東 京.
渡 邉 研 太 郎,牛 尾 収 輝,深 町 康,中 根 健 志,門 元 之 郎,小 原 敬 史,小 島 淳 一,白 崎 勇 一,浅 井 輝 之,手 塚 賢,
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浜 岡 荘 司,福 地 光 男 二AUVを 用 い た 海 氷 域 海 洋 観 測 シ ス テ ム の 開 発.第25回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2002年
12月5・6日,国 立 極 地 研 究 所,板 橋,東 京.
　 　 Odate　 T.,　Klldoh,　 S.,　Hashida.　 G.,　Kawaguchi,　 S.　&　M.　Fukuchi　 :　A　prelimillary　 report　 on　 STAGE　 (Studies　 oll　tlle
　 　 　 Antarctic　 Ocean　 and　 Global　 Elwirl/mellt)　 Gordon　 Research　 Conference　 on　 Polar　 Marine　 Sciellce,　 Velltllra,
　 　 　 Canada,　 16-21　 March　 2003
　 　 Kasamatsu,　 N.,　S.　Kawaguchi,　 S.　Watanabe,　 T.　Odate,　 and　 M.　Fukuchi:　 Possible　 impacts　 of　zooplankton　 grazing　 on
　 　 　 DMS　 production　 in　the　Antarctic　 ()cean.Gordon　 Research　 Conference　 on　Polar　 Marine　 Science,　 Vel/t.ura,　Canada,
16-21March2003
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 領 域 研 究(B)北 極 域 海 洋 動 態 と 生 態 系 変 動 の 研 究(研 究 分 担 者)(平 成11～16年)
基 盤 研 究C(2)南 極 海 と 地 球 環 境 に 関 す る 総 合 研 究(研 究 代 表 者)(平 成14年 度)
基 盤 研 究B(2)南 極 海 の 時 系 列 現 場 観 測 に よ る 植 物 プ ラ ン ク ト ン と 硫 化 ジ メ チ ル 生 成 に 関 す る 研 究(研 究 代 表
者)(平 成14～17年 度)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 海 洋 学 会,日 本 プ ラ ン ク ト ン 学 会
10.受 賞 な ど
口 本 海 洋 学 会 岡 田 賞(1992)
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
International　 Arctic　 Polyny.　a　Programme,　 Scientific　 Coor(linating　 Groupメ ン バ ー(2000.4.1-)
日 本 学 術 会 議 地 球 環 境 研 究 連 絡 委 員 会SOLAS小 委 員 会(委 員)(2001.4.1-)
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
植 物 プ ラ ン ク ト ン の 光 合 成 過 程 は,炭 酸 ガ ス の 同 化 作 用 で あ り,大 気 中 の 二 酸 化 炭 素 を 吸 収 す る 効 果 が あ る 近
年 の 研 究 で は,動 ・植 物 プ ラ ン ク ト ン の 生 産 過 程 の 中 で,地 球 温 暖 化 に 負 の フ ィー ドバ ッ ク 効 果 を 持 つ 硫 化 ジ メチ
ル や ポ ジ テ ィ ブ な 効 果 を 持 つ メ タ ン と い っ た 物 質 も 生 産 さ れ て い る こ と が 指 摘 さ れ て い る 、 こ れ ら の 効 果 が 生 態 系
の 中 で 複 合 的 に 働 く と き の 影 響 を 解 明 す る こ と が 今 後 の 研 究 課 題 と な る 、 こ う した 研 究 の た め に は 生 物 研 究 者 と 化
学 研 究 者 と の 連 携 が 必 要 で あ り,両 者 が 緊 密 な 連 携 を と る こ と に よ り新 た な 研 究 分 野 が 拓 け る も の と期 待 さ れ る 、
⑥ 工藤 栄 北極 圏環境研 究 セ ンター助 教授,理 学博士(東 京 大学 二1991年)
1.専 門領域:水 圏生態学
2.研 究課 題:極 域 植物 ・藻類 の生理生態 学
3.研 究活 動の概 要 と成 果
カナ ダ北極 圏の ノー スウオー ターホ リニ ア にお ける夏季の植 物 プ ランク トン光合 成,北 海道サ ロマ湖 の季節海 氷
に発達す るア イスアル ジー,お よび南 極昭和 基地近傍 の季節 海氷 下の ア イスア ルジーの光 合成 を解析,低 温環境 下
での光 合成生 産 に とって キサ ン トフ ィルサ イクルを中心 とした 光合成の強 光制御機構 の 関与の実態 を研 究,発 表 を
行 ってい る.、また,昨 年 度 に引 き続 き,第44次 南 極地域観 測隊 ・専用観 測船 隊員 として南 極海航 海研究 に参加 し,
南 大洋 にお ける植 物 プ ラ ンク トンの光合成 生理生態学 的観点 か らフ ィー ル ドデー タの収 集 に努 め た。
4.研 究活 動歴
北大 お し ょろ丸38次 北洋航 海 に参加(1991)
スピ ッツベ ルゲ ン島にて海洋 生態 系研 究 のため の予 察調 査(1991)
国際 共同研究(日 本 一 カナ ダ)SARES(サ ロマ ー レゾ リュー ト)プ ロジェ ク トに参 加(1992)
ス ピッツベ ルゲ ン島 コングス フ ィヨル ドにお ける海洋生態 学的野 外調査 に参加(1993-1995)
北 海道サ ロマ湖 にて海氷生態 系の研 究 を継続 実施(1993-1998)
東京大学観測 船 白鳳 丸南大洋航 海(KII94-4)に 参 加(1994-1995)
ラ ンス号航 海 においてバ レンツ海極前 線域 の生態系研 究 を実 施(1996)
カナ ダコー ス トガー ド砕氷船 を使 用 した 国際共 同研 究 「lnternational　Northwater　 Polynya　 Project」 に参加(1997)
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5.
国 際 共 同 研 究 　「lnternational　 Northxvater　 Polynya　 Pr(λje(:t」 観 潰1に 参 加(19981
第40次 南 極 地 域 観 測 隊 参 加(1998-20001.
東 京 大 学 海 洋 研 究 所 白 鳳 丸 南 大 洋 航 海 参 加(2001-2002)
第43次 南 極 地 域 観 測 隊 ・夏 隊(専 用 観 測 船1隊 員(2001-2002、,
第44次 南 極 地 域 観 測 隊 ・ 夏 隊(専 用 観 測 船)隊 員12002-2003.)
学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
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　 GARAB,　 Dordrecht,　 Kluwer,　 2237-2240.
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　 Suzuki　 Y.,　S.　Kudoh　 and　 M.　 Takahashi　 (1997):　 Photosynthetic　 and　 respiration　 characteristi(ls　 of　the　 Arctic　 ice　algal
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　 Smith,　 R.　 E.　 H.,　 M.　 Gosselin,　 S.　 Kudoh,　 B.　 Robineau　 and　 S.　Taguchi　 (1997):　 DOC　 and　 its　relationship　 to　algae　 ill
　 　 bottom　 ice　conlrnunities.,　 J.　Mar.　 Syst.,　 11,　71-80.
　 Sasaki,　 H.,　 H.　 Suzuki,　 M　 Takayama,　 K.　 Suzuki,　 H.　 Handa,　 S.　Kudoh　 and　 M.　 Fukuchi　 (1997):　 Sporadi℃ 　increase　 of
　 　 particle　 sedimentation　 at　the　 ice　edge　 of　the　 Antarctic　 ocean　 during　 the　 a/lstral　 sllmmer　 1994-1995.　 Proc.　 NIPR
　 　 Symp.　 Polar　 BioL,　 10,　50-55
　 1to,　H.　 and　 S.　Kudoh　 (1997):　 Characteristi(ls　 of　water　 ill　Kongsfjorden,　 Svalbard.,　 Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Met.eorol.
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6.口 頭発 表(過 去の代 表的 な発 表)
　 Kudoh　 S.,　Ilirawake,　T.,　Furuya,　 K,　Yoshikawa,　 T.,　Miki,　M.,　Taguchi,　 S.,　Leong,　S.C.Y.、　Ooi,　N.,　Taniguchi,　 A.　and
　　 Golni,　Y.　:　Primary　 production　 process　in　the　Target　Area-C:　XXV　 Symposium　 oll　Polar　Biology.　Nat.ional　IIlstitllte
　　　 of　Polar　Research.　 Dec　5-6,　2002.
エ遜L栄,菓 子野康 浩:ア イスアル ジーの キサ ン トフ ィルサ イクルの反応 速度 と日周性,2002年 度 日本海 洋学 会
秋季大 会(札 幌)(2002)
エ 魅,菓 子野 康浩:極 域 藻類の 光合成 にみ られる光環境適 応,第48回 目本生態 学 会(熊 本)(2001)
　　Kudoh　 S.,　Tsuchiya,　 Y.,　Sato,　K.　and　Fukuchi:　 M.　AlltumIlal　i(:e　algal　bloom　 at　the　first-year　ice　developed　 Ilear
　　 　Syowa　 Stati(m,　Antarctica.　 1.　-Studies　 on　the　growth　 environments　 and　photosyllthesis-　 Gordon　 Research
　 　 Conference　 (Ventura,　 California,　U.S.A)　(2001)
7.科 学研 究費補 助金取 得状況
基盤 研 究(B)(2)「 植物 プ ラン ク トンの硫 化 ジメチ ル生 成 に関す る生理 ・生態 学 的研究」(研 究 代表 者)(平 成
14～17年)
特定 領域研 究(B)「AO2北 極 域海洋動 態 と生態系変動 の研究」(研 究 分担 者)(平 成13～15年)
8.講 演 な ど
工藤 栄,小 達恒 夫:　STAGE(Studies　 on　Antarctic　 ocean　 aIld　Global　Environnient)プ ロジェ ク トの概説,大 気 ・
海 洋 間の生物地球 化学 的循環過程 に関す る総 合研 究 に関す る研 究集会(名 古屋 大)(2002)
工藤 栄,古 谷 研,田 口 哲,　Leon,C.Y.,　 大井信 明,谷[」 旭 二基礎 生 産過 程の 季節変 化,南 極海 の生物 生産過 程
と地球 温暖化学 生成 過程 の研 究,2002年 度 日本海洋学 会秋季 大会 お よびSCOR合 同 シ ンポ ジウム(札 幌)(2002)
9.学 会お よび社会 的活動
日本生態学 会,日 本陸水 学会,日 本海洋 学会
10.受 賞 な ど
11.他 大学の 講義 な ど
12.所 内外 の主要 な会議委 員 など
「北極圏 科学観測 デ ィレク トリー、編 集幹事
13.研 究活動 の課題 と展望
極球 海洋の基礎 生産 を担 う微細 藻類 の光合成過 程 に関 して,受 容光 の調節制御 が きわめ て重 要で あ るとい う観点
か ら,こ れ まで の フ ィー ル ドワー クで得 た測 定結 果 を ま とめ,報 告 に向 け解析 を進 め る、,ま た,第43次 お よび第
44次 南極 地域観 測隊 員 と して南極 海で複 数観測 船 に よる研 究 プ ロジェ ク ト　(STAGEプ ロジ ェ ク ト)に 参加 し取得
した デー タの解析 を進 め,夏 季 の海洋 基礎生 産の季節 変動性,光 合成 過程 に関す る研 究 を進 め る、,これ ら海洋 にお
ける微 細 藻類の研究 と共 に,今 後 は極域 の水 界の 中で,南 極 の露岩域 湖沼 にお ける植 物群落 の生態 学的研 究 に着 手
す る予定 であ る、,
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⑦ 伊 村 智 研 究 系 生 理 生 態 学 研 究 部 門 助 教 授,博 士1理 学 、・(広 島 大 学:1992年:I
!.専 門 領 域:植 物 繁 殖 生 態 学
2.研 究 課 題:極 球 陸 上 植 物 の 繁 殖 生 態 学,南 極 湖 沼 の 生 態 系 構造 の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と成 果
南 極 の 露 岩 域 に 点 在 す る 湖 沼 中 に は,周 囲 の 陸 上 よ り も 遙 か に 豊 か な 生 態 系 が 成 立 し て い る こ と が 明 ら か に な っ
て き た 、 特 に 藻 類 と コ ケ 植 物 か ら な る 群 落 は,陸 上 植 生 を し の ぐ 大 き な 生 物 量 を 持 つ 可 能 性 が あ る 。 第42次 日 本
南 極 地 域 観 測 隊 夏 隊 に 参 加 す る こ と で 得 ら れ た サ ン プ ル に 基 づ き,湖 沼 底 に 生 育 す る 水 生 蘇 類 の 分 類 と 繁 殖 構 造 に
関 す る 遺 伝 的 解 析 を す す め た 、 ま た,土 壌 ・湖 沼 ・氷 床 中 の 微 生 物 研 究 を 進 め る た め の 研 究 グ ル ー プ を 組 織 す る と
と も に,実 際 の 解 析 手 法 の 検 討 を 行 っ た
4.研 究 活 動 歴
第36次 南 極 地 域 観 測 隊1越 冬 隊)参 加il1994-1996)
イ タ リ ア ・テ ラ ノ バ 基 地1交 換 科 学 者1参 加1(1998-1999)
ア メ リ カ ・カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学[在 外 研 究 員,短 期)(19991
ノ ル ウ ェ ー ・ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン 島 観 測 参 加(1999)
第42次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(2000-2001)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文 ノ
1皿 里 已,　 Bando,　 S.,　Seto,　 K.,　Ohtani,　 S.,　Kudoh,　 S.　and　 Kanda,　 H.　(2003):　 Distribution　 of　aquatic　 mosses　 ill　the
　　　　 S6ya　 Coast　 region,　 East　 Antarctica.　 Polar　 Bioscience,　 16,　1-10.
Kudoh,　 S.,　Tsuchiya,　 Y.,　Aytlkawa,　 E.,　1旦里蛭L　 and　 Kanda,　 H.　(2003):　 Ecological　 studies　 on　aquatic　 moss　 pillars　ill
　 　 　 AIltarctic　 lakes.　 L　Macro　 structure　 aIld　carbon,　 Ilitrogen　 and　 chlorophyll　 a　contents.　 Polar　 Bioscience,　 16,　11-22.
Kudoh,　 S.,　Watallabe,　 K.　and血 旦虹 旦(2003):　 Ecological　 studies　 oll　aquati(l　 moss　 pillars　 in　Antar(ltic　 lakes.　 2.
　 　 　 Temperature　 and　 light　ellvironlllent　 at　the　moss　 habitat.　 Polar　 Bioscience,　 16,　23-32.
　 　 Kudoh,　 S.,　Kashino,　 Y.　and　 _lmura　 S　 (2003):　 Ecological　 studies　 on　aquatic　 moss　 pillars　ill　Antarctic　 lakes.　 3.　Light
　　　　response　 and　 chilling　 and　 heat　 sensitivity　 of　photosynthesis.　 Polar　 Bioscience,　 16,　33-42.
Okitsu,　 S.,魎,and　 Ayukawa,　 E.　(2003):　 Structure　 and　 dynamics　 of　the　 Cerαtodo7'i,　 p?硝 ρ?m↓ θs-b'1・.ty?tx)?
psθ μdα γ乞(luet・r?z・n?,　comnluIlity　 in　the　 Yukidori　 Valley,　 Langhovde,　 continental　 Antarctica.　 Polar　 Bioscience,　 16,
49-60.
　 　 Kudoh,　 S.,　lmuia　 S,　and　 Kashino,　 Y,　(2003):　 Xanthophyll-cycle　 of　ice　algae　 oll　the　 sea　ice　bottoIn　 ill　Saroma　 Ko
　　　　 lagoon,　 Hokkaido、 　Japan.　 Polar　 Bioscience,　 16,　86-97.
埋土L賀,上 野 健,鮎 川 恵 理(2003):IL生 態 観 察 法.日 本 蘇 苔 類 学 会 記 念 出 版 物 編 集 委 員 会(編).コ ケ 類 研 究 の
手 引 き.pp.109-113.日本 蘇 苔 類 学 会.
Kanda,　 H.,　Oht/ani,　 S.　and　 1皿旦嵯(2002):　 Plant　 communities　 at　Dronning　 Malld　 Land.　 In　Beyer,　 L.　&　Bblter,　 M.
　　　　 (eds.)　 Geoecology　 of　Antarcti(:　 Ice-Free　 Coastal　 Landscapes,　 Ecological　 g.tudies　 l54:　 pp.　 249-264.　 Springer-
　　 　 Verlag,　 Heiderberg.
エnmura　 S　 (2002):　 Periodicity　 of　vegetative　 diaspore　 formation　 in　some　 Japanese　 mosses.　 Hikobia,　 13,　685-691.
EtblLIEE,神 田 啓 史(2002):南 極 湖 沼 底 の 水 生 蘇 類 群 落.蘇 苔 類 研 究,8,69-73.
Ayukawa,　 E.,1皿 良工岨,　 Kudoh,　 S.　and　 Kanda,　 H.　(2002):　 Reproductive　 phenology　 of　subalpine　 moss,　 PoZ〃m1川 〃?
　　　　oh710ense　 Ren.　 et　Card.　 Polar　 Bioscience,　 15,　88-96.
Ueno,　 T.,　1皿 雌and　 Kanda,　 H.　(2001):　 Colony　 form　 and　 shoot　 morphology　 of　Sα}L?lo']?.ia"'}Lc'i']tαtα(Hedw.)
　 　 　 Loeske　 gro"dng　 il/　different　 water　 collditions　 in　the　high　 arctic,　 Spitsbergel1,　 Svalbard.　 Bryological　 Research,　 8,
1-6.
鮎 川 恵 理,但 杢L智,神 田 啓 史(2001):南 極 ラ ン グ ホ ブ デ 雪 鳥 沢 に お け る 蕪 類 の 繁 殖 体 バ ン ク.南 極 資 料,45,
320-328.
瀬 戸 浩 二,埋 土L萱,板 東 忠 司,神 田 啓 史(2001):南 極 湖 沼 に 記 録 さ れ た 完 新 世 の 古 環 境.月 刊 地 球,24,31-36.
　 　 Ikeya,　 T.,　Kashino,　 Y.,　Kudoh,　 S.,　1nuira　 f　.,　Watanabe,　 K.　and　 Fukuchi,　 M.　(2000):　 Acclimation　 of　photosysthetic
　　　　 properties　 ill　psychrophilic　 diatom　 isolates　 under　 different　 light　intensities.　 Polar　 Bioscience,　 13,　43-54.
エ血,　 Bando,　 T.,　Saito,　 S.,　Seto,　 K.　aild　Kanda,　 H.　(1999):　 Benthic　 moss　 l)illars　il/　Antarctic　 Iakes.　Polar　 Biology,
一115一
22,137-140.
Wasano,　 N.,　Ilmlra　 S.　and　 Ohba,　 M.　(1999):　 Failure　 to　rec()ver　 Bαc乞 μ鵬t,h'tLγ7]7?,gie7Lsis　from　 the　 LUtzow-Holm　 Bay
　 　 　 region　 of　Antarctica.　 Letters　 in　Applied　 Microbiology,　 28,　49-51.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
魍,坂 東 忠 司,瀬 戸 浩 二,大 谷 修 司,工 藤 栄,神 田 啓 史(2002):南 極 昭 和 基 地 周 辺 の 湖 沼 底 植 生 の 多 様 性.
日本 陸 水 学 会 第67回 大 会.講 演 要 旨276.
　 　Imura　 S.,　Kudoh,　 S.　and　 KaIlda,　 H.　(2002):　 Lakes　 in　Antarctica　 -now,　 past　 and　 future.　 XXV　 Symposillm　 oll　Polar
　　 　 Biology　 (Tokyo).　 Abstract　 23.
低 山,板 東 忠 司,瀬 戸 浩 二,大 谷 修 司,工 藤 栄,神 田 啓 史:昭 和 基 地 周 辺 に お け る 湖 沼 底 生 蘇 類 の 分 布.日
本 生 態 学 会 第49回 大 会.2002.3.
fi±NESL,　瀬戸浩二,板 東忠司,神 田啓史:南 極の湖沼(1),湖 沼の多様性 と生物相.日 本陸水学会第65回 大会.
2000.10.
盤,神 田啓 史:南 極 の コケ の 正体 と起 源 一分 子情 報 か らの ア プ ロー チ ー.日 本 植 物 学 会 第63回 大 会.
1999.10.
　　Imura　 S.　and　H.　Kanda:　Moss　tussocks　at　the　bottom　 of　lakes　il"he　vi(lillity　of　Syowa　 Statiol1,　Antarctica.　VII　SCAR
　　　International　 Biology　Symposium　 Christchurch.　 Sept.　1998.
　　Imllra　S.　and　H.　Kanda:　Moss　tussocks　at　the　bottom　 of　lakes　in　the　vicinity　of　Syowa　 StatioI1,　AIltarctica.　VII　SCAR
　　　International　 Biology　Symposium　 Christchurch.　 Sept.　1998.
7.科 学研究 費補助 金取得状 況
特定 研究(B)「 北極 圏の環境 変動」(研 究 分担者)(平 成13年)
基盤研究(C)「 南極 陸上植物 相の 多様性 と進 化」(研 究代 表者)(平 成12～15年)
8.講 演 な ど
第6回 マ リンバ イオテ ク ノロ ジー学会 大会特 別 シ ンポ ジウム(2002.5.25),中 野 区立 第 七中学 校 一総合 的 な学 習
の時 間(2002.6.20),自 然 史学 会連合 第8回 シ ンポ ジウム(2002.12.7)
9.学 会及 び社 会的活動
日本 蘇苔 類学会(地 方幹事),日 本植物 学 会,日 本蘇苔 類学 会,種 生物 学 会,国 際蘇 苔類学 会,日 本進化学 会
10.受 賞 な ど
ll.　他 大学 等での講義 な ど
12.所 内外 での 主要 な会議 委員 な ど
国 立極 地研究所 広報 委員 会(委 員)
13.研 究 活動の 課題 と展望
陸 上 と湖沼 中 に共通 して生 育す る蘇類 につい て,遺 伝子解 析 を行 い,両 者の遺伝 的 多様性 の比 較か ら,水 生 蘇類
の起 源 を推定 す る、 また,湖 沼 中に生息す る微 小動物 相 とその機能 の解明 に向け て,共 同研 究体制 を構築 す る。
⑧ 加藤 明子 研究 系寒冷生物 学 第一研究部 門助手,博 士(農 学)(北 海道大学 二1998年)
1.専 門領域 二行動 生態学
2.研 究課題:海 洋 脊椎動物 の行動 お よび生態の研 究
3.研 究活動 の概 要 と成果
海 を主な生活 の場 とす る動物 の行動,生 態 は直接 観察 が難 しいため未 知の部分 が 多 く残 されてい る。ペ ンギ ン類,
ウ ミス ズメ類 な どの 海鳥の繁 殖生態,採 餌戦略 につ いて,デ ー タロガー な どの動物装 着型 の観測機 器 を用い,環 境
変動 に対す る応答 を研究 した、,
4.研 究 活動歴
オー ス トラ リア南極 観測 隊(デ イビス基地 ・夏隊)参 加(1992-1993)
オー ス トラ リア南 極観測 隊(マ ッコー リー基地 ・夏隊)参 加(1993-1994)
フ ランス南 極観測 隊(ク ローゼ 基地 ・夏 隊)参 加(1995-1996)
第38次 南極地域 観測隊(夏 隊)参 加(1996-1997)
5.学 術論 文(過 去5年 間の 重要論文)
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 Watanuki, Y., Kato,  A., Sato, K.,  Niizuma, Y., Bost, C-A., Le Maho, Y. and Naito, Y. (2002): Parental mass change 
 and  food provisioning in  Adelie penguins rearing chicks  in colonies with contrasting sea-ice conditions. Polar 
 Biology, 25, 672-681. 
 Ropert-Coudert, Y., Kato,  A.,  Wilson, R.P. and Kurita,  M.  (2002): Short underwater opening of the beak following 
 immersion in seven penguin species. The Condor, 104(2), 444-448. 
Sato, K., Naito, Y.,  Kato, A., Niizuma, Y., Watanuki, Y.,  Charrassin„J.B., Bost, C-A., Handrich, Y. and Le Maho, Y. 
 (2002): Buoyancy and  maximal  diving depth in penguins:  do they control inhaling air volume? Journal of 
 Experimental Biology, 205, 1189-1197. 
Ropert-Coudert, Y., Kato, A., Bost, C-A.,  Rodary,  D., Sato, K., Le Maho, Y. and Naito, Y. (2002): Do  Adelie penguins 
 modify their foraging behaviour in pursuit of  different  prey? Marine Biology, 140, 647-652. 
Wilson, R.P., Ropert-Coudert, Y. and Kato, A. (2002): Rush and grab strategies in foraging marine endotherms: the 
 case for haste in penguins? Animal Behaviour, 63(1), 85-95. 
Wilson, R.P., Steinfurth, A., Ropert-Coudert, Y,  Kato, A. and Kurita, M. (2002): Lip-reading in remote subjects:  an 
 attempt to quantify and separate ingestion, breathing and vocalisation in free-living animals using penguins as a 
 model. Marine Biology, 140, 17-27. 
Ropert-Coudert, Y., Kato, A., Sato, K., Naito, Y., Baudat, J., Bost, C-A. and Le Maho, Y. (2002): Swim speed of  free-
 ranging  Adelie penguins Pygoscelis adeliae, and its  relation to the maximum depth of dives.  Journal of Avian 
 Biology, 33(1), 94-99. 
Endo, Y., Asari, H., Watanuki, Y., Kato, A., Kuroki, M. and Nishikawa,  J. (2002): Biological characteristics of 
 euphausiids preyed upon by  Adelie penguins in relation to sea ice conditions in  Ltitzow-Holm Bay. Polar Biology, 
 25, 730-738. 
 Kato, A., Ropert-Coudert, Y. and Naito, Y. (2002): Changes in  Adelie penguin breeding populations in  Liitzow-Hokin 
 Bay, Antarctica, in relation to sea-ice conditions. Polar Biology, 25,  939-941. 
Otani, S., Naito, Y.,  Kato, A. and  Kawamura, A. (2001):  Oxygen consumption and swim speed of harbor porpoise, 
 Phocoena phocoena. Fisheries Science, 67, 894-898. 
Kato, A., Watanuki, Y. and Naito, Y. (2001): Foraging and breeding performance of Japanese cormorants in relation 
 to prey type. Ecological Research, 16, 745-758. 
Ropert-Coudert, Y., Kato, A., Baudat, J., Bost,  C.-A., Le Maho, Y. and Naito, Y. (2001): Feeding strategies of free-
 ranging  Adelie penguins,  Pygoscelis  adeliae, analyzed by multiple data recording. Polar Biology, 24, 460-466. 
Ropert-Coudert, Y.,  Kato, A., Baudat, J., Bost, C.-A., Le Maho, Y. and Naito, Y. (2001): Time/depth usage of  Adelie 
 penguins; an approach based on  dive angles. Polar Biology, 24, 467-470. 
Takahashi, A., Kuroki, M.,  Niizuma, Y.,  Kato, A., Saitoh, S. and Watanuki, Y. (2001): Importance of the Japanese 
 anchovy  Engra'ulis  ,japoiricus to breeding rhinoceros  anklets  Cerorhiilca  monocerata on Teuri Island, Sea of 
 Japan. Marine Biology, 139, 361-371. 
Charrassin, J.-B., Kato, A., Handrich, Y., Sato, K., Naito, Y., Ancel, A., Bost,  C.-A., Gauthier-Clerc, M., Ropert-
  Coudert, Y. and Le Maho, Y. (2001): Feeding behaviour of free-ranging penguins  (Aptenodytes  patagonicns) 
  determined by oesophageal temperature. Proc. Royal Society, London B, 268, 151-157. 
Kato, A., Watanuki, Y., Nishiumi, I., Kuroki, M., Shaughnessy,  P.D. and Naito, Y. (2000): Variation in foraging and 
 parental behavior of king cormorants at Macquarie Island. Auk, 117, 718-730. 
Otani, S., Naito, Y., Kato, A. and Kawamura, A. (2000):  Diving behaviour and swimming  speed of a free-ranging 
  harbour porpoise,  Phocoena  phocoena. Marine Mammal Science, 16, 811-814. 
Ropert-Coudert, Y., Baudat, J., Kurita, M., Bost  C.-A., Kato, A., Le Maho, Y. and Naito, Y. (2000): Validation of 
 oesophagus temperature recording for detection of prey ingestion on captive  Adelie penguins. Marine Biology, 
 137, 1105-1110. 
Nato, A., Watanuki, Y., Shaughnessy, P. D., Le Maho, Y. and Naito, Y. (1999): Intersexual differences in the diving 
  behaviour of foraging subantarctic cormorant  (Phalacrocorax  albicenter):  and Japanese cormorant (P. 
 .filamcatosus). Comptes Rendus  de  Academie des Sciences Paris, 322, 557-562.
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　 Otani,　 S.,　 Naito,　 Y.,　 Kawamura,　 A.,　 Kawasaki,　 M.,　 Nishiwaki,　 S.　 and　 Kato　 A.　 (1998):　 Diving　 behaviour　 and
　 　 pe,f。rmance　 ・f　h・ ・b・u・ 　P・ ・p・i・e・,　Ph… 　 ei?.a.　phoc・ev?.a,　 in　 Fu・k・ 　B・y,　 H・kk・id・,　 J・pa・M・ ・ine　 Mainmal
Science,14,209-220.
　 　 Kato　 A.,　XVatanuki,　 Y.　and　 Naito,　 Y.　(1998):　 Benthic　 and　 I)elagic　foraging　 of　t"'O　Japanese　 cormorants,　 determined
　 　 　 by　simultaneous　 recordiIlg　 of　location　 and　 diving　 activity.　J.　YamashiIla　 Inst.　Ornithol.,　 30,　101-108.
6.口 頭、発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Kato　 A.　:　Food,　 foraging　 behavior　 and　 breedillg　 success　 of　Ad61ie　 pellguills　 il/　relation　 to　the　 annual　 ℃hallges　 ill
　 　 　 sea-ice　 conditions.　 Gordon　 Research　 Conference　 on　Polar　 Marine　 Science.　 Ventura,　 USA,　 March　 7-12,　1999.
伽 藍 里庄,内 藤 靖 彦,佐 藤 克 文,綿 貫 豊:ア デ リ ー ペ ン ギ ン の 採 餌 お よ び 繁 殖 生 態 へ の 海 氷 変 動 の 影 響.海 洋
学 会 シ ン ポ ジ ウ ム 「南 極 海 と 地 球 環 境 」,東 京,1999327.
力螂 且王,黒 木 麻 希,高 橋 晃 周,出 口 智 広,綿 貫 豊:ウ ト ウ の 採 餌 行 動 と 海 水 温 度 の 関 係.日 本 鳥 学 会 大 会,
東 京,1999.10.
加 藤 旦LE,林 英 子,綿 貫 豊:魚 資 源 変 動 に と も な う ウ ミ ウ の 採 餌 お よ び 繁 殖 行 動 の 年 変 化.第45回 日本 生 態 学
会 大 会,京 都,1998.3.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)「 高 度 生 物 情 報 収 集 シ ス テ ム を 用 い た 南 極 中 ・深 層 生 態 学 の 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成11～13年)
基 盤 研 究(B)「 さ け 科 魚 類 の 回 遊 行 動 と 水 温 環 境 変 動 へ の 行 動 的,生 理 的 適 応 」(研 究 分 担 者)(平 成ll～12年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 生 態 学 会 会 員,日 本 鳥 学 会 会 員(編 集 委 員),日 本 行 動 学 会 会 員
10.受 賞 な ど
ll.　 他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 で の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
地 球 温 暖 化 な ど の 長 期 的 な 環 境 変 動 と,季 節 変 動,年 変 動 な ど の 短 期 的 な 環 境 変 動 に 対 す る 動 物 の 個 体 群 レ ベ ル,
個 体 レ ベ ル で の 応 答 を 明 ら か に す る 、
⑨ 佐 藤 克文 研 究 系寒冷生物 学 第一研究部 門助手,総 合研 究大学 院大学 数物科学研 究科 極域科学 専攻助 手(併 任),
博 士(農 学)(京 都大 学:1995年)
1.専 門領域:動 物行 動学 生理 生態学
2.研 究課題:海 洋 高次捕 食動物 の比較行 動生理学 お よびバ イオ メカニ クス
3.研 究活動 の概 要 と成果(当 該 年)
11月 か ら12月 にか けて,フ ラ ンス亜南 極基 地が あ るケル ゲ レン島 を訪 れ,ミ ナ ミゾウアザ ラ シお よびマ カロニ
ヘ ンギ ンを対 象 と した野外調 査 を実 施 した、遊泳速 度 ・加速 度 ・深 度 を記 録す るデー タロガーに よるデー タを取得
した、 過去 の研 究結果 と比 較す る と,ミ ナ ミゾウアザ ラシは ウェ ッデ ルアザ ラシ と同様 に,マ カ ロニペ ンギ ンは キ
ングヘ ンギ ン ・アデ リーペ ンギ ンと同様 の潜水遊 泳パ ター ンを示 した。 す なわち,前 者 は潜 降時,後 者 は浮 上時 に
鰭の動 きを停 止 し,滑 空す る ように潜降 ・浮上 していた。
3月17日 か ら21日 にか けて,極 地研 究所 にお いて 開催 された シ ンポ ジ ウムBio-logging　 Scienceに お い て,オ ー
ガナ イジ ングコ ミッテ ィーの一 員 を勤 め ると共 に,口 頭発 表 も行 った。
4.研 究活動 歴
亜南極 クロゼ諸 島(仏)に おけ るキ ングペ ンギ ン調査(1996.1-3)
南 極 デュモ ンデ ュル ビル基地(仏)に て アデ リーペ ンギ ン調 査(1996.12-1997.2)
第40次 南極 地域観 測隊越冬 隊参加.ア デ リーペ ンギ ン とウ ェ ッデル アザ ラ シ調査(1998.11-2000.3)
南極 マ クマ ー ド基地(米)を 交換 科学者 として訪問 し,ウ ェ ッデルアザ ラ シ調査(2000.1042)
亜南 極 ケルゲ レ ン島(仏)に お ける ミナ ミゾウアザ ラシ ・マ カロニペ ンギ ン調査(外 国共 同)(2002.11-12)
5.学 術 論文(過 去5年 間の重 要論文)
Sato　 K.,　Watanuki,　 Y.　and　 Naito,　 Y　(ill　press):　 Evidence　 for　 regulation　 of　air　volume　 il/　the　 respiratory　 system　 of
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 diving  Adelie  penguins.  Act  a  Zoologica  Sinica. 
Takahashi, A.,  Watanuki, Y., Sato, K.,  Kato,  A.,  Arai, N.,  Nishikawa, J. and Naito, Y. (in  press): Parental foraging 
 effort and offspring  growth in  Adelie penguins:  does  working  hard improve reproductive  success?  Func. Ecol. 
 Watanuki, Y., Takahashi, A. and  Sato, K.  (in  press): Feeding area  specialization of chick-rearing  Adelie penguins in 
  a fast sea-ice area. Ibis. 
 Sato K., Tsuchiya, Y.,  Kudoh, S. and Naito, Y. (2003):  Meteorological factors affecting the  number of  Weddell seals 
 hauling-out on the ice  during  the molting season at  Syowa Station, East Antarctica. Polar Bioscience, 16, 98-103. 
 Sato, K., Mitani, Y., Cameron, M. F.,  Siniff,  D. B.  and Naito, Y (2003): The effect of fatness on the stroking patterns 
 of free-ranging  Weddell seals. J. Exp.  Biol., 206, 1461-1470. 
 Sato, K., Mitani,  Y., Kusagaya, H. and Naito, Y. (2003): Synchronous shallow dives by  Weddell seal  mother-pup 
  pairs during lactation. Mar.  Mann. Sci., 19, 136-147. 
Watanabe, Y.,  Mitani, Y.,  Sato, K., Cameron, M. F. and Naito, Y. (2003): Dive depths of Weddell seals  in  relation to 
  vertical prey  distribution as  estimated by  image data. Mar. Ecol. Prog.  Ser.,  252, 283-288. 
Mitani, Y., Sato, K., Ito, S., Cameron, M. F., Siniff, I). B. and Naito, Y. (2003): A method for reconstructing  three-
  dimensional  dive profiles of  marine,  mammals using  geomagnetic  intensity data: results from  two lactating 
 Weddell seals. Polar  Biol., 26, 311-317. 
Takahashi,  A.,  Dunn,  M.  J.,  Trathan, P. N., Sato, K., Naito, Y. and  Croxall„L P. (2003): Foraging strategies of 
 chinstrap  penguins at Signey  Island,  Antarctica:  importance of benthic feeding on  Antarctic Krill.  Mar. Ecol. 
  Prog.  Ser., 250, 279-289. 
 Watanuki, Y.,  Niizuma, Y., Gabrielsen, H.  W., Sato, K. and  Naito. Y. (2003): Stroke and glide of  wing-propelled 
 divers:  deep  diving  seabirds adjust  surge frequency to  buoyancy change with depth. Proc. Roy.  Soc. Lond. B 270, 
 483-488. 
Kawabe,  R.,  Nashimoto,  K.,  Hiraishi, T., Naito, Y. and  Sato, K. (2003): A new device for monitoring the activity of 
  freely swimming  flatfish,  Japanese flounder  Paralichtho  olivocctis. Fish. Sci. 69, 3-10. 
Sato, K. and Naito, Y. (2002): Biological research on  marine mammals using modern sensing and recording 
  techniques. Fish. Sci. 68(Suppl. 1). 290-293. 
Sato, K., Mitani, Y.,  Cameron, M. F., Siniff, D. B., Watanabe, Y. and Naito, Y. (2002): Deep foraging dives in relation 
 to the energy depletion of Weddell seal  (Leptoitycholcs  ircdriellii)  mothers during lactation. Polar  Biol.,  25, 
 696-702. 
Sato, K., Naito, Y., Kato, A., Niizuma, Y., Watanuki,  Y.,  Charrassin„J. B., Bost,  C.-A., Handrich, Y. and  LeMalio, Y. 
  (2002): Buoyancy and maximal  diving depth in penguins:  do they control inhaling air  volume'? J. Exp.  Biol.,  205, 
  1189-1197. 
 Haase,  H., Goto, K.,  Sato, K.,  Bando, T.,  Matsuzawa,  Y.,  Sakamoto,  W. (2002): Using annual body size fluctuations 
 to explore potential causes for the decline in a loggerhead turtle  Ca  wita  caretta nesting population at  Semi 
  Beach, Japan. Mar. Ecol. Prog. Ser. 215, 299-304. 
 Haase, H., Kinoshita,  M.,  Band°, T.. Kamezaki, N., Sato, K.. Matsuzawa, Y.,  Goto, K., Omuta, K.,  Nakashima, Y., 
 Takeshita, H.,  Sakamoto, W. (2002): Population  structure of loggerhead turtles, Caretta  caretto, nesting in 
 Japan: bottlenecks on the Pacific population. Mar. Biol.,  141, 299-305. 
 Watanuki, Y., Kato, A.,  Sato, K.,  Niizuma,  Y.,  Bost,  C.-A., Le  Maho, Y. and Naito, Y. (2002): Parental mass change 
  and food provisioning  in Adelie penguins rearing chicks  in colonies with contrasting sea-ice conditions. Polar 
  Biol. 25, 672-681. 
 Ropert-Coudert, Y.,  Kato, A.,  Baudat,  J., Sato, K.,  Bost,  C.-A., Le Maho,  Y., Naito, Y. (2002): Swim speed of  free 
  ranging  Adelie penguins,  P/Jgoscelis  wictioe, and  relation to the maximum depth of dives.  J. Avian Biol. 33,  94-
  99. 
 Ropert-Coudert, Y.,  Kato, A., Bost,  C.-A., Rodary,  I)., Sato, K., Le Maho, Y. and Naito, Y. (2002): Do  Adelie penguins 
 modify their foraging behaviour in  pursuit of  different prey? Mar. Biol. 140, 647-652. 
 Matsuzawa,  Y., Sato, K., Sakamoto, W. and  Bjorndal, K. A. (2002): Seasonal fluctuations in sand  temperature:
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effects　 on　 the　 incubation　 perio(l　 and　 n/ortality　 of　lo99erhead　 sea　 turtle　 (Cα'rettαcα γettQ,)　 1)ree11/ergellt　 hat('111illgs
　 　 　 in　Minabe,　 Japan.　 Mar.　 Biol.　 140,　 639-646.
　 　 Mori,　 Y.,　Yoda,　 K.　 and　 Sat,o　 K　 (2002):　 Defining　 dive　 bouts　 usil18s　a　sequelltial　 differences　 analysis.　 Behaviour　 l38,
1451-1466.
　 　 Yoda,　 K,　 Naito,　 Y.,　_Sato　 K　,　Takahashi,　 A.,　Nishikawa,　 J.,　Ropert-Coudert,　Y.,　Kurita,　 M.　 and　 Le　 Maho,　 Y.　(2001):　 A
　 　 　 new　 technique　 for　monit.oring　 the　 behaviour　 of　free-ranging　 Adelie　 penguins.　 J.　Exp.　 Biol.,　 204,　 685-690.
Charrassin,　 J-B,　 Kato,　 A.,　 Handrich,　 Y.,趾,　Naito,　 Y.,　 Ancel,　 A,　 Bost,　 C.-A.,　 Gauthier-Clerc,　M.,　 Ropert-
Coudert,　 Y.　and　 Le　 Maho,　 Y.　 (2001):　 Feeding　 behavior　 of　 free-ranging　 penguins　 (Aipte')?.od.L/tesエ)a,ta.qo".'ir:・tLs)
　 　 　 determined　 by　 oesophageal　 teml)(}rature.　 Proc.　 Roy.　 Soc.　 Lond.,　 268,　 151-157.
Kusagaya,　 H.　andε 螂(2001):　A　safe　 and　 practical　 inhalation　 anaesthesia　 for　Weddell　 seals.　 Polar　 BioL,　 24,　 549-
552.
　 　 Nishikawa,　 J.,　_,Sato　 K　,　Takahashi,　 A.　and　 Naito,　 Y　(2000):　 All　albinistic　 Ad61ie　 penguin　 breeding　 at　Am　 lmdsen　 Bay,
　 　 　　 Antarctica.　 Polar　 Biol.,　 23:147-148.
Takahashi,　 A.,拠Lユ ⊆,　Nishikawa,　 J.,　Kouno,　 M.　 and　 Naito,　 Y.　 (2000):　 Distribution　 and　 size　 of　 Ad61ie　 pell8SUill
　 　 　 colollies　 ill　Amundsen　 Bay,　 Enderby　 land,　 Antarctica.　 Antarcti(;　 Record,　 44(1):　 38-4L
　 　 Ropert-Coudert,　Y.,　_Sato　 K　,　Kato,　 A.,　Charrassin,　 J.-B.,　 Bost,　 C.-A.,　 Le　 Maho,　 Y.　and　 Naito,　 Y.　 (2000):　 Preliminary
　 　　　 investigatiol/s　 of　prey　 pursuit　 and　 captllre　 by　 king　 pellgllills　 at　sea.　 Polar　 Bioscience,　 13,　101-112.
Minamikawa,　 S.,　Naito,　 Y.,　Sato　 K,Matsuzawa,　Y.,　BaIldo,　 T.そmd　 W.　 Sakamoto.　 (2000):　 Maintenance　 of　 Ileutral
buoyancy　 by　 depth　 sele℃tion　 in　the　 loggerhead　 turt、le　Cαrρ μα(・α'retta.J.ExP.BioL,203:2967-2975.
皿,　 Matsuzawa,　 Y.,　Tanaka,　 H.,　Bando,　 T.,　Millamikawa,　 S.,　Sakamoto,　 W.　 and　 Naito,　 Y.　 (1998):　 IIUemestillg
intervals　 for　 loggerhead　 turtles,　 Carettα(:αret.1α,and　greell　 turtles,　 (7ん θど07沈 α'xntydαs,　 are　 affected　 by
　 　 　 temperature.　 Can.　 J.　Zool.,　 76,　1651-1662.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
魍:　 St.roking　 patterll　 ill　inhaling　 pellguills　 and　 exhaling　 seals.　 IIltematiollal　 symposium　 o11　BIO-LOG(ilNG
　 　 　 science,　 Natiollal　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Tokyo,　 March　 1721,　 2003.
岨:　 Biomechanical　 and　 physiological　 constraints　 of　foraging　 penguins.　 Sy.　mposium　 29　 "New　 developmellts　 ill
　 　　 　 the　 smdy　 of　seabir(l　 foragillg",　 23rd　 International　 Ornithological　 Congress,　 Beilillg,　 China.　 August　 11-17,　 2002.
　 　 Sgat,o　 K　 and　 Mitani,　 Y.,　Camerol1,　 M.　 F.,　 Sil/iff,　D.　 B.　 alld　 Naito、 　Y.:　Deep　 foraging　 dives　 ill　relation　 to　 the　 elle}rgy
　 　 　 demands　 of　Weddell　 seal　 mothers　 dllrillg　 lactation.　 XXIV　 Symposnlm　 on　 Polar　 Biology,　 Natiollal　 IIlstitllte　 ()f　Polar
　 　 　 ResealDch.　 Tokyo,　 December　 6-7,　 2001.
螂al/d　 Naito,　 Y.:　Biological　 resear(lh　 of　 marine　 mammals　 using　 modern　 sellsill6i　 and　 recording　 tedmi(ll1(・s.
　 　 　 70th　 Anniversary　 of　the　 Japanese　 Society　 of　Fisheries　 Sciellce,　 International　 Commemorative　Sylnposiulll,
　 　 　 Pacifi(:o　 Convelltion　 Plaza,　 Yokohama,　 October　 l　-　5,　2001.
　 　 _,Sato　 K:　 Biological　 research　 using　 modem　 sellsinss　 and　 recording　 techniques.　 Telemetry　 Workshop,　 21st　 Annual
　 　 　 Symposium　 ol/　Sea　 Tllrtle　 Biology　 and　 ()ollsel'vatiol1,　 Philadell)hia,　 U.　S.　A.,　Febmary　 23,　2001.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)(2)「 画 像 及 び3次.元 行 動 デ ー タ ロ ガ ー を 用 い た 海 洋 高 次 捕 食 者 に よ る 中 ・深 層 生 物 の 研 究 」(研
究 分 担 者)(平 成14～16年)
基 盤 研 究(B)(2)「 高 度 生 物 情 報 収 集 シ ス テ ム を 用 い た 極 域 中 深 層 生 態 学 の 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成11～13年)
笹 川 科 学 研 究 助 成 「ヘ ン ギ ン 類 ・ ア ザ ラ シ 類 の 遊 泳 様 式 の 比 較 行 動 学 研 究 」(研 究 代 表 者)(平 成13年)
8.講 演 な ど
横 浜 市 立 大 学 生 物 学 特 別 セ ミ ナ ー(2002.5.31),長 岡 技 術 科 学 大 学 体 育 ・保 健 セ ン タ ー 講 演 会(2002.6.13),愛
川 町 立 愛 川 中 原 中 学 校 講 演(2002.7.12)
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 水 産 学 会,日 本 動 物 行 動 学 会,日 本 生 態 学 会,日 本 ウ ミ ガ メ 会 議
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
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12.所 内外の主要な会議委員など
13.研 究活動の課題 と展望
これまでは虫類 ・鳥類 ・ほ乳類を対象 とした行動学 ・生理生態学を進めてきた、極域か ら熱帯にまたがる対象動
物を幅広 く研究する過程で,動 物がそれぞれの生理的制約の中で うまく適応 しているということをより鮮明に把握
することが出来る、今後 も,海 洋大型動物 を対象に幅広 く研究 を展開
⑪ 平謹 享 南極 圏環境 モニ タリン グセ ン ター助 手,総 合研 究 大学 院大学 数物科学研 究 科極域科学 専攻助 手(併 任),
博 士 「理 学)(名 古屋大学:2000年 、・
1.専 門領域:海 洋 生物光学
2.研 究 課題:海 色 リモ ー トセ ンシングに よる南 大洋の 基礎生 産過 程 に関す る研究
3.研 究 活動 の概 要 と成果1当 該年 ・
海 色 リモー トセ ン シングデー タか ら南 大洋 の クロ ロフ ィルa濃 度 を推 定 した場 合 に過小 評価 す る問 題の 原因 を明
らか にす るため,赤 道 か ら南緯60度 付近 まで の海域 におけ る植 物 プ ラ ンク トンの 光吸収 スペ ク トル と植 物 プ ラ ン
ク トンサ イズの解 析 を行 った 、そ の結果,過 小評 価 の原 因 として,植 物 プラ ン ク トンサ イズよ りも色 素組成 が熱
帯 ・温帯 域 と大 き く異 なって いる ことが 影響 してい る と示唆 された,こ の結果 は海洋学 会で発表 した
2001年10月 ～2002年3月 の 間 に複 数の船 に よって観測 され た60-70°s,140つE付 近 海域 の クロロ フ ィルa分 布
を海 色セ ンサ ー　SeaWiFSの デー タを使 い解析 した 海 氷が 後退 す るに したが って氷縁 付近 で 高濃度 の クロロ フ ィ
ルが分 布 し,12月 末には完 全 に海氷が無 くな り,大 規模 な ブルー ムが 起 こって いた こ とが 画像 と して観測 され た
これ らの現 象は現場 の デー タ と良 く一一致 して いた また,63つ30'S付 近 に渦が 存在 してい るこ とが クロロフ ィル画
像 よ り明 らか とな り,現 場 にお ける水温塩 分の デー タよ り沿岸 と沖合 の海水の 交換 に寄 与 してい るこ とが 明 らか と
な った これ らの結果 は極域 生物 シンポ ジ ウムで発 表 した また,関 連雑 誌 に投 稿 し受理 され た・
2003年1月 ～2月 に東 京水 産大学 海鷹 丸 に乗船 し,　SeaWiFSの 受信,海 洋基礎 生 産 ・光 学 に関す る観 測,ヒ 記
の 渦の 観測 ・研究 を実 施 した.そ の後,2月 ～3月 にか けて,第44次 南 極地域 観測 隊専 用船(Tangai'oa　 'iに 乗船
し,海 洋 光学 に関す る観測 ・研 究 を行 った
4.研 究活動 歴
第42次 南極 地域観測 隊1越 冬隊)参 加12000-2002)
第44次 南極地域 観測 隊 専用船 〔同行 者'参 加il200311i
5.学 術 論文(過 去5年 間 の重要論 文l
　 Hirawake　 T.,　S.　Kudoh,　 S.　Aoki　and　S.R.　Rintoul　(2003):　Eddies　 revealed　 by　SeaWiFS　 ocean　 color　images　 ill　the
　　　 Antarct.ic　I)ivergence　 zone　Ilear　140　J　E.　Geophys.　 Res.　Lett.　(ill　press)
　　Odate,　T.,　T.　Hirawake,　 S.　Kudoh.　 B.　Klein.　B.　1.eBlanc　and　M.　Fuku(:hi　(2002):　Temporal　 alld　spatial　pattel・ns　ill　the
surface-water　 bioniass　 of　phytoplankton　 in　the　 North　 、へ「ater.Deep-SeaResEII、49,4947-4958.
　 　 Kashino,　 Y.,　S.　Kud()h,　 Y.　Ilayashi、 　Y.　Suzuki,　 T.　 Odate,　 T.　Hirawake,　 K　 Satoh　 and　 M.　 Fukuchi　 (2002):　 ,Sll'alegies　 of
　 　 phy.　toplankton　 to　perform　 effe(:tive　 Photosyllthesis　 in　the　 North　 Water.　 DeeP-Sea　 Res.　 II,　49,　5049-5061.
"謹 皇
,鈴 木 光 次,岸 野 元 彰,占 谷 研,日 日 哲,齊 藤 誠.一 ・,才 野 敏 郎,松 本 和 彦,播 本 孝 史,佐 々 木 宏 明,藤
木 徹.』,古 原 慎 一 ・,柏 俊 行(2001):QFT法 及 び 現 場 型 水 中 分 光 吸 光 度 計 に よ る 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 光 吸 収 ス ヘ
ク ト ル 測 定 プ ロ ト コ ル.海 の 研 究 ,10(6),471-484.
岸 野 元 彰,古 谷 研,田 口 哲,'三 翌 皇,鈴 木 光 次,田 中 昭 彦(2001):海水 の 光 吸 収 係 数 の 測 定 〔総 説 〕.海 の 研 究,
10(6),537-560.
　 　 Hirawake.　 T.,　Sat.oh,　 H.,　Ishiinai'u,　 T.　and　 Yamagllcl/i,　 Y.　(2000):　 Photosynth(}tic　 characteristics　 of　phytoplankton　 oft'
　 　 Ad61ie　 Land,　 Antarcti℃a,　 dul'il/g　 the　 austral　 sllmmer.　 Polar　 Bios(zience、 　13、　28-42.
　 Odate,　 T.,　Hirawake　 T.,　TaIlimura,　 A.　 aIld　 Fukuchi,　 M.　 (2000):　 ,Spatial　 patt(}ms　 ir)　IIutl'ieIlt　 aIld　 ill　vivo　 fluoi・esceIlce
　 　 　 distributions　 il)　the　 margillal　 ice　 zc)ne　 and　 the　 seas()i)ally　 oP(m　 oceaIlic　 z()11e　 ill　the　 Indian　 se℃tor　 of　the　 Alltal・(:ti℃
　 　 　 0(:eall,　 ill　Austral　 sllmm(・r.　 J.　C)℃eallogr.、 　56(2)、 　185-192.
　 　 Hirawake　 T.,　 Satoh,　 H.,　 Ishimaru,　 T.,　Yamaguchi,　 Y.　aIid　 Kishino、 　M.　 (2000):　 Bio-opti℃al　 relationshiI)　 of　 Case　 I
　 　 　 waters:　 The　 diffel・en(:e　 betweell　 the　 low-　 and　 mid-latitude　 waters　 and　 tlle　 S()uthern　 Oceal1.　 J.　Oceallogr.,　 56(3)、
245-260.
一121一
　 Chiba,　 S.,　Hi・aw・k・ 　T.,　H・ ・im・t・,　 N,　 S・t・h,　 R.,　N・k・jima,　 Y.,　U・hi・,　 S・,　1・hima・ ・,　T・　and　 Yamagu(lhi,　 Y・　(2000)・ 　A・
　 　 overview　 of　biologicaYoceanographic　sulvey　 by　 the　 RTV　 Umitaka--Maru　 III　off　Ad61ie　 Land,　 Antarctica　 in　Jalluai-y-
Febmaryl996.Deep-SeaRes.II,47,2589-2613.
Hirawake　 T.,　 Odate、 　T.,　 Kudoh,　 S.,　 Watanabe,　 K.、　Fukuchi,　 M.,　 Ishikawa,　 A.　 and　 Washiyamそ 丑,N.(1998):
　 　 R。1、ti。nships　 between　 ab… 　 pti・n　 ・・effi・ient　 and　 ・・lne　 ・cean・graphi・ 　pa・am・ters　 ill　the　 s・・th・・m　 ・ceall・
　 　 Results　 of　measurement　with a　colltimlous　 surface　 seawater　 mOIIitOI'il/g　 systeln　 on　 board　 Ocean,　 Oceall　 Optics
　 　 XIV,　 SPIE,　 Bellingham.　 (CD-ROM).
　 Hirawake　 T.,　Tobita,　 K.,　 Ishimaru,　 T.,　Satoh,　 H.　 and　 Morinaga,　 T.　 (1998):　 Primary　 production　 in　the　 ROPME　 Sea
　 　 Area,　 Offshore　 Environnient　 of　the　 ROPME　 Sea　 Area　 after　 the　 War　 -　related　 Oil　 Spill　 -　Results　 of　the　 l993-4
　 　 Umitaka-Maru　 cruises,　 pp.181-191,　 A.　 Otsuki,　 M.Y.　 Ab(lulraheem　 and　 R.M.　 Reynolds　 [Eds.|,　 TERRA,　 Tokyo.
Hirawake　 T.,　 Ishimaru,　 T.　 and　 Satoh,　 H.　 (1997):　 Primary　 productivity　 and　 photosyllthetic　 characteris寸i(ls　 of
　 phyt。plankt・n　 in　th・　A・abia・ 　Sea　 and　 the　lndia・ 　Ocean　 duri・g　 th・　NE　 m・ns… 　 l　seas… 　 L・　m・ ・,　35(4),　 157-167・
　 Hirawake.　 T.,　Satoh,　 H.,　MorMaga,　 T.,　Ishimaru,　 T.　and　 Kishino,　 M.　(1997):　 In-water　 algorithms　 for　estimation　 of
　 　 ,hl。,・phyll　 a　an(l　p・im・ ・y　pr・du・ti・ ・　i・　th・　A・abia・ 　S・a　and　 the　e・・ter・　1・di・m　Ocean,　 0・eall　OI・tics　XIII,　S・G・
　 　 Acklesoll　 and　 R.　Frouin　 [Ecls.],　Vol.　2963,　 pp.296-301,　 SPIE,　 Bellingham.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
班 理 皇 ,渡 辺 研 太 郎,福 地 光 男:「 熱 帯 域 か ら 南 大 洋 に か け て の 植 物 プ ラ ン ク ト ン 群 集 の サ イ ズ 構 造 と 光 吸 収
特 性 の 変 化 」,日 本 海 洋 学 会 秋 季 大 会,2002.10.
市 謹 篁
,日 下 啓 作,佐 藤 博 雄,岸 野 元 彰,才 野 敏 郎:「 リ モ ー トセ ン シ ン グ 反 射 率 に よ る 海 域 区 分 を 用 い た グ
ロ ー バ ル ク ロ ロ フ ィルa推 定 ア ル ゴ リ ズ ム 」,日 本 海 洋 学 会 春.季 大 会,2000.3.
　 　 Hirawake　 T.:　 Oceallic　 chlorophyll　 a　algorithm　 for　several　 cases　 of　xvaters.　 Int.ernational　 Symposillm　 oll　Oceall
　 　 Color　 remote　 Sensing　 and　 Carbon　 Flux,　 1999.12.
　 Hirawake　 T.,　Odate,　 T.,　Watal/abe,　 K.　and　 Fukuchi,　 M:.　Validation　 of　(!hlorol)hyll　 a　conceIltration　 from　 OCTS　 and
SeaWiFS　 data　ill　the　Solltherl1　0ceall.第22回 極域生物 シ ンポ ジウム,1999.12.
7.科 学研究 費補助 金取得状 況
基盤研究(B)「 植物 プラ ンク トン組成 と溶 存 ガス成分 の生成過程 に関 す る研究」(研 究分担 者)(平 成11～13年)
特 定領域 研究(B)「 北極域 海洋動 態 と生態系変 動の研究」(研 究分担 者)(平 成11～16年)
特別研 究促進 費 「南 極海 におけ る海洋環境 の 中長期 的変動 に関す る研究」(研 究分担 者)(平 成ll～13年)
基盤 研 究(B)「 植物 プ ラ ンク トンの硫 化 ジ メチ ル生成 に関 す る生 理 ・生態学 的研 究」(研 究分担 者)(平 成14～
17年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及び社 会的活動
日本海 洋学会,日 仏 海洋学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大学 での 講義 な ど
12.所 内外の主 要 な会議 委員 な ど
13.研 究 活動 の課題 と展望
海 色 リモ ー トセ ンシ ングによる クロロ フ ィルの推定 につい ては,南 大洋 におけ る誤 差の原 因が ほぼ明 らか にな っ
たため,誤 差 を回避 す る手 法の 開発 を行 う必 要があ る。南大洋 にお ける クロ ロフ ィルの分布 につ いて は,す で にア
ー カイブ され た数 年分の 海色 セ ンサ ーデー タお よび他 の衛星 デー タを用 いる ことに よ り,海 氷,気 象 とクロロフ ィ
ル との 関係 を明 らか にす ると ともに,基 礎生 産過程 のモデ ル構 築 を行 う必 要があ る、以上 に よ り,南 大洋 におけ る
基礎生 産過程の長 期的変動 性 と環 境変動 との 関係が明 らか にな る、.
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(2)共 同研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者1 所 属 ・ 職1 研 究 課 題
内 藤 靖 彦 国立極地研究所 ・教授
1
極域生態系の環境応答に関する基礎研究
イ.一 般共同研 究
1
研究代表者 所 属 ・ 職i研 究 課 題
綿 貫 豊
:
斐遽 猷 獣 学院鮮 研究科'且力1献 幟 纐 の行動および生理学的研究
|
今 福 道 夫 京都大学大学院理学研究科・教授1㌶ 纐 纈 認 議 ンギン川 手動分析に
乗 木 新 一・郎
北海道 大学 大学院地球環境 科学研 ミ南極海域 におけるプランク トン相 と生物起源気体成分
究科 ・教授 に関する研究
菓子野 康 浩 姫路 工業大学理学部 ・助手 極域藻類の光合成機構の解析
奥 山 英登志 北海道大学大学院地球環境科学研究科 ・助教授 極域微生物及び植物の生理学的 ・分子生物学的研究
長 島 秀 行 東京理科大学理学部 ・教授 {極 域 に生育する微生物の生理特性 とその応用
1
葉 原 芳 昭 北海道大学 大学院獣医学研究科 ・1教授 デー タロガーを用いた鰭脚類の行動生理学的研究
大 谷 修 司 島根 大学教育学部 ・助教授 昭和基地周辺における土壌藻類及び土壌微生物 を用い
た環境評価方法の確立
谷 村 篤 極域海洋 における動物 プランク トンの群集構造に関す三重大学生物資源学部 ・教授
る研究一モ リタリング調査の確立に向けて一
佐々木 洋 石巻専修大学理工学部 ・教授
L
南極海季節的海氷域における移出生産の変動
岩 見 哲 夫 東京家政学院大学 家政学部 ・助教1南 極沿岸域の魚類 ・底生生物 に関する生態お よび生物
授1地 理学的研究
1
田 口 哲
「海氷域 における低次生産の動態の環境応答に関する生創価大学工学部 ・教授
態学的研究
上 田 宏 北 海 道 大学 北 方生 物 圏 フ ィー ル ド
科学 セ ンター ・教授 冷水性水生動物の環境選択性と回遊行動の研究
齋 藤 誠 一一
北 海道 大学 大学 院水 産 科学研 究1衛 星マルチセンサーによる極域および高緯度海域の基
科 ・教授1礎 生産過程の研究
鬼 頭 研 二 札幌医科大学医学部・助手 扁 キングジ。鵠 に蹴 る繍 の研究
井 上 源 喜 大要女子大学社会情報学部 ・教授 極域の湖底堆積物による環境変動 と生物変遷に関する
研究
長 沼 毅 広島大学生物生産学部 ・助教授 南極湖沼 ・氷床域における微生物の系統分類および生
|理 生態に関する研究
荒 井 修 亮 京都 大学 大学院情報科学研究 科 ・
助教授
人工衛星 ・テレメ トリーシステムを用いた水圏大型生
物の追跡 と行動解析
小 幡 斉 関西大学工学部 ・教授
|
極域生物(細 菌 ・地衣類)の 氷結晶制御 タンパク質の
基礎的研究
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(3)科 学研究費補助金による研究
ア.特定領域研究(2)
i 研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度く幟〉 研究所教官の分担者
福 地 光 男 ・教 授 北極域海洋動態と生態系変動の研究 13～14 小 達 恒 夫
伊 藤 一
1 工 藤 栄
牛 尾 収 輝
青 木 茂
渡 邉 研太郎
i 平 言睾 享
神 田 啓 史 ・教 授 北極域 ツン ドラ環境変動の研究 13～14 内 藤 靖 彦
森 脇 喜 一
伊 村 智
加 藤 明 子
イ.特 別研究促進費
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈臓〉 研究所教官の分担者
福 地 光 男 ・教 授 南 極海 プラ ンク トンデー タベー ス 14 渡 邉 研太郎
小 達 恒 夫
工 藤 栄
牛 尾 収 輝
橋 田 元
{ 青 木 茂
1
平 言睾 享
ウ.基 盤研究(B)
|
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鞍 〈1'[}ん〉研究所教官の分担者
工 藤 栄 ・助教授 植物プランク トンの硫化 ジメチル生成に関する生
理 ・生態学的研究
14～17 小 達 恒 夫
平 言睾 享
神 田 啓 史 ・教 授 地球環境変動が極地湖沼生物相に与える影響評価 14～17 工 藤 栄
伊 村 智
・ 内 藤 靖 彦 ・教 授
!
1
画像及び3次 元行動データロガーを用いた海洋高
次捕食者による中 ・深層生物の研究
14～16 加 藤 明 子
佐 藤 克 文
ROPERrCOUDERT,　 Yal}
小 達 恒 夫 ・助教授 南極海の時系列現場観測による植物プランク トン
と硫化ジメチル生成 に関する研究
14～17 平 言睾 享
エ.基 盤研究(C)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鞭 〈賊〉 研究所教官の分担者
伊 村 智 ・助 手 南極陸上植物相の多様性と進化 12～15 神 田 啓 史
1小 達 恒 夫 ・助教授
1
南極海 と地球環境に関する総合研究
|
14
オ.特 別研究員奨励費
|研 究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鞭 〈幟〉 研究所教官の分担者
内 藤 靖 彦 ・教 授
　 (ROPERT-COUDERT,　 Yan
・外国 人特 別研究 員)
1
先端的技術を用いた海洋大型動物の捕食行動の定
量化と生態系研究
{
13～14
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5)極 地設営工学研究グループ
(1)一 般研 究
研 究 目 的
極域の観測 ・調査活動は,設 営問題を除外 して実施することはできない.南 極観測事業では機械 ・建築 ・燃料 ・通
信 ・装備 ・食糧 ・医療などの多岐にわたる設営的な諸問題に極地研究所が対処 している。その対応活動は,生 活全般
か ら観測手段 まで広範囲な事柄 に関連 し,殆 どあ らゆる理工学分野や生活科学分野の技術力を必要 とする、,当研究 グ
ループのスタッフ構成は,こ の ような広範囲な事項に万遍なく対応する体制にはないことから,客 員教官制度や一一般
共同研究の制度を利用 し,南 極観測事業での スムーズな設営活動を目標に,国 内外の既存技術 を極地仕様に取 り込ん
での創意」二夫,現 地施設に関す る設営工学的な追跡デー タの取得による解析研究,さ らには極地特有の環境条件に適
応する新 しい技術の開発などをグループ研究の 目的 とする
研 究 計 画 の 概 要
1.昭 和基地のスノウ ドリフ ト対策に関する研究
近年,昭 和基地管理棟後流域のスノウ ドリフ ト,特 に倉庫棟,汚 水処理棟周辺のスノウ ドリフ ト処理が基地の安
全管理上,深 刻な問題 となっている.現 在は重機除雪によってスノウ ドリフ ト障害 を防いでいるが,当 該地区の よ
うに建物が比較的に近接 している場合のスノウ ドリフ ト予測は,南 極の観測基地設計上の基本的な課題の1つ であ
る。前年度は,昭 和基地居住区を対象としたスノウ ドリフ トの発生と成長の過程を風洞実験によって定性的な性状
を調べた.本 年度 は昭和基地主要部のスノウ ドリフ トの発生 と成長の過程の実測データとの比較および人口吹雪風
洞による ドリフ トシュ ミレーション実験 を計画した、
2.南 極用風力発電機の最適設計 と運転制御に関する研究
極地研の設営 グループと二井義則客員教官 との共同研究計画 として進めている、平成12年2月(第41次 隊)に
南極昭和基地 に設置 した試験運用機 ・10kWは 強風のため同年7月 に倒壊 した.そ の原因の究明と改良方法 を検討
してきた、本年度は,特 に,南 極用風力発電機の最適設計に供する資料を得る一環 として,凍 結 した地盤上で運転
している風車による発生する地盤振動の調査を実施 し,振 動の発生 とその伝播現象を明 らかにす る,、
3.昭 和基地ハ イブリッド発電の基礎的技術開発 とシステム設計 に関する検討
昭和基地の電力事情が ひっ遺 していることから,2項 にも関連 し昭和基地 における自然エ ネルギー利用,特 に,
40kWま たは100kW級 の風力発電機 とデ ィーゼル発電機1とのハ イブッドシステムの実現性や技術的問題 に関する基
礎的な検討 を行 う、,
4.南 極の自然エ ネルギー利用によるバイオ トイレの開発研究
昭和基地の建設作業現場などに配備することを目的 として,自 然エネルギーを利用 した簡便な極地仕様の し尿処
理 システムを開発する,
研 究 成 果
1.昭 和基地のスノウ ドリフ ト対策に関する研究については,客 員教官制度 と任期制教官制度を活用 して研究体制 を
整備 した 、前年度に行 った風洞実験の総合的な検討結果により,管 理棟後流域のスノウ ドリフ トを軽減するために
は建築物周辺の風環境 を改善する必要性が導出 され,そ の最適解が 「汚水処理棟の移築」であることが判明 した。
しか し,こ の最適解の実現は,現 在の観測隊の平均的な設営能力や既存の設営年次計画を考慮すれば具体性に乏 し
い.そ こで,実 現可能な解決策を検討するための風洞実験 を実施 した。海氷面 ヒに沿って昭和基地を襲来する吹雪
流にとって,最 初の障害物である基地の高床式通路棟の風 上側の形状を工夫 した模型を用いた風洞実験 により以下
が確かめられた,、吹雪流の剥離を避けてその流線 を滑 らかに矯正することにより現状のスノウ ドリフ トの成長速度
が改善で きる可能性 を確認 した
2.南 極用風力発電機の最適設計 と運転制御に関す る研究では,10kW南 極風力発電機の試験運用中に発生 した倒壊
事故の原因に関する報告書作成に協力 した 凍結 した地盤上で運転 している風車による発生する地盤振動の調査は
諸事情 により実施できなかった
3.昭 和基地ハ イブ リッド発電の基礎的技術開発 とシステム設計に関する検討では,前 年度の40kWお よび100kW級
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風力発電機の有効性が確認 されたことに基づ き,100kW級 の風力発電機 とデ ィーゼル発電機とのハイブッリ ドシス
テムの実現性や技術的問題に関する基礎的な検討 を行 った。本年度 は,特 に,風 力発電機の材料の低温特性や温度
サイクル特性の確認 を行った。(a)翼 材料の熱サ イクル試験,(b)模 擬供試体を用いた風洞実験による翼材の侵食性
試験,(c)ゴ ム ・オイル ・金属等の材料低温試験 を実施 して昭和基地の環境条件の中で耐用する材料であることを
確認 した、,
4.自 然エ ネルギー利用によるバ クテリア し尿処理装置の開発に関 しては,簡 易な要素構成 と制御方式 を設計基本方
針 として,し 尿処理には稼動実績のある市販品(バ クテリアとおが くずを用いたバ イオ トイレ)を 用い,処 理に必
要な熱源にソーラーウォール,動 力源 として風力 タービンと太陽光発電セルのハ イブリッドユニッ トを導 入し,国
内試験で実用性を確認 した。今後,南 極における気象環境を模擬 した長期間の実証試験 を計画する。
? ????」?
鮎川 勝 研究系極地設営工学研究部門教授,博 士(理 学)(総 合研究大学院大学:1999年)
専門領域:極 地設営工学
研究課題:昭 和基地のスノウ ドリフ トの低減法に関する研究
研究活動の概要と成果:
標記課題 に対 して,国 内の風洞実験や現地における実測活動 を客員教官および派遣南極観測隊員と協同で推進 し
た
4.研 究活 動歴
第11次 南極 地域観測 隊(越 冬隊)参 加(1969-1971)
第14次 南 極地域観 測隊(越 冬隊)参 加(1972-1974)
第18次 南極地域観 測隊(越 冬 隊)参 加(1976-1978)
在外 研究 員短期 国際 共同大気球 実験 参加 ほか(1980/ス ウェーデ ン ・ノルウェ ー ・ア ラス カ)
第28次 南極地域 観測 隊(越 冬 隊/あ すか基地)参 加(1986-1988)
北 極域 オー ロラ光学観測 参加(1994.12-1995.1/グ リー ンラン ド)
北極域 オー ロラ光学観 測参加(1996.1-2/グ リー ンラ ン ド)
第41次 南極 地域観測 隊(夏 隊)参 加(1999-2000)
第44次 南極 地域観 測隊(夏 隊)参 加(20022003)
5.学 術論 文(過 去5年 間の重 要論 文)
大 久保紀彦,遠 藤悠 介,阿 部 修,半 貫敏夫,鯉 山_蹉,高 橋弘樹(2002):南 極昭和 基地居住 区 の ス ノウ ドリフ ト
対 策 に関す る風 洞実験,寒 地技 術論文報 告集,VoL18,p.335-342.
6.口 頭発 表(過 去の代表 的 な発表)
大久保紀 彦,阿 部 修,半 貫敏 夫,遠 藤悠 介,鯉 山L蹉,高 橋 弘樹(2002):昭 和基 地管理 棟後流 域 のス ノウ ドリフ
トに関す る風 洞実験,2002年 度 日本雪氷学 会全 国大会講演 予稿集p.ll6.
7.科 学研 究費補 助金取得 状況
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社 会的活動
10.受 賞等
日本地球 電気磁気 学 会 ・田 中館 賞(1980)
11.他 大学 での講義 な ど
12.内 外 の主要 な会議 委 員 な ど
13.研 究 活動の 課題 と展 望
昭和 基地の スノウ ドリフ トと防 災に関す る研究 を緊急 的な研 究課題 と して,国 内 にお ける模型風 洞実験 と現地 に
お ける実測 デー タ との比較研 究 を行 う、極 地 におけ る自然 エ ネルギー利 用 に関す る開発研 究 につ い ては,客 員教 官
等 との継続 的 な共 同研 究 として極 地実用機 の実現 化 を目指 す 、
② 高橋弘樹 研究系極地設営工学研究部門助手,工 学修士(日 本大学:1998年)
1.専 門領域:建 築構造学
2.研 究課題:
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南 極建 築 システムの 最適設計 に関す る研究
ア)建 築物 に よるス ノウ ドリフ トの形 成過 程 とそ の低減 方法 の研究
イ)昭 和 基地 建築物 の建築学 的解析研 究
3.研 究活動 の概 要 と成果:
南 極観測 隊へ の参加 お よび観 測 デー タの整 理 と解析,国 内 にお ける風洞実験
4.研 究活動 歴
第43次 南極 地域観測 隊1越 冬隊 ノ参加i,,2001-2003y
5,学 術論文(過 去5年 間の重要論 幻
大久保紀 彦,遠 藤 悠 介,阿 部 修,半 畳敏 夫,鮎 川 勝,高 橋弘樹(2002):南 極 昭和 基地居住 区 の ス ノウ ドリフ ト
対策 に関す る風洞実験,寒 地技術論 文報 告集,VoL18,1).335-342.
6.口 頭発 表(過 去の代表 的 な発 表)
大久保紀 彦,阿 部 修,半 貫敏 夫,遠 藤悠 介,鮎ill勝,高 。 ノ喜(2002):昭 和 基地管 理棟 後流域 の ス ノウ ドリフ
トに関す る風 洞実験,2002年 度 日本雪 氷学会全 国大 会講演 予稿 集p.ll6.
7.科 学研究 費補助 金取 得状況
8.講 演 な ど
9.学 会 及び社 会的活動
10.受 賞等
11.他 大学 での講義 な ど
12.内 外の 主要 な会議委 員 な ど
13.研 究活動 の課題 と展望
昭和基地 の ス ノウ ドリフ ト対 策 と南極 建築 システ ムの最適設計 に関す る研究 に取 り組 む
第43次 南極 地域観測 隊 に参 加 して取 得 したデ ー タを基 に,解 析研究 を行 う一
(2)共 同研究
ア.一 般共同研 究
研究代表者 所 属 職1研 究 課 題
半 貫 敏 夫 1日本大学理工学部 ・教授 昭和基地施設の防災計画
木 村 茂 雄 神奈川工科大学一1二学部 ・教授 物体への着氷現象の流体力学的研究
藤 井 石 根 明治大学理工学部 ・教授 寒冷地における配管保温の最適設計
平 山 善 吉 日本大学理工学部 ・教授 昭和基地 で越冬 したア ル ミナセ メン トコン クリー トの
強度発現 について
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2.科 学研究費補助金採択状況 (単位 百万円)
研 究 種 目
平成7年 度 平成8年 度 平成9年度 平成10年 度平成ll年 度平成12年度平成13年 度平成14年 度
1
件数1金 額
1
件数1金 額
1
件数1金 額
1
件数1金 額
1
件数1金 額
1
件数 金額
|
件数1金 額
1
件数1金 額
特 別 推 進 研 究
1
(0)10
01
|
(0)10
01
1
(0)10
01
1
(0)10
01
1
(0)10
1
|
(0):O
l
|
(0)10
0:
1(o);o
重 点 領 域 研 究 (8)1・
1
(1)1・
1
(1)1・
1 // ll /// /
特 定 領 域 研 究 (0)1001
(0)10
L
(0)10
01
(2)130
21
(9)1149
gl
(8)1129
81
(9):105
71
(7)l　 ll2
71
基 盤 研 究7 (11)12381 (24)ll9121 (18)ll671 (37);94201 (32)169201 (31)155181 (32)176211
萌 芽 的 研 究 /
|
(2)12
11
|
(3)12
2:
|
(5)ll
2;
|
(5)10
01
|
(4)10
01
|
(3)10
0;
1
(3)10
0{
奨 励 研 究(A)
(1)151( )一 1(;)131(4)12
31
1
(6)10
0|
i
(6)13
21
1
(9)15
41 //
奨 励 研 究(B)
|(8)一 ;(1)1・
1
、1(811・
1
(0)・Ool
1(8)一 [(1)1・ 1(0)・O
ol /
国 際 学 術 研 究 (1)135
1
(;)136
1
('1)185
1
陞48| 7 //7/ /
特 別 研 究 促 進 費
(0)10
01
(0)10
L
(0)10
01
(0)10
01
(1)15
11
(1)110
L
(1)122
L
(0)10
L
研究成果公開促進費 (0)!001
(0)10
01
(0)10
01
(2)l　 　 lO
21
11)15
11
(0)10
01
(2)[0
0:
(1)13
11
特 定 奨 励 費
1
(0)10
01
|
(0)10
0}
|
(0)lO
Ol
1
舳)10
01
|
(0)10
01
|
(0)10
01
1
(0)10
01
1
(0):0
01
創成的基礎研究費
1
(8)1・
}
,
(8)1・
1
1
(0)10
01
1
(0)10
01
1
(0)10
01
|
(8)}・
1 ////
COE形 成基礎研究費(1)1・(1)一
|
(8)1・ (1)1・
|
(1)1・ (8)1・ (0)・O
ol
(8)}・
特別研 究員奨励費 (00)1・
(1)12
|
1(1)14
1
(1)15
1
(;)16
|
(1)15
1
(;)13
|
(;)15
1
地域連携推進研究費 (0)1001
(0)10
01
(0)10
01
(0)10
01
(0)10
01
(0)10
01
(0)10
01
(0)10
01
一一 般 研 究 (18)114
71 7/7/7/7///7/7/
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3.奨 学寄付金受 け入れ状況
年 度 昭和62 |63'織 元 2 34 5
|
617
1
8 9 10
件 数(件) 2 5 6 4 8i3 2 3 3 9 2 2
受入額(千 円) 2,0004β00 5,40010,7009.70033002,5001,0001,2506,60093011,900
年 度 平成11 12 13 14
件 数(件) 2 1 ユ. 5
受入額(千 円) 1ρ00 400 400 11214
4.他 機関 との共同研究の状況
1)他 機関 との共同研究
共同研究機関 代表/分担 氏 名 ・職 研 究 課 題 備 考
北海道大学低温
科学研究所
1
代表 牛尾収輝 ・助 手 高緯度海域 における海氷消長 と海
洋循環の季節 ・年々変化分担 青木 茂 ・助 手
代表 東久美子 ・助教授 1融 解 を経験 した亜極域の氷 コアか
1ら の環境情報抽出
分担1本 山秀明 ・助教授 ・
|
古 川晶雄 ・助 手'
1
的場澄 人 ・　COE非
常勤研究員
1
代表 藤井理行 ・教 授 i 氷床 コアに よる古い気候 ・占環境
復元の高度化研究分担 渡邉興亜 ・所 長
東久美子 ・助教授
藤田秀二 ・助教授
本山秀明 ・助教授
古川晶雄 ・助 手1
的場澄人 ・COE非
常勤研究員
1
河野美香 ・学振
特別研究員(PD)
1;東京大学地震研
i究 所
分担 金尾政紀 ・助 手 島弧地殻の変形過程 に関す る総合
集中観測
研究代表者:
岩崎貴哉 ・東京大学地震研
究所 ・教授
1金 尾政 紀 ・助 手
1
火山体構造探査 研究代表者:
渡辺秀文 ・東京大学地震研
究所 ・教授
東北大学金属材
料研究所
代表 船木 實 ・助教授 衝撃が明石磁 気に与える影響 につ
いての研究
名古屋大学太陽
科学研究所
代表 山岸久雄 ・教 授 中緯度電離圏 ・下部熱圏電波探査
の方式 に関する研究
分担 佐藤夏雄 ・教 授
行松 彰 ・助 手
堤 雅基 ・助 手
: 1
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1期 研織 関1代表/
分担 氏 名 ・職
研 究 課 題 備 考
九州大学応用力
学研究所
代表 青木 茂 ・助 手 オホ ー ツ ク海 に お け る リモ ー トセ
ン シ ン グ観測 の複 合利 用 に関 す る
研究
京都 大学宙空電
波科学研究 セ ン
ター
代表 岡田雅樹 ・助 手 非構造粒子電磁粒子 コー ドによる
宇宙飛翔体のプラズマ環境の研究
総合地球環境学
研究所長
分担 藤井理行 ・教 授 水資源変動負荷 に対するオアシス
地域 の適応力評価 とその歴史的変
遷
研究代表者:
中尾正義 ・教授
東久美子 ・助教授
河野美香 ・学振
特別研究員(PD)
分担 山内 恭 ・教 授 大気中の物質循環 に及ぼす 人間活
動の影響の解明
研究代表者:
早坂忠裕 ・教授
2)共 同研究員の受け入れ実績
1
年 度 採択件数
員 数/機 関 数
総 数 国立大学等 公私立大学 そ の 他
平成元年度 122 475/136 264/47 66/33 145/56
2 117 487/142 285/47 71/36 131/59
3 113 527/164 292/49 67/34 168/81
4 106 543/160 299/49 68/37 176/74
5 104 516/168 272/48 74/41 170/79
i61 101 498/156 273/46 74/40 151/70
17 104 522/158 290/46 81/42 151/70
8 107 589/149 342/48 85/42 162/59
9 102 510/138 313/49 78/42 !l9/47
10 108 542/157 336/64 89/51 117/42
11 104 509/146 325/63 89/51 95/32
12 110 540/151 351/65 96/54 93/32
13 1。7i558/1。1 351/69 97/24 110/8
l　 l4
1
106 399/122 282/64 62/39 55/19
5.国 際共同研究等
1)国 際共同研究観測の概要
1ア イスランドにおけるオーロラ現象の南北共役性研究に関する国際共同研究
地球上で唯一存在するオーロラ帯の 「昭和基地一アイスランド共役点対」の利点を生かすために,国 立極地研究
所 とアイスランド大学 ・科学研究所間の国際共同研究 として,ア イスラン ド国内の3個 所に観測拠点を設置 し,
1983年 より継続的に通年観測を実施 して きている。 この共同観測 を実行す るにあたっては,両 研究所問で研究協
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定 を結 んでい る
実 際 の観測 は,上 記協 定 に も とつ いた,地 磁 気変動 観測,地 磁 気脈 動観 測,自 然ELF/VLF帯 電磁 波動 観測,イ
メー ジング ・リオ メー タ観測 な どの ,{オ ー ロラ現 象 のモ ニ タリン グ観測」 を ア イスラ ン ド国内 の フ ッサ フェル,
チ ョル ネス,ア エデ島 の3観 測 拠点 で通年観測 を継続 している さらに,可 視 オーロ ラが 昭和 基地 とア イスラ ン ド
とで同時 に観測 す るこ とが 可能な秋 ・春分期 の9月 や3月 には,科 学 研究 費補助金 な どを用 い て 日本 人研究 者 や大
学 院生 を ア イス ラ ン ドに派遣 し,国 内の3～4箇 所 で オー ロラTVカ メラ な どを用 いた観測 を実 施 してい る 、平成
14年 度 の具体的 な活動 や成果 は,一 一般 研究(基 盤B:学 術調 査)の 研 究課題 名 「太 陽活動極 大期 におけ るオー ロラ
微細 構造 の南北半 球対称性 ・非 対称性 の研 究」 に記載 した 一
2中 国中 山基地 にお けるカス プ域 オ ーロラ現象 の研 究 に関 す る国際共同研 究
国立極 地研 究所 と中国極地研究 所 間の国際 共同研究 と して,平 成6年 度 よ り,南 極 の中 国中山基 地 にお け るオー
ロラ現 象の 日中共同観測計 画が 開始 され,平 成14年 度 も継続 的 に観測 を実施 した,
中山 基地 は カスプ/キ ャ ップ域 に位 置 し,そ の地磁 気 共役点 は ス ピ ッツベ ルゲ ン付 近 に位置 してい る。 また,第
38次 隊 で昭和基 地 に設 置 した第2HFレ ー ダー　(SENSU　 Syowa　 East　HF　radar)　 は中山基地 上空 を カバ ーす るため,
地 上観測 と レー ダー との同時観 測 では特 に興味 深 い結 果が 得 られて いる。本 共同観 測計 画で は,観 測装置 と して,
日本側 が オー ロラ全天TVカ メラ,多 色掃 天 フォ トメー タ,イ メー ジ イングリオ メー タ,フ ラ ックス ゲー ト磁 力計,
CCDオ ー ロ ラ画 像撮 像装 置等 を設 置 し,中 国側 がデ ジ タル ア イオ ノゾ ンデの観 測装 置 を担 当 してい る、 オヘ レー
シ ョンは,日 本側 の観測装 置 につい は 日本 人研 究者が 夏期 の中国観測 隊 に参加 して設置 を行 ったが,越 冬期 間 中は
中国側 の 隊員が観 測 を行 って いる 、
平 成14年 度 は,日 本か らの 中山 基地へ の直接 派遣 は なか ったが,日 本 と中国本土 で は,両 研 究所 間で研究 者の
交 流 が活 発 に行 わ れ,数 多 くの 研 究成 果 が得 られ た。 特 に,カ ス プ域 オ ー ロ ラの ダ イナ ミッ クスや オ ー ロ ラ と
SuperDARNレ ー ダー との比 較観測 研究 で は興 味深 い多 くの研 究成果 が得 られ,国 内外 の学 会等や 学術 誌 に発 表 し
た,
3　 SuperDARNレ ー ダーに よる国際共 同研 究
太 陽風 と地球磁気 圏 との相互作 用 に伴 うプラズマの運動 は,磁 力線 に沿 って地球 の極域電離 圏 に投 影 され るため,
極域 の電 離圏 は磁 気 圏全体 を監視 す る最適 な窓 となって いる。 この極域電 離 圏の プ ラズマ運 動 を,瞬 時 に,か つ,
連続 的 に地 上か ら観測す る装置 と して,最 新 の リモー トセ ンシ ング技術 を用 いた大型短波(HF)レ ー ダーがあ る、,
HFレ ー ダーは,遠 方 まで の観測が 可能で あ る とい う大 きな利点 を有す る。 このHFレ ー ダー によ り,反 射 領域 にお
け る反射 電波 強度 や ドップ ラー速 度 な どの物理情 報 を得 る こ とがで きる。観測 された ドップ ラー速 度か ら,反 射 領
域 の視 線 方向 の運 動 速度,つ ま り,プ ラ ズマ対 流速 度 が 求め れ る。現 在 の レー ダー観測 シス テム は180kmか ら
3,000km以 上 までの範 囲 を約50度 の扇形視野 で観測 す るこ とが可能 であ る
大型短 波 レー ダーを南北 両極域 に多数配 備 し,グ ローバル な電 離圏 プラ ズマ対 流パ ター ンを直接 的 に観 測す る目
的の,国 際HFレ ー ダー ・ネ ッ トワー ク観測　「SllperDARN:　 Super　 Dual　Auroral　 Radar　Network)　 が1995年 よ り開始
され た.平 成13年 度時 点で の主 要加 盟国 は,米 国,英 国,フ ラ ンス,イ タリア,カ ナ ダ,オ ー ス トラ リア,南 ア
フ リカ共和 国,そ して 日本 であ る。 この 国際 ネ ッ トワー ク観測 に よ り,衛 星観測 では不 可能 な,広 い範 囲の プラ ズ
マ運動 を同時 に観 測で きる とい う大 きな特 徴 ・利点 を有 してい る 現在 このSUperDARNレ ー ダー ・ネ ッ トワー ク
観測 は,北 極 域 で9基 の レー ダーが 稼働 し,南 極 域 で は,昭 和 基 地 の2基 をは じめ6基 が 稼働 中で あ る、 この
SuperDARNを 構 成 す る各 レー ダーは,基 本 的 には全 て共通 の仕様 で製造 され,共 通 の観測 制御 プ ロ グラムで稼働
して い る。 その為,各 レー ダーの デー タは完 全 に互換 性が とれ,デ ー タの相 互利用 や共同研究 が極 め て容 易 とな っ
てい る,、
1995年(第36次 隊)と1997年(第38次隊)に 昭和 基地 に設置 した2基 の 大型短波 レー ダー　(SENSU)　 は,こ
の国 際SuperDARNの 重要 な…翼 を担 ってい る2基 の昭 和基地 レー ダーの特 徴 と して,　SENSU　 Syowa　 South　 HF
レー ダー は地磁 気 の南 方向(極 方 向1・の視野 を持 ち,そ の視 野 下に米国南極点 基地が あ る。 また,英 国ハ ー レー基
地 と南 ア フリカ共和 国 のサ ナエ基地 の レー ダー視野 と も重複 し,プ ラ ズマ 運動 の2次 元運 動 を正確 に観測 で きる 、
SENSIJ　 Syowa　 East　HFレ ー ダー は地磁気 の東向 に視野が あ り,そ の視野Fに 日中共 同観測 を始め た 中国中山 基地
や オー ス トラリアのモ ー ソ ン基地,デ ー ビス基 地,ケ ー シー基地が あ る一 このSENSU　 Syowa　 Easレ ー ダー視野 と
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対(ヘ ア)を 構 成す る仏国 ケルゲ ー レン基 地 レー ダーが2000年2月 か ら運 用 を開始 し,こ の レー ダーで観 測 され る
デ ー タの科学 的価値 が さ らに高 まった。 さらに,こ のSENSU　 Syowa　 Eastレ ー ダー と英 国 レス ター大学 が運 用 して
い るCUTLASSレ ー ダー(ア イスラ ン ドとフ ィンラン ドに設置 してあ る2基 のHFレ ー ダー)の 観測 視野 は,地 磁
気 共役点 ペ アー(地 球 の磁 力線 で結 ばれた南北両 半球 の地点)の 位 置関係 にあ り,世 界 に先駆 けてのユ ニ ー クな南
北 共役点 観測が実 施で きる。
Superl)ARNレ ー ダー は,前 述 の よ うに,北 極域 及 び南 極域 の 大 半を覆 う広大 な観測 視野 を持 つた め,人 工衛 星
観 測 に対す る最 も強力 な地 上支援観 測 と して国際 的に注 目を浴 びて お り,多 くの人工衛 星 との共 同研 究 が な され,
また計 画 されて いるL、 さらに,　EISCATレ ー ダー との 同時 観測 や極域 の地上 で展 開 されてい る多数 の地磁 気観測 ・
オー ロラ観測 な ど との同時 観測 も精 力的 に行 わ れてお り,　HFレ ー ダーで観測 され た電離 圏電場(プ ラズマ対流 速
度)と オーロ ラ降 下粒子や電 離圏電 流 との相 互関係 な どで も多 くの研究成果 を上げてい る。
国際SuperDARNワ ー クシ ョップは毎年 開催 され,研 究 成果 発表 だけ でな く,観 測 や解析 の技術情 報 の交換 と と
もに,レ ー ダー ネ ッ トワー クの運 用,デ ー タ利 用 につ いて の協 議 な ども行 って い る。 平 成14年 度 は ア ラ スカの
Valdezで 開催 された。 また,国 内で は,国 立 極地研究所 にて毎年SuperDARNに 関す る研 究小 集会 を開催 し,　HFレ
ー ダー研 究 の推 進 は発 展 に努 め た、,平成14年 度の 国際SUperDARNに 関係 した極地研 を含 む国内研究 者の 具体的 な
活動 や研 究成 果は,科 学研究 費報 告の 一・般 研究(基 盤A),研 究 課題名 「国際SuperDARNレ ー ダー網 に よる極球電
磁 圏擾 乱の南北 半球比 較研究」 に記載 した一
4　 EISCATレ ーダー を軸 とした北極 域電磁気 圏 ・中層 ・超 高層大気 ダ イナ ミックスの研 究
平成8年 度4月 よ り,わ が 国 は,国 立極 地研究 所 を加 盟機 関 と してEISCATの 第7番 目の加盟 国 とな り,そ れ以
来国際 共 同研 究 「ISレー ダー に よる太陽粒 子エ ネルギー流 入機 構の観 測」 を10年 計 画 の研究 と して,国 内 の大学
共 同利用研 究 者 と ともに実施 してい る、 この研究 は,平 成7年 度 にスバ ー ルバル に建設 され たISレ ー ダー とス カ
ンジナ ビ アに設置 され てい るISレ ー ダーな らび に周辺の 地上 観測 との綿 密 な同時 観測 に よ り,太 陽風 エ ネル ギー
の地球 磁気 圏へ の流 入機構 や太陽 放射エ ネル ギー とその擾 乱が極球 電磁環 境及 び大気環境 の変動 に与 え る影響 を調
べ る こ とを 目的 として いる.、
共同研 究 は,名 古 屋 大学太 陽地 球環境(STE)研 究所 お よびそ の他 の 大学 のEISCAT研 究者 に よ り,　EISCATレ
ー ダーを用 いて観測実 験 を行 うSP　 (特 別 プログ ラム)と,ア ー カ イブ されたCP　 (共 通 プロ グラム)を 用 いた デー
タ解析研 究 が行 われ,平 成14年 度 は共 同利用 を担 当す るSTE研 に16件 のEISCAT研 究課題 申請が あ り,内11件 が
SPで あった。 この 中では,「 極域電 離圏 にお ける イオ ンア ップ フローに関係 した加熱 プ ロセスの研究」 に関す る20
時 間の実験 をは じめ,日 本 の時間 を計75時 間用 いての レー ダー運 用が行 われ た。
極 地研究 所 の研 究 者が 直接 関わ るEISCAT関 連研 究 課題 と しては,　EISCATレ ー ダー とこれ に呼 応 した北極 レー
ダー 一地 上光 学観 測 に よる北 極域 中層 大 気 一熱 圏 大気 波動 の究 明,　ALISそ の他 の地 上光 学 －EIScAT同 時 観測,
SuperDARN-EISCATヒー ターの同時 観測 な どがあ り,そ れぞれEISCAT長 期 間観測 デー タに よる下部熱 圏 大気 ダ
イナ ミ・ソクスの解 析や,　EISCATヒ ー ター とCUTLASS-HFレ ー ダー,　GEOTAIL衛 星 の同時観 測 に よる,異 な る周
期 を持f・ た地磁気脈 動 の検 出,　EISCATレ ー ダー と狭 視野 光学 観測 に よるブ ラ ックオー ロ ラ イベ ン トの観測 な ど多
様 な観 測研究 が行 われ た、,　ElsCATヒ ーテ ィングと レー ダーお よびALIs光 学観 測 システ ムを用い たHF－ 励 起 人工 オ
ーロ ラ研究 で は,多 点 観測 とプラ ズマ測 定 を も とに,励 起 過程 の解析 が行 われ,プ ラズマの乱 れの励 起 とHFポ ン
プ周波数,ジ ャ イロ高調波 の関係 や,557.711mと630nmの 励起強 度比 と非 熱的電 子の寄与 などにつ き知 見 を得 た。
この ほか,　EISCATと 連携 した観 測 として,ロ ング イヤ ー ビ ンの オー ロラスペ ク トログラ に よ り検 出 された酸素
イオ ンの732/733nmnの 輝線 につ いて,　EISCATレ ー ダーの 同時観測 デ ー タに よる粒子 降 下に よる電 離 圏変動 との対
応 につ き,オ ー ロラ輝線 スペ ク トル観 測 とモデ ル計算 による オーロラ発 光 との比較 か ら,オ ー ロラ中の酸 素 イオ ン
発光 は低エ ネルギ ー電 子 に よる酸素原 子の直接 電離 ・励起 に よって発 光 してい るこ とが確 かめ られた。
2001年3月 にロ ング イヤ ビ ンに新設 された流 星 レー ダー に よる大気波 動の観測 はEISCATやSSR　 (SOUSYレ ー ダ
ー)を 補完 す る もの と してほ ぼ2年 にわた って連続 的 に行 わ れ,北 極域 中層 ・超 高層大 気の力学 的つ なが りの解明
を 目的 とす るプラ ッ トフ ォー ム として,大 気潮汐波 動や 中間圏 界面 温度 クライマ トロジーの解明 に寄与 して いる。
12月 には,　「EISCATレ ー ダー と極域 レー ダー ・光学観 測網 の連携 に よる極球 超 高層 大気の 総 合観測研 究 の将来
に関 す る研 究小 集会」 が開催 され,2006年12月 に協定 の10年 の期 限 を迎 え るEISCATプ ロ グラムの これ までの 成
果 と今後の計画推 進 に関わ るSciel/tific　Rationaleを 議論 した一 さ らに,平 成14年3月 には第2回 の 「わが 国 におけ
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る北極域超高層観測研究の展望」 に関する研究小集会が開催 され,　EISCATを 中心 とした近未来における北極域の
磁気圏 ・電離圏 ・熱圏か ら中間圏にいたる超高層研究観測について討論 を行っている.
5ア ム ンゼ ン ・スコ ッ ト南極 点基地 におけ る全天 イメージ ャ観測
国立極地研 究所 と米 国科学財 団 ・極地 局　(NSF/OPP　 :　National　,Science　Foundation,　 Office　of　Polar　Programs)　 と
の 間で交 わ された,ア ム ンゼ ン ・ス コ ッ ト南極点 におけ る全天 オー ロラ イメージ ャに関す る合意書(1996-2003)
に基づ き,1996年 南極点 に設置 され た全天 オーロ ラ イ メー ジャに よ りオー ロラ と大気光 の観 測 を行 ってい る、,特
に南 極点 は冬 期 間 一 日24時 間の連続 観測 が可 能 な事,昼 間側 カスプ ・クレフ ト領域 の オ ーロ ラの観測 が出 来 る地
球上 唯 一ー一の場 所 であ る事 等,他 で は研究 観測 で きない場 所で あ る 合意書で は,極 地研究所 が観測 機材 を用意 して
運 用 ・維持 しオペ レー シ ョンを行 い,現 地 での冬 季観測 にはNSF/OPPの テ クニ シャ ンが 当 り,尚 且つ 夏期 間の 日
本 か らの研究 者 に対す る現 地(ニ ュー ジー ラ ン ド ・クライス トチ ャーチか らマ クマ ー ド経 由南極点)で の ロジスチ
ックスの サ ポー トをNSF/OPPが 提 供す る こ とにな ってい る 毎年!!月 期 に極 地研究 所 か ら研究 者 を南 極点 基地 に
派遣 し,機 器 の メンテ ナ ンス,デ ー タ回収,現 地技術 者への訓練 を行 い,観 測 は 日本の極地研 究所 か ら衛 星経 由の
イ ンター ネッ トに よ りオペ レー シ ョンと観測 デー タのチ ェ ックを行 い,観 測 され たオー ロラ画像 と大気光 イメー ジ
は,ホ ー ムペ ー ジに よ り全 世界の研究 者の研究 に資 してい る 研究者現 地派遣 につ いて は,科 学研究 費補助 金 に よ
り遂行 されて いる,、
6南 極VLBIに 関 す る国際 共同観測
極 地研 究所 はオース トラ リア望 遠鏡 国立施設　(ATNF:　 Australian　 Telescope　 National　Facility)　間で交 わ された覚
え書 きに基づ いて共 同研 究 を行 ってい る 南極 昭和基 地!!　m　alltelmaの 運用 に合 わせ,タ スマ ニア ・　Hobart　 261n
aIltelmaを 測地VLBI実 験 のた め に運 用す る こ とを約束 した もので あ る。南 半球 は もとも と適当 なVLBI施 設が 少 な
い。 タスマニ ア ・　Hobart　 26m　 antennaは 昭和 基地 に対 して最適 な実験 相手局 であ るが,昭 和基 地がK4　 systemを 用
い てい るの に対 してHobartはS2　 systemと い う固有 の装置 を用い て受 信 を行 い,デ ー タテープ を 日本 に供給 して い
る。 デ ー タ処理 と解析 は 日本で行 われ,39次 ～42次 の基線 長解 に よるプ レー ト運動 が求 め られ てい る、,39～41次
は48hr実 験x4回,42～44次は24hr実 験x4回,以 後1年 毎 の 自動 延長 とな ってい る。 なお,観 測 ス ケジュー ル
の決定 な どは 国際 的 な組織IIVS:　 IIlterllatiollal　VLBI　Service　for　Geodesy　 and　Astrometry　 /　NASA　 GSFC)が 調整 し
てお り,極 地研 も国立天 文台,国 土 地理 院,通 信 総研 と並び参加 機関 であ る
一方 ,極 地 研 究 所 は 上 記 のATNF間 の 覚 え書 き と同 様 に,南 ア フ リカ 共 和 国 の ハ ー テ ベ ス テ ク天 文 台
(HartRAO:　 Hartebeesthoek　 Radio　Astronomical　 Observatory)　 と南 極測地VLBI実 験 のため のア ンテナ運用 を行 なっ
てい る 、ア ンテナ運用 方法,実 験 回数,受 信 テー プの提 供,デ ー タ処 理 ・解析 方法,ス ケジュー ル調 整方法 等,す
べ て,　ATNFと 同様 で あ る.　Syowa-Hobart-HartRAOの3局ア ンテナに よる実験 で,南 極 プ レー ト,ア フ リカプ レ
ー ト,オ ー ス トラリアプ レー ト間の 相対運動 が現状 で+-0.3CIIVyear精 度で把握 で き,ま た実験 期 間 を継続 すれ ば精
度 も向上 す る、.
7オ ース トラ リア南極局 との海洋共同研究
2001-2002年 の南極夏期 シーズンには日豪双方の南極海洋観測船 を導入 した国際共同海洋観測が実施 された 、
合計4航 海か ら得られた種々のサ ンプルとデー タはいまだ解析 中の部分があるが,そ の研究成果は国内外の数多 く
の研究集会において発表 され,高 い評価を得ている2002年10月 の日本海洋学会秋季大会では特別シンポジウム
を開催 し,表 側共同研究者 も出席 した 同様に12月 の極地研究所で開催 された第25回 極域生物 シンポジウムでも
特別セ ッシ ョンが設け られた また,2003年3月 には米国ゴー ドン ・リサーチ ・コンファレンスにて極域海洋サ
イエ ンスのセ ッションにて発表が行われた この ように平成14年 度は現場観測か ら得 られたデー タの共同解析が
行われると同時に,2002-2003年 夏期 シーズンには前年度に引 き続 き第2回 目の国際共同海洋観測が実施 され,
特 に,動 物プランク トンの共同観測が南極海インド洋区を中心に行われた また,こ の共同観測 は毎年の南極基地
への往復航路 上において も日豪双方の観測船 を用いて継続 されている。
8ス バールバル諸島二一オルスンにおける北極環境に関する国際共同研究
1990年 にスバールバル諸島のスピッツベルゲ ン島ニーオルスンに観測拠点を設置 して以来,大 気科学分野では
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一般地 ヒ気象観測の他,二 酸化炭素,メ タン,地 上オゾンなどの観測,雲 水 レーダ観測などを,雪 氷分野では雪氷
コア掘削観測や降雪化学観測,陸 上生態分野では氷河後退域 におけるツンドラ植生の遷移観測や炭素循環観測等を
進めてきた
スバールバル諸島での長期観測か ら二酸化炭素及び炭素同位体の年 々変動,　ENSO期 間の特徴的な変動などが明
らかとなった,,ニ ーオルスン観測基地における二酸化炭素及び炭素同位体の変化は逆相関を示 し,陸 上生植物によ
る光合成の季節変化が二酸化炭素濃度の季節変化を支配 していることを示唆 している。また,ツ ンドラ植生域での
炭素循環の詳細研究により,こ の地域でのツン ドラが炭素循環で二酸化炭素吸収域 になっていることを示唆す る結
果が得 られつつある,、
平成14年,大 気科学分野ではニーオルスン観測拠点で温室効果気体,地 上オゾンなどの観測 を継続実施 した。
ペアーアイラン ドで行われているレーダ観測 との対比観測 として,レ ーダ観測,オ ゾンマ イクロ波放射観測 などを
実施 した..陸 上生態分野では,ニ ーオルスンの東ブレッガー氷河後退域のツン ドラ植生 ・土壌の炭素循環の研究観
測 を実施 した、.
9ア ラスカ大学国際北極 センターとの北極環境に関する国際共同研究
アラスカ大学国際北極セ ンタ 　ー(IARC)　 と北極環境 に関する共同研究の合意書 に基づ き,平 成15年 度に実施す
るブ ル ックス山脈 マ ッコー ル氷河 の観測計 画 を立案 した。
2)国 際交流協定
(1)平 成14年 度継 続分 の 覚 書 ・合 意 書 等 一 覧 平成14年7月20日
　
番号 件 名 相 手 機 関 締 結 日 有効期限
1 日本国国立極地研究所と韓国海洋
研究所間の極球研究協力に関する
合意書
韓国海洋研究所長 1994年9月3日 締結 日か ら継続
2 日本国国立極地研究所 とノルウェ
ー国極地研究所間の スバールバル
諸島における北極研究に関する協
力についての合意書
ノルウェー国極地研究所長 1999年3月30日 2004年6月30日
3 日本国国立極地研究所 と中国極地
研究所間の共同研究 と学術交流 に
関する合意書
中国極地研究所長 1999年6月30日 2004年6月30日
4 国立極地研究所 とオース トラリア
南極局 との間の研究協力 に関する
協定
オース トラリア南 極局長 2000年9月11日 2005年9月10日
(5年 間)
5 南極VLBI共 同研究 に関す る国立
極地研究所(NIPR)　 とオース トラ
リア望遠鏡国立施設　(ATNF)　 間
の研究協力合意書
オー ス トラリア望遠鏡 国立施設
台長
2001年3月30日 2004年3月31日
6 南 極VLBI共 同研 究 に関 す る国立
極 地研究所(NIPR)　 とハ ーテベ ー
ス テ ク電波 天文 台(HartRAO)間
の研究協 力合意書
ハ ーテベー ステ ク電波天 文台長 2001年3月30日 2004年3月31日
7
1
国立極地研究所 とアルフレッド・
ウェーゲナー極地海洋研究所 との
間の研究及び南極 ・北極 における
設営の協力に関する協定
ア ル フ レ ッ ド ・ウ ェー ゲナ ー極
地海洋研 究所長
2001年4月2日 2007年4月1日
(6年 間)
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番号 件 名 相 手 機 関 締 結 日 有効期限
8 日本 国国立極地研究所 とスウェー
デン宇宙科学研究所間のALIS　 、オ
ーロラ大規模撮像システム`を 用
いたオーロラ研究の共同研究 に関
する合意書
スウェーデン宇宙科学研究所長
代行
2001年5月4日 2004年3月31日
9 日本国国立極地研究所 と全米科学
財団極地局間のアム ンゼン ・スコ
ッ ト南極点基地 における全天 イメ
ージや観測に関する合意書
全米科学財団極地局長 2001年5月25日 2003年3月31日
10 国立極地研究所 とアラスカ大学国
際北極研究セ ンター間の共同研究
に関する覚書
アラスカ大学国際北極研究セ ン
ター所長
2001年7月1日 2007年6月30日
蝸 年 間1
11 国立極地研究所 とアラスカ大学地
球物理研究所間の共同研究 に関す
る覚書
アラスカ大学地球物理研究所長 2001年7月1日
1
2006年6月30日
(5年 間1
12 国 立極地 研究 所 とア イス ラ ン ド大
学 科学研 究所 間の ア イス ラ ン ドー
昭 和基 地供 役点 に関 す る共 同観測
△ 音量口,山・E=1
アイスラン ド大学科学研究所長 2002年3月31日 2004年3月31[1
13 国立極地研究所 と トロムソ大学数
物科学研究所間の学術交流 と共同
研究 に関す る合意書
トロム ソ大学 長12002年4月16日
{
2007年4月15Fl
14 南極のLake　Vostok研 究 に関す る
国立極地研究所 とドレスデン1二科
大学 ・惑星測地学研究所間の研究
協力合意書
ドレスデ ン工 科 大学総 長12002年7月1日
{
!
2003年3月31日
15 南極のLake　Vostok研 究 に関す る
国 立極地研究所 と ドレスデンL科
大学 ・惑星測地学研究所間の経費
負担合意書
ドレスデン工科大学総長 2002年7月1日
1
2003年3月31日
16 南極 のLake　 Vostok研 究 に関す る
国立 極地研 究 所 とロ シア国家 単 ・
事業 体 アエ ロ ジオデ ジ ィア間 の研
究協力 合意 書
アエ ロジオデ ジ ィア所長12002年7月1日 2003年3月31日
17 南極 のLake　 Vostok研 究 に関す る
国 立極地研 究 所 とロ シア国家 単 ・
事業 体 アエ ロ ジオ デ ジ ィア 問の経
費負担 合意書
アエ ロ ジオデ ジ ィア所長 2002年7月1日
l
l
2003年3月31日
18 国立極地研究所 とアイスランド大
学科学研究所間のアイスランドー
昭和基地共役点 に関する共同観測
経費負担合意書
アイスラン ド大学科学研究所長 2003年3月25日
|
1
2004年3月31日
i
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(2)こ れまでの覚書 ・合意書等一覧(一 部継続分を含む)
番号 覚 書 ・合 意 書 等 の 名 称 相手 先機 関 名 締結年月日
1 昭和基地における人工衛星テ レメ トリーに関
する覚書
東京大学宇宙航空研究所 1977年7月30日
2 南極観測船 「ふ じ」 における船舶地球局設備
による通信実験に関す る覚書
国際電信電話株式会社 1977年8月16口
3 国立極地研究所 とアラスカ大学地球物理研究
所間の協力覚書
ア ラ ス カ 大 学 地 球 物 理 研 究 所
(The　 Geophysical　 Illstitllte　 of　 the
UIliversity　 of　Alaska)
1978年11月6日
4 国立極地研究所 とソ連科学アカデ ミー地球物
理研究所間の覚書
ソ 連 科 学 ア カ デ ミー 地 球 物 理 研 究 所
(Institute　 of　 Physics　 of　 the　 Earth,
Academy　 of　Sciences　 the　USSR)
1978年12月23日
5 国立極地研究所 とアラスカ大学海洋研究所間
の協力覚書
ア ラ ス カ 大 学 海 洋 研 究 所
(IIlstihlte　of　Marine　 Science,　 University　 of
Alaska)
1981年10月8日
6 国立極地研究所 とノルウェー王立科学工業院
宇宙局間の協力合意書
ノ ル ウ ェ ー 王 立 科 学 工 業 院 宇 宙 局
(The　 Royal　 Norwegian　 Council　 for
Scielltific　 alld　Illdustrial　 Research,　 Space
ActMty　 Division)
1981年10月8日
7
1国 立極地研究所 とスウェーデ ン宇宙開発公社
間の大気球観測実験に関する協定合意書
ス ウ ェ ー デ ン宇 宙 開 発 公 社
(Swedish　 Space　 CorporatioID
1982年8月31日
8 国立極地研究所 とオスロ大学物理研究所間の
VLF自 然電波多点観測に関する共同観測合意
書
オ ス ロ 大 学 物 理 研 究 所
(lnstiれ1te　of　Physics,　 Ulliversiy　 of　Oslo)
1984年8月10[]
9 国立極地研究所 とノルウェー王立科学工業院
宇宙局間の共役点国際大気球観測 に関する共
同観測合意書
ノ ル ウ ェ ー 王 立 科 学 工 業 院 宇 宙 局
(The　 Royal　 NorwegiaIl　 Council　 for
Scientific　 alld　Industrial　 Research,　 Space
Activity　 Divisioll)
1985年4月9日
01ーー
i
国立極地研究所 とノルウェー王立科学工業院
宇宙局間の共役点国際大気球観測に関する共
同観測経費負担合意書
ノ ル ウ ェ ー 王 立 科 学 工 業 院 宇 宙 局
(The　 Royal　 NorwegiaIl　 Coullcil　 for
Scientific　 alld　Industrial　 Research,　 Space
Activity　 Divisioll)
1985年5月13日
11 国立極地研究所 とアラスカ大学地球物理研究
所間の共同研究に関する覚書
!
ア ラ ス カ 大 学 地 球 物 理 研 究 所
(The　 Geophysical　 Institllte　 of　 the
University　 of　Alaska)
1988年5月31日
12 日本国国立極地研究所 とスウェーデン宇宙科
学研究所間のALIS(オ ーロラ大規模撮像 シス
テム)を 用いたオーロラ研究の共同研究に関
する合意書
ス ウ ェ ー デ ン 宇 宙 科 学 研 究 所
(Swedish　 IIlstitute　 of　Space　 Physics,
Swedelり
1997年4月21日
13 国立極地研究所 と トロムソ大学数物科学研究
所問の学術交流 と共同研究に関する合意書
ト ロ ム ソ 大 学 数 物 科 学 研 究 所
(IIlstitute　 of　Mathelnatical　 and　 Physical
Sciences,　 The　 University　 of　Tromso)
1997年4月25日
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1 国立極地研究所 とスウェーデン宇宙科学研究
所間のALIS　 (オーロラ大規模撮像 システム'
を用いたオーロラ研究の共同研究に関する共
同研究経費合意負担書
ス ウ ェ ー デ ン 宇 宙 科 学 研 究 所
(Swedish　 Illstihlte　of　Space　 Physics)
1997年5月1日
1
15 日本国国立極地研究所 とオース トラリア国オ
ース トラリア地質調査機構の重力潮汐共同研
究に関する覚書
オ ー ス ト ラ リ ア 地 質 調 査 機 構
(Allstraliall　 Geol()gical　 Sllrvey
OrgallisatiOll)
1997年6月17日
16 南極VLBI共 同研究に関する国立極地研究所
(NIPR)　 とオー ス トラリア望遠鏡 国立施設
(ATFN)間 の研究協力合意書
オ ー ス ト ラ リ ア 望 遠 鏡 国 立 施 設
(AllstraliaIl　 Telescope　 National　 Facility)
1997年12月4日
17 南極VLBI共 同研究に関する国立極地研究所
(NIPR)　 とハー テベ ー ステ ク電 波 天 文台
(HartRAO)　 間の研究協力合意書
八 一 テ ベ ー ス テ ク 電 波 天 文 台
　(Hartebeesthoek　 Radio　 Astrollolnical
Observatory)1
1998年1月12日
18
1
南極VLBI共 同研 究 に関す る国立 極地 研 究所1八 一テベー ステ ク電波天文 台
南極圏環境 モ ニ タリン グ研 究セ ンタ引INIPR(H・ ・t・bee・t　}・・ek　R・di・　A・t・・11・mical
とハ ー テベ ー ス テ ク電 波 天文 台(HartRAOl
間の経 費負担 合意 書
Observatory)
1998年1月12[」
19 国立極 地研 究所 と ノル ウェー地 図局測 地部 問
にお け るニー オル ス ンの ネッ トワー ク利用 に
関す る合意書
ノ ル ウ ェ ー 地 図 局 測 地 部
(Norwegian　 Mappillg　 Allthorirty,　 Geodesy
Divisioll　 il|　Nolwa}・)
1996年10月15}1
20 国立極 地研 究所 と ノル ウェー地 図局測 地部 間 ノル ウェー地 図局測地 部
におけ るニー オル ス ンの ネ ッ トワー ク利 用 に　1　(Norwegiall　 Mapping　 Authority,　 Geodesy
関す る経 費負担 合意書　 　 　 　 　 　 　 　 !Divisiollil1Nolwき1y)
1998年6月8日
21 日本国国立極地研究所 とノルウェー国極地研
究所間のスバールバル諸島における北極研究
に関する協力についての合意書
ノ ル ウ ェ ー 国 極 地 研 究 所
(Norwegiall　 Polar　 Research　 II/st　ihlte)
1999年3月30日
22 日本国国立極地研究所 とノルウェー国極地研
究所間のスバールバル諸島における北極研究
に関する協力についての経費負担合意書
ノ ル ウ ェ ー 国 極 地 研 究 所
(Norwegiall　 Polar　 Research　 IIlstitlltf三)
1999年3月30B
23 国立極地研究所 とラバル大学 ・大学間海洋研
究機構間の1999年 国際 ノースウォーター共同
観測に関する合意書
ラ バ ル 大 学 ・大 学 間 海 洋 研 究 機 構
(Grollpe　 Illterl111iversitaire　 de　 Recherches
Oceallographiqlles　du　 Qubec　 Laval
UIliversity)
1999年6月11日
24 日本国国立極地研究所 と中国極地研究所間の
共同研究 と学校交流に関する合意書
中国極地研究所ミ
　(Polar　 Research　 Illstitllte　 of　China)
1999年6月300
25 日本国国立極地研究所超高層物理グループと 中国極地研究所超高層物理部門
中国極地研究所超高層物理部門間の中山基地
における極域超高層研究に関す る合意書
　(UPper　 Atlllosphere　 Physics　 GrouP,　 Polar
i　Research　 Institute　 of　China)
1999年9月
62
ー
1
11
1
日本 国 国立極 地研究所 と全米科 学財 団極地 局 全米科学財 団極地局
間 の アム ンゼ ン ・ス コ ッ ト南極 点 基地 におけ　 (The　 office　of　Polar　Programs、 　Naliollal
る全天 イ メー ジャ観測 に関す る合意書　 　 lSciellceFO皿dと1tion、USA)
2000年3月31LI
72
1
国立極地研究所 とアイスランド大学科学研究
所間のアイスランドー昭和基地共役点に関す
る共同観測合意書
ア イ ス ラ ン ド 大 学 科 学 研 究 所
(Sciellce　 IIlstihlte,　 University　 of　Icelalld)
F
2000年3月31日
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1ー
国立極地研究所 とアイスラン ド大学科学研究
所間のアイスランドー昭和基地共役点に関す
る共同観測経費負担合意書
ア イ ス ラ ン ド 大 学 科 学 研 究 所
(Sciellce　 IIlstihlte,　Ul/iversity　 of　Icelalld)
2000年3月31El
6.シ ンポ ジ ウム等
1)シ ンポ ジ ウム
極域における電離圏磁気圏総合観測 シンポジウム
7月30日 と31日 の2日 間にわたって,第26回 目の標記シンポジウムが国立極地研究所の講堂で開かれた。これま
で とは趣向を変え,研 究発表に加えて,招 待講演や レビュー講演を多 くの方に依頼 し,こ れまでの極域における観測
の諸問題 とこれからの展望を明らかにすることを目指 した。第V期5カ 年計画が終了 し,南 極 ・北極 ともに充実 した
観測 データが得 られていることを反映 し,講 演総数は78件,参 加者数は102名 にのぼった。
江尻全機研究主幹の開会のあい さつに続いて行われた各セッションでは,第42次 隊で導 入された高精度 ファブリ
ベローイメージャーの初期結果の報告 を始め,極 域短波 レー ダーを用いた熱圏中性風の観測手法の提案などがなされ
た。この分野の物理現象の解明が より一層 進むことが予感されるような発表が多かった。
また,観 測結果を理解す るためには,シ ミュレーション研究 も重要であるとの観点から5件 の レビュー講演が行 わ
れ,さ まざまな手法が紹介された。34件 のポスター発表 も好評で,短 い時間を惜 しみつつ活発 な議論が行われた。
特別講演 を,通 信総合研究所の杉浦正久博 士と飯島 健博士にお願い し,磁 気圏物理学 における問題点 を指摘 しても
らった.
第25回 極域気水圏シンポジウム
11月20日 および21日 に,第25回 極域気水圏シンポジウムが国立極地研究所講堂にて開催 された。講演件数は102
件,参 加者は154名 ←一般112名,学 生42名)で あった、,南極地域では ドームふ じ深層コア解析 に加えて,気 水圏分
野の第V期5カ 年計画 「極域大気一雪氷一海洋圏における環境変動機構 に関す る研究」が終了したので,こ の関連の
エアロゾル,オ ゾン,海 洋 ・海氷変動,浅 層コアに関した研究発表が多かった。また43次 隊で行ったマルチシップ
の観測結果 もフレッシュな話題 として紹介された、北極域では北極横断航空機観測2002と 北極周辺氷河浅層 コアに
関 した話題が目立った.大 気,雪 氷,海 洋 という分野 にとらわれた発表ではな く,お のおの相互に入 り組んだ研究が
多 く,超 高層や生物分野 との研究も必要になっている。
今回は特別なセ ッションを設けなかったが,講 演件数が多かったため,充 分に議論 をす る時間がなか った、今後は
3日 間の開催期間にす るか,テ ーマ を絞ったシンポジウムにするなどの検討 を要する。
第22回 南極地学シンポジウム
10月10日 から!l日 にかけて,第22回 南極地学シンポジウムが国立極地研究所講堂にて開催 された。 シンポジウム
期間中,口頭発表34件,ポ スター発表20件 の計54件 の講演が行われ,2日 間を通 じて所内外から88名 の参加があった.
今回のシンポジウムでは,第43次 南極地域観測夏隊でみずほルー トにほぼ直交する側線で人工地震探査が行われ,
これに関する速報的な発表が9件 あ り,注 目を集めていた、
そのほかに,南 極域からみた古環境変動,南 極海の地学,昭 和基地周辺の測地 ・固体地球物理観測,南 極プレー ト
のテク トニクス,地 質,岩 石学的な研究など,多 岐にわたる講演が行われた。これらの講演 を通 して,新 たな知見が
多 く紹介され,活 発な議論が行われた、
南極陽石 シンポジウム
6月l!日 から13日 にかけて,第27回 南極明石シンポジウムが開かれた。今回は,火 星限石 に関する発表が多かった。
第41次 隊が南極で最初に発見したナクライ トと呼ばれる火星損石の,コ ンソーテ ィアム研究の結果が報告 された。
1997年 にNASAの グループが,火 星限石中に生物の存在 をうかがわせ る痕跡を発見 したときの中心 人物,　McKay
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博trに よる講演があった、,博士は,ほ かの多 くの火星隈石中に生物化石らしき存在 を確認 し,そ れを火星環境に類似
すると考えられる地球の地中深部に存在するバ クテリアと比較 して,火 星に生物が存在する可能性 を強調 した。 もう
一一人の招待講演者であるマ ックス ・プランク研究所のDreibUs博 士は,こ れまで発見された火星起源限石のSm-Nd,
Rb-Sr,　U-Pbの 同位体系か ら推定 される火星の地殻 とマ ントルの進化過程について講演 した
昨年同様,限 石研究 に用いられる最先端の分析手法である2次 イオン質量分析計 を用いた 「同位体異常」や 「年代
学」 に関する発表が多かった、「小惑星と明石の関連性」 に関す る講演 もい くつかあった、
第25回 極域生物シンポジウム
12月5日 から6日 の2日 間にわたって,標 記シンポジウムが国 立極地研究所講堂にて開催 された.、口頭発表14件,
ポス ター発表56件,計70件 の研究 発表が行われ,の べ148名 が参加 した.初 日の海洋生物セ ッションでは,
「2001/2002南 極海複船時系列観測」が中心テーマとなった。観測の概要や順調な解析の進行状況が報告される中に,
まもな く始 まる今シーズンの第H期 複船観測への期待の高まりが,ひ しひ しと感 じられた。2日 目の陸上生物セ ッシ
ョンでは,南 北両極 に高山を加えた幅広い調査地か らの最新の観測データが一堂に集 まった。細菌から高等植物 まで
の広範な生物が扱われたが,と くに細菌 ・菌類への注目度が高 まりつつある印象 を受けた。
不運 にも,予 定 していた外国人参加者数名がキャンセルとなり,国 際色の点では多少寂 しいシンポジウム となった、
しか しその分,落 ち着いた深い議論が展開される場面が多かったように思 う.
lnternational　 Symposium　 on　Bio-logging　 Science
平 成15年3月17日 か ら21日 の5日 間にわ た り国立極 地研究 所 を会場 として,カ ナ ダ,ア メリカ,ノ ルウ ェー,ド
イツ,オ ラ ンダ,フ ラ ンス,イ タ リア,イ ギ リス,中 国,オ ー ス トラ リアか ら計61名,国 内か ら計91名,合 計152
名 の研 究者 が参加 して 開催 された、
本 シンポ ジウムは,海 洋生物 の生態,行 動,生 理 を 自然環境 下で微細 に計測 す る手 法 とそれ を用 いた最新 の研 究成
果 につい て検 討 を行 うこ とを目的 として開催 された.
広 大 な海 洋の水塊 中を 自由に移動す る動物 か ら情報 を得 る こ とは極め て困難で あ り,海 洋生物 の研 究の大 きな障害
で あ った。 しか し近年,動 物体 にマ イクロ記 録計 を装 着 し,計 測 し,回 収す る とい うシステムが 開発 され,海 洋 生物
の研 究 は急 速 に変わ りつつ ある.今 や,海 洋 の生物 か ら直接 得 られる情報 は質,量 ともに飛躍 的 に増 大 し,高 度 化 し
そ して研究 は新 局面 を迎 える こと とな った,こ の ように新 しい研究 領域が生 まれ大 き く発展 して いる折 りに,本 シン
ポ ジウムを企画 した ため,世 界の トップ レベ ルの研 究 者が ほぼ一堂 に会 し最先 端の研究 成果 を発 表す る こと とな った。
研究 発表 で は,マ イ クロ加速 度計 に よるバ イオ メカニ ックスの研究 や水 中の移動軌跡研 究,水 中画像研 究,さ らには
超 音波 ロガーやGPSの 利 用 に よる研 究 な どが新 た な展開 と して眼 を引 いた 一同時 に情報 化 も急 速 に進 み,水 中動 物
の行 動,生 態,生 理情報 の 同時記録 な ど情報 の収 集度が一段 と進 んだの も印象的 であ った。 今回 は,シ ンポ ジウム直
後 に将来 の研究 方向 につい ての ワー クシ ョップ も開催 したが,潜 水動 物 に よる海洋環 境計測 な どの国際 プ ロジェ ク ト
につい ての検討 が行 われ るな ど大 きな成果 があ った.ま た新 しい計測 手法 に よる海 洋生物の研 究 につい ては,は じめ
て　「Bio-logging　Science」 　の 名称 を用い たが,こ れ につい て も好 評 で今後 この名称 が継続 す る こと とな りそ うで あ っ
た さらに,国 際 シ ンポ ジウム を継続 して開催す る こ とについ て も多 くの研 究者 か ら2年 毎 に開催 され るべ きとの意
見がで て,さ らに検討 され るこ と とな った 本 シンポ ジウムにおい て 日本の 若手研究 者の高 い レベ ルの成果 を発表 し,
高い評価 を得 て存在感 を示す こ とが で きた ことは シンポ ジウムの 最大の成果 であ った、
2)研 究小集会
研 究 課 題 研究代表者 開 催 日
南極および北極における中層大気お よび下部熱圏領域力学の観測に関
する研究小集会 堤 雅 基 平成15年3月20日
SUperDARNレ ー ダー に よる極域 電離 圏 ダ イナ ミクスに関す る研究 小 集
会
佐 藤 夏 雄 平成15年1月23日
EISCATレ ーダーと極球 レーダー ・光学観測網の連携 による極域超高層
大気の総合観測 に関する研究小集会
麻 生 武 彦 平成14年12月26日
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1 研 究 課 題1 研究代表者 開 催 日
南極大陸における無人自動多点観測に関する研究小集会 山 岸 久 雄 平成15年3月27E]
ドームふ じ深層コア現場解析 と雪氷基本観測に関する研究小集会 古 川 晶 雄 平 成14年11月19日
南極昭和基地大型大気 レーダーを用いた極域大気科学の可能性 佐 藤 薫 平成14年8月1～2日
南北領極における気候 ・環境変動に関する研究小集会 東 久美子 平成14年12月10-ll日
南極大気 ・物質循環 に関す る研究小集会 和 田 誠 平成14年9月26口
東南極大陸地殻形成に関する研究小集会 白 石 和 行 平成15年1月9日
昭和基地 ・超伝導重力計の更新 に伴 う観測および研究体制の検討に関
する研究小集会
土 井 浩一郎 平成14年10月16日
グローバル地震学における極球研究の現状 と将来展望に関する研究小
集会
金 尾 政 紀 平成14年1月23～24日
南極 ・南大洋における第四紀の年代測定法の現状 と高精度編年の課題 三 浦 英 樹 平 成14年12月26日
データロガーを用いた海洋大型動物研究 佐 藤 克 文 平 成15年2月12E]
南極昭和基地における医療 ・医学研究 に関する研究小集会 佐 藤 克 文 平成14年8月23日
南極湖沼総合観測計画に関する研究小集会 伊 村 智 平成15年1月31日
専用観測船による海洋観測 に関する研究小集会 小 達 恒 夫 平成14年6月19～20日
北極観測体制の将来像 伊 藤 ・ 平成15年3月6日
インテルサ ット衛星回線 を利用 したテレサ イェンスに関す る研究小集
会
岡 田 雅 樹 平成14年7月5日
衛星 リモー トセ ンシングによる氷床一海洋 一地殻圏変動のモニタリン
グに関する研究小集会
福 地 光 男 平成14年12月25～26E]
イオンプローブを用いた惑星物質科学の新たな展開(m) 三 澤 啓 司 平 成14年12月19日
3)観 測研究小集会
1
1研 究 課 題 1申 請 者 開 催 日
1
第44次 南極地域観測 における研究観測に関する観測研究小集会 鮎 川 勝
平成14年10月29日南極域からみた地球規模環境変化の総合研究(宙 空系)
極域大気 一雪氷一海洋圏 における地球規模環境変化の研究(気 水圏
系)
平成14年9月26日
南極域からみた地球規模環境変化の総合研究(地 学系) 平 成14年10月16日
南極域か らみた地球規模環境変化の総合研究(専 用観測船及び生物
医学系)
平 成14年10月15日
第n期 ドー ムふ じ氷床 コア深層掘削計画(ド ーム観測計画) 平成14年8月22日
南極域か らみた地球規模環境変化の総合研究(夏 期沿岸調査) 平成14年9月9日
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4)研 究談話会等
研究談話会
年 月 日 発 表 者 所 属1題 目
: 2002年4月24日 山 口 亮 極地研 A　llew　 solar　 system　 })asalt　 (太 陽 系 の 新 し
い 玄 武 岩1
2002年5月29日 ミ 小 達 恒 夫
1工 二 藤 栄
1橋 田 元
|
青 木 茂
極地研 JARE43夏 隊(専 用観測船)報 告
2002年6月19日 `本 山 秀 明
平 鐸 享I
I
極地研 JARE42越 冬 隊報告
2002年7月3日1本 吉 洋 一 ト極地研
| 1
JARE42次 越冬 隊報告 一安 全 につ い ての メ
モー
田 口 宣ノ 、 極地研 JARE42次 越冬隊報告
特別 2002年10月16日 大 村 纂1ス イス連邦 工科 大学| 最近の北極気候環境研究の動向
特別 2002年12月12日l　 EhrhardRas(:hk(|
1
1 東京大学気候システム
センター客員教授
1
Recellt　 detailed　 data　 oll　 all　 radiatloll
blldget　 colllPollellts　 at　tol)　 and　 bottom　 of
the　 atnlosphere　 over　 both　 polar　 regiolls
from　 the　 ISCCP　 radiとmcedataset
特別 2003年1月27日 海部宣男 先生 国立天文台
1
太陽系外惑星の検出と観測
特別 2003年1月30日{
|
1
L山折哲雄 先生1国 際日本文化研究セン;日 本人の自然観 ・生命観i
タ_{
特別
1
2003年2月20日1早 坂 忠 裕
| 総合地球環境学研究所 地球環境学研究の現状 と展望～大気 ・人
間プロジェクトを例に
特別 2003年3月12日 坪 井 誠 司 固体地球統合フロンテ
ィア研究 システム/海
洋科学技術センター
地球 シ ミュ レー タに よる 三次元 地 球 モ デ
ル ヒの波 動伝播 シ ミュ レー シ ョン
研究会
1研 究 課 題
ミ 代 表 者 開 催 日
南極周回気球実験 とデータ受信に関する研究会 山 岸 久 雄 平成14年11月19日
航空機による根城大気観測研究会 和 田 誠 平成14年11月22口
ワー クシ ョ ップ 「2001/2002年 南極 海複船 時 系列観測 デ ー タ管理 及 び成
果取 りまとめ」 福 地 光 男 平成14年12月4日
MTI衛 星観測研究会 田 口 宣ノ 、 平成14年12月20日
SHRIMPを 用 いた共 同研究 に関す る ワー クシ ョップ 三 澤 啓 司 平成15年3月4日
自律型模型航空機の現状 と研究観測に関する研究会 船 木 實 平成15年3月7日
「わが国における北極域超高層観測研究の展望」に関する研究会1麻 生 武 彦 平成15年3月26日
南極 リュツォ ・ホルム湾における海氷研究の現状 と将来展望 牛 尾 収 輝 平成15年3月31日
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III.　資料及び研究施設の共同利用
1.資 料 の収集,整 理,保 管,利 用
1)生 物系資料部門
南極観測および北極における観測によって収集された極域生物の標本資料は極域における生物多様性の研究のため
に利用 される これらに用い られた資料は分類の証拠品 として,あ るいは模式標本として永久保存することが必要で
あ る 南北周極域 より得 られた各種生物標本は研究が済み次第,標 本データ等を整理 した1二で国立極地研究所の生物
資料室に収納 されている,本 資料部門は現在 までに,世 界公共植物標本庫(World　 Herbaria-NIPR)を 中心 に,資 料
の収集,管 理 を行ってお り.世 界の標本庫 と交換,寄 贈を通 して収集活動 を行っている。南極の ドロニング ・モー ド
ランド,エ ンダービーランド,及 びインド洋区,ブ リッツ海域の動植物のユニークな収集品は国際的 に最 も充実 して
いる、 一一方,生 物標本の多面的研究に向けて,こ れ までに極地植物の冷凍保存標本及び培養株 を通 じて広 く利用 され
てきた 生物系資料部門では極地の植物資料は冷凍保存や培養株による長期の維持管理が可能であるという特性 を利
用 して,生 態,細 胞遺伝学,地 球環境変動の生物への影響等の研究 を行 う、また,培 養株カルチ ャーの維持,設 備の
維持管理 を通 して,培 養株保存セ ンター,遺 伝子資源保存センターの構築を目指す 、
平成14年 度は第41次 南極観測隊越冬隊,42次 夏隊が持 ち帰 った生物資料の初期処理,分 類 を行 った。 また,全 動
物標本資料の写真撮影を行い,画 像データベース公開に向けて作業を行 った さらに,南 極か ら持ち帰 った生物スラ
イドを整理,デ ジタル化 し,近 い将来,生 物スラ イドのデー タベース構築に備えた,
(1)植 物 標 本
極地 より得 られた植物標本,並 びに比較標本 としてその周辺域から収集された顕花植物,隠 花植物の乾燥標本,液
浸標本は約40、000点 であ り,生 物資料室に収蔵 されている
(2)動 物 標 本
極地 より得 られた動物標本は利用に供 される剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本は,約1,500点 であ り,生 物資料室 に
収蔵 されている
(3)デ ー タベ ー スの 構 築
a.蘇 苔 類標本 デー タベ ー ス
極地 及 びその周辺域 か ら得 られ た標本 は約30,000件,分 類 別,地 域 別で 整理 され,検 索が 可能 であ る 、
b.極 域 地 衣類 標本 デー タベ ー ス
極 地 及びその周辺域 か ら得 られた標 本は約5,000件,分 類 別,地 域 別で 整理 され,検 索が可 能で ある、
C.極 域 生物 標 本デー タベー ス
極地 及びその 周辺域 か ら得 られた展 示標本 及び動物 は約50,000件,分 類 別,地 域 別で整理 され,検 索が 可能で
あ る
d.極 域 冷凍標 本デ ー タベ ース
極 地 及びそ の周辺域 か ら得 られた植物 「蘇 苔類,地 衣類,藻 類,藍 藻類 等)は 約3,000件,分 類 別,地 域 別で
整理 され,検 索 に よ り,生 試料 の利用が可 能で ある 、、
e.動 物標 本画像 デー タベ ー ス
南極 か ら得 られ た代 表 的な液浸 標 本,乾 燥標 本が約500点,全 写 真,記 載 に よる画像 デー タベ ース と して管理
され,イ ン ター ネ ッ ト ヒーで 公 開 し,利 用が可 能で ある.
f.生 物 スラ イ ドデー タベ ース
準 備中
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(4)カ タ ロ グ ・ デ ー タ レ ポ ー ト 等 の 出 版
南 極 海 の 海 鳥 類 ・鰭 脚 類 ・鯨 類(1983・
南 極 生 物 資 料 カ タ ロ グ(1987
昭 和 基 地 周 辺 に お け る 蘇 苔 類 カ タ ロ グ1987
　 Catalog　 of　Moss　 Specimells　 fr(mm　AIltarctic　 and　 A(1.jacent　 Regiolls　 1987
極 域 冷 凍 植 物 資 料 カ タ ロ グIl992
　 JARE　 DATA　 REPORTS　 (Marine　 Biology　 l-29,　1981-2000:
(5)イ ンターネッ ト公開状況
World　 Bryophyte　 I)atabase　 (Worl〔1　 Herbaria-NIPR)
　 　 http://alltnl(「)SS.11ipr.aC-jl)/1)Sdb.htin
昭 和 基 地 周 辺 蘇 苔 類 画 像 デ ー タ ベ ー ス　 Alltard　 i(・　mOSSeS
　 　 httP://antlnosS.mpr.a℃.JP/hamVindeX」.html
根 城 動 物 標 本 画 像 デ ー タ ベ ー ス
　 　 httP://antmoSs.lripr.a(・.jP/asprA/iyoho1Vin(i(iX__.j.html
(6)生 物標本数
植 物 分 類 群 標 本 数
顕 花 植 物 3,000
、'止
干三 困 植 物 500
蘇 苔 類 30,000
地 衣 類 5,000
藻 類 L500
極域 植物標 本総数 40,000
1動
物 分 類 群 標 本 数
1哺 乳 類 100
:鳥 類 50
魚 類 200
原 索 動 物 100
棘 皮 動 物 300
毛 顎 動 物 100
触 手 動 物 150
節 足 動 物 500
1 栢くb交重力牛勿木霊本 聚合委支 L500'
(7)資 料 の 利 用 状 況
平成14年 度共同研究のための生物展示標本の貸出
U}平 成14年4月3日 一8月26日
国立科学博物館 窪 苛恒 己
無脊椎動物 液浸 標 本
ミナ ミイチ レツ ダコの 類
マル ヒ レナ ンキ ョク イカ
クビナガ イカ
タコ
オ オ イチ レツ ダコの 煩
???ー?
c,2〕 平成15年1月9日 ～1月27日
船 橋 市立一三山小学校(松 田生彦1
動 物剥 製標 本1点
アデ リーペ ンギ ンの剥 製:親1点
,31平 成15年1月30日 ～平成16年3月31日
NHK(松 下哲 也)
動物剥 製標 本6点
アデ リー ヘ ンギ ンの剥 製 親11点
アデ リーヘ ンギ ンの剥 製 子,1点
1-13
アデ リーヘ ンギ ンの剥製1ヒ ナ、1点
アデ リーヘ ンギ ンの卵2点
コウテ イヘ ンギ ンの模型1点
2)オ ー ロラ資料部 門
当部門が担 う業務 は,オ ー ロラに関す る公開可能 な資料 の収集 とその統 一的整 理 ・保 管,並 び に収 集 された資料 を
共 同利 用 に供 す るこ とであ る,さ らに収集資 料の 至便 な検索 シ ステムや解 析 システ ムの開発研究 を行 うと共に国際学
術 連 合(ICSU)の 勧告 に基づ くオー ロラの世 界資 料 セ ンター　(WDCforAurora)の 運営 業務 を も担 う
本年 度 は,国 内外 の関係機 関 との情報交換 と平行 してデー タ収 集作業 を実施 した他,以 下の ような作 業 を行 った
酊 昭和基 地全 天 カ メラ フ ィルムデ ー タの ビデオ化,及 び,デ ジタル化
[21JARE-41持 ち帰 り地磁 気 デー タのデー タベー ス化
(3}上 記,オ ー ロラデ ジタルデー タ,地 磁気 デー タを用い たサマ リー プロ ッ ト作成,及 び,ホ ームペ ージ を通 した
公 開
(4)JARE-42持 ち帰 り相関 記録 チ ャー トデー タのマ イクロフ ィルム化
(5)ア イスラ ン ド3観 測点1チ ョル ネス}超 高層 モニ タリングデー タの編 集,デ ー タベ ー ス化,サ マ リー プロ ッ ト
作 成,及 び,ホ ームヘ ー ジを通 した公 開
(61昭 和 基地,K－ インデ ックス,絶 対観測結 果の デー タベ ー ス化,及 び,ホ ームヘー ジ を通 した公開
i71　NOAA衛 星粒 子デー タ ・12001年10月 ～2002年3月 分)入 手,及 び,デ ー タベ ース化
(8〕PCに よるオー ロラ ビデ オ画像 処理 システ ムの開発
3)低 温資料部門
低温室の共同利用のため,低 温室及び貯蔵室の維持管理,低 温室内での実験に必要とする基礎的な測器の管理を行
っている、t低温実験室は一60℃まで冷却することのできる超低温室 と常時一20℃に保たれている低温室の一ー三宝及び資料
貯蔵庫 に分かれてお り,南 極大陸で経験する気温に対す る環境条件を満 し,低 温下での雪氷学,寒 地jl:学及び寒冷生
理等の研究 に利用 されている。
低温資料は,資 料貯蔵庫内の移動棚 に収納 されている他,収 納 しきれない分については実験室に分散 されている
移動棚は,貯 蔵庫中央の通路 をはさんで両側に配置 されてお り,… 方は観測隊の中型 ダンボールに入った低温資料
「雪氷,生 物,領 有,土 壌な ど!が,ま た他 方には南極や北極の雪氷コアがコアケースの まま収納 されている 収納
能力は,中 型 ダンボール208箱 と氷床コア930m長 相当である
現在これ らの両極地域で採取 された氷資料の管理,共 同研究に供する低温資料の配布や基本的な解析の支援を行っ
ている,、特に1995年 ～1996年 に南極 ドームふ じ観測拠点で掘削 された長さ2,503mの 深層氷床コアをはじめ とする南
極域で採取 された雪氷コア及びグリーンランドやスバールバルなどの北極域で採取 された雪氷コアは,低 温実験室内
での解析の他 に,全 国の研究者に配布 されて解析 ・研究が進められた　tt　本年度は43次 南極地域観測隊持 ち帰 りの雪
氷資料,損 石資料,蘇 類 ・地衣類資料な どが搬 入,整 理 された後,共 同利用研究資料 として共同研究者に配布され
た.
低温室の内部には氷資料だけでなく生物資料,明 石,底 質などの土壌資料 も保管されている、低温室内が 手狭にな
っているため一部の資料の保管 を外部へ委託 しているのが現状である、
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2.研 究施設 ・設備 の共同利用
1)北 極 圏環境研究センター
(1)活 動 概 要
北極圏環境研究セ ンターは,北 極圏 におけるノく気 ・陸域 ・海洋 ・生物圏環境の変動等に関する観測や研究を実施 ・
推進するとともに,北 極研究に関す る情報の提供 ・助 言を行っている また,国 際北極科学委員会　qASC)　 などの
国際会議 ・委員会に対応するとともに,国 際的な共同研究プロジェク トの 立案などにも参画 している、さらに,北 極
研究 に関す る文献,資 料及び情報の収集を行い,広 く共同利用者の利用に供 している
現在の主な研究課題は,北 極域対流圏 ・成層圏の変動 と気候影響,環 北極雪氷掘削 コアによる比較環境変動研究,
北極域海洋動態 と生態系変動の研究,北 極域 ツン ドラ環境変動の研究,北 極域 における中層 大気 ・熱圏の力学的結合
であ り,国 内外の大学 ・研究機関等の北極関連研究者 とともに研究 を進めている、これ らの研究を通 して,地 球規模
の気候 ・環境変動の実態 とそのメカニズムを,北 極の視点から解明することを目指 している
(2)国 際 対 応
センター関係者が参加 したi三な国際会議などを以 ドに示す
IASC評 議会
IASC　FARO
AoSB
NySMAC
EISCAT評 議 会1フ ラ ンス ・グル ノーブ ル,6/4-5
同財務 委員 会
dASC=国 際北 極科学 委員会,　FARO
調 整会議,　EISCAT=欧 州非 干渉 散乱 レー ダー 科学 協 会,
`オ ラ ン ダ ・フ ロ ー ニ ン ゲ ン,4/23.
・オ ラ ン ダ ・フ ロ ー ニ ン ゲ ン.4/24
・オ ラ ン ダ ・フ ロ ー ニ ン ゲ ン ,4/21-23
(オ ラ ン ダ ・フ ロ ー ニ ン ゲ ン.4/23
;英 国 ・ア ビ ン ド ン,11/6-7'
(ス ウ ーr-一デ ン ・ス ト ッ クホ ル ム,5/2-3;デ ン マ ー ク ・コ ヘ ン ハ ー ゲ ン,10/10)
北 極 研 究 責 任 者 フ ォ ー ラ ム,　 NySMAC=ニ ー オ ル ス ン観 測
AOSB=北 極 海 洋 科 学 会 議)
(3)北 極 観 測 基 地 の 運 営
北 極圏 環境 研究 セ ン ターは,1991年,ノ1レ ウーLT-・ スバー ルバ ル諸島 ス ピッツベ ル ゲ ン島,ニ ー オル ス ンに観 測
基地 を設 置 し,共 同研究 と しての さ まざまな現 地観測 を開始 す る とともに,大 学等研 究 者の利用 のため運営 を行 な っ
て きてい る.平 成14年 度 には延べ164名 の研究 者が ニー オル スン観測 基地 を訪 れ た 観測 主題 は,陸 上生物 生態 や た
気科学 な ど多岐 にわた り,基 地 に設 置 した機 器 による観測 ばか りではな く,周 辺の野 外調査 も行 われた、 基地運営 の
ため,ニ ーオ ルス ン基地運営 委員会 を7月10日 及 び12月25日 に開催 した
また,ス バー ルバ ル諸 島での 観測の 便宜 を図 るため,ロ ング イヤ ー ビーエ ン空港 に隣接す る宿 舎 を ノル ウェー極地
研 究所 か ら借 用 してい る、 この 空港宿 舎の利 用は,延 べ61人 目で あった
(4)情 報発信
セ ンターで は,北 極 に関す る情 報 を関 係研究 者 に伝 え るため,毎 年 「北極 圏環境研 究 セ ン ター ・ニ ュー ズ レタ 一ー
を和 文で2回,英 文 で1回 発行 してい る ニ ュー ズ レター には多様 な情 報が 含 まれ てい るが,例 えば,セ ンターが 収
集 した北極研 究 に関す る 文献,資 料,情 報 はニュー ズ レターに詳 しくまとめ られ ている また,我 が 国の研究 者の北
極圏 にお け る活動 を明 らか にす るた め,一 北極 圏科学 観測 デ ィレク トリー」i日 本学術 会議 極地研 究連 絡委 員 会編 集1
の刊行 を2000年 か ら始 めた また,ホ ームヘ ー ジ　'・1http://wwal・dc.llipr.a(:.jl)/)　を開設 した
平成14年 度 に発 行 した出版物 等 は,以 ドの通 りで ある
*北 極圏環境 研究 セ ン ター ・ニュー ズレター1和 文NC).168肝l!'i,No.173月 刊
*　AERC　 News　 letter　()!文N(⊃.76月
*北 極圏科学 観測 デ ィレク トリー2002・10月
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2)情 報科学センター
(1)情 報 科 学 セ ン タ ー の 業 務 と 活 動 概 況
情報科学センターは,専 任の教官4名,技 官1名,事 務補佐員,各 グループの兼任教官から構成 され,南 極 ・北極
域 を中心 とする極域科学研究を推進するための情報基盤の開発,整 備,運 用,維 持を基本的業務 として実施するとと
もに,こ れらの研究資源 を最大限有効に利用 した各個研究を進めている、管理運用する主なシステムは,1)ノ 〈型計
算機 ・極域科学総合データライブラリシステム,2)所 内および昭和基地 ・ 「しらせ」船 上ネットワークシステム,
ならびに3)昭 和基地多目的衛星データ受信設備である.こ れらの情報通信基盤により,大 量の観測デー タを迅速に
処理 し,国 内外の共同研究を促進 している
(2)シ ス テ ム の 管 理 と 運 用
Cl',大 型 計算機 シス テムお よび極 域科 学総合 デ ータライ ブラ リシステムの運 用 ・維 持
大型 計算 機 システ ムは,平 成11年 度 に並列計 算機 であ る 日 立SR8000シ ステ ムを導 入以後,順 調 な運用 を続 けて
い る,、本 年度 の研究 課題 数61件 で あ った システ ムの稼働 実 績 を表1に ま とめ た。ユ ーザ プ ロ グラムの 並列化 作
業が 一・年 間の 運用 に よ り進捗 して いる こ とがCPU利 用時間 の ヒ昇か ら窺 える.SR8000シ ステム にはデ ー タ可視化
の ためAVS社 製AVS　 5を 搭 載 してお り,3次 元デ ー タの可視 化や動画 デ ー タの生成 を行 う ことが で きる、
極域 科学総 合 デー タラ イブ ラ リシステムの デ ィス ク割 り当て状 況 は65%と な り,前 年 よ りも21%増 加 した31
ユ ーザが 本 システムの ホー ムヘー ジサー ビス を利 用 して お り,検 索 サーバ の利用者 は,前 年 よ りも1ユ ーザ増 加 し,
5ユ ーザ となった
表1平 成14年 度センターシステム稼働状況
|
年 月
CPU時 間(時 間) 接続時間(時 間)
SR8000
I
SR2201　 pOLARIS
16PEデ ノスク斗一ハ
フロントエンド
斗 一 ハ 合 計
POLARIS
デノスクサ ハー
フロントエンド
サーバ
合 計
8　Node
!
2002年4月 38581.4120.5・ 14.4 14.7 38630.9 4099.3 4402.6 8501.9
5月 310422 16.7 9.4 133.6 31201.9 431L5 2913.8 7225.4
6月 42735.5 18.9 96L6 227.4 43943.4 54342 2886.7 83209
7月 40302.1 172 1660.2 7.8 41987.3 4120.5 3280.0 7400.5
8月 262452」18.1 154.2 10.5 26428.0 5451.4 3291.4 8742.8
9月 4067.3;17.51 ミ2485.8 5.7 6576.3 3795.3 2628.1 6423.5
10月 6569.9ll6 .93492 7.7 6943.7 2697.4 27089 5406.3
ll月 2596.3 21.2 665.9 69 3290.3 1311.6 2532.0 3843.6
12月 10534.5 17.4 916.8 4.2 11472.84654.4 2644.3 7298.7
2003年1月 3741 14.1 792.5 2.9 1183.6 6090.8 2124.5 8215.3
2月 34.1 15.9 864.7 2.8 917.4 4787.5 3098.8 7886.3
i3月 3240.0 117.3 818.5 8.3 41842 3816.8 2697.1 6513.9
12、 ネ ッ トワーク システムの整備 ・運 用
昭和基地一 極地研 間の デー タ通 信 用 と して計 画 されてい る インテルサ ッ ト衛星 回線 システムの導 入に向けて,シ
ステムの概 要 につ いて紹 介す る と同時 に,シ ステ ムを利 用 した研究観 測 の計 画 につ いて議論 す るため,'r成14年
7月5日 に 「インテルサ ッ ト衛 星 回線 を利 用 したテ レサ イェ ンスに関す る研 究 小集 会」 を開催 した40名 前後 の
参加 者 を得,シ ステ ムの詳細 につ いてセ ンター側 か ら紹 介を行 ったの ち,シ ステム を利 用 した研究 観測 計画が紹 介
された,
第44次 観測隊 において南 極観測船 「しらせ」 と極 地研 間のデ ー タ通信 回線 をこれ まで のアナ ロ グ回線(9.6kbps)
か ら高速 デ ジ タル 回線　(HSD64kbpsl　 に更新 し,2002年11月29日 よ り運 用 を開始 した、 また,ド ー ム基地 にお い
て も インマルサ ッ ト衛星 回線 による高速 デ ジタル回線 が 開通 したため,　64kbpsに よるデー タ通信が可 能 にな った。
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センターシステム構成図
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③ 昭和 基地衛星 デ ー タ受信 システ ムの運用 ・維持
43次 隊の越冬 期 間中(2002年2月 ～2003年1月)に 昭和基 地の 多 目的衛 星 デー タ受 信設 備 を用い て各衛 星 を受
信 した 、オー ロ ラ粒子 加連城 の 解明 を 目的 とす るEXOS-1)衛 星 は6ハ ス を受信 した 、ERS-2衛 星は95パ ス,米
国の気 象衛星 で あ るDMSPお よびNOAA衛.星 は,そ れ ぞれ7137パ ス,2757ハ ス受 信 した 、:　r)MSPとNOAAデ ー タ
につい ては,情 報 科学 セ ン ター内で編 集処 理 した後,共 同利 用の ため 「極域 科学総 合 デー タラ イブ ラ リシステム」
に登録保存 を行 った,こ の他,　VLBI観 測 と して24時 間観測 を8回 実施 して いる
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3)南 極圏環境 モニタリング研究センター
(1)セ ン タ ー 活 動 概 要
セ ン ターで は大 き く大気圏環境 変動,海 洋 ・地殻圏環 境変動,及 び,生 物 圏環境 変動 の3つ の 分野 におい て,南 極
観測 の モニ タリング研究 観測 を円滑 に実施す るため,国 内 での観測準 備や 訓練,南 極現地 での観測 の実 施 ・取得 デ ー
タの 国内での処理,に 関す る一一連の定 常的 な業務 を行 ってい る 同時 にSCAR(南 極研 究科学 委員 会)な どの国際
的 な活動 の 中で,モ ニ タ リング観測 デー タセ ン ター と しての役割 を担 ってい る。 これ らの諸活動 の実施状 況 につ いて
は所 内外 の 委員で構 成 され てい る南極 圏環境 モニ タリング研 究セ ンター運営 委員 会 を年 に1回 開催 してい る 、
'ド成14年 度 におい ては これ らの定 常 的な業務 を継続 し,第42次 南極観 測越冬 隊お よび第43次 夏隊 に よるモニ タリ
ン グ研 究観測 のサ ンプル とデー タが年度 当初 に持 ち帰 られ,極 地研 究所 内外 にお ける資料処理 ・デー タ整理 を実施 し
た また,観 測 機器 類 の整備 ・校正 な どの保 守点 検 を整 え,第44次 観測 隊 の出発 に関 す る諸訓 練 な どを実 施 した 。
また,SCARとCOMNAPに よる南極 デー タ管 理 合 同 委員 会　(JCADM:　 Joint　Committee　 of　Antal・ctic　Data
Mallagemelluへ の 日本 か らの対応 を担 った 第6回 のJ　CA　 r)M委 員会が 中国,ヒ 海で の第27回SCAR総 会 に合 わ
せ て 開催 され,そ の後 の 国内 にお け る メタデー タ登録状 況 を取 りま とめ た。 また,10月 にオー ス トラ リア ・ホバ ー
トで開催 され た第21回 南極 海洋生物 資源保存 委員会 にお け る海洋 生態系 モニ タリング計 画への対 応 を担 った
第5回 南 極圏環境 モ ニ タリング研 究 セ ン ター運営 委員 会 を'F成15年2月27日 に開催 し,平 成7年 に設置 されて以
降の南極 観測 のモ ニ タリ ング研 究観 測の実 施状況 をセ ンター ホームヘ ー ジを直接 紹 介 しなが らま とめた。特 に,デ ー
タアー カ イブ状況,ま た,モ ニ タリン グ観 測 をベー ス とした南極 での 自然現 象の 中長期 変動傾 向 に関す る トピ ックス
を まとめ た また,南 極観測 事業 の中 で定 常的 な観測業 務 を担 って いる関係機 関 との連 絡調 整の ための定常 観測 連絡
会 は,平 成14年5月27日 に第27回 を,及 び,平 成15年1月23日 に第28回 の連 絡 会 を開催 した。モ ニ タ リング研 究
観測 を実施 す る ヒで特 に密 接 な調整が必 要 とな る宇宙 開発 事業団や 気象庁 とは,夫 々,地 球 観測 人工衛 星受信 や大気
観測 につ いて個 別の定期 的 な協 議会 を開催 した
(2)モ ニ タ リ ン グ 観 測 業 務
1大 気圏環境変動分野
第42次 越冬隊の昭和基地での超高層大気及び地磁気の観測デー タの処理を行 い,デ ー タレポー トの とりまとめ
を実施 した ノく気微量成分観測 に関する持ち帰 りサ ンプルは国内外の共同研究グループへ配布 し,ま た,持 ち帰 り
標準ガスの検定 を行 った 第44次 隊への訓練,昭 和基地持 ち込み機器な ど実施 した。 さらに,デ ータ整理を進め,
ノく気中二酸化炭素濃度観測結果についてのデータレポー ト作成作業を継続 した、
2海 洋 ・地殻 圏環境変 動分野
第42次 越 冬隊が取 得 した340シ ー ンのERS-2SARデ ー タについ て処理 を行 な った。過 去のSARデ ー タにつ いて,
国 内共 同研 究 者の要 望 を取 りまとめたE,　 NASI)A/EORCへ 処 理 要求 を行 ない,　JERS/ERS　 2364シ ー ンにつ い て レ
ベ ル0お よび レベ ル2.1処 理 を実施,成 果 をCI)-ROMと して,共 同研 究 者 に配布 した。 また,第42次 隊 におい て取
得 された地 震モ ニ タ リン グデ ー タは,デ ー タ レホ ー トとして取 りまとめ た 昭和 基地 での 第43次 越冬 隊 にお け る
SAR衛 星受信 に関 して,デ ー タ取得 要求 を と りま とめ,　NASDA/EORCへ 要求 を行 なったt)
3生 物 圏環境変 動分野
第42次 越冬 隊が 昭和基 地で受信 し持 ち帰 ったSeaWiFSデ ー タ,第43次 夏隊 が しらせ船 一ヒにおいて取 得 した海洋
観測 デ ー タ(表 面 海水 モニ タリ ンデー タ,ク ロ ロフ ィルa濃 度,水 中分 光放 射 デー タ,　NORPACネ ッ トサ ンプ ル,
海 水サ ンプ ル,お よびCPRサ ンプル)お よびSeaWiFSデ ー タを処 理 した,　SeaWiFSデ ー タにつ いて は昭和 お よび
しらせ受 信分 共 に,　NASAと の契 約 に基づ き,生 デー タか らLevelOお よびLevellデ ー タに変換 後,イ ンター ネッ ト
を利 用 してr)AAC　 (GSFC/NASA)　 に全 デー タを転送 した、　Level1以 ヒの プロ ダク ト　(Chl.aマ ップ,ク イッ クル ッ
クな ど)に つ いて は現 在処理 を進 めてい る.海 洋観 測デ ー タにつ いて は,各 デ ー タの変換 ・解析,検 証,お よびサ
ンプ ル処 理 を実 施 し,デ ー タベ ー ス化 を行 って いるt,ま た,第44次 夏隊 お よび越冬 隊の ため の準備 と して,観 測
機材 の メンテナ ンス,消 耗 品等 の調達 ・梱 包 を行 うと ともに,し らせ船 上 におけ る海 洋観測 訓練 お よび衛 星受信訓
練 を実施 した
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(3)モ ニタリングデータベース関連成果
モ ニ タ リ ン グ デ ー タ ベ ー ス の 取 り ま とめ 状 況 は 以 「の 通 り で あ る
・大 気 微 量 成 分 モ ニ タ リ ン グ デ ー タ:デ ー タ レ ホ ー ト と し て,以 下 の よ う に 公 開 さ れ て い る
　 　 JARE　 I)ata　 Report　 No.　 251　 (Meteorology　 34),　 Atmospheric　 CO2　 Coll(:elltration　 Observed　 at　Sy()wa　 Statioll　 froIll
　 　 　 l984　 to　1992,　 by　S.　Aoki,　 T.　Nakazawa,　 S.　Morimoto.　 G.　Ilashida,　 M.　Shiobara　 and　 T.　YamaIlollchi,　 55p,　July　2000.
　 　 JARE　 Data　 Report　 No.　 269　 (Meteorology　 35),　 Atmospheri(:　 CO2　 Concentration　 ⊂)bserved　 at　Syowa　 Station　 from
　 　 　 l992　 to　2001、 　1)y　S.　MoriIlloto,　 S.　Aoki、　T.　Nakazawa,　 G.　Hasllida　 and　 T.　Yamanouchi,　 62p,　January　 2003.
・　SeaWiFS人1二 衛 星 観 測 デ ー タ:　 http://seawifs.gsfc.llasa.gov/cgifhrpt」)rowse.plより検 索 可 能
・表 面 海 水 モ ニ タ リ ン グ デ ー タ ,ク ロ ロ フ ィ ルa濃 度,海 水 サ ン プ ル:プ ラ ン ク ト ン デ ー タ ベ ー ス と し てCD化 。
そ の 他,　 JARE　 I)ata　Reports(　 Marille　 Biology　 )に シ リ ー ズ と して デ ー タ を 公 開 し て い る.
・南 極 海 プ ラ ン ク ト ン デ ー タ ベ ー ス　:　http://|)olaris.is(:.nipr.a(:　jp/-caenVeM〕iosphere/より検 索 可 能
・分 光 放 射 デ ー タ:海 色 セ ン サ ーGLIに 利 用 す る た め の 南 大 洋 生 物 光 学 ア ル ゴ リ ズ ム 開 発 に 利 用(開 発 完 「後,南
大 洋 の 標 準 ア ル ゴ リ ズ ム と し て 利 用 予 定1
・地 震 モ ニ タ リ ン グ デ ー タ:デ ー タ レ ホ ー ト と し て,以 下 の よ う に 公 開 さ れ て い る
　 　 　 　 JARE　 Data　 Report　 No.261　 (Seismology　 36)　 Seismological　 Bulletin　 of　Syowa　 Station,　 Alltarctica,　 2000、 　by
　 　 　 Noritsulle　 Seo　 and　 Masaki　 Kanao.　 51　p.　March　 2002.
4)南 極陽石研究センター
(1)平 成14年 度 の 事 業 と 今 後 の 展 望
・41次 南 極観測 隊 が持 ち帰 った約3500個 の 明石の 解凍,命 名,重 量 とサ イズの計 測,写 真撮 影等 の初期 処理 とこれ
らの 分類 をお こな った.
・写真 ,サ ブサ ンプ ルフ ァイル等 を順次 デ ジ タル化 してゆ くとともに,こ れ まで個別 にな っていた種類,重 量,サ イ
ズ,採 集位 置,化 学 分析 等の デー タを総 合 して南極「貴石総合 デー タベ ー スの構 築 をはか って い く
・ジル コンの ウラ ン 鉛ー 年 代 測定 をお こなった ・や ま と,セ ルロ ンダー ネ,ナ ピアの 各岩 体 と 日高 産 ジル コン,
・ス リランカ産年代 標準 ジル コ ン候 補BRIの 評価 をお こなった
・今後 は,二 次 イオ ン質量 分析計 共同利 用 に向 けて,地 殻 進化 グルー プ と共同 して,年 代標 準 ジル コン(ダ ルース産)
の分 離作業 をすす め る とともに,ジ ル コンの ウ ラン 鉛ー 年 代測定 を継続 してお こなってい く。
以 下の手法 の開発 に取 り組 む 山 硫 黄同位 体分析 お よび消 滅核 種 「アル ミニ ウム マー グ ネシウム系お よびマ ンガ ンー
クロム系)i年 代 測定 法、2、 微 量元 素定量 分析法31F員 石中の ア クセサ リー鉱物(リ ン酸塩 鉱物,バ デ レア イ ト)
の,ウ ラ ン 鉛ー 年 代 測定法
(2)情 報 公 開 ・ 出 版
・NIPRジ ャ ー ナ ル:　 Antarctic　 Meteorite　 Researc}l　 No.　15を 平 成14年5月 に 発 行 し た.同 誌 に は11編 の 論 文 が 掲 載
さ れ て い る 、
・南 極 陽 石 通 信No .71を 平 成14年5月30日 に 発 行 した
・南 極 明 石 通 信No .72を 平 成15年2月26EIに発 行 した
・　Meteorite　 Newsletter　 Vol.　IL　 No.　 1を 平 成14年10月 に 発 行 し た こ こ で,　 Asuka-88限 石169個 と 火 星 起 源 限 石
Yamato980459の 詳 細 分 類 の 結 果 を 公 表 し た
(3)南 極陽石の配分
平成14年ll月22日 に,第5回 南極慣行配分分科会,第36回 南極限石研究 委員会を開催 し,申 請のあった39件 の
研究計画 について審査を行い,39件 の研究計画に対 して損石の配分を決めた
(4)サ ー ビ ス
1)展 示用及び教育用限石貸 し出 し状況
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NIIK　 1火 星 限 石1,薄 片2枚)2002.6.21～2002.626
鹿 児 島 大 学(鉄 陽 石1,エ コ ン ド ラ イ ト1,コ ン ドラ イ ト1)6.25～7.22
NHK　 l火 星 領 有1)7.18～9.26
板 橋 区 立 花 園 小 学 校(鉄 明 石1,コ ン ド ラ イ ト1)7.19～7.22
多 治 見 市 文 化 工 房 管 理 協 会(鉄 除 石1,コ ン ドラ イ ト2,エ コ ン ド ラ イ ト1,パ ラ サ イ ト1)
7.3ユ ～9.3
し ら せ1鉄 帽 石1,コ ン ド ラ イ ト1)8.27～9.30
極 地 研 広 報 室(鉄 損 石1,コ ン ドラ イ ト1)8.28～9.3
香 川 県 立 三 本 松 高 等 学 校(鉄 限 石1,エ コ ン ド ラ イ ト1,コ ン ド ラ イ ト1)
9.3～9.13
広 島 大 学(鉄 「環 石1,コ ン ド ラ イ ト1,ハ ラ サ イ ト1)10.9～10.18
極 地 研 広 報 室(鉄 明 石1,エ コ ン ド ラ イ ト1,コ ン ドラ イ ト い
10.25～11.11
NIIK　 (鉄 明石1)
仙 台 西高 等学校(コ ン ドライ ト2,非 南 極阻 石1)
茨 城大学(鉄 損 石1,コ ン ドラ イ ト1,パ ラサ イ ト1)
日本 テ レビ(火 星陽 石1)
NHK　 (鉄 損石1,コ ン ドラ イ ト1,パ ラサ イ ト1)
船橋 市立 二三山小学校(鉄 損石1,コ ン ドラ イ ト1)
NHK　 '1鉄損石1)
NHK　 (鉄 帽石1,エ コ ン ドラ イ ト1,コ ン ドラ イ ト1)
NHK　 (鉄 損石3,コ ン ドラ イ ト2,火 星阻石1)
10.30～11.6
11.18～12.18
1125～12.5
12.2～122
12ユ3～12.16
2003.1.9～1.27
1ユ0～1.15
1.30～
3ユ2～326
2)教 育用博片セ ット(30枚 組)の 貸 し出し
広島大学 理学部
広島大学 教育学部
　EotvOs　Ulliv.(Hungary)
東京大学 理学系研究科
神戸大学 理学部
ノく阪大学 理学部
東京大学 理学系研究科2セ ッ ト
仙台西高等学校
茨城大学 理学部
愛媛大学 理学部
2002.4ユ5～
4.24～
6.14～2003ユ.23
7.18～
9.4～
9.13～
11.15～2003.4.l
!l.18～12.18
12.ll～
2003.3.17～
(5)施 設 ・設 備 の 利 用 状 況
1.二 次 イオン質量分析計(平 成10年 度設置)
(規 格)　 ASI社 製SHRIMP　 II　・　Csイ オン源付 き
(利用状況)・ 玄武岩質損石および地球上の岩石に含まれるジルコンのウラン 鉛ー年代決定
・普通 コンドライ ト阻石中に含まれるかんらん石のマ ンガン汐 ロム年代決定
・微量元素測定法の開発
2.波 長分散 型X線 マ イクロアナ ライザ(昭 和54年 度 設置)
L規 格)日 本電子 製JXA733,分 光結 晶5チ ャ ンネル
(利 用状 況1・ 南 極明 石試料 の初期 分類,、 主要元素組 成の定 量分析
3.波 長分散型X線 マ イクロアナ ラ イザ(平 成4年 度設置)
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規 格 日本竜Y－製JXA8800M,分 光結晶5チ ャン7・ル
`利用状況,・ 明石および地球 ヒの岩石鉱物の観察および鉱物 ・ガラスの定量分析
・南極産宇宙塵お よび氷床中火山灰の鉱物の化学組成の定量分析
・　SHRIMP標 準物質の 主要元素の均質性の評価 副成分元素の定 量
・マ ッピングによるリン酸塩鉱物およびジルコンの探索,鉱 物分布に関す る研究
4.低 真空度 走査型電 子顕微 鏡 平 成10年 度設 置1
(規 格)日 本電 子製JSM5900LV,エ ネルギ ー分散型X線 分析 装置　il　Oxford　 Lillk-ISIS　}　お よび カ'ノー ドル ミ
ネッセ ンス分 光 システム　 OxfOrd　 MOno　 CI.　 付 き
(利 用状 況)・ 明石 や地球 の 岩石の 岩石 組織観察 とエ ネルギ ー分散型 分光器 に よる定 量分析
・第39次 隊 ・第41次 隊 に よ り採 集 された宇宙 塵の 同定,分 類,定 性 分析
・宇宙 塵の低 真空 モー ドに よる非破壊 分析
・南極 宇宙塵 や氷床 中火 山灰の 形態 の観察
・　SHRIMP標 準 物 質の初期 評価
・カ ソー ドル ミネ ッセ ン ス検 出器 に よるSIIRINIP年 代測定 用 ジル コンの組織 観察
5.陽 石試料処理室(平 成10年 度設置
(規 格)
(利 用状 況)
ク リー ンベ ンチ2台,他
・南極 阻石試 料の 初期 分類
・配分 用限 石試料の作 製
6.薄 片技 術室(平 成10年 度設置 ㌔
(規 格)
(利 用状 況)
一:次切 断機 ・ター ンテ ーブ ル2台 ・他
・限石 お よび地球産 岩 石の 薄片作 製
・　SHRIMP　 II測 定 用試 料 の作 製
7.ク リー ンルー ム(平 成10年 度 設置 ノ
(規 格)ク ラ ス10000,28平 米 クリー ンベ ンチ2台 ・「;景石保管庫1台 設 置
(利 用状 況)・ 第39次 隊 お よび第41次 隊 に よ り採集 され た南極宇宙 塵の 初期処理
・南極宇 宙塵 の化学 分析 用ホ ルダへ の ピ ックア ップ作 業
(6)集 会 ・研 究 会
・第27[・1南 極 「環石 シンポジ ウム を平成14年6月!!日 ～13日 の3日 間,当 研 究所6階 講堂 にお いて開催 した 海外か
らの12名 を含め122名 の参加 が あ った 目頭 に よる発 表62件,ポ スター発 表3件,ア ブ ス トラク トの み によ る発
表6件 であ った、
・第4回 南極 限石研 究 セ ンター運営委 員会 を'IE成14年12月11日 に開催 した
・研 究小 集会 「イオ ンプ ローブ を用いた惑 星物質研究 の新 たな展 開m」 を平 成14年12月19Bに 開催 した
5)そ の他の研 究施設 ・設備の共同利用
(1)オ ー ロ ラ 世 界 資 料 セ ン タ ー
オーロ ラ世界資料 セ ン ター　 wr)C　 for　AUrr)1・a　'i　は,資 料系 オー ロラ資 料 部門が管理 ・運営 し,管 理 ・資料棟5階 に
床 面積 約84m2の 資 料保管 庫兼 閲覧室 を有 して いる 当セ ン ター に保 管 され る資料 は,　WI)Cパ ネルが示す 作業指 針 を
基本 とし,オ ー ロラ物 理学 の進展 に伴 う研 究者 の要望資 料 をも経 済的物理 的事情 を勘案 した 上で収集 す る方針 と して
い る,資 料保 管庫 は冷暖房 ・除湿 器 を備えて いる とともに,リ ー ダプ リンターその他 に よる簡単 な閲覧 と複写 が可 能
とな ってい る デー タ収納 能 力 は,35nmiマ イ クロ フ ィ1レム約28.000本/100ft巻,計算機 用磁気 テ ープ約1900本 、
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マ イクロフ ィッシュ カー ド数千枚 であ る.　WDCforGeomaglletism　 (京 都 大学理学 部)
クの 出版 も行 ってい る。
本年度 まで に収集 した デー タの概 数 を次 表 に示 す
との共 同 によるAEデ ー タブ ッ
資 料 名 観 測 期 間 数 量
35㎜1全 天 カ メラ編集 済 フ ィルム 1970年 ～1998年 100ft、29年 分
16mm全 天カ メラフ ィル ム 1966年 ～1969年 100ft,4年 分
35㎜ 詮 天 カ メラオ リジナル フ ィルム 1970年 ～1998年 1,000ft,29年 分
35㎜n全 天 カ メラ長 尺保存 フ ィルム 1970年 ～1978年 1,000ft,9年 分
昭 オー ロラ全天 カ メラOVD 1980年 ～1998年 19年 分
和 同 上Web閲 覧用サ ム ネー ル 1981年 ～1999年 19年 分
基 地磁気3成 分 オ リジナルチ ャー ト記録 1959年 ～2002年 44年 分
地磁気3成 分3打 点チャー ト記録 1966年 ～2002年 37年 分
地
地磁気3成 分35mmマ イクロフ ィルム 1972年 ～2001年 100ft,30年 分
資 同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用1 1959年 ～1961年 23フ ァ イ ル
料 絶対測定記録書
超高層現象相関記録マイクロフ ィルム
ll966年 一2・・2年
1977年 ～2002年
3フ ァ イ ル
100貨,26年 分
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用! 1977年 ～1986年 61フ ァ イ ル
計算機取 り込みデータA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1986年 6フ ァ イ ル
オーロラ写真観測記録 1981年 ～ 約55冊
あす か基地35mm全 天 カメラ編 集済 フ ィルム 1987年 ～1991年 340巻/100ft
同上 オ リジナル フ ィルム 1987年 ～1991年 82巻/400ft
DMSP衛 星 オー ロラ画 像マ イクロフ ィルム 1972年 ～1990年 240巻/10頒
South　 Pole基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1996年 loon,21年 分
HalleyBay基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1978年 100ft,9年 分
1
MaWSOII基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム
1982年 ～1987年
1976年 ～1977年 loon,　 6年 分
1984年 ～1987年
そ Casey基 地 全 天カ メラフ ィルム1976年 ～1978年 100ft,3年 分
の Maqllarie島 基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1975年 ～1977年 100ft,6年 分
他 1982年 ～1984年
1の
1、
Davis基 地全天 カ メラフ ィルム 1958年,1976年,
1982年,1984年,
100ft,6年 分
一王 !1985年 ,1987年,
な 地磁 気マ イク・フ ・ルム ・約27・ 基地)ll9764・ 一 約774巻/loon
資 地磁 気マ イクロフ ィッシュ(約26基 地)11979年 ～ 約1β70枚
料 IMP-J衛 星IMFマ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ1977年 ～1979年 20枚
NOAA　 &　TIROS衛 星 オーロ ラ粒子 デー タ 1978年 ～2002年 CD-ROM,　 25年 分
DMSP衛 星オー ロラ粒 子 デー タ 1979年 ～1996年 CD-ROM,811m1,18年 分
Data　 Book等(閲 覧 用) 約370冊
ア イス ラ ン ド超高層 モニ タ リングデー タ 1984年 ～2002年 18年 分
日本学術会議 よりの管理換えデー タ
・地磁気 マ イクロフ ィルム 1957年 以 降 6,200巻/100ft
・全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1957年 以 降 6,900巻/100ft
・DMSPマ イ ク ロ フ ィ ル ム デ ー タ 1972年 ～1980年 132巻/100ft
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(2)生 物 資 料 室
ワシントン条約や生物 多様性 条約 に端を発 した絶滅危倶種の保護 ・保存に関する国際的な動向に伴い,自 然史科学
の重要性が近年 より強 く認識 されるようになってきた 南極の動植物 については南極条約協議 会議の勧 告に基づ き,
我が国で も1982年 か ら法令 による保護措置が とられて きた その後環境保護に関する南極条約議定 書が発効 し,特
に環境の厳 しい極地に生息する生物 に対する保護 ・保存の問題,さ らには地球規模気候変動を検討す る ヒで も基礎的
な知見をもたらす生物標本の意義は益 々増大 していると言える
(2-1)世 界公共 植物標本 庫(World　 Public　Herbaria-NIPR)の 活動
国 立極地研 究所 では設 立 当時 か ら極地 植物標 本庫 を設け て標本の収 集,管 理 ・運営 を行 って きた 日本南 極地域 観
測隊 に よ り昭和基地 の周辺 地域 を中心 に南極 半島地域 等で収集 され た コケお よび地衣類 等,ア ラ スカ,エ ルズ ミア島,
スバー ルバルな どの北極 及 びそ の周辺域 への 調査 によ り採集 した ツ ン ドラ植物 な どを保管 し,カ タログの 出版,デ ー
タ公 開 を行 ってい る197g年2月,世 界公 共植物 標本庫　 World　 Pllbli(:　Herbaria-NIPR)　 と して登録 され,国 内 では
唯 一の標本 を含 む標本庫 と して学 術研究 や展 示貸 出 しに と利 用 されて きた、 本標本庫 で は諸 外国の 主 要な公 共標 本庫
との標本,環 境情 報の 交換 を進 め,さ らに充実 した国際 レベ ルの標 本庫の構 築,生 物 標 本の研究,管 理 ・運営の 国際
化 を図 ってい る.蘇 苔類 の標 本は極域 蘇苔類 標 本デー タベ ー ス,httl)://alltll)oss.nil)r.ac.jpA)s(lb.htm:1か ら検 索n∫能 と
なってい る,.
!,1)
②
[,31
蘇苔 類標本件 数{28937件 ・
植物 展示標本 件数 「2,640件'
ネ皮f-一季直牛勿亜門554
?果lii直牛勿亜門21
羊歯植物 亜門64
蘇 苔植物 亜門72
地 衣植物 亜 門1324
真菌植物 亜門9
冷凍 標本件 数2,449件
辛皮fi直 牛勿亜門13
蘇 苔類 亜門1687
車車由1築†直tl,勿!1巨FEj　g3
;豪1楽手直竿勿亜P!1261
紅藻 植物 亜門144
子易1築†直ヰ勿・亜門93
藍藻植 物 亜門5
地衣植物亜門 184
565
糸念標 本f牛 ‡文134026{'il}
(2-2)そ の他 の 生物標本庫 の活 動
ヒ記植物 標 本の他,南 極 を主 と して極域 にお ける各調査 に よ り採 集 された動物,プ ラ ンク トン標 本 を収 集 ・管理 し,
極域 生物 の研究 等 共同利用 に供 して きた 南極地域 観測 で採 捕 されたヘ ンギ ンやアザ ラ シ,ま た底 曳 き網,ベ イ トト
ラ ップやSCUBA潜 水 に よ り採 集 された魚,底 生生物 な どの動物 標 本約1500点 は,研 究 あ るい は公 共の 展示 用に貸 し
出 しを行 ってお り,一 部 の動物 標 本の画像 を極域 動物 標 本デ ー タベ ー ス としてwwwで 公開　(httl)://alltmoss.llipl・.ac.
jp/aspr/hyohon/illdex」.htmL　 して いる
(3)岩 石 資 料 室
第1次 南極観測隊以来,ド ロンニングモー ドラン ド,エ ンダビーランド,ビ ク トリアラン ド,エ ルスワース山脈な
ど,南 極大陸各地における地質調査によって採集 された岩石,鉱 物試料,約10000点 を地殻活動進化研究部門が保
管 ・管理 して,共 同研究や展示用に貸出 しをしている
外部への岩石試料の展示のための貸 し出 しは広報室を通 じて受け付けている 貸 し出 し試料データベースが用意さ
れている、
共同研究用のための岩石試料貸 し出 しは地殻活動進化研究部門で受け付けている
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岩石試料解析用主要設備(地 殻活動進化研究部門)
設 備 名 称 設置年度 規 格 用 途
蛍光X線 分析装置 H5 理学電機製RIX3000 岩 石鉱物 粉 末試料の 定
性 ・定量化学分析
粉末X線 回折装置 S60 理学電機製　RADIII 岩石鉱物粉末試料の定性
分析。
試料処理室 HlO ボー ル ミル他 粉 末試料 調整 、鉱物 分離 、
石工室 S54 岩 石 一次 切 断 機,ジ ョ ー ク ラ ッ シ ャ ー 他 。
岩石試料の切断,試 料調
整。
(4)低 温 実 験 室
低温資料部門が管理する共同利用施設で,-60℃ まで冷却で きる超低温実験室,-20℃ の自然対流冷却 による実験
室,-20℃ の強制対流冷却の実験室 と貯蔵庫からなっている、運転時間は,貯 蔵庫が終 日,他 は保守員の勤務時間内
(午前9時 ～午後5時 まで)で ある、
本年度の利用状況 を図に示す,延 べ利用人数は490人,延 べ利用件数は268件 であった.主 な利用は,資 料の保管
に加えて,南 極雪氷 コアの処理作業 と解析作業,北 極 グリーンランドコアの処理作業と解析作業,雪 氷 コア自動層位
観測装置の試作実験,氷 床 コア中の二酸化炭素の抽出実験,各 種観測機器の耐寒試験 などで,他 に第44次 観測隊関
連の利用があった
低温実験室月別利用人数 ・件数(平 成14年 度)
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IV.　南極地域観測事業
1.第43次 南極地域観測隊
1)編 成
人員60名(越 冬 隊40名,夏 隊20名
(1)越 冬隊
部 門 氏 名|所 属
{
副 隊 長 兼 越 冬 隊 長 神 山 孝 吉1国 立極地研究所研究系
!
定常観測 電 離 層 小 原 徳 昭 通信総合研究所
気 象 木 津 暢 彦 気象庁観測部
全 潰 晋 気象庁観測部
鎌 田 浩 嗣 気象庁観測部
ヒ 野 圭 介 気象庁観測部
長 井 勝 栄 気象庁観測部
研究観測 宙 空 系 山 田 嘉 典 東北大学ノく学院理学研究科
山 ド 丈 次 信州大学 工学部
吉 廣 安 昭 静岡大学工学部
気 水 圏 系 櫻 庭 俊 昭 産業技術総合研究所
齊 藤 隆 志 京都大学防災研究所
木F淳 小山工業高等専門学校学生課
高 橋 弘 樹 国立極地研究所研究系
吉 識 宗 佐 京都大学大学院理学研究科
1 地 学 系 櫻 勝 巳 北海道大学大学院理学研究科
吉 井 弘 治 京都大学防災研究所
衛 星 受 信 若 林 裕 之 国立極地研究所事業部'宇 宙開発事業団)
三「し 岩
n又 宮 機 械 窪 田 公 二 国立極地研究所事業部(株)関 電工)
ノく和田 道 則{国 立極地研究所事業部(㈱ 日立製作所)
; 半 田 英 男 国立極地研究所事業部1い す 哨 動車㈱)
1難 波 薫
海上保安庁警備救難部
中 村 俊 弘 滋賀医科大学業務部
1 石 井 敬 道 国 立極 地研究所事 業部 「ヤ ンマ ーエ ンジニ ア リング㈱)
1 塩 渡 進 国立極地研究所事業部 ・ヤンマー㈱)
| 中 野 浩 司 国立極地研究所事業部 ・株 原鉄工所)
|
吉 田 望1国 、乞極地研究所事業部[い す"自 動車 ㈱)
[
1 通 信 氏 家 宏 之1総 務省東北総合通信局
{
ミ
田 中 結 海 上保安庁警備救難部i
1調 理 栢 野 正 史 国立極地研究所事業部 琳 東條會館)
黒 田 健 二 国 、咤極地研究所事業部 い株1レタスクラブ 日本料理 きこにあ)
医 療
i
橋 本 道 紀:国 立極地研究所事業部1旭 川医科大学医学部!
下 枝 宣 史|千 葉大学 環境 リモー トセ ンシ ング研 究 セ ンター1
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[ 部 門1氏 名|所 属
設 営 環 境 保 全 黒 澤 康 孝 国立極地研究所事業部(三 機工業 ㈱)
設 営 一一 般 阿 部 素 士 国 立極 地研 究所 事 業部(NECテ レネ ッ トワー クス ㈱)
依 田 恒 之 国立極地研究所事業部(飛 島建設㈱)
ヒ 富 樫 幸 一 国立極地研究所事業部1㈱ 伊藤組)
; 石 崎 教 夫 国 立極地研究所事 業部(働 地球・人間環境 フォーラム}
1 藤 垣 雅 明 秋田大学教育文化学部
1 1{
川 添 昭 典1 九州大学総務部1
(2)夏 隊
1部 門 氏 名 所 属
隊 長 兼 夏 隊 長 西 尾 文 彦 千葉大学環 境 リモー トセ ンシング研究 セ ン ター
副隊長兼専 用観測 船担 当1 小 達 恒 夫 国立極地研究所研究系
海 洋 物 理 木 下 秀 樹 海上保安庁水路部
1定 常観測
1
ト
1
海 洋 化 学 野 坂 琢 磨 海上保安庁水路部
1
測 地 松 尾 健 一一・ 国土交通省国士地理院
|
1研 究観測
|
1
1
1
1
i
I
気 水 圏 系
〔専用観 測船 ・ 橋 田 元 国立極地研究所南極圏環境モニタリング研究セ ンター
地 学 系
1
宮 町 宏 樹
松 嶋 健
戸 田 茂
高m真 秀
高 橋 康 博
鹿児島大学理学部
九州大学大学院理学研究院附属地震火山研究観測セ ンター
愛知教育大学教育学部
北海道大学大学院理学研究科附属地震火山研究観測センター
国立極地研究所事業部(日 本油脂㈱)
1
生物 ・医学 系
い 輯 観 測船・
川 目 創
工 藤 栄
水産総合研究センター遠洋水産研究所
国立極地研究所北極圏環境研究センター
1設 営 設 営 ・般
lII
l!| 1
|1
ミ
堀 日 清
安 原 達 二
井 筒 達 也
山 崎 慶 太
勝 田 豊
金 野 宏 明
江 連 靖 幸
国立極地研究所事業部(朝 日航洋㈱)
国立極地研究所事業部(朝 日航洋㈱)
1国 立極地研究所事業部(日 新電機㈱)
国立極地研究所事業部(五 洋建設㈱)
国立極地研究所事業部
千葉大学総務部
国立極地研究所事業部1
○ 同行者(昭 和基地 ・しらせ)
:氏 名 所 属
1重 川 英 介 西日本新聞社
根 岸 邦 典
|
日本放送協会
1ド 野戸 憲 義 日本放送協会
西 出 淳 日本放送協会
1山 ド 幹 也 総合研究大学院大学数物科学研究科
渡 邉 篤 志 九州大学大学院理学府
神 谷 大 輔 白Li巨1業 ㈱
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○ 同行者(専 用観測船)
氏 名
木
川
?
??? 周
尚
修 平
信 明
Sandrlc　Chee　Yen　Leun8
?????
????
?????????
C.Wexel-Reiser
谷
松 伸
末 和
追 修
中 純
藤 壽
剛
江
宏
??
????
???? ?
東京大学大学院農学生命科学研究科
東京大学大学院農学生命科学研究科
滋賀県立大学環境科学部
創価大学 大学院工学研究科
創価大学 大学院一1:学研究科
国立極地研究所南極圏環境モニ タリング研究センター
総合研究 大学院大学数物科学研究科
石巻専修大学理工学部
石巻専修大学大学院理工学研究科
東北 大学大学院農学研究科
名古屋大学大学院環境学研究科
国立極地研究所研究系
名古屋大学大学院環境学研究科
トロムソ大学大学院水産学研究科
広島大学大学院生物圏科学研究科
北海道大学大学院地球環境科学研究科
京都大学化学研究所
海洋科学技術センター
㈱ マリン ・ワー ク ・ジャパン海洋科学部
筑波大学研究協力部
2)観 測項 目一覧
(1)昭 和基地及びその周辺における越冬観測
〔定常観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
電 離 層 ○電離層垂直観測 通信総合研究所
i ○電波 に よるオー ロラ観測1
1
11
|I
I
○ リオ メー タ吸収 の測定
○電界強度測定
1 OVLF電 波の測定
l
lた.-
1ヌ 、 象 ○拙地ヒ気象観測 気 象 庁
○高層気象観測
○特殊ゾンデ観測
○ オゾン観測
○日射量観測
○天気解析
1潮 汐 ○潮汐観測 海 h保 安 庁
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〔プロジ ェク ト研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
1宙 空 系
南極域からみた地球規模環境変化の総合研究 国立極地研究所
・南極圏広域観測網 による太陽風エ ネルギー流入 と電磁圏応答の研究
・極球大気圏 ・電離圏の ヒ下結合の研究
ー
l
I
F
人工衛星 ・大型気球による極域電磁圏の研究
1気 水 圏 系 南極域からみた地球規模環境変化の総合研究
南極域における地球規模大気変化観測
|
氷床一気候系の変動機構の研究観測
地 学 系 南極域から探る地球史
・総合的測地 ・固体地球物理観測による地球変動現象の監視 と解明
生 物 ・医 学 系 南極域からみた地球規模環境変化の総合研究
低温環境Fに おけるヒ トの医学 ・生理学的研究
1
〔モニタリング研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
宙 空 系 極域電磁環境の太陽活動 に伴 う長期変動モニ タリング 国立極地研究所
・オーロ ラ粒子エ ネルギ ーの極 球流 入のモ ニ タリング
・オーロ ラ電磁 エ ネルギーの極域流 入のモ ニ タリ ング
l
111
・電磁波動による磁気圏のモニタリング
|
気 水 圏 系1 地球環境 変動 に伴 う大気 ・氷床 ・海洋の モニ タ リング
・大気微量 成分モ ニ タリン グ
・氷床氷縁監視 と氷床表面質量収支のモニ タリング
南大洋 イン ド洋区における海洋循環 と海氷変動のモニタリング
地 学 系 南極 プ レー トにおけ る地学現 象の モニ タ リング
昭和基地 及びリュツォ・ホルム湾域 におけ る地震 ・地殻変動 の モニ タリング
生 物 ・医 学 系 海氷圏変動に伴う極域生態系変動モニタリング
・海洋生 産モ ニ タリング
1-
-
|-
・海洋大型動物モニ タリング
陸上生態系長期変動モニタリング
1
共 通 衛星データによる極球地球環境変動のモニタリング
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(2)船 上及び接岸中における観測
〔定常観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
海 洋 物 理 ○海洋物理観測 海 上 保 安 庁
海 洋 化 学 ○海洋化学観測 海 上 保 安 庁
測 地 ○基準点観測 国 土 地 理 院
〔プロジェク ト研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
宙 空 系 南極域か らみた地球規模環境変化の総合研究
南極圏広域観測網 による太陽風エネルギー流 入と電磁圏応答の研究
極域大気圏 ・電離圏の上下結合の研究
国立極地研究所
気 水 圏 系 南極域か らみた地球規模環境変化の総合研究
・沿岸域における海氷変動機構の研究1
|
地 学 系 ◎南極域から探 る地球 史
東南極 リソスフェアの構造と進化の研究H
南 インド洋の地球科学的観測
〔モニタリング研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
気 水 圏 系 地球 環境変動 に伴 う大気 ・氷床 ・海洋 のモニ タリング 国立極地研究所
大気微量成分モニタリング
南大洋 イン ド洋区における海洋循環 と海氷変動のモニタリング
地 学 系 南極 プ レー トにお ける地学現 象のモ ニ タリン グ
・南大洋 にお ける船 一ヒ地学 モニ タリング
生物 ・医 学 系 海氷圏変動に伴う極域生態系変動モニタリング
・海洋生 産モニ タリング
・海洋大型 動物 モニ タ リング
陸上生態系長期変動モニタリング
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(2)専 用観測船 による観測
〔プロジェク ト研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
気 水 圏 系 南極域からみた地球規模環境変化の総合研究
・大気一海洋間の二酸化炭素交換過程の研究
国立極地研究所
生 物 ・医 学 系 南極域からみた地球規模環境変化の総合研究
・海洋表層一大気間の物質交換過程に関する研究
・海洋表層から中 ・深層一海底への物質輸送過程 に関する研究
3)訓 練
(1)冬 期 総 合 訓 練
〔目 的〕第43次 南極地域観測隊の編成及びその他実施準備に資するため,隊 員候補者 に対 して,冬 期の寒冷地 に
おいて雪中行動等に関する各種訓練を実施 した,、
〔期 間〕 平成13年3月5日 ～3月9日
〔場 所〕長野県南安曇郡安曇村乗鞍地区を中心 とする一帯
(2)夏 期 総 合 訓 練
〔目 的〕第43次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動に関す る各種訓練や観測計画等 に関する講義を行い,所 要の
知識や技術 を習得 させると共に,団 体生活 を通 して隊員の相互理解 を深めるために実施 した、,
〔期 間〕平成13年6月25日 ～6月29日
〔場 所〕文部科学省菅平高原体育研究場 を中心 とす る菅平高原一帯
(3)部 門 別 訓 練
観測部門別訓練は,南 極地域において必要な機器の取扱いや保守訓練,オ ペ レーションを円滑に進めるための訓練
を,担 当部門ごと,出 発準備期間中に随時実施 した。
4)行 動概要及び観測概要
(1)夏 期行動経過概要
④ 往路の行動 と船上観 測
第43次 南 極地域 観測 隊 は第W期5か 年計 画の 初年度 にあた り,新 し く始 まる研 究観 測,ま た南 極へ の 新 しい ア ク
セ スな どが行われ た、.
・11月28日 に成 田か ら空路,パ ー ス市へ 向か い,フ リーマ ン トルか ら 「しらせ」 に乗船 した。 出発前 の2週 間は,
研 究観 測の 隊員 は観測 の最後 の準備 ・調整,設 営 隊 員 は重 機の訓 練 を行 った。 「しらせ」 に乗船 した後 は,暴 風
圏で動揺 の 中,「 しらせ」 乗員 ・観測 隊員 との打 ち合 わせ,諸 準備 を行 っ たが,2週 間で完 了 させ る こ とはか な
り厳 しい状況 にあ った。
なお,往 路 の 「しらせ」 は,例 年 にない左 舷53度,右 舷48度 とい う激 しい動揺 に遭 遇 したc,
一160一
・船 上観測 で は,晴 海 か らフ リーマ ン トル までの 間につい ては,前 次 隊 まで実 施 して きた項 目は大気分光観 測以外
は観測 中止 とな った、 フ リーマ ン トルか らは海 洋物理 及 び海洋 化学 観測 を行 った他,海 洋生物 関係 はCPRに よ
る プラ ンク トン採 集 のみ を行 った
・ 「し らせ 」で の船上観 測 とは別 に,専 用観測 船 に よるプロ ジェ ク ト研究観測 を行 った
② 昭和基地
12月18日 に第一便 を送 った後,「 しらせ一は氷海航行 を続 け12月23日 に昭和基地沖に接岸,直 ちに燃料の送油,
大型物資の氷上輸送を行った1月2日 からは 「しらせ」ヘ リによる一一般物資の本格的な輸送を行い,1月15日 に
第43次 隊の物資輸送は終 了した その後,1月22日 から42次 隊の持 ち帰 り物資及び環境保全に関連 した廃棄物の輸
送が29日 までに行われ,総 量は約280ト ンとなった
第43次 隊員による昭和基地の夏期建設作業は12月19日 より開始された 廃棄物保管庫の新築,見 晴 らしと昭和基
地 との送油管の建設,太 陽光発電用パ ネルの建設や給電装置の設置,配 電系統の整備など多 くの作業が実施 された。
なお,廃 棄物保管庫の床コンクリー ト打設作業は,夏 隊が基地を離れる2月 中旬 においても終了せず,越 冬隊 に残す
ことになった
③ 野外 観測 ・沿 岸観 測
第43次 夏 隊で は,人 工地震観測 が野外 観測 で もっ とも大 きな活動で あ った
・人工地震 観測 二12月22日 にS16へ の 人員,物 資輸 送 を終 え,観 測 ・旅行準 備の後,29日 に雪 上車 で発破 地点 に
向け出発 した また,チ ャー ターヘ リコプ ター に よるク レバ ス帯 の偵 察 を主 と した調査 ルー トの確認,人 員 の交
代,物 資 の 補給 な ど も行 い,1月26日 に発 破作 業 を終 「した2月6日 には第42次 ドーム旅行 隊 と ともに 「し
らせ」 に帰 投 した,、
人 工地震 の観測 は天候 に も恵 まれ,予 想以 上の成 果が得 られた
・沿岸観測:明 るい岬 か らラ ングホブデ,し らせ 氷河付近 の露岩 まで,多 くの地点 で,地 震,気 象,海 洋物 理,測
地,生 物,衛 星関連観 測 な どを実 施 した 「しらせ」 ヘ リお よびチ ャー ターヘ リの支援 に よ り,計 画 された観 測
はほぼ完 了で きた 、
④ チ ャーターヘ リコプ ターの運 用
チ ャー ターヘ リは,人 工地震 観測 を 支援 す る こ とを主 要な 目的 として運 用 し,観 測 人員 の交代,物 資補給,さ らに
地震計 のペ ネ トレー ターの投 ドと実験 の ための飛行 を実施 した そのほか,水 線 の垂直 ビデ オ撮影 や海氷 の調査,ハ
ドル調査,衛 星画像 の検 証の観測,さ らに報道 ・映像撮 影 な どに大変 有効で あ った.
15》 復 路の行 動 と船 上観測
第43次 夏隊 の復路 で は,一 しらせ」 乗組 員 に病 人が 出た ため,フ リーマ ン トル に寄港 す るこ とにな り,往 路 と合わ
せ暴 風圏 を4度 も通過す る こ とに なった
・ 「しらせ」 の 乗員 を フ リーマ ン トルへ 護送す るた め に,f.定 を少 し早め,2月12日 の最 終便 を もって残 る第42
次 越冬 隊,第43次 夏隊全 員 を 「しらせ 」 に収 容,2月15日 に氷海 を離脱 しフ リーマ ン トルに向か った2月26
日フ リーマ ン トルに一時寄港 後,再 び,南 極海 に もど り船 ヒ観測 を開始 した
・当初 計画 した停 船観 測 の地点 の う ち4測 点が 実施 で きなか ・・たが,3月4E]か ら18日 まで の問で,10測 点 での
停 船観 測 を実 施す る こ とが で きた
特 に,2月 上旬 に専 用観測 船 「タンガ ロア号」 が実施 した もの と同 じ測 点 で,時 期 の 異なる観測 を行 うこ とがで
きた,、
「しらせ 」 は,3月21日 にシ ドニ ー に入港,3月28日 に第43次 夏隊 員23名(同 行 者7名 を含 む1は 第42次 越
冬隊 員40名 とともに無事 帰 国 した
以下行動 経過 を別表 に示 した、
一161一
別表 第43次 隊夏期行動経過
年 月 日 事 項
2001年 11月28日 成田空港発,越 冬40名,夏16名(専 用観測船4名 を除 く),同 行者7名
11月29日 パ ー ス空港 着,フ リーマ ン トル にて しらせ乗船
12月3日 フ リーマ ン トル出港
12月5日 海洋観測開始
12月8日 南緯55度 通過
12月!!日 往路海洋観測終了
12月14日 リュツォ ・ホルム湾流氷縁着,砕 氷航行開始
12月17日 しらせヘ リコプター防錆解除作業終了
12月18日 定着氷縁着,昭 和基地への第1便
12月19日 緊急物資 ・人員輸送開始,夏 宿立上
12月22日 人工地震班の物資 ・人員輸送(Sl6)
12月23日 観測隊ヘ リコプター防錆解除作業
観 測隊ヘ リコプ ター昭和基地へ 飛行(2月3日 までBヘ リポ ー ト使 用)
昭和基地接 岸,氷 上輸 送 開始(貨 油輸 送 ～25日,物 資 輸送 ～29日)
12月29日 人工 地震震 源班,側 線 班,S16出 発
1
2002年 1月3日
1月4日
本格空輸開始
しらせ乗員の基地作業支援開始,持 ち帰 り廃棄物等(大 型)の 氷上輸送開始
1月5日 新 コ ンクリー トプ ラン ト稼動 開始
1月8日 人工地震震源班第1回 発破実験
1月9日 一般物資輸送終了,持 帰 り廃棄物輸送開始
1月15日 第43次 隊物資輸送終了
1月19日 「しらせ」昭和基地沖から弁天島に移動
1月20E[ 発 電機 オーバ ーホー ル完 了
1月21日 第42次 隊持帰 り物資輸送開始
1月23日 人工地震震源班第7回 発破実験(発 破実験完了)
1月29日 持帰り廃棄物輸送終了
1月31日 人工地 震震源班 ・測線班S16到 着,レ ドームパ ネル交換完 了
2月1日 越冬交代式
2月3日 観測 隊ヘ リコプ ター 「しらせ」へ 収容(観 測隊ヘ リオペ終了)
2月6日 人工地震震源班 ・側線班,沿 岸生物班撤収,「 しらせ」基地作業支援終了
2月7日 滑走路調査班撤収,太 陽光発電パネル増設完了
2月9日 測地班撤収(夏 期沿岸観測終了)
2月10日 「しらせ」弁天島から移動,航 路啓開開始
2月l!日 夏隊による昭和基地設営作業終 了
2月12日 基地在住の第43次 夏隊員全員をピックア ップ,昭 和基地最終便
2月13日 しらせヘ リコプ ター防錆作業(～2月15日)
2月15日 「しらせ」急病 人の ためフ リーマ ン トルへ 向け北一ヒ開始
2月21日 南緯55度 通過
2月26日1フ リーマ ン トル沖 到着,急 病 人下船後 海洋観測 のため南下 開始i
3月2日1南 緯55度 通過
3月4日 復路停船観測開始(～17日 まで)
3月16日 南緯55度 通過
3月17日 船上観測終了
3月21日 シ ドニ ー入港
3月28日 シ ドニ ー発,成 田着
(2)越 冬 経 過 概 要
第43次 日本南極地域観測隊越冬隊は,隊 長 ・神山孝吉以下40名 で構成され,全 員が昭和基地を拠点 として越冬 し
た,、今次隊では,南 極地域観測第VI期5か 年計画の初年度 として,定 常観測 ・プロジェクト研究観測 ・モニ タリング
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研究観測を行った。宙空系では 【プロジェ クト研究観測】 として 「南極域か らみた地球規模環境変化の総合研究」,
【モニタリング研究観測】 として 「極域電磁環境の太陽活動に伴う長期変動モニタリング」,気 水圏系では 【プロジェ
クト研究観測】 として 「南極域か らみた地球規模環境変化の総合研究」,【モニ タリング研究観測】 として 「地球環境
変動 に伴 う大気 ・氷床 ・海洋のモニ タリング」,さ らに 【その他の研究観測】 として 「昭和基地周辺のスノー ドリフ
ト対策観測及び建築的調査」,地 学系では 【プロジェク ト研究観測】 として 「南極域から探 る地球 史」,【モニ タリン
グ研究観測】 として 「南極プレー トにおける地学現象のモニ タリング」,生 物 ・医学系では 【モニ タリング研究観測
(生物 系)1と して 「海氷圏変動 に伴う極域生態系変動モニタリング」,【プロジェク ト研究観測(医 学系)】 として
「南極域か らみた地球規模環境変化の総合研究.,さ らに共通の課題である 【モニタリング研究観測】 として 「衛星デ
ータによる極域地球環境変動のモニタリング」を行 った 設営作業としては夏期間も含めて,第 二廃棄物保管庫兼車
庫建設 ・オーロラレーダアンテナ設置 ・衛星受信棟 レ ドーム補修 ・気象棟など補修 ・東部地区分電盤小屋建設及び整
備,燃 料送油装置改修,燃 料 タンク設置,送 電線工事,燃 料送油配管工事,暖 房機更新工事,太 陽光パ ネル工事,夏
期宿舎配水管工事,荒 金ダム配管工事,　IISDイ ンマル装置工事,通 信ケーベル工事,汚 水処理配水管工事,廃 棄物
処理 などを実施す るとともに,基 地の整備を行った2002年2月1日,第42次越冬隊より実質的な昭和基地の運営
を引 き継 ぎ,2月20日 には越冬成立となった2003年2月1日 に第44次 越冬隊へ引継 ぐまでの1年 間,基 地および
野外での観測,基 地設備の維持 ・管理などを実施 した44次 隊への越冬交代以降も120人 目程度の引継,観 測 ・設営
支援,残 作業などを終 了し,2月12日 に全員の 「しらせ、乗艦が完J'し た
帰路海洋観測 ・大気観測を行い,3月21日 にシ ドニーに入港,28日 越冬隊は全員空路帰国 した
越冬期間中の観測 ・設営作業を実施するに当っては,観 測 ・設営計画を事前に周知 し,人 員の融通に配慮 した 以
下天候,海 氷,基 地観測,野 外行動,設 営にわけて,越 冬期間中の概要を記す
① 天候 な ど
月別 に天候 状 況 を記載 す る
・2月;快 晴 ・晴れ の 日が 少 な く,風 の 強い 日も多か った 比較 的天候 に恵 まれた1月 に比べ る と野外 作業実 施 条
件が悪 くなった 、し らせ ヘ リ最 終便 の翌 日13日 か ら最 大瞬 間風 速45.7nVsを 記録 す る強風 に見舞 わ れ外 作 業 を中
止 してい たが,雪 も舞 い始め た14日20:30に 外 出注 意令 を発令 した16日7:00に 解 除 したが,相 変 わ らずの
強風 のた め外 作業 が 十△分 に出来 な い状 況が続 い た 、22日24:00頃 か ら風雪 が再 び強 くな り,翌23日7:30外 出
注意令 を発令,翌 日13:30解 除 した
・3月;前 半 は悪 天 が続 き,3日 には28時 間 に及ぶB級 ブ リザ ー ド・また9日 には39時 間 に及ぶA級 ブ リザ ー ド
に よって基 地周辺 は 白一 色 になった このA級 ブ リザ ー ドに よ り初め ての外出 禁止令が発 令 された。 その 後高気
圧が優 勢 とな り天 候 に恵 まれ,除 雪 に追 われ た ものの,再 び外 作業 を再 開 した しか し29日 に は再 びC級 ブ リ
ザー ドに見舞 われ た 、
・4月;発 達 した低気 圧が通 過す る こ とが 多 く,上 旬 と下旬 に4つ の ブ リザ ー ドを もた ら した。2日 か ら3日 にか
け てC級,9～l!日 にか け てA級,24～26日 にかけ てB級,29～30日 にか けて再 びA級 の ブ リザ ー ドで あ る
E旬 は気温 差が激 しく,8日 にはマ イナ ス29.3℃,10日 に はプ ラス0.5℃ を記 録 した。 中旬 には好 天が続 き,平
均 雲量 は比較 的少 な く,日 照時 間は多 くな った 、
・5月;27日 を最 後 に太陽 が姿 を消 した5月 は大 陸上 の高気 「王1の張 り出 しが 強い 日が 多 く,低 気圧 の昭和 基地
への接 近 を妨 げ,気 温 は比 較 的高 め に推 移 した 高 気圧 の張 り出 しが弱 まった3～4日 ,18～19日 にか け て低
気圧が接 近 し,ブ リザー ド基準 まで達す る悪天 を もた らした
・6月;太 陽は姿 を見せ な くな ったが比 較 的安 定 した天候 が続 いた ブ リザ ー ドもB級 ・C級 各1回 とい う穏 やか
な月であ った。 また気温 もこの時期 に しては比 較的暖 か く感 じられた 、
・7月;前 月か らの安 定 した天候 も上旬 までで終 了 し,強 風 を伴 う悪天 の 日々が 多 くなった、低 気圧の 度重 な る接
近の ため 平年 よ りも気温 が高 く,ま た暦 のltで は13日 か ら戻 って くるはず の太陽 も実際 に顔 を出 した のは17日
の みで,7月 の 日照 時間 は無 しとい う観測 結 果にな った2日,12～14日,15～16日 ,24～25日,26～27日
にかけて,5回 のB級 ブ リザ ー ドに襲 われ た
・8月;初 旬 ・中旬 に若干 晴 れ間 を見た もの の 全体 的 に曇 りが ち な 日々が続 き,6～7日 ・8～9日,24～25
日 ・28～29日 に かけて計4回 のC級 ブ リザ ー ドに見舞 われた、 月最低 気温 もマ イナ ス3L8℃ とこの時期 に比 較
す る と高 め,月'ド 均 雲 量は 多めであ った 既 に 太陽 は月の 初めには 一日5時 間 ・終 わ りには9時 間程 度顔 を覗か
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せて いるはず であ るが,天 候 に恵 まれず実際 に太陽 を見 た 日は少 なか った,、
・9月;好 天 と悪 天が は っ き りと区 別で きる 日が 多 く,2～3日 にか け てのC級 ブ リザ ー ド,そ の後 の好 天,　ll
～13日 にか け てのC級 ブ リザ ー ド,さ らに14～17日 にか けてのA級 ブ リザ ー ド,そ の後 の好 天,28～29日 に
か けてC級 ブ リザ ー ドと続 いた14～17日 にかけ ての ブ リザ ー ドは,最 大瞬 間風速57.9m/s最 大風速45.4m/s
と9月 としては 月1位,通 年の統計 で も3位 の 強風 を もた らし,外 出禁止令 の出 された基地 では一一時 視程 が1m
程度 となった
・10月;月 初 めの 数 日はマ イナ ス20℃ を ド回る 日が 続 いたが,そ の後 気温 は 高め とな った。 中旬 に接近 した低気
圧 は18日 に昭和 基地 にC級 ブ リザ ー トを もた ら した ものの,比 較 的安定 した 天候 が続 い た。総 じて,気 温 ・気
圧 とも高 めの安定 して いた.
・11月;天 候 は中旬 を除 き高気 圧 に覆 われ晴 また は薄曇 りの 日が 多 く,日 照 時 間 も多 か った。 一一方 月 平均 気温 は
例 年 に比 べ低 く,月 の最 高気温 がマ イナ ス0.3℃ と,10月 と して は最 も低 い気温 を記録 した。 また越 冬 開始後 初
めての ブ リザ ー ドが ない 月で あ った
・12月;高 気 圧 に覆 われ穏 やか な 日が 多か った、天 候 に恵 まれ た ものの気 温 は低 目 に推 移 した11月 で あ ったが,
12月4日 には,冬 明 け後気温 が初 めて0℃ 以上 とな り,最 高 気温 プ ラスL6℃ を記録 した。 この 日を境 に最 高気
温が0度 以 上となる[]が 多 く雪 も急速 に融け始 めた,,18日 か ら19日 にか けて接近 した低気圧 は12月 と しては観
測 史上4位 の 記録的 な 大風 を もた ら し,最 大風速 ・29.6nVs,最 大瞬間風 速 ・　40.OllVsを 記録 した。 なお雪が 降 ら
なか ったため か視程 が落 ちず ブ リザー ド基準 には達 しなか った
・1月;高 気圧 に覆 われて穏 やか な 日が 多か った、 特 に上 旬 は快晴 の 日が続 き,管 理棟 海氷側 な どを高 く覆って い
た雪 は どん どん解 けてい った,
'2'海 氷
年間を通 じて昭和基地付近の海氷は概ね安定 していた、
昭和基地 に到着 した当初の12月 か ら2月 にかけて,基 地か ら岩島方面には至 るところパ ドルが発達 していた そ
のため12月 後半から1月 初旬の氷上輸送は深夜に実施 した また2月 中には海氷上での行動は行わなかった、5月
に衛星画像で弁天島沖の海氷が大 きく亀裂が入っていることが確認 されたため,適 宜ポルポルメン,ネ スオイヤなど
の頂上か ら海氷状況の確認に努めたが,海 水面は確認できなかった,そ の後悔氷厚の確認に努めながら海氷 ヒの行動
を行 った9月 中旬のブ リザー ドで岩島の東側か ら基地にかけての海氷 上は大 きくドリフ トに覆われた。11月 にな
ると天候が安定 しハ ドルの発生が見 られた ものの気温が低いため午前中は安定 していた、,しか しながら弁天島沖には
海水面の拡が りが衛星から確認でき,不 安定要因が大 きいため12月 には宿泊 を伴 う海氷hの 行動は中止した、
3基 地観 測
基地観 測 は年 間 を通 して概 ね順調 に推移 した4月 に全停電が1回,9月 にブ リザ ー ドによるア ンテナ被害 が生 じ
た、年 間 を通 して定常 観測 ・電離層 部 門では電離層 観測,電 波 に よるオー ロラ観測,リ オ メー ター吸収測 定,電 界強
度測定,　VLF電 波 測定 を,定 常 観測 ・気象部 門で は気 象要 素観測,レ ー ウ ィンゾ ンデ観測,高 高 度 レー ウ ィンゾ ンデ
観測,オ ゾ ン全 量観 測,オ ゾ ン反転観 測,オ ゾ ンゾンデ観測,エ ア ロゾル ゾンデ観測,S16気 象 ロボ ッ ト観測,ヒ 向
き放射 観測 な どを行 った 宙 空系 で は 【プ ロジェ ク ト研究 観測 】「南極域 か らみ た地球 規模 環境変 化の総 合研 究」 南
極圏広 域観測 網 に よる太陽風エ ネル ギー流 入 と電 磁圏 応答の研 究1と して,大 型短波 レー ダー システム に よる広域 観
測,南 極大 陸 にお け る流 星バ ース ト通信路 の統 計的性 質 を調査 す るための予 備実験,流 星バー ス ト通信端 末 による デ
ー タ伝送 の予備実 験 ,移 動型 流星 バ ー ス ト通信 端末 に よるLOS通 信,及 びHFレ ー ダー干 渉計野 外校 正 に関す る予備
実験,極 域 大気圏,電 離圏 の上下結 合の研 究1と して,　MFレ ー ダー による中間圏 か ら下部熱圏 の風 速観 測,ナ トリ
ウム ラ イダー を用い た夏期の 中間圏 の温度観測,ナ トリウム温度 ラ イダーを用い た中間圏 の温度観 測,フ ァブ リヘ ロ
ー イ メー ジャに よる熱 圏風 の観 測 ,単 色 全 天イ メー ジャに よるオー ロラ/大 気 光観測,1-100Hz帯ULF/ELF電磁 波動
観 測,1人 工衛 星 ・大 型気球 に よる極 域電磁 圏 の研究}と してDMSP衛 星デー タ受信,　EXOS-D　 (あ けぼ の)衛 星 デ
ー タ受 信 を行 った 【モ ニ タ リング研 究観測 】 「極域電 磁環 境の 太陽活 動 に伴 う長 期変動 モ ニ タ リング」}オ ー ロラ粒
『エ ネル ギーの根 城流 入の モニ タリ ン列 として,イ メー ジ ング リオ メー タ観測,オ ー ロ ラ光学 観測,{オ ー ロラ電
磁エ ネルギーの 極域流 人のモニ タ リング1と して,地 磁 気絶対 値 及び3成 分観測,高 時 間分解能 地磁 気観測,庵 磁
波動 に よる磁 気圏 のモニ タリン列 と して,超 高 層モ ニ タリ ングなどを行 った。気水圏 系で は 【プロ ジェ ク ト研 究 観
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測】「南極域か らみた地球規模環境変化の総合研究」{南 極域における地球規模大気変化観測}　MSTレ ーダー観測 ・
事前調査,特 殊ゾンデ集 中観測,大 気中のエ アロゾル ・雲の リモー トセ ンシング,{氷 床 一気候系の変動機構の研究
観測{と して,内 陸旅行,雪 氷 ・海氷表面状態及びエアロゾル ・雪 ・降水の時空間分布の研究,マ イクロ波後方散乱
に影響する海氷の物理的特性に関する時間分布の研究,【 モニタリング研究観測】「地球環境変動 に伴 う大気 ・氷床 ・
海洋のモニ タリング」}大 気微 量成分モニ タリングLと してCO、 濃度連続測定 ・CH,濃 度連続測定 ・0・S濃度連続測
定 ・　CO濃 度連続測定 ・微粒 子粒径濃度連続観測　(OPC)　 等の定常測定 と維持,大 気サンプルリング,{氷 床氷縁監
視 と氷床表面質量収支のモニ タリング を行 った また 【その他の研究観測】「昭和基地周辺のス ノー ドリフ ト対策
観測及び建築的調査」 として,昭 和基地周辺のスノー ドリフ ト対策観測,昭 和基地周辺の建築的調査 を行った。地学
系では 【プロジュク ト研究観測】「南極域から探 る地球史jl総 合的測地 ・固体地球物理観測による地球変動現象の監
視 と解明}と して,超 伝導重力計連続観測,　VLBI観 測,衛 星軌道精密決定用DORIS観 測,【 モニ タリング研究観測】
「南極プレー トにおける地学現 象のモニ タリング」}昭 和基地及びリュツォ ・ホルム湾域における地震親 朋 として短
周期 ・広帯域地震計連続観測,沿 岸露 岩域における広帯域地震計観測,}地 殻変動のモニタリン列 としてGPS連 続
観測,地 電位連続観測,海 洋潮汐連続観測,沿 岸露岩域 におけるGPS観 測 ・重力測定を行 った、生物 ・医学系では
【モニタリング研究観測】「海氷圏変動に伴う極域生態系変動モニタリング」 海 洋基礎生産モニタリング として人
11衛星によるクロロフ ィル観測,陸 上生態系長期変動モニタリング,共 通で 【モニ タリング研究観測】「衛星デー タ
による極域地球環境変動モニ タリング」 としてノ(型アンテナによるERS-2衛 星受信,Lバ ン ドアンテナによるNOAA
衛星受信等を行った.以 下に各月の特記事項について列記 した
・2月;各 観測系では継続 している観測を引き継 ぐと伴に,持 ち込んだ観測機器の設置 ・調整作業に力を注いで き
た なお12日 ヘ リ物資輸送最終便で最後 まで観測を継続 してきたVLBIの 収録テープを しらせに輸送 した、宙空
系では 「南極域からみた地球規模環境変化の総合研究」 として 「流星バース ト通信端末によるデータ伝送の予備
実験」のため中国中山基地一昭和基地間の通信実験を開始 した
・3月;電 離層部門では全ての機器が運用を開始 し,結 果的 に月末の電力調査では今までの1年 間を通 して最大の
電力消費 となった。気象部門では強風による倒壊後中止 していたk向 き放射観測 を再開 した。気水圏系ではA級
ブリザー ドの収 まった12日 より気象部門と協力して特殊ゾンデの集中観測を行い22日 に終了 した。観測期間中,
幸い天候に恵 まれ十分な観測成果をあげることができた なお1日 より宙空系の光学観測開始による基地灯火管
制が始まった、
・4月;4日 発電機切替作業時の操作不具合による基地全停電が生 じた2月 に実施 した訓練手順に基づき復電作
業を実施 し,最 小限の被害にとどめることが出来た29～30日 にかけてA級 のブリザー ド期間中には,　VLBIの
集中観測等 を含め,各 観測棟に閉 じ込められながらも観測を継続 させた
・6月;オ ーロラ レー ダーの地震計 に対する従来か らの不具合影響が解消 した また成層圏が低温になる時期の
20～30日 にかけて第2回 目の特殊ゾンデ集中観測を行った
・7月;超 伝導重力計用ヘ リウムの液化 ・ノく型アンテナ6ヶ 月メンテナンスなどを実施 した
。
・8月;エ アロゾルゾンデの集中観測,　VLBI集 中観測を行った
・10月;14日 には宙空部門の基地灯火管制 も終わ りを告げ,16～26日 まで特殊ゾンデ集中観測を行 った
・　ll月;4～5日 ,12～13日,20～21日 の間VLBI集 中観測を行 った
・12月;越 冬期間中4回 目 ・最後の特殊ゾンデ集中観測を5～15日 にかけて実施 した。
・1月;電 離層部門は44次 隊 と協力 してll2MHzオ ーロラ レダアンテナ とレーダ装置を接続 し試験運用を開始
し,28日 初のオーロラエコーを確認 した 地学部門では引継 を兼ねて8～13日 にかけてヘ リウム液化 及び充填
作業を行った、.また16～17日,20～21日 にかけてVLBI観 測を実施 した
④ 野外活動
海氷が比較的安定 した3月 か ら海氷 上での活動 を開始 した 全てのルー トは事前 に氷厚 を実測,安 全を確認後行動
した、事前にス ノーモービル ・雪 上車などの運転訓練 などを行うと伴に,野 外における安全行動指針 ・レスキュー指
針などを整備 し,レ スキュー用そ りの常備など安全対策に努めた 以下月毎の野外活動 について,主 な宿泊を伴う野
外行動を中心に記載 した
・3月;氷 上偵察を続 けていた基地一 とっつ き岬までのスノーモービルによるルー トが14日 に開通 した、なお24
日に今後 さらに増加する野外行動 に備えスノーモービル講習会を行った
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・4月;西 オン グル ・テ レメ トリー小屋へ の海氷 上 ルー トが完 成 した、,また とっつ き岬 －Sl6ル ー ト完成 後,さ ら
に海氷 厚 調査 を進 め,SM50のS16か らの 海氷 上回収 が 可能で あ るこ とを確 認 した、 なお7日 か ら雪 上車 運転 講
習会 を開始 した
・5月;6～10日 にかけ てS16か らの 車 両 ・権 回収 を実施 した また7～8日 にか けて気 象 ・地 学部 門 に よる と
っつ き岬気 象 ロボ ッ トの 設置 ・　GPS及 び地 震計 での観測,13～14日 にか けて西 オングルの 超高層 モ ニ タ リング
観測 施 設の バ ッテ リー充電 を行 っ た、 また ル ンバ ・ラ ング ホブ デ方 面海 氷 南方 ルー ト偵察 と して,14日 に西の
瀬戸 まで の海 氷調査 を終 「した20～24日 にか けて,　SMIOO型 雪上 車3台 の整 備 を とっつ き岬 車両 整備 オヘ レ
ー ション第1期 として行 った
・6月;西 オ ングル超高層 モニ タリング観測 施 設のバ ッテ リー充電 の ための1泊 滞在行 動 を2回 行 った 、
・8月;昭 和基地南 方域 の野外観 測 に向けて,基 地西側 か ら海氷上南 方 にルー トを延 ば した。 中旬 には ルー ト11二作
と観 測 を兼ね て ラ ングホ ブデ方面 に5泊 の野 外調査 を行 った 内 陸観測 では,15日 に中継 旅行 隊9名 がS!6で の
支援 隊8名 と伴 に基 地 を出発 した,16日 よ り内陸旅 行 を開始 し,み ず ほ基 地 を越 えて中継拠 点 に向か った。 行
動 期 間中 の平均 気温 マ イナ ス35℃,最 低 気温 マ イナ ス48℃ で あ った、 また とっつ き岬 車両 整備 とSl6・ とっつ
き両 ロボ ッ ト気象計 バ ッテ リー充電 旅行 を行 った、.西オ ングルバ ッテ リー充電 は,太 陽が戻 る と ともに最 後の宿
泊旅行 を19日 に終 えた 、
・9月;昭 和 基地 南方域 の野外 観測 は,ス カー レンルー トが 開通 した.内 陸観測 で は,8月15日 に基地 を出発 し
た中継拠 点旅行 隊9名 はマ イナ ス70℃ に も及ぶ低温 下での 旅行 を終 え21日 に帰着 した。 月末30日 には 中継 拠点
旅行 か ら帰 着 した車両 も含め た整備の ため,と っつ き岬 車両整 備旅行 に出発 した。
・10月;6～9日 にか けて スカー レン地域 の気 象計 の保守 を行 った。権 整備 ・旅行 準備 作業 な どに追 わ れて きた
ドー ム旅 行隊 は12日 に昭和 基地 を出発 した。併 せ て基地か らは12～13日 にか けてS!6で 出発 支援 活動 を行 った。
また 大陸上滑 走路 適地 調査(滑 走路 調査隊)が ドーム旅行 隊 と一一部行動 を伴 に して出発 した。 ドー ム旅 行隊 はそ
の後 車両 の トラ ブル に見舞 われ代 替 え車両 を利用 す る こと とな り,そ の ため滑 走路調 査隊 及 びその後16日 に内
陸 に向け て昭和 基地 を出発 したLOS通 信実験 ・地震 ア レイ観測 隊が,約70km内 陸 に滞在 して い る旅行 隊 に代 替
え車両 を引 き渡 した.　LOS通 信実験 ・地震 ア レ イ観測 隊 はその後 観測 旅行 を続 け31日 に昭和 基地 に戻 った。 ド
ーム旅行隊 はその後 中継拠 点 ・ドー ムに向け て内陸旅行 を続 けてい る、,また滑走路 調査 隊は いった ん基 地 に戻 り,
再 び27～29日 にか けて調査 を行 った27～29日 にはラ ングホブデ に第 一・回目の研修旅行 を実 施 した1,
・11月;ド ー ム旅行 隊11名 は,13日14:00無 事 ドー ムふ じ観 測拠 点 に到着 した。 次隊 越冬 に向 け ての基 地再 開
作 業 ・新た な建設作業 を開始 した。 基地で は天候 の安 定 に伴い野外 活動が活 発化 した。 日照時 間が多 い もの の気
温が低 く,海 氷 状態 は地域 的に は安定 していた。 一方衛星 な どの広 域情報 で は,沖 合 いの海氷流 出の影 響が懸 念
され た 、安 全 を考慮 し月後 半 で は気 象 条件 を 十分検 討 し短 期 間 の野 外活 動 に限 って 実施 した 。気 象 ・海 氷 ・
GPS　 ・地震 ・重力 な どに関連 した観測 を行 うと伴 に,隊 員 の沿岸地域 な どでの研修 に努め た。
・12月;2日 ,ド ームふ じ観測 拠点 で基 地再 開作業 に当 ってい た隊員ll人 の うち3名 がS16に 向 けて出発,16日
に到 着,昭 和 基地 に23日 に帰 着 した.海 氷状 況の悪 化 に伴 って1日 に最後 の海氷 上の ル ー トを利用 して の 日帰
り生物 調査 を行 っ たの ち,車 両 を利用 した遠 距離へ の野 外行 動 は 中止 した。44次 隊 と協 力 して,氷 上 滑 走路 設
置地点 調査 ・ 「しらせ」 か らの氷上輸 送ル ー ト調査 を行 った
⑤ 設 営
電力,造 水,燃 料,通 信,食 糧,医 療 といった基地 ライフラインの維持 ・管理に加 え,車 輌 ・通信機器 ・各種機器
の整備,野 外観測 支援,建 築,廃 棄物処理,大 型 アンテナ保守 ・運用,　LAN監 視,除 雪など様 々な作業を行 った
作業に当っては,設 営系隊員のみならず,観 測系隊員も適宜協力 した。以下月毎に特記事項のみ記載 した。
・2月;予 定 された夏作業は!l日 までは43次 夏隊員,さ らには42次 越冬隊員の支援 を仰いで進め られ,さ らに
「しらせ」の基地作業 支援 も5日 まで続いた 太陽光発電 システムは7日 に最終確認が終了 した。また強風のた
め作業の中断はあったが仮作業棟の シー ト張替え工事を実施 した、さらには2号 機から1号 機への電源切替えと
併せて,東 部配電盤小屋新設に伴 う東部地区部分の電線張 り替 えと東部地区部分の計画停電などを行 った。
・3月;貴 重な外作業の出来る期間であるため,廃 棄物の整理 ・集積などを進めたtt　また今後の野外観測 に備えス
ノーモービルの整備 を行 うと伴に,懸 案であった装輪車の整備を ド旬より開始 した,夏 期間か ら継続実施 してき
た燃料送油管Il事 も終 了し,18日 には管理棟の海側に廻 らされていた足場 を解体 ・撤去 した。20日 には第2廃
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棄物保管庫兼車庫の建築工事が終 了した
・4月;発 電機切替え ・装輪車の整備 ・弱電線の張替え点検 ・観測倉庫の外壁改修工事などを続けた 廃棄物の整
理 ・集積などを行 うと伴に,デ ポ山の持 ち帰 り廃棄物回収作業は,初 期の目標を達成 し,積 雪状況 も鑑み終 了し
た また全隊員に対 して越冬後初めての健康診断を実施 した 野外活動 に備え,隊 員に雪 ヒ車運転訓練 を行っ
た
・5月;雪 に埋 まり凍結 していた荒金 ダム循環ライン復旧1:事 を行い,ダ ムの水が再び溶け始めた ブリザー ド期
間中に基地の機械設備説明会を行い.基 地設備の理解を促 した レスキュー訓練 ・火災訓練などの反省会を行い,
越冬期間中の安全を議論 した また希望の隊員へ 重機運転訓練を適宜開始 した 防火防災機器 ・設備の点検 を随
時行ってきたが,各 防火 ・防災区画を対象に安全点検を開始 した
・6月;次 隊の調達参考のため在庫確認に取 り掛かった 防火訓練時にガス圧式消火器取扱い説明会を実施 した
・7月;130kl水 槽循環ポ ンプの一一時停止,車 両燃料の低温によるパ ラフ ィン化現象などが発生 し対応 に努めた
野外観測に向けて,そ りの補修作 業を行 うと伴に,SM100系 雪.ヒ車の整備 を22日 からとっつ き岬に泊 りがけで
実施 した、整備はブリザー ドの続 く中,27日 までの予定を29日 までに延期 して計 画の遂行に努めた
・8月;λ く陽が戻って くるとともに徐 々に太陽光発電装置が稼動 し始めた 内陸調査の準備作 業としてSM102の
基地回収,SMI13の 大陸搬 入を行った 中継旅行隊が出発 し燃料の内陸搬入を行った
・9月;内 陸 ドーム旅行の準備作業 としてsM102　 ・　sMlO3の 大陸搬送,　sMll5の 基地回収を行 った
・ユ0月;ド ーム旅行隊が基地再開作業に出発 した 連日重機を使用 し先月のA級 ブ リザード後の除雪作業 を続け
た、通信 ・調理部門の隊員が ドーム旅行 に参加 したため,交 代要員など部門への支援体制の整備に努めた
・11月;9月 のA級 ブ リザー ド後ユ0月に さらに ドリフ トが成長 し重機の利用 も含めて除雪 に努めた、また大陸 ヒ
S16で の44次 隊受入準備 と閉鎖作業を行った
・12月;21日43次 隊 ・44次 隊合同で,滑 走路 」;定地及び氷一ヒ輸送ルー トの海氷調査 を実施 した、除雪 ・夏期宿舎
の立ち－Llげなど44次 隊受 入準備を進めると伴に,28日 か ら31日 にかけては氷 ヒ輸送の荷受 け ・配送に追われた
・1月;「 しらせ」の接岸以降続けられていた氷上輸送は元旦の休みを挟んで5日 まで続いた一4日 深夜には大型
車両 などの重量物資の氷上輸送を実施 した6日 か ら始 まった本格空輸作業は28日 までに全ての受入物資 及び
殆 どの公用持 ち帰 り物資が終 了し,31Hの 私物輸送でほぼ完rし た 手空 き総員で輸送作業 に対応 した 定常
業務 に加え,引 継資料の作成 ・引継業務を行った18日 に防火 ・防災訓練,22日 に計画停電訓練 を実施 し,基
地の安全管理 に努めた
5)南 極地域活動計画確認申請
「南極地域の環境の保護に関する法律」の規定に従い,第44次 南極観測隊活動 として,観 測船 「しらせ一 による
輸送,各 省庁が行 う定常観測,国 立極地研究所が担当する研究観測.設 営計画等 について82項 目の申請 を南極地域
観測統合推進本部長である文部科学大臣か ら環境 ノく臣に対 して行い,環 境大臣の確認を受け,観 測隊員,同 行者及び
「しらせ」乗員の全員が 「南極地域活動行為者証」の交付を受けた
この内2件 「インテルサ ッ トアンテナ基礎Il事 等の ヒ木作業」及び 「送油配管工事等の屋外設備作業」については.
初期の環境影響評価書(IEE　 を添付 した
6)大 型南極地域観測用物品の再利用
当研究所では,毎 年4月 に南極観測船 「しらせ」 により,南 極地域観測事業で不要となった多数の廃棄物品を持ち
帰 っている
これらの廃棄物品の有効利用 と南極地域観測事 業の 普及のため,全 国の科学博物館等 を対象に展示等 を目的 とした
譲与,並 びに無償貸 与を行っている
毎年2月 ド旬 までに国立科学博物館を始め とする全国科学博物館協議 会に加盟 している約260の 博物館等に当該の
物品の展示希望等について照会 し,希 望のあった物品に関 して,所 内の南極地域観測廃棄物品再利用検討委員会に諮
った上で,雪 上車 ・建物等について譲渡,並 びに貸与を実施 しで、・る
昭和57年 から平成14年4月 までに譲渡,並 びに貸与を実施 した機関は,別 表の とお りである
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廃棄物の再利用状況
1 物 品 名 貸与又は譲与日 貸 与,譲 与の別機 関 名 貸与 譲 与
名古屋港文化センター 小型雪上車KC20-1
観測隊員服装1式
昭和60年8月
同上
○
ス ノーモー ビル
木製2ト ン儀
平 成10年4月13日
同 ヒ
○
大型雪 上 車SM50-6 平成11年4月13日 ○
西堀栄三郎記念探検の殿堂 大 型雪 上車　 SMIOO-1
木製2ト ン儀
平成10年12月
平成10年4月13日
○
稚内市青少年科学館
1
小 型雪 一ヒ車SM25-1平 成10年9月
第10居 住 棟 ラ ウンジ`
木 製2ト ン儀
同 上
平成10年4月13日
c
無線棟
小 型雪上車KD20
木製 大儀
テ ン ト
寝 袋
羽 毛服!上 ・下、
平 成10年4月1日 ～
昭和57年4月
同 ヒ
同 ヒ
同 ヒ
同 ヒ
○
陸別町 小型雪 上車SM25-2
木製2ト ン権
平成10年
平成10年4月13日
○
紋別市立流氷科学セ ンター ス ノ ー モ ー ビ ル 平成10年4月13日 ○
石川県 立航空プラザ ピラ タスホー ター1号 機 平 成5年9月1日 ～ ○
いす"自 動 車 65kVA発 電機 平成10年4月13日 ○
1ミ サ ワ ホ ー ム 第10居 住棟パネル1枚 平成10年 ○
財団法人能宗文化財団福山自動
車時計博物館
小 型雪一ヒ車SM25-3
発電機'45kVAl2台
ハ イシ ョベ ル(MS30)
移動電 源車/ZX-24A1
木製2ト ン権3台
中型雪 ヒ車SM-505
平成11年4月13日
平成12年4月13円
平 成13年4月13日
同 ヒ
同上
平 成14年4月13El
○
白旗南極探検隊記念館 大 型雪 ヒ車KD60-5 平成12年4月13日 ○
ヤ ン マ ー デ ィ ー ゼ ル 〔株1
　
発電 機(200kVAI;平 成9年3月 ○
1新潟県立自然科学館
|
大型雪L車KD604平 成13年4月13日1 ○
2.外 国基地派遣
1)交 換科学者
(1)期 間
平成14年12月15日 ～平成15年2月5日
(2)日 程
平 成14年12月15日 東京1成 田}発
ロ ン ドン着
BAS(ケ ンブ リッジ!に て打 合せ
12月20日 ロ ン ドン発
12月21日 フ ォー クラ ン ド着
12月22日 フ ォー クラ ン ド発
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lF成15年1月31日
2月1日
2月2日
2月4日
2月5H
ロゼ ラ基地着
観 測 及び調査
ロゼ ラ基地発
フォー クラ ン ド着
フォー クラ ン ド発
ロン ドン着
ロ ン ドン発
東京{成 田!着
(3)派 遣者
片寄祐作/横 浜国立大学 ・助手
(4)目 的
南極周回気球の地 ヒか らのテ レメ トリー受信,ロ ゼラ基地における英国の超高層物理観測の実状調査
(5)観 測概要
南極周 回気球 に よ り得 られ る観 測 デー タを地 ヒにお いてテ レメ トリー受信 す る ことを主 な目的 として,英 国 ロ
ゼ ラ基地'南 緯68度,西 経68度,に 渡航 した 今回の 南極周 回気球 は複 数の観測 機器 を搭載 した地球物 理観測 気
球 が3機,一 次電 子観測 気球　1BETS　 が]機 放球r・定 であ った 気球 か らの観測 デ ー タの受信 には主に イリジウ
ム衛星が 用 い られ たが,衛 星 によるデ ー タ送信 量は最 大2.4kbpsで あ りBETSに よ り得 られ る膨大 なデー タを転 送
す る には 十分 では な く,ま た観測 を確 実 にす る ため に も地 ヒでの テ レメ トリー受 信 が必 要で あ る と予想 された
4機 の 内地球物 理気球2機 が'iL成15年1月13E-i,14日 にそれ ぞれ放球 に成功 した 気球 は20knVh　 ～　40knVhの 範
囲で速度 を変 化 させ なが ら南 極大 陸に沿 うように航 行 し,1機 目が1月20日`ロ デ ラ時)の 明 け 方,2磯 目が21
日明 け 方に基地 か ら南方約400km付 近 を通過 した デ ー タ受信 はそれぞ れ20日2時 か ら9時 まで,20日19時 か
ら21日7時 まで行 いf分 なデー タが 記録 され た 本テ レ メ トリーで受信 可能 な範囲 は当初300km程 度以 内で あ る
と}二想 され たが 日本で デー タを解析 した ところ全 てのデ ー タが う ま く受信 され たこ とが分 か った
気球 が 到来す る までの待 機の時 間 は,地 球 物理 等の 科学 者 と談話 会 を開 くな どの交流 を し,ま た基地 内の作 業
の補 助等 を行 った
2)外 国共同観測
(1)期 間
'F成14年10月28日 ～'F成14年12月29日
(2)日 程
平成14年10月28日
10月29日
10月31日
11月16日
12月16日
12月27日
12月28日
12月29日
日本発
レ ・ユ ニオ ン島`仏 領 着
観測 船 マ リオン ・デ ュフ レンに乗船
レ ・ユ ニオ ン島発
ケル ゲ レン島着
研究 観測
ケル ゲ レン島発
レ ・ユ ニオ ン島着
レ ・ユ ニオ ン島 発
日本差
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(3)派 遣 者
佐藤克文(国 立極地研究所 ・助手㌔
(4)研 究課 題
南極海中深層域における餌環境と大型捕食者の潜水行動様式に関する研究
(5)目 的
亜南 極 ケルゲ レン島に生息 す るマ カロニベ ンギ ン キ ングヘ ンギ ン ミナ ミゾウ アザ ラシを プラ ッ トフ ォーム
とした南極 海 中深 層域観 測の実 施
(6)観 測 概 要
1)日 本 とフ ラ ン ス領 レ ・ユ ニ オ ン島の 問 は,民 間 機 を使 用　tt　フ ラ ンス領 レ ・ユ ニ オ ン島 か ら ケル ゲ レ ン島
(49°S,70°E)ま で,フ ラ ンスの観測船　(Marion　 Dufresne)　 を利用 して,人 員 ・物資 の輸送 を行 った
2)ケ ルゲ レン島で は,基 地周辺 にお いて ミナ ミゾ ウアザ ラシ調査 を行 い,基 地 よ り70km離 れたCap　 Cotterで
はマ カロニヘ ンギ ン集団繁殖場 脇 におい てマ カロニヘ ンギ ン調査 を行 った、
3)各 対 象動物 ヘ デー タロガー を装 着 し,一 一定期 間後 に 回収 した デー タロガー は,　PD2GT　 (遊 泳 速度,深 度,
加速度,温 度),D2GT(深 度,加 速 度,温 度),DSL(静 ⊥ヒ画像,深 度)を 用 いた 、
3.昭 和基地等の施設概要
1)昭 和基地
(1)位 置
昭和 基 地 は東南 極 リュ ツ ォ ・ホ ルム湾 東岸 の大 陸 氷縁 か ら西 に4　 km離 れ た 東オ ン グル島 上にあ り,天 測点 は
69°OO,22"S,39°35'24"Eで 標 高は29.18mで あ る.
(2)建 築 物
建物53棟 の総床 面積 は約6,298.6m－ で発 電棟3,作 業棟2,居 住棟2,観 測 ・研究棟17,ロ ケ ッ ト関係棟4,多
目的衛 星デ ー タ受信 システム,倉 庫3,燃 却炉棟,廃 棄物 集積場,放 送 スタジオ棟等 が,東 オ ングル島の岩 盤の ヒ
に建 て られ てい る 他 に,見 晴 らし岩西側 に燃料 貯蔵 タンク,観 測棟東 側 と電 離棟周辺 には各種観測 用の ア ンテナ
群 及びセ ンサー類が あ り,基 地北側 の ア ンテ ナ島 に送信棟 及 び送信 ア ンテナ群が あ る.
(3)電 力
発 電棟 に300kVA(240kW)2基の発 電機 が配備 され てい る、通 常 は300kVA発 電機1基 の運転 で基地 全体の電 力
を賄 ってい る また,非 常 用 と して,基 地 主要部 か ら離れ た夏 期隊 員宿 舎の非常 発電 棟 に200kVA発 電 機2基 を設
置 して いる。そ の他,小 型発電機 小屋 に50kVA発 電機2基 を設 置 して いる、
(4)車 両,航 空機
夏期 の建設作 業 には,ク レー ン車,ダ ンプ トラ ック等の装 輪 車があ り,冬 期作業 用 として ブル ドーザー,パ ワー
シ ョベ ル,小 型雪上車,内 陸や沿岸域 な どの野外調 査用 と して大型雪 ヒ車,中 型雪 上車,小 型雪 上車,浮 浮ヒ型雪 上
車,ス ノーモ ー ビル,小 型航 空機等 が設 置 され ている
(5)通 信
昭和 基地 と国内 との通信連 絡 は,イ ンマ ルサ ッ ト衛星 を利 用 して行 われて お り,電 話,フ ァックス,テ レックス
な どが利 用で きる また,極 地 研究 所 との 問では,こ の衛 星を利用 した静止画像 伝送(SSTV)の 運用 も行 われ て
い る 電 報 は,昭 和基 地 とNTT東 京電 報 サー ビスセ ン ター間 をイ ンマ ルサ ッ トの フ ァ ックス通信 で結 び,送 受信
され る,短 波 通信 は,内 陸 基地 や旅行 隊 との連絡 に用 い られ てい るが,共 同FAXニ ュー スの受信 も行 われ る、 ま
た,1997年2月 か らは電 子 メールが利 用で きる ようにな った.
(6)医 療
2名 の医療 隊員が派 遣 されてお り,医 療器 具 も大型 レ ン トゲ ン装 置か ら歯科治療 台 まで 一一応 の もの は備 え付 け ら
れて いる
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Ai5
口
口球練「》o◎ 管制棟
焼却炉棟
旧電離ao
ン輸ダム
Sl居 住棟{
第鋸 住棟 飾 棟
ミ ー 礁 モ゜
地磁気変化計室
150m
発電棟
第1、2冷 凍庫
管理棟
旧焼却炉棟
廃棄物集積場
旧娯楽棟
作業工作棟
仮作業棟
金属貯油タンク
ポンプ小屋
100kl水槽
130kI水槽
理棟
/放送スタジオ棟
◇
地震計室
s
重力計室
昭和基地建物一覧
建 物 名
建設年1隊 次 、 構 造
1 床面積m 現 在 の 用 途
」一ーー
.ー
1 娯 楽 棟
1957.ヨ
40
木製ハネル1断 面図は旧電離棟 と同じ)
常温食糧庫
ーーー1
.
電 離 棟1;
1966/71
40
木製パネル
電離層観測,倉 庫
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建 物 名
建設年(隊 次1 構 造
床面積m 現 在 の 用 途
1`地 磁 気 変 化 計 室
　
1966(7)
12
木製パネル,特 殊 コネクター使用
地磁気絶対測定
`旧 」茎 イ言 干栗
　
1966(7)
29
軽 量鉄骨,木 製パ ネル,12次 で14.5m1を 増設
窪見 損1」 千束
1967(8)
138
高床,木 製パ ネル
気水圏,超 高層観測,個 室2
1放 球 棟 1995(36)
24
高床,木 製パ ネル
気象ゾンデ放球
幅 制 棟 1967(8)28
高床,ア ル ミハ ネル
夏期:し らせ電 信室
E
第2夏 期 隊 員 宿 舎
;
19992000(40,411
257.5
高床,木 製パネル(旧9ユ3居 住棟移設,機 械室増設)
1
1レ ー ダ ー テ レ メ ー タ ー 室 1969(10)
86
高 床,鉄 骨,木 製 ハ ネ ル
ロ ケ ッ ト レ ー ダ ー,テ レ メ ー タ ー
1コ ン ト ロ ー ル ・セ ン タ ー
[
1969(10)
22
高床,鉄 骨,木 製パ ネル,12次 で移設
夏期:し らせ ヘ リコプ ター管制
1
発 射 台
1970(11)
135
高床,鉄 骨,タ ー ンテー ブル,上 屋 な し
ロケ ッ ト発射
1観 測 倉 庫
}
1970(11)
81
高床,軽 量鉄骨,折 板
電離層,気 象を除 く観測部門倉庫
1第11倉 庫
1970(11)
204
軽量鉄骨,鋼 板パネル
設営部門倉庫
1972(13)椎 葉 庫
67
高床,木 製ハ ネル
ロケ ッ ト格納 庫
気 象 棟
1973(14)
101
高床,木 製 パ ネル
気 象観測,屋 上 にパラボ ラア ンテ ナ
1
気 象 棟 前 室
|
1973(14)
27
高床,軽 量鉄骨,木 製パネル
気象用倉庫
　
環 境 科 学 棟
1974(15)
101
高床,木 製パネル
生物,医 学観測
送 信 棟
1975(16)
72
木製パネル
短波通信送信機室
電 離 層 棟
1977118)
101
高床,木 製パネル
電離層観測,大 小便所
地 学 棟
1977(18)
101
高床,木 製パ ネル
地学,雪 氷,地 震観 測
水 素 ガ ス 発 生 機 室
1978(19)
8
高床,木 製パ ネル
気象倉庫
夏 期 隊 員 宿 舎
(20,21,41)
1979,80.2000
435.4
高床2階,木 製パ ネル
48ベ ッ ト,60名 食 堂,風 呂,便 所
i
煽 報 処 理 棟
1981(22)
94
高床,木 製パネル
宙空観測
1発 電 棟
1(23
,24)
1982.83
425
鉄 骨2階,鋼 板 パ ネル,木 製パ ネル
300kVA発 電機2基,冷 凍庫,暗 室,風 呂,便 所,洗 面,理 髪室
1
:仮 イ乍 業 棟 1985(26)
　 ll2
ハ イプ,断 熱 シー ト
航空 ・建築物 品庫,土 木 作 業
イ乍 業 ユニ 作 ホ東
1986(27)
289
鉄骨,鋼 板パネル,木 製パネル
車両整備,機 械物品庫
衛 星 受 信 棟
1988(29)
1117
高床,木 製パネル
衛星受信設備
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;
1建 物 名 建設年/隊 次) 構 造
床面積m 現 在 の 用 途
1
ヘ リ ポ ー ト待 機 小屋 1990(311
32
冷凍庫パネル改造
しらせヘリ要員待機
{重 力 計 室
噛
1991321
49
木製パネル
超伝導等 重力観測
管 理 棟
(32,33)
1992.93
722
1階 鉄骨2・3階 集成材,鋼 板 ・木製パ ネル
隊長室,厨 房,食 堂,医 務室,体 育娯 楽室,図 書 室,通 信 室,倉 庫
旧 焼 却 炉 棟 1993〔341
25
鉄骨,鋼 板パネル
木工室
通 路 棟
(35,36)
1994.95
290
高床,鉄 骨,鋼 板パネル
主要部通路
気 水 圏 ボ ン ベ 室
1995(36)
27
高床,冷 凍庫パネル改造
観測用ボ ンベ格納
第1　 HFレ ー ダー小 屋
1995(361
16
高床,冷 凍庫 パ ネル改 造
IIFレ ー ダー観測
第2HFレ ー ダー小 屋
1996(37)
23
高床,冷 凍庫 パ ネル改 造
HFレ ー ダー観 測
倉 庫 棟 1996(37)
454
鉄骨2階,鋼 板パネル,木 製パ ネル
冷凍室,冷 蔵室,設 営倉庫,設 営事務室
地 震 計 室 1996「37)
42
木製パネル
地震観測
非 常 発 電 棟 1996!37)
63
鉄骨平屋,鋼 板パネル
非常発電機2基,200kVA発 電機2基
第1居 住 棟 1997138)1
284
高床,木 製パ ネル
個室21
汚 水 処 理 棟 1997(38、
109
鉄骨平屋,鋼 板パネル
汚水浄化
第2居 住 棟
1998(39)
284
高床,木 製パ ネル
個 室21
通 路 棟(増 築部 分) 1998(39)
63.5
高床,鉄 骨,鋼 板
防災区画A～ 発電棟通路
汚 水 処 理 棟 通 路 1999(40)
20.4
高床,鉄 骨,鋼 板
汚水処理棟～倉庫棟
MF　 レ ー ダ ー 小 屋 1999(40)
16.2
高床,冷 凍庫パネル改造
MFレ ーダー観測小屋
第2夏 期 隊 員 宿 舎
1999,2000(4α41)
257.5
高床,木 製 パ ネル(旧 第9居 住棟,旧 第13居 住棟移 設,機 械室増 設)
ベ ッ ド40,ラ ウンジ,ト イ レ
第1廃 棄 物 保 管 庫 2000(41)
136
ハ イプ,断 熱 シー ト
廃棄物保 管
焼 却 炉 棟 2001(421
56.3
鉄骨平屋,鋼 板パネル
焼却炉,生 ゴ ミ炭化装置
序ε 棄 牛勿 集 不責 場 2001(421
30.4
鋼板パネル(冷 凍庫パ ネル改造)
廃棄物集積
)㌔王 学:窪 見 亨貝リ 干栗
2001(42)
509
鋼板パ ネル(冷 凍庫パ ネル改造)
光学観測
第2廃 棄物 保 管庫
兼 車 庫
20021143}
170
鋼板(コ ルゲ ー ト、
廃棄物 及び車 両保管
放 送 ス タ ジ オ 棟
2003(441
120
高床,木 製パ ネル
小 型 発 電 機 小 屋`
1
2003(441
48.6
高床,鋼 板 パ ネル
60kVA発 電機2基
合 言†53手 束6 ,298.6nT
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2)み ずほ基地
昭 和基 地 の南東 約270kmの 内陸氷 床E(70°41'53,|S,44°19'54iiE,標高 約2,200m)に あ る この基 地 は第11次 隊
(昭和45年)に コルゲー ト棟 を設置 して以 来年 々拡充 され たが,第27次 隊で 閉鎖 され た。現在 は,ド ームふ じ観測拠
点へ の中継点 となってい るが,基 地周辺 は ドリフ トによ り小高 い 丘 とな り建物 はすべ て雪面下 に埋没 し,内 部の雪 洞
は雪 の圧力 に よ り変 形 してい るの で,内 部へ の 立ち入 りは原則 として禁 止 してい る。
(1)建 設物
雪面 下 にコルゲ ー ト棟,観 測棟,居 住棟,ポ ー レ ックス棟,超 高層 観測室,医 療 棟の計6棟,延 床 面積106㎡ の
建物 の他,ト レンチ を利用 した発電機 室,ボ ー リング場,雪 洞 に よる実験 室が ある。 また地 上には,通 信 用 ア ンテ
ナ,30mの 気 象 タワー な どが設 置 されて い る.
(2)電 力等
16kVA(12.8kW)発 電機 を有 し,居 住棟,観 測棟 等へ の暖房 は,発 電 機エ ンジンの冷却 水熱 を利用 してで きる よ
うにな ってい るが,基 地 内部への 立ち入 りが制 限 され てい るこ とか ら整備 され てい ない。
みずほ基地平面図
1.コ ルゲー トハ ウス
2.居 住 干東
3・ 窪見}則才東
4.超 高層観測 室
5.医 療棟
6.ホ ー レックス棟
7.雪 氷 倉庫
8.雪 氷実験 室
9.ボ ー リング作業場
10・ 装備庫
11・12kVA発 電機
12・16kVA発 電機
黒塗 り部は埋めもどし域
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3)あ すか観測拠点
ブ ラ イ ド湾 か ら約120kmの 内 陸氷床 トに入 った氷床－L(71°31i34"S,24°08'17"E,標 高約930m)に あ る この観測
拠 点 は,第26次 隊 か ら建設が始 ま り,第28次 隊か ら32次 隊 までの5年 間越冬観 測 を行 った.そ の後,観 測 は中断 さ
れ現 在 に至 ってい る,
23°E
71°S
約20km
24°E
あすか観測拠点 までのルー ト
25°E/r26°E
プ ライ ド湾
LO
ヘ リコプターによる
輸送(65km)
30マ イル拠 点(L-47.5)
.〈1
?ー ? ?
L-104
雪上車によ る輸送
(あすか観測拠 点 まで74km)
Yロ ムナエ ス 吟
シ ー ル
9
あす か観 測 拠 点(L--121)
72°S
o
・8
??
??
P
oQ
0
kr　 "
鼠喩
' '
φ
落s6
'躯
'
.ξぢ
27°E
50
趨 ＼(
畔〉乙
ぷ)⑩1ノ
劇)Φ
錫 ＼100km
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(1)建 設物
建物 配置 を図 に示 す,,,,建物 総面 積 は約433.6m`で,
な る 、
主屋 棟 ・発電棟 ・観 測棟 ・通路 兼倉庫 ・冷凍 庫 ・飯 場棟 か ら
あすか観測拠点配置
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l!主 屋棟/傾 斜V型 アンテナ 、1
『㌣ ㌃ ク1譲㌃㍗
l　 Pt＼　 ,ノ〆t=:コ　　　　　　　　　　TN　 l
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1＼'こ ◇ 光 学 棟050100ml
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あすか観測拠点建物一覧
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積 ㎡ 現 在 の 用 途
30マ イ ル 小 屋
1984(25) 鋼板塩ビ加工パネル
25.9 30マ イル点 の居住
飯 場 棟
1984(26) 鋼板塩ビ加工バ ネル
14.6 1986年(27次)で 移設。 倉庫
主 屋 棟
1984(26) 木製パ ネル
100.0 厨 房 ・食堂 ・通信 ・寝 室
発 電 棟
1985(27) 木製パ ネル
95.0 発電機室 ・風 呂 ・便所
産児 寺貝ll　 　 千束
1986(28) 木製パ ネル
105.0 観測室 ・医務室 ・寝室
通 路
1
1986(28) 鉄ハ イプ ラチ ス ・木製 パ ネル,一 一部 分不燃 パ ネル
93ユ 倉庫兼用
(2)電 力
常 用電源 として30kVA(24kW)発 電 機2機 が発電棟 に設 置 され てい る,,
その他 に5　kV,　 3　kVA発 電 機が非常 用 として保管 され てい るt,
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4)ド ームふ じ観 測拠点
(1)位 置
昭和 基地 の約1,000km南 の 氷床 上の 頂部 に位 置す る観測拠 点 で,氷 床ボ ー リ ングの ため に1995年2月 よ り越 冬
を開始 した。現在 は無 人であ る.位 置は,77°19iOl".S,39°42'12"Eで,標 高 は3810mで あ る
(2>建 設物
建物9棟 の総 床面 積 は406.7㎡ で,発 電 棟 ・食堂棟 ・居住 棟 ・観測棟 な どの地 上施設の他,雪 面下 の ドリル作業
室 と掘 削 制御 室 か らなる　tt　避難 施設 を除 く地1二建物 は通路 でつ ながれ 食糧保 存庫等 に使 用 してい る 、
ドームふ じ観測拠点建物一覧
建 物 名 建設年(隊 次!
|
床面積 「mづ 構 造
1
発 電 棟 1995(35) 44.6 冷凍室パネル改造
食 堂 棟 1994(34) 36.5 冷凍室パネル改造
居 住 棟 1995(35) 36.5 冷凍室パネル改造
観 測 棟 1995(35) 36.5 冷凍室パネル改造
医 療 居 住 棟 1995(35) 36.5 冷凍室パネル改造
逼主 菜仕 方奄 言笑 1994(34) 459 ハ イプ トラス,断 熱帆布
ド リ ル 作 業 室 1995(35'・ 32.4 冷凍室.パ ネル改造
掘 削 制 御 室 1995(35) 9.7 冷凍室パネル改造
通 路 物 品 庫 1995135. 107.8 木軸,断 熱 鋼板 パ ネル
ノく 気 観 測 棟 1997(38) 20.3 冷凍室パ ネル改造
新掘削コン トロール室1 2002(431 9・7{ 冷凍室パ ネル改造
(3)電 力等
常 用電 源 と して28kVA(22.5kW}2基が 発電 棟 に設 置 され て いる.こ の ほか に ドリル作業 室 に掘 削 用 と して
28kVA発 電機1基 があ る.,生 活 用発電機 は,常 時1基 で運転 して いるが,掘 削用 は必 要 な時に運転 す る 生活 区画
の 暖房 はエ ンジ ンの余熱 とボ イラーで行 い.造 水 は雪 ブ ロ ックを融 か して行 う.、
(4)車 両
物 資の補給 はすべ て昭和基地 か ら,大 型雪 ヒ車を使 って行 う 現地 にはこれ らのE巨両 と クレー ン車,小 型パ ワー
シ ョベ ルな どが あ る.、
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4.南 極地域観測資料整理
平成14年 度 の南極地域 観測 に係 る資 料整理 は,以 下 の資料 等につ いて実施 され た,
これ らの資 料 整理 は順 調 に進 み,研 究 発表 は,学 会 等 にお け る 口頭 発 表 の他Meinoirs,　 南 極 資料,　JARE　 I)ata
RepOrts及 び関係学 会誌 におい て行 わ れてい る
1)観 測デ ーター覧
定常観測 ・電離層定常部門 担当者 小 原 徳 昭
観測魍1デ ー納 容
1
記録期間 言己1意女某イ本 ・言己多最イ士檎ミ・言己霊泉†幾 数量 保管機関
電離層垂直観測
1
イオ ノ グ ラ ム
105-15.5MIIZ!
2002/2--
2003/1
8mmデ ー タ カ ー ト リ ッ ジ 24巻 通信総合研究所
!
FM/CWレ ー ダ観
測
イ オ ノ グ ラ ム
(2-16M}lz)
200212
2003/1
DVD-RAM　 ・　52GB 4枚
電 波 に よる オ ー ロ
ラ観 測
オ ー ロ ラ レー ダー エ コー
(50MHz)
2002/2
2003/1
DVI)-RAM　 ・　52GB 1枚
電界強度観測 短波電界強度
!(5.5.7.9.104144、
!20.9MHz}
2002/2--
2003/1
DVD-RAM　 ・　52GB 1枚
極超短波電界強度
(L5GHz帯)
2002/2--
2003/1
DVD-RAM　 ・　9.4GB 1枚
CD-R・650MB 12枚
リオメータによる
電離層吸収観測
宇宙 雑 音 電 界強 度
(20MIIz.30MHz)
2002/2…
2003/1
3.5イ ン チMO・128MB(PCデ ー タ ロ ガ ー)
|
24枚
VLF電 波測定 超 長波 電 界強 度
(2L4kllz)
2002/2-
2003/1
地磁気3成 分 3成 分(H、D、Z)強 度2002/2
2003/1
屋内外温度湿度 屋内外温度湿度 2002/2
2003/1
ー
ー
唱ー
1
1
1定 常 観 測 ・気 象 担 当 者 木 津 暢 彦1
1観 測項目 データ内容 記録期間 記'1意媒 体 ・言己多乗仕 手茉 ・言己多乗手幾 数量 保管機関
1地」二気象観測 現 地 気 圧 ・海面 気 圧 ・
気温 ・露 点温 度 ・蒸 気
圧 ・風 向 風 速 ・日照 時
間 ・全 天 日射 量 ・雲 ・
視 程
2002/2/1
200311/31
観測野帳 1年分 気象庁
観測原簿 1年分
{ 3.5イ ンチMO・640MB 10枚
1高層気象観測
1
地 上 か ら 上空 約30km
まで の 気圧 ・気 温 ・風 向
風 速 ・マ イナ ス40℃ ま
で の 湿度
2002/2/1--
2003/1/31
観 測 原 簿 ・35イ ンチMO・640MB 1枚
1
障 殊ゾンデ観測
1
`
オゾン量の鉛直分布
1
2002/2/8--
2003/1/27
3.5イ ン チMO・640MB 1枚
{粒 径 別 エ ア ロ ゾ ルの鉛
1
直分 布
2002/4/13-
2003/1/7
3.5イ ン チMO・640MB 1枚
水蒸気鉛直分布 2002/9/30・
2002/10/2
3.5イ ン チMO・640MB 1枚
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定常観測 ・気象 担当者 木 津 暢 彦
観測項目 デー タ内容 記録期間 言己'1童女某イ本 ・言己霊泉イ土‡羨 ・言己霊泉†幾 数量 保管機関
オゾン観測 オ ゾ ン全 量 ・オ ゾ ン反 2002/2/1 3.5イ ン チNIO　 ・　640MB 1枚 気象庁
転 2003/1/31
地上オゾン観測 オゾン濃度 2002/2/1 3.5イ ンチMO・640MB ユ枚
2003/1/31
地 上日射 ・放射観 大気混濁度 2002/2/1 自記記録紙 1年分
測 、2003/1/31
3.5イ ン チMO 1枚
糠 別 紫 外期 射 量12。()2、2,ll3.5イ 。チM。.61〔)MB 1枚
2002/1/28・
1 ミ
、2002/5/21
i 2003/1/31
直達日射 ・ド向き放射 2002/2/1-一 3.5イ ン チNIO　 ・　640MB 1枚
眞量(全 ノく日身手量 ・昔交舌L 2003/1/31
日身才量:・響ξタトま或 日 身寸
」
量 ・長 波 長 放射 量);
上向 き放射 量 、可 視領12002/2/1 3.5イ ン チNIO　 ・　640MB 1枚
域放射量・紫外域放射 2002/2/13・
量 ・長波長放射量) 2003/3/28-一 一
2003/1/31
その他の観測 簡易気象観測装置によ 2002/2/1-3.5イ ン チMO・640MB 1枚
るS!6(P50)の 気 圧 ・2003/1/31
ヒ
気温 ・風向風速
簡易気象観測装置によ 2002/5/7一 3.5イ ンチMO・640MB 1枚
る とっつ き岬 の 気 圧 ・ 2003/11/21
気温 ・風向風速
海 氷 ヒUヒ の 浦)の 積 2002/4/14一 観測記録紙 1年 分
雪 2002/11/18
3.5イ ン チMO・640MB 1枚
海氷 ヒ(SL55:43次 2002/9/5-一 3.5イ ン チMO・640MB 1枚
ル ー ト69°34.163`S 2003/11/7
39°232971E:1の 気 圧 ・
!
気温 ・湿 度 ・風 向 風.`
1
速 ・日射 量}
昭 和 基 地 一スカ ー レ ン 2002/4/6一 3.5イ ン チNIO　 ・　640MB 1枚
まで の 海 氷 ル ー トヒーの 2003/11/24
氷 厚,積 雪,氷 温,水
ミ臼
1
{皿LI
l i
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 吉 廣 安 昭
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己寸意女某で本 ・言己釜乗イゴ二才莱 ・言己多棊ホ幾 数量 保管機関
流 星 バ ー ス ト通 信 統 計 デ ー タ,生 デ ー タ 2002/2/1-一 CD-R・650MB 30枚 静岡大学
予備実験 2003/1/31
統 計 デ ー タ,生 デ ー タ 2002/2/1-一 HDD　 ・　20GB 2個
2003/ユ/31
デー タ伝 送 生 デー タ 2002/2/11 HDD　 ・　2GB 1個
12003/1/311
一181一
iプロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 吉 廣 安 昭
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己'1意媒 イ本 ・言己全景イ士檎ミ・言己多乗手幾 数量 保管機関
HFレ ー ダ ー
:
1
エ コ ー デ ー タ 2002/2/1--
2003/1/31
CD-R・650MB 60枚 国立極地研究所
エ コ ー デ ー タ 2002/2/1-
2003/1/31
3.5イ ン チMO・1.3GB 29枚
エ コ ー デ ー タ 2002/2/1-
2003/1/31
⊂
DDS3チ ー フ 60巻
1
管 理 デ ー タ 2002/2/1
2003/1/31
3.5イ ン チMO・640MB 4枚
MFレ ー ダ ー
;
ミレ ー ダ ー エ コ 一 生 デ ー
1タ
2002/2/1
2003/1/31
DDS4テ ー プ 24巻
水平風速 ・電子密度デ
1-'
2002/2/1
2003/1/30
3.5イ ンチMO・640MB 6枚
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 山 下 丈 次
I
l観 測 項 目
1
デ ー タ内 容 記録期間 言己庶女某イ本 ・言己多歳イ土木羨 ・言己金泉†幾 数量 保管機関
lNaラ イ ダ ー Na層 散 乱 強 度 デ ー タ 2002/2/26-
2002/10/20
3.5イ ン チMO・640MB 1枚 国立極地研究所
信州大学
成層圏散乱強度データ 2002/3/1
2002/10/20
3.5イ ン チMO・640MB 1枚
1プ ロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 山 田 嘉 典
観測項目
i'
1デ ー タ内容 記録期間 言己憶 媒体 ・言己録仕 様 ・言己録機 数量 保管機関
フ ー'ブ リ ペ ロ ー イ
メー ジ ャ
1二渉 フ リ ンジ画 像 2002/7/19
2002/10/13
DVD-RAM　 ・　52GB 1枚 国立極地研究所
単色 全 天 イ メー ジ
ヤ
全天オーロラ/大 気光
画像
2002/3110-
2002/10/13
DVD-RAM　 ・　52GB 5枚
1-100Hz電 磁 波 動
1
波 形 デ ー タ 2002/2/1
2003/1/31
DVD-RAM　 ・　5.2GB 37枚 東北大学
DMsP衛 星受信
1
OLS可 視 ・赤外 画 像 デ
ー タ
2002/2/1
2003/1/31
DDS-1テ ー プ 13巻 国立極地研究所
1
SSJ/4デ ー タ 2002/2/1--
2003/1/31
c
DDS-1チ ー フ
l
l
301巻
1
モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 吉 廣 安 昭
観測項目 [デ ー タ内 容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
地磁気観測 地磁気変化計データ 2002/2/1-
2003/1/31
打点式チャー ト記録 8巻 国立極地研究所
超高 層 モ ニ タ リ ン
グ観 測
モ ニ タ記 録
(ULF,　 VLF、 　CNA,　 MAG　 )
2002/2/1
2003/1/31
感熱式チャー ト記録 13巻
モニタ記録i
-ULFVLRCNA・MAG)
2002/2/1
2002/2/20
5イ ンチMO・230MB 1枚
1モ ニ タ記 録
1　(ULF
、VLF、CNA,MAG)
200212/1-一 一ー
2003/1/31
3.5イ ン チMO・640MB 23枚
42次 隊 時 モ ニ タ記 録
(ULF、 　VLF、 　CNA.　 MAG　 )
2002/2/1
2003/1/31
3.5イ ン チMO・640MB 6枚
一182一
巨 ニタリ。グ研究観測.11控 部門 担当者 吉 慶 安 昭
1 観測項目
1
デ ー タ内容 1 記録期間
i 記憶 媒 体 ・記録 仕 様 ・言己録 機 1数 量 ;1保管機関
|高 時間分解能地磁
|気 観測1
出力波形 12002/2/1|
2003/ユ/191
llDD　 ・　20GB
ミ
12個
「
F
lI国立極地研究所
1 モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 山 ド 丈 次
観測項目 デ ー タ内容
1
記録期間
1 言己憶友其体・記 垂豪イ士お美・言己多景‡幾 数一量 保管機関
イ メ ー ジ ン グ リ オ
メ ー タ
2次 元CNA観 測 デ ー タ2002/2/1
2003几/31
1
3.5イ ン チMO・610MB
I
24枚
;
;
国立極地研究所
モ ニ タ リ ング研 究 観 測 ・宙 空 部 門 担当者
山
山
下 支
田 嘉
次
典
観測項目 チ ー タ内容
|
記録期間 1言 己'匡ま攻某f本 ・言己垂衣イ士†羨 ・言己垂乗手幾
1
数量 保管機関
地磁気観測 地磁 気 絶 対 値,
K.illdex
20022/1
;2003/1/311
CD-R　 ・　700NIB 1枚
1
国立極地研究所
モ ニ タ リン グ研 究 観 測 ・宙 空 部 門 担当者 山 田 嘉 典
観測項目 チー タ内容 記録期間
`
言己'「憲政某イ本 ・言己全景イ士榜ミ・言己垂乗手幾 数量 保管機関
オ ー ロ ラ光学 観 測
|
ATV全 天 ピテ オ画 像 12002/3/10-
:2002/10/ユ3
|
S.VHSビ デ オ テ ー プ ・180分 270巻|国
{
立極地研究所
ASC全 天画像 12。 。2、3、1。
「
2002/10/13
DVD-RAM　 ・52GB 18枚
1
SPMフ ノ トメ一 夕出 力
波 形
2002/3/10
2002/10/131
3.5イ ン チMO・640NIB
l
6枚
プ ロ ジ ・ク ト研 究 観 測 ・気 水 圏部 門 担当者 櫻 庭 俊 昭
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 言己憶女某f本・泓珪最イ士梼ミ・言己多張木幾 数量 保管機関
ス カ イ ラ ジ オ メー
タ ー
太陽散乱光強度の角度
分布データ
2002/2/]
2003/1/31
3.5イ ン チ　 NIO・230NIB 1枚 国立極地研究所
マ イ ク ロ パ ル ス メ
ー ター ー
レーザ ー 光散 乱 ・強 度
デ ー タ
2002/2/1
2003/1/31
ト
3.5イ ンチMO・230MB 3枚
船 上エ ア ロ ゾ ル観
測
エ ア ロゾ ル 数濃 度 ・散
乱 ・吸収 係 数
i航 海期間1 3.5イ ン チ　 MO・230NIB 1枚
海洋中微小粒子の!
;粒 径分布観測
1
微 粒 」㌧の粒 径 分 布l
l
航海期間 3.5イ ン チMO・230MB 1枚
つ ロ シ ・ク ト研 究 観 測 ・気水 圏 部 門 担当者 吉 識 宗 佳
観測項目 デ ー タ内容| 1 記録期間| 1
ト
記 ↑意媒 体 ・記 垂最イ上様 ・言己金呆1幾 数量 保管機関
高 層気 象集 中 観 測
(オ ゾ ンゾ ンデ)
!
温度 ・湿度 風向風 ミ1
速 ・気 圧 鉛 直 ブ ロ フ つ
イ ル
1
1
2002/2/ユ ー
2003/1/311
CD-R・650MB 1枚
l
l
京都大学
プ ロ ジ ・ク ト研 究 観 測 ・気 水圏 部 門
i
担当者 齊 藤 隆 志
ト
観測 項 目
i
:デー タ内容
1
記録期間
　
言己'1意力某イ本 ・言己霊泉イ土木茉 ・言己多呆布装 数量 保管機関
i移 動気象観測
}
中継拠点旅行1
|
1
2002/8/15
i
2002/9・21
i
cD-R・650MB 1枚 国立極地研究所
|
ド_ム 旅行ll
1
2002/10/121
2003/2/71
|
CD-R・650MB、
1
1
1枚
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プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 高 橋 弘 樹
観測項目 データ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
建物基礎部の錆調 画像 2002/1/24-一 3.5イ ン チNIC)・640MB 3枚 国立極地研究所
査 2002/1/27 日本大学
建物木質壁ハネル 変位 ・引 張 力 デ ー タ ・ 2002/1/29-一35イ ンチMO・640MB 1枚
の外壁及び枠材の 画像 2002/2/8
ビス引き抜き強度
測定
結露調査 温 度 ・湿 度 デ ー タ 2002/3/7-一3.5イ ンチMO・640MB 1枚
` 2003/1/12
建物木質壁パネル 引 張 力 デ ー タ ・画像 2002/2/2-一 一3.5イ ンチMO・640MB 1枚
1の外壁塗装強度測 2002/3/2
,↓,
1
疋
作業工作棟の温度 温 度 デ ー タ 2002/3/7-一3.5イ ン チMO・640MB 1枚
測定 2003/1/12
1
観 測棟 の ゴ ムパ ソ 硬 度 デ ー タ ・画 像 2002/1/28・ 3.5イ ン チMC)・640MB 1枚
キ ン強度 測 定1 4/22・7/22・
1 10/22・
2003/1/13
昭和基地施設の振 加速度データ 2002/3/4 CD-RW・650MB 13枚
動測定 2003/1/12
積雪沈降荷重に対 荷 重 ・変位 ・ひず み デ 2002/5/7 3.5イ ン チMO・640MB 1枚
する鋼構造物の応 一 タ 2002/9/18
答測定
倉庫棟周辺のスノ トー タ ル ス テ ー シ ョ ン 2002/2/2] 3.5イ ン チMO・640MB 1枚
一 ドリ フ ト対 策 観 測量
測 写真測量 2002/1/28-一 3.5イ ン チMO・640MB 3枚
2003/1/15
|
{画工f象
12002/1/28-一 一;3.5イ ン チMO・640MB 2枚
i2003/1/151!
-
ー
1
1.
-
1風 向風 速 デ ー タ
1
1|2002/4/11 3.5イ ン チMO・640MB 3枚
; 2002/12/5
1 ビデオ画像 2002/4/11 VHSビ デ オ テ ー プ ・120分 14巻
1 2002/12/5
静止画像 2002/4/11 3.5イ ン チMO・640MB 1枚
2002/12/5
ス ノー ド リ フ ト生
|写 真 測 量i2002/3/27 -一 3.5イ ン チMO・640MB 3枚
成模型実験 i2002/12/1
画像 2002/3/27-一 一3.5イ ンチMO・640MB 4枚
2002/12/1
飛 雪 粒 子デ ー タ 2002/3/29一 3.5イ ン チMO・640MB 3枚
2002/12/1
昭和基地施設積雪 ブ リザ ー ド ・吹 雪 時 の 2002/4/29 3.5イ ン チMO・640MB 3枚
体積量画像記録 静止画像 2002/12/19
ブ リザ ー ド ・吹 雪 時 の 2002/4/29一 3.5イ ン チMO・640MB 3枚
動画 2002/12/19
DVテ ー プ ・60分 6巻
ブ リザ ー ト ・吹 雪 後 の2002/3/5 3.5イ ン チMO・640MB 10枚
ト
静 止画 像12003/1/15
一184一
モニタリング研究観測 気水圏部門 担当者 櫻 庭 俊 昭
崔見1則1貫目
」酸化炭素濃度連
続観測装置
メタン濃度連続観
測装置
地上オゾン濃度連
続観測装置
一一酸化炭素濃度連
続観測装置
昭 和 基 地 エ ア ロ ゾ
ル}農度 」重糸売震見損IJ
デ ー タ内容 言己多呆某月榿1
NDIR出 力 デ ー タ 2002/2/1
2003/1/31
GCカ ウ ン ト 2002/2/1
2003/1/31
記 ↑ti.一,",1媒体 言己至呆仕 †、長 言己録1幾 保管機関
3.5イ ン チFD 1.4MB 24枚
プ リ ンタ ー用 紙 1冊
????? ? ???????
チ'ヤ ー ト糸底 12冊
3.5イ ンチFD 1.4NIB 24枚
チ ャー ト紙 12冊
2002/2/1
2003/ユ/31
[3.5イ ン チFD 1.4MB 24枚
国立極地研究所
GCカ ウ ン ト
ユー ア ロ ゾ ル数 濃 度
2002/2/1
2003/ユ/31 一チ ャ ー ト剰{1 14冊
2002/2/1
2003/1/31
3.5イ ン チMO　 230NIB 1枚
1 モニタリング研究観測・気水圏部門 担当者 齊 藤 隆 志
観測項目 データ内容1記 録期間
|
言己榎勲某f本 ・言己多乗イ士干姜 ・言己飼甘幾 数量 保管機関
雪尺及び雪尺網
「
|
中継 拠 点 旅 行2002/8/ユ5--
12002/9/21
「
CD.R・650MB
{
1枚 国立極地研究所
ドー ム旅 行 12002/10/12iCI)-R'650NIB2003/2/71|
1
ユ枚
雪尺及び海氷厚 日名手日一と っ つ き 山甲－S16!2002/3/14-一
|2002,・10/12
1
:CD
-R　 ・　650NIB 1枚
平頭氷河流出量観
測
気 象 ・水 文 ・割 くデ ー12001/12/28
タ12002/2/1
i
CD-R　 ・　650NIB
I
1枚
氷床氷縁観測
`
「
氷 床 水 線 観 測|2002、 ・1/6・mlmDvチ ー フ ・60分
h/8・1,/!l・
1/23・1/15・I
L23・1/27・
山28
7本
白癩氷河流動観測
1
1
ミーイン ター バ ル ビデ オ 記
録
2。。2/1、518mmピ 到 一テ 一 一,.12。 分
2002/1/281
1
1本
プロジLク ト研究観測 ・地学部門 担当者 櫻 勝 巳
観測項目 デー納 容1記 録騨 一 記↑意媒体.記 録仕様.記 繊
|
数量 保管機関
超伝導重力計観測
イル タ ー.　Mor)Eブ イ
ル ター,GEP-2制 」御 信
号,現 地 気 圧,室 温 各
1秒 サ ン プ リ ン グ デ ー
タ|:
超 伝 導 勒 計GGPO12。()2/2/113.5イ 。 チM。.23()MB
F
フ ィ ル タ ー,　 TIDEフ2003/1/31
1
5枚 国 立 天 文台 ・水
沢
CI)-R・650MB 3枚
一ー一185
プロジ 〔クト研究観測 ・地学部門 担当者 櫻 勝 巳
観 測 項 目{デ ー タ内容
ミ
記録期間 言己↑意媒 イ本 ・言己3求イ士様 ・記 釘甘幾 数量 保管機関
超伝導重力計観測 超伝導重力計TIDEフ 2002/1/1 チ ャ ー ト紙H25-IZ 13冊 国立天文台 ・水
イ ル タ ー,M(うDEブ イ2003/1/31 理 化 電 機6ヘ ン式 レ コー ダー 沢
ル ター,現 地 気圧,室
1温,ラ コ ス ト重 力 計
TIDEフ ィ ル タ ー,
MODEフ ィル ター ア ナ
ロ グモ ニ ター 記 録
i超 伝導重力計傾斜信号
2002/1/1一 チ ャー ト紙B9501AH 13冊
|ア ナ ロ グモ ニ ター記 録 2003/1/311椥12ペ ン式 レ 。 一 ダ ー
|1;
VLBI観 則　 　 　 　 i　vLBIデ ー タ12()02/2/ll一
|
Lサ イズD1カ セ ッ トテ ー プ 4巻 国立極地研究所
」
12002/2/12`
i
2002/4/29 Lサ イズD1カ セ ッ トテ ー プ 9巻
1 2002/4/30
1 2002/8/12一 Lサ イズD1カ セ ッ トテ ー プ 9巻
2002/8/13
1
2002/11/4… 一Lサ イズDlカ セ ッ トテ ー プ 9巻
2002/11/5
2002/ll/12一 Lサ イズD1カ セ ッ トテ ー プ 4巻
2002/11/13
2002/11/20-一Lサ イズD1カ セ ッ トテ ー プ 4巻
2002/11/21
2003/1/16一 Lサ イズDlカ セ ッ トテ ー プ 12巻
` 2003/1/17
: 2003/1/20 Lサ イズD1カ セ ッ トテ ー プ 5巻
!
2003/1/21
1記 録 ロ グ
1
2002/2/11 3.5イ ン チFI)　 ・　L4MB 1枚
1 2002/2/12
1
{
2002/4/29 35イ ンチFD　 ・　L4MB 1枚
1! 2002/4/30
li
l{
1
}2002/8/12…
{
!2002/8/13
3.5イ ン チFI)・ 　L4MB 1枚
l l
l
:
2002/11/4-一3.5イ ン チFI)・1.4MB 1枚
i
l
2002/11/5
1 2002/11/123.5イ ン チFD・1.4MB 1枚
2002/11/13
「
2002/11/20-.13.5イン チFD・1.4MB 1枚
2002/11/21
2003/1/16-一 3.5イ ン チFI)・ 　L4MB 1枚
2003/1/17
2003/1/20.一 3.5イ ン チFI)・1.4MB 1枚
ー
1
}2003/1/21
一186一
フ ロ シ ーLク ト研究観測 ・地学部門 担当者 吉 井 弘 治
|観 測項目
1
デ ー タ内容 ミ 記録期間1
! 言己'「童女某イ本 ・言己f景イ士椅ミ・ 1記録機 |数 量1 保管機関
1沿 岸露岩 ・大陸水沫
域における微動
アレイ観測
地震計ディジタル記録 2002/2/1
;2003/1/31
[
3.5イ ン チNIO　 ・　640MB
I
1
4枚
「
京都大学
モニタリング研究観測 ・地学部門 担当者 吉 井 弘 治
観測項目 テー・内容 記録期間;記 醜 体.記 録仕様.記 鎌 鰻
　　　　　　　　　 Il 保管機関
短周期 ・広帯域地
震計連続観測
IIES地 震 計 ア ナ ロ グ記
録
`
2002/2/1--
2003/1/31
感熱記録紙8D23 24冊 国立極地研究所
STS地 震 計 アナ ロ グ記
録
2002/2/1--
2003/ユ/31
感熱記録紙8D23 12冊
STS地 震計広帯域アナ
ログ記録
2002/2/1--
2003/1/31
チ ャー ト紙R66 12冊
短周期 ・広帯域地
震計連続観測
STS地 震 計POS出 力 ア12002/2/1一 ー
ナ ロ グ記録|2003/1/31
チ ャー ト紙RD2212 12冊
HES　 ・　STS地 震 計 デ ィ
ー
ジタル記録
2002/2/1…
2003/1/31
DATカ セ ソ トテ ー プ 5本
AD変 換 器 ロ グデ ー タ 2002/2/1--
2003/1/31
i
DATカ セ ソ トテ ー フ 5本
沿岸露岩域におけ
る広帯域地震計連
続観測
地 震 計 デ ィ ジ タ ル 記 録12002/2/1-
2003/1/31
|
3.5イ ン チNIO　 ・　640MB 20枚
露岩域Gps観 測
海氷GPS観 測
GPSデ ー タ
1
2002/2/1β.5イ ン チMO・640NIB
2003/1/3ユ1
1枚
地電位連続観測 地 電 位,地 磁 気3成 分12002/2/1一 ー|カ セ ソトNITCT600-N
2003/1/31
1
4巻
GpS連 続観測
　
GPSデ ー タ|2002/2/1--
2003/1/31
3.5イ ン チMO・640MB 1枚 国土地理院
海洋潮汐連続観測 潮位アナログ記録 2002/2/1--1チ ャ ー ト紙mR-180
2003/1/311
12冊 海上保安庁水路
部
プロジェクト研究観測 ・生物 ・医学部門 担当者 橋 本 道 紀
観測項目 データ内容 記録期間 言己'1童女某イ本 ・言己霊泉イ士手差 ・言己垂豪木叢 数量 保管機関
無酸素閾値と最大
酸素摂取量を指標
一とした,南 極越冬
中の隊員における
運動能力の変化
1呼 気 炭 酸 ガ
ス濃 度 ほ か12002/4/28--
12003/2/9
「
[
3.5イ ン チMO・640MB 1枚 旭川医科大学
プロジェクト研究観測 ・生物 ・医学部門 担当者 下 枝 宣 史
観測項目 デ ー タ内 容1記 録 期 間1
| 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
繰 り返し寒冷暴露
馴化の内分泌学的
動態
i
血 圧 ・脈搏 数 ・体 温i2002/4/9-一
:
2003/3/20
観 測 記 録(ノ ー ト) 1冊 千葉大学
南極越冬生活が動
1脈 硬化に及ぼす影
1響
1動脈 脈 波 速 度
関連 パ ラ|2002/3/26-一 一
メー タ群 旨
COMPACTFLASHTM　・　16NIB 3枚
2003/2/15
専用記録紙 400枚
一187一
iモ ニタリ・グ聯 見測'生 牛勿'医 学部門 担当者 継 道 糸己1
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己'隠女某イ本 ・言己垂衣イ士干菜 ・言直垂永牢幾 数量 保管機関
アテ リー ヘ ンギ ン
セ ンサ ス
ル ソカ リー 画像 2002/11/12
2002/12/1
35mm版36exカ ラ ー フ ィル ム 9本 国立極地研究所
位置,個 体数情報ほか 2002/11/12
2002/12/1
3.5イ ン チMO・640MB 1枚
モニタリング研究観測 ・生物 ・医学部門 担当者 若 林 裕 之
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己'「意女某イ本 ・言己霊泉イ士干菜 ・言己多乗†幾 数量 保管機関
SeaWIFS,　 NOAA
衛 星受 信
衛 星 デ ー タ 2002/2/1-
2003/1/31
4mmDATテ ー プDDS-3 67巻 国立極地研究所
iモ ニタリング研究観測 ・共通 担当者 若 林 裕 之`
i 観測項目
デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
}
|ERS2衛 星 受 信 合成 開 口 レー ダ 2002/2/1-
2003/1/31
Mサ イズD1カ セ ソトテ ー プ 10巻 宇宙開発事業団
受信ログ 2冊
I
NOAA衛 星受 信l
i
AVHRRデ ー タ 2002/2/1
2003/1/31
4mmDATテ ー プDDS-2 123巻 国立極地研究所
2)採 取試料一覧
プロジLク ト研究観測 ・気水圏部門 担当者 齊 藤 隆 志
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
降積雪試料
l
l
中継旅行試料 2002/8/15
2002/9/21
昭和基地 中
継拠点間
100ccポ リ容 器 100本 国立極地研究所
ドーム旅行試料 2002/10/12-
2002/11/12
昭和基地
ドーム間
100ccポ リ容 器
1
120本
1
プ ロ ジ.、ク ト研 究 観 測 ・生 物 ・医学 部 門 担 当 者 下 枝 宣 史
観測項目
1
試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
i繰 り返し寒冷暴露
馴化の内分泌学的
動態
血漿 2002/4/9
2003/3/20
昭和基地
帰路船内
7nllス ピ ッ ツ 冷 凍 120本 千葉大学
5.南 極地域観測事業の推移
ー
年
度
隊
次
1三な観 測 テ ーマ,特 記事 項
隊員数/人
、 「勺は
越冬
備 考
出発年月日
帰国年月日
内は越冬
隊長名
')は越冬隊長
副隊長名
◎は越冬隊長
30 国 際 地 球 観 測 年 日GY)　 の 環 と しての 南 極 観 測
へ の 参加 につ い て 閣議 決 定(30.114)
31 1
第1次 隊1宗 谷」 で 出 発,海 鷹 丸随 伴,東 オ ン グ
ル島 に 「昭 和 基 地 」開 設(32.1.29),帰 路 「宗 谷 」
ソ連 「オ ビ 号」 の 救援 を受 け る
1(呈)
1
31.11.8
32.4.24
(33.3.24)
永田 武 O西 堀栄三郎
一188一
ミ年
[度
隊
次
1
主 な観 測 テ ーマ,特 記事 項
隊員数/1、
内は
越冬
備 考
出綱 目陣 剛
内越 冬
隊 長名
'＼は越 冬 隊 長
副隊長名
は越冬隊長
32 2 氷状悪化のため 「宗谷」接岸できす,越 冬断念|
・0
50
321021 33.4.2δ 永田 武 村山 雅美
33 3
南猷 脚 査旅行実施・物輸1差 を艦 綱 送 、14、
に切換え,前 年基地に残置 した樺太犬{タ ロ日
371ジロ 」 生 存 発 見
33.ll12
34.4.13
〔35.3.19)
{
永田 武 村山 雅美
34 4
1`i
や ま と 山 脈 観 ・ 調 査 ・ 福 騨ll纐1醗!・15-
34」 。.31135・423
(35.IO.101|36`f36 .33ユ ノ
|
立見 辰雄 鳥居 鉄也
35
1
5
11
南緯75度 に至る調査旅行,越 冬観測を第5次 ま|Il6!
で 延 長 決定35.9.2閣 議 決定!l35
|
|35.ll.12
{
36.5.4
・37.3.16!
◎ 村山 雅美1守 田康太郎
1
36 6
南 極 観 測 中 断,昭 和 基 地 閉鎖 〔37.2.7!,南 極 条
約 発 効(36.623!
1
{〇-
36.10.3018|37.4.17 吉川 虎雄 原田 美道
37 一 残務整理 一 一一
38
南極地域観測再開を閣議決定{38.82m,再 開準
備費及び新船建造費計 ヒ
1
-:一 一ー
39
1|
自衛隊法改正,輸 送は防衛庁が担当 「 一
1
;
一一一 一一 一
40 7
新観測船 「ふじ1完 成.第7次 隊により昭和基地
再開
118}
40
401120
41.4.8
に12.320)
村山 雅美 ◎ 武藤 晃
41 8
プ ラ トー 基 地(米)に 至 る調 査 旅 行 〔南 緯75度),
恒 久基 地 と して拡 充 強 化(観 測 棟 他1
].24jl
4Ll2□40
42.4.19
{43.3.13
● 鳥居 鉄也 楠 宏
241
!
9
極 点 に 至 る往 復 調 査旅 行 〔5.182kIll,928-2,15
(141日 間)村 山 以 下11名 〕,福 島 隊 員 の 遺 体 発
見(432.911|
|
〔28}l
I42
.11.2510`
43.4.12
1.1.3261
{
◎ 村山 雅美 清野善兵衛
34i1`0
ロ ケ ッ ト関係 施設 の 建 設 ,気 球 に よる オ ー ロ ラX;
線観測1
1
、28ノ`1444 .2513
.ll.3040
i[!5.4.81
◎ 楠 宏 村越 望
44 11
1
|
ロ ケ ソ ト(S-16012機 試 射 に 成功,み ず ほ 観 測i
拠 点 設 置,「 ふ じ一 右推 進 翼4枝 切 損,蜜 群 氷 に
ビセ ソト(452.15)
(30/
40
;
44.11.25
45.5.9
(46.4.10)◎ 松田 達郎 川口 貞男
45 12
ロケ ッ トに よ る オー ロラ観 測 開 始[s-160,s-210
計7機 打 上),み ず ほ観 測拠 点 で 越 冬 観 測,[ふ じ1
右 推 進 翼1枚 切 損,U6.1.10),「 ふ じ1推 進 装 置
の 事 故調 査 会議 引 き続 き同改 善 会議 設 ける
1
、29-
140!
}i
45.ll25
16.5.4
U7.4.221
ご 小口 高 村越 望
大瀬 正美
46 13
1|1,
ロ ケ ソ トに よ る オ ー ロ ラ 観 測17機 打 上},[ふ じ 」|〔30!147.5.16
・46.n25清 野 善 兵 衛推 進 翼 新 材 質 に 換 装
40148.32L: ・
:
◎ 川口 貞男
國分 征
【
〆1∠
|
14
し
σ剛 第1期゜ ケ・ト観測最終年度 一1ノ 戌1酊 ㌫1 楠 宏
i
〔 平澤 威男
一189
1[ 年1 隊員数/ノ、 備 考!隊
主な観 測 テ ーマ,特 記事 項 内は 帰国年月日 隊長名 副隊長名
1度, 次 越冬 出発年月日 内は越冬 〔》は越冬隊長 は越冬隊長
地 学 系,環 境 科 学 系 観 測 重 点(2-1),や ま と唄
48 ユ5
石 多数 発 見,小 型 航 空 機(セ ス ナ185)昭 和 基 地
に設 置,新 谷 「ふ じ 」乗 組 員 遭 難 死(491.1),
(30)
40
48.1L25
49.4.20
(50.3.19)
村山 雅美
ハ 村越 望
城 功
南極将来問題検討会議設置
49 16 地 学 系,環 境 化 学 系 観 測 重 点(2-2),コ ウテ イ
ベ ンギ ンル ッカ リー 発 見
(30)
40
4911.25
50.4.20
(51.3.21)
＼ 星 合 孝 男 吉田 栄夫
国 際 磁 気 圏 観 測 計 画(IMS)の 初 年 度 ロ ケ ソ ト
50 17
(S-2106機,S-3101機)打」二,人 工 衛 星 テ レ
メ ト11一 観 測 開 始,超 高 層 立体 同 時 観 測 成 功,
(29)
40
50.!l25
5L4.19
(52.3.22)
O芳 野 赴夫 平澤 威男
i
1南極地域観測事業の将来計画基本方針1策 定
101
1
18
IMS第2年 次,ロ ケ ソ ト(S-2104機,S-3102
機)打 上
(30)
40
51.ll.25
52.4.20
(533.20)
〔＼ 楠 宏 國分 征
1 INIS第3年 次,ロ ケ ソ ト(S-2102機,S-3104
52 19 機1打 上,南 極輸送問題調査会議設置,「 みすほ
観 測拠 点1を 「みず ほ基 地」 と名称 変 更
(30)
40
52.11.25
53,420
(543.20)
O平 澤 威男 大瀬 正美
153.322}
53 20
地 学 系,気 水 圏 系 観 測 重 点(3-U,や ま と限 石
3,000個 発 見,小 型 航 空 機(ピ ラ タ スpc-6)1機
(30)
42
53.1125
54.4.20
(55.3.21)吉田 栄夫
㌻ 山崎 道夫
購入
54 21
地 学 系,気 水 圏 系 観 測 重 点(3-2),新 観 測 船 建
造 に 着手(4.1),セ スナ 機流 出
(33)
43
54.11.21
55.4.19
(56.322)
木崎甲子郎 C川 口 貞男
55 22
地 学 系,気 水 圏 系観 測 重点(3-3),新 船 建 造 第2
年 次 σ しらせ 」 と命 名)
(34)
44
55.11.25
56.4.20
(57.321)
O吉 田 栄夫 神沼 克伊
福西 浩
中層大気国際協 同観測(4-1),南 極海洋生態
56 23
系 ・生 物 資 源 に 関 す る 国 際 共 同 観 測(5-U,東
ク イー ンモ ー ドラ ン ド地域 雪 氷 ・地 学研 究17-1)
(34)
44 561L25
57,420
(58.321)
○ 星合 孝男 前 晋爾
開 始,新 船 建 造 第3年 次(56.12.11進 水),セ ス
ナ機導入
中層大気国際協同観測(4-2),南 極海洋生態
57 24 系 ・生 物 資 源 に関 す る 国 際 共 同観 測(5-2),東
ク ィー ンモ ー トラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究 け 一
(35)
45
5711.25
58.4.20
(59.3.20)
(一》 前 晋爾 大山 佳邦
2),新 船 建 造 第 最終 年次(571L12完 成)
中 層 大 気 国 際 協 同観 測(4-3),ロ ケ ッ ト(S-310
58 25
3機)打h,南 極海 洋 生 態 系 ・生物 資 源 に関 す る
国 際 共 同 観 測(5-3),東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド
B6}
47
5811.14
59.4.19
(60.3.25)
O平 澤 威男 内藤 靖彦
地 域 雪 氷 ・地 学 研 究(7-3),新 観 測 船 「しらせ1
就 航(58.11.14)
中層 大 気 国 際協 同観 測(4-4),ロ ケ ソト(S-310
59 26
3機)打 上,南 極 海 洋 生態 系 ・生 物 資 源 に 関 す る
国 際 共 同 観 測(5-4),東 ク イー ン モ ー ドラ ン ド
(35)
48 59.11.14
6α4.20
(61.3.25)
川口 貞男 o福 西 浩
地域 雪 氷 ・地 学研 究(7-4),あ す か 観 測 拠 点 の
設置 1
一190一
年
1
隊
,「:頬 数 一
、 備 考
1'
ミ i三な観 測 テ ー マ.特 記 事 項 閂は1帰 国年月 日1隊 長名 副隊長名
度 次 :越 冬| 出発年月 日
内は越冬 は越冬隊長` は越冬隊長
60 27
融 解 生態系・生物舗 に隈」す胴 際期 観1;
測(5-5),束 ク イ ー ン モ ー ド ラ ン ド 地 域 雪 氷 ・|351・|61.420160
.11.11 吉田 栄夫 内藤 靖彦
地 学 研 究7-5ノ,豪 州 観 測 船 「ネ ラ ・ダ ン 号 一50 〔62.325一
求父母土(60.12.16・ ミ |
東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究
61 28
(7乱 気 候 変 動1・関 す る 総 合石腔 ・5.1… 針;.37・
1
生態 系 構 造 び)研究14.11,あ す か 観 測 拠 点 で 越52
61.11.14
62.4.20
{63.3.27
星合 孝男
ll　大山 佳邦
※ 鮎川 勝
冬観 測 開 始1:62.12.1611 ll
li
東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究 } {
62 29
(7-7),気 候 変 動 に関 す る総 合研 究5-2,陸1二
生態 系 構 造 の 研 究 庄2・,南 大洋 の地 学 研 究.5-
1)
137.!
62.11.1・1521
1
63,327
1元 .3.281
1
渡邊 興亜
※ 矢内 桂三
1佐 藤 夏雄
l
l
|
第II期 東 ク ノー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学1|
1
63 30 研 究 ・㌫1・,餓 鋤 ・ |斐1する船 艦`・ ・-37…63 .11.11
陸上生態系構造 の研究U.3・,南 大洋の地学研54
[元 .3.28
い2.328)
江尻 全機
;
|※ 召田 成美
竹内 貞男
i
究(5-2)
　
1
　
　
第n期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
|
元 31 研 究(8-2),気 候 変 動 に関 す る総 合研 究(5-4),
陸 上 生 態 系 構造 の 研 究 山 山,南 大 洋 の 地 学 研
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南極域熱圏 ・中間圏へのエネルギー流入と大気
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変 質 の研 究(5-P,極 域 大 気 雪 氷 海 洋 国 に
お け る環 境 変 動 機 構 に 関 す る研 究(5-1),南 極
(40)
58 8.11.14
9.3.28
(10.328)
◎ 山内 恭
☆ 金戸 進
山岸 久雄
大 陸 の 進 化 ・変動 の 研 究(5-U,南 極 環 境 と生
物の適応に関する研究(5-U
南 極 域 熱 圏 ・中 間 圏 へ の エ ネ ル ギ ー 流 入 と大 気
1
9 39
変 質 の 研 究(5-2),極 域 大 気 一雪 氷 一一海 洋 圏 に
お け る環 境 変 動 機 構 に 関 す る 研 究5-2),南 極
ほ0)
58
911.14
10,328
(1L328)
◎ 澁谷 和雄 森 脇 喜:・
大 陸 の 進 化 ・変 動 の 研 究 〔5-2),南 極 環 境 と生
物 の適 応 に関 す る研 究(5-2)
南極域熱圏 ・中間圏へのエ ネルギー流入と大気
変 質 の 研 究(5-3),極 域 大 気 一一雪 氷 一一海 洋 圏 に
10 40 お け る環 境 変 動 機 構 に 関 す る研 究(5-3),南 極
(40)
10.!l.14
ll,328
百石 和行 ハ 宮岡 宏
大陸 の 進 化 ・変 動 の研 究 ぼ一3),南 極 環 境 と生 60 ほ23.27)
物 の 適 応 に 関 す る研 究(5-3),豪 州 観 測 船[オ
一 ロ ラ ・オ ー ス ト ラ リ ス 号 」 救 出(10 .1218)
南極 域 熱 圏 ・中 間圏 へ の エ ネ ルギ ー流 人 と大 気
11 41
変 質 の研 究(5-4),極 球 大 気 雪 氷 海 洋 圏 に
お け る環 境 変 動 機 構 に関 す る研 究(5-4),南 極
(40)
60
11.11.14
12,327
(13.3.28)
鮎川 勝 グ＼ 渡 邉研 太郎
大 陸 の 進 化 ・変 動 の 研 究(5-4),南 極 環 境 と生
物 の 適 応 に 関 す る研 究(5-4)
南 極 域 熱 圏 ・中 間 圏 へ の エ ネ ル ギ ー 流 入 と大気
12 42
変 質 の 研 究(5-5),極 域 大 気 一一雪 氷 一 海 洋 国 に
お け る 環 境 変 動 機 構 に関 す る 研 究(5-5),南 極
(40)
60
12.11.14
13.3.28
(14.328)
O本 吉 洋一 加藤 好孝
大 陸 の 進 化 ・変 動 の 研 究(5-5),南 極 環 境 と 生
物 の適 応 に関 す る研 究(5-5)
31
ー
　
-ー
43
南 極 域 か ら み た 地 球 規 模 環 境 変 化 の 総 合 研 究
(5-11,南 極 の 窓 か')み る宇 宙 ・惑 星研 究(5-1),
南極 域 か ら探 る地 球 史(5-U
専 用海 洋 観 測 船 に よ り南極海 を 集中 観 測
(40)
,60
!
13.1128
14.22_一
14.3.28
(15.329)
14.3.10-一 一
西尾 文彦
/'神 山 孝吉
◇ 小 達 ↑E決
14 44
南 極 域 か ら み た 地 球 規 模 環 境 変 化 の 総 合 研 究
(5-2),南 極 の 窓 か ら み る宇 宙 ・惑 星研 究(5-2),(40) 1411.28
15,329
は6.327) 鮎川 勝
○ 小 島 秀康
☆ ノく日方 一夫
南極 域 か ら探 る地 球 史(5-2) 60 15213-一二 一 15.3.17 ◇ 小達 恒夫
1
専用海洋観測船により南極海を集中観測
(注)※ 印はあすか観測拠点の越冬副隊長,☆ 印はドームふじ観測拠点,◇ 印は海洋観測船
繰は海洋観測船による派遣者の出発日及び帰国日
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V.北 極 における観測
地球規模の気候 ・環境変動は,気 候の温暖化,オ ゾン層の破壊,降 水の酸性化などの諸現象に代表されるように生
態系のみならず人類生存にもかかわる最重要の問題になっている 北極域は,地 球規模の気候 ・環境変動が最も顕著
に現れる地域である とともに,当 該地での環境変化が地球規模変動の引き金になると考えられている さらに,ブ イ
ー ドバ ック機構により北極域の環境の変化が一一段 と増幅 される とも考えられている 地球規模の気候 ・環境変動を正
確に予測す る上で,北 極域 における気候 ・環境変動の実態を克明に把握 し,変 動メカニズムを解明することは,早 急
に取 り組 まねばならぬ緊急の課題である
このため,平 成11年 度から 「北極における気候 ・環境変動に関する研究」を,大 気科学,雪 氷,海 洋,陸 域生態,
超高層大気の分野で,国 内外の共同研究 として進めている
平成14年 度に実施 した観測の概要を分野別に示す
A.北 極域対 流 圏 ・成層 圏物質 の変動 と気 候影響
北 極域 大気の 対流圏,成 層圏 にお け る温室効 果気体 やエ ア ロゾル,オ ゾ ン,雲 の 変動 を明 らか に し,そ の原 因 とな
る輸送や 生成 ・消 滅過程 の解 明 をはか り,南 極域 と対比 しつつ,放 射 効果 な どを通 じた気候へ の 影響 を評価 す る こ と
を 日的 として いる。14年 度 は,以 ドの計画 を進め,そ れぞ れの結 果を得 た
1)ス バ ールバ ル諸 島 ニー オルス ン基地 にお いて,温 室 効 果気体 につい ての 大気サ ンプ リング観測 や地L気 象 の連
続観測 を継 続,気 体 濃度 の分析 お よび 酒変化 炭素中の 炭素同位 体,メ タン中の 炭素同位体比 の 分析 も進 めた
大気 海洋 間 二酸 化炭 素交換 につい ては,こ れ まで の観測結 果の 蓄積 を整理解析 し,グ リー ンラ ン ド海,バ レン
ツ海 の 二酸 化炭 素吸 収量 を評価 した
2)雲 ・擾乱 の観測 と して.ペ アー ア イラン ドにて行 われ てい る レー ダ観測 と対比 して,ス バ ールバ ル,ニ ーオ ル
ス ン観測 基地 にて引 き続 きレー ダ,降 雪粒P,マ イ クロ波放射計 観測 を継 続 した
3)北 極対流 圏エ ア ロゾル ・放射総 合観測　 ASTAR　 2000:　Arcl　i(・　Stlldy　of　Tr()pospheric　 Aerosol　 and　Radiati(m　 の
高次 の デー タ解析 を進 めた 地上観測 と航 空機観測 を併せ たデ ー タにつ いての解析 を,統 計 的 な手法,特 に クラ
ス ター解析 によって進 め,観 測 期間 中の北極域 エ ア ロゾルの時空 間分布 の特 徴 を抽 出 した、北極 ヘ イズ と呼ぶ 濃
度の 高 い場 合,バ ックグ ラウン ドと愚 才)れる濃 度の低 い場 合,さ らには中間的 な場 合 に分け られた、
4)2002年3月 実 施 した北 極 海横断航 空 機 大気観測　.AAMP　 O2、　につい ての観測 結果 の処 理 ・解 析 を進 めた ド
ロ ップゾ ンデ観測結 果は気象客 観解析 デー タとも整合 して,極 渦 の内外 の特 徴 ある鉛直大 気構造 を示 した 特 に
北極 海横 断飛行時 には,極 渦 の中心が スバ ールバ ル側 にシフ トしてお り,ア ラスカ側 は圏 界面高 度が 高 く気温 も
高 く,次 第 に気温 は ドが り 全層 で 一様 に;,極 点 を越 え ヨー ロ ッパ 側に 入る と圏界面 は低 く極渦 内の特 徴が 明
瞭 とな った、 オゾ ン濃度 につ いて も,極 渦 内外 の輸送 過程 の違い を反映 した変動が 明 らかであ った これ に呼 応
して,1酸 化炭素 濃度 の鉛直 分布 もパ ロー とロ ングイヤ ーで 異った様態 を示 し,ま た他 のSF6や 同位体比,酸 素
濃度比 も成層 圏 と対 流圏 で異 なる特 徴あ る分布 を示 した エ アロ ゾルについ て も,サ ンプ リング試料 の分析 か ら,
成層 圏 大気 中の イオ ン成 分 は大部分が硫 酸で あ り,そ の他 の成分 を少 量含む もの であ った。サ ンフォ トメー タか
らは成層 圏のエ ア ロゾル 光学 的厚 さ 高度ll,　 12　kIll以 ヒ5001m1でO.005,iが 実証 され,鉛 直分布 で は衛星観測
SAGE-III)　 の検 証 も実現 した
B.環 北極 雪氷掘 削 コア によ る比 較環境変 動研 究
気候 ・環 境変動 の地域性 の ノくきい北 極域 におい て,そ の変動 の メカニ ズム を解明 す るため には,北 極域の 様 々な地
域 で過 去に生 じた気候 ・環 境 変動 を解 明す る こ と,ま た現在 の北極雪 氷圏の 水 ・物 質f盾環特性 を明 らか にす るこ とが
重 要で ある このため,本 研 究 では北 極域の様 々な地域 で雪 氷 コア掘 削お よびその解析 を行 うと ともに広域 積雪調 査
を実 施 してい る.こ れ まで に グリー ンラン ド,ス バ ー ルバ ル,ロ シア,中 国,カ ナ ダを中心 と して以 ドの研究 を進 め
て きた
1`グ リー ンラン ド:北 グ リー ンラ ン ドの深 層 コアの解析 か ら,過 去数f"万 年の環境 変動 を解明す る こ とを 目的 と
して,欧 米 諸国 と共 同で 「北 グリー ンラ ン ド深層 コア掘 削解析 研究 計画　(NGRIP)」 　を実 施 して きた 平成14年
度 まで にNGRIP地 点 で3001mま での深 層 コア を掘削 し,そ の解 析 を実施 して いる 連続 フロー分析 法の 導 入に
193一
よって,深 さ方 向 に1　Cmの 分解能 で連続 化学 分析 を行 う こ とが 可能 に なった 、これ に よって氷床深 部で も化学
成分 の季節変動 を利 用 した年 層決定 を行 う ことが可 能 になった 深 層 コアの他 に浅層 コア を掘削 し,そ の解析 を
実施す る と ともに,掘 削 孔 を利用 した空気 のサ ンプ リングを実施 した.
2)ス バ ール バル:ICAPPの 一環 として,北 大 西洋域 におけ る過 去の気候 ・環境 変動 を解 明す る ため,ノ ルウ ェ
ー と共 同で スバ ー ルバルのAustfonnaに お いて深 さ289mま で の雪氷 コア掘 削 を実 施 し,掘 削 した雪氷 コアの層
位観 察,　ECM測 定,酸 素同位 体分析,イ オ ン分析 等 を実 施 した 、20世 紀 に入 ってか らの急激 な温 暖化 や降雪 の
酸性 化が 顕著 に見 られた また,酸 素 同位 体 や イオ ン濃 度 の変動 が北 大 西洋振動(NA())と 関係 して い る こと
が分 か った
3)ロ シア ・中国:シ ベ リア高気圧 圏 におけ る気候 ・環境 変動 の実態 を明 らか にす るため,ロ シアお よび 中国 と共
同で シベ リア東部 お よび中国北東 部 において広域 積雪調 査 を実 施 し,採 取 した積雪試料 の化学 分析 を行 った、 一
方,ロ シアの ア ル タイ山脈Sofiskiy氷 河 とス ンタル ・ハ イア タ山脈 のNo.31氷 河,お よび中国東 ク ンル ン山脈の
氷 河 にお いてそ れぞれ ロ シア,中 国 と共同で氷 河観測 を実施 した一　Sofiskiy氷 河 では25m深 の雪 氷 コア を掘削 し,
解析 した 、酸素 同位 体比,固 体微 粒子,ト リチ ウム,花 粉濃 度 な どの季節変 動 を利 用 して同 コアの年代 を決定 す
る ことが で き,夏 期の融 解 に よ り全層0℃ にな る同氷河 におい て も気候 ・環境変動 の シグナ ルが残 されて いる こ
とが明 らか にな った 森 林火 災 と考え られ る シグナル も発見 され た.
41カ ナ ダ:　ICAPPの 一一環 と して,北 太 平洋域 にお け る過 去 の気候 ・環 境変動 を研 究 す るため,カ ナ ダ と共同で
カ ナ ダのMt.　 Loganで 氷河観 測 と雪氷 コア掘削 を実 施 した.平 成13年 度 にはMt.　 Loganの 標 高の 異 なる多点 にお
い て ピ ッ ト観 測 を実施 し,平 成14年5-6月 には標高4200mの 地 点で220m深 まで の雪氷 コア掘削 を実 施 した、
2002年 の ヒ ッ ト観測 におい て も2002年4月 に飛来 したゴ ビ砂漠 の ダス トが 汚 れ層 と して 目視 で き,2001年 春 か
ら2002年 春 まで の酒養 量 を見積 もるこ とがで きた 掘削 した雪 氷 コアは現在解析 中であ る、
5)多 点雪氷 コア分析 デ ー タの比 較解析:こ れ まで に北 極域 の異 なる地 点か ら得 られた雪氷 コア分析 デ ー タを比 較
す る こ とに よ り,北 極域 にお け る過 去 の気候 ・環境 変 動の 地域 依存性,お よび北 大西洋 振動(NAO)な ど大気
循環 場の振 動現 象 との 関わ り等 を研究 して きた
C.北 極 域海洋 動態 と生態 系変動 の研 究
本研 究課 題 の解 明 の ため,カ ナ ダ ・ラバ ル 大学 を核 とす る世 界10カ 国 に よる国際 共 同研 究計 画 であ る()anadlan
Arctic　Shelf　Exchallge　 Study　 (CASES)　 計 画に参加 して いる　 CASES計 画 は,大 き く9つ のサ ブ グループ に分 かれて
お り,そ れぞ れのサ ブ グループが相互 に関 わ り合 い,計 画の 目的達 成 に寄与 す る仕 組み にな ってい る・9つ の サブ グ
ルー プにはそ れぞれ以 下の ような目的が ある.1.沿 岸域 の水循環 と大気,海 氷 お よび河 川水 流 入の関係 を明 らか にす
る こ と、2.大 気 一海洋 間の ガス交換 や生物 に 及ぼす影響 を明 らか にす る こ と、3.光 ・栄養 塩環境 と基礎生 産 お よび
移出生 産 との関係 を明 らか にす る こと4.微 小動 物 プラ ンク トンやバ クテ リアの現存量,種 組 成お よび生理活性 な ど
を明 らか にす るこ どu5.食 物網構造 を明 らか にす るこ と、6.有 機物 お よび無機物 フ ラックス を明 らか にす る こ と7.
海底 におけ る炭 素循環 を明 らか にす る こ と8.10年 か ら1000年 周期 の河 川水の 流 入,海 氷環境 お よび炭素 フ ラ ック
スの変化 を明 らかにす るこ と、9.以 上の研究 で明 らかに なった生物,化 学,物 理学 的デ ー タを用 いて炭素循 環や気候
お よび海氷 変動 のモ デルの 構築 を行 うこ とであ る これ らのサ ブ グル ープが相 互 に関わ り合 い,　CASES計 画 で はボ
ー フォー ト海南 東部 の アム ンゼ ン湾 に形 成 されるCape　 Bathurst　 polyIlya,　更 にマ ッケ ンジー河 口流域 か ら大陸棚域,
また その北 方海盆域 との問 を研 究対 象海域 とし,こ れ らの 海域 におけ る生態 系の構 造 と機 能の解 明,お よび物 質循環
過 程 を明 らか にす るこ とを目的 とす る
平成14年 度 はCASES計 画 の予備 調査 的 な航 海で あるCASES　 2002航 海が実 施 され,そ の航海へ 参加 したc　CASES
2002航 海 は2002年 の9月 に2隻 の観測船 を用 いて実施 され た、一隻 は カナ ダ沿岸警 備隊の砕 氷船s〃 晒11〃dLαz{〃`2r
号 であ り,主 に係留 系の設置 を行 った 係留 系 は合計8測 点 に係留 された これ らの係留 系 は研 究対 象海域 にお ける
海流の流 向 ・流速,お よび粒 子 の鉛直 輸送量 を計 測す るため に設 置 され た,　CAOIか らCAO3の3測 点 に は海面 ド30
mに 水温塩 分測定 装 置,50mに 流 速 計 を設 置 した　 CAO4か らCAO6の3測 点 に は海 面下30mに 水温 塩 分測 定装 置,
50m及 び190mに 流 速計,100mに 音響式 ドップ ラー流速計　(Acoustic　 Doppler　 ()urrent　Profiler　:　ADCP)　 を設 置 し
た、　CAO7及 びCAO8に は海面 下30mに 水温塩 分測定装 置,70m及 び200mに セデ ィメン トトラ ップ,100mにADCP,
75m,205m及 び海底 上15mに 流速計 を設 置 した.係 留 され た観測機器 は2003年8月 末 まで連続観 測 を行 う　tt
もう一隻 は同 じくカナ ダ沿岸警 備隊の砕 氷船P?'erre1ゼ αdブ∬07/号 で あ り,主 に海洋観 測 を分担 した。 主な観測項 目
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はCTI)に よる塩分濃度および水温の測定,ク ロロフ ィルa濃 度,粒 状態及び溶存態有機炭素濃度および栄養塩濃度測
定などのためのロゼ ノト採水器による層別採水である、またプランクトンネットの鉛直曳きおよび斜行 曳きによる動
物プランク トン採集,海 底堆積物採集のためのボ ックスコアリング,海 氷の コア採集,24時 間表層係留型のセデ ィ
メン トトラップの設置などが,当 初の計画通 り計110測 点 において行われた　 CASES　 2002航 海には 日本か らの乗船
者を含め,延 べ40人 以 上が参加 した、採集 された試料や得 られたデータは現在解析中である、
D.北 極域 ツ ン ドラ環 境変 動の研 究
1)エ ル ズ ミア島,オ ーブ ロ イや湾地域 の氷河 地形
調査 地域 は,エ ルズ ミア島　(Ellesmere　 Islan(1)の オーブ ロ イや湾 ⑩obloyah　 Bay,　 北 緯80度50分,西 経82度
45分)の 奥 に舞 え る クリー ガーLII地　(Krieger　 Mts.・　南面の氷 河前 縁地域 で あ る　tt　ク リー ガーLLI地 の東 西 には,
内陸の 氷帽氷河 か ら流下す る溢流 氷河が南 流 し,両 氷河 の氷舌端 を結ぶ ように氷食貫通 谷1以 下,オ ーブ ロ イや
谷 と仮 称)が 東 西 に延 びてい る クリーガー 山地 南 面には六つ の山岳氷 河が並列 す るが,ベ ー スキ ャ ンプを置 い
た西 か ら2番 目の氷 河(以 下,第2氷 河.面 積 は約6kmz)　 前縁 の氷 河地形 につい て重点 的 に調 査 した.オ ー ブ
ロ イや谷 は最終 氷期 に は ドライバ レーで あ った と考 え られ る .第2氷 河 の氷舌 では教 科書で 見 るような典型 的 な
氷河基底 氷　(debris-rich　basal　ice　 が観察 された 、現在 の氷 舌の周囲 には小氷期 の氷核堆 石(ice--cored　 moraine)
が分布 し,さ らにその外側 には,オ ー ブロ イや 谷本川の 右岸側 の谷底 部に複数 の端堆石 ・側堆 石 を認 めた 、これ
らの堆 石群 は地形 的に は最古 期 ・占期 ・新 期の3群 に区分で きる 新期堆 石 は,小 氷期堆 石の す ぐ外 側 にそれ と
並行 して伸 び る一列 の リッジか らな るが,古 期堆 石 は顕著 な側堆 石 と複 数の端堆 石群 か らなる,,我 々は これ らの
堆 石 の 形 成 時 期 を よ り明 確 に 区 別 す る た め に2種 類 の 相 対 年 代 法 を 利 用 す る こ と に した チ ズ ゴ ケ
(Rh212.θca'x'x)07Lθogグα∫)加cど4〃2)の直径 を用 いる ラ イケ ノメ トリー と礫 の風化被 膜の厚 さを用い る風化 被膜法 で
あ る.,そ の結 果,古 期 の堆 石群 は占期1と 占期2に 細分 され,小 氷期の堆 石 も2期 に細分 す るこ とがで きた
2)エ ル ズ ミア島 におけ るモ レー ンEの 植生 発達
エ ル ズ ミア島 は高緯 度北 極帯　・　high　arctlc　z()ne)　に位 置 し,植 物の 生育 に とって厳 しい環境 にあ る、、植生調 査
は,オ ー ブ ロ イや湾 の東北 に20kmに わ たって連 な る クリーガー 山脈 か ら南 に流 下す る山岳 氷河 の一つ を対 象 と
した。 この氷 河 は,成 立 時 期の 異な る4列 のモ レー ンを残 して い る 一最 も占い もの は最 終 氷期 最 寒 冷期 の 約
35,000年 前,そ の後 晩氷期付 近 に2度 ほ どモ レー ンの形 成期が あ り,最 も新 しい もの は小 氷期,約200年 前 に成
立 した と推定 され,こ の地域 のモ レー ンは30,000年 にわた る植 生発 達 を記録 してい る。 これ らの モ レー ン ヒに
20mの ラ イン トラ ンセ ク トを3～8本 設置 し,そ れぞ れ を20個 の]m×lm小 方 形区 に区切 って,維 管束植物
を対 象 と して植 生調 査 を行 った 以 下の結果 が得 られたtt　す なわ ち,1)植 被率 は,最 も新 しいモ レー ン1約
200年 前)で は1%に 満 たず,植 生が殆 ど定着 して いないが,晩 氷期 モ レー ンで は40%に 増加 し,最 終 氷期 最寒
冷期 モ レー ンで は60%に 達す る,2)構 成種 は,最 も新 しいモ レー ンで は4種 に満 たないが,晩 氷期 モ レー ンで
は10種 に達 し,そ れ以後 は ほぼ安 定す る,3)構 成種 は,初 期 に定着 した種 に新 たな種が付 け加 わる形で増 加す
る また,最 終氷 期 最寒 冷 期 モ レー ンで は,よ り南 方 のlow　 arctic　zoneで の 主 要構 成 種 で あ るVαcc7}2.ito〃?
μ〃g加osμmの 出現 頻度 が急増 す る,4)古 いモ レー ンほ どCctssio!)　・　tc?b"agonaの 割 合が増 加す る,5)植 生 の
発達 には一一定 の方 向性 が あ り,　low　arctic　zoneのdwarf　 shrub　heath　tundraに 近 づい てい く,6)10,000年 以 上経
過 して も植 生は まだ発達途 上 にある
3)エ ル ズ ミア島 におけ るモ レー ン植生 及び群落学 的研究
オー ブロ イや 湾周辺 の地形 と植生 を中心 と した ヒ記 の調査 と並行 して,小 氷期 に発達 した約200年 の最 も新 し
い モ レー ンの植 生の発 達状 況 につ いて 調査 した 側堆 石や端堆 石か ら氷河 末端 までの100～200mの 距離 をll本
の ラ イン トラ ンセ ク トで 地形 の凹 凸,斜 面,堆 石 の石 のサ イズ と植 生 を調査 した 結 果 的 にはSali.i.iαグcticα,
Er7Jop/?.ortL'm　l(tt7ifbl'iu)??の2種 の他,A(・ αttlot?わ,て》涯∫θ〃ど4s,B,・μz〃〃　c〃doノソ乙川〃〃72,Cei・αtod,θ}りpto7pitre?is,
D?]cα'rαノLou:e?ls?la　ch'r,c/sθ1)hylus,　11)ist?1c/?.itLＬt?　cαρillctce?in?,　E'('tco)???it?グilo'R　1ω〃ゆ 〃Osど〃〃μ,Pθr〃αhein?〃 な どが
出現 した。 一方,最 大3万 年 を経 過 した と思 われ る最終氷期 の古 い植 生で は以 下の群 落が区 分 され た す なわ ち,
a)　DM':2ya,s　?1・}tte.ql ,lfol7i,a-　Cα∬?OPe1(・t}・ασ(川α群落,　b)　Dryα.s1〃t(・σ ア々b α々典 型群 落,c)(1α ∬加ρe　tetra,.qo}1.(1典型群
落,　d)　,S'・ile・ize　acα2xl?ls君手落,e)(」(tf(?.t'αqtL(t　til　?l　s`群 落であ った
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E.北 極 域 にお ける中層大気 ・熱 圏の力学 的結合
本年度 は スバールバ ル ・ロ ングイヤ ー ビンのオー ロ ラステー シ ョンに,デ ー タ収集 ・アーカ イブ シス テム用サ ーバ
ー システムの新 設 を行 い,よ り確実 な北 極超高 層 ダ イナ ミックス観測 デー タの集積 に よ り効 率的 な総 合解析 を進 め る
体 制 を整備 した
個 々の テーマ の研 究実績 は以 下の通 りで ある、
ユ)　EISCATレ ー ダー　:　EISCATレ ー ダー による電 磁気 圏及 び中層大気 観測,　EISCATヒ ーテ ィングや地 上光学 同時
キ ャンヘ ー ン観測 を行 い,極 球大 気 ダ イナ ミックス とプ ラズマ と中性粒子 の カ ップ リング,イ オ ンダイナ ミック
スな どの諸問 題が 考究 された なかで,イ オ ン流 出の原 因 とな る イオ ン加熱機 構や1001n/sを 超 える沿磁 力線 方向
の イオ ンの運動 等 につ いて,　ESRとDMSP衛 星の 同時観測 デ ー タを用 いて,昼 側高緯度 電離 圏 にお け る イオ ンア
ップフローの発 生領域 を調べ,マ ン トル領域 に対応 す る上部電 離圏 で も低 エ ネルギ ーの オー ロラ粒 子の 降 り込 み
に伴 い イオ ンア ップフ ローが発 生 してい る ことが 明 らか にな った,,ま たE層 高度で の イオ ン ・中性 温度構 造,緯
度構造 の スケー ルな どにつ いて知 見を得た
2)流 星 レー ダー:流 星 レー ダー観測 で得 られた長期 間連続 観測 デー タについ て,同 じ緯度帯 の環 北極域 や南北 共
役点 であ る南極 域 での レー ダー観測 デ ー タを総 合 して,東 西波数,直 接励 起,ノ ンマ イグレーテ ィング,南 北 対
称 ・非 対称,非 線 型結 合,季 節 変動等 の視 点で解析 を行 った 、,この 中で1日 周期成分,半 日周期 成分,8時 間成
分 の季節変 化や南北 対称性 な どにつ き,理 論 との 一一致が不t'分 で あ るこ とが種 々示 され た。　SSRレ ー ダー(MST)
との同時 観測 結果 との比 較 も併せ て行 った ほか2002年4月 の 大 きな地磁 気擾 乱の 中性風へ の 力学 的結 合 につい
て も検 討 した、
3/　 IIFレ ー ダー:　IIFレ ー ダー に よる熱圏 ・電磁 圏 ダ イナ ミックス,流 星跡 観測 モー ドでの熱圏 下部 の風,PMSE
の観測 な らび にデー タ解析 が行 われ,ま た南北 両極SuperDARNレ ー ダー網 を利用 で きる流 星観 測 ソ フ トウェア
の開発 を行 な った.　GEOTAIL,　 トロム ソEISCATレ ー ダー とヒー タ とSul)erDARNレ ー ダー の会合観 測で は,地
磁 気脈動 につ き,周 期 の 異なるPc脈 動 が観測 され る とい う興味あ る結 果 を得 た。
4)オ ー ロ ラ大 気光 スヘ ク ロ トグラ フ:オ ー ロラ 大気 光 ス ヘ ク トロ グ ラ フに よ る732nmの 酸 素 イオ ン発 光 と
EISCATレ ー ダーの同時 観測 デー タに よる粒子 降下 に よる電 離圏変 動 との対応 につ き,オ ー ロラ輝線の スペ ク ト
ル観測 とモデ ル計算 による オー ロ ラ発 光 との比 較か ら,オ ー ロラ中の酸 素 イオ ン発光 は低エ ネルギ ー電 子に よる
酸 素原子 の直接 電離 ・励 起に よって発 光 して いる ことを確 かめ た、
5)　ALISに よるオー ロラ ・大気 光観測:ALISとEISCATヒーテ ィング,　EISCATレ ー ダーの 同時観測 に よる励 起 大
気 光の 多点観 測 とプラ ズマ測 定 を も とに,励 起 過程 の解析 が行 われ,　HFポ ンプ周波 数 とジャ イロ高調 波 の 一致
が 励起す るプラ ズマの 乱れや,557.711mと63011mの 励起 強度比 と非熱 的電子 の寄与 な どにつ き知 見を得 た。
6)数 値 モデ リング と総合解析:大 気潮 汐観測 デー タについ て,米 国NCARで 開発 中のWACCMモ デル との比較検
討 な どが進 め られた また,大 気 大循 環モ デ ルを用い て,　MLT領 域 の1日 潮 汐波 の季節 変化 や長周期 プラ ネ タリ
ー波 に よる変 調の成 層圏か ら熱圏 までの 高度変化 につい て も解析 を行 った。
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VI.　総合研究大学院大学
1.総 合研 究大学院大学
総合研究大学院大学は,我 が国初のいわゆる独立大学院1学 校教育法第68条 の規定に基づ き学部を持たず大学院
だけを置 く大学1と して,昭 和63(1988)年10月 に設置 された国立大学である、
全国の大学研究者の共同研究推進について,中 心的役割をはた している大学共同利用機関の うち14研 究機関(高 エ
ネルギー加速器研究機構(素 粒 子原子核研究所,物 質構造科学研究所,加 速器研究施設),国 立極地研究所,国 立遺
伝学研究所,統 計数理研究所,国 際 日本文化研究セ ンター,国 、乞天文台,核 融合科学研究所,岡 崎国立共同研究機構
(分 子科学研究所,基 礎生物学研究所,生 理学研究所1,国 立民族学博物館及び国立歴史民俗博物館)と の緊密 な連
携 ・協力の下に,そ れ らの優れた人材 と研究環境 を基盤 として博士後期課程の教育研究を行 うことを特色としている,、
こうした特色を生か して教育研究活動 を活発に進め,新 しい学問分野 を開拓するとともに,そ れぞれの専門分野にお
いて学術研究の新 しい流れに対応することのできる優れた研究者を養成することをEI的 としている。
2.総 合研究大学院大学への参画
国立極地研究所は,平 成5(1993)年 度か ら総合研究大学院大学に参画 し,そ の基盤機関 として同大学数物科学研
究科に設置された極域科学専攻 博 士後期課程)の 教育研究指導 を行うこととなり,15名 の学生が在籍 している 、
1)極 域科学専攻の概要
南北両極域の自然は,電 磁圏,大 気圏,水 圏及び陸圏を通 して相互に関連 し,そ れ自体が一つの大 きな自然系を構
成 している 極域科学は,こ の 自然系に係る幅広い研究分野の基礎の上に立ち,地 球の自然を支配する物理的 ・化学
的 ・生物約諾過程 とその相互作用を地球規模のシステム科学 として究明することを目的としている、,本専攻において
は,南 北両極域の自然現象を中心 に全地球的環境 をも視野に入れた教育 ・研究 を行い,高 度の研究能力を具備 し,か
つ,幅 広い地球科学研究に従事できる優れた研究者を養成する
極域科学専攻教官 定員 現員
(平成14年4月 現在)
区 分 講 座 定 員 現 員 (現 員)一(定 員)
教 授
極 域 気 圏 科 学 4 6 2
極 域 水 陸 圏 科 学 5 7 2
計 91 13 4
助教授
極 域 気 圏 科 学 42 △2
極 域 水 陸 圏 科学 15 3 △2
計 9 5 △4
助 手
極 域 気 圏 科 学 8 8
極 域 水 陸 圏 科学 10 10
1計 18ト18
1
合 計
1
極 域 気 圏 科 学116116
{
極 減 水 陸 圏 科 学2020
言{'136;36
※渡邉興亜専攻長は極減水陸圏科学教授現員に含める
一197一
学生数
学生数/学 位取得者数 一覧(数 物科学研究科
学位取得者数
極域科学専攻)
1
11
1
1
ー
ー
1
ー
F
1年 次 2年 次 3年 次 合計 学 位取得月 課程博士 論文博士 小 計 合 計
5 / 5 9月平成5年 度 3月
平成6年 度 2
'
5 7
9月
3月
平成7年 度 5 2 5 12
9月
3
3月 3 0 3
平成8年 度 6 5 4 15
9月 2 0 2
2
3月 0 0 0
平成9年 度 3 6 7 16
9月 1 0 1
2
3月 1 0 1
平成10年 度 5 3 9 17
9月 1 0 1
6
3月 4 1 5
4 7 16
9月 2 1 3
6平成11年 度 5
3月 2 1 3
平成12年 度 3 5 6 14
9月 0 2 2
6
3月 4 0 4
平成13年 度 4 3 6 13
9月 0 0 0
2
3月 1 1 2
4 8 15
9月 0 0 0
1平成ユ4年度3
1 3月 1 0 1
※学生数は,各 年度 とも4月1日 現在の人数
授業内容一覧
平成5年 度～7年 度
大講座 教育研究指導分野 概 要 授 業 科 目
極 球 電 磁 圏 極域電磁圏 ・磁気圏 は,太 陽からのエ ネルギーの流れ 地球電磁エネルギー論
の中で,地 球への力学的及び電磁的エネルギーの流入路 電磁圏物理学特論
極
として主要な役割 を担 っている一この極域電磁圏内で発
生す るオーロラなどの さまざまな電磁諸現象の理解や,
電磁波動論
域 エネルギー輸送 とその変換過程 に関する教育 と研究 を行
気
う,,
圏 極 域 大 気 圏 極域大気圏の諸現象 とその相互作用,エ ネルギー収支 大気物理学特論
と物 質循環,気 候 ・環 境変 動 メカニ ズム,そ して グ ロー 気候システム論
科 バルな環境の中での極球大気圏の応答及び役割 に関する 大気 ・雪氷圏物質循環論
学 教育 と研究を行 う.
極域 気圏共通 極域気圏環境科学特論
極域気圏観測法
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吠 講座1
教育研究
指導分野
1
概 要1授 業 科 目
ミ 極 域 水 圏 極域 水圏 を構 成す る海洋 ・海 氷,氷 河 ・氷床 構造,エ 雪氷圏構造 ・変動論
ネルギー収支 と物質循環及びその長期変動 に関する教育 海洋学特論
布亟 と研究 を行 う、 また,そ こに生息する生物の環境適応 と 生物生産 ・適応論
i域 生物生産及び生物生産が環境変動 に及ぼす影響 に関する
教育 と研究を行う
水
陸 極 域 陸 圏 地球誕生以 来,原 子地殻の生成か らパ ンゲアの発展 と 固体惑星 ・地殻進化論
分裂,氷 床発達に至る変動史,並 びに,現 在の変動現象固体地球物理特論
圏 に関する教育 と研究を行う また,氷 床 ・氷河変動に と 寒冷地形論
科 もなう陸圏環境 変化が生物の適応 と維持 にどの ような影
響を与 えるかに関する教育 と研究 を行 う
周氷河生物学特論
学
極域水陸圏共通 極域水陸圏環境科学特論
1 [ 極減水陸圏観測法1
平成8年 度～平成10年 度
1大講座 教育研究指導分野 概 要
1授 業 科 目
極 域 電 磁 圏 極域 電磁 圏 ・磁 気圏 は,太 陽か らのエ ネルギー の流 れ 極域電磁圏科学持論1
の中で,地 球への力学的及び電磁的エ ネルギーの流 入路 極域電磁圏科学特論H
として主要な役割 を担 っている この極域電磁圏内で発 極域電磁圏科学特論m
極 生す るオー ロラなどのさまざまな電磁諸現象の理解や,エネルギー輸送 とその変換過程 に関する教育 と研究 を行
極域電磁圏科学演習1
極域電磁圏科学演習H
域 う
1
気 極 域 大 気 圏 極球大気圏の諸現象とその相 互作用,エ ネルギー収 支 極域大気圏科学特論1
圏 と物 質循 環,気 候 ・環境 変動 メカニ ズム,そ して グロー 極域大気圏科学時論H
科 1バ ルな環境の中での極域 大気圏の応答及び役割に関する
1教 育 と研究を行 う
極域大気圏科学特論HI
極域大気圏科学演習1
学 極域大気圏科学演習H
極 域 気 圏 共通1 極域気圏環境科学特論
極域気圏科学特別研究
: 極域気圏観測法
極 域 水 圏 極域 水 圏 を構成す る海 洋 ・海氷,氷 河 ・氷床 構造,エ 極域水圏科学特論1
ネルギー収支 と物質循環及びその長期変動 に関する教育 極域水圏科学特論H
と研究 を行 う また,そ こに生息す る生物の環境適応 と 極域水圏生物特論 工
生物生産及び生物生産が環境変動に及ぼす影響 に関する 極域水圏生物特論H
極 教育 と研究 を行う 極域水圏科学演習1
域
: 極域水圏科学演習n
極域水圏科学演習
水
陸
極 域 陸 圏 地球誕生以 来,原 子地殻の生成か らパ ンゲアの発展 と
分裂,氷 床発達に至る変動史,並 びに,現 在の変動現象
極城地圏科学特論1
極城地圏科学特論H
圏 に関す る教育 と研 究 を行 う また,氷 床 ・氷河変 動 に と 極城地圏科学特論m
科
学
もなう陸圏環境変化が生物の適応 と維持 にどの ような影
響を与えるかに関する教育 と研究を行う
極域陸圏生物特論
極城地圏科学演習1{
極城地圏科学演習H
極域陸圏生物演習
極域水陸圏共通
!
極域水陸圏環境科学持論
極減水陸圏科学特別研究1
極域水陸圏観測法
一199一
平成11年 度～平成14年 度
大講座 教育研究指導分野
概 要 授 業 科 目
極 域 電 磁 圏 極域電磁圏 ・磁気圏は,太 陽か らのエネルギーの流れ 極域電磁圏科学特論1
の中で,地 球への力学的及び電磁的エ ネルギーの流入路 極域電磁圏科学特論H
として主要 な役割 を担 っ てい る、 この極 域電 磁圏 内で 発 極域電磁圏科学特論In
生す るオーロラな どの さまざまな電磁諸現 象の理解や, 極域電磁圏科学演習1
極 エネルギー輸送 とその変換過程に関する教育 と研究 を行 極域電磁圏科学演習U
域 う
気
| 極 域 大 気 圏 極域大気圏の諸現象 とその相互作用,エ ネルギー収支 極球大気圏科学特論1
i
圏 と物 質循環,気 候 ・環境 変動 メカニ ズム,そ して グロー 極域大気圏科学特論H
バルな環境の中での極域 大気圏の応答及び役割 に関する 極域大気圏科学特論m
科 教育 と研究を行 う 極域大気圏科学演習1
学 極域大気圏科学演習H
極域 気圏 共通 極球気圏環境科学特論
1 極域気圏科学特別研究
[ 極球気圏観測法
極 域 水 圏 極域水圏 を構成する海洋 ・海氷,氷 河 ・氷床構造,エ 極球水圏科学特論1
ネルギー収支 と物質循環及びその長期変動 に関する教育 極域水圏科学特論H
と研究を行 う。また,そ こに生息す る生物の環境適応 と 極域水圏生物特論1
生物生産及び生物生産が環境変動に及ぼす影響 に関する 極球水圏生物特論H
極 教育 と研 究 を行 う、 極域水圏科学演習1
極域水圏科学演習n
域 極域水圏生物演習
水
極 域 陸 圏 地球誕生以来,原 子地殻の生成か らパ ンゲアの発展 と 極城地圏科学特論1
陸 分裂,氷 床発達に至る変動史,並 びに,現 在の変動現象極域地圏科学特論H
圏 に関す る教育 と研究を行う,.ま た,氷 床 ・氷河変動にと
もなう陸圏環境変化が生物の適応 と維持にどのような影
極城地圏科学特論m
極域陸圏生物特論
科 響 を与えるかに関する教育 と研究を行 う、, 極域地圏科学演習1
学
極城地圏科学演習n
極域陸圏生物演習
極域水陸圏共通 極減水陸圏環境科学特論
極域水陸圏科学特別研究
極域水陸圏観測法
共 通
極域科学全般 にわたる国内外の研究状況について,各
分野の先端的な課題を取 り上げ講述する。
先端極域科学通論
2)専 攻学生一覧
14年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
荒 井 頼 子 極 域 水 圏
鮎 川 恵 理 極 域 陸 圏
梅 田 晴 子 極 域 水 圏
富 山 隆 將 極 域 陸 圏
村 田 洋 三 極 域 電 磁 圏
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学 年 氏 名1 教育研究指導分野1備 考
3年 次
門 崎 学
1極 球 大 気
圏
北 村E吾 極 域 陸 圏
三 谷 曜 子 極 域 水 圏
2年 次
ト
新 海 雄 一 極 域 電 磁 圏
1高 橋
邦 夫 ト極 域 水 圏}
松 岡 来 否:極 域 陸 圏
山 ド 幹 也 ・極 域 陸 圏
i
1年 次
ト
i小 倉 康 子 噛極 域 大 気 圏
笠 松 伸 江 「極 域 水 圏1
ll
-」 置 美奈一「 極 域 陸[釧
13年 度
12年 度
学 年 氏 名1 教育研究指導分野 備 考
3年 次
ト 野 健 ・極 域 陸 圏
鮎 川 f打,。、 理 扁
1
域 陸 圏
梅 田 晴 子!極 域 水 圏
1
富 山 隆
i將 桐
;
域 陸
1
圏
村 田 洋 二一 極. 域 電 磁 圏
2年 次
門 崎 学 極 域 大 気 旦
北 村 圭 吾1桐 域 陸 圏
1一 三 谷 曜 子 柄ミ 域 水 圏
1年 次1
新1 海 雄
・ 極
;
域 電 磁 圏
高 橋 邦 夫;桐` 減 水 圏1
{
松 岡 東 香 ミ極 域 陸 圏 .
Lllド 幹 世 相
1
蚊 除 圏|
学 年.氏 名 教育研究指導分野!備 考
車 田 章 陣亟 域 電 磁 圏
ヒ 野 健 根 城 陸 圏
山 本 麻 希.極 域 水 圏1
飯 塚 芳 徳:極 減 水 圏1
3年 次
荒 井 頼 子 極 域 水 圏
鮎 川 恵 理|極 域 陸 圏
(平 成10年10月 入学)
2年 次
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学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
[門 崎 学 極 域 大 気 圏
1年 次 北 村 圭 吾 極 域 陸 圏
三 谷 曜 子 極 球 水 圏
11年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
鈴 木 里F 極 球 陸 圏
高 田 守 昌 極 域 水 圏 (平成11年9月 修了1
外 田 智 丁・ 極 域 陸 圏 〔平成11年9月 修了)
上 野 健 極 域 陸 圏
小 澤 拓 極 域 陸 圏
山 本 麻 希 極 球 水 圏
2年 次
飯 塚 芳 徳 極 域 水 圏
高 橋 晃 周 極 域 水 圏
並 木 光 行 極 域 水 圏
ROpert-Coudert
Yall　 Mlchel
極 域 水 圏
荒 井 頼 子 極 域 水 圏 (平 成10年10月 入学)
1年 次
鮎 川 恵 理 極 球 陸 圏
梅 田 晴 子 極 域 水 圏
富LL」 隆 將 極 域 陸 圏
舳 田 洋 三 極 域 電 磁 圏
10年 度 学 年1 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
田 中 秀
一二
極 域 水 圏
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏 1平成10年9月 修了)
　 . 谷 修 也 極 域 水 圏
海老原 祐 輔 極 域 電 磁 圏
大 谷 誠 司 極 域 水 圏
鈴 木 里 1一 極 域 陸 圏
高 田 守 昌 極 域 水 圏
外 田 智 千一 極 域 陸 圏
2年 次
上 野 健 極 域 陸 圏
小 澤 拓 極 域 陸 圏
黒 木 麻 希 極 域 水 圏
1年 次
!
飯 塚 芳 徳 極 域 水 圏
高 橋 晃 周 極 域 水 圏
202
9年 度
8年 度
学 年 1氏 名 教育研究指導分野 1備 考
3年 次
市 川 収 極 域 陸 圏1
l
!平 成9年9月 修 了)
車 田 章
i
極 域 電 磁 圏1
武 田 肇1
1
極 域 陸 圏
「
田! 中 秀 一二 1極 域 水 圏
1_ 縢 田 裕
F
-一 |極 域 電 磁 圏
1的 場 澄 人 i極 域 水 圏
1
-一 谷 修
i
也 極 域 水 圏
海老原 祐 輔 極 域 電 磁 圏
i2年次大 谷 誠 司
1極 域 水 圏
1
鈴 木 里 子 ・ 極 域 陸 圏
高 田 守
〔
昌
1
極i 域 水 圏
外 田 智 千 1極 域 陸 圏
1
1年 次1
一ヒ 野 健 1極 域 陸 圏
小 澤 拓 極 域 陸 圏
黒 木 麻
i希
ト
1極 域 陸
i
圏[
学 年 1氏 名1 教育研究指導分野
1備 考
3年 次
岡 田 格 1極 域 大 気 圏 (平 成8年9月 修 了)
木 部 剛 1極 域 陸 圏 (平成8年9月 修了)
市
;
川 収 極 域 陸 圏
! 一三 枝 茂 極 域 陸 圏
2年 次
1車 田 章
1
1極 域 電 磁 圏
武 田 肇 |極 域 陸 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
|4`一勝 田 裕 一` 極 域 圏
的 場
1
人 |極 域 水 圏
1年 次
一 谷 修 也 極 域 水 圏
海老原 祐 輔 1極 域 電 磁
1圏
|
大 谷 誠 司 1極 域 水
[
圏
鈴 木 里 子 極 域 陸 圏
高 田 守 昌 1極 域 陸 圏
|
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学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
1年 次 外 田 智 千 極 域 水 圏
7年 度
6年 度
5年 度
学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
五十嵐 誠 極 域 水 圏
安 田 道 恵 極 球 水 圏
岡 田 格 極 域 大 気 圏
木 部 剛 極 球 陸 圏
中 井 睦 美 極 域 陸 圏
2年 次
市 川 収 極 域 陸 圏
三 枝 茂 極 域 陸 圏
1年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
武 田 肇 極 域 陸 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
藤 田 裕 一一 極 域 電 磁 圏
的 場 澄 人 極 域 水 圏
学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
2年 次
五十嵐 誠 極 域 水 圏
安 田 道 恵 極 域 水 圏
岡 田 格 極 球 大 気 圏
木 部 剛 極 域 陸 圏
中 井 睦 美 極 域 陸 圏
1年 次
市 川 収 極 域 陸 圏
三 枝 茂 極 域 陸 圏
学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
1年 次
五十嵐 誠 極 域 水 圏
安 田 道 恵 極 域 水 圏
岡 田 格 極 域 大 気 圏
木 部 剛 極 域 陸 圏
中 井 睦 美 極 域 陸 圏
3)学 位取得者一覧
平成15年3月24日 現在
、 氏 名 論 文 題 目 学 位 取得年月日 備 考
五十嵐 誠 スバールバル諸島亜極地型氷河 における堆積
環境示標シグナルの特性 に関する研究
博士(理 学) 平成8年3月21日
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1
氏 名 論 文 題 目 学 位 取得年月日 備 考
安 田 道 恵1 極域海洋におけるバクテ リア群集の増殖 博七:理学) 平成8年3月21日一研 究方法 の確 、シニと海氷域 の応用 一
中 井 睦 美 磁気履歴特性 の異方性 についての岩石磁気学 博士 ほ里学) 平成8年3月21日
的研究
岡 田 格 南 半球海氷域 における大気の熱収支の季節 変 博士(理 学) 平成8年9月30日
動
木 部 剛 富士 山高 山帯 に出現 す る コタヌキ ラン ℃αノ汀 博士(理 学) 平成8年9月30日
doe1祓 之伽 個体群の種子繁殖過程の研究
市 川 収 Petrology　 of　the　 CR　 (:}101/drites 博士(理 学) 平成8年9月30日
的 場 澄 人 氷 コア中の微量金属元素の定量法の 開発 と金 博 担 理学) 平成10年3月24日
属元素から見たスバールバルの環境変動
藤 田 裕 一一 イ メー ジ ン グ リオ メー タを用 い た オ ー ロラ関 博士(理 学) 平成10年9月30日
連現象の共役性の研究
田 中 秀 二 母川 回帰 中の サ ケL(加co所 ψ,cか 乏s　kelω の博士(理 学) 平成!l年3月24日
1 遊泳行動に関する研究
一 谷 修 也 北海道東部内陸域 における降水及びエアロゾ 博士:理 学) 平成11年3月24日
ルに含まれる各種金属元素の挙動
海老原 祐 輔 Numericlal　 silmllati()lls　 oll　 the　 dvllamics　 of
へ 博士(理 学) 平成l!年3月24日
charged　 Particles　 ill　tlle　 iluler　 nlaglletosPhere
aSSOCiated　 ～vith　a　II/aglletic　 StOrll1
大 谷 誠 司 ネズ ミイルカの連続潜水行動に関する行動 ・ 博士(理学) 平成11年3月24日
生理学的研究
一 井 太 郎 夏 季 のサ ウ ス シェ トラ ン ド諸 島海域 にお け る 博士(理 学) 平成11年3月24日 論文博士
海 洋環 境,餌 生 物 、ナ ンキ ョ クオキ ア ミ ・ハ
ダカイワシ類ノお よび高次補食者の時空間分
布パターンに関する研究
高 田 守 昌 レーザ ー トモ グ ラ フに よ る極 域 雪 氷 コ アの微 博士(理 学) 平成11年9月30日
細堆積構造の解析
外 田 智 千 Thermal　 evollltioll　 of　the　 llltrahightell/perature博士(理 学) 平成11年9月30日
metalnorphic　rocks　 ill　the　 Archaean　 Napier
Complex,　 East　 Alltarctica
鮎 川 勝
1
極域 昼間側 に見 られるオーロラの動形態 と粒 博士(理 学) 平成11年9月30日 論文博士
1 子源に関する研究
1鈴 木 里 子 Geochelllistry　 alld　 geochrollology　 of　 ultI・a-11igh博士(理 学1 平成12年3月24日
ミ temperature　 metamorl)hic　 ro(:ks　 from　 t}1e　 Mt.
|
Riiser-Larsell　 area　 in　 the　 Archaeall　 Napier
ミ Complex,　 East　 Antarctica
1小 澤 拓 衛星干渉合成開口 レー ダ法の南極氷床域への 博士(理 学) 平成12年3月24日
1 適用
青 木 輝 夫 A　 stlldy　 of　 sllow　 optical　 properties　 wit}1　 a博士(理 学) 平成12年3月24日 論文博士
Inultiple　 scatterillg　 radiative　 trallsfer　 nlodel　 for
the　 atmosphere-sIlow　system　 alld　 spectl・al
albedo　 observatiolls
佐 藤 和 秀 南極氷床 における積雪特性か らみた雪氷環境 博士(理 学) 平成12年9月29日 論文博 土:
とその変動
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1
氏 名 論 文 題 目 学 位 取得年月日 備 考
佐 藤 忠 弘 OII　 the　 observation　 of　tidal　 gravity　 variatiolls　 at博士(理 学) 平成12年9月29日 論文博士
1 Syowa　 Staholl,　 Antarctica,　 alld　 the　 effects　 of　sea
surface　 height　 variatiolls
山 本 麻 希 カワウの循環機能調節における自律神経系の 博士(理 学) 平成13年3月23日
役割に関する研究
飯 塚 芳 徳 東南極宗谷流域の氷床底面状態に関する研究 博士(理 学) 平成13年3月23日
高 橋 晃 周 定 着氷 域 に お け るア デ リー ペ ンギ ンの採 餌 ・ 博士(理 学) 平成13年3月23日
繁殖生態に関す る研究
Ropert-CoudertFille-scale　 analysis　 of　the　 foraging　 strategies　 of博士(理学) 平成13年3月23日
Yal/　 Michell free-rallgil19　 penguills
1上 野 健 北極 ツン ドラにおけるコケ植物の乾燥 ス トレ 博士(理学) 平成14年3月22日
ス応答に関する生理生態学的研究
松 阪 幸 彦 科学観測用薄膜型高高度気球に関する研究 博士(理 学) 平成14年3月22日 論文博士
一三 谷 曜 子
地磁 気 ・加 速 度 デ ー タを用 いた ウェ ッデ ル ア 博士(理 学) 平成15年3月24日
ザラシの三次元潜水行動解析
4)担 当教官
平成14年 度極域科学専攻併任教官
教 授
助教授
番 号 氏 名 講 座 名 備 考
専攻長 渡 邉 興 亜 極減水陸圏科学講座
1 江 尻 全 機 極域気圏科学講座
2 佐 藤 夏 雄 〃
3 麻 生 武 彦 〃
4 山 岸 久 雄 〃
5 藤 井 理 行 Tt
6 山 内 恭 〃
7 白 石 和 行 極域水陸圏科学講座
8 澁 谷 和 雄 1!
9 森 脇 喜 一一 り
10 本 吉 洋 一 1r 新 規
!l 内 藤 靖 彦 り
12 福 地 光 男 〃
13 神 田 啓 史 tt
|
番 号 氏 名 講 座 名 備 考
1 宮 岡 宏 極域気圏科学講座
2 和 田 誠 〃
3 船 木 實 極球水陸圏科学講座
4 三 澤 啓 司 〃
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番 号 氏 名 1講 座 名 備 考
5 小1 達 恒 夫
|
極減水陸圏科学講座1 | 1
助 手 番 号 氏 名 講 座 名 備 考}
1
1
門 倉 日阯 極獺 圏科備 座1 1
|
2 行 松 彰 〃!
1」
3 岡 田 雅 樹 ・
4 菊 池 雅 行1.
5 堤 雅 基1"
1
6 平 沢 尚 彦1〃
7 森 本 真 司 〃
8 オ喬 田 プじ[〃
9 牛 尾 収 輝 芒 域水陸酬 学誕
10T・ 卜f月i占 浩 表住1〃
1
11 金 尾 政 紀 〃
12 三 浦 英 樹 〃
13 1青 木 茂1"
141L井 浩 一郎1"
1
15　 hll口 亮1〃
i 1
16イ 」}木 寸一 う言～」1イ ン ・
l
l7佐 藤 寛 文 〃l
　 　 　 　 　 　 　 Il
18い 隔 睾 享 〃;新 規
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VII.　大学院教育 に対する協力
大学共同利用機関は,国 立学校設置法第9条 の規定 に基づ き,大 学の要請に応 じて大学院学生を受け入れることが
で きることになっている.こ れに基づ き,国 立極地研究所では,昭 和56(1981)年 度から極地科学及びこれに関連
する分野の大学院学生(特 別共同利用研究員)を 毎年受け入れている。
平成9年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
橋 本 久美子 九州大学大学院理学研究科
極域超高層物理学
市 川 正 裕 東海大学大学院工学研究科
山 崎 敦 東京大学大学院理学系研究科
丸 山 奈緒美 東北大学大学院理学研究科
斎 藤 享 名古屋大学大学院理学研究科
坂 田 圭 司 東海大学大学院工学研究科
青 木 真 一 東海大学大学院－L学研究科
河 野 美 香 岡山大学大学院自然科学研究科
極地雪氷学竹 谷 敏 北海道大学大学院地球環境科学研究科Il
気 象 ・雪 氷 学 内 藤 望 名古屋大学大学院理学研究科
飯 塚 芳 徳 北海道大学大学院地球環境科学研究科
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科 極地気象学
地 学
白 坂 瑞 樹 横浜国立大学大学院教育学研究科
極地地形学 ・地質学
斉 藤 紀 子 横浜国立大学大学院教育学研究科
青 木 賢 人 東京大学大学院理学系研究科
占 姓 昌 也 千葉大学大学院自然科学研究科
平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科
亀 井 淳 志 山口大学大学院理工学研究科
酒 井 聡 愛媛大学大学院理工学研究科
濱 本 拓 志 新潟大学大学院自然科学研究科
井 川 崇 千葉大学大学院自然科学研究科 南極固体地球物理学
白 井 幸太郎 富山大学大学院理学研究科
福 原 哲 哉 信州大学大学院理学研究科 南極限石の岩石 ・鉱物学
海 田 博 司 東京大学大学院理学系研究科
生 物 学
南 川 真 吾 京都大学大学院理学研究科
極域海洋生態学
山 口 篤 北海道大学大学院水産学研究科
小 針 統 北海道大学大学院水産学研究科
中 村 耕 司 北海道大学大学院水産学研究科
新 妻 靖 章 北海道大学大学院農学研究科
平 言睾 享 東京水産大学大学院水産学研究科
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科
河 邊 玲 北海道ノく学大学院水産学研究科
平成10年 度
1 研究分野 氏 名 所 属[ 研 究 項 目
1
山 崎 敦 東京大学大学院理学系研究科
極域超高層物理学
斎 藤 享 名古屋大学大学院理学研究科
超高層物理学
坂 田 圭 司 東海大学大学院Il学研究科
瀧 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
浦 島 智 京都大学ノく学院工学研究科
村 田 洋 三 山形大学大学院理学研究科
北 川 英 嗣 電気通信大学大学院電気通信学研究科
横 田 稔 東海大学大学院工学研究科
気象 ・雪氷学
竹 谷 敏 北海道大学大学院地球環境科学研究科
極地雪氷学齋 藤 冬 樹 東京大学大学院理学系研究科
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研究分野 [ 氏 名 所 属 ト 研 究 項 目
気 象 ・雪 氷 学
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科 極地雪氷学
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科 極地気象学
納 谷 美也 子 東京水産大学大学院水産学研究科 極地海洋学
地 学
平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科
極地地形学 ・地質学
古 姓 昌 也 千葉ノく学大学院自然科学研究科
青 木 賢 人 東京大学大学院理学系研究科
亀 井 淳 志 Lll口大学大学院理1学 研究科
晴 山 美保子 東北大学大学院工学研究科
白 井 幸太郎 富山大学大学院理学研究科
南極固体地球物理学山 内 哲 文 信州大学大学院理学研究科
井 川 秀 雄 千葉大学ノく学院自然科学研究科
新 妻 靖 章 北海道大学大学院農学研究科1
極域海洋生態学
小 針 統 北海道大学大学院水産学研究科1
中 村 耕 司 北海道大学大学院水産学研究科1ll
生 物 学
山 口 篤
i北海道大学大学院水産学研究科
河 邊 玲 北海道大学ノく学院水産学研究科
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科
大 濱 妙 子 東京水産大学大学院水産学研究科
依 田 憲 京都大学大学院理学研究科
平成11年 度
研究分野 氏 名 所 属1研 究 項 目
超高層物理学
斎 藤 享 名古屋大学大学院理学研究科
坂 田 主 司 東海大学ノく学院⊥学研究科
瀧 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科
|極 域超高層物理学
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科;
気 象 ・雪 氷 学
[L」 本 征 生 九州 ノく学 ノく学 院 理 学 研 究 科 「
極地雪氷学中 山 雅 茂 東海大学大学院1:学 研究科
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科1極 球海洋学
吉 村 悟 東北ノく学大学院理学研究科 、
極地気象学1
金 田 直 一!、 千葉大学大学院自然科学研究科
門 崎 学 高知ノく学大学院理学研究科i
越 中 洋 金沢大学大学院自然村勃1牙究科1
平 賀 岳 彦 東北ノく学大学院理学研究科i
1亀 井 淳 志 Lll口 大学 た学 院 理1二学 研 究 科 極地 地 形 学 ・地 質学
|
地 学1
嘆 山 美f紆 東北大学大学院工学研究科!
1澤 田 忍 神戸大学 大学院自然科学研究科 南極損石の岩石 ・鉱物学
河 邊 玲 北海道大学ノく学院水産学研究科
i新 村 陽f
東京水産大学ノく学院水産学研究科
生 物 学:
丁・ 葉 早 苗 東京水産ノく学大学院水産学研究科1極 域海洋生態学
畑 瀬 英 男 京都ノく学メく学院農学研究科[
1早 坂 祥 彦
II　 橋 本 泰 助
i北 川 貴1:1 東 京 ノく学 大学 院 農学'{王命1↓学研 究f1ト 「
ト
信州大学大学院1学 系研究科1
極域陸 ヒ生態学静岡大学大学院理1:学 研究科
平成12年 度
1
研究分野1 氏 名 所 属| 研 究 項 目
1
1
廃 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科 [
」1 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
日il 野 圭 了・ 九州た学大学院理学研究科
極域超高層物理学超高層物理学 1細 川 敬 祐 京都大学大学院理学研究科
松 井 靖 宏 東海大学大学院工学研究科
土 井 寛 子 東海大学ノく学院Tl学研究科
坂野井 和 代 東北大学大学院理学研究科
気象 ・雪氷学 Llj本 征 生 九州ノく学大学院理学研究科 1極地雪氷学
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1研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
気象 ・雪氷学
戸 山 陽 子 北海道教育大学大学院教育学研究科
極地雪氷学中 山 雅 茂 東海大学大学院工学研究科
福 井 幸太郎 東京都立大学大学院理学研究科
金 田 真 _' 千葉大学大学院自然科学研究科
極地気象学吉 識 宗 佳 京都大学大学院理学研究科
冨 川 喜 弘 東京大学大学院理学系研究科
矢 吹 正 教 千葉大学大学院自然科学研究科
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極域海洋学
地 学
房 孜 神戸大学大学院自然科学研究科
極地地形学 ・地質学板 東 昌 利 東北大学大学院工学研究科
天井澤 暁 裕 明治大学大学院文学研究科
石 原 吉 明 金沢大学大学院自然科学研究科
南極固体地球物理学湯 山 高 士 金沢大学大学院自然科学研究科
吉 井 弘 治 京都大学大学院理学研究科
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
極域海洋生態学新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
{
iI
畑 瀬 英 男 京都大学大学院農学研究科
北 川 貴 士 東京大学大学院農学生命科学研究科
橋 本 泰 助 静岡大学大学院理工学研究科 極域陸上生態学
美 和 秀 胤 京都大学大学院理学研究科i
平成13年 度
i研 究分野i氏 名 所 属 研 究 項 目
富 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
極域超高層物理学超高層物理学
細 川 敬 祐 京都大学大学院理学研究科
土 井 寛 子 東海大学大学院工学研究科
坂野井 和 代 東北大学大学院理学研究科
泉 谷 恭 明 東北大学大学院理学研究科
小 泉 尚 子 東北大学大学院理学研究科
片 岡 龍 峰 東北大学大学院理学研究科
児 玉 理 東北大学大学院理学研究科
気象 ・雪氷学
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科 極地雪氷学
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極域海洋学
吉 識 宗 佳 京都大学大学院理学研究科 極地気象学
中 山 雅 茂 東海大学大学院工学研究科 極地雪氷学
冨 川 喜 弘 東京大学大学院理学系研究科 極地気象学
矢 吹 正 教 千葉大学大学院自然科学研究科
福 井 幸太郎 東京都立大学大学院理学研究科
極地雪氷学戸　 LIJ　 陽 子 千葉大学大学院自然科学研究科
田 一ヒ 美 枝 横浜国立大学大学院環境情報学府
大 谷 さやか 国際基督教大学大学院理学研究科 極地気象学
地 学
天井澤 暁 裕 明治大学大学院文学研究科 極地地形学 ・地質学
関 根 孝太郎 東北大学大学院工学研究科
臼 井 佑 介 金沢大学大学院自然科学研究科 南極固体地球物理学
鈴 木 美穂子 千葉大学大学院自然科学研究科
極地地形学 ・地質学森 田 秀 彦 千葉大学大学院自然科学研究科
中 山 佳 典 千葉大学大学院自然科学研究科
生 物 学
北 川 貴 士 東京大学大学院農学生命科学研究科
極域海洋生態学
河 邊 玲 北海道大学大学院水産科学研究科
河 野 孝 史 北海道大学大学院水産科学研究科
依 田 憲 京都大学大学院理学研究科
美 和 秀 胤 京都大学大学院理学研究科 極域陸上生態学
高 橋 裕 子 東北大学大学院農学研究科 極域海洋生態学
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平成14年 度
研究分野1 氏 名 所 属 研 究 項 目
i
超高層物理学
細 川 敬 祐 京都大学大学院理学研究科1
片 岡 龍 峰 東北大学大学院理学研究科
極域超高層物理学川 野 圭 子 九州大学大学院理学府
尾 花 由 紀 九州大学大学院理学府
出 口 大 樹 九州大学大学院理学府
気象 ・雪氷学
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科 極地雪氷学
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極域海洋学
矢 吹 正 教 千葉大学大学院自然科学研究科 極地気象学
福 井 幸太郎 東京都立大学大学院理学研究科
極地雪氷学戸 山 陽 子 千葉大学大学院自然科学研究科
鈴 木 香寿恵 筑波大学大学院環境科学研究科
大 谷 さやか 国際基督教大学大学院理学研究科 極地気象学
LI」　 崎 高 北海道大学大学院工学研究科
地 学
天井澤 暁 裕 明治大学大学院文学研究科
原 淳 子 東北大学大学院工学研究科
斉 藤 哲 横浜国立大学大学院環境情報学府 極地地形学 ・地質学
佐 藤 桂 愛媛大学大学院理工学研究科}
中 山 佳 典 千葉大学大学院自然科学研究科
新 開 英 介 横浜国立大学大学院環境情報学府
南極固体地球物理学後 藤 美 穂 熊本大学大学院自然科学研究科
臼 井 佑 介 金沢大学大学院自然科学研究科
鈴 木 美穂子 千葉大学大学院自然科学研究科
極地地形学 ・地質学森 田 秀 彦 千葉大学大学院自然科学研究科
生 物 学
依 田 憲 京都大学大学院理学研究科 極域海洋生態学
美 和 秀 胤 京都大学大学院理学研究科 極域陸上生態学
高 橋 裕 子 東北大学大学院農学研究科 極域海洋生態学
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VIII.　図 書 ・ 刊 行 物
1.図
?
1)図 書室の概要
当図 書室 は,大 学 共同利用機 関 として,極 域 科学 の学術情 報セ ンターの 機能 を果 たす ため に,極 域 研究 に関す る多
数の探検 報告,学 術雑 誌,図 書 ・資 料 を収集 ・整理 し,こ れ らの所 蔵資料 を開架 方式 で研 究 者の利 用 に供 してい る、
また,研 究 ・教 育機 関の 図書室 と して,極 地 に関 す る自然 科学 全般,例 えば,超 高層物 理,気 象,地 球 物理,雪 氷,
地学,海 洋,生 物,医 学,寒 地設営 工学,限 石,情 報科学 な どの分野 に関す る文献 ・資料 の収集,整 理,充 実 にも努
め てい る ホ ームヘ ー ジ国 立極地研 究所 図書室　(http:〃www.llipr.ac,jp/library/)　 を開設 し,新 着 図書案 内等最 新情報
を公 開 してい る2)に 過 去7年 間の年度 別蔵書 数及 び増 加冊数 を,31に 年度 別所蔵雑 誌 タ イ トル数 を示す、
平成8年l!月 か ら学術情 報セ ンター(現 国立情報学研 究所)に 接 続 し,図 書 及び雑 誌の所 蔵情報 を提供 して い るt)
平 成15年3月31日 現在 の登録所 蔵 レコー ド数 は,図 書(和 洋 共)15,826件,雑 誌(和 洋 共)2,903件 で,ロ シア語の
図書 を除 き遡 及 入力が ほ とん ど完 了 して い る、 また平 成12年 度 よ り図書 館 シス テムが整 備 され,書 誌情 報 の 目録検
索　(OPAC)が,現 在所外 か らも可能で あ る、
また,　CD-ROMに よる98万 件 にお よぶ極域 関係 文献検 索 も所内LAN接 続の端 末か ら書誌 情報 の 目録検索 が 可能で
あ る
2)年 度別蔵書数及び増加冊数 ()内 は増加冊数
区 分 平成8年 度 平成9年 度 平成10年 度 平成11年 度 平成12年 度 平成13年 度 平成14年 度
和 書
洋 書
5,739
U34)
12,173
(294)
5,879
(1401
12,486
(313)
6,069
k190)
12,895
(409)
6,194
(125)
13,050
(155)
6β80
U86)
13,275
(225)
6,598
(218)
13,534
(259)
6,741
U43)
13700
(166)単 行 本
|
計
17,912
{、428)
18,365
(453)
18964
(599)
19,244
(280)
19,655
(411)
20,132
(477)
20,441
(309)
i
小 冊 子
和 書
洋 書
L508
(13)
1290
(27)
L518
(101
1β07
(17)
1,527
(9)
1β27
(20)
1,527
(0)
1,329
(20)
1,633
(106)
1,449
(120)
1,668
(35)
1,484
(35)
1,754
(86)
1,510
(26)
計
2,798
(40)
2,825
(27)
2、8M
(29)
2,856
(2)
3,082
(226)
3,152
(70)
3,264
(112>
製 本 雑 誌
和 雑 誌
洋 雑 誌
2,033
(71)
16,403
(561)
2,125
(92)
17ρ46
(643)
2,194
(69)
17,675
(629)
2215
(21)
17985
(310)
2,237
(22)
18β21
(336)
2291
(54)
18,802
(481)
2361
(70)
19,278
(476)
1
ー
ト
ー
計
」
18,436
(632)
19,171
(735)
19,869
(698)
20,200
(331)
20,558
(358)
21,093
(535)
2L639
(546)
1合 言1
[
39,146
(1、100)
40,361
(1215)
41,687
q,326、
42,300
(613)
43,295
(995)
44,377
(1.082)
45β44
(967)
3)年 度別所蔵雑誌 タイ トル数
区 分 平成8年 度 平成9年 度 平成10年 度 平 成11年 度 平成12年 度 平成13年 度 平成14年 度
和 雑 誌
洋 雑 誌
776
2,287
793
2326
803
2,347
806
2349
812
2β56
826
2374
844
2β99
1合 計
[
3,063 3」19 3,150 3,155 3,168 3,200 3,243
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2.研 究成果刊行物
1)刊 行物の概要
当 研 究 所 の 研 究 成 果 刊 行 物 に は,南 極 資 料L年3回 定 期 刊 行 物 ノ,　Menloirs　 of　National　 Instit.ut,e　of　Polar　 Research,
SeriesA,B,C,D,E,F,SpecialIsslle不定 期1が あ る.さ ら に 平 成9年 度 か ら はAntarctic　 Meteorite　 Research
flPi'oceedings　 of　the　 NIPR　 Syml)Osillm　 oll　・～lltarctic　 Meteoritesの 継 続 後 誌)(年1回),平 成10年 度 か ら はPolar
Meteorology　 and　 Glaciology,　 Polar　 Geoscien(;e,　 Polar　 Bioscienc:e　 (Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 oll　Polar
Meteorology　 and　 Glaciology,　 AIltarctic　 Geosciences,　 Polar　 Biologyの 継 続 後 誌1(各 年1回),平 成11年 度 か ら は
Advances　 ill　Polar　 Upper　 Atmosphere　 Res(≧arch　 〔Proceedillgs　 of　the　 NIPR　 Symposiurn　 on　Upr)er　 Atmosphere　 Physics
の 継 続 後 誌)(年1回)とProceedings　 of　the　NIPR　 SyMI)OSiU　 uと し て 出 版 さ れ て い た 欧 文5誌 の 誌 名 が す べ て 変 更 さ
れ た 。 こ の5誌 の 通 称 名 を 極 地 研 英 文 ジ ャ ー ナ ル　 「　Journal　 of　NIPR　 .i　と し た 、　JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期,10カ テ
ゴ リ ー の う ち 年 約10回),　 NIPR　 Arcti(・　1)ata　 R(三ports　 (不 定 期1,　Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 (不 定 期),　 Spe(lial
Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定 期),　 Catalog　 l不 定 期)が あ る 。 平 成12年 度 よ り新 し い ジ ャ
ン ル と し て 極 地 選 書 を 出 版 す る1不 定 期)こ れ ら の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 係 で 行 っ て い る 。2)に 平 成14年 度 の 研
究 所 成 果 刊 行 物 を,3)に 過 去7年 間 の 年 度 別 出 版 冊 数 及 び 頁 数 を 示 す
2)研 究所成果刊行物
2.1)南 極 資 料(5冊)
VoL46,No.1A(June2002,p.91-286特別Z'i/
山 内 恭 二序 文ip
塩 原 匡 貴 ・藤 井理 行:北 極 圏 航 空 機 観 測　(　AANIP98　 )　の概 要,91-124(報 告!.
町 田敏 暢 ・　Shamil　 Maksyutov　 ・菅 原 敏 ・森 本 真 司:北 極 域 対 流 圏 及 び下 部 成 層 圏 にお け る 一二酸 化 炭 素 濃 度 の 航 空 機 観 測,125-138
(報 告 上
森 本 真司:北 極 圏航 空機 観 測(AAMP98!:こ お ける オ ゾ ン濃 度 連 続 観 測,139-146(報 告11一
菅原 敏 ・森 本真 司 ・青木 周 司 ・中 澤 高 清:N4LMP98に お け る温 室 効 果 気 体び)航空 機 観 測,147-154(報 告)。
猪 股 弥 生 ・松 永 捷 司 ・長 田 和 雄 ・渡 辺 征春 ・岩坂 泰 信:北 半球 中 ・高緯 度 に お け る硫 化 カ ルポ ニ ル　(COS)の 濃 度 の緯 度 分 布,155-
166(報 告),
山 形 定 ・庄 司和 弘 ・村尾 直 人 ・太 田幸 雄:九AMP98で 行 わ れ た航 空 機 に よるエ ア ロ ゾル 中 イオ ン成 分測 定,167-176(報 告)tt
渡辺 征 春 ・岩 坂 泰信 ・長 谷正 博 ・中 田 滉 ・山 形 定 ・猪 股 弥 生 ・酒 井 哲:航 空 機 搭 載 光散 乱 式 粒 子計 数器 に よ るエ ア ロ ゾ ル粒 子 数
混 合比 の観 測,177-229(報 告)
原 圭一一郎 ・岩 坂 泰 信 ・猪 股 弥 生 ・長 田 和 雄 ・松 永 捷 司 ・山形 定 ・長 谷 正博 ・中 田 滉:北 極 圏 航 空 機 観 測(AAMP98)に お け る大 気
エ ア ロゾ ル粒 子 の 直 接採 集 ,230-2421報 告1
遊 鳥 芳 雄 ・福 田 陽子 ・菊地 勝 弘 ・塩 原 国 資 ・和EH　 誠 ・　Mooi'e　 G.W.K.　 :ノ ル ウ ェー 海 上 の ポ ー ラ ー ロ ー の航 空 機 観 測,243-260(報
告
和 田 誠 ・山 形 定 ・菊 地 正:北 極 圏 ス パーJレパ)レ諸 島ニ ーオ ル ス ンにお け る1997/98年 冬季 エ ア ロゾ ル観 測,261-268(報 告)
塩 原 国資 ・柴 田 隆:　AAMP98観 測 期 間 中 の ニ ー オ 」レス ンで のマ イ クロパ ル ス ・ラ イ ダー 観 測,269-279(報 告),t
小 西啓 之 ・和 田 誠 ・塩 原 匡 貴 二AANIP98観 測 期 間 中の レー ダー観 測,280-286〔 報 告!
Vo1.16.No.2(Jllly2002,p.287-420)
　 　 Umeda　 Haruko　 ・　}Iosie　Grahani　 W,　・　Odate　 Tsuneo　 ・　Hamada　 Chiaki　 ・　Fuku⊂lhi　Mitsuo　 :　Sllrface　zooplankton　 commmlities　 nl　the
　 　　 　Indian　se(itol'　of　the　AIltarcti(・　0〔・(lall　III　early　sllmMel'.　1999/2000　 0bselYed　 "ith　a　(Jontin　lous　Plankton　 Re(:order.　287-299　 (i　cientific
　 　 　 PaPer).
11!岸 ク、雄:第38次 南 極 地域 観測 隊 夏隊 報 告1996--1997,300-317(報告
岸 隆 幸 ・安 田毅 彦 ・吹 田 俊 明 ・堀1[i和 久 ・大 河 原望:第39次 南 極地 域 観 測 隊 気 象部 門 報 告1998,318-376(報 告)。
亀 田 貴 雄 ・藤 井理 行 ・高 橋 昭 好 ・田 中洋 一 ・成 田 英 器 ・新堀 邦 夫 ・東 信 彦 ・古 川 晶 雄 ・吉 本 隆安 ・宮 原 盛 厚 ・五 十 嵐 誠 ・河 野 美
香 ・的 場 澄 ノ、・戸 山陽 子 ・佐 藤 和 秀 ・高橋 修 平 ・渡 邉 興 亜:改 良型 氷床 深 層 掘 削 ドリ ルの 総 合 実験 報 告 一2002年 北 海 道陸 別 町 で
の 実 験 一,377-398(報 告1
内 藤靖 彦 ・綿 貫 豊 ・宮 本佳 則 ・加 藤 明 子 ・市川 秀雄 ・荒 井修 亮 ・西 川 淳 ・佐 藤 克 文 ・黒 木 麻 希 ・高 橋 晃 周 ・遠 藤宣 成 ・岩 見 哲 夫 ・
沼 波 秀樹:海 氷域 にお け るヘ ンギ ン研 究 計 画　61PENS)　 実 施 報 告(.JARE--37～41次 夏 隊 観測),399.-413(報 告)、.
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牛 尾収 輝 ・小 達 恒 夫 ・福 地 光男:南 大 洋研 究 計 画 に関 す る 目塞 ワ ー クシ ョ ソプ報 告,414-420(シ ンポ ジ ウ ム/会 合報 告),
「南 極 昭 和 基地 建 物 の 耐 久性 試 験 結 果 一1の発 行予 告
Vol.46,No.2A(September2002,p.421-.541特別 号)
平 山 善 吉 ・佐野 雅 史:南 極 昭 和 基地 無 電 棟 と第10居 住 棟 の 概 要 と外 的環 境 一序 に か えて －t421-431。
平U」善 吉 ・半 貫敏 夫 ・坪 内 信 朗 ・高橋 拡 二南極 昭 和基 地 無 電 棟 の パ ネル構 成 要 素 の経 年変 化 と耐 久性,432-445(研 究 論 文)。
半 貫 敏 夫 ・平 山 善 吉 ・斎 藤 俊 … ・坪 内信 朗 ・高 橋 拡 二南極 昭 和 基 地 無電 棟 外 壁 パ ネ ルの 曲 げ強 度 試験,446-455(研 究論 文)。
半貫 敏 夫 ・岸 明 ・平 山 善吉 ・佐 野 雅 史:南 極 昭 和 基 地 第10居 住 棟 の復 元組 立 て と耐 久性 の 目視 調 査,456-472(研 究論 文)
小 西 敏 正 ・中村 成春 ・大 島隆 一一・工藤 大 樹 ・田 中亮 司:南 極 昭 和 基 地 第10居 住 棟 の パ ネル構 成 材 の 経 年 変 化 と耐 久性,473-480(研
究 論 文)、
平 居 孝 之 ・平 山善 吉 ・大 谷 俊 浩 ・松 田忠 広 二南 極 昭 和 基 地 第10居 住 棟 木 質 材料 の残 存 強 度,481-489(研 究 論 文)。
半貫 敏 夫 ・高橋 弘 樹 ・石 鍋 雄 一 郎 ・佐 野雅 史 ・平 山 善 吉:南 極 昭 和 基 地 第10居 住 棟 木 質 パ ネ ルの 曲 げ 強度 試 験,490-503(研 究 論
文v,.
関 口洋 嗣 ・田 中邦 明 二南極 昭 和 基 地 第10居 住 棟 パ ネル 合板 の 経 年 変化 と接 着 耐 久性,504-511(研 究 論 文)。
近藤 照 夫 ・平 山 善 吉:南 極 昭 和 基 地 第10居 住 棟 に使 用 され た鋼 材 お よび塗 膜 の 経 年 変化,512-517(研 究 論 文)。
田 中 亨 二 ・清 水 市 郎 ・須 田 祐 子:南 極 昭 和 基 地 第10居 住 棟 の 油 性 コ ー キ ン グ材 及 び ゴ ム環 状 ガ ス ケ ッ トの 経 年 変 化 と耐 久性,518-
524(研 究論 文)り
平 居 孝 之 ・内藤 正 昭 ・大 井 良典 ・大 谷 俊 浩 ・黒野 薫:南 極 昭和 基地 第10居 住棟 の基 礎 コ ン ク リー トの 調 査,525-532(研 究 論 文)。
鈴 木 弘 昭 ・佐 藤 寛 ・三 橋 博 巳:南 極 昭 和 基 地 第10居 住 棟 の 実 大 火 災実 験 とマ イ クロ フ ォグ消 火設 備 の適 用,533-541(研 究 論 文)。
Vol.46、No,3(November2002、p,543-620)
中尾 美 千 代 ・大 野 義 一朗 ・小 澤 美 貴 ・山 本 隆子 ・森 本 武 利:昭 和 基 地 にお け る 越 冬 隊 員 の栄 養 摂 取 量 につ い て 第39次 越 冬 隊 の 食 事
記 録 の 解析,543-553(研 究 論 文)。
菊 池雅 行 ・山岸 久 雄:マ ル チ タス クOSを 用 い た イ メー ジ ング リ オ メ一 夕制御 部 の 開 発,554-564(研 究 ノー D。
加 藤好 孝:第42次 南 極 地域 観 測 隊 夏 隊 報 告2000-2001,565-578(報告)。
ノJ・達 恒 夫 二第43次 南 極 地 域 観測 隊 夏 隊i専 用観 測 船 」 行 動 報告2002,579-600(報 告)。
小 達 恒 夫 ・福 地 光 男:「 専 用 観 測 船 に よ る海 洋 観 測 に 関 す る研 究 小 集 会 」報 告 一 第43次 隊 報告 及 び 第44次 隊観 測 計 画 一,601-620
(シ ンポ ジ ウ ム/会 合報 告),
Vol47.No.1(March2003,p.1-100)
船木 實 ・石 川 尚 ノv・山崎 明 ・松 田高 明 ・　Peter　Doling.ky　:エ ン ダー ビー ラ ン ド,リ ー セ ル ・ラ ルセ ンU」地域 の地 学 調 査 報 告2000-
2001(JARE--42),1-22(報告)。
本 吉 洋 一一・勝 田 豊:ラ ン グホ ブ デ東 方 裸 氷 帯 に お け る滑 走路 調 査 報 告2001(JARE-42)-2002(JARE-43),23-31(串良告)。
宮 町 宏 樹 ・戸 田 茂 ・松 島 健 ・高 田真 秀 ・高橋 康 博 ・神 谷 大輔 ・渡邉 篤 志 ・山 下幹 也 ・柳 澤 盛 雄:東 南 極 み ず ほ 高 原 に お け る屈 折 法
お よび広 角 反 射 法 地 震探 査 一観 測概 要(第43次 夏 隊報 告)一,32-71(報 告)。
渡 邉篤 志 ・石 崎教 夫 ・柳 澤 盛 雄 ・宮 町宏 樹:JARE-43人 工 地 震 探 査 に お け る スチ ー ム ドリル に よ る発破 孔 掘 削,72-81(報 告)。
小 達恒 夫 ・工 藤 栄 ・牛 尾 収 輝 ・谷村 篤 ・平 課 享 ・福 地 光 男:「 第44次 南 極 地域 観 測 隊 観 測研 究 小 集 会 一専 用 観 測 船 」 報告,82-
93(シ ンポ ジ ウ ム/会 合 報 告)。
小 達 恒 夫 ・福 地 光 男 ニワー ク シ ョ ソプ 「2001/2002年 南 極 海 複 船 時 系 列 観 測 デ ー タ管 理 及 び 成 果 取 り ま とめ一|報 告,94-100(シ ンポ
ジ ウ ム/会 合 報告)。
南極 資 料投 稿 の手 引(抜 粋)
2.2)　 Memoirs　 of　 National　 lnstitute　 of　Polar　 Research
　 　 No.　 57:　Global　 Scale　 Climatic　 and　 EnVlronmental　 Study　 through　 Polar　 Deep　 Ice　Core;　 Proceedings　 of　the　International　 Symposium　 on
　 　 the　Dome　 FuJi　Ice　Core　 and　 Related　 Toplcs.　 27-28　 February　 2001,　 Tokyo、 　ed.　by　Hitoshi　 Shoji　and　 Okitsugu　 Watanabe.　 206　p.　March
2003
2.3)極 地研 英文 ジ ャーナル　(Journal　 of　NIPR)
　 　 Advances　 in　Polar　 Upper　 Atmosphere　 Research
　 　 　 　No.　16,　191　p,　September　 2002(7　 scientific:　papers、 　3　research　 notes、 　4　reports)
　 　　Polar　 Meteorology　 and　 Glaclology
　 　 　 　No.　 16.　165　p.　November　 2002(10　 scientific　 papers、 　2　scientific　 notes、 　2　1・eports)
　　　 Polar　 Geosclellce
　　　 　 No.　15、　152　p.　October　 2002(10　 scientifi(　 papers)
　　　 Polar　Bioscienc:e
－214一
　 No.　 16、　114　 p.　Februaiy　 2003(11　 s(・ieiitifi(・　papel・s)
AI/tarcti(:　 Meteorite　 Resear(:h
　 No.　 16,　247　 p.　 March　 2003(14　 sc:ientifi(・ 　papers)
2.4)　 JARE　 Data　 Reports
　 　 　No.　 264　 (Oceanography　24):　 Oceanograp}lic　data　 of　thp　 40th　 Japa1|sese　 Alltarctic　 Researach　 Expedition　 from　 November　 ]998　 to　Mar(・h
　 　 　 　 1999,　 by　 Akihiro　 Mas/lyama　 and　 Jm/ko　 Shimizu.　 ・19　p.　 September　 2002.
　 　 　No.　 265　 (Oceanography　25):　 Oceanographic　data　 of　the　 41st　 Jal)allsese　 Alltarcti(・ 　Researach　 Expedition　 from　 November　 l999　 to　March
　 　 　 　 2000、 　by　 Takumi　 Shimazaki　 and　 Hiromichi　 Nakau(・hl.　 36　 p.　 September　 2002,
　 　　 No,　 266　 (O(:eanography　26):　 Oc:eanographic'　 data　 of　the　 4211d　 Japallsese　 AIItar(:tic　 Researach　 Expedition　 from　 November　 2000　 t(〕　Mardl
　 　 　 2001,　 1)y　Watanl　 Ta、kahashi.　 Tetsuya　 Kojima　 and　 Norirsulle　 Seo.　 60　 1).　September　 2002.
　 　　 No.　 267　 (Glaciology　 29):　 Glaciological　 data　 colle(・ted　 by　 the　 39th　 alld　 40th　 Japanese　 Alltarctic　 Research　 Expedition　 durilig　 1997-2000,　 by
　 　 　 　 Teruo　 Furukawa、 　Tomomi　 Yamada.　 Keisuke　 Suzuki,　 Toshitaka　 Suzuki、 　Kellichi　 Matsuoka、 　Kazuhisa　 Horikawa、 　Eishin　 Nlurakata、
　 　 　 　 Kazuya　 Yasugahira　 and　 Yoshillori　 Iizllka.　 61　 p.　1)ecember　 2002.
No.　 268　 (Glaciology　 30)二Glaciological　data　 co| e(・ted　 by　 t}/e　41st　 alld　 4211d　 .Japanese　 AIltarcti(・ 　Research　 Expedition　 dmling　 2000-2002、 　by
Hideaki　 Motoyama、,　 Koichi　 Nishinmra.　 Sakae　 Kubo,　 Takeshi　 A(.)ki.　 Nlak(りto　 Wada、 　Kanji　 Yamaguchi　 alid　 Yuki　 Kato,　 58　 p.　 De(・ember
2002.
No.　 269(Meteorology　35):　 Atmospheri(・ 　CO_　Con(・el|u'aτi()ll　 Observerl　 at　 Syowa　 Stati(m　 from　 l992　 to　2001、 　by　 Shmji　 Mori|llot(エ.　 Shll.ii
Aoki,　 Takakiyo　 Nakazawa4　 Geli　 Hashida　 all(l　Takashi　 Yam三mol1(・}li.　 62p.　 Jal氾ary2003.
No.　 270(lonosphere　71):　 Radlo　 Obselx・ation　 I)ara　 at　Syowa　 Statioll.　 AIltar(・tica　 ⊂h11・illg　2001、 　by　 Hiroki　 Kishida　 and　 Kemて)Nozaki.18・1p.
Malて:h2003.
No.　 271(lollosphere　72):　 HF　 Fiel(l　 Strength　 I)ata　 Nleasllred　 at　Syowε)　 Statloll,　 AI/tarcti(:a　 froni　 Jalluary　 l999　 to　 Malでh　 2001.　 |)y　Hiroshi
　 　 　 　 Nakamoto,　 Atsushi　 Abe、 　Hiroki　 Kishida　 lm(l　 Kenro　 Nozakl.　 35　 p.　 NIarch　 2003.
No.　 272(Seismology　37):　 Seismobgiclal　 Blllletin　 of　Syowa　 Statloll、 　Alltal℃ti(・a、 　2001、 　 1)y　Yoshihiro　 Ito　 and　 Masaki　 Kとmao.　 66　 p.　 Nlalて ・h
2003.
　 　 　 No.　 273(Upper　 Atmosphere　f)hysics　 21):　 1▼ppel・ 　Atnlosphere　 Physi(・s　 Data　 Obtailled　 at　 Syowa　 Station　 in　 2001,　 by　 Makoto　 Tagu(・hi、
F/lmitoshi　 Kobayashi、 　Kengo　 Iokibe、 　Nobuyuki　 F両it三a4　 Hiroki　 Kishlcla、 　Masayuki　 Kikuclll　 alid　 Akira　 Kadokulla.　 200　 p,　 Nlarch　 2003.
2.5)　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series
Sheet　 36:　C)ngul　 lslands　 1/10,000.　 Ilarc:h　l991のCI)-ROM版の 開 発
3)年度別出版冊数及び頁数
区 分 平成8年 度1平 成9年 度.
冊 数(頁 委如1冊 数 〔頁 数)i
平成10年 度
冊数 頂 数)
平成11年 度
冊数(真 数)
平成12年 度
冊数(真 数)
平成13年 度
冊数(頁 数)
平成14年 度
冊数 頃 数)
南極資料
1
311690) 3レ141)3[420ノ 3(444) 3(376) 3(304) 5,630,
Mem.NIPRl 2(641ノ 1(32|、2㌧48311ユ(520) 1(520) 2(507)11[206ノ
PrOC.2 4(7091 41809`「1[180)1 `
1
APUAR3 il1(1991 1(243) 1(203) !　 dgP
PMG1 ll[177・|](1651 lq18) 1(149111・1651`
PG5 ミ1277. 11274} 1(204) 1(265:・ 1「152、
AMR`i
PB7
[|2701 .ll249)
iミ1d!6
.1
1[349:・
1日 記)
111]14)
1d31)
1(184)
1(131)
1、247)
l　 lll4)
JARE　 DRト 8.7241 6571110・861日7(675・ 71703) 6(542) 9浴11}
NIPR　 ADR　 `1 2.2881 lI46)ii1(2541 1 111204ノ
AGMS　 II) 1地 図 の み 1(42)
SPMIl 1,461 1地 図 の み 1(29)
1
1地 図 の み1
Catalog }
学術雑誌目録 1(102) 1
Gazetteer 1 11(225)
出 版 リ ス ト 1 | 11:13)
極地選書
1;
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11194〕 11190:1
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I　Memoii's　 of　National　 Institlute　 of　Polar　 Reseaiて:h、　Specia}　 Issue
2　Proc:eedings　 of　the　 NIPR　 SyrrlpOSiUIII
'`　Ad
vallces　 in　Polar　 Upper　 Atmosphere　 Research
l　Po|ar　 Meteol'ology　 and　 Gladology
「}　PolarGeOs(・iellce
4;　Alltarcti(:　 Meteorite　 Research
7　Polar　 Bios(:iellce
s　JARE　 Data　 Reports
t)　NIPR　 Arcti(・ 　Data　 Reports
l(}　Antarctic　 Geological　 Map　 Series
H　Special　 Map　 Series　 of　National　 Iiistitute　 of　Polar　 Reseal℃h
3.刊 行 物 一般
極地研ニュース(季 刊)
国立極地研究所要覧2002
南極地域観測隊第42次 隊報告(2000～2002)
年報
共同研究報告
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D(.一 般 業 務
1.諸 会 議
1)評 議員会
研究所の事業計画その他管理運営 に関する重要事項について所長に助 言する
第15期 評議員名簿 (任 期13.929～15.9.28,
周
通
和
育
勲
桂
佐々木
清 水 真
束都大学大学院理学研究科教授
京都大学防災研究所附属水資源研究センター長
医師,登 山家
京都大学副学長
1財}学 校福祉協会常務理事
東京大学名誉教授
東京大学海洋研究所長
給合研究大学院大学長
東京大学長
統計数理研究所長
鈴 木
陸 島
田 中
中 村
西 田
林 田
日 高
星 合
松 尾
若 ヒ
?????????
????
???????????????
秋田県、t・1大学長
東京水産大学長
名占屋大学大学院環境学研究所科教授
慶鷹義塾大学名誉教授
日本学術振興会監事
独 立行政法人国立科学博物館長
総合地球環境学研究所長
国 立極地研究所名誉教授
宇宙科学研究所長
北海道大学低温科学研究所長
第45回 評 議 員 会 平 成14年9月6日1/t金I
l.第43次 南 極地 域 観 測 隊 越 冬隊 の 現 況,第 ・1・4次隊 計 画の 概 要 等 に つい て
2.平 成15年 度概 算 要求 につ いて
3.法 人化 問 題 に関 す る検 討状 況 につ い て
4.そ の 他
第46回 評 議 員 会 平 成15年3Jj!O日i,,H'1
1.諸 会 議 等 につ い て
2.南 極 地域 観 測 隊 の 現 況 につ いて
3.平 成15年 度 予 算 案 に つ い て
ユ.極 域 科学 シンポ ジ ウム の 開催 につ い て
5.法 人化 につ いて
6.そ の他
2)運 営協議員会
極地観測の実施その他の研究所の運営に関する重要事項で所長が必要 と認めるものについて所長の諮問に応 じる
第15期 運営協議員名簿 (任 期13.9.29.-15.928
ヒ 田 音 名古屋大学大学院環境学研究科教授 内 藤 靖 彦 国立:極地研究所教授
描 版 泰 信1
1
名古屋大学大学院環境学研究科教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
岩 田 修 二 東京都立大学大学院理学研究科教授`神 田 啓 史 国ウ1極地研究所教授
!斎 藤 孝 基 明 星 ノく学 情 報科 学研 究 セ ン ター 長{山 内 恭 国立極地研究所教授
1島 村 英 紀 北海道大学大学院理学研究科1礪 地震ノql研究観測センタ 長ー 藤 井 理 行 国、ツ:極地研究所教授
1谷 川 旭 東北大学大学院農学研究科教授 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
寺 崎 誠 東京大学海洋研究所附属海洋科学国際共同研究センター 長 福 地 光 男 国立極地研究所教授
中 澤 高 清 東北大学大学院理学研究科附属大気海三変動観昊1研究三ン々 一長 白 石 和 之 国立極地研究所教授
平 山 善 吉 日本ノく学理 に学部教授 澁 谷 和 雄 匡位 極地研究所教授
松 本 紘 京都大学宙空電波科学研究センター教授 麻 生 武 彦 国立極地研究所教授
森 岡 昭 東北大 ∫1大学院理学研究科附属惑星フラスマ ・た気研究一ごンター 長
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2)講 演会
【主催事業】
日 付 内 容 場 所 講 演 者 参加人数
1平 成14年8月31日
{
南極 観 測1講 演 と映 画 の 会 一白 い 大
陸 か らの メ ッセ ー ジ ー
函館大学大講義室 本 吉洋 一 300名
11月4日 南極観測 「講演 と映画の会」 福井県武生市文化ホール 本吉洋一 300名
1平 成15年2月1日
1平 成16年3月31[]
NHKス タジ オ ハ ー ク{南 極 ひ ろば1
展 示
NHK放 送 セ ン ター 神 田啓 史(2月1
【講師派遣等】
1日 付 内 容 場 所 講 演 者 参加人数
平成14年5月17日 板 橋 区 高齢 者 大学 校
グ リー ンカ レ ンジ
国立極地研究所 江尻全機
神田啓史
120人
15月23日 一7月11日
ま で 毎 週 木 曜
1
|
14年 度はたがや地球倶楽部 渋谷区構う谷社会教育館 福 地 光 男 ・神 田 啓 史
牛 尾 収 輝 ・平 沢 尚 彦
本,今津 一一 野 木 義 史
海 老原 祐輔 ・田[1真
各20人
全8回
6月13日 南極におけるハイテク研究について 長岡技術科学大学 佐藤克文 200人
6月15日 南極観測について 横浜市港北区生涯学級 渡邉研太郎 100人
6月20日 南極観測について 中野区ウ:第七中学校 伊村智 300人
6月21日 特別講演会 呉1二業高等専門学校 宮岡宏 800人
6月22日 地球環境にっいて 明治大学附属中野中学校 神田啓史 500人
7月1ユ 日 海洋環境国際共同シンポジウム ホ テ ル メ トロ ポ リ タ ン盛 岡 内藤靖彦 150人
7月12日 進路指導への協力 神奈川県愛川町 立二愛川中原中学校 佐藤克文 150人
7月19口 第16回 文化講演会 とか ちプ ラサ ・レイ ンボ ー ホ ー ル 渡邉研太郎 350人
7月22日 ・30日
1
1
千葉県総合教育センター
平成14年 度南極に見る科学ノく発見
講座
国立極地研究所`
1
余栄直也・和田誠
本山秀明
46人
17月28日
i
第17回 親 子ふじ大会 (財)名 占屋 港 文化 セ ンター 本 吉洋 一一 160ノ ＼
19月8日 中小企業経営者のための講演 ホテル鬼怒川御苑 福地光男 100人
9月11日 ・12日
　
指宿郡西部医師会
指宿市郡医師会
哺 極の救急体制」
喜入八幡温泉保養館 宮田敬博 500人
9月13日
|
〔財)日 本原子力文化振興財団研究
ノく会講演会
ば る るフ ラ ザ 青森 江尻全機 800人
19月26日
1
文部 科学 省 「サ イエ ンスパ ー トナ ー
シ ソプ プ ロ グ ラム 先 行 的調 査 研究1
事業
お茶の水女子大学附属高等学校 佐藤薫 300人
ユ0月8日
;
地域への学校公開週間
[地球環境や極地の暮らし1
神奈川県相模原市立双葉小学校 福地光男 250人
1
10月9日 総合教育への協力 江戸川区立下鎌田西小学校 宮田敬博 100人
10月16日 社会科学習への協力 江戸川区立上一・色南小学校 宮田敬博 100人
;10月18日
1
After5years　 近 未 来 テ ク ノロ ジー
エ キ ジ ビ ジ ョ ン特 別 講 演
丸の 内 ビル デ ィン グ 江尻全機 80人
]0月31日
」
平成14年 度文化講演会 沼津工業高等専門学校 佐藤夏雄 800人
ll1月8日 総合学習への協力 横浜市立舞岡中学校 菊池雅行 190人
11月16日 生涯学習への協力 多摩市 立桜 ヶ丘 コ ミュニテ ィセ ンター 渡邉研太郎 50人
11月21日　 進路指導調査への協力 東京都㍑ 三鷹高等学校 渡邉研太郎 300人
111月25日
|
教養教育授業への協力
特別講演会
都留文科大学 加藤明子 320人
一220一
日 付: 内 容 場 所 講 演 者 参加人数
12月13日
1
学生及び教職員を対象 とした特別講
演会
姫路一1業大学 野木義史 50人
12月14日 川崎市青少年科学館天文講座 川崎市青少年科学館 古川晶雄 30人
12月26日 第539回 千葉県下国立病院 ・療養所
定例連絡研究会
国立千葉病院地域医療研修センター 本吉 洋 一一 100人
平成15年1月20日 総合学習への協力 船橋市三山小学校 塩原国費 111人
1月28日 「第36回 白旗中尉をしのぶ集い1の
記念講演
秋田県由利郡金浦町公民館
白癩南極探検隊記念館
江尻全機 200人
2月8日
2月16日
2月22日
3月7日
NHK公 開 セ ミナ ー[南 極 へ の 旅」
は 回)
和歌山県立図書館
京田辺市立中部住民センター
鳥取環境大学
ホテルクレメント徳島
内藤靖彦
藤井理行
江尻全機
福地光男
190人
120人
300人
230人
2月5日 特別講演会 信州大学 船木實 30人
2月12日 特別講演会 自由学園 u」内恭 100人
2月22日 平成14年 度海技大学校特別講演会 海技大学校 内藤靖彦 200人
2月23日
1
核燃 料 サ イク ル開発 機 構
第4回 東 濃 エ ネル ギ ーセ ミナ ー講 演
ミュー ジア ム 中仙 道 渡邉興亜 150人
3)そ の他
テ レ ビ ・新 聞 ・雑 誌 等 取材 件 数{平 成 ユ4年 ・1月 一平 成15年3月} 計75件
3.職 員の外 国出張等
1)外 国出張
和 田 誠 助 教 授
14.4.9-14.4.13
福 地 光 男 教 授
14.420～14.4.28
海 老 原 祐 輔 助 手
14.4.20-14.429
伊 藤 一一 助 教 授
14.4.21～144.28
東 久 美 子 助 教 授
14.422-・14.7.3
藤 井 理 行 教 授
14.422-14.427
渡 邉 興 亜 所 長
14.423～14.4.30
白 石 和 行 教 授
14.4.28-・14.5,1
麻 生 武 彦 教 授
桑 田 悟 会 計 課 長
14.4.30-14.55
三 浦 英 樹 助 手
13.7.1-14714
ア メ リカ
オ ラ ン ダ
ア メ リカ
フ ラ ン ス
オ ラ ン ダ
カナ ダ
ア メ リカ
オ ラ ン ダ
オ ラ ンダ
中 国
ス ウ ェー テ ン
ア メ リカ
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド
ドロ ノブゾンデ　(AVAPS}　 による温室効果気体観測に関する研究打ち合わせ
国際北極海洋共同研究び)討議及びデータ解析
第27回 欧州地球物理協会　1:　EGSy　総会参加及び研究発表
北極圏環境研究の共同推進に関する在欧研究機関との研究打 ち合わせ
氷河観測及び氷雪コア掘削,ア ンカレンジ周辺の氷河データ収集及び氷河観測
国際北極科学委員会評議会出席
IASC評 議会出席
SCALOPシ ンポジウム作業委員会出席
EISCAT財 務委員会出席及び事務事前打合せ
南極氷床縁辺域における新生代の高精度環境復元に関する研究
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行 松 彰 助 手
145.17・14.526
佐 藤 夏 雄 教 授
145.18-14.5.26
福 地 光 男 教 授
14.5.25-14.5.30
塩 原 匡 貴 助 教 授
14527-14.6.2
麻 生 武 彦 教 授
146.2-14.6.9
伊 村 智 助 手
14.6.6-14.6.17
白 石 和 行 教 授
藤 井 理 行 教 授
14.6.16-14.621
白 石 和 行 教 授
14.6.29～14.7.6
船 木 實 助 教 授
14.7.6-14.7.12
堤 雅 基 助 手
14.7.7-147.14
神 田 啓 史 教 授
14.7.7-14.7.30
福 地 光 男 教 授
14.7.12～14.7.20
渡 邉 興 亜 所 長
14.7.13-14.7.20
内 藤 靖 彦 教 授
14.7.13～14.7.16
山 内 恭 教 授
14.7.14-14.720
佐 藤 夏 雄 教 授
14.7.14～14.720
本 吉 洋 一・ 教 授
14.7.14-14.7.20
渋 谷 和 雄 教 授
14.7.14～14.721
土 井 浩 一 郎 助 手
14.7.14-14.721
白 石 和 行 教 授
14.7.14.一 一4.7.27
藤 井 理 行 教 授
14.7.14-14.725
麻 生 武 彦 教 授
147.20-14.8.13
江 尻 全 機 教 授
14.8.3-14.8.9
金 尾 政 紀 助 手
14.8.4～14.8.10
神 田 啓 史 教 授
14.810～14.8.18
佐 藤 克 文 助 手
14.8.10～148.18
加 藤 明 子 助 手
14.8ユ8-14.8.28
ア メリ カ
ア メリ カ
中 国
カ ナ ダ
フ ラ ン ス
オー ス トラ リ ア
ドイ ツ
オ ー ス トラ リア
ニ ユ ー ジ ー ラ ン ド
ニ ユ ー ジ ー ラ ン ド
カナダ
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
キルギス共和国
ア メ リカ
マ レー シ ア
カナ ダ
韓 国
中国
オ ー ス トラ リ ア
国 際Super　 DARNレ ー ダ ー網 に よる極 球 電 離 圏擾 乱 の 南 北半 球 比 較 につ い ての 研 究打 合
せ,　SUperDARNワ ー クシ ョ ソプ 出席
Super　DARNワ ー ク シ ョ ップ出 席
海 洋 環境 に関 す る 共 同研 究打 ち合 わせ
基 準 地 上放 射 観 測網　(BSRN)　 に関 す る ワ ー クシ ョ ップ に出 席,ス カ イデ ジ オ メー タ観 測
に関 す る研 究 発 表 と打 ち合わ せ
EISCAT評 議 会 にお け る研 究 打 ち合 わせ ・大 気波 動 に関 す る研 究 打 ち合 わせ
ハ ー ド島計 画 ワ ー ク シ ョ ソプ及 びRiscc2002ワ ー ク シ ョ ソプ出 席
第1回 ドロ ンニ ン グモ ー ドラ ン ド航 空網 ワー クシ ョ ップ出 席
第16回 オーストラリア地質学会総会に出席
西太平洋地球物理会議出席
西太平洋地球物理会議に出席
ツンドラ域環境調査に向けての研究打 ち合わせ ・ツンドラ域環境調査研究 ・ツンドラ域環
境調査後の研究打ち合わせ
第27回SCAR生 物作業委員会出席
第14回 南極観測実施責任者評議会(本 会議等)出 席
専門家会議(ア ザラシ)に おいてDeep　Sea　Look計 画(科 学研究費研究課題σ)一部成果発
表)
第27回SCAR,　 大気物理・化学作業委員会出席
第27回SCAR,　 STAR作 業委員会出席
第27回SCAR総 会出席
第27回SCAR総 合,測 地・地理情報作業委員会出席
第27回SCAR総 会出席
第27回SCAR及 び第14回COMNAP,　 SCALOP出 席
SCAR氷 雪関連会議出席及び中国極地研究所の研究者と氷河偵察
極 域大 気潮 汐波 に 関す る研 究 の ため
南 極 に 関す るマ レー シ ア国 際 セ ミナー 参 加
REVEALワ ー ク シ ョ ップ参 加
第8回 国際 生 態 学 会　(INTECOL)
第23回 国 際鳥 類 学 会議 出席 ・研 究発 表
野 外 調 査打 ち合 わせ ・飼 育 個 体 実験 ・リ トルペ ンギ ン野 外 調査
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白 行 和 行 教 授
14.8.18-14.9.1
東 久 美 子 助 教 授
14.823～14.9.1
藤 田 秀 二 助 教 授
14.823-14.9.7
内 藤 靖 彦 教 授
14.8.27-14.9.4
佐 藤 克 文 助 手
14.827-14.9.10
三 澤 啓 司 助 教 授
14.827～14.10.1
佐 藤 夏 雄 教 授
14.8.31-14.920
宮 岡 宏 助 教 授
14.8.31～14.920
船 木 實 助 教 授
14.9.1-14.921
伊 藤 一 助 教 授
14.9.3-14.11.13
渡 邉 興 亜 所 長
14.9.8-14.9.16
山 内 恭 教 授
渡 邉 研 太 郎 助 教 授
14.9.8-14.9.22
/J・達 恒 夫 助 教 授
14.9.25-14.929
和 田 誠 助 教 授
14.10.6--14.IO.12
塩 原 国 費 助 教 授
14.10.6～]4.10.17
山 内 恭 教 授
14.10.7、14.10.12
渡 邉 研 太 郎 助 教 授
14.10.8-14.10.11
麻 生 武 彦 教 授
桑 田 悟 会 計 課 長
14.10.9・ ユ4.10.12
船 木 實 助 教 授
14.10.9-14.11.3
海 老 原 祐 輔 助 手
14ユ0.10-14.1021
白 石 和 行 教 授
14.10.15-14.10.19
福 地 光 男 教 授
14.10.20-14.1029
野 木 義 史 助 教 授
14.10.26-14.11.12
堤 雅 基 助 手
14.10.27-14.ll.3
モ ザ ン ピー ク
フ ラ ンス
フ ラ ンス
フ ラ ン ス
ドイツ
イギ リ ス
フ フ ン ス
ドイツ
イギ リ ス
ア メ リカ
ア イ スラ ン ド
ア イ スラ ン ド
チLコ 共 和 国
ドイ ツ
ス ロバ キ ア共 和 国
ロ シア
ポ ー ラ ン ド
ポ ー ラ ン ド
カ ナ ダ
ノ ル ウ[一
ノ ル ウ ,:一
ノ ノレrソ 二ー一
韓 国
デ ンマ ー ク
エ ジ プ ト
ア メリ カ
ア メリ カ
オ ー ス トラ リア
マ リアナ 海域
ノル ウ[一
地質調査
氷雪コア及び火星氷床に関する研究打ち合わせ
国際雪氷学会シンポジウム出席,研 究打合せ
画像及び3次 元行動データロガーを用いた海洋高次捕食者による中 ・深層生物に関する研
究打ケ,合わせ
画像及び3次 元行動データロガーを用いた海洋高次捕食者による中 ・深層生物に関する研
究打 ち合わせ及びデータ解析
標 準 ジル コ ン に関す る研 究打 ち合 わせ ・分 化 した「景石 の年 代 学 研究
オ ー ロ ラ観 測準 備 ・オー ロラ共 役 点 観 測 と メンテ ナ ンス
オ ー ロ ラ 共役点 観 測 とメ ンテ ナ ン ス
岩 石磁 気 研究 会出 席 及 び実 験 打 合せ
北極海の海洋環境を規定 している要素に関する調査研究における共同研究打合せ及び共同
産見泪|]}"J'合ナ三『
第25何 南極条約協議国会議
第25回 南極条約協議国会議
DMSPの 生物 ・環境化学に関する第3回 国際シンポジウム参加及びDMSPに 関する研究打
ち合わせ
第6回 ニ一寸ルスン国際科学セ ミナー出席
第6回 ニーオルスン国際セ ミナーでの研究成果発表 ・北極エアロゾル放射地上観測および
機器調整
観測打ち合わせ ・観測結果検討 ・討論
北極海洋共同研究についての打ち合わせ
EIScAT財 務委員会
試 料 採 集地 の 地 質等 の情 報 に関 す る資 料 収 集 ・メルサ ラ ー ム周 辺 で 岩石 採 集 ・ユ ン タカカ
タ リー ナ 周辺 で の 岩 石採 集
国 際 宇宙 委 員 会 第34回 総 会
南極 で の航 空 機 オ ヘ レー シ ョ ンの ため の 気 象予 報 シ ステ ム に関 す る ワ ー ク シ ョ ソプ出 席
南 極 海 洋 生物 資 源保 存 委 員 会 第2ユ 回 会 合 出席
南 極 スコチ ア 背弧 海 盆 とマ リア ナ背 弧 海盆 の比 較 観 測
流 星 レー ダー ・オ ー ロ ラ スヘ ク トロ グラ フの 整 備 ・デ ー タサ ー バー 設 置 お よ び超 高層 大気
観 測 に 関す る打 ち合 わせ
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江 尻 全機 教 授
14.1029-14ユ1.7
麻 生 武彦 教 授
141029～14.11.9
東 久 美 子 助 教 授
14.11.3-14.11.10
本 山 秀 明 助 教 授
14.11.6-s.14.11.12
堤 雅 基 助 手
海 老 原 祐 輔
14.11.8-・14.ll27
白 石 和 行 教 授
14.1L12～14.11.17
± 井 浩 一 郎 助 手
14.1L17～]411.30
小 達 恒 夫 助 教 授
14ユ120～14ユ124
佐 藤 夏 雄 教 授
14.1124-14.12.3
三 浦 英 樹 助 手
岡 田 雅 樹 助 手
14.12.5-14.12.12
野 木 義 史 助 教 授
14.12.5～14.12ユ2
本 吉 洋 一 教 授
14.12.10-・14.12.23
青 木 茂 助 手
1412.30-15.3.19
金 尾 政 紀 助 手
15.1.4-15.1.1]
江 尻 全 機 教 授
15.1.16-15120
平 言睾 享 助 手
15.1.20-15.3.18
麻 生 武 彦 教 授
15ユ.21～15224
和 田 誠 助 教 授
15.1.28～152.2
藤 井 理 行 教 授
古 川 晶 雄 助 手
15.2.4～152ユ4
田 口 真 助 教 授
15.2.10一 ユ52.14
福 地 光 男 教 授
152.12-15.2.19
外 内 博
15.2.13～152.18
ブ イ ン ラ ン ド
ス ウ ェ ー デ ン
デ ン マ ー ク
ノ ノレウ エ ー
ス ウL一 デ ン
イ ギ リ ス
デ ン マ ー ク
中 国
ニ ユー ジー ラ ン ド
南極
南 ア フ リカ
イン ドネ シア
ニ ユ ー ジー ラ ン ド
中 国
ア メ リカ
ア メ リカ
ス リ ラ ンカ
オー ス トラ リア
南 極
ニ ュー ジ ー ラ ン ド
ア メ リカ
オー ス トラ リア
ニ ユー ジ ー ラ ン ド
ドイ ツ
ドイ ツ
環境影響企画室企画調整係長
南 ア フ リカ
南 極
中 国
ニ ユ ー ジ ー ラ ン ド
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド
オ ー ス トラ リア
フ ィ ンラ ン ドに お ける 北 極域 オ ー ロ ラ とEISCAT観 測 に関 す る研 究 打 ち合 わせ
流 星 レー ダー 観測 ・研 究 調 査 ・研 究打 ち合 わせ,オ ー ロ ラ スペ ク トロ グ ラ フ観 測 と研 究 調
査 お よびEISCATヒ ーテ ィン グ ・　ALIS同 時観 測 研 究打 ち合わ せ の た め,　EISCATカ ウ ン シ
ル にてEISCAT関 連 研 究打 合せ
グリーンランド氷床コア化学分析データに関する研究打合せ
アメリー棚氷掘削についての研究打合せ
南極および南極点での活動打ち合わせ ・全天撮像装置の設置作業と運用の打ち合わせ
南極大陸航空網の整備に関する打合せ　(DROMLAN会 議)出 席
超伝導重力観測及び絶対重力測定
極域海洋研究に関する研究打 ち合わせ
極域超高層レーダー観測に関する国際ワークショソプ参加 ・南極での超高層物理観測 ・研
究に関する研究打 ち合わせ ・中山基地におけるHFレ ーダーとオーロラ観測に関する研究
打ち合わせ
アメリカ地球物理学会出席のため
AGU2002秋 季大会参加ゴンドワナ大陸復元に関する研究成果発表
地質調査,岩 石試料採集,研 究打合せ
観測準備および係留計観測
第IO回 大陸及びその縁辺部における深部探査国際シンポジウムのため
ホ フマ ン シ ンポ ジ ウム 出席 ・ス トー ム ・サ ブ ス トー ム時 に於 け る磁 気 圏 荷電 粒 子 の 運 動 に
つ い ての 発 表 と研 究打 ち合 わせ
南極 海 の 時 系列 現 場 観 測 に よ る植物 プ ラ ン ク トン と硫 化 ジ メチ ル生 成 に関 す る研 究
レーダーによる北極超高層大気潮汐観測に関する研究打ち合わせ
北極域対流圏 ・成層圏物質の変動と気候影響に関する観測打ち合わせ
DROMLAN　 (ド ロ ーニ ン グモ ー ドラ ン ド航 空 網)に お け る航 空 オ ペ レー シ ョ ン調 査
南極域でのオーロラ光学観測に関する研究打合せ
極域海洋研究についての打 ち合わせ
専用観測船 「タンガロア」出港に係る事務手続き及び国際南極センターにおける各国南極
備品等調査
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行 松 彰 助 手
152.16-15.3.29
東 久 美 子 助 教 授
15221～15.228
野 木 義 史 助 教 授
15.222-15.2.28
渡 邉 興 亜 所 長
15224～15.227
宮 岡 宏 助 教 授
152.26～15.3.5
佐 藤 克 文 助 手
15227-]5.3.5
内 藤 靖 彦 教 授
15.3」-15.3.5
渋 谷 和 雄 教 授
15.32--15.3.7
金 尾 政 紀 助 手
15.3.2-15.3.9
森 本 真 司 助 手
15.3.2～15.3.8
麻 生 武 彦 教 授
桑 田 悟 会 計 課 長
日 臣又一'生 貝 一一
15.32～15.3.10
千日E}ヨ 言成 且1力孝ラ(才三受
15.32-15.3.13
堤 雅 基 助 手
15.3.4-15.3.13
福 地 光 男 教 授
15.3.10-]5.3.13
山 岸 久 雄 教 授
15.3.12～15.3.24
三 澤 啓 司 助 教 授
15.3.15-15.3.23
》毎田 †専ii]　 助 手
15.3.15-15.3.23
今 栄 直 也 助 手
15.3.15-15.3.23
山 口 亮 助 手
15.3,]5--15.327
福 地 光 男 教 授
15.3.16～15.322
寺 岡 伸 章 事 業 部 長
15.3.17～15.322
石 沢 賢 二
15.3.17-15.3.22
金 城 孝 夫 事 業 課 長
15.3.19～15.3.23
佐 藤 哲 夫
15.3.19-15.3.23
佐 藤 夏 雄 教 授
15.3.20～15.4.5
渡 邉 興 亜 所 長
15.3.25-15.4.6
イギ リ ス
ポ ー ラ ン ド
イタ リア
ニ ユ ー ジ ー ラ ン ド
ノ ル ウ!一
ア メ リ カ
ア メ リ カ
ア メ リ カ
ア メ リ カ
ノ ノレ・ン.L－
庶務課学術振興係長
ス ウL－ デ ン
ノJレT'7.1-一
ノ ノレウ ーr－
イ ギ リ ス
中 国
イ ギ リ ス
ア メ リ カ
ア メ リ カ
ア メ リ カ
ア メ リ カ
ア メ リ カ
オ ー ス トラ リ ア
環 境 影 響 企 画 室 長
オ ー ス トラ リ ア
オ ー ス トラ リ ア
観 測 協 力 室 長
オ ー ス トラ リ ア
イギ リ ス
ア イ ス ラ ン ド
フ フ ン ス
ス ウ1一 デ ン
日英 大型 短 波 レー ダー に よる極 域 電 磁 圏 ダ イナ ミ ソク スの 南 北 半球 比 較研 究
IASC雪 氷学 ワ ー キ ン グ グルー フ 年 会出 席
統 合 国際 深 海掘 削 計 画　ii　lOI)P　}　の 第3回 暫 定 サ イ ト ・サ ー ベ イバ ネ1レ　qssp)会 議へ の
出 席
(;OI　INAP委 員 会 の打 合せ
EISCATレ ー ダー を用 い た オ ー ロ ラ微細 構造 共同 観測 ・　EISCAT研 究 グ ルー プ と研 究打 ち
合わ せ
中 深層 生物0)研 究 を 目的 ヒして デ ー タロ ガ ー を キ タゾ ウ アザ ラ シに装 着
国 際 共 同研 究推 進 の ため の打 合せ,北 ゾ ウアザ ラ シの 調査
SEAP2003ワ ー ク シ ョ ソプ参 加,　LakeVostok研 究 につ い て の 発表
sEAP2003ワ ー クシ ョ ソプ 参 加,　LEGENr)s打 合せ,及 びsEAL成 果 の講 演
北 極域 対 流 圏 ・成層 圏 物 質 の 変動 ヒ気 候影 響 に関 す る観 測 機 器 整 備
ElscAT本 部 との打 合せ,ト ロ ム ソ,ス パ ー1レバ ル　(ESR)　 レー ダ視 察
北 極戯 女寸流 圏 ・成 層 圏物 質 の変 動 と気 候影 響 に関 す る観 測 機 器 整備
Super　I)ARN　 HFレ ー ダー を使 った 中 間圏 ・ド部熱 圏 観 測 に 関 す る研 究打 ち合 わせ ・ステ
レオ レー ダー観 測 に関 す る打 ち合わせ
極域 海 洋研 究 打 ち合わ せ
イ メー ジ ン グ リオ メ一 夕 とEISCATに 関す る 共 同研 究
第3・1同月惑 星科 学 会議 出席,論 文発 表
第34同 月惑 星会 議 出 席
南†泰宇 宙 塵の 分 類 に 関す る研 究打 ち合 わせ お よ び第34回 月惑 星 会 議へ の出 席 ・研究 成 果
発 表
第34同 月惑 星会議 に て研 究 成果 発 表 ・ユ ー クラ イ ト ・メソ シデ ラ イ ト陽 石の 観 察 お よ び
玄 武 岩 質領 有の 成 因 に関 す る研 究 打 ち 合わせ
カ ナ ダ ヒの 共同研 究 打 「,合わせ
南 極 に おけ る 緊急 医 療 体 制,遠 隔 医 療,航 空 路 開拓 計 画,砕 氷船 の荷 物 運搬 ・倉庫 ・そ ∴ シ
ステ ム,自 然 エ ネルギ ー利 用 な どの ヒア リン グ調 査,砕 氷 船 視察
オ ー ス トラ リア 南極 観 測 の 設営 お よび 運営 に関 す る調 査
第43次 越 冬 隊,第44次 夏 隊帰 国 に伴 う事務 手続 き
南 極地 域 観測 隊員 の 帰 国 に伴 う渡航 事務 手続 き
オ ー ロ ラ共 役点 観 測 に関す る研 究打 ち合 わせ お よび オ ー ロ ラ共役 点 観 測
('O]　INAP幹 事 会出 席,南 極ITASE計 画打 ち合 わせ
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福 地 光 男 教 授
15.327・15.4.5
白 石和 行 教 授
三 澤啓 司 助 教授
海 田博 司 助 手
15.3.29～15.4.5
藤 井 理 行 教 授
15.3.31～15.4.6
ス ウ[,一 デ ン
オー ス トラ リア
ス ウr－ デ ン
国際極域海洋挙動研究計画についての打ち合わせ
SHRIMPに 関する共同研究
南極ITASE会 議 出 席,南 極ITASE計 画 打 ち合 わせ
2)南 極地域観測事業のための外国出張
◇43次 越 冬 隊
出 張期 間
※平成14年4月1日 一平成15年3月29日
(※出発 日は平成13年11月28日)
山
橘
林
田
大和田
教
助
枝
枝
技
技
技
技
技
技
枝
枝
技
技
技
技
技
技
◇44次 夏 隊
出 張 期 間
平成14年11月28日 ～平成15年3月29日
鮎
本
郷
福
川
多
田
大久保
ヒヒ キ
遅 縢
内 野
教 授
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
事 務 官
(専 用観 測 船)
出 張期 間
平成15年2月13日 ～平成15年3月17日
◇44次 越 冬 隊
出 張 期 間
※平成14年11月28日 ～平成15年3月31日
(※帰 国 日は平成16年3月27日)
小 島 秀
大日方
高
弘
和
雄
敬
道
宇多川 知
小 西 達
添 田 裕
下野戸 憲
小 田 幸
??????????????????????
??
?
?????
?
?????
??
????? ?????????? ?
???????
?????
???? ? ??????????????
???????????????????????????????????
????????????
? ???? ??
3)海 外研修旅行
三浦 英 樹 助 手
14.918-'14922ア メ リカ
西 南 極 氷床 ワ ー ク シ ョ ソプ参 加 ・発表 の ため
4.外 国人研究者
1)外 国人研究員
????
?
????
?
????
?
?????
クー イマ ン ジ.Lラ ル ド エ ル　(Koovman　 Gerald　L>
カ リフ ォ ルニ ア大 学 サ ンデ ィエ ゴ校 ・教 授
平成15年2月15日 一平 成15年5月21日
海 洋動 物0)潜 水生 理 学研 究
研 究 系寒 冷 生物 学 第 一研 究 部 門
一226一
???
?
???
?
??
?
?????
ア ン ドレア ス ポ ー ド 八 一バ 　ーi,　.,Il/dreas　Bode　Herber　J
ア ル フ レ ソドウ 二一 ゲ ナ ー極 地 海 洋研 究 所 ブ レー メル八 一 フ ニン気 候 システ ム 部 門 ・主 任研 究 員
平成15年2月24日 一平 成15年6月14日
南 極 に お け るエ ア ロ ゾ ル大 気 混濁 度 モ ニ タ リ ング に関 す る研 究
南 極 圏環 境 モ ニ タ リン グ研 究 セ ン ター
????
?
???
?
???
?
????
アル キ ポ フ セ ル ゲ イ ミハ イロ ヴ ィ ソチ　「Arkhlpov　Serguei　Mlkhai|ovirh)
ロ シア 科学 ア カデ ミー地 理 学研 究 所 ・上級 研 究 員
平 成15年3月3日 一平 成15年6月5日
北 極 ロ シ ア にお け る雪 氷 コア 気候 研 究
北 極圏 環 境 研 究 セ ンター
2)日 本学術振興会外国人特別研究員
??
?
?? ?
???
?
???
?
????
ロベ ル クデ ル ヤ ン 眠OPERT-COCDERT、　Yanv
総 合研 究 大学 院 大学 ・大学 院 生
平 成13年4月25日 一平 成15年4月24日
先 端 技 術 を用 いた 海 洋大 型動 物 の補 食行 動 の定 量 化 と生 態 系研 究
内 藤 靖 彦 教 授
????
?
??
??
???
?
????
サ レー ア ハ メ ド　(SALEH　 Ahmed)
国 立 天 体地 球 物理 研 究 所 ・講 師
平 成13年ll月28日 一平 成15年3月27日
エ ジプ ト紅 海 沿 岸地 域 の パ ンア フ リ カ ン変動 末期 の 古 地磁 気 学 的 研究
船 木 實 助 教授
???
?
???
? ????
????
ブ キ ャ ナ ン ポ ー ル ク ラ レ ンス　(BUCHANAN　 Paul　Clarel/ce)
ウ イ ノトウ ォー ター ス ラ ン ド大 学 ・研 究 員
平成14年3月28日 一平 成16年3月27日
分化 した明 石 の岩 石 鉱 物学,同 位 体 年代 学 研 究
三澤 啓 司 助 教 授
???
?
??
??
???
?
????
トレフ　t't　イゼ ン レナ ー ト エ リザベ ス　(TREFEISEN　 Renate　 Elisabeth)
ア ル フ レ ノ ド ・ウ ニゲ ナ ー極 地 海 洋研 究 所 ・ポ ス トク
平 成14年5月8日 一平成15年4月25日
北 極 域 にお け る対 流 圏 エ ア ロ ゾル の挙 動 とそ の放 射 効 果 に 関 す る総 合研 究
山 内 恭 教 授
3)外 国人来訪者
平 成14年
5月11日 一5月18日
5月23日
5月23日
5月23日
8月26日 一9月13日
9月10日 一10月10日
9月17日 一9月21日
9月17日
10月15日 一10月20日
VlctOr　Hoffmalm　 〔チ ュー ビ ンゲ ン大 学 ・助 教 授)
Johli　A　Calder　 (ア メ リカ商 務 省 海 洋大 気 庁 北 極研 究 事 務 所 ・所 長)
Dosoo　 Jang　 (ア メ リカ商 務 省海 洋 大 気 庁 国際 活 動 事 務所 ・所 員!
Rene　 EPpl　 tア メ リ カ商 務省 海 洋 大 気庁 国 際 活動 事 務 所 ・所長)
Peter　Rydesater　 (中部 ス ウL－ デ ン大 学 ・博 士 課 程 学 生)
Evelyn　 Zenklussen　 〔ス イス連 邦工 科大 学 ・学 生)
Edgar　 Alan　 Bering　 (ヒ ュ ー ス トン大 学 ・教 授}
Chad　 Di(k　 ("℃RP　 ACSYS/CllC計 画 事 務所 ・局 長 ・
Chns　 Hal1　(ト ロム ソ大 学 ・教授}
平 成15年
1月13日 一1月14日
1月14日 ～1月16日
1月21日 一1月22日
1月22日 一1月30日
ユ月24日 一2月3日
Russel　 D.　Andrews　 (ア ル フ レ ソド ・ウ.・ゲ ナ ー極 地 海 洋研 究 所 ・大学 院 学 生)
Ben　,Sinith　(ワ シ ン トン大学 文理 学 部 ・博 士 課程 学 生}
BenSmith　 {ワ シ ン トン大 学 文理 学 部 ・博士 課 程 学 生)
RUssel　 D　inidrexs's　(ア ル フ レ ソド ・ウ.Lゲ ナー 極 地海 洋 研 究 所 ・大 学 院 学 生)
克勤 段 ・寒 冷 生物 乾 燥 地 域環 境 工 学 研 究所 ・副 研 究 員}
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1月28日 一1月29日
2月2日 一2月16日
2月17日 一3月7日
3月12日
3月14日 一3月22日
Greg　 Marshall　 (ナ シ ョナ ル ジオ グラ フ ィッ ク リモ ー ト ・イ メー ジ部 門 ・部 門 責 任者)
TunyiIgoi'　 (ス ロバ キ ア科 学 ア カ デ ミー地 球物 理 学 研 究所 ・所 長)
克 勤 段(寒 冷 生 物 乾燥 地 域 環 境 工 学研 究 所 ・副研 究 員)
G.W.K.　 Kellt　Moore　 (ト ロ ン ト大 学物 理 学 部 ・教 授)
Nikolai　Liebs(:h　(キ ー ノレ大 学 海 洋研 究 所 ・非常 勤 研 究 員)
5.職
?
1)名 簿
所 長
企画調整官 教授
研究系
研究主幹(併 任)
(地球物理学研究部門)
教 授
助教授
(超高層物理学第 一ー一研究部門)
教 授
教 授
助 手
助 手
助 手
(超高層物理学第二研究部門)
教 授(客 員)
助教授(客 員)
(極域大気物質循環研究部門)
助教授(客 員)
助教授(客 員)
(雪氷学研究部門)
教 授
助教授
助教授
助 手
(地学研究部門)
教 授
教 授
助教授
助教授
助 手
助 手
(地殻活動進化研究部門)
教 授
助 手
(極地鉱物 ・鉱床学研究部門)
教 授(客 員)
助教授(客 員)
雪氷学
海洋生態学
????
??? ??
磁気圏物理学
超高層物理学
磁気圏物理学
プラズマ物理学
磁気圏物理学
磁気圏物理学
大気物理学
大気物理学
雪氷化学
自然地理学
地質学
岩石磁気学
固体地球物理学
第四紀地質学
固体地球物理学
岩石学
地形学
理博 渡 邉 興 亜
農博 内 藤 靖 彦
江 尻 全 機
理博 神 山 孝 吉
工博 東 久美子
工博
工†専
理修
理博
理博 海老原
????????????
理博 福 西 浩
工博 村 山 泰 啓
理博 青 木 周 司
学術博 鈴 木 啓 助
理博
理博
」二博
理博
文博
理博
理博
理博
理博
理博
???
???
???????????
?????
?????
???
??
???
????????
實
史
樹
紀
???????????? ???????
???
理博 廣 井 美 邦
理修 高 田 将 志
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(生理生態学研究部門1
助教授 生物海洋学
助教授 植物生態学
(寒冷生物学第一一研究部門)
助 手 海洋生態学
助 手 海洋生物学
(寒冷生物学第二研究部門)
教 授(客 員)生 理学
助教授(客 員)海 洋生態学
(極地設営 工学研究部門、
教 授 極地設営1二学
非常勤講師(客 員教授1建 築学
教 授(客 員)機 械振動学
助 手 建築構造学
資料系
資料主幹(併 任)
(生物系資料部門)
教 授 植物分類学
助教授 海洋生態学
(オーロラ資料部門)
助教授 磁気圏物理学
北極圏環境研究センター
センター長(併 任)
教 授 氷河気候学
教 授 超高層物理学 ・
電子応用計測学
教 授(客 員)雪 氷学
助教授 海洋雪氷学
助教授 大気科学
助教授 水圏生態学
助教授(客 員)大 気物理学
助 手 極域海洋学
助 手 大気物理学
助 手 大気物理学
情報科学センター
センター長(併 任)
教 授 磁気圏物理学
助教授 プラズマ物理学
助 手 気候学
助 手 プラズマ物理学
南極圏環境モニ タリング研究センター
センター長(併 任)
教 授 海洋生態学
教 授 固体地球物理学
教 授 大気物理学
助教授 超高層物理学
助教授 大気物理学
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水産博
理博
農†専
農博
獣医博
水産博
理博
工博
工博
工修
理博
農博
理博
理博
工博
工博
理博
理博
理博
理博
理博
理博
工博
理博
理博
学術修
工博
水産博
理博
理博
理博
理博
恒 夫
智
??????
?????
??
?????
???
?
????????
????????
???????
???
????????
??????????????
??????????????
図書室
図書室長(併 任)
事 務
管理部長
庶務課長
会計課長
事業部長
事業課長
観測協力室長
環境影響企画室長
観測施設
昭和基地長(併 任)
みずほ基地長(併 任)
2)人 事異動
平成14年4月1日
[転 入]
管理部会計課施設係長
事業部事業課企画係主任
管理部庶務課人事係
事業部事業課業務係
[昇 任]
管理部会計課長
事業部観測協力室長
海洋物理学
測地学
極域大気科学
海洋生物光学
明石学
鉱物学
宇宙化学
鉱物学
限石学
限石学
鉱物学 ・限石学
超高層
超高層
気水圏
地 学
生 物
生 物
田 中
吉 岡
山 崎
吉 野
桑 田
佐 藤
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理博
理博
理博
理博
理博
理博
学術博
理†専
理博
理博
理†専
工 博
Ph.D.
理†専
理博
理博
理博
???
?
?
??????
?????????????
?
????
??ー??ーー ?ー??
?
??
?
?〜
?
???????
??
?
?????
????
?? ?
???
??
??
山 内 恭
?????
?
??????????
小 島 秀 康
小 島 秀 康
光 次(東 京大学工学系研究科等経理課施設第一一二
掛長)
博(東 京芸術大学音楽学部会計係会計主任)
義 夫(東 京大学医学部附属病院総務課)
宏 之(東 京芸術大学会計課)
悟(文 部科学省研究振興局振興企画課学術振
興係長)
哲 夫(北 海道大学施設部企画課専門員)
事業部環境影響企画室長
管理部会計課経理係長
管理部会計課用度第一係長
管理部会計課用度第二係長
管理部庶務課庶務係主任
研究系助教授
[配置換]
管理部会計課専門職員
事業部観測協力室専門職員
管理部庶務課学術振興係長
管理部庶務課広報係長
事業部事業課企画係長
事業部事業課業務係長
事業部観測協力室設営第…係長
事業部環境影響企画室企画調整係長
管理部会計課用度第二係主任
管理部庶務課学術振興係
事業部観測協力室設営第一係
??????
???
?
??
森 田
外 内
米 村
熊 谷
大 ド
賢 ㍉事 業部観測協力室専門職員'
裕 文1、東京大学経理部経理課給与第一二掛主任)
守 康(東 京大学農学系経理課経理掛主任)
靖 幸(管 理部会計課総務係主任!
俊 一(管理部庶務課庶務係)
秀:i(北 海道大学大学院工学研究科助手!
浩 成(事 業部事業課専門職員)
治 郎!事 業部観測協力室設営総括係長
賢 二1管 理部庶務課研究協力係長)
量 基(事 業部事業課企画係長)
隆(事 業部事業課業務係長)
英 明(事 業部観測協力室設営第一係長)
知 弥　il管理部会計課用度第二係長1
博(管 理部庶務課共同利用係長、
裕次郎(事 業部観測協力室設営第 ・係主任1
安 堵1管 理部庶務課研究協力係)
和 久(事 業部事業課企画係)
平成14年4月1日 付けで事業部観測協力室専門職員吉田治郎 に事業部観測協力室設営総括係長兼務を命ずる
・ド成14年4月1日 付けで事業部環境影響企画室企画調整係長 外内博 に事業部環境影響企画室調査係長兼務を命ずる
平成14年4月1日 付けで管理部会計課用度第11係 長江連靖幸の事業部環境影響企画室調査係長を免ずる
[転 出]
香川大学経理部主計課長
愛知教育大学経理部施設課長
東京大学教養学部等経理課用度掛長
東京大学柏地区経理課用度第 一ー一掛長
東京大学先端科学技術研究セ ンター施設掛長
東京大学工学系研究科等学術協力課国際交流係長
総合研究大学院大学総務課企画 ・連携協力係極域
科学専攻事務 主任
東京大学施設部企画課総務掛
東京芸術大学美術学部教務係
東 京芸術大学総務課総務係
[採 用]
管理部庶務課学術振興係
非常勤研究員(生 物)
[併 倒
北極圏環境研究セ ンター長
南極明石研究センター長
管理部庶務課
平成14年8月10日
[転 入]
事業部長
[転 出]
宇宙開発事業団国際部調査役
平成14年10月1日
?????????
齊 藤
石 井
土 肥
昌 友(管 理部会計課長)
好 孝(事 業部観測協力室長)
清 美(管 理部会計課経理係長1
輝 年(管 理部会計課用度第一係長、
年 夫(管 理部会計課施設係長)
壮(事 業部環境影響企画室企画調整係長
好 司(管 理部会計課用度第二係主任)
泰 徳(管 理部庶務課人事係)
要 二!事 業部事業課業務係)
清1-(管 理部庶務課(併 任))
???????
????
理 行
和 行
好 司(総 合研究大学院大学総務課)
寺 岡 伸 章1理 化学研究所研究調整部調査役 タイ国国
家科学技術開発庁顧問)
伊 藤 宗太郎1事 業部長1
一231一
[昇 任]
八戸工業高等専門学校会計課長
群馬工業高等専門学校庶務課長
[配置換]
管理部会計課総務係長
平成14年11月1日
[採 用]
管理部会計課総務係
平成14年11月27日
[昇 任]
資料系助教授
平成14年12月1日
[昇 任]
研究系教授
研究系助教授
平成14年12月31日
[辞 職]
梅 木 川 敷(管 理部会計課専 門職員)
関 充(管 理部会計課総務係長)
江 連 靖 幸(管 理部会計課用度第二係長)
LLg　本 貴 志
門 倉
和 田
伊 村
昭(資 料系助手)
誠(研 究系助教授)
智(研 究系助手)
的 場 澄 人(非 常勤研究員(気 水圏))
平成15年1月1日
[採 用]
研究系助手
平成15年1月17日
[採 用]
管理部会計課用度第二係
平成15年2月1日
[採 用]
非常勤研究員(生 物)
平成15年3月31日
[退 職]
外 田 智 千
櫻 井 道 仁
三 瓶
?
長谷川 慶 子(図 書係長)
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3)研 究者 の流 動性
(1)極 地研教官としての在職年数(職 種別)
在 職
10-1515～20
在 職 年
一一一盈 一
10-15
'F成15年3月31日 現在
??
??
?
?? ?
?
??
??
? ??
??
?
??
?????
?
?
?ー????
??
? 「?
??
?????
ー
ー
?
?
ー
?
「
?? ?
????
?ーーー?
???
?「
?
?ーー
??
? ?? ?
??
? ???? ? ?
、
?
????「?ー
?ー
?
ー?? ?????
?
?
??
」 。?????
?
??
??
?
??、? ?
??
?
??」????
? ??
」?
???
?」」?
?」
?? ?? ?
?
?? 、
?
????????????? ーー
??
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(2)客員研究部門
区分
年度
教 授 助教授 計
昭和48 1 1 2
49 2 2 4
50 3 5 8
51 2 4 6
52 0 4 4
53 5 3 8
54 5 5 10
55 4 5 9
56 5 4 9
57 5 4 9
58 5 5 10
59 7 5 12
60 6 6 12
61 6 6 12
62 6 6 12
63 5 7 12
平成元 5 7 12
2 6 6 12
3 6 6 12
4 6 6 12
5 5 7 12
6 5 7 12
7 5 7 12
8 6 6 12
9 6 6 12
10 6 6 12
11 6 6 12
12 6 6 12
13 5 7 12
i　 l4 7 7 14
?ーー
外国人客員研究部門
区分
年度
教 授 助教授 外国人研究員 計
昭和53 1 1
54 1 1
55 1 1
56 2 2
57 3 3
58 2 2
59 3 3
60 2 2
61 2 2
62 2 2
63 2 2
平成元 1 2 3
2 1 1 2
3 1 4 5
4 1 4 5
5 1 3 4
6 1 2 3
7 2 1 3
8 2 1 3
9 1 2 3
10 2 2 4
ll 3 2 5
12 1 3 4
13 4 4 4
14
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4)教 官の補充状況
平成15年3月31日 現 在
ミ
年 度
1[
退職者等の数 官 職(人 委如
補 充 方 法
採 用 転 入 昇 任
昭和48
49
50
51 1 助 教授(1) 1
52
53
54 1 助 手 山 1
55
56 1 教 授(1) 1
57
58
59 2 所 長 教 授(1) 2
60 1 教 授 ほノ 1
61 1 助教授(l! 1
62
63 1 所 長 1
平成元
2 1 助教授(P 1
3
4 4 教 授(1)助 手(3) 3 1
5 3 教 授(U助 手(2) 3
6 2 所 長 助教授(1) 1 1
7 2 助教授(1)助 手(1) 1 1
8 2 教 授(1)助 手(1) 1 1
9
10
ll 2 教 授 ほ)助 手U) 1
12 1 所 長 教 授(1) 2
13 1 教 授(1) 1
14 1
6.研 究所 日誌
平成14年
4月1日
12
13
16
18
19
22
24
教官会議,教 授打合せ会
総研大 ・極域科学専攻入学者ガ イダンス
しらせ帰港(晴 海埠頭)
顧問会議
総研大 ・入学式(葉 山)
総研大 ・学生入学セ ミナー(葉 山!
総研大 ・学生入学セ ミナー(葉LID
運営会議
研究談話会
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26
30
5月7日
8
10
13
14
15
16
17
20
21
22
23
24
27
29
31
6月3日
5
7
11
12
13
17
19
21
24
25
26
28
7月2日
3
5
8
総研大 ・専攻委員会
教官系連絡会
教官会議,教 授打合せ会
輸送問題対応会議
大学共同利用機関特別委員会
情報科学センター運営委員会
気水圏専門委員会
生物 ・医学専門委員会
南極観測安全対策委員会
宙空専門委員会
板橋高齢者大学校所内見学
通信分科会
航空分科会
食糧分科会
建築分科会
機械分科会
総研 大 ・専攻委員会
地学専門委員会
企画調整会議
定常観測連絡会
研究小集会
運営会議
教官会議,教 授打合せ会
広報編集委員会
平成15年 度概算要求 ヒアリング
研究小集会
総研大 ・教育研究交流センター運営委員会及び
教育研究情報資料セ ンター運営委員会
第27回 南極損石シンポジウム(～13日)
極地観測隊員健康判定委員会(山 の上ホテル)
総研大 ・第34回 企画調査委員会(南 青山会館)
第80回 編集委員会
第104回 運営協議員会
非 干渉 レーダ委員会
(南極本部総会)
総研大 ・評議会及び名誉教授称号授与式(葉 山)
夏期総合訓練(菅 平)(～28日)
教官系連絡会
総研大 ・専攻委員会
運営会議
大学共同利用機関特別委員会
教官系連絡会
研究談話会
研究小集会
平成15年 度国立学校特別会計 ヒアリング
教官会議
総研大 ・学長補佐懇談会
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10
15
18
19
26
30
31
8月7日
23
27
30
31
9月1日
5
19
20
27
30
10月1日
3
???
??
16
17
22
23
25
28
29
31
11月4日
5
6
8
11
教授打合せ会
南極観測準備連絡会議
南極観測企画調整会議
総研大 ・運営諮問会議(東 海大学校友会館)
五者連絡会議
運営会議
第26回 極域 における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム
第26回 極域 における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム
総研大 ・サマースクール(葉 山)
図書委員会
第44次 隊全員集合
教官系連絡会
総研大 ・入学者選抜試験
総研大 ・入学者選抜試験
講演 と映画の会
教官会議,教 授打合せ会
総研大 ・専攻委員会
総研大 ・数物科学研究科教授 会(東 条 インペリアルパ レス)
南極観測企画調整会議
観測隊家族会
運営会議
総研大 ・学位授与式(葉 山)
教官系連絡会
共同研究連絡会
加賀まちづ くり協議会所内見学
第2回 全員集合
第44次 南極地域観測壮行会
総研大 ・入学式(葉 山)
教官会議,教 授打合せ会
南極観測準備連絡会議
第22回 南極地学 シンポジウム
研究小集会
南極観測安全対策委員会
南極観測企画調整会議
総研大 ・企画調査委員会(南 青山会館)
第2回 五者連絡会(し らせ)
教授会 ・教官人事委員会
広報編集委員会
所内レクリエーシ ョン(板 橋プラザボウル)
総研大 ・専攻委員会
運営会議
総研 大 ・評議会(南 青山会館)
講演 と映画の会(福 井県武生市)
教官系連絡会
総研大 ・留学生委員会,教 育研究委員会(蔵 前工業会館)
南極OB会(東 条 インヘ リアルバ レス)
教官会議
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13
14
15
19
20
21
22
25
26
28
29
12月2日
4
5
6
11
12
16
20
24
25
26
27
平 成15年
1月6日
7
9
10
14
16
17
20
21
第105回 運営協議員会
第44次 観測隊家族会
(第121回 南極本部総会,第44次 観測隊壮行会)
第3回 全員集合
しらせ出航(晴 海埠頭)
教授打合せ会
図書委員会
南極観測準備連絡会議
広報委員会
第25回 極域気水圏シンポジウム
第25回 極域気水圏シンポジウム
文部科学省永年勤続表彰伝達式
南極観測企画調整会議
総研大 ・入学者選抜委員会(蔵 前工業会館)
南極損石研究委員会
総研大 ・専攻委員会
教官系連絡会
第44次 観測隊出発(成 田)
運営会議
教官会議,教 授打 合せ会
職員健康診断
第25回 極域生物シンポジウム
第25回 極球生物 シンポジウム
南極限石セ ンター運営委員会
特別研究談話会
総研大 ・国際シンポジウム実施委員会
南極観測企画調整会議
運営会議
危機管理委員会
北極圏環境研究センター運営委員会
EISCAT研 究小集会
地学研究小集会
仕事納め
仕事始め
教官会議,教 授打合せ会
総研大 ・運営委員会
総研大 ・専攻委員会
南極観測準備連絡会議
気水圏専門委員会
文部科学省共済監査
宙空専門委員会
文部科学省共済監査
生物 ・医学専門委員会
地学専門委員会
航空分科会
機械分科会
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22
23
24
27
28
29
30
31
2月3日
4
5
??
12
13
17
20
24
25
27
28
3月3日
5
10
11
12
13
14
建築分科会
通信分科会
設営分科会
定常観測連絡会
南極観測企画調整会議
特別研究談話会
教官系連絡会
第82回 編集委員会
南極観測企画調整会議
特別研究談話会
運営会議
総研大 ・臨時評議会(南 青山会館)
教官会議,教 授打合せ会
南極観測 タスクフォース
危機管理委員会
SCS事 業連絡協議会
運営会議
総研大 ・運営諮問会議(東 海大学校友会館)
第1回 研究委員会
教授 会 ・教官 人事委員会
共同研究委員会
総研大 ・極域科学専攻委員会
第44次 観測隊専用観測船出発(成 田)
第106回 運営協議員会
南極観測企画調整会議
特別研究談話会
危機管理委員会安全対策常置分科会
教官系連絡会
第5回 南極圏環境モニタリング研究センター運営委員会
総研大 ・数物科学研究科教授 会(東 条 インペ リアルパレス)
運営会議
国際企画委員会
広報編集委員会
第45次 冬季総合訓練(乗 鞍)(～7日)
総研大 ・国際 シンポジウム(葉 山)(～7日)
第46回 評議員会
総研大 ・共同研究公開報告会(蔵 前工業会館)
教官会議,教 授打合せ会
第2回 危機管理委員会所内外安全対策常置分科会
総研大 ・教育研究交流センター運営委員会(蔵 前工業会館)
研究談話会
南極地域廃棄物品再利用検討委員会
総研大 ・企画調査委員会(南 青山会館)
南極観測企画調整会議
南極観測隊医療体制整備に関する懇談会
第2回 総合計画特別委員会法人化分科会
総研大 ・専攻委員会
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17
18
20
24
25
26
27
29
第44次 観測隊専用観測船帰国(成 田、
生物国際シンポジウム
氷床 コア研究委員会
総研大 ・入学者選抜委員会(蔵 前工業会館)
運営会議
北極科学研究推進特別委員会
研究小集会
総研大 ・評議会,学 位授与式(葉 山)
第3回 危機管理委員会所内外麦全対策常置分科会
研究小集会
南極大陸における無人多点観測に関する研究小集会
観測隊帰国(成 田)
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第104回 運 営協議 員会 平 成14年6月17日 月)
議 題
1.名 誉教授の称号授与について
2.国 立極地研究所の研究教育職員の任期に関する規則の 一部改正について
3.第44次 南極地域観測実施計画(案 及び平成14年 度外国共同観測計画(案}に ついて
4.第44次 南極地域観測隊副隊長候?肖者について
5.第44次 南極地域観測隊の編成について
6.第45次 南極地域観測計画 ・案〉及び平成15年 度外国共同観測(案)に ついて
7.平 成15年 度概算要求 案 について
8.そ の他
第105回 運営 協議 員会 平成14年11月11日 目
議 題
1.第44次 南極地域観測隊員候補者について
2.第44次 南極地域観測隊行動実施計画 、案 について
3.第45次 南極地域観測隊長 ・副隊長候ネ甫者について
4.第44次 南極地域観測隊同行者候補者の選考について
5.教 官人事について
6.そ の他
第106回 運営 協議 員会 平成15年2月17日[月)
議 題
1.平 成15年 度共同研究について
2.教 官人事について
3.そ の他
3)南 極地域資源特別委員会
(1)南 極 鉱 物 資 源特 別 委 員会
所長の諮問に応じ,南 極地域の鉱物資源に関する諸問題を調査審議する、
(2)南 極 海 洋 生 物 資 源 特 別 委 員会
所長の諮問に応じ,南 極地域の海洋生物資源に関する諸問題を調査審議する.
4)共 同研究委員会
所長の諮問 に応 じ,共 同研究計画書の審査その他共同研究 に関す る事項について調査審議する。
委員会の審議の円滑化を図るため,所 内に共同研究連絡会を設置 している。
5)南 極陽石研究委員会
所長の諮問に応 じ,南 極明石の研究計画に関す る事項その他南極倶石に関する事項について調査審議する。
6)氷 床 コア研究委員会
所長の諮問に応 じ,氷 床 コアの研究計画 に関する事項 について調査審議する、
7)編 集委員会
所長の諮問に応 じ,極 地観測の成果その他研究成果等の編集について調査審議する。
8)南 極地名委員会
研究所が作成する南極の地名の原案について,所 長に助言す る
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9)専 門委員会
所長 の諮問 に応 じ,及 び運営 協議 員 会か ら求 め られ た南極観測事 業の実 施 に関す る専 門的事項 につ いて,以 下の6
専門委 員会 にて調査審議 す る,、
一 宙空専門委員会
二 気水圏専門委員会
三 地学専門委員会
四 生物 ・医学専門委員会
五 定常観測専門委員会
六 設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,食 糧分科会,・設営連絡会n
10)極 地観測隊員健康判定委員会
所長の諮問に応 じ,極 地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者,及 びその候補者等の健康に関す
る事項について調査審議する.
11)北 極科学研究推進特別委員会
北極研究及び観測の推進に関する事項その他北極研究及び観測に係る事項等 について調査審議する,
12)そ の他の会議等
運営会議
教授会
教授打合せ会
低温資料委員会
機種選定委員会
北極圏環境研究センター運営委員会
広報編集委員会
防災対策委員会
南極地域観測準備連絡会議
広報委員会
非干渉散乱レーダ委員会
顧問会議
教官人事委員会
教官系連絡会
戦員レクリエーション委員会
図書委員会
情報科学センター運営委員会
発明委員会
隊長等選考委員会
南極観測企画調整会議
??????????ー、????
部課長会議
教官会議
移転問題検討会議
大学院教育協力委員会
一般資料委員会
総合計画特別委員会
押売等防止対策協議会
危機管理委員会
国際交流連絡会
南 極 圏環 境 モ ニ タリ ン グセ ン ター運営 委 員 会
SC.S事 業委 員 会 ミ 限 石研 究 セ ン ター運 営 委 員 会
2.地 域社会 との交流
1)見 学受け入れ状況
日 時
平 成14年5月17日
6月19日
7月22日 ・30日
7月20日 ・21日
6月28日 ・7月1日
7月31日
9月19日
10月1日
10月29日
平成15年2月4日
団 体 名
板橋区高齢者大学校
群馬県中央高校
千葉県総合教育センター教員研修
板橋区近隣住民と子供
東京家政大学附属女 了一高等学校
野「1顕彰会 沖 学生1
板橋区 上板橋第一中学校
板橋区加賀まちづくり協議会
社団法人東京産業貿易協会
社団法人世界貿易センター
参加人数
120名
12名
香47名,25名
80名
50名
11名
50名
20名
20名
40名
他個人申し込み5件 計27名
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